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石井先生も水は低きに流れるって
よく言ってて、まぁ、なんで、

低きに流れないように、強い意志を
持ってやったほうがいいと思います。
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WAY TO SUCCESS合格への軌跡

自分でも信じられない位どんどん受かっていっ
た。
慈恵は現役が多いです。あと東京(出身者)も多いです
ね、70人ぐらいで。前髙(前橋高校)は、僕一人しかい
ないですね。まあ、うちの親も途中からなんか、信じ
られないっていうか、こんなに受かって、いったい何
が起こってるんだって。お父さん昭和なんで、昭和受
かった時は、まぁけっこう喜んでて、自分もすごい嬉
しくて、連絡来たときとかは駅のホームなのに「よっ
しゃあ！」って叫んでたりしたんですけど。なんか、
そこからどんどん正規、正規って来て。自分でも信じ
られなくなっていって、嬉しいってよりかは信じられ
ないって感じでしたね。

6時半とか6時45分には登校。朝同じ時間に来
る、それをやり抜くことがきつかった。
一年、きつかったんですけど、勉強がきつかったって
いうよりかは、なんですかね、朝起きるとか。朝来て
るメンバーって、ほんと同じ時間に来てるんですよ。
やっぱ三輪(近畿大医学部進学：三輪龍介)とか、大竹
（日本医科大進学：大竹理央）さんとか。隣だったん
ですけど。そこらへんのメンバーが来てるの見て、
「やっぱ自分も同じ時間に来なきゃだめだな」って
思って。自分も同じ時間に来ようと思うんですけど、
続かなくて…。だから、そういうところが、きつかっ
たですね。それで自分なりの時間を決めて、6時半とか
6時45分にはいつも来るようにしていましたね。
石井先生が多数校受かる人は2～3分の誤差とかで来る
やつとかいるって言ってたし、軌跡読んでもなんか
やっぱり、先輩とか。来てるやつは毎朝本当に同じ時
間に、やっぱ、受かるためにはそうしなきゃいけな
いって思って、自分でそれをやり抜くのがきつかった
です。

代官山に来て「意識」変わった。周りに負けた
くないって思うようになった。
現役のときは地元の塾に行ってて、スマホとかいじり
まくってたので、甘いところがあって、受かるわけな
いっていうか。代官山に来て、なんか「意識」変わっ
たっていうか。やっぱ本当に生活。石井先生の授業で
厳しく言われてたってのと、あとライバル心っていう
か、周りに負けないっていう…。特に理系科目に関し
てはM1のみんな、地頭めっちゃよかったんで。そいつ
らに負けなくない、理系科目で逆に勝ってやるって。
やっぱライバル心は早稲田ゼミのころに比べるとめっ
ちゃあったんで。地元だといや、なんか一緒に
YouTube観てたり。カップ麺食いながら一緒に
YouTube観てたりしてたんで。ライバルいなかったで
す。去年は本当に人が変わった感じでできたと思いま
す。

最初、授業多すぎないかとか思ってたんですけ
ど、忙しい時間割のおかげでずっと勉強してい
る状況を作り出せた。
最初、授業多すぎないかとか思ってたんですけど、こ
んだけ詰まってるから、予習とか復習とかも忙しい中
時間つくってやるようになれたし。逆に、この忙しい
時間割のおかげでずっと勉強している状況を作り出せ
たのかな、って。時間ありすぎても何やればいいかわ
かんなくなっちゃうと思うんで。先生からも具体的に
課題が出るし、そこがはっきりしてたんでよかったで
す。あとなんか、皆…冬とかもうM1は男子だけ。男子
校っぽくなってたんで。森口(杏林大医学部進学：森口
徳之）と三輪(近畿大医学部進学：三輪龍介)はクラス上
がってきて、まぁ女の子達はクラス下がっちゃったん
で。皆仲良かったですね。それぞれ目指すところあっ
たんで、お互い勉強しやすかったです。

僕は数学センスなかった。「センスゼロでや
る」っていう薄先生に従おうって…。
教わってた先生全員印象に強く残ってるんですけど。
まぁでもやっぱ一番は薄先生で。僕はまぁ、数学ほん
とセンスないんで。で、その薄先生は、「センスゼロ
でやる」ってのを逐一言ってて、それでもう、「じゃ
あ薄先生に従おう」って思った。授業中めっちゃビシ
バシ言うんですよ。「お前らは、数学勉強してるん
じゃなくて、ただやってるだけだ」とか、結構言って
て。あと、なんか「こう考えろ、こう考えろ」って結
構いっぱい言ってくれていて。そういうのが結構刺
さってて。ま、それは本当に、一つひとつ毎回参考に
してたりしてて。その、自分はすごいノート活用して
て、授業も150%ノート取るっていうか。板書だけじゃ
なくて、先生が言ってるまんま。その、センスがない
俺からしたら、大事そうなこととかを、もうめちゃく
ちゃ書いた。長澤先生とかも授業中、俺的には「い
や、これ大事だろ」っていうことを板書に書かないん
で、僕はそれ全部バーッって書いてて。あとやり直し
の時とかも、気づいたこととか書き足していく。あと
は平パンとか長澤先生のところによく質問行ってたん
で、そん時に教えてくれたこととかも、全部、ノート
に書きまくったり。あと薄先生の本に書いてあるポイ
ントとかも全部書き写したりして。自分は、その、ほ
んとセンス無かったから。なんだろう、その、やり方
指定された方が良かったんですよね。本もほんと丁寧
に書いてあったんで、それが自分の考え方とか、そう
いうのを変えたりできて。まぁノートを参考書みたい
な感じで使っていましたね。長澤先生も質問に行く
と、「こういう理由だから、こうだよ」とか、ちゃん
と理由もつけて教えてくれるんで良くて。平パンも、
区分求積のこと聞きに行ったら、「区分求積はこうし
たら減点されないからこうやって覚えたらいいよ」と
かまで教えてくれて、で、その後に「これ慈恵とかで

すけど、すごいなんか、ノートの安心感っつーか、
めっちゃ細かいところから、ちょっと気をつけた方が
いい注意点とか、なんかすごい書いてくれて、ほんと
ありがたかったですね。最初に合格者座談会で、先輩
方が、「野村先生のプリントやっておけば大丈夫だよ
」って言ってたんで、で、俺もコン(日本大医学部進
学：金源太郎)とか、あと石川(杏林大医学部進学：石川
倭子)とかもらったりして。僕は途中からマンツー取っ
たんで、そこでも違うのも貰って、でミワ(近畿大医学
部進学：三輪龍介)も結構、最後マンツー取ってたん
で、もらったりしてて。まぁ先輩の評判が良かったっ
てのもありますね。マンスリー、最初どころか途中も
ひどくって、物理、アップダウンがすごくて。でも最
後が偏差値71まで行って…、１２月で１位になってた
かな。ほんとノムさんのおかげです。

自習室は物音立てたら罪！ってくらい静か。付
箋に次のMTの目標を貼ってモチベに。
自習室、集中できますね。やっぱり周りもみんな集中
してるんで、「やんなきゃ！」ってなるし。自習室は
もうなんか、物音立てたら罪！みたいな、そんな空気
あるんですよ。やっぱり、集中せざるを得ない状況に
なってるんで。教室行っちゃうとやっぱ喋っちゃう
し。そうですね、自習室が一番集中できてよかったで
す。まぁ、モチベーションを上げるために毎回
Monthly終わった後に、「軽部（東邦進学）ぶっつぶ
す」とか「コンぶっつぶす」とか、あと「原木(日医進
学)君目指せ」とか、そういうことを自習室の壁に付箋
で貼り付けたり。まぁ勉強のことはあんまり書いてな
かった気がします。sin・cos・tanの、なんかそういう
どうしても覚えられないやつだけ貼ったりして、自習
席は自己流にカスタマイズしていました。

代官山は半分家。生活リズムが整えられつつ拘
束力があるから１年で受かれた。
まぁホント代官山はまぁ半分家みたいな。もう生活の
中心の場所って感じでした。やっぱ、スケジュール
が、スケジュールっていうか授業がぎっちり詰まって
て、授業自体も少人数で、まぁ先生と生徒の距離と
か、まぁ生徒間の距離も、まぁ良い意味で近くて、生
活リズムがしっかり整えられつつ、まぁ精神的にもや
るべきことに集中できてっていう感じが良かったで
す。まぁ、先生達からの拘束力があるってところです
ね。やっぱ絶対、自分だけで勉強するってなると、絶
対１年じゃ終わんなかったんで。拘束力が強いってい
うのは、本当に良かったです。いやホントに、１年で
受かって良かったです。最初、現役の時とか、友達に
ネタで「五か年計画」とか言ってたんで、まぁ代官山
じゃなかったら本当に、１年じゃ済まなかったんじゃ
ないなかって思います。まぁ１年で済んだとしても、
慈恵はたぶん無理だったと思います。

集中続かなかったときは、パンフレットの軌跡
に載ってる先輩方のやつ、読んでました。
夏あたりに、途中から俺、実家から代官山の入塾パン
フレットを送ってもらって。日曜日とかは本当に、夏
も、夏過ぎてからも一人で結構遅くまで勉強してたん
ですけど、その夏前とかは家で勉強やろうと思っても
ちょっと集中続かなかったりして、そういう時に石井
先生に軌跡読んどけよって言われて。軌跡読みたい
なって思って送ってもらって。あの、まぁ兄（獨協医
科大進学）もここに通ってたんで、なんかでかいやつ
があって、古いバージョンが。牧君(2018年順天堂大医
学部進学：牧健太郎)たちのが最新のページに載ってる
やつ。最新のも結構読んでて…あと、カジ…梶浦君
（2018年日本医科大進学：梶浦淳史）とかの。「大学
を愛する」とかのもけっこう読んで、実際僕も順天
行ったんで。あれ、ほんと、いや…、みんな参考にな
りましたね。まぁ原木君とかはちょっと個人的に意識
していました。なんか、石代さん(大阪医科大進学：石
代俊也)が、俺が一番原木君（2019年日本医科大進学：
原木健伍）とかと、点の取り方が似てるって言って
て。ずっと勉強していたらしく原木君とかいつご飯食
べてるんですかって石代さんに一回聞いたんですけ
ど、そしたら食べてるところ見たことがないって言っ
てて。で、なんかすごい真面目だなって思ってて。
で、点の取り方も似てるって言われてたんで。まぁ原
木君を目指そうって結構思っていました。

寮のご飯は、あったかくて、ほんと、おいし
い。いつもギリギリだったけどあったかい美味
しいご飯で僕の帰りを待っていてくれた。
僕は、代官山の食事付寮に入ってたんですけど、寮は
ご飯がおいしいんですよ。ホントにおいしくて、帰っ
たらあったかくて、健康的なご飯が用意されてるって
のが本当にデカかったですね。質問とかで自分はいつ
もギリギリに帰ってたんですけど、「もうちょっと早
く帰って来てね」って、注意されつつ。まぁ、実際い
つもギリギリだったんですけど。それでもちゃんと
あったかいご飯で僕の帰りを待っててくれて。まぁホ
ントに良かったです。朝も食べたらすぐに出るってい
うか、朝とかやっぱ、勉強してるやつが先に塾にい
るって考えると、やっぱ、勉強しなきゃって思うん
で。めっちゃ急いで自転車漕いで、５分ぐらいでいつ
も。急いで塾に行ってました。

英語得意とアピったら、面接で医師志望理由を
「英語でどうぞ」。
順天の面接は、1日目でした。面接官の人、なんかおじ
いちゃんで。なんか英語でしゃべらされました。自分
は小中、英語に特化したところに通ってたんで、そう
いうことアピールしていたら、「医師志望理由を英語
で言ってみて」って言われて。用意してあったの英訳
して言って。そしたら今度その先生が、「あなたのお

父さんは何科ですか」って英語で聞いてきて。まぁそ
れ英語で「整形科医です」って言って。まぁでも、そ
れがうまくいったのか、「英語上手だね」って。まぁ
面接もそれでうまくいったんですけど。だからあんま
り英語得意得意って言うと、英語でしゃべらされる可
能性が…。ああ、昭和でもしゃべらされたんで。昭和
でも最後ちょっと時間余って。「あ、じゃあちょっ
と、適当に英語喋ってみて」って言われたんです。そ
ういう迂闊な、過剰な英語アピールは危ないかもしれ
ないです。あと二次対策めっちゃやった。途中俺、二
次全落ちもありうるって先生に言われたんですけど、
「二次力はＡ10以下」って言われたんです。それで
けっこう悔しくて。まぁ小論は最後まで微妙だったん
ですけど。面接を、先生に言われたとおりに。言われ
たことをちゃんと意識して。まぁあと若者らしくって
いうのを先生が意識するように言っていたんで、やっ
ぱ教授に「こいつ採りたいな」って思ってもらえるよ
うに。演じたっつーかなんか、好青年らしくって、そ
れも成功の要因だと思います。

この1年だけはちゃんとやろうっていう…思い
でやったんで。スマホも封印して。
まぁ苦手…得意は伸ばして苦手は潰すっていう、まぁ
基本だと思うんですけど、まぁ得意はやっぱ徹底的に
伸ばした方がいいんじゃないかなって思いますね。で
苦手は足引っ張りすぎない程度のレベルまで全部持っ
て行って、あんま偏らずに勉強した方がいいですか
ね。まぁ毎日、自分もやってたんですけど毎日、全部
の教科に触れるとか。ちゃんとそういうところも徹底
して、やった方がいいと思います。あとは、まぁやっ
ぱ、いろんな人がいるんで、人によってはなんか、ダ
ラダラしている人もいると思うんですけど、まぁ自分
の…なんですかね。まぁ、思い…強い思い。強い意志
で流されないようにやってほしいですね。時々流され
ましたけど（笑）。まぁ、石井先生も水は低きに流れ
るってよく言ってて、まぁ、なんで、低きに流れない
ように、強い意志を持ってやったほうがいいと思いま
す。この1年だけはちゃんとやろうっていう…思いで
やったんで。スマホも封印して１年通しました。た
だ、試験会場とか行くのに、スマホないと、地図とか
分かんないんで。そっから徐々に乱れていったんです
けど、まぁ、1年間頑張ったんで、受かったっていう
か。なんとか耐えましたね。

262 263



WAY TO SUCCESS合格への軌跡

最初、授業多すぎないかとか思ってたんですけ
ど、忙しい時間割のおかげでずっと勉強してい
る状況を作り出せた。
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時間つくってやるようになれたし。逆に、この忙しい
時間割のおかげでずっと勉強している状況を作り出せ
たのかな、って。時間ありすぎても何やればいいかわ
かんなくなっちゃうと思うんで。先生からも具体的に
課題が出るし、そこがはっきりしてたんでよかったで
す。あとなんか、皆…冬とかもうM1は男子だけ。男子
校っぽくなってたんで。森口(杏林大医学部進学：森口
徳之）と三輪(近畿大医学部進学：三輪龍介)はクラス上
がってきて、まぁ女の子達はクラス下がっちゃったん
で。皆仲良かったですね。それぞれ目指すところあっ
たんで、お互い勉強しやすかったです。
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る」っていう薄先生に従おうって…。
教わってた先生全員印象に強く残ってるんですけど。
まぁでもやっぱ一番は薄先生で。僕はまぁ、数学ほん
とセンスないんで。で、その薄先生は、「センスゼロ
でやる」ってのを逐一言ってて、それでもう、「じゃ
あ薄先生に従おう」って思った。授業中めっちゃビシ
バシ言うんですよ。「お前らは、数学勉強してるん
じゃなくて、ただやってるだけだ」とか、結構言って
て。あと、なんか「こう考えろ、こう考えろ」って結
構いっぱい言ってくれていて。そういうのが結構刺
さってて。ま、それは本当に、一つひとつ毎回参考に
してたりしてて。その、自分はすごいノート活用して
て、授業も150%ノート取るっていうか。板書だけじゃ
なくて、先生が言ってるまんま。その、センスがない
俺からしたら、大事そうなこととかを、もうめちゃく
ちゃ書いた。長澤先生とかも授業中、俺的には「い
や、これ大事だろ」っていうことを板書に書かないん
で、僕はそれ全部バーッって書いてて。あとやり直し
の時とかも、気づいたこととか書き足していく。あと
は平パンとか長澤先生のところによく質問行ってたん
で、そん時に教えてくれたこととかも、全部、ノート
に書きまくったり。あと薄先生の本に書いてあるポイ
ントとかも全部書き写したりして。自分は、その、ほ
んとセンス無かったから。なんだろう、その、やり方
指定された方が良かったんですよね。本もほんと丁寧
に書いてあったんで、それが自分の考え方とか、そう
いうのを変えたりできて。まぁノートを参考書みたい
な感じで使っていましたね。長澤先生も質問に行く
と、「こういう理由だから、こうだよ」とか、ちゃん
と理由もつけて教えてくれるんで良くて。平パンも、
区分求積のこと聞きに行ったら、「区分求積はこうし
たら減点されないからこうやって覚えたらいいよ」と
かまで教えてくれて、で、その後に「これ慈恵とかで

出てるから覚えとけ」とも言われて、そしたら今年慈
恵の大問2でそれ使って、完答できたんですよ！典さん
の授業はなんかもう、ただただ楽しかった…男子校み
たいだったっていうか。予習せずにその場で解いて、
解けたらみんな、自分から挙手して、ハイハイハイ！
みたいな感じで。みんな競ってたっていうか。誰が一
番早くできるかとか。上手い解き方はどれかとか。
まぁ、代官山での初めての授業が典さんで、「ああこ
れヤバい、ついていけない」って思って、山室先生の
ところに、クラス下げてほしいっていったりしたんで
すけど、まぁ結局トップの授業、受け続けて、頑張っ
てついていって良かったなって思っています。

ノムプリやったお陰で順天の物理とかもずいぶ
ん伸びた
物理は、高校の調査書とかで最後２だったりしたの
で、元々物理はあんまり好きではなかったです。
でも寺澤先生と小澤先生と、で一番お世話になったの
が野村先生の3人全員から大事なこと教わりました。
まぁ３人全員に本当に感謝しています。僕は特に野村
先生のマンツー取ってたんで、質問もめちゃくちゃし
てて。プリントもらってやってって、まぁ僕たちM1の
間では、「ノムプリ」って言ってたんですけど、まぁ
その、ノムプリってのが、講義問題６０問と、演習問
題が３０問ぐらいあって。演習問題はちょっとレベル
が上ので。まぁ結構それをまわして。毎回やって野村
先生に見せたりしてて、やり直しとかも含めてめっ
ちゃやって、なんかノムプリめちゃくちゃ良いってい
うか、エッセンス付いてるっていうか、良かったん
で。ノムプリやったお陰で順天の物理とかもできてよ
かったです。授業も野村先生は、細かいところから
ちゃんと教えてくださって、板書もめっちゃ書くんで

すけど、すごいなんか、ノートの安心感っつーか、
めっちゃ細かいところから、ちょっと気をつけた方が
いい注意点とか、なんかすごい書いてくれて、ほんと
ありがたかったですね。最初に合格者座談会で、先輩
方が、「野村先生のプリントやっておけば大丈夫だよ
」って言ってたんで、で、俺もコン(日本大医学部進
学：金源太郎)とか、あと石川(杏林大医学部進学：石川
倭子)とかもらったりして。僕は途中からマンツー取っ
たんで、そこでも違うのも貰って、でミワ(近畿大医学
部進学：三輪龍介)も結構、最後マンツー取ってたん
で、もらったりしてて。まぁ先輩の評判が良かったっ
てのもありますね。マンスリー、最初どころか途中も
ひどくって、物理、アップダウンがすごくて。でも最
後が偏差値71まで行って…、１２月で１位になってた
かな。ほんとノムさんのおかげです。

自習室は物音立てたら罪！ってくらい静か。付
箋に次のMTの目標を貼ってモチベに。
自習室、集中できますね。やっぱり周りもみんな集中
してるんで、「やんなきゃ！」ってなるし。自習室は
もうなんか、物音立てたら罪！みたいな、そんな空気
あるんですよ。やっぱり、集中せざるを得ない状況に
なってるんで。教室行っちゃうとやっぱ喋っちゃう
し。そうですね、自習室が一番集中できてよかったで
す。まぁ、モチベーションを上げるために毎回
Monthly終わった後に、「軽部（東邦進学）ぶっつぶ
す」とか「コンぶっつぶす」とか、あと「原木(日医進
学)君目指せ」とか、そういうことを自習室の壁に付箋
で貼り付けたり。まぁ勉強のことはあんまり書いてな
かった気がします。sin・cos・tanの、なんかそういう
どうしても覚えられないやつだけ貼ったりして、自習
席は自己流にカスタマイズしていました。

代官山は半分家。生活リズムが整えられつつ拘
束力があるから１年で受かれた。
まぁホント代官山はまぁ半分家みたいな。もう生活の
中心の場所って感じでした。やっぱ、スケジュール
が、スケジュールっていうか授業がぎっちり詰まって
て、授業自体も少人数で、まぁ先生と生徒の距離と
か、まぁ生徒間の距離も、まぁ良い意味で近くて、生
活リズムがしっかり整えられつつ、まぁ精神的にもや
るべきことに集中できてっていう感じが良かったで
す。まぁ、先生達からの拘束力があるってところです
ね。やっぱ絶対、自分だけで勉強するってなると、絶
対１年じゃ終わんなかったんで。拘束力が強いってい
うのは、本当に良かったです。いやホントに、１年で
受かって良かったです。最初、現役の時とか、友達に
ネタで「五か年計画」とか言ってたんで、まぁ代官山
じゃなかったら本当に、１年じゃ済まなかったんじゃ
ないなかって思います。まぁ１年で済んだとしても、
慈恵はたぶん無理だったと思います。

集中続かなかったときは、パンフレットの軌跡
に載ってる先輩方のやつ、読んでました。
夏あたりに、途中から俺、実家から代官山の入塾パン
フレットを送ってもらって。日曜日とかは本当に、夏
も、夏過ぎてからも一人で結構遅くまで勉強してたん
ですけど、その夏前とかは家で勉強やろうと思っても
ちょっと集中続かなかったりして、そういう時に石井
先生に軌跡読んどけよって言われて。軌跡読みたい
なって思って送ってもらって。あの、まぁ兄（獨協医
科大進学）もここに通ってたんで、なんかでかいやつ
があって、古いバージョンが。牧君(2018年順天堂大医
学部進学：牧健太郎)たちのが最新のページに載ってる
やつ。最新のも結構読んでて…あと、カジ…梶浦君
（2018年日本医科大進学：梶浦淳史）とかの。「大学
を愛する」とかのもけっこう読んで、実際僕も順天
行ったんで。あれ、ほんと、いや…、みんな参考にな
りましたね。まぁ原木君とかはちょっと個人的に意識
していました。なんか、石代さん(大阪医科大進学：石
代俊也)が、俺が一番原木君（2019年日本医科大進学：
原木健伍）とかと、点の取り方が似てるって言って
て。ずっと勉強していたらしく原木君とかいつご飯食
べてるんですかって石代さんに一回聞いたんですけ
ど、そしたら食べてるところ見たことがないって言っ
てて。で、なんかすごい真面目だなって思ってて。
で、点の取り方も似てるって言われてたんで。まぁ原
木君を目指そうって結構思っていました。

寮のご飯は、あったかくて、ほんと、おいし
い。いつもギリギリだったけどあったかい美味
しいご飯で僕の帰りを待っていてくれた。
僕は、代官山の食事付寮に入ってたんですけど、寮は
ご飯がおいしいんですよ。ホントにおいしくて、帰っ
たらあったかくて、健康的なご飯が用意されてるって
のが本当にデカかったですね。質問とかで自分はいつ
もギリギリに帰ってたんですけど、「もうちょっと早
く帰って来てね」って、注意されつつ。まぁ、実際い
つもギリギリだったんですけど。それでもちゃんと
あったかいご飯で僕の帰りを待っててくれて。まぁホ
ントに良かったです。朝も食べたらすぐに出るってい
うか、朝とかやっぱ、勉強してるやつが先に塾にい
るって考えると、やっぱ、勉強しなきゃって思うん
で。めっちゃ急いで自転車漕いで、５分ぐらいでいつ
も。急いで塾に行ってました。

英語得意とアピったら、面接で医師志望理由を
「英語でどうぞ」。
順天の面接は、1日目でした。面接官の人、なんかおじ
いちゃんで。なんか英語でしゃべらされました。自分
は小中、英語に特化したところに通ってたんで、そう
いうことアピールしていたら、「医師志望理由を英語
で言ってみて」って言われて。用意してあったの英訳
して言って。そしたら今度その先生が、「あなたのお

父さんは何科ですか」って英語で聞いてきて。まぁそ
れ英語で「整形科医です」って言って。まぁでも、そ
れがうまくいったのか、「英語上手だね」って。まぁ
面接もそれでうまくいったんですけど。だからあんま
り英語得意得意って言うと、英語でしゃべらされる可
能性が…。ああ、昭和でもしゃべらされたんで。昭和
でも最後ちょっと時間余って。「あ、じゃあちょっ
と、適当に英語喋ってみて」って言われたんです。そ
ういう迂闊な、過剰な英語アピールは危ないかもしれ
ないです。あと二次対策めっちゃやった。途中俺、二
次全落ちもありうるって先生に言われたんですけど、
「二次力はＡ10以下」って言われたんです。それで
けっこう悔しくて。まぁ小論は最後まで微妙だったん
ですけど。面接を、先生に言われたとおりに。言われ
たことをちゃんと意識して。まぁあと若者らしくって
いうのを先生が意識するように言っていたんで、やっ
ぱ教授に「こいつ採りたいな」って思ってもらえるよ
うに。演じたっつーかなんか、好青年らしくって、そ
れも成功の要因だと思います。

この1年だけはちゃんとやろうっていう…思い
でやったんで。スマホも封印して。
まぁ苦手…得意は伸ばして苦手は潰すっていう、まぁ
基本だと思うんですけど、まぁ得意はやっぱ徹底的に
伸ばした方がいいんじゃないかなって思いますね。で
苦手は足引っ張りすぎない程度のレベルまで全部持っ
て行って、あんま偏らずに勉強した方がいいですか
ね。まぁ毎日、自分もやってたんですけど毎日、全部
の教科に触れるとか。ちゃんとそういうところも徹底
して、やった方がいいと思います。あとは、まぁやっ
ぱ、いろんな人がいるんで、人によってはなんか、ダ
ラダラしている人もいると思うんですけど、まぁ自分
の…なんですかね。まぁ、思い…強い思い。強い意志
で流されないようにやってほしいですね。時々流され
ましたけど（笑）。まぁ、石井先生も水は低きに流れ
るってよく言ってて、まぁ、なんで、低きに流れない
ように、強い意志を持ってやったほうがいいと思いま
す。この1年だけはちゃんとやろうっていう…思いで
やったんで。スマホも封印して１年通しました。た
だ、試験会場とか行くのに、スマホないと、地図とか
分かんないんで。そっから徐々に乱れていったんです
けど、まぁ、1年間頑張ったんで、受かったっていう
か。なんとか耐えましたね。

WAY TO SUCCESS合格への軌跡

最初、授業多すぎないかとか思ってたんですけ
ど、忙しい時間割のおかげでずっと勉強してい
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ントとかも全部書き写したりして。自分は、その、ほ
んとセンス無かったから。なんだろう、その、やり方
指定された方が良かったんですよね。本もほんと丁寧
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ぱ教授に「こいつ採りたいな」って思ってもらえるよ
うに。演じたっつーかなんか、好青年らしくって、そ
れも成功の要因だと思います。

この1年だけはちゃんとやろうっていう…思い
でやったんで。スマホも封印して。
まぁ苦手…得意は伸ばして苦手は潰すっていう、まぁ
基本だと思うんですけど、まぁ得意はやっぱ徹底的に
伸ばした方がいいんじゃないかなって思いますね。で
苦手は足引っ張りすぎない程度のレベルまで全部持っ
て行って、あんま偏らずに勉強した方がいいですか
ね。まぁ毎日、自分もやってたんですけど毎日、全部
の教科に触れるとか。ちゃんとそういうところも徹底
して、やった方がいいと思います。あとは、まぁやっ
ぱ、いろんな人がいるんで、人によってはなんか、ダ
ラダラしている人もいると思うんですけど、まぁ自分
の…なんですかね。まぁ、思い…強い思い。強い意志
で流されないようにやってほしいですね。時々流され
ましたけど（笑）。まぁ、石井先生も水は低きに流れ
るってよく言ってて、まぁ、なんで、低きに流れない
ように、強い意志を持ってやったほうがいいと思いま
す。この1年だけはちゃんとやろうっていう…思いで
やったんで。スマホも封印して１年通しました。た
だ、試験会場とか行くのに、スマホないと、地図とか
分かんないんで。そっから徐々に乱れていったんです
けど、まぁ、1年間頑張ったんで、受かったっていう
か。なんとか耐えましたね。
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日本医科医科大
日本大医学部
昭和大医学部
杏林大医学部
聖マリアンナ医科大

前期2次合格
２次合格
I期2次合格
2次合格

２次正規合格

朝は，もう開く前に来て朝から勉強して，
友達とはしゃべらないで。ふふふ  

自習室にこもる。で、先生のことは聞く。
無駄に反抗しない。

日本医科大進学　大竹 理央 さん(雙葉高校卒)

WAY TO SUCCESS合格への軌跡

最終合格は昭和・日大・杏林・聖マ・日医。聖
マは正規でした。
１次合格できたのは、何個だろ？１０……あれ１０は
ないかな？岩手受かって、昭和受かって、埼玉、聖マ
、日医、杏林受かって、日大。１次で岩手埼玉棄権し
たけど，他は２次落ちしたところはないです。補欠全
部きました。だから最終合格は昭和・日大・杏林・聖
マ・日医。聖マは正規でした。
受験期間中、日医は難しいと思ってたからガチで行っ
たんですけど，杏林は…試験時間が２時間位遅れて，
なんか気ぃ抜けちゃって。。。１時間目理科だったか
な，えっやばくないこれ，落ちるじゃんって。数学は
みんな出来ないよって先生言ってたから，いつも通り
やって。で英語は本気出したら，なんとか１次通った
，でも通ると思ってなかった。化学でちょっと，無機
がいっぱい出て，多分上の方狙う人は絶対に取れるよ
ね、っていう基本のところたくさん出てました。

今年ちょっと失敗したなぁと思ったのは・・・
あと今年ちょっと失敗したなぁと思ったのは，帝京を
全部休んで，その３日間で，気いぬけた。自治医行っ
とくべきだった～。鹿山（慈恵進学）も受かってるし
。私も受ければよかったなって。石井先生は第１志望
の順天と慈恵を勧めてくれたのに落ちちゃった。まぁ
日医来たから結果オーライなんですけど(笑)。高橋先生
も私が順天順天って言ってたら，牧さん（17年順天進
学）と喋ってる時に「おいでよ」って呼んでくれて話
聞いたんですけど、牧さんって，浪人して、物理を生
物に変えたんですよね。１年ですごいなぁって。私は
今年１年苦手な数学と化学ばっかやって英語あんまり
時間を割かなかった。順天って，何か１個めちゃくち
ゃできなきゃ受からないじゃないですか。牧さんは化
学が跳びぬけてできたって。私も英語をさらに極めた
うえで、苦手科目引き上げたらよかったかなと。。。
多分今まで英語と数学の差がこ～んなだったのがこう
，だんだんこう数学が追いついてきたけど、オールラ
ウンダーに成り果てて，順天を受けるような人間じゃ
ない感じに。。。で落ちた（笑）。そうなんかいろん
な先生に…青葉先生にも、大丈夫？とか心配してくれ
て。なんかずっと，順天順天言ってたから青葉先生が
ライティング見てくれて。週に１回土日に書いて出し
て，すぐ見て返してくれてた。代官山に来るまではそ
んなライティング重視してなかったけど，今年は書い
たなぁ。なんかどっかで先生が嬉しいコメント書いて
くれて，それを受験中ずっと持ってました。順天おち
てすごい心配されたけど，「日医きました。」って言
ったら，めっちゃ喜んでくれて(笑)。なんか，気持ち落
ちてんじゃないかと思われたらしくて，でもなんか，
落ちてみたら，そんなに（笑）寮だし。なんか３つ（
慈恵順天日医）のうちならいいかなぁと。

あれ出来てたら正規!!すごい悔しくて，終わっ
てから「あぁぁぁぁああぁ」みたいな。
慈恵はオール１００点配点なんで，ちょっときつかっ
た。私数学が出来ないけど他の人たちは，数学が１番
できる人たちが来るのでまぁこれはツンダなあと。そ
っかぁと思って，頑張ったんだけど，まぁしょうがな
いと思って帰ってきました。日医はわりと，なんか今
までの日医の問題の中で一番できた感はあった。補欠
の９番で，私さいご…どの大問か忘れちゃったんです
けど…接線を出す問題があって。あれが途中で，時間
切れで終わっちゃって。あれ出来てたら正規!!すごい悔
しくて，終わってから「あぁぁぁぁああぁ」みたいな
。（笑）9番ってなってあっこれはあの1題だったんだ
と。受かったから結果オーライだけどもっと早くに楽
になれてたかもしれない。

一瞬ふって気を抜いたら，私の携帯が鳴って，
「日本医科大学です」
一番最初に(合格)きたのは、正規の聖マで2月14日。昼
間、長谷川君が廊下で受かったぁって叫んでて(笑)。あ
ぁ今日聖マなんだ、やだなぁって思いながら帰ったら
ママが正規だよって言うから「ふはぁああああ」って
。
日医は3月の頭くらい。9番だからもう少し早く来ると
思ってたんですけど。でもまぁまぁ。でもまぁそうな
んだけど。私は石井先生から医学部の話たくさん聞い
てたから安心しきってるけど，親は現状がよくわかん
ないから安心できなくて。だから代官山行ってきなさ
いとか言われて，気分上がらず何勉強したらいいのか
もわかんないって平パン言ったら、日医の後期の過去
問を５・６年分くらいもらって，ちまちま解いてたら
，やっと来たぁ～。親と私の携帯持って家で待機して
て。で、一瞬ふって気を抜いたら，私の携帯が鳴って
，「日本医科大学です」とか言ってわあ～「お願いし
ます。」みたいな。もう、もう、ぜひともって。うち
のママニコニコだった、すごい気分上々だった。ママ
は、どこ受かったんですかって聞かれて，日本医科大
学ですって楽しかったわよって（笑）。お父さんにも
「よかったね」って。嬉しくて電話してきた。（笑）

一人の先生だけじゃなくてなるべくいろんな先
生に聞こうと意識してた。
この一年浪人してて，気を付けていたのは、第一に先
生の言う事を聞くこと。先生信者になるって。でもあ
んま先生信者になりすぎると，周りが見えなくなりそ
うだから，一人の先生だけじゃなくてなるべくいろん
な先生に聞こうと意識してた。一人で考えても出来な
いって駿台でわかったから，今年はちゃんと先生に頼
ろうって。駿台は頭の良い子が勝手に受かっていくけ
ど、私はそういう子じゃないから。高3の夏くらいに，
なんか違う!まずくない？って思ったけど，そのまま。

時間目テストで，あとの2時間で先生が解説する。解説
も何言ってるかわかんなくて２時間。毎週のテスト
100点満点なんですけど，なんか20点位しかとれなく
て，「何この授業」って思いながらとりあえず出てて
，ママに怒られそうだから出てた（苦笑）

なんか辛いとか，ちょっととりあえず感情とか
忘れて生きようと思って。
1年間辛いとか楽しいとかも，なんも考えてなかった。
なんか辛いとか，ちょっととりあえず感情とか忘れて
生きようと思って。あんまり，朝が辛いとか勉強が辛
いとかなんとか，考えたらおしまいだって思ってた。
だからロボットみたいに，朝起きて，で何も考えずに
，目の前に置かれた朝ごはん食べて，で代官山来て，
で必死に起きながら勉強して。あ～でも，朝の勉強1番
辛いかもしれない。6時くらいについて，前で待って，
で，ゆりあ（東邦大学進学：近藤ゆりあ）とか飯田（
昭和大学進学：飯田すず）とめっちゃ眠いなぁって、
思いながら中入って。まずは、とりあえず計算で自分
を起こした。まず計算からしてましたね。朝の積分や
って。薄先生の夏？単科の22問くらい計算問題のセッ
トがあって，それを7周くらいした。薄先生は「これだ
けをずっとやってけ」ってタイプで、平パンは割と新
しい問題をくれるほう。薄先生は同じのをぐるぐるや
れっていう。あ違うんだなっと。それぞれの先生の言
うことをちゃんと聞いてやってましたよ！朝に長文を
読むと眠くなるから、英語は８：３０くらいから。起
きれたくらいから始める。それまでは，とにかく薄先
生の積分で眼を覚ます。
自習室では，寝ないって固く心に決めてて。もう首が
落ちたら終わりだって。ずっとこのままこうして起き
て。ほんとに。姿勢悪くすると眠くなるからずっとこ
のまま（姿勢よくして）。寝てるの見られるのが嫌。
この人寝てるんだって見られるのが,ほんとに嫌だから
，絶対寝ないわって思って。（笑）
それでも1回お母さんが出張行っちゃってて，なんか朝
ごはんとか全部自分でやらなきゃいけない時，父さん
は朝早い時起こすの申し訳ないから，静かに一人で朝
ごはんを食べて来てた時期1回朝に落ちた。ペンを落と
して落ちた瞬間に，は！って起きた。1分位落ちたかも
しれない（笑）その後立って，下まで降りて，上まで
上がってもう一回階段上がり下がりして強制的に起き
ました。

「ここ座った方が良いですよ、たくさん当たる
席ですよ」
石井先生は，入ってきた瞬間に空気がピッと締まるか
ら，凄いなぁと思って。なんか威厳があります。もう1
番前で頑張って受けてたんですけど，R教室一番前の一
番先生に近い所で受けてて，石井先生は当てる人に困
ると私当てるんです。「じゃぁ大竹さん」って「きた
ぁ」みたいな。でも最初は，4月5月辺りは，3列目あ

たりに座ってて，で，座談会？があって座談会の時に
ちょうど、ある席が空いてて，慈恵に行った小川胡桃
さんが，「ここ座った方が良いですよ、たくさん当た
る席ですよ」みたいなことを言ったら，それから，誰
も座らないから私座ったら，ずっと私の定位置になっ
ちゃった。ふふふ（笑）。それに石井先生のテキスト
はまだ取ってある。お守り。医学部の問題しか載って
ないから，何したらいいか分かんなくなったときに読
んでた、必ず。和訳とか英訳とか間違いさがしとか色
んなの載ってるんで。受験会場とかに持って行くのに
も、ちょうどいい。石井先生の持って行けばOKみたい
な。
4月に，典先生の授業を受けて，「これやばっ」って焦
ってマンツーの申込んで，そしたら平パン。それから
直前期までずうっと取ってました。1学期夏，2学期，
冬，なんか馴染む。雰囲気が好き。で，いつの間にか
，薄先生が恐くなっていった。ふふふでもなんで怖が
られるのかわかんないって薄先生も言ってた。で過去
問解くグループが近藤ゆりあと飯田と沖田に，見崎と
私が加わって，あ伊藤さんもいた。それぞれ好きな先
生は違って。見崎は啓寿先生、あとは薄信者で，ふふ
ふ私は平パン。それぞれ信仰が違う者同士仲良くやっ
てた。
化学はテキストだけをしっかり。テキストの予習復習
で，出来ないとこ，ほんとにやばいなって思ったら，
セミナー戻ったり，三上先生にプリントもらったりし
てたけど，めちゃくちゃヤバいなって思う事そんなに
なかった。河合で偏差７０取った。軽部さん（東邦大
学進学：軽部遥希）に勝ったぁってうれしかった。ふ
ふふ「やったぁ」って。1回マンスリーでも９０…96
点かなんかで，1個ミスって。「あらぁ」っと思って。
100点取っとけばよかったと思って。なんか，時間な
くて，あぁもうだめだわかんないってやつだけ，間違
ってた。あとは全部あってた。
なんか生物が，生物思ったより取れなかったけど、で
も毎回おがT（緒方先生）がすごく励ましてくれてて。
「もっと行けるでしょ」「もっといけるでしょ」っと
か言って，「次９０点でしょ」とか言って「えー」み
たいな「何言ってんのこの人」。で，毎回７０点位の
テスト持って行くっていう。「すいません」って言い
ながら(笑)。総合で２８９点だった時，生物がマークで
みんな９０点とか取ってて。でそんとき私８０？とか
で，本気でヤバいなって，何やってんだろう私って。
総合点ではそんなに悪くなかったけど１回そこで本気
で生物焦ってやり始めましたね。それまで生物そこま
でやって無くて。でなんか，夏の予定表を石井先生が
こう拡大コピーして，時間割作れって言うから，やっ
てったんですよ。で科目で色分けとかして，そしたら
，すごい青くて。数学ばっかで，生物の色が全然なく
て，こりゃだめだわぁと思って，ちょっと均等にしよ
うって思って、４色が均等になるように，がんばって
。多分それが分岐点。たぶんそこのマークで取れてた

ら，総合１位とれたかなっと今泉さん（昭和進学）と
富永さん（愛知医科進学）とか超えられてたかなみた
いな。

書かないと覚えないから，なんかそういうノー
ト1冊作ると，便利かもしれない。
みんな言うと思うけど，緒方先生の教え方が結構好き
だった。なんか全部書くんじゃなくて，いることころ
，本当にいるところだけ，ホワイトボードに書いて，
ほんとちっちゃいポストイットに書いて，なんかプリ
ントに貼っとけば，もう1個ノートができるくらいの感
じだった，それがすごいなんか好きで，全部が全部書
く人がなんか好きじゃなくて，そう，そういうところ
が好きだった。教え方まとめ方が好き。なんかプリン
ト，授業プリント2枚くらい貰って，で，それを，見な
がら説明先生が喋ってるの聞いて，必要なところメモ
して，で，ほんとに書いて先生が説明したい所は、書
くから，それをまぁノートはじっこの所に書いといて
，あとからもう一回，ポストイットに書いといて，貼
って，で，もう一個ノートに。で入試ん時は，そのテ
スト？あのなんだっけ，マンスリーか。マンスリーと
か，小テストとかでできなかったとこをちっちゃいノ
ートに書いて，でその出来なかったとこのノートを持
って行ったんですね。たぶんそのプリント全部持って
行っても見れないから，意味ないなぁと思って，
そう，多分同じこと5回くらい書いてるけど，でもそん
くらい，書かないと覚えないから，なんかそういうノ
ート1冊作ると，便利かもしれない。
多分それを始めたのが，なる終わりくらいだから，4月
からやっとくと，もっとなんか，思い入れの深いもの
が出来るかもしれない（笑）

とりあえず，数学やろうみたいな。前期は数学
やろう！前期夏は数学で！平パンで！ 
とりあえず，数学やろうみたいな。前期は数学やろう
！前期夏は数学で！平パンで！
そうだ。平パンにそれまで英語そんなやるなって命令
が出てて。秋くらいにそれが解除されて，そろそろ英
語やってもいいよって言われて，で，やったけど，そ
んなあがんないっていうか、下がって，なんか，「あ
れぇ」みたいな。
数学は最後全部６０超えられたけど、なんか，70点く
らい取った時，なって。それも長澤先生に見せたら，
「大竹りおが70点？」とか言われて，「なんなんです
かその驚きは」って（笑）すごいびっくりされるくら
い伸びた。なんか，どの科目も，ランキングのそんな
上の方には居ないのに，全部とりあえず，同じ位とっ
てるから，総合で順位跳ね上がるみたいな、私はそう
いうタイプ。ランキング外に落ちたことはないんです
。最初の頃は数学だけ載ってないと思う。けど途中か
ら，英語も何かでも悪かった時があるけど載らなかっ
たことはない。一番最高2位で，あとは，なんか10と

か20番台とかそんくらいをうろうろしてて。

勉強するところなのになんで友だち作るんだろ
うって，思って。
鹿山（東京慈恵会医科大学進学：鹿山竜輔）いたから
、英語。隣でうーって勉強してんの。おかしい(笑)。で
もおもしろいのが，なに言ってんのかわかんないけど
，自分のブースのとこにみんな付箋とかいっぱい貼る
じゃないですか，そこに，「しゃべりすぎない」って
書いてあって（笑）。「思ってるんだぁ。」って思っ
て。笑いそうになったし，他の人がこう、周りが結構
しゃべってる子もいたから，自分負けないようにと思
って多分貼ってるんだけど，ほんとにあ～ちゃんと思
ってるんだなぁって思って，「へ－」って思って。自
習室静かだし，まぁ快適，快適でした。でもなんか12
月くらいに1回ほんとに自習室に座ってるのが嫌になっ
て。緊張の糸が切れた，なんか「ぷつ」って，で平パ
ンの所に泣きついたら，「もうお前1回帰れ」って言わ
れて，6時くらいに，すごい罪悪感に積まれながら。で
その次の日，ちょっとすっきりして，自習室で勉強で
きた。その1日で立ち直れてよかったなって思った。平
パンに帰れって言って貰えて。
勉強するところなのになんで友だち作るんだろうって
，思って。代官山来たら，雙葉の子がいて，向こうも
真面目だから，そんなしゃべんない。わざわざ外に出
てしゃべるような子でもないし，まぁ会ったら３分く
らいしゃべるくらい。で，そんなもん、でも，あの過
去問のグループとかも割とべたべたしないし。クラス
が一緒じゃないから。そもそも友達作ろうと思ってな
い。友達作るところじゃないから。

毎回毎回マンスリーごとに１回ごとにファイル
作っといて，そこに全部バン
そう，マンスリーは緊張してて，英語が最初ですごい
うれしかったんですよ。私は英語で加速しなきゃいけ
ないから。数学を最初にされると，確実に心が折れる
んで(笑)。英語で気分のせて，乗せていって数学で落ち
て，理科上がる。みたいな感じで。なんか、いつから
だろう，割と最初の方から自分の今回のマンスリーで
気を付けることみたいなのを小さい紙に科目ごとに書
いて。で，なんか目標の大体このくらい取りたいなぁ
みたいな点数。ちょっと高め位に設定しといて，で終
わってから，家？その日マンスリーの日は自習室から
行かないでそのまま帰ってたんですけど，毎回終わり
次第帰って家帰って，自己採して，でその，書いたこ
とができたかできなかったかみたいなのを，○とか△
とか×と×とかで書いて，で，大体の，その点数書い
て今回これだけ出来なかったんだなぁって思って次に
生かすことをずっとやってた。
分析を書かないと忘れるから，やってた。書いてたず
っと。残しておく。ずっと書いて。毎回毎回マンスリ
ーごとに１回ごとにファイル作っといて，そこに全部
バンっていれてたかな。
ウィークリーも英語は，とりあえず２５を目指してい
て毎回。時々２４・２２とかなる。時々，変なミスお
かしたりもして…。数学は分野によって。だからとり
あえず，返ってきたら，もう１回見直しをしてたけど
，その問題を永遠にやる続けるっていうか，出来なか
ったやつをテキストに戻ってやるって。これが結構伸
びる秘訣だと思いますよ。テキストも（復習の回数を
書ける）マスってあれ５こマスありましたよね。だか
らプラス１して６周やりました。数学苦手だったから
６周くらい。
１学期の夏のやつをずっとやって。まぁ簡単な所はさ
すがにやってないけど。できないところはほんとに，
何回も何回もやって。覚えちゃったから平パンに似た
ような問題もらって。で，テキストに貼って，やって
ました。
復習がまわらないって時もたまにあったけど、けっこ
うあれ…うん結構忙しかった。ぎりぎり，だった。余
計なことしないで，テキストだけに集中して。
日曜日とか，ＲＤとか使って。あと朝はテキストあん
まりやらなくて，半分寝ててもできる事やった。単純
計算。半分寝てるなかでも計算できるかっていうのを
やってた。

代官山は最初から，基礎からちゃんと基礎を徹
底的にやってくれるのが，嬉しかった。
代官山と駿台って全然違う。代官山は最初から，基礎
からちゃんと基礎を徹底的にやってくれるのが，嬉し
かった。
駿台はもう発展問題しかテキストに入ってないから，
それを永遠にやるしかないし。でも，自分は基礎をど

こでやれば良いのか分かんないから，とりあえず答え
覚えて，でなんか入試解けなくて，みたいな感じだっ
たから，基礎からやってくれるのは，うれしかった。
数学とか特に。

もし代官山に来てなかったら、多分受かってて
も下の方。
この合格への軌跡も受験中読んでモチベーションにし
てました。日医の人とか。上の方の人特に。菅波さん
とか若林さんとかどんな勉強してたんだろうなぁって
。問題解きあったり協力してやってたんだなって。だ
から過去問のグループとか割とすぐできたし。参考に
してました。
マキさんの軌跡読んで、朝早くから来てたっていうの
読んで私も朝早く来るようにしたんです。まぁ，ゆり
あとか飯田とかが早く来てるから，私も早く来ないと
ダメなのかなぁと思って，で。最初は多分何時だろ？
７時過ぎとかだったんですけど。来るのが。いやなん
かでもみんなが，早く来てるから，じゃぁもっと早く
しようって。ゆりあは車で，もう２号館前につけて「
ぶーー」って来て「おはよう」ってお母さん？どっち
かわかんないけど。颯爽と現れる。「あっゆりあだっ
て」（笑）
もし代官山に来てなかったら、多分受かってても下の
方。あんまちょっとなんか満足できないなぁみたいな
ところにしか受かんないと思う。聖マとか（笑）。な
んか日医で，「あっとりあえず面子保てたかな」って
思ってる。
なんか自習室をくれて，朝から，夜まで，ずっと勉強
できる環境が整ってるところとか自分に向いてたと思
う。ま，自習室入っちゃえば，勉強できるから，外出
てるとまぁいろいろあるけど，入っちゃえば，自分の
席があるから，もう座ったらスイッチ入るんで，あと
先生もいつもいるし，質問しやすいし，駿台ってなん
か奥まったところに講師室があってなんかすごい入り
づらいんですよ。「えっこれって入っていいの？」っ
て感じの所にあるから，質問行きたくても行きづらい
し。対して代官山はなんか席も、先生たちも，すごい
オープンだから，「あっ先生」って質問出来るから，
うれしい。
授業中は質問とかしなかったけど。しゃべんないから
わたし。ふふふ（笑）去年は，ちょっと自分殺して，
すべてを絶って１年を過ごしてたから。

最後に後輩に向けて
朝は，もう開く前に来て朝から勉強して，友達とはし
ゃべらないで。ふふふ自習室にこもる。で、先生のこ
とは聞く。無駄に反抗しない。もちろん私反抗なんて
してないけどしてたら，ずるずるっと落ちていくと思
うから。で自習室で寝ない。絶対に寝ない。死んでも
寝ない覚悟をって言う固い。固く心に決めて，１年頑
張るとどうにかなる。

あと全科目勉強して下さい。偏らずに。もともと全部
同じ位の人は一気にこう上げて行った方がいいとこ受
かるから。１個だけやると私みたいになる。。。あの
ぐらい時間かけないと私は数学伸びなかったから，ま
ぁ結果オーライ。あとマンツーは平パンと緒方先生と
三上先生、あと長澤先生。マンツーは取った方が良い
です。苦手な科目は取った方が良い。数学苦手なら絶
対取った方が，自分に合った勉強の仕方を教えてくれ
るからいい。平パン良いですよ。
平パンはいいよってことを推していきたい。
平パン推しです。
ありがとうございました。
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あれ出来てたら正規!!すごい悔しくて，終わっ
てから「あぁぁぁぁああぁ」みたいな。
慈恵はオール１００点配点なんで，ちょっときつかっ
た。私数学が出来ないけど他の人たちは，数学が１番
できる人たちが来るのでまぁこれはツンダなあと。そ
っかぁと思って，頑張ったんだけど，まぁしょうがな
いと思って帰ってきました。日医はわりと，なんか今
までの日医の問題の中で一番できた感はあった。補欠
の９番で，私さいご…どの大問か忘れちゃったんです
けど…接線を出す問題があって。あれが途中で，時間
切れで終わっちゃって。あれ出来てたら正規!!すごい悔
しくて，終わってから「あぁぁぁぁああぁ」みたいな
。（笑）9番ってなってあっこれはあの1題だったんだ
と。受かったから結果オーライだけどもっと早くに楽
になれてたかもしれない。

一瞬ふって気を抜いたら，私の携帯が鳴って，
「日本医科大学です」
一番最初に(合格)きたのは、正規の聖マで2月14日。昼
間、長谷川君が廊下で受かったぁって叫んでて(笑)。あ
ぁ今日聖マなんだ、やだなぁって思いながら帰ったら
ママが正規だよって言うから「ふはぁああああ」って
。
日医は3月の頭くらい。9番だからもう少し早く来ると
思ってたんですけど。でもまぁまぁ。でもまぁそうな
んだけど。私は石井先生から医学部の話たくさん聞い
てたから安心しきってるけど，親は現状がよくわかん
ないから安心できなくて。だから代官山行ってきなさ
いとか言われて，気分上がらず何勉強したらいいのか
もわかんないって平パン言ったら、日医の後期の過去
問を５・６年分くらいもらって，ちまちま解いてたら
，やっと来たぁ～。親と私の携帯持って家で待機して
て。で、一瞬ふって気を抜いたら，私の携帯が鳴って
，「日本医科大学です」とか言ってわあ～「お願いし
ます。」みたいな。もう、もう、ぜひともって。うち
のママニコニコだった、すごい気分上々だった。ママ
は、どこ受かったんですかって聞かれて，日本医科大
学ですって楽しかったわよって（笑）。お父さんにも
「よかったね」って。嬉しくて電話してきた。（笑）

一人の先生だけじゃなくてなるべくいろんな先
生に聞こうと意識してた。
この一年浪人してて，気を付けていたのは、第一に先
生の言う事を聞くこと。先生信者になるって。でもあ
んま先生信者になりすぎると，周りが見えなくなりそ
うだから，一人の先生だけじゃなくてなるべくいろん
な先生に聞こうと意識してた。一人で考えても出来な
いって駿台でわかったから，今年はちゃんと先生に頼
ろうって。駿台は頭の良い子が勝手に受かっていくけ
ど、私はそういう子じゃないから。高3の夏くらいに，
なんか違う!まずくない？って思ったけど，そのまま。

そのまま走ったら，入試初日，あ，こりゃマズイやぁ
って確信して。あダメだこれっと思ったら，その後ず
るずるずるって気分も落ちていって。で代官山に来ま
した。現役の時も同じ位、受けたけど、一次は1個も出
てない。ふふふほんとに。親には言えなかったけど駿
台ついていけてなかった。授業むずかしいというより
解き方は覚えられるからいいし、そのテストされても
それなりの点数は取れる。でも入試本番に出された時
に，覚えたまんま出ないじゃないですか，どこの学校
も。本質理解できてないからもうダメ（苦笑）

日医や慈恵順天とか受けたい人は石井先生の言
う通り
直前になっても全科目やった方が良いよ。
英語は出来た。一番好きだし、できました。でも最後
の方下がってるんです。それは，数学に時間かけすぎ
たから（笑）。数学は上がったけど，英語下がった。
（笑）だからみんな，日医や慈恵順天とか受けたい人
は石井先生の言う通り直前になっても全科目やった方
が良いよ。って言いたいです。伝わりますかね？（笑
）
今から英語マジでやろうとしてる人は，単語やった方
が良いと思う。長文を見ながら覚えるのもいいけど，
たぶん単語帳もやって先に覚えた方が良いと思う。私
喋れないんですけど、でも何言ってるか分かってる。
聞けば分かる。英語好きだから。
最初ね、理科は全然出来て無かった。点数があんまり
よくない。化学を駿台で始めたのが高2で，高2はちゃ
んとやってくれるんです、全部の範囲をちゃんと最初
から。でも高3は有機しかやらない。高3の前期が有機
を「ばぁーーーっと」やって，後期はもうわけわかん
ないくらい難しい問題の演習をひたすらやって。毎週1

時間目テストで，あとの2時間で先生が解説する。解説
も何言ってるかわかんなくて２時間。毎週のテスト
100点満点なんですけど，なんか20点位しかとれなく
て，「何この授業」って思いながらとりあえず出てて
，ママに怒られそうだから出てた（苦笑）

なんか辛いとか，ちょっととりあえず感情とか
忘れて生きようと思って。
1年間辛いとか楽しいとかも，なんも考えてなかった。
なんか辛いとか，ちょっととりあえず感情とか忘れて
生きようと思って。あんまり，朝が辛いとか勉強が辛
いとかなんとか，考えたらおしまいだって思ってた。
だからロボットみたいに，朝起きて，で何も考えずに
，目の前に置かれた朝ごはん食べて，で代官山来て，
で必死に起きながら勉強して。あ～でも，朝の勉強1番
辛いかもしれない。6時くらいについて，前で待って，
で，ゆりあ（東邦大学進学：近藤ゆりあ）とか飯田（
昭和大学進学：飯田すず）とめっちゃ眠いなぁって、
思いながら中入って。まずは、とりあえず計算で自分
を起こした。まず計算からしてましたね。朝の積分や
って。薄先生の夏？単科の22問くらい計算問題のセッ
トがあって，それを7周くらいした。薄先生は「これだ
けをずっとやってけ」ってタイプで、平パンは割と新
しい問題をくれるほう。薄先生は同じのをぐるぐるや
れっていう。あ違うんだなっと。それぞれの先生の言
うことをちゃんと聞いてやってましたよ！朝に長文を
読むと眠くなるから、英語は８：３０くらいから。起
きれたくらいから始める。それまでは，とにかく薄先
生の積分で眼を覚ます。
自習室では，寝ないって固く心に決めてて。もう首が
落ちたら終わりだって。ずっとこのままこうして起き
て。ほんとに。姿勢悪くすると眠くなるからずっとこ
のまま（姿勢よくして）。寝てるの見られるのが嫌。
この人寝てるんだって見られるのが,ほんとに嫌だから
，絶対寝ないわって思って。（笑）
それでも1回お母さんが出張行っちゃってて，なんか朝
ごはんとか全部自分でやらなきゃいけない時，父さん
は朝早い時起こすの申し訳ないから，静かに一人で朝
ごはんを食べて来てた時期1回朝に落ちた。ペンを落と
して落ちた瞬間に，は！って起きた。1分位落ちたかも
しれない（笑）その後立って，下まで降りて，上まで
上がってもう一回階段上がり下がりして強制的に起き
ました。

「ここ座った方が良いですよ、たくさん当たる
席ですよ」
石井先生は，入ってきた瞬間に空気がピッと締まるか
ら，凄いなぁと思って。なんか威厳があります。もう1
番前で頑張って受けてたんですけど，R教室一番前の一
番先生に近い所で受けてて，石井先生は当てる人に困
ると私当てるんです。「じゃぁ大竹さん」って「きた
ぁ」みたいな。でも最初は，4月5月辺りは，3列目あ

たりに座ってて，で，座談会？があって座談会の時に
ちょうど、ある席が空いてて，慈恵に行った小川胡桃
さんが，「ここ座った方が良いですよ、たくさん当た
る席ですよ」みたいなことを言ったら，それから，誰
も座らないから私座ったら，ずっと私の定位置になっ
ちゃった。ふふふ（笑）。それに石井先生のテキスト
はまだ取ってある。お守り。医学部の問題しか載って
ないから，何したらいいか分かんなくなったときに読
んでた、必ず。和訳とか英訳とか間違いさがしとか色
んなの載ってるんで。受験会場とかに持って行くのに
も、ちょうどいい。石井先生の持って行けばOKみたい
な。
4月に，典先生の授業を受けて，「これやばっ」って焦
ってマンツーの申込んで，そしたら平パン。それから
直前期までずうっと取ってました。1学期夏，2学期，
冬，なんか馴染む。雰囲気が好き。で，いつの間にか
，薄先生が恐くなっていった。ふふふでもなんで怖が
られるのかわかんないって薄先生も言ってた。で過去
問解くグループが近藤ゆりあと飯田と沖田に，見崎と
私が加わって，あ伊藤さんもいた。それぞれ好きな先
生は違って。見崎は啓寿先生、あとは薄信者で，ふふ
ふ私は平パン。それぞれ信仰が違う者同士仲良くやっ
てた。
化学はテキストだけをしっかり。テキストの予習復習
で，出来ないとこ，ほんとにやばいなって思ったら，
セミナー戻ったり，三上先生にプリントもらったりし
てたけど，めちゃくちゃヤバいなって思う事そんなに
なかった。河合で偏差７０取った。軽部さん（東邦大
学進学：軽部遥希）に勝ったぁってうれしかった。ふ
ふふ「やったぁ」って。1回マンスリーでも９０…96
点かなんかで，1個ミスって。「あらぁ」っと思って。
100点取っとけばよかったと思って。なんか，時間な
くて，あぁもうだめだわかんないってやつだけ，間違
ってた。あとは全部あってた。
なんか生物が，生物思ったより取れなかったけど、で
も毎回おがT（緒方先生）がすごく励ましてくれてて。
「もっと行けるでしょ」「もっといけるでしょ」っと
か言って，「次９０点でしょ」とか言って「えー」み
たいな「何言ってんのこの人」。で，毎回７０点位の
テスト持って行くっていう。「すいません」って言い
ながら(笑)。総合で２８９点だった時，生物がマークで
みんな９０点とか取ってて。でそんとき私８０？とか
で，本気でヤバいなって，何やってんだろう私って。
総合点ではそんなに悪くなかったけど１回そこで本気
で生物焦ってやり始めましたね。それまで生物そこま
でやって無くて。でなんか，夏の予定表を石井先生が
こう拡大コピーして，時間割作れって言うから，やっ
てったんですよ。で科目で色分けとかして，そしたら
，すごい青くて。数学ばっかで，生物の色が全然なく
て，こりゃだめだわぁと思って，ちょっと均等にしよ
うって思って、４色が均等になるように，がんばって
。多分それが分岐点。たぶんそこのマークで取れてた

ら，総合１位とれたかなっと今泉さん（昭和進学）と
富永さん（愛知医科進学）とか超えられてたかなみた
いな。

書かないと覚えないから，なんかそういうノー
ト1冊作ると，便利かもしれない。
みんな言うと思うけど，緒方先生の教え方が結構好き
だった。なんか全部書くんじゃなくて，いることころ
，本当にいるところだけ，ホワイトボードに書いて，
ほんとちっちゃいポストイットに書いて，なんかプリ
ントに貼っとけば，もう1個ノートができるくらいの感
じだった，それがすごいなんか好きで，全部が全部書
く人がなんか好きじゃなくて，そう，そういうところ
が好きだった。教え方まとめ方が好き。なんかプリン
ト，授業プリント2枚くらい貰って，で，それを，見な
がら説明先生が喋ってるの聞いて，必要なところメモ
して，で，ほんとに書いて先生が説明したい所は、書
くから，それをまぁノートはじっこの所に書いといて
，あとからもう一回，ポストイットに書いといて，貼
って，で，もう一個ノートに。で入試ん時は，そのテ
スト？あのなんだっけ，マンスリーか。マンスリーと
か，小テストとかでできなかったとこをちっちゃいノ
ートに書いて，でその出来なかったとこのノートを持
って行ったんですね。たぶんそのプリント全部持って
行っても見れないから，意味ないなぁと思って，
そう，多分同じこと5回くらい書いてるけど，でもそん
くらい，書かないと覚えないから，なんかそういうノ
ート1冊作ると，便利かもしれない。
多分それを始めたのが，なる終わりくらいだから，4月
からやっとくと，もっとなんか，思い入れの深いもの
が出来るかもしれない（笑）

とりあえず，数学やろうみたいな。前期は数学
やろう！前期夏は数学で！平パンで！ 
とりあえず，数学やろうみたいな。前期は数学やろう
！前期夏は数学で！平パンで！
そうだ。平パンにそれまで英語そんなやるなって命令
が出てて。秋くらいにそれが解除されて，そろそろ英
語やってもいいよって言われて，で，やったけど，そ
んなあがんないっていうか、下がって，なんか，「あ
れぇ」みたいな。
数学は最後全部６０超えられたけど、なんか，70点く
らい取った時，なって。それも長澤先生に見せたら，
「大竹りおが70点？」とか言われて，「なんなんです
かその驚きは」って（笑）すごいびっくりされるくら
い伸びた。なんか，どの科目も，ランキングのそんな
上の方には居ないのに，全部とりあえず，同じ位とっ
てるから，総合で順位跳ね上がるみたいな、私はそう
いうタイプ。ランキング外に落ちたことはないんです
。最初の頃は数学だけ載ってないと思う。けど途中か
ら，英語も何かでも悪かった時があるけど載らなかっ
たことはない。一番最高2位で，あとは，なんか10と

か20番台とかそんくらいをうろうろしてて。

勉強するところなのになんで友だち作るんだろ
うって，思って。
鹿山（東京慈恵会医科大学進学：鹿山竜輔）いたから
、英語。隣でうーって勉強してんの。おかしい(笑)。で
もおもしろいのが，なに言ってんのかわかんないけど
，自分のブースのとこにみんな付箋とかいっぱい貼る
じゃないですか，そこに，「しゃべりすぎない」って
書いてあって（笑）。「思ってるんだぁ。」って思っ
て。笑いそうになったし，他の人がこう、周りが結構
しゃべってる子もいたから，自分負けないようにと思
って多分貼ってるんだけど，ほんとにあ～ちゃんと思
ってるんだなぁって思って，「へ－」って思って。自
習室静かだし，まぁ快適，快適でした。でもなんか12
月くらいに1回ほんとに自習室に座ってるのが嫌になっ
て。緊張の糸が切れた，なんか「ぷつ」って，で平パ
ンの所に泣きついたら，「もうお前1回帰れ」って言わ
れて，6時くらいに，すごい罪悪感に積まれながら。で
その次の日，ちょっとすっきりして，自習室で勉強で
きた。その1日で立ち直れてよかったなって思った。平
パンに帰れって言って貰えて。
勉強するところなのになんで友だち作るんだろうって
，思って。代官山来たら，雙葉の子がいて，向こうも
真面目だから，そんなしゃべんない。わざわざ外に出
てしゃべるような子でもないし，まぁ会ったら３分く
らいしゃべるくらい。で，そんなもん、でも，あの過
去問のグループとかも割とべたべたしないし。クラス
が一緒じゃないから。そもそも友達作ろうと思ってな
い。友達作るところじゃないから。

毎回毎回マンスリーごとに１回ごとにファイル
作っといて，そこに全部バン
そう，マンスリーは緊張してて，英語が最初ですごい
うれしかったんですよ。私は英語で加速しなきゃいけ
ないから。数学を最初にされると，確実に心が折れる
んで(笑)。英語で気分のせて，乗せていって数学で落ち
て，理科上がる。みたいな感じで。なんか、いつから
だろう，割と最初の方から自分の今回のマンスリーで
気を付けることみたいなのを小さい紙に科目ごとに書
いて。で，なんか目標の大体このくらい取りたいなぁ
みたいな点数。ちょっと高め位に設定しといて，で終
わってから，家？その日マンスリーの日は自習室から
行かないでそのまま帰ってたんですけど，毎回終わり
次第帰って家帰って，自己採して，でその，書いたこ
とができたかできなかったかみたいなのを，○とか△
とか×と×とかで書いて，で，大体の，その点数書い
て今回これだけ出来なかったんだなぁって思って次に
生かすことをずっとやってた。
分析を書かないと忘れるから，やってた。書いてたず
っと。残しておく。ずっと書いて。毎回毎回マンスリ
ーごとに１回ごとにファイル作っといて，そこに全部
バンっていれてたかな。
ウィークリーも英語は，とりあえず２５を目指してい
て毎回。時々２４・２２とかなる。時々，変なミスお
かしたりもして…。数学は分野によって。だからとり
あえず，返ってきたら，もう１回見直しをしてたけど
，その問題を永遠にやる続けるっていうか，出来なか
ったやつをテキストに戻ってやるって。これが結構伸
びる秘訣だと思いますよ。テキストも（復習の回数を
書ける）マスってあれ５こマスありましたよね。だか
らプラス１して６周やりました。数学苦手だったから
６周くらい。
１学期の夏のやつをずっとやって。まぁ簡単な所はさ
すがにやってないけど。できないところはほんとに，
何回も何回もやって。覚えちゃったから平パンに似た
ような問題もらって。で，テキストに貼って，やって
ました。
復習がまわらないって時もたまにあったけど、けっこ
うあれ…うん結構忙しかった。ぎりぎり，だった。余
計なことしないで，テキストだけに集中して。
日曜日とか，ＲＤとか使って。あと朝はテキストあん
まりやらなくて，半分寝ててもできる事やった。単純
計算。半分寝てるなかでも計算できるかっていうのを
やってた。

代官山は最初から，基礎からちゃんと基礎を徹
底的にやってくれるのが，嬉しかった。
代官山と駿台って全然違う。代官山は最初から，基礎
からちゃんと基礎を徹底的にやってくれるのが，嬉し
かった。
駿台はもう発展問題しかテキストに入ってないから，
それを永遠にやるしかないし。でも，自分は基礎をど

こでやれば良いのか分かんないから，とりあえず答え
覚えて，でなんか入試解けなくて，みたいな感じだっ
たから，基礎からやってくれるのは，うれしかった。
数学とか特に。

もし代官山に来てなかったら、多分受かってて
も下の方。
この合格への軌跡も受験中読んでモチベーションにし
てました。日医の人とか。上の方の人特に。菅波さん
とか若林さんとかどんな勉強してたんだろうなぁって
。問題解きあったり協力してやってたんだなって。だ
から過去問のグループとか割とすぐできたし。参考に
してました。
マキさんの軌跡読んで、朝早くから来てたっていうの
読んで私も朝早く来るようにしたんです。まぁ，ゆり
あとか飯田とかが早く来てるから，私も早く来ないと
ダメなのかなぁと思って，で。最初は多分何時だろ？
７時過ぎとかだったんですけど。来るのが。いやなん
かでもみんなが，早く来てるから，じゃぁもっと早く
しようって。ゆりあは車で，もう２号館前につけて「
ぶーー」って来て「おはよう」ってお母さん？どっち
かわかんないけど。颯爽と現れる。「あっゆりあだっ
て」（笑）
もし代官山に来てなかったら、多分受かってても下の
方。あんまちょっとなんか満足できないなぁみたいな
ところにしか受かんないと思う。聖マとか（笑）。な
んか日医で，「あっとりあえず面子保てたかな」って
思ってる。
なんか自習室をくれて，朝から，夜まで，ずっと勉強
できる環境が整ってるところとか自分に向いてたと思
う。ま，自習室入っちゃえば，勉強できるから，外出
てるとまぁいろいろあるけど，入っちゃえば，自分の
席があるから，もう座ったらスイッチ入るんで，あと
先生もいつもいるし，質問しやすいし，駿台ってなん
か奥まったところに講師室があってなんかすごい入り
づらいんですよ。「えっこれって入っていいの？」っ
て感じの所にあるから，質問行きたくても行きづらい
し。対して代官山はなんか席も、先生たちも，すごい
オープンだから，「あっ先生」って質問出来るから，
うれしい。
授業中は質問とかしなかったけど。しゃべんないから
わたし。ふふふ（笑）去年は，ちょっと自分殺して，
すべてを絶って１年を過ごしてたから。

最後に後輩に向けて
朝は，もう開く前に来て朝から勉強して，友達とはし
ゃべらないで。ふふふ自習室にこもる。で、先生のこ
とは聞く。無駄に反抗しない。もちろん私反抗なんて
してないけどしてたら，ずるずるっと落ちていくと思
うから。で自習室で寝ない。絶対に寝ない。死んでも
寝ない覚悟をって言う固い。固く心に決めて，１年頑
張るとどうにかなる。

あと全科目勉強して下さい。偏らずに。もともと全部
同じ位の人は一気にこう上げて行った方がいいとこ受
かるから。１個だけやると私みたいになる。。。あの
ぐらい時間かけないと私は数学伸びなかったから，ま
ぁ結果オーライ。あとマンツーは平パンと緒方先生と
三上先生、あと長澤先生。マンツーは取った方が良い
です。苦手な科目は取った方が良い。数学苦手なら絶
対取った方が，自分に合った勉強の仕方を教えてくれ
るからいい。平パン良いですよ。
平パンはいいよってことを推していきたい。
平パン推しです。
ありがとうございました。

WAY TO SUCCESS合格への軌跡

あれ出来てたら正規!!すごい悔しくて，終わっ
てから「あぁぁぁぁああぁ」みたいな。
慈恵はオール１００点配点なんで，ちょっときつかっ
た。私数学が出来ないけど他の人たちは，数学が１番
できる人たちが来るのでまぁこれはツンダなあと。そ
っかぁと思って，頑張ったんだけど，まぁしょうがな
いと思って帰ってきました。日医はわりと，なんか今
までの日医の問題の中で一番できた感はあった。補欠
の９番で，私さいご…どの大問か忘れちゃったんです
けど…接線を出す問題があって。あれが途中で，時間
切れで終わっちゃって。あれ出来てたら正規!!すごい悔
しくて，終わってから「あぁぁぁぁああぁ」みたいな
。（笑）9番ってなってあっこれはあの1題だったんだ
と。受かったから結果オーライだけどもっと早くに楽
になれてたかもしれない。

一瞬ふって気を抜いたら，私の携帯が鳴って，
「日本医科大学です」
一番最初に(合格)きたのは、正規の聖マで2月14日。昼
間、長谷川君が廊下で受かったぁって叫んでて(笑)。あ
ぁ今日聖マなんだ、やだなぁって思いながら帰ったら
ママが正規だよって言うから「ふはぁああああ」って
。
日医は3月の頭くらい。9番だからもう少し早く来ると
思ってたんですけど。でもまぁまぁ。でもまぁそうな
んだけど。私は石井先生から医学部の話たくさん聞い
てたから安心しきってるけど，親は現状がよくわかん
ないから安心できなくて。だから代官山行ってきなさ
いとか言われて，気分上がらず何勉強したらいいのか
もわかんないって平パン言ったら、日医の後期の過去
問を５・６年分くらいもらって，ちまちま解いてたら
，やっと来たぁ～。親と私の携帯持って家で待機して
て。で、一瞬ふって気を抜いたら，私の携帯が鳴って
，「日本医科大学です」とか言ってわあ～「お願いし
ます。」みたいな。もう、もう、ぜひともって。うち
のママニコニコだった、すごい気分上々だった。ママ
は、どこ受かったんですかって聞かれて，日本医科大
学ですって楽しかったわよって（笑）。お父さんにも
「よかったね」って。嬉しくて電話してきた。（笑）

一人の先生だけじゃなくてなるべくいろんな先
生に聞こうと意識してた。
この一年浪人してて，気を付けていたのは、第一に先
生の言う事を聞くこと。先生信者になるって。でもあ
んま先生信者になりすぎると，周りが見えなくなりそ
うだから，一人の先生だけじゃなくてなるべくいろん
な先生に聞こうと意識してた。一人で考えても出来な
いって駿台でわかったから，今年はちゃんと先生に頼
ろうって。駿台は頭の良い子が勝手に受かっていくけ
ど、私はそういう子じゃないから。高3の夏くらいに，
なんか違う!まずくない？って思ったけど，そのまま。

時間目テストで，あとの2時間で先生が解説する。解説
も何言ってるかわかんなくて２時間。毎週のテスト
100点満点なんですけど，なんか20点位しかとれなく
て，「何この授業」って思いながらとりあえず出てて
，ママに怒られそうだから出てた（苦笑）

なんか辛いとか，ちょっととりあえず感情とか
忘れて生きようと思って。
1年間辛いとか楽しいとかも，なんも考えてなかった。
なんか辛いとか，ちょっととりあえず感情とか忘れて
生きようと思って。あんまり，朝が辛いとか勉強が辛
いとかなんとか，考えたらおしまいだって思ってた。
だからロボットみたいに，朝起きて，で何も考えずに
，目の前に置かれた朝ごはん食べて，で代官山来て，
で必死に起きながら勉強して。あ～でも，朝の勉強1番
辛いかもしれない。6時くらいについて，前で待って，
で，ゆりあ（東邦大学進学：近藤ゆりあ）とか飯田（
昭和大学進学：飯田すず）とめっちゃ眠いなぁって、
思いながら中入って。まずは、とりあえず計算で自分
を起こした。まず計算からしてましたね。朝の積分や
って。薄先生の夏？単科の22問くらい計算問題のセッ
トがあって，それを7周くらいした。薄先生は「これだ
けをずっとやってけ」ってタイプで、平パンは割と新
しい問題をくれるほう。薄先生は同じのをぐるぐるや
れっていう。あ違うんだなっと。それぞれの先生の言
うことをちゃんと聞いてやってましたよ！朝に長文を
読むと眠くなるから、英語は８：３０くらいから。起
きれたくらいから始める。それまでは，とにかく薄先
生の積分で眼を覚ます。
自習室では，寝ないって固く心に決めてて。もう首が
落ちたら終わりだって。ずっとこのままこうして起き
て。ほんとに。姿勢悪くすると眠くなるからずっとこ
のまま（姿勢よくして）。寝てるの見られるのが嫌。
この人寝てるんだって見られるのが,ほんとに嫌だから
，絶対寝ないわって思って。（笑）
それでも1回お母さんが出張行っちゃってて，なんか朝
ごはんとか全部自分でやらなきゃいけない時，父さん
は朝早い時起こすの申し訳ないから，静かに一人で朝
ごはんを食べて来てた時期1回朝に落ちた。ペンを落と
して落ちた瞬間に，は！って起きた。1分位落ちたかも
しれない（笑）その後立って，下まで降りて，上まで
上がってもう一回階段上がり下がりして強制的に起き
ました。

「ここ座った方が良いですよ、たくさん当たる
席ですよ」
石井先生は，入ってきた瞬間に空気がピッと締まるか
ら，凄いなぁと思って。なんか威厳があります。もう1
番前で頑張って受けてたんですけど，R教室一番前の一
番先生に近い所で受けてて，石井先生は当てる人に困
ると私当てるんです。「じゃぁ大竹さん」って「きた
ぁ」みたいな。でも最初は，4月5月辺りは，3列目あ

たりに座ってて，で，座談会？があって座談会の時に
ちょうど、ある席が空いてて，慈恵に行った小川胡桃
さんが，「ここ座った方が良いですよ、たくさん当た
る席ですよ」みたいなことを言ったら，それから，誰
も座らないから私座ったら，ずっと私の定位置になっ
ちゃった。ふふふ（笑）。それに石井先生のテキスト
はまだ取ってある。お守り。医学部の問題しか載って
ないから，何したらいいか分かんなくなったときに読
んでた、必ず。和訳とか英訳とか間違いさがしとか色
んなの載ってるんで。受験会場とかに持って行くのに
も、ちょうどいい。石井先生の持って行けばOKみたい
な。
4月に，典先生の授業を受けて，「これやばっ」って焦
ってマンツーの申込んで，そしたら平パン。それから
直前期までずうっと取ってました。1学期夏，2学期，
冬，なんか馴染む。雰囲気が好き。で，いつの間にか
，薄先生が恐くなっていった。ふふふでもなんで怖が
られるのかわかんないって薄先生も言ってた。で過去
問解くグループが近藤ゆりあと飯田と沖田に，見崎と
私が加わって，あ伊藤さんもいた。それぞれ好きな先
生は違って。見崎は啓寿先生、あとは薄信者で，ふふ
ふ私は平パン。それぞれ信仰が違う者同士仲良くやっ
てた。
化学はテキストだけをしっかり。テキストの予習復習
で，出来ないとこ，ほんとにやばいなって思ったら，
セミナー戻ったり，三上先生にプリントもらったりし
てたけど，めちゃくちゃヤバいなって思う事そんなに
なかった。河合で偏差７０取った。軽部さん（東邦大
学進学：軽部遥希）に勝ったぁってうれしかった。ふ
ふふ「やったぁ」って。1回マンスリーでも９０…96
点かなんかで，1個ミスって。「あらぁ」っと思って。
100点取っとけばよかったと思って。なんか，時間な
くて，あぁもうだめだわかんないってやつだけ，間違
ってた。あとは全部あってた。
なんか生物が，生物思ったより取れなかったけど、で
も毎回おがT（緒方先生）がすごく励ましてくれてて。
「もっと行けるでしょ」「もっといけるでしょ」っと
か言って，「次９０点でしょ」とか言って「えー」み
たいな「何言ってんのこの人」。で，毎回７０点位の
テスト持って行くっていう。「すいません」って言い
ながら(笑)。総合で２８９点だった時，生物がマークで
みんな９０点とか取ってて。でそんとき私８０？とか
で，本気でヤバいなって，何やってんだろう私って。
総合点ではそんなに悪くなかったけど１回そこで本気
で生物焦ってやり始めましたね。それまで生物そこま
でやって無くて。でなんか，夏の予定表を石井先生が
こう拡大コピーして，時間割作れって言うから，やっ
てったんですよ。で科目で色分けとかして，そしたら
，すごい青くて。数学ばっかで，生物の色が全然なく
て，こりゃだめだわぁと思って，ちょっと均等にしよ
うって思って、４色が均等になるように，がんばって
。多分それが分岐点。たぶんそこのマークで取れてた

ら，総合１位とれたかなっと今泉さん（昭和進学）と
富永さん（愛知医科進学）とか超えられてたかなみた
いな。

書かないと覚えないから，なんかそういうノー
ト1冊作ると，便利かもしれない。
みんな言うと思うけど，緒方先生の教え方が結構好き
だった。なんか全部書くんじゃなくて，いることころ
，本当にいるところだけ，ホワイトボードに書いて，
ほんとちっちゃいポストイットに書いて，なんかプリ
ントに貼っとけば，もう1個ノートができるくらいの感
じだった，それがすごいなんか好きで，全部が全部書
く人がなんか好きじゃなくて，そう，そういうところ
が好きだった。教え方まとめ方が好き。なんかプリン
ト，授業プリント2枚くらい貰って，で，それを，見な
がら説明先生が喋ってるの聞いて，必要なところメモ
して，で，ほんとに書いて先生が説明したい所は、書
くから，それをまぁノートはじっこの所に書いといて
，あとからもう一回，ポストイットに書いといて，貼
って，で，もう一個ノートに。で入試ん時は，そのテ
スト？あのなんだっけ，マンスリーか。マンスリーと
か，小テストとかでできなかったとこをちっちゃいノ
ートに書いて，でその出来なかったとこのノートを持
って行ったんですね。たぶんそのプリント全部持って
行っても見れないから，意味ないなぁと思って，
そう，多分同じこと5回くらい書いてるけど，でもそん
くらい，書かないと覚えないから，なんかそういうノ
ート1冊作ると，便利かもしれない。
多分それを始めたのが，なる終わりくらいだから，4月
からやっとくと，もっとなんか，思い入れの深いもの
が出来るかもしれない（笑）

とりあえず，数学やろうみたいな。前期は数学
やろう！前期夏は数学で！平パンで！ 
とりあえず，数学やろうみたいな。前期は数学やろう
！前期夏は数学で！平パンで！
そうだ。平パンにそれまで英語そんなやるなって命令
が出てて。秋くらいにそれが解除されて，そろそろ英
語やってもいいよって言われて，で，やったけど，そ
んなあがんないっていうか、下がって，なんか，「あ
れぇ」みたいな。
数学は最後全部６０超えられたけど、なんか，70点く
らい取った時，なって。それも長澤先生に見せたら，
「大竹りおが70点？」とか言われて，「なんなんです
かその驚きは」って（笑）すごいびっくりされるくら
い伸びた。なんか，どの科目も，ランキングのそんな
上の方には居ないのに，全部とりあえず，同じ位とっ
てるから，総合で順位跳ね上がるみたいな、私はそう
いうタイプ。ランキング外に落ちたことはないんです
。最初の頃は数学だけ載ってないと思う。けど途中か
ら，英語も何かでも悪かった時があるけど載らなかっ
たことはない。一番最高2位で，あとは，なんか10と

か20番台とかそんくらいをうろうろしてて。

勉強するところなのになんで友だち作るんだろ
うって，思って。
鹿山（東京慈恵会医科大学進学：鹿山竜輔）いたから
、英語。隣でうーって勉強してんの。おかしい(笑)。で
もおもしろいのが，なに言ってんのかわかんないけど
，自分のブースのとこにみんな付箋とかいっぱい貼る
じゃないですか，そこに，「しゃべりすぎない」って
書いてあって（笑）。「思ってるんだぁ。」って思っ
て。笑いそうになったし，他の人がこう、周りが結構
しゃべってる子もいたから，自分負けないようにと思
って多分貼ってるんだけど，ほんとにあ～ちゃんと思
ってるんだなぁって思って，「へ－」って思って。自
習室静かだし，まぁ快適，快適でした。でもなんか12
月くらいに1回ほんとに自習室に座ってるのが嫌になっ
て。緊張の糸が切れた，なんか「ぷつ」って，で平パ
ンの所に泣きついたら，「もうお前1回帰れ」って言わ
れて，6時くらいに，すごい罪悪感に積まれながら。で
その次の日，ちょっとすっきりして，自習室で勉強で
きた。その1日で立ち直れてよかったなって思った。平
パンに帰れって言って貰えて。
勉強するところなのになんで友だち作るんだろうって
，思って。代官山来たら，雙葉の子がいて，向こうも
真面目だから，そんなしゃべんない。わざわざ外に出
てしゃべるような子でもないし，まぁ会ったら３分く
らいしゃべるくらい。で，そんなもん、でも，あの過
去問のグループとかも割とべたべたしないし。クラス
が一緒じゃないから。そもそも友達作ろうと思ってな
い。友達作るところじゃないから。

毎回毎回マンスリーごとに１回ごとにファイル
作っといて，そこに全部バン
そう，マンスリーは緊張してて，英語が最初ですごい
うれしかったんですよ。私は英語で加速しなきゃいけ
ないから。数学を最初にされると，確実に心が折れる
んで(笑)。英語で気分のせて，乗せていって数学で落ち
て，理科上がる。みたいな感じで。なんか、いつから
だろう，割と最初の方から自分の今回のマンスリーで
気を付けることみたいなのを小さい紙に科目ごとに書
いて。で，なんか目標の大体このくらい取りたいなぁ
みたいな点数。ちょっと高め位に設定しといて，で終
わってから，家？その日マンスリーの日は自習室から
行かないでそのまま帰ってたんですけど，毎回終わり
次第帰って家帰って，自己採して，でその，書いたこ
とができたかできなかったかみたいなのを，○とか△
とか×と×とかで書いて，で，大体の，その点数書い
て今回これだけ出来なかったんだなぁって思って次に
生かすことをずっとやってた。
分析を書かないと忘れるから，やってた。書いてたず
っと。残しておく。ずっと書いて。毎回毎回マンスリ
ーごとに１回ごとにファイル作っといて，そこに全部
バンっていれてたかな。
ウィークリーも英語は，とりあえず２５を目指してい
て毎回。時々２４・２２とかなる。時々，変なミスお
かしたりもして…。数学は分野によって。だからとり
あえず，返ってきたら，もう１回見直しをしてたけど
，その問題を永遠にやる続けるっていうか，出来なか
ったやつをテキストに戻ってやるって。これが結構伸
びる秘訣だと思いますよ。テキストも（復習の回数を
書ける）マスってあれ５こマスありましたよね。だか
らプラス１して６周やりました。数学苦手だったから
６周くらい。
１学期の夏のやつをずっとやって。まぁ簡単な所はさ
すがにやってないけど。できないところはほんとに，
何回も何回もやって。覚えちゃったから平パンに似た
ような問題もらって。で，テキストに貼って，やって
ました。
復習がまわらないって時もたまにあったけど、けっこ
うあれ…うん結構忙しかった。ぎりぎり，だった。余
計なことしないで，テキストだけに集中して。
日曜日とか，ＲＤとか使って。あと朝はテキストあん
まりやらなくて，半分寝ててもできる事やった。単純
計算。半分寝てるなかでも計算できるかっていうのを
やってた。

代官山は最初から，基礎からちゃんと基礎を徹
底的にやってくれるのが，嬉しかった。
代官山と駿台って全然違う。代官山は最初から，基礎
からちゃんと基礎を徹底的にやってくれるのが，嬉し
かった。
駿台はもう発展問題しかテキストに入ってないから，
それを永遠にやるしかないし。でも，自分は基礎をど

こでやれば良いのか分かんないから，とりあえず答え
覚えて，でなんか入試解けなくて，みたいな感じだっ
たから，基礎からやってくれるのは，うれしかった。
数学とか特に。

もし代官山に来てなかったら、多分受かってて
も下の方。
この合格への軌跡も受験中読んでモチベーションにし
てました。日医の人とか。上の方の人特に。菅波さん
とか若林さんとかどんな勉強してたんだろうなぁって
。問題解きあったり協力してやってたんだなって。だ
から過去問のグループとか割とすぐできたし。参考に
してました。
マキさんの軌跡読んで、朝早くから来てたっていうの
読んで私も朝早く来るようにしたんです。まぁ，ゆり
あとか飯田とかが早く来てるから，私も早く来ないと
ダメなのかなぁと思って，で。最初は多分何時だろ？
７時過ぎとかだったんですけど。来るのが。いやなん
かでもみんなが，早く来てるから，じゃぁもっと早く
しようって。ゆりあは車で，もう２号館前につけて「
ぶーー」って来て「おはよう」ってお母さん？どっち
かわかんないけど。颯爽と現れる。「あっゆりあだっ
て」（笑）
もし代官山に来てなかったら、多分受かってても下の
方。あんまちょっとなんか満足できないなぁみたいな
ところにしか受かんないと思う。聖マとか（笑）。な
んか日医で，「あっとりあえず面子保てたかな」って
思ってる。
なんか自習室をくれて，朝から，夜まで，ずっと勉強
できる環境が整ってるところとか自分に向いてたと思
う。ま，自習室入っちゃえば，勉強できるから，外出
てるとまぁいろいろあるけど，入っちゃえば，自分の
席があるから，もう座ったらスイッチ入るんで，あと
先生もいつもいるし，質問しやすいし，駿台ってなん
か奥まったところに講師室があってなんかすごい入り
づらいんですよ。「えっこれって入っていいの？」っ
て感じの所にあるから，質問行きたくても行きづらい
し。対して代官山はなんか席も、先生たちも，すごい
オープンだから，「あっ先生」って質問出来るから，
うれしい。
授業中は質問とかしなかったけど。しゃべんないから
わたし。ふふふ（笑）去年は，ちょっと自分殺して，
すべてを絶って１年を過ごしてたから。

最後に後輩に向けて
朝は，もう開く前に来て朝から勉強して，友達とはし
ゃべらないで。ふふふ自習室にこもる。で、先生のこ
とは聞く。無駄に反抗しない。もちろん私反抗なんて
してないけどしてたら，ずるずるっと落ちていくと思
うから。で自習室で寝ない。絶対に寝ない。死んでも
寝ない覚悟をって言う固い。固く心に決めて，１年頑
張るとどうにかなる。

あと全科目勉強して下さい。偏らずに。もともと全部
同じ位の人は一気にこう上げて行った方がいいとこ受
かるから。１個だけやると私みたいになる。。。あの
ぐらい時間かけないと私は数学伸びなかったから，ま
ぁ結果オーライ。あとマンツーは平パンと緒方先生と
三上先生、あと長澤先生。マンツーは取った方が良い
です。苦手な科目は取った方が良い。数学苦手なら絶
対取った方が，自分に合った勉強の仕方を教えてくれ
るからいい。平パン良いですよ。
平パンはいいよってことを推していきたい。
平パン推しです。
ありがとうございました。
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あれ出来てたら正規!!すごい悔しくて，終わっ
てから「あぁぁぁぁああぁ」みたいな。
慈恵はオール１００点配点なんで，ちょっときつかっ
た。私数学が出来ないけど他の人たちは，数学が１番
できる人たちが来るのでまぁこれはツンダなあと。そ
っかぁと思って，頑張ったんだけど，まぁしょうがな
いと思って帰ってきました。日医はわりと，なんか今
までの日医の問題の中で一番できた感はあった。補欠
の９番で，私さいご…どの大問か忘れちゃったんです
けど…接線を出す問題があって。あれが途中で，時間
切れで終わっちゃって。あれ出来てたら正規!!すごい悔
しくて，終わってから「あぁぁぁぁああぁ」みたいな
。（笑）9番ってなってあっこれはあの1題だったんだ
と。受かったから結果オーライだけどもっと早くに楽
になれてたかもしれない。

一瞬ふって気を抜いたら，私の携帯が鳴って，
「日本医科大学です」
一番最初に(合格)きたのは、正規の聖マで2月14日。昼
間、長谷川君が廊下で受かったぁって叫んでて(笑)。あ
ぁ今日聖マなんだ、やだなぁって思いながら帰ったら
ママが正規だよって言うから「ふはぁああああ」って
。
日医は3月の頭くらい。9番だからもう少し早く来ると
思ってたんですけど。でもまぁまぁ。でもまぁそうな
んだけど。私は石井先生から医学部の話たくさん聞い
てたから安心しきってるけど，親は現状がよくわかん
ないから安心できなくて。だから代官山行ってきなさ
いとか言われて，気分上がらず何勉強したらいいのか
もわかんないって平パン言ったら、日医の後期の過去
問を５・６年分くらいもらって，ちまちま解いてたら
，やっと来たぁ～。親と私の携帯持って家で待機して
て。で、一瞬ふって気を抜いたら，私の携帯が鳴って
，「日本医科大学です」とか言ってわあ～「お願いし
ます。」みたいな。もう、もう、ぜひともって。うち
のママニコニコだった、すごい気分上々だった。ママ
は、どこ受かったんですかって聞かれて，日本医科大
学ですって楽しかったわよって（笑）。お父さんにも
「よかったね」って。嬉しくて電話してきた。（笑）

一人の先生だけじゃなくてなるべくいろんな先
生に聞こうと意識してた。
この一年浪人してて，気を付けていたのは、第一に先
生の言う事を聞くこと。先生信者になるって。でもあ
んま先生信者になりすぎると，周りが見えなくなりそ
うだから，一人の先生だけじゃなくてなるべくいろん
な先生に聞こうと意識してた。一人で考えても出来な
いって駿台でわかったから，今年はちゃんと先生に頼
ろうって。駿台は頭の良い子が勝手に受かっていくけ
ど、私はそういう子じゃないから。高3の夏くらいに，
なんか違う!まずくない？って思ったけど，そのまま。

時間目テストで，あとの2時間で先生が解説する。解説
も何言ってるかわかんなくて２時間。毎週のテスト
100点満点なんですけど，なんか20点位しかとれなく
て，「何この授業」って思いながらとりあえず出てて
，ママに怒られそうだから出てた（苦笑）

なんか辛いとか，ちょっととりあえず感情とか
忘れて生きようと思って。
1年間辛いとか楽しいとかも，なんも考えてなかった。
なんか辛いとか，ちょっととりあえず感情とか忘れて
生きようと思って。あんまり，朝が辛いとか勉強が辛
いとかなんとか，考えたらおしまいだって思ってた。
だからロボットみたいに，朝起きて，で何も考えずに
，目の前に置かれた朝ごはん食べて，で代官山来て，
で必死に起きながら勉強して。あ～でも，朝の勉強1番
辛いかもしれない。6時くらいについて，前で待って，
で，ゆりあ（東邦大学進学：近藤ゆりあ）とか飯田（
昭和大学進学：飯田すず）とめっちゃ眠いなぁって、
思いながら中入って。まずは、とりあえず計算で自分
を起こした。まず計算からしてましたね。朝の積分や
って。薄先生の夏？単科の22問くらい計算問題のセッ
トがあって，それを7周くらいした。薄先生は「これだ
けをずっとやってけ」ってタイプで、平パンは割と新
しい問題をくれるほう。薄先生は同じのをぐるぐるや
れっていう。あ違うんだなっと。それぞれの先生の言
うことをちゃんと聞いてやってましたよ！朝に長文を
読むと眠くなるから、英語は８：３０くらいから。起
きれたくらいから始める。それまでは，とにかく薄先
生の積分で眼を覚ます。
自習室では，寝ないって固く心に決めてて。もう首が
落ちたら終わりだって。ずっとこのままこうして起き
て。ほんとに。姿勢悪くすると眠くなるからずっとこ
のまま（姿勢よくして）。寝てるの見られるのが嫌。
この人寝てるんだって見られるのが,ほんとに嫌だから
，絶対寝ないわって思って。（笑）
それでも1回お母さんが出張行っちゃってて，なんか朝
ごはんとか全部自分でやらなきゃいけない時，父さん
は朝早い時起こすの申し訳ないから，静かに一人で朝
ごはんを食べて来てた時期1回朝に落ちた。ペンを落と
して落ちた瞬間に，は！って起きた。1分位落ちたかも
しれない（笑）その後立って，下まで降りて，上まで
上がってもう一回階段上がり下がりして強制的に起き
ました。

「ここ座った方が良いですよ、たくさん当たる
席ですよ」
石井先生は，入ってきた瞬間に空気がピッと締まるか
ら，凄いなぁと思って。なんか威厳があります。もう1
番前で頑張って受けてたんですけど，R教室一番前の一
番先生に近い所で受けてて，石井先生は当てる人に困
ると私当てるんです。「じゃぁ大竹さん」って「きた
ぁ」みたいな。でも最初は，4月5月辺りは，3列目あ

たりに座ってて，で，座談会？があって座談会の時に
ちょうど、ある席が空いてて，慈恵に行った小川胡桃
さんが，「ここ座った方が良いですよ、たくさん当た
る席ですよ」みたいなことを言ったら，それから，誰
も座らないから私座ったら，ずっと私の定位置になっ
ちゃった。ふふふ（笑）。それに石井先生のテキスト
はまだ取ってある。お守り。医学部の問題しか載って
ないから，何したらいいか分かんなくなったときに読
んでた、必ず。和訳とか英訳とか間違いさがしとか色
んなの載ってるんで。受験会場とかに持って行くのに
も、ちょうどいい。石井先生の持って行けばOKみたい
な。
4月に，典先生の授業を受けて，「これやばっ」って焦
ってマンツーの申込んで，そしたら平パン。それから
直前期までずうっと取ってました。1学期夏，2学期，
冬，なんか馴染む。雰囲気が好き。で，いつの間にか
，薄先生が恐くなっていった。ふふふでもなんで怖が
られるのかわかんないって薄先生も言ってた。で過去
問解くグループが近藤ゆりあと飯田と沖田に，見崎と
私が加わって，あ伊藤さんもいた。それぞれ好きな先
生は違って。見崎は啓寿先生、あとは薄信者で，ふふ
ふ私は平パン。それぞれ信仰が違う者同士仲良くやっ
てた。
化学はテキストだけをしっかり。テキストの予習復習
で，出来ないとこ，ほんとにやばいなって思ったら，
セミナー戻ったり，三上先生にプリントもらったりし
てたけど，めちゃくちゃヤバいなって思う事そんなに
なかった。河合で偏差７０取った。軽部さん（東邦大
学進学：軽部遥希）に勝ったぁってうれしかった。ふ
ふふ「やったぁ」って。1回マンスリーでも９０…96
点かなんかで，1個ミスって。「あらぁ」っと思って。
100点取っとけばよかったと思って。なんか，時間な
くて，あぁもうだめだわかんないってやつだけ，間違
ってた。あとは全部あってた。
なんか生物が，生物思ったより取れなかったけど、で
も毎回おがT（緒方先生）がすごく励ましてくれてて。
「もっと行けるでしょ」「もっといけるでしょ」っと
か言って，「次９０点でしょ」とか言って「えー」み
たいな「何言ってんのこの人」。で，毎回７０点位の
テスト持って行くっていう。「すいません」って言い
ながら(笑)。総合で２８９点だった時，生物がマークで
みんな９０点とか取ってて。でそんとき私８０？とか
で，本気でヤバいなって，何やってんだろう私って。
総合点ではそんなに悪くなかったけど１回そこで本気
で生物焦ってやり始めましたね。それまで生物そこま
でやって無くて。でなんか，夏の予定表を石井先生が
こう拡大コピーして，時間割作れって言うから，やっ
てったんですよ。で科目で色分けとかして，そしたら
，すごい青くて。数学ばっかで，生物の色が全然なく
て，こりゃだめだわぁと思って，ちょっと均等にしよ
うって思って、４色が均等になるように，がんばって
。多分それが分岐点。たぶんそこのマークで取れてた

ら，総合１位とれたかなっと今泉さん（昭和進学）と
富永さん（愛知医科進学）とか超えられてたかなみた
いな。

書かないと覚えないから，なんかそういうノー
ト1冊作ると，便利かもしれない。
みんな言うと思うけど，緒方先生の教え方が結構好き
だった。なんか全部書くんじゃなくて，いることころ
，本当にいるところだけ，ホワイトボードに書いて，
ほんとちっちゃいポストイットに書いて，なんかプリ
ントに貼っとけば，もう1個ノートができるくらいの感
じだった，それがすごいなんか好きで，全部が全部書
く人がなんか好きじゃなくて，そう，そういうところ
が好きだった。教え方まとめ方が好き。なんかプリン
ト，授業プリント2枚くらい貰って，で，それを，見な
がら説明先生が喋ってるの聞いて，必要なところメモ
して，で，ほんとに書いて先生が説明したい所は、書
くから，それをまぁノートはじっこの所に書いといて
，あとからもう一回，ポストイットに書いといて，貼
って，で，もう一個ノートに。で入試ん時は，そのテ
スト？あのなんだっけ，マンスリーか。マンスリーと
か，小テストとかでできなかったとこをちっちゃいノ
ートに書いて，でその出来なかったとこのノートを持
って行ったんですね。たぶんそのプリント全部持って
行っても見れないから，意味ないなぁと思って，
そう，多分同じこと5回くらい書いてるけど，でもそん
くらい，書かないと覚えないから，なんかそういうノ
ート1冊作ると，便利かもしれない。
多分それを始めたのが，なる終わりくらいだから，4月
からやっとくと，もっとなんか，思い入れの深いもの
が出来るかもしれない（笑）

とりあえず，数学やろうみたいな。前期は数学
やろう！前期夏は数学で！平パンで！ 
とりあえず，数学やろうみたいな。前期は数学やろう
！前期夏は数学で！平パンで！
そうだ。平パンにそれまで英語そんなやるなって命令
が出てて。秋くらいにそれが解除されて，そろそろ英
語やってもいいよって言われて，で，やったけど，そ
んなあがんないっていうか、下がって，なんか，「あ
れぇ」みたいな。
数学は最後全部６０超えられたけど、なんか，70点く
らい取った時，なって。それも長澤先生に見せたら，
「大竹りおが70点？」とか言われて，「なんなんです
かその驚きは」って（笑）すごいびっくりされるくら
い伸びた。なんか，どの科目も，ランキングのそんな
上の方には居ないのに，全部とりあえず，同じ位とっ
てるから，総合で順位跳ね上がるみたいな、私はそう
いうタイプ。ランキング外に落ちたことはないんです
。最初の頃は数学だけ載ってないと思う。けど途中か
ら，英語も何かでも悪かった時があるけど載らなかっ
たことはない。一番最高2位で，あとは，なんか10と
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か20番台とかそんくらいをうろうろしてて。

勉強するところなのになんで友だち作るんだろ
うって，思って。
鹿山（東京慈恵会医科大学進学：鹿山竜輔）いたから
、英語。隣でうーって勉強してんの。おかしい(笑)。で
もおもしろいのが，なに言ってんのかわかんないけど
，自分のブースのとこにみんな付箋とかいっぱい貼る
じゃないですか，そこに，「しゃべりすぎない」って
書いてあって（笑）。「思ってるんだぁ。」って思っ
て。笑いそうになったし，他の人がこう、周りが結構
しゃべってる子もいたから，自分負けないようにと思
って多分貼ってるんだけど，ほんとにあ～ちゃんと思
ってるんだなぁって思って，「へ－」って思って。自
習室静かだし，まぁ快適，快適でした。でもなんか12
月くらいに1回ほんとに自習室に座ってるのが嫌になっ
て。緊張の糸が切れた，なんか「ぷつ」って，で平パ
ンの所に泣きついたら，「もうお前1回帰れ」って言わ
れて，6時くらいに，すごい罪悪感に積まれながら。で
その次の日，ちょっとすっきりして，自習室で勉強で
きた。その1日で立ち直れてよかったなって思った。平
パンに帰れって言って貰えて。
勉強するところなのになんで友だち作るんだろうって
，思って。代官山来たら，雙葉の子がいて，向こうも
真面目だから，そんなしゃべんない。わざわざ外に出
てしゃべるような子でもないし，まぁ会ったら３分く
らいしゃべるくらい。で，そんなもん、でも，あの過
去問のグループとかも割とべたべたしないし。クラス
が一緒じゃないから。そもそも友達作ろうと思ってな
い。友達作るところじゃないから。

毎回毎回マンスリーごとに１回ごとにファイル
作っといて，そこに全部バン
そう，マンスリーは緊張してて，英語が最初ですごい
うれしかったんですよ。私は英語で加速しなきゃいけ
ないから。数学を最初にされると，確実に心が折れる
んで(笑)。英語で気分のせて，乗せていって数学で落ち
て，理科上がる。みたいな感じで。なんか、いつから
だろう，割と最初の方から自分の今回のマンスリーで
気を付けることみたいなのを小さい紙に科目ごとに書
いて。で，なんか目標の大体このくらい取りたいなぁ
みたいな点数。ちょっと高め位に設定しといて，で終
わってから，家？その日マンスリーの日は自習室から
行かないでそのまま帰ってたんですけど，毎回終わり
次第帰って家帰って，自己採して，でその，書いたこ
とができたかできなかったかみたいなのを，○とか△
とか×と×とかで書いて，で，大体の，その点数書い
て今回これだけ出来なかったんだなぁって思って次に
生かすことをずっとやってた。
分析を書かないと忘れるから，やってた。書いてたず
っと。残しておく。ずっと書いて。毎回毎回マンスリ
ーごとに１回ごとにファイル作っといて，そこに全部
バンっていれてたかな。
ウィークリーも英語は，とりあえず２５を目指してい
て毎回。時々２４・２２とかなる。時々，変なミスお
かしたりもして…。数学は分野によって。だからとり
あえず，返ってきたら，もう１回見直しをしてたけど
，その問題を永遠にやる続けるっていうか，出来なか
ったやつをテキストに戻ってやるって。これが結構伸
びる秘訣だと思いますよ。テキストも（復習の回数を
書ける）マスってあれ５こマスありましたよね。だか
らプラス１して６周やりました。数学苦手だったから
６周くらい。
１学期の夏のやつをずっとやって。まぁ簡単な所はさ
すがにやってないけど。できないところはほんとに，
何回も何回もやって。覚えちゃったから平パンに似た
ような問題もらって。で，テキストに貼って，やって
ました。
復習がまわらないって時もたまにあったけど、けっこ
うあれ…うん結構忙しかった。ぎりぎり，だった。余
計なことしないで，テキストだけに集中して。
日曜日とか，ＲＤとか使って。あと朝はテキストあん
まりやらなくて，半分寝ててもできる事やった。単純
計算。半分寝てるなかでも計算できるかっていうのを
やってた。

代官山は最初から，基礎からちゃんと基礎を徹
底的にやってくれるのが，嬉しかった。
代官山と駿台って全然違う。代官山は最初から，基礎
からちゃんと基礎を徹底的にやってくれるのが，嬉し
かった。
駿台はもう発展問題しかテキストに入ってないから，
それを永遠にやるしかないし。でも，自分は基礎をど

こでやれば良いのか分かんないから，とりあえず答え
覚えて，でなんか入試解けなくて，みたいな感じだっ
たから，基礎からやってくれるのは，うれしかった。
数学とか特に。

もし代官山に来てなかったら、多分受かってて
も下の方。
この合格への軌跡も受験中読んでモチベーションにし
てました。日医の人とか。上の方の人特に。菅波さん
とか若林さんとかどんな勉強してたんだろうなぁって
。問題解きあったり協力してやってたんだなって。だ
から過去問のグループとか割とすぐできたし。参考に
してました。
マキさんの軌跡読んで、朝早くから来てたっていうの
読んで私も朝早く来るようにしたんです。まぁ，ゆり
あとか飯田とかが早く来てるから，私も早く来ないと
ダメなのかなぁと思って，で。最初は多分何時だろ？
７時過ぎとかだったんですけど。来るのが。いやなん
かでもみんなが，早く来てるから，じゃぁもっと早く
しようって。ゆりあは車で，もう２号館前につけて「
ぶーー」って来て「おはよう」ってお母さん？どっち
かわかんないけど。颯爽と現れる。「あっゆりあだっ
て」（笑）
もし代官山に来てなかったら、多分受かってても下の
方。あんまちょっとなんか満足できないなぁみたいな
ところにしか受かんないと思う。聖マとか（笑）。な
んか日医で，「あっとりあえず面子保てたかな」って
思ってる。
なんか自習室をくれて，朝から，夜まで，ずっと勉強
できる環境が整ってるところとか自分に向いてたと思
う。ま，自習室入っちゃえば，勉強できるから，外出
てるとまぁいろいろあるけど，入っちゃえば，自分の
席があるから，もう座ったらスイッチ入るんで，あと
先生もいつもいるし，質問しやすいし，駿台ってなん
か奥まったところに講師室があってなんかすごい入り
づらいんですよ。「えっこれって入っていいの？」っ
て感じの所にあるから，質問行きたくても行きづらい
し。対して代官山はなんか席も、先生たちも，すごい
オープンだから，「あっ先生」って質問出来るから，
うれしい。
授業中は質問とかしなかったけど。しゃべんないから
わたし。ふふふ（笑）去年は，ちょっと自分殺して，
すべてを絶って１年を過ごしてたから。

最後に後輩に向けて
朝は，もう開く前に来て朝から勉強して，友達とはし
ゃべらないで。ふふふ自習室にこもる。で、先生のこ
とは聞く。無駄に反抗しない。もちろん私反抗なんて
してないけどしてたら，ずるずるっと落ちていくと思
うから。で自習室で寝ない。絶対に寝ない。死んでも
寝ない覚悟をって言う固い。固く心に決めて，１年頑
張るとどうにかなる。

あと全科目勉強して下さい。偏らずに。もともと全部
同じ位の人は一気にこう上げて行った方がいいとこ受
かるから。１個だけやると私みたいになる。。。あの
ぐらい時間かけないと私は数学伸びなかったから，ま
ぁ結果オーライ。あとマンツーは平パンと緒方先生と
三上先生、あと長澤先生。マンツーは取った方が良い
です。苦手な科目は取った方が良い。数学苦手なら絶
対取った方が，自分に合った勉強の仕方を教えてくれ
るからいい。平パン良いですよ。
平パンはいいよってことを推していきたい。
平パン推しです。
ありがとうございました。

あれ出来てたら正規!!すごい悔しくて，終わっ
てから「あぁぁぁぁああぁ」みたいな。
慈恵はオール１００点配点なんで，ちょっときつかっ
た。私数学が出来ないけど他の人たちは，数学が１番
できる人たちが来るのでまぁこれはツンダなあと。そ
っかぁと思って，頑張ったんだけど，まぁしょうがな
いと思って帰ってきました。日医はわりと，なんか今
までの日医の問題の中で一番できた感はあった。補欠
の９番で，私さいご…どの大問か忘れちゃったんです
けど…接線を出す問題があって。あれが途中で，時間
切れで終わっちゃって。あれ出来てたら正規!!すごい悔
しくて，終わってから「あぁぁぁぁああぁ」みたいな
。（笑）9番ってなってあっこれはあの1題だったんだ
と。受かったから結果オーライだけどもっと早くに楽
になれてたかもしれない。

一瞬ふって気を抜いたら，私の携帯が鳴って，
「日本医科大学です」
一番最初に(合格)きたのは、正規の聖マで2月14日。昼
間、長谷川君が廊下で受かったぁって叫んでて(笑)。あ
ぁ今日聖マなんだ、やだなぁって思いながら帰ったら
ママが正規だよって言うから「ふはぁああああ」って
。
日医は3月の頭くらい。9番だからもう少し早く来ると
思ってたんですけど。でもまぁまぁ。でもまぁそうな
んだけど。私は石井先生から医学部の話たくさん聞い
てたから安心しきってるけど，親は現状がよくわかん
ないから安心できなくて。だから代官山行ってきなさ
いとか言われて，気分上がらず何勉強したらいいのか
もわかんないって平パン言ったら、日医の後期の過去
問を５・６年分くらいもらって，ちまちま解いてたら
，やっと来たぁ～。親と私の携帯持って家で待機して
て。で、一瞬ふって気を抜いたら，私の携帯が鳴って
，「日本医科大学です」とか言ってわあ～「お願いし
ます。」みたいな。もう、もう、ぜひともって。うち
のママニコニコだった、すごい気分上々だった。ママ
は、どこ受かったんですかって聞かれて，日本医科大
学ですって楽しかったわよって（笑）。お父さんにも
「よかったね」って。嬉しくて電話してきた。（笑）

一人の先生だけじゃなくてなるべくいろんな先
生に聞こうと意識してた。
この一年浪人してて，気を付けていたのは、第一に先
生の言う事を聞くこと。先生信者になるって。でもあ
んま先生信者になりすぎると，周りが見えなくなりそ
うだから，一人の先生だけじゃなくてなるべくいろん
な先生に聞こうと意識してた。一人で考えても出来な
いって駿台でわかったから，今年はちゃんと先生に頼
ろうって。駿台は頭の良い子が勝手に受かっていくけ
ど、私はそういう子じゃないから。高3の夏くらいに，
なんか違う!まずくない？って思ったけど，そのまま。

時間目テストで，あとの2時間で先生が解説する。解説
も何言ってるかわかんなくて２時間。毎週のテスト
100点満点なんですけど，なんか20点位しかとれなく
て，「何この授業」って思いながらとりあえず出てて
，ママに怒られそうだから出てた（苦笑）

なんか辛いとか，ちょっととりあえず感情とか
忘れて生きようと思って。
1年間辛いとか楽しいとかも，なんも考えてなかった。
なんか辛いとか，ちょっととりあえず感情とか忘れて
生きようと思って。あんまり，朝が辛いとか勉強が辛
いとかなんとか，考えたらおしまいだって思ってた。
だからロボットみたいに，朝起きて，で何も考えずに
，目の前に置かれた朝ごはん食べて，で代官山来て，
で必死に起きながら勉強して。あ～でも，朝の勉強1番
辛いかもしれない。6時くらいについて，前で待って，
で，ゆりあ（東邦大学進学：近藤ゆりあ）とか飯田（
昭和大学進学：飯田すず）とめっちゃ眠いなぁって、
思いながら中入って。まずは、とりあえず計算で自分
を起こした。まず計算からしてましたね。朝の積分や
って。薄先生の夏？単科の22問くらい計算問題のセッ
トがあって，それを7周くらいした。薄先生は「これだ
けをずっとやってけ」ってタイプで、平パンは割と新
しい問題をくれるほう。薄先生は同じのをぐるぐるや
れっていう。あ違うんだなっと。それぞれの先生の言
うことをちゃんと聞いてやってましたよ！朝に長文を
読むと眠くなるから、英語は８：３０くらいから。起
きれたくらいから始める。それまでは，とにかく薄先
生の積分で眼を覚ます。
自習室では，寝ないって固く心に決めてて。もう首が
落ちたら終わりだって。ずっとこのままこうして起き
て。ほんとに。姿勢悪くすると眠くなるからずっとこ
のまま（姿勢よくして）。寝てるの見られるのが嫌。
この人寝てるんだって見られるのが,ほんとに嫌だから
，絶対寝ないわって思って。（笑）
それでも1回お母さんが出張行っちゃってて，なんか朝
ごはんとか全部自分でやらなきゃいけない時，父さん
は朝早い時起こすの申し訳ないから，静かに一人で朝
ごはんを食べて来てた時期1回朝に落ちた。ペンを落と
して落ちた瞬間に，は！って起きた。1分位落ちたかも
しれない（笑）その後立って，下まで降りて，上まで
上がってもう一回階段上がり下がりして強制的に起き
ました。

「ここ座った方が良いですよ、たくさん当たる
席ですよ」
石井先生は，入ってきた瞬間に空気がピッと締まるか
ら，凄いなぁと思って。なんか威厳があります。もう1
番前で頑張って受けてたんですけど，R教室一番前の一
番先生に近い所で受けてて，石井先生は当てる人に困
ると私当てるんです。「じゃぁ大竹さん」って「きた
ぁ」みたいな。でも最初は，4月5月辺りは，3列目あ

たりに座ってて，で，座談会？があって座談会の時に
ちょうど、ある席が空いてて，慈恵に行った小川胡桃
さんが，「ここ座った方が良いですよ、たくさん当た
る席ですよ」みたいなことを言ったら，それから，誰
も座らないから私座ったら，ずっと私の定位置になっ
ちゃった。ふふふ（笑）。それに石井先生のテキスト
はまだ取ってある。お守り。医学部の問題しか載って
ないから，何したらいいか分かんなくなったときに読
んでた、必ず。和訳とか英訳とか間違いさがしとか色
んなの載ってるんで。受験会場とかに持って行くのに
も、ちょうどいい。石井先生の持って行けばOKみたい
な。
4月に，典先生の授業を受けて，「これやばっ」って焦
ってマンツーの申込んで，そしたら平パン。それから
直前期までずうっと取ってました。1学期夏，2学期，
冬，なんか馴染む。雰囲気が好き。で，いつの間にか
，薄先生が恐くなっていった。ふふふでもなんで怖が
られるのかわかんないって薄先生も言ってた。で過去
問解くグループが近藤ゆりあと飯田と沖田に，見崎と
私が加わって，あ伊藤さんもいた。それぞれ好きな先
生は違って。見崎は啓寿先生、あとは薄信者で，ふふ
ふ私は平パン。それぞれ信仰が違う者同士仲良くやっ
てた。
化学はテキストだけをしっかり。テキストの予習復習
で，出来ないとこ，ほんとにやばいなって思ったら，
セミナー戻ったり，三上先生にプリントもらったりし
てたけど，めちゃくちゃヤバいなって思う事そんなに
なかった。河合で偏差７０取った。軽部さん（東邦大
学進学：軽部遥希）に勝ったぁってうれしかった。ふ
ふふ「やったぁ」って。1回マンスリーでも９０…96
点かなんかで，1個ミスって。「あらぁ」っと思って。
100点取っとけばよかったと思って。なんか，時間な
くて，あぁもうだめだわかんないってやつだけ，間違
ってた。あとは全部あってた。
なんか生物が，生物思ったより取れなかったけど、で
も毎回おがT（緒方先生）がすごく励ましてくれてて。
「もっと行けるでしょ」「もっといけるでしょ」っと
か言って，「次９０点でしょ」とか言って「えー」み
たいな「何言ってんのこの人」。で，毎回７０点位の
テスト持って行くっていう。「すいません」って言い
ながら(笑)。総合で２８９点だった時，生物がマークで
みんな９０点とか取ってて。でそんとき私８０？とか
で，本気でヤバいなって，何やってんだろう私って。
総合点ではそんなに悪くなかったけど１回そこで本気
で生物焦ってやり始めましたね。それまで生物そこま
でやって無くて。でなんか，夏の予定表を石井先生が
こう拡大コピーして，時間割作れって言うから，やっ
てったんですよ。で科目で色分けとかして，そしたら
，すごい青くて。数学ばっかで，生物の色が全然なく
て，こりゃだめだわぁと思って，ちょっと均等にしよ
うって思って、４色が均等になるように，がんばって
。多分それが分岐点。たぶんそこのマークで取れてた

ら，総合１位とれたかなっと今泉さん（昭和進学）と
富永さん（愛知医科進学）とか超えられてたかなみた
いな。

書かないと覚えないから，なんかそういうノー
ト1冊作ると，便利かもしれない。
みんな言うと思うけど，緒方先生の教え方が結構好き
だった。なんか全部書くんじゃなくて，いることころ
，本当にいるところだけ，ホワイトボードに書いて，
ほんとちっちゃいポストイットに書いて，なんかプリ
ントに貼っとけば，もう1個ノートができるくらいの感
じだった，それがすごいなんか好きで，全部が全部書
く人がなんか好きじゃなくて，そう，そういうところ
が好きだった。教え方まとめ方が好き。なんかプリン
ト，授業プリント2枚くらい貰って，で，それを，見な
がら説明先生が喋ってるの聞いて，必要なところメモ
して，で，ほんとに書いて先生が説明したい所は、書
くから，それをまぁノートはじっこの所に書いといて
，あとからもう一回，ポストイットに書いといて，貼
って，で，もう一個ノートに。で入試ん時は，そのテ
スト？あのなんだっけ，マンスリーか。マンスリーと
か，小テストとかでできなかったとこをちっちゃいノ
ートに書いて，でその出来なかったとこのノートを持
って行ったんですね。たぶんそのプリント全部持って
行っても見れないから，意味ないなぁと思って，
そう，多分同じこと5回くらい書いてるけど，でもそん
くらい，書かないと覚えないから，なんかそういうノ
ート1冊作ると，便利かもしれない。
多分それを始めたのが，なる終わりくらいだから，4月
からやっとくと，もっとなんか，思い入れの深いもの
が出来るかもしれない（笑）

とりあえず，数学やろうみたいな。前期は数学
やろう！前期夏は数学で！平パンで！ 
とりあえず，数学やろうみたいな。前期は数学やろう
！前期夏は数学で！平パンで！
そうだ。平パンにそれまで英語そんなやるなって命令
が出てて。秋くらいにそれが解除されて，そろそろ英
語やってもいいよって言われて，で，やったけど，そ
んなあがんないっていうか、下がって，なんか，「あ
れぇ」みたいな。
数学は最後全部６０超えられたけど、なんか，70点く
らい取った時，なって。それも長澤先生に見せたら，
「大竹りおが70点？」とか言われて，「なんなんです
かその驚きは」って（笑）すごいびっくりされるくら
い伸びた。なんか，どの科目も，ランキングのそんな
上の方には居ないのに，全部とりあえず，同じ位とっ
てるから，総合で順位跳ね上がるみたいな、私はそう
いうタイプ。ランキング外に落ちたことはないんです
。最初の頃は数学だけ載ってないと思う。けど途中か
ら，英語も何かでも悪かった時があるけど載らなかっ
たことはない。一番最高2位で，あとは，なんか10と

か20番台とかそんくらいをうろうろしてて。

勉強するところなのになんで友だち作るんだろ
うって，思って。
鹿山（東京慈恵会医科大学進学：鹿山竜輔）いたから
、英語。隣でうーって勉強してんの。おかしい(笑)。で
もおもしろいのが，なに言ってんのかわかんないけど
，自分のブースのとこにみんな付箋とかいっぱい貼る
じゃないですか，そこに，「しゃべりすぎない」って
書いてあって（笑）。「思ってるんだぁ。」って思っ
て。笑いそうになったし，他の人がこう、周りが結構
しゃべってる子もいたから，自分負けないようにと思
って多分貼ってるんだけど，ほんとにあ～ちゃんと思
ってるんだなぁって思って，「へ－」って思って。自
習室静かだし，まぁ快適，快適でした。でもなんか12
月くらいに1回ほんとに自習室に座ってるのが嫌になっ
て。緊張の糸が切れた，なんか「ぷつ」って，で平パ
ンの所に泣きついたら，「もうお前1回帰れ」って言わ
れて，6時くらいに，すごい罪悪感に積まれながら。で
その次の日，ちょっとすっきりして，自習室で勉強で
きた。その1日で立ち直れてよかったなって思った。平
パンに帰れって言って貰えて。
勉強するところなのになんで友だち作るんだろうって
，思って。代官山来たら，雙葉の子がいて，向こうも
真面目だから，そんなしゃべんない。わざわざ外に出
てしゃべるような子でもないし，まぁ会ったら３分く
らいしゃべるくらい。で，そんなもん、でも，あの過
去問のグループとかも割とべたべたしないし。クラス
が一緒じゃないから。そもそも友達作ろうと思ってな
い。友達作るところじゃないから。

毎回毎回マンスリーごとに１回ごとにファイル
作っといて，そこに全部バン
そう，マンスリーは緊張してて，英語が最初ですごい
うれしかったんですよ。私は英語で加速しなきゃいけ
ないから。数学を最初にされると，確実に心が折れる
んで(笑)。英語で気分のせて，乗せていって数学で落ち
て，理科上がる。みたいな感じで。なんか、いつから
だろう，割と最初の方から自分の今回のマンスリーで
気を付けることみたいなのを小さい紙に科目ごとに書
いて。で，なんか目標の大体このくらい取りたいなぁ
みたいな点数。ちょっと高め位に設定しといて，で終
わってから，家？その日マンスリーの日は自習室から
行かないでそのまま帰ってたんですけど，毎回終わり
次第帰って家帰って，自己採して，でその，書いたこ
とができたかできなかったかみたいなのを，○とか△
とか×と×とかで書いて，で，大体の，その点数書い
て今回これだけ出来なかったんだなぁって思って次に
生かすことをずっとやってた。
分析を書かないと忘れるから，やってた。書いてたず
っと。残しておく。ずっと書いて。毎回毎回マンスリ
ーごとに１回ごとにファイル作っといて，そこに全部
バンっていれてたかな。
ウィークリーも英語は，とりあえず２５を目指してい
て毎回。時々２４・２２とかなる。時々，変なミスお
かしたりもして…。数学は分野によって。だからとり
あえず，返ってきたら，もう１回見直しをしてたけど
，その問題を永遠にやる続けるっていうか，出来なか
ったやつをテキストに戻ってやるって。これが結構伸
びる秘訣だと思いますよ。テキストも（復習の回数を
書ける）マスってあれ５こマスありましたよね。だか
らプラス１して６周やりました。数学苦手だったから
６周くらい。
１学期の夏のやつをずっとやって。まぁ簡単な所はさ
すがにやってないけど。できないところはほんとに，
何回も何回もやって。覚えちゃったから平パンに似た
ような問題もらって。で，テキストに貼って，やって
ました。
復習がまわらないって時もたまにあったけど、けっこ
うあれ…うん結構忙しかった。ぎりぎり，だった。余
計なことしないで，テキストだけに集中して。
日曜日とか，ＲＤとか使って。あと朝はテキストあん
まりやらなくて，半分寝ててもできる事やった。単純
計算。半分寝てるなかでも計算できるかっていうのを
やってた。

代官山は最初から，基礎からちゃんと基礎を徹
底的にやってくれるのが，嬉しかった。
代官山と駿台って全然違う。代官山は最初から，基礎
からちゃんと基礎を徹底的にやってくれるのが，嬉し
かった。
駿台はもう発展問題しかテキストに入ってないから，
それを永遠にやるしかないし。でも，自分は基礎をど

WAY TO SUCCESS合格への軌跡

こでやれば良いのか分かんないから，とりあえず答え
覚えて，でなんか入試解けなくて，みたいな感じだっ
たから，基礎からやってくれるのは，うれしかった。
数学とか特に。

もし代官山に来てなかったら、多分受かってて
も下の方。
この合格への軌跡も受験中読んでモチベーションにし
てました。日医の人とか。上の方の人特に。菅波さん
とか若林さんとかどんな勉強してたんだろうなぁって
。問題解きあったり協力してやってたんだなって。だ
から過去問のグループとか割とすぐできたし。参考に
してました。
マキさんの軌跡読んで、朝早くから来てたっていうの
読んで私も朝早く来るようにしたんです。まぁ，ゆり
あとか飯田とかが早く来てるから，私も早く来ないと
ダメなのかなぁと思って，で。最初は多分何時だろ？
７時過ぎとかだったんですけど。来るのが。いやなん
かでもみんなが，早く来てるから，じゃぁもっと早く
しようって。ゆりあは車で，もう２号館前につけて「
ぶーー」って来て「おはよう」ってお母さん？どっち
かわかんないけど。颯爽と現れる。「あっゆりあだっ
て」（笑）
もし代官山に来てなかったら、多分受かってても下の
方。あんまちょっとなんか満足できないなぁみたいな
ところにしか受かんないと思う。聖マとか（笑）。な
んか日医で，「あっとりあえず面子保てたかな」って
思ってる。
なんか自習室をくれて，朝から，夜まで，ずっと勉強
できる環境が整ってるところとか自分に向いてたと思
う。ま，自習室入っちゃえば，勉強できるから，外出
てるとまぁいろいろあるけど，入っちゃえば，自分の
席があるから，もう座ったらスイッチ入るんで，あと
先生もいつもいるし，質問しやすいし，駿台ってなん
か奥まったところに講師室があってなんかすごい入り
づらいんですよ。「えっこれって入っていいの？」っ
て感じの所にあるから，質問行きたくても行きづらい
し。対して代官山はなんか席も、先生たちも，すごい
オープンだから，「あっ先生」って質問出来るから，
うれしい。
授業中は質問とかしなかったけど。しゃべんないから
わたし。ふふふ（笑）去年は，ちょっと自分殺して，
すべてを絶って１年を過ごしてたから。

最後に後輩に向けて
朝は，もう開く前に来て朝から勉強して，友達とはし
ゃべらないで。ふふふ自習室にこもる。で、先生のこ
とは聞く。無駄に反抗しない。もちろん私反抗なんて
してないけどしてたら，ずるずるっと落ちていくと思
うから。で自習室で寝ない。絶対に寝ない。死んでも
寝ない覚悟をって言う固い。固く心に決めて，１年頑
張るとどうにかなる。

あと全科目勉強して下さい。偏らずに。もともと全部
同じ位の人は一気にこう上げて行った方がいいとこ受
かるから。１個だけやると私みたいになる。。。あの
ぐらい時間かけないと私は数学伸びなかったから，ま
ぁ結果オーライ。あとマンツーは平パンと緒方先生と
三上先生、あと長澤先生。マンツーは取った方が良い
です。苦手な科目は取った方が良い。数学苦手なら絶
対取った方が，自分に合った勉強の仕方を教えてくれ
るからいい。平パン良いですよ。
平パンはいいよってことを推していきたい。
平パン推しです。
ありがとうございました。

270 271



卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2020年

日本医科大
大阪医科大
藤田医科大
金沢医科大

前期2次合格
正規合格

2次正規合格
前期2次合格

前にいた予備校と違って、
代官山は相当ハード(笑)。

日本医科大進学　百瀬 慧さん(松本深志高校卒)

WAY TO SUCCESS合格への軌跡

1次は9校合格。3月30日、第1志望の日医が繰
り上がり。
えっと、1次合格が、岩手医大、愛知医大と藤田、北
里、東邦。昭和は受けずで関西1次落ちして、カブリと
かで聖マ、東医も受けられなくて、エヘヘヘ。で、日医
前期通って、あと東海と…金沢。日大は気が抜けちゃっ
て1次落ちちゃってて、大阪医大は受かった。全部で9個
だった気がする。愛知、岩手、藤田、北里、東邦、日
医、東海、金沢、大阪医大の9個ですね。
で、そのうち2次が来たのは日医と大阪と藤田と金沢で
す。藤田は正規合格。金沢は補欠回ってきました、79か
な。大阪は特待ではなかったんですけど正規合格。日医
が、ひゃっ…152番。本当来ると思わなかったです。3
月30日に来ました。アハハハ。もうそのころ大阪に引っ
越してましたからね(笑)。代官山出るとき「大阪、行き
ます」って言ってましたよね(笑)。でも、よかったで
す、日医、第1志望でしたから。

前にいた予備校と違って、代官山は相当ハード
(笑)。
えっと、その前の年までは、この横の、えっと、レで始
まる…、そう横にいたんです。
去年１年間、レで始まる予備校にいて、今年４月始まっ
たときは、あのー、メではじまる予備校に行ってたんで
すよ、あっちの。ちょっといたんですけど、なんかすっ
ごい緩くて、あ、そっちが。本当にもうこれじゃ…。授
業終わったら普通に5時くらいにはみんな帰ってて。
で、しかも朝は8時半に開くんですよ、そこって。だか
ら全然勉強できないなって思って。その～去年までも結
構、自分では勉強してたつもりだったんですけど、まだ
色々足りてないなっていうのがあったので、もっと勉強
できる環境に行きたいって思って、やっと、代官山にき
ました。やっぱりちょっと、あっちの先生方に会うのが
嫌で、中々来れなかった。近いから会っちゃうじゃない
ですか、うろうろしてるから。ちょっと離れたほうがい
いかなって、Mんとこ行ってみたんですけど、本当に抵
抗あって。何回か授業受けたんですけど、もう、な、よ
く分かんないんですよね。うーん。分かりにくかった。
うーん。これではやっていけないなって本当に自分でも
落ち込んじゃって。だからここに来て、石井先生とお話
ししたのは4月の20日くらいでした。
最初、入ってM5。で、最終的にM2でした。他の予備校
と違って結構ハードで、相当ハード、すごい大変でし
た。なんか最初はもう慣れるのに精いっぱいでした。ウ
フフ。結構、大変でしたね。もう、ほんとそれこそ本当
に早朝、朝一番で来て勉強しないと全然、間に合わな
かったです。結構、頑張って早く来てました。2号館へ
行ったときも7時には来ようっていうふうに決めて。で
もやっぱ、夏ぐらいになってくると、だらけてきちゃっ
て。で、やばいなと思って、ここは、と石井先生に相談
して、そしたら友達と一緒に過去問やるなり勉強するな
りして、約束しあって一緒に来ればいいんじゃない？み

たいな言われて、それで朝前原さん（埼玉医科進学）と
約束して一緒に勉強して。フフ。前原さん、めっちゃ朝
早いんで。彼女本当に真面目だから、もう彼女に付いて
こうって思って。フフフ。年齢はたしかあの子が1個下
です。全然…、もう向こうの方がしっかりしてて(笑)。

先生が君はここ弱いよねってわかってくれて
る。だから先生が君はこれをやれと。
なんとか復習とか勉強が回り始めたのは、ペースつかめ
てきたなって思ったのは、だんだん…6月とか。そのく
らい…、1ヵ月強かかりましたね。今までと全然違った
から。授業数も全然あるし課題も出るし、今までと全然
…、めっちゃやること多かったです。最初に個別時間割
を見たとき、えーこれ、勉強回るのかなって思った、本
当に。
自分でやりたいことがあってもできるのかなと思ってた
んですけど、でも、自分でやりたいことっていうより
は、先生がもう君はここが弱いからこれやれみたいな。
そういうのがすごい的確で。そういうので勉強方法が変
わりました。自分だと偏るし、点数の伸び悩みの原因っ
てやっぱ先生達はプロだし。授業が多いとダメ出しして
もらえるし、そのほうが客観的になれるし、うん。没頭
できるものがあるって有り難いんですよね。
自分で見つけるよりか、なんかもう先生が、おまえはこ
こが弱い、ここも弱いよねみたいなふうに分かってくれ
るんですよ。例えば薄先生の授業だったら、私積分計算
すごい遅くて。で、積分できないならこれやれ、これや
ればいいよって。もうそれを毎朝時間決めて、20分とか
30分とか時間決めて、で一気にがーって解くの。自分で
もう一回やったりとかもして。ルーティンでやってまし
た。全然、飽きなかったです、もうそれ言われたときか
ら、もう受験の日もずっとやってました。

良平先生はずわーって端から端まで語彙を書い
て、知識が溢れ出てるっていう授業。
田中良平先生のマンツー取ってました。良平先生の授
業ってすごい淡々としてるんですけど、なんかホワイト
ボードの端から端までずわーって、語彙を書いたりとか
して、知識がものすごいんですよ、もう溢れ出てるって
いう(笑)。ノートに取って覚えて、また覚えてっていう
風にしていったんですけど、うん、大変でした。私が一
番英語の中で足りてないなって感じてたのが語彙力だっ
たんです。語彙が足りてないから単語帳やらなきゃだけ
ど、１つ１つは関連ないじゃないですか。その関連でき
ないっていうのを覚えるって私、すごい嫌いで。でも田
中先生の教え方ってそのー、意味的なつながりとか、語
形成のつながりとか、あと何だ、発音…、発音のつなが
りとかそういうのをまとめて、ブドウの房状にして覚え
るんですよ。そうあれすごく…、ああやって関連付けて
もらえることで、自然と覚えられるっていう。これ系の
ブドウっていう風に。ま、なんかそれをマンツーでも教
えられて、で、それでさらに自分でももう一回、書き直

既に解き方を知っている問題でも大事なポイン
トを教えてくれたり、違う観点から見た解き方
を教えてくれたり視野が広がった。
数学はさっき言ってた通り薄先生の授業がすごいよくて
…。もうなんか今まで受けた数学の先生の中で一番、な
んか熱い授業でした。２学期の授業で最初に時間を決め
て皆でぶわーって解いてくんですね。で、その後に先生
が解説するんです。で、そのとき解説するときがなん
か、もうまるで扉、開くみたいな(笑)。フフフ。扉が。
いや、なんか分からないことが分かるっていう、こう開
く。開かずの扉が、ひら…開かれたぁみたいな感じ。終
わった後はもうすっきりしてるっていう、はい。先生っ
ていつも授業のときにポイントを、別の色のペンで書
けって言うんです。口頭で言ったポイントとかもあるん
ですけど、そういうのも全部マーカーの色変えて全部メ
モるんです。もう、それが分かってたり既にもう解き方
を知ってる問題でも、あっこんなポイントあったんだっ
ていうのがすごいあって。もう感動(笑)。
他には典さん。典さんは、解き方をたくさん教えてくれ
るんですよ。既に、やっぱり知ってる問題とかあるじゃ
ないですか。この解き方知ってるよっていうの、あって
も、これをベクトルの観点から見るとこうだよ、とか。
別の観点から見るとみたいな、そういう解き方をたくさ
ん教えてくれて、すごく視野が広がりました、それで。
薄先生と真逆ですよね。薄先生は一つの解き方でやるっ
ていう風に決めてらっしゃるので。でもそれをさらに応
用させたい、応用できたなって思うのは、やっぱ典さん
の授業でした。こう、１つのやり方にこだわるんじゃな
くて、いろんなやり方の中から自分でいいのを。そう、
そのやり方の中から自分の形にしていけました。うん、
数学はやっぱ楽しかったですね。でも、なんか上下変動
がすごくて、偏差値が低いときは確率で殺されてた。死
んでました。取れてるときはものすごい取れて偏差値
75.6。でも数学はなんか強者がたくさんいた(笑)。M1と
かM2やばかったですよね、本当に。こんなできる人い
るんだって代官山きて初めて思った。もう絶対敵わない
的な？なんかみんな凄かったですよね。あと長澤先生が
面白かったです。単純に面白かった、フフフ。それは、
その数学的に楽しかったも、あるし、もう純粋に先生
が、フフ、その授業楽しかったです。

一番苦手意識が強かった化学を変えてくれたの
は、三上先生。
三上先生は、最初に私が代官山に来て一番、最初に受け
た授業が三上先生の化学で。あ、なんかスゴイ、凄い先
生来たと思って。うん、なんか熱い先生だって思いまし
た。今までいた予備校にはいない感じの。なんか悪口に
なっちゃうかもですけど、うーん、全然、分かんなくて
化学。私一番化学苦手なんですけど。いや苦手意識が一
番強かったのが化学かな。でも三上先生って面倒見いい
じゃないですか。やっぱり分かんないことあったらすぐ

中にどんどんインプットしていける、いけるんですよ、
授業の質が高いし。そうすると、復習する時間がそんな
になくても回っていくっていうか。やっぱ復習も大事で
すけど、その授業の濃さ、時間の濃さっていうか、濃度
が高かったから、その時点ですぐ頭にin、記憶に残りや
すいんですよ、がっつりと。なんか授業をただただ受け
るとか、全然記憶に残らない授業とか今までの予備校は
あったけど、そういう感じじゃなくて。先生達どの先生
も授業で当ててくるし、私達も前で英作書いたり、数学
の解法発表し合ったり、もう一つ一つの授業の濃度が高
かったから、その場でインプットできちゃう、できてよ
かったですね。なんか結構、インパクト、強い先生、多
かったんですよ、本当に。どの教科についても。龍先生
もそうだし、オガティー(緒方先生)もFTも。なんかそう
言ったらみんなんなっちゃうんですけど、本当に。

去年とか一昨年とかと比べて、なんか精神的に
すごい成長したなと思う
うん、精神的にやっぱ、つよく、メンタル強くなりまし
たね、すごい。全体的に成長した、うん、石井先生の授
業もそうだし、どんどん、うん、精神的な強さっていう
か。石井先生の授業出ると、精神的に強くなりますよ、
いっぱい当てられるし、私、いつも一番前の一番端っこ
に座るの、窓側。一番前の位置を。やっぱ目に入りやす
いかなって。なんか自分から、当てられにいってまし
た。精神力極めないと、強めないといけないなっていう
の、今年の課題だったんで。石井先生はいつも私達の事
すごくみてくださってるなって、感じてました。だから
メンタルがすごいやられてるときとかも、先生に話しに
行けば結構…。精神的に成長すると成績も安定してき
た。うん、数学もそうだし、もう全教科そうなんですけ
ど、そのー試験によって上がり下がりがあるみたいな、
知識にむらがあるとかそういうのが少なくなりました。
例えば、数学の計算力ってもうすごく左右されるじゃな
いですか。そういうプレッシャーとか迷い的なので計算
ミスして去年まで結構落としてたんですよ。でも計算力
もついてきて、安定感も増したなっていうのはありまし
た。
やっぱり精神的にも、なんか前だったらもう、精神崩壊
してたんですよね、試験前に。うん。精神崩壊してて、
試験のときも涙目になってて。今年は、そういうことが
なくなって、いける、いけるいけるみたいなふうな心持
ちができるようになって。
代官山じゃなかったら、そういう自分に成長してなかっ
たと思うし、もしかしたら受かってなかったかも…。先
生達や周りからの刺激でこんなにたくさん受かるまでに
成長できて…。ほんとありがとうございました。
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たいな言われて、それで朝前原さん（埼玉医科進学）と
約束して一緒に勉強して。フフ。前原さん、めっちゃ朝
早いんで。彼女本当に真面目だから、もう彼女に付いて
こうって思って。フフフ。年齢はたしかあの子が1個下
です。全然…、もう向こうの方がしっかりしてて(笑)。

先生が君はここ弱いよねってわかってくれて
る。だから先生が君はこれをやれと。
なんとか復習とか勉強が回り始めたのは、ペースつかめ
てきたなって思ったのは、だんだん…6月とか。そのく
らい…、1ヵ月強かかりましたね。今までと全然違った
から。授業数も全然あるし課題も出るし、今までと全然
…、めっちゃやること多かったです。最初に個別時間割
を見たとき、えーこれ、勉強回るのかなって思った、本
当に。
自分でやりたいことがあってもできるのかなと思ってた
んですけど、でも、自分でやりたいことっていうより
は、先生がもう君はここが弱いからこれやれみたいな。
そういうのがすごい的確で。そういうので勉強方法が変
わりました。自分だと偏るし、点数の伸び悩みの原因っ
てやっぱ先生達はプロだし。授業が多いとダメ出しして
もらえるし、そのほうが客観的になれるし、うん。没頭
できるものがあるって有り難いんですよね。
自分で見つけるよりか、なんかもう先生が、おまえはこ
こが弱い、ここも弱いよねみたいなふうに分かってくれ
るんですよ。例えば薄先生の授業だったら、私積分計算
すごい遅くて。で、積分できないならこれやれ、これや
ればいいよって。もうそれを毎朝時間決めて、20分とか
30分とか時間決めて、で一気にがーって解くの。自分で
もう一回やったりとかもして。ルーティンでやってまし
た。全然、飽きなかったです、もうそれ言われたときか
ら、もう受験の日もずっとやってました。

良平先生はずわーって端から端まで語彙を書い
て、知識が溢れ出てるっていう授業。
田中良平先生のマンツー取ってました。良平先生の授
業ってすごい淡々としてるんですけど、なんかホワイト
ボードの端から端までずわーって、語彙を書いたりとか
して、知識がものすごいんですよ、もう溢れ出てるって
いう(笑)。ノートに取って覚えて、また覚えてっていう
風にしていったんですけど、うん、大変でした。私が一
番英語の中で足りてないなって感じてたのが語彙力だっ
たんです。語彙が足りてないから単語帳やらなきゃだけ
ど、１つ１つは関連ないじゃないですか。その関連でき
ないっていうのを覚えるって私、すごい嫌いで。でも田
中先生の教え方ってそのー、意味的なつながりとか、語
形成のつながりとか、あと何だ、発音…、発音のつなが
りとかそういうのをまとめて、ブドウの房状にして覚え
るんですよ。そうあれすごく…、ああやって関連付けて
もらえることで、自然と覚えられるっていう。これ系の
ブドウっていう風に。ま、なんかそれをマンツーでも教
えられて、で、それでさらに自分でももう一回、書き直

してっていう作業をして。それは遠回りだと思うんです
けど、その作業によってちゃんとインプットができたっ
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ごい、やっぱりやって、あ、なんか英語楽しくなってき
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いと意味がないんですよね、うん。だんだん楽しくなっ
てきますよ、あれ、やってると。石井先生の授業終わっ
た後にわーってやってました。

既に解き方を知っている問題でも大事なポイン
トを教えてくれたり、違う観点から見た解き方
を教えてくれたり視野が広がった。
数学はさっき言ってた通り薄先生の授業がすごいよくて
…。もうなんか今まで受けた数学の先生の中で一番、な
んか熱い授業でした。２学期の授業で最初に時間を決め
て皆でぶわーって解いてくんですね。で、その後に先生
が解説するんです。で、そのとき解説するときがなん
か、もうまるで扉、開くみたいな(笑)。フフフ。扉が。
いや、なんか分からないことが分かるっていう、こう開
く。開かずの扉が、ひら…開かれたぁみたいな感じ。終
わった後はもうすっきりしてるっていう、はい。先生っ
ていつも授業のときにポイントを、別の色のペンで書
けって言うんです。口頭で言ったポイントとかもあるん
ですけど、そういうのも全部マーカーの色変えて全部メ
モるんです。もう、それが分かってたり既にもう解き方
を知ってる問題でも、あっこんなポイントあったんだっ
ていうのがすごいあって。もう感動(笑)。
他には典さん。典さんは、解き方をたくさん教えてくれ
るんですよ。既に、やっぱり知ってる問題とかあるじゃ
ないですか。この解き方知ってるよっていうの、あって
も、これをベクトルの観点から見るとこうだよ、とか。
別の観点から見るとみたいな、そういう解き方をたくさ
ん教えてくれて、すごく視野が広がりました、それで。
薄先生と真逆ですよね。薄先生は一つの解き方でやるっ
ていう風に決めてらっしゃるので。でもそれをさらに応
用させたい、応用できたなって思うのは、やっぱ典さん
の授業でした。こう、１つのやり方にこだわるんじゃな
くて、いろんなやり方の中から自分でいいのを。そう、
そのやり方の中から自分の形にしていけました。うん、
数学はやっぱ楽しかったですね。でも、なんか上下変動
がすごくて、偏差値が低いときは確率で殺されてた。死
んでました。取れてるときはものすごい取れて偏差値
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的な？なんかみんな凄かったですよね。あと長澤先生が
面白かったです。単純に面白かった、フフフ。それは、
その数学的に楽しかったも、あるし、もう純粋に先生
が、フフ、その授業楽しかったです。
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的な？なんかみんな凄かったですよね。あと長澤先生が
面白かったです。単純に面白かった、フフフ。それは、
その数学的に楽しかったも、あるし、もう純粋に先生
が、フフ、その授業楽しかったです。

一番苦手意識が強かった化学を変えてくれたの
は、三上先生。
三上先生は、最初に私が代官山に来て一番、最初に受け
た授業が三上先生の化学で。あ、なんかスゴイ、凄い先
生来たと思って。うん、なんか熱い先生だって思いまし
た。今までいた予備校にはいない感じの。なんか悪口に
なっちゃうかもですけど、うーん、全然、分かんなくて
化学。私一番化学苦手なんですけど。いや苦手意識が一
番強かったのが化学かな。でも三上先生って面倒見いい
じゃないですか。やっぱり分かんないことあったらすぐ

に聞きに行ってもすごい丁寧に教えてくれるんですよ。
これはこうだからこうだよって。でも今までって計算の
仕方とか教えてくれなかったんです。公式あてはめてみ
たいな…。でも、やっぱりそれじゃ伸びないじゃないで
すか。その～道筋が分からないと。三上先生の持ってる
授業は理論で、一番苦手だったんですけど、でもこの式
はこうやって解く、解いていけば絶対うまくいくって、
実際の問題でスラスラ解くとこまでちゃんと教えてくだ
さったのは三上先生でした。うん。それまでが本当にひ
どいですよね。フフフフ。

単に覚えさせるんじゃなくて、さらに分岐させ
て考察させる授業
生物は深瀧先生、通称FT。一番好きな授業がFTの授業。
マンツーでも集団でも断然、楽しかったです。楽しいと
やっぱ記憶に残りますね。FTは考察の力をすっごい上げ
てくれた。なんか…考察苦手でした。考察苦手だからそ
もそも受からない。日医はガチ考察じゃないですか。結
構日医ってあの試験で9割とかそれ以上とか取らないと
いけないじゃないですか。過去問やっても7割しか取れ
ないっていう…うん、やっぱ知識は埋められてもそれ以
上がないなっていう、国語力がなかったんですかね？
ワードは入ってるんですよ、ある程度。それ以上の…、
考察、そのプラスアルファがなかったなっていう。でも
深瀧先生は、普通に単に覚えるだけで済ますんじゃなく
て、そこからさらに分岐させて、なんでこうなるのかっ
ていうのを考察させるんですよ。そう、あれがすごい効
いてて、効きましたねぇ。今までだったら軽く覚えて流
しちゃってたところを、なんでここはこうなるの？って
考えさせる。でその答えについても、また全然違う分野
から、実はこことつながってるんだよっていう。あっす
ごいなぁって思ってました。

怠け者の私にとっては、代官山が自分に一番
合ってた。
えっとー、私自身結構怠け者なんです。あの、根がすご
い怠け者なんですけど、ここはみんな周りの意識がすっ
ごい高くて。すごい朝早い人いるじゃないですか。例え
ば大竹さん（日医進学）。彼女すっごい、もう朝6時か
らいて。私、本当に全然、そんとき起きれなくて、早く
て7時みたいな感じだったんですけど、うーん、そうい
う人もいるから、自分も意識がどんどん上がっていっ
たっていうか。もう合わしていかないとまずいっていう
か、合わしていけたっていうのはそのすごい刺激のおか
げだと思います。
それにやっぱ授業数が多いっていうのはすごい良かった
です。うん、どんどん知識が入ってくる感じ。なんか授
業多いと色々できないな、自分の勉強できないなって最
初は思ってたんですけど、授業数多いからどんどんその
ときにインプットしろっていうふうになってて。その流
れがつかめてきてから、この方法凄いいいなと思いまし
た。授業中にインプットしちゃうっていう、そう。授業

中にどんどんインプットしていける、いけるんですよ、
授業の質が高いし。そうすると、復習する時間がそんな
になくても回っていくっていうか。やっぱ復習も大事で
すけど、その授業の濃さ、時間の濃さっていうか、濃度
が高かったから、その時点ですぐ頭にin、記憶に残りや
すいんですよ、がっつりと。なんか授業をただただ受け
るとか、全然記憶に残らない授業とか今までの予備校は
あったけど、そういう感じじゃなくて。先生達どの先生
も授業で当ててくるし、私達も前で英作書いたり、数学
の解法発表し合ったり、もう一つ一つの授業の濃度が高
かったから、その場でインプットできちゃう、できてよ
かったですね。なんか結構、インパクト、強い先生、多
かったんですよ、本当に。どの教科についても。龍先生
もそうだし、オガティー(緒方先生)もFTも。なんかそう
言ったらみんなんなっちゃうんですけど、本当に。

去年とか一昨年とかと比べて、なんか精神的に
すごい成長したなと思う
うん、精神的にやっぱ、つよく、メンタル強くなりまし
たね、すごい。全体的に成長した、うん、石井先生の授
業もそうだし、どんどん、うん、精神的な強さっていう
か。石井先生の授業出ると、精神的に強くなりますよ、
いっぱい当てられるし、私、いつも一番前の一番端っこ
に座るの、窓側。一番前の位置を。やっぱ目に入りやす
いかなって。なんか自分から、当てられにいってまし
た。精神力極めないと、強めないといけないなっていう
の、今年の課題だったんで。石井先生はいつも私達の事
すごくみてくださってるなって、感じてました。だから
メンタルがすごいやられてるときとかも、先生に話しに
行けば結構…。精神的に成長すると成績も安定してき
た。うん、数学もそうだし、もう全教科そうなんですけ
ど、そのー試験によって上がり下がりがあるみたいな、
知識にむらがあるとかそういうのが少なくなりました。
例えば、数学の計算力ってもうすごく左右されるじゃな
いですか。そういうプレッシャーとか迷い的なので計算
ミスして去年まで結構落としてたんですよ。でも計算力
もついてきて、安定感も増したなっていうのはありまし
た。
やっぱり精神的にも、なんか前だったらもう、精神崩壊
してたんですよね、試験前に。うん。精神崩壊してて、
試験のときも涙目になってて。今年は、そういうことが
なくなって、いける、いけるいけるみたいなふうな心持
ちができるようになって。
代官山じゃなかったら、そういう自分に成長してなかっ
たと思うし、もしかしたら受かってなかったかも…。先
生達や周りからの刺激でこんなにたくさん受かるまでに
成長できて…。ほんとありがとうございました。
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杏林大医学部
獨協医科大
埼玉医科大

2次合格
　2次合格

後期2次合格

いやー、なんか、ここでこんなにやって  
受かんないんだったら受かんないと思う。フフ。
ていうぐらい、代官山で普通にやってたら、
それぐらいの量やるんで、受かると思います。

杏林大医学部進学　大西杏佳 さん(加藤学園暁秀高校卒)

WAY TO SUCCESS合格への軌跡

杏林は代官山の先輩も多くて、OBの繋がりで
色々教えてもらえてありがたい。
部活はなんか、代官山の先輩たちはバドが多くて…。
ウフ。さくらさん（豊島さくら）とか桃子さん（岸川
妹）とかみんなバドなんで。結構いますよ。杏林だい
ぶ代官山多いんで。結構代官山の先輩たちの繋がり
で、いろいろ教えてもらえてすごいありがたいです。
詠美さん（村山詠美）、岸川くん（岸川兄）とか…。
で、そうだ、1次ですね、1次の合格校が7校で、最終
合格は、杏林と獨協と埼玉後期の３つ。獨協受かった
とき、16番だったから来る…とは思ってたんですけ
ど、周りのみんなが、もうどんどん合格が出てるの
に、私1週目どこも受かってなかったんで、女子医ま
で。それでうわあヤバいって思ってたんで、もうめ
ちゃめちゃうれしかったです。いやもう獨協超うれし
いって思いました。お父さん、お母さんもめちゃく
ちゃ喜んでくれましたし、あ、医学部、行けるんだ、
みたいな。

こんなに勉強したのは人生で初めてです。
初めてこんなに勉強しました。こんなに勉強したの
は、人生で初めてです。いや、本当に、時間で考えた
ら、まあ、能率もそうですけど、いや絶対に、人生で
一番勉強しました。
夏に、ちょっと体調を崩して、私、1回目と2回目のマ
ンスリーは良かったんですけど、3回目ですごい落ち
て、ランキングも載らなかったことがあって。だから
そんときに、朝めっちゃ早くして、7時ちょい前とか、
7時には来てた時期があったんですけど、ちゃんと寝て
ないと私駄目だったみたいで、それ続けてたら、体調
崩して、夏期講習中に1回、もう朝、動けなくて、頭痛
くて、行けないみたいなときがあったんですよ。その

ときが一番つらかったです。もう、成績も悪くて焦っ
てるのに、代官山に行けないっていうときが一番、つ
らかったです。片頭痛がひどくて、そのとき。もうみ
んなに置いてかれちゃう、どうしよう、みたいなお話
を緒方先生にしたら、「もう今の時点で、ちゃんとみ
んなよりやることは、ちゃんとやってきてるわけだか
ら、今やらなきゃいけない、最低限やらなきゃいけな
いことをピックアップして、それだけできたら、焦ら
ないで。普通にやってれば大丈夫だから」って言われ
て、まあちょっと朝の時間を遅くして、ちゃんと寝る
ようにしたら、秋はだいぶ良くなって、全然、普通に
授業受けれました。そうですね。なんか、やっぱ、焦
りと睡眠不足と、そんときにクラス落ちたじゃないで
すか。それが結構しんどかったんだと思います。でも
緒方先生に相談して言って貰えてほんとよかったで
す。

代官山に来てからは、自分の悪いところを指摘
してもらえて、変なプライドがなくなって、や
らなきゃ、みたいな気持ちが強くなった
1浪のときはY学院の本校に行ってました。なんか、先
生が見てくれる生徒の数が少ないっていう…、1人当た
りの。でも先生から自分がどれだけできてないのかが
見えてないんですよ、だから私はできてると思われて
て、自分もそう思われたくて、できない所をさらけ出
せない。そういう感じで成長しなかったんですけど、
代官山に来てからは、解いてる過程とかも、先生が見
て回ってくれるから、あ、こういうところできてない
よ、とか、こうしなきゃ駄目だよっていうのを、直で
言ってもらえる。自分の、その悪いところを指摘して
もらえるっていうのが一番大きくて。で、なんか、プ
ライドとかがなくなって、あっ、やらなきゃ、みたい
な気持ちが強くなっていって、それが最終的には、す
ごく良かったかなって思ってます。去年は、表面だけ
優等生みたいな感じ。そうなんか、しかも、あんまり
医学部がいなくて周りの友達に。医学部クラスは
ちょっと上のクラスで、なんか、できてる人、みたい
な感じの、その雰囲気だけあって、もうそれじゃあ私
駄目ですよね。

平野先生も、ここはできなきゃ駄目だよ、ここ
からはできなくてもいいよ、ここまでは知識で
解くんだよっていうのを言ってくれて。
数学が、多分、一番伸びたんですよ、代官山来て。で
特に数学が、その過程とか見てくれるじゃないです
か、先生たちが。それが、すごく良かったなって思っ
てます。数学はもう、ほんっとに、もう、どの先生
も、めちゃめちゃ良くて。私、典先生本当に好きで、
なんかこれまで、1浪のときまでは、一つの問題に対し
て答えを、もう覚えてたんですよ、暗記というか。ま
あ、だけど2浪目でそれだけじゃ対応できないんだなっ
ていうのに気付いて。典先生はいっぱい解法出してく

なって思ってて。
石井先生は、教えを、人生の教えをいただくみたいな
印象が強くて、石井先生のそのお話で、すごい覚えて
るのがあるんですけど。大事なことを、教えてもらう
ことが多くて。その…、執着心を持つことっていうの
と、あと、柔らかい頭を持ちなさいって言われたんで
すよ。でも、それって、全然逆のことだと先生は言っ
ていて。執着心と柔らかい頭を持つ。じゃあ、その間
をつなぐものは何だって言ったら、行動力だって言わ
れて、あ、そういうことか、と思って、説明するのが
難しいんで、ちゃんとみんなは石井先生から聞いてほ
しいんですけど、なんか、すごい覚えてるんです。
自分が偏った考えしてるなって思ったときは、ああ、
もうちょっと広く見てようねっとか、そうですね。
なんか、分かんないことあったら、代官山って結構、
先生と生徒の距離がすごい近いんで、すぐ質問、行っ
ちゃうんですけど、自分の頭で考えなさいって石井先
生に言われて、それで、一回考えて、それが正しいか
どうかを吟味してから、自分で行動に移しなさいって
言われて、で、秋以降とかは、確かに、不安になっ
て、人に聞きたくなるんですけど、それは、一回考え
て、自分の頭で考えて、正しいなって思ってから動こ
うっていうふうに、石井先生の授業で、なんか教えら
れたっていうか、すごい、印象に残ってる教えがいっ
ぱいありますね。
あと、英語でフフ、楽しかったのは、朝岡先生と、栗
原先生。なんか先生達、仲いいんですよね…。お互い
の名前が出てくるんですよ、授業中に。例文に。朝岡
先生は覚え方の手順みたいのまで授業で言ってくれ
て。インプットした後の、アウトプットする過程まで
を授業でやってくれるので。なんか授業で、英文法の
授業でやったことを、夜間でまた聞かれる、で、あん
ときやったやつじゃんってなって、馬庭君（獨協医科
大進学）とか当てられて、よく、フフフ。なんか、自
分が覚えてなくて、友達が覚えてたりすると、あ、や
ばいって思って、復習しなきゃって思えて。結構、英
語の授業いっぱいあったじゃないですか。だから、授
業中にメモを全部取っちゃって、覚えるところまでの
メモを取っちゃって、ファイリングして、テスト前に
見返すっていう。すごい効率が良くて良かったです
ね。量がたくさん、すご、もう、量は多分、全部復習
は無理なんじゃないかって思うぐらい、英語は、量、
すごかったんで、多分、授業中のことを後でまとめよ
うっていう時間はないと思うんですよ。だから、授業
中に、その暗記のための、ノートみたいなのを私は
作っちゃってました。そのとき、そのときに。

みんな、先生たち、覚え方まで含めて教えてく
れるんですよ。代官山の先生たちは。
生物、緒方先生一筋なんですよね。緒方派なので、ウ
フフフ。ちょっと宗派あって。フフ、緒方派、深瀧派
みたいな。私、超緒方派なので、生物の質問もそうだ

し、勉強とか、全体的な質問も緒方先生にしてて、日
曜日のマンスリー終わって、月曜の1限までに復習を、
自己採点と、まあ軽くして、何が駄目だったか反省と
か、各科目ずつ、全部書いて、総合の反省文書いて、
提出するんです。で、そのときに、ああ、こういうふ
うになったんだ、これは良くできてたね、みたいなこ
とを一言もらって、また成績表が来たときに、偏差値
見ながら、お話しするっていう、面談みたいなの、多
分、みんなやってもらってて、いや、こんなに面倒見
のいい先生がいるんだ、とか思って、もうすごい精神
安定剤みたいな感じでした。めちゃめちゃ優しくて、
あと、勉強のことに関して言うと、私、生物は自分の
ノート、作って、それに、授業でやった、知らなかっ
た知識を、付箋に書いて、貼って、暗記するっていう
のをやってたんですけど、それは、もう、本当、どの
先生のときもやってて、みんな、先生たち、覚え方ま
で含めて教えてくれるんですよ。代官山の先生たち
は。で、こういうときは、こういうふうに覚えたらい
いとか、きれいにまとめてくれて、板書でそれを。そ
れを付箋に写して、ノートの空いてる所に貼ってっ
て、で、マンスリーの2週間前から、全部覚えなおすみ
たいなのをやるんですけど、生物って、1カ月に1回、
全部、通しで見直さないと忘れるんですよ。忘れた
ら、考察とかの前に、どっかで引っかかっちゃうん
で、もう、本当にそれはやっちゃいけないことなの
で、ずっと、1カ月に1回、マンスリーがあるから、そ
の2週間前からノートの暗記を始めて…。で、あと試
験、入試の試験中も、やっぱり長いじゃないですか。1
カ月ちょいあって、忘れちゃうんで、そういうときで
も、必ず2週間に1回は見直しして、全部、常に頭に
入ってる状態。で生物をまず最初にテスト勉強みたい
な形で組み込んでから、やるようにしてました。

私の自習席からは空が見えるんです。それが好き
で、こうやって空見て、勉強して、疲れたら…。
割と、ずっと自習室派です、私は。うん、フフ、左か
ら3番目だったんですけど、一番左端がないんですよ、
ブラインドが。私の上の席だけ、ブラインドがなく
て、そっから、空が見えるんですよ。すごい、なん
か、それが好きで、こうやって空見て、勉強して、疲
れたら…。フフ、疲れたら空見て。神谷君（神谷仁
人：日大進学）の荷物越しに見える空を見てました。
なんか、なんか良かったんですよね。あっやばい、も
う夕方になりそう、みたいな感じも。日曜日とか、自
習室いると、あっもうこんな時間だ、みたいな、まあ
ありましたね。やっぱり朝からやってる人たちのほう
が上、行きますよね。ずっと勉強してて、本当に、い
やー、すごいなあって。そりゃあ思いました。鹿山
（慈恵進学）とか、伊藤さん（昭和特待）とか沖田さ
ん（昭和進学）とか、すずちゃん（飯田すず昭和進
学）とかみんな、確かに朝からずっとやってたなあ、
と。私にはできなかった。んーやろうとしたんです

よ、夏。で、馬庭君と、朝勉強してた時期があって、7
時ぐらいに来て、7時半まで勉強して、朝ご飯、ちょっ
と食べて、8時半までまた勉強するっていうのをやって
たんですけど、体調壊しましたね。それであっ寝な
きゃ駄目だ、と思って。早く寝てたんですよね。去
年、割と、でも、12時超えてないですけど、多分私は
7時間半寝たときが一番良いってことがわかりました。

きつい中で勉強するのに慣れ始めたとき、緒方
先生に本気感がないって怒られて。それが東京
に残れるか否かの瀬戸際だったと思う。
うーん、なんか、才能ある感じの雰囲気を持ってる人
と、ほんっとに努力でやる人たちの2タイプがあるんだ
なっと感じて。やっぱり鹿山とか沖田さんとかは、
ずっと休み時間も勉強するタイプで、むしろ金（金源
太郎：日大進学）とかまあ、あの辺の人たちは、村林
（女子医進学）とかは、どちらかというと雰囲気でな
んかできちゃうじゃないですか、勉強が。それで私は
どっちにもなれなくて、多分、真ん中ぐらいをずっ
と、フフ、ちょっとふわふわしてた感じでしたね。
だから、何だろう、すごいなって思いつつ、一回、緒
方先生に怒られたことがあって、「今、本気で勉強し
てる？」って、11月に言われて、「今はおまえの勉
強、もちろん、勉強してるのは知ってるけど、今、本
気？」って怒られて。いや、違うかもしれないって
言って。10月か11月なんですよね。で、「今、この状
態でいっても、多分、まあ、地方とかだったらどっか
受かるけど、おまえ、それで満足するの？」って、そ
のときに言われて、で、ああ、ちょっとやばいなと。
なんか、ちょっときつい中で勉強するのに慣れちゃっ
てて、10月ぐらいに。で、怒られて、それで、そこか

らすごい本気になったら、結構見てくれてる人ってい
て、石代君（大阪医科大進学）が、なんかすごい最近
頑張ってるよね、みたいなことを、2号館の階段のとこ
ろで。最近、頑張ってるよねって。ああじゃあ、もう
ちょっと頑張ろうって、そんとき、思いました。うー
ん、あれを1年間続けてた人たちはすごいと思うし、あ
のとき先生に声掛けてもらえてよかったなって思って
ます。あれが、東京に残れるか、残れないかの瀬戸際
だったなって。今、すごく思います。

全部先生が見てくれてるから、かっこつけない
で、素でできるところが、すごい良かった。
代官山に来て思ったのは、うーん、何ていうか、それ
まではなんか優等生ぶるというか、いい子ぶっちゃう
ところがどうしてもあって。それができない所なんで
すよね、代官山は。全部先生が見てくれてるから。あ
と、友達もすごい見てるから、そのキャラを抜け
ちゃったほうが、何だろう、勉強しやすいというか、
聞きやすいし。まあできない、できないって言ったほ
うが、先生達助けてくれるんですよ、代官山の先生達
は。ので、ちょっとできるようになったら、やっぱり
先生も気づいて褒めてくれるし、すごい嬉しいんで。
もう、かっこつけないで、もう素でできるところが、
代官山はすごい良かったなって思いました。ンフフ、
いや、でも、本当、代官山、選んで正解だなって思い
ます。大学入っても先輩がめっちゃいるっていうの
は、なんか分かんないこと多くって、最初とか。そし
たら、代官山出身なんですけどって言ったら、絶対、
面倒見てくれる、フフフフ。それも、すごい、いいと
こでした。

自分の席がちゃんとあって、ここで勉強しなさ
いって言われるっていうのは、いつもここに
戻ってこれる、みたいな安心感。
何だろう、友達とあんまり近づき過ぎないほうがいい
です。大人数と。それは石井先生にも言われて。なん
か、私、運よく怒られなかったんですけど、フフ。な
んか、みんな怒られてたじゃないですか。でも、石井
先生とお話ししたときに、近づき過ぎちゃ駄目だって
言われて、一定の距離を持ちなさいって。普通に中学
とか高校とか大学とかはいいと思うんですけど、予備
校は近づき過ぎると、やっぱり、ちょっとギスギスす
るんで、周りの子とかの一言一言が、いら立つときが
あるんですよ。もちろん、質問とかは友達にしたとき
とかもあるんですけど、あんまり駄目だな、と思っ
て、浪人は絶対、先生にしたほうがいいなって思いま
す。意外と人間関係しんどくなると、勉強に支障、出
るじゃないですか。だから、気を付けたほうがいいか
なって。うーん、代官山ではならなかったんですよ
ね。でも、前の予備校はなりました。自習する席、自
分の席が、代官山だとあったから、それって、すごい
意外と大事で、大手だと、自分専用の席なくって、友

達とかと教室で勉強するんですよ。友達とぎくしゃく
する、勉強する居場所がないとか、それもしんどいの
で、自分の席がちゃんとあって、ここで勉強しなさ
いって言われるっていうのは、割と、なんか、いつも
ここに戻ってこれる、みたいな安心感があって、良い
です。

困ったことがあったら、石井先生に相談に行く
と、ぱあって道が開ける。それで、なんかちょっと
勉強進められるみたいのはすごく大切。
後輩へのアドバイスとしては、もう、困ったことが
あったら、取りあえず石井先生のところに行くってい
うのはすごい大事だと思ってて、私も、5回、6回ぐら
い行った、と思うんですけど、あ、もっと行ったか
な、その勉強のこともだし、人間関係のこともだし、
その自分の今、どういう状況か、でもいいと思うんで
すけど、石井先生のところにお話に行くと、ああ、確
かにって思うんですよ。そんなに長く話してないとき
もあるんですけど、なんか、ぱあって道が開けるって
いうか、なんかすごい、それって大事で、それを信じ
て、なんかちょっと勉強進められるみたいのはすごく
大切だと思うので、私は、本当。うんなんかあった
ら、石井先生のところに行って、で、友達がちょっと
落ち込んでたりしたら、石井先生んとこ行ってきな
よって、声掛けてあげると、なんかうまくいってたり
したので、めっちゃ怖いって思ってる人はちょっと無
理かもしれないんですけど、石井先生、すごい話を聞
いてくれるので、ぜひ、行くべきだと思います。
あと、授業に全部出る。フフフ。取りあえず出とくっ
ていうのは、絶対必要だな、と思って。なんか、思っ
たこと以外のことが知れるとき、あるじゃないです
か、だから、絶対、授業は切っちゃ駄目です。とにか
く、取りあえず代官山に来るっていうのが大事です。
来て大変になったら先生に相談して。家に引きこもっ
てたら、もっとつらくなるので。本当、つらかったん
で、夏。絶対、来たほうがいいです。来たら助けても
らえる。なんか、自分のことに近いことを石井先生が
授業で言ってくれたりとか、こういう子いたんだよ、
みたいな。そういうのを聞いて、あ、そうやって受
かった人もいるんだ、とか、いろんな話、してくださ
るので、取りあえずとにかく代官山に来るっていうの
が、来て、先生のところに行くっていうのが、絶対、
一番大事だと思いました。
いやー、なんか、ここでこんなにやって受かんないん
だったら受かんないと思う。フフ。ていうぐらい、多
分、代官山で普通にやってたら、それぐらいの量やる
んで、受かると思います。みんな、めっちゃ受かって
るじゃないですか。絶対、ここで真面目に、言われた
とおりにやれば絶対受かると思います。どっかは絶対
受かるんでぜひ頑張ってください。
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ときが一番つらかったです。もう、成績も悪くて焦っ
てるのに、代官山に行けないっていうときが一番、つ
らかったです。片頭痛がひどくて、そのとき。もうみ
んなに置いてかれちゃう、どうしよう、みたいなお話
を緒方先生にしたら、「もう今の時点で、ちゃんとみ
んなよりやることは、ちゃんとやってきてるわけだか
ら、今やらなきゃいけない、最低限やらなきゃいけな
いことをピックアップして、それだけできたら、焦ら
ないで。普通にやってれば大丈夫だから」って言われ
て、まあちょっと朝の時間を遅くして、ちゃんと寝る
ようにしたら、秋はだいぶ良くなって、全然、普通に
授業受けれました。そうですね。なんか、やっぱ、焦
りと睡眠不足と、そんときにクラス落ちたじゃないで
すか。それが結構しんどかったんだと思います。でも
緒方先生に相談して言って貰えてほんとよかったで
す。

代官山に来てからは、自分の悪いところを指摘
してもらえて、変なプライドがなくなって、や
らなきゃ、みたいな気持ちが強くなった
1浪のときはY学院の本校に行ってました。なんか、先
生が見てくれる生徒の数が少ないっていう…、1人当た
りの。でも先生から自分がどれだけできてないのかが
見えてないんですよ、だから私はできてると思われて
て、自分もそう思われたくて、できない所をさらけ出
せない。そういう感じで成長しなかったんですけど、
代官山に来てからは、解いてる過程とかも、先生が見
て回ってくれるから、あ、こういうところできてない
よ、とか、こうしなきゃ駄目だよっていうのを、直で
言ってもらえる。自分の、その悪いところを指摘して
もらえるっていうのが一番大きくて。で、なんか、プ
ライドとかがなくなって、あっ、やらなきゃ、みたい
な気持ちが強くなっていって、それが最終的には、す
ごく良かったかなって思ってます。去年は、表面だけ
優等生みたいな感じ。そうなんか、しかも、あんまり
医学部がいなくて周りの友達に。医学部クラスは
ちょっと上のクラスで、なんか、できてる人、みたい
な感じの、その雰囲気だけあって、もうそれじゃあ私
駄目ですよね。

平野先生も、ここはできなきゃ駄目だよ、ここ
からはできなくてもいいよ、ここまでは知識で
解くんだよっていうのを言ってくれて。
数学が、多分、一番伸びたんですよ、代官山来て。で
特に数学が、その過程とか見てくれるじゃないです
か、先生たちが。それが、すごく良かったなって思っ
てます。数学はもう、ほんっとに、もう、どの先生
も、めちゃめちゃ良くて。私、典先生本当に好きで、
なんかこれまで、1浪のときまでは、一つの問題に対し
て答えを、もう覚えてたんですよ、暗記というか。ま
あ、だけど2浪目でそれだけじゃ対応できないんだなっ
ていうのに気付いて。典先生はいっぱい解法出してく

れて、私のクラス8人だったんで、順番に当てられて、
じゃあ、どうやって解いてきた？っていうのをやった
んですよ。それで、あっ、こんな考え方もできるん
だ、みたいなのをそこで知って、それがめちゃめちゃ
楽しくて。で、テキストの問題を全部、なんか、自分
の資料集みたいな感じで、バインダー2冊分ぐらい解き
なおして、資料集にしちゃって。その典先生のところ
が一番厚いんですけど、それを何度も見返してやって
ましたね。それが、すごい、後期になっても、めちゃ
くちゃ使えて、あのバインダー捨てれなくて、ずっと
まだ取っといてあります。フフ。
レビュー含めて授業の問題は全部、解きなおしまし
た。全部、解きなおして、大事なところと、なんでこ
ういう考え方をしたのか、とか、どうしてこういうの
が見つかるのかっていうのを、青ペンで星印付けて、
マーカーで囲ったりっていうのを、1集から6集まで全
部やって、1学期のテキストと、このバインダー2冊っ
ていうのが、もう数学の定番にして、そこだけは全部
できるようにしようって思ってやってました。もう、
めちゃめちゃそこから出たんで、いや、本当。あと、
えっと薄先生は、すごい授業の復習をちゃんとしなさ
いって言われるので、復習で一番時間をかけたのは薄
先生の４集です。４集の確率がすっごい苦手だったん
で、薄先生に、みんなとプリントもらって、解いて昼
休みにすぐ提出、みたいのを毎日してました。確率
は、なんか、いっぱい解かないとできるようになんな
かったんで。平野先生も、ここまではできなきゃ駄目
だよ、とか、ここからはできなくてもいいよ、とか、
ここまでは知識で解くんだよっていうのを言ってくれ
るんですよ、すごい。それがありがたくて、多分、数
学できる果帆ちゃん（村林果帆：女子医進学）とか倭
子ちゃん（石川倭子：杏林大進学）とかって、その場
でやり方がいろいろ出てくると思うんですけど、私
は、全然そうじゃないので、あ、ここまでは知ってな
きゃいけないことなんだな、とかっていう、最低限の
ラインを平野先生が教えてくれるから、あ、じゃあ、
ここまでは覚えておこうとか、ここからは、自分の頭
で、その場で考えてみよう、みたいなラインを引ける
ようになりました。計トレも楽しかったですよ。フフ
フフ。やっぱりすごく効果あったなって思います。多
分、徹底して、代官山に言われたとおりに勉強したん
で、あ、こういうことか、こうやって点取るんだ、み
たいなのがいっぱいありました。

もう、全部復習は無理なんじゃないかって思う
ぐらい、英語は、量、すごかった
英語は、マンツー、1年間、良平先生、取ってたんで、
ずーっと文法たたき込まれて、文法はもう本当に、最
後ミスしなくなって、杏林とかは、本当にそのおかげ
だな、と思ってて、あんまり難しいのっていうより
は、簡単な文法と、スピードで長文をこなしてくって
感じなんですけど、杏林合格できたのはそのおかげか

なって思ってて。
石井先生は、教えを、人生の教えをいただくみたいな
印象が強くて、石井先生のそのお話で、すごい覚えて
るのがあるんですけど。大事なことを、教えてもらう
ことが多くて。その…、執着心を持つことっていうの
と、あと、柔らかい頭を持ちなさいって言われたんで
すよ。でも、それって、全然逆のことだと先生は言っ
ていて。執着心と柔らかい頭を持つ。じゃあ、その間
をつなぐものは何だって言ったら、行動力だって言わ
れて、あ、そういうことか、と思って、説明するのが
難しいんで、ちゃんとみんなは石井先生から聞いてほ
しいんですけど、なんか、すごい覚えてるんです。
自分が偏った考えしてるなって思ったときは、ああ、
もうちょっと広く見てようねっとか、そうですね。
なんか、分かんないことあったら、代官山って結構、
先生と生徒の距離がすごい近いんで、すぐ質問、行っ
ちゃうんですけど、自分の頭で考えなさいって石井先
生に言われて、それで、一回考えて、それが正しいか
どうかを吟味してから、自分で行動に移しなさいって
言われて、で、秋以降とかは、確かに、不安になっ
て、人に聞きたくなるんですけど、それは、一回考え
て、自分の頭で考えて、正しいなって思ってから動こ
うっていうふうに、石井先生の授業で、なんか教えら
れたっていうか、すごい、印象に残ってる教えがいっ
ぱいありますね。
あと、英語でフフ、楽しかったのは、朝岡先生と、栗
原先生。なんか先生達、仲いいんですよね…。お互い
の名前が出てくるんですよ、授業中に。例文に。朝岡
先生は覚え方の手順みたいのまで授業で言ってくれ
て。インプットした後の、アウトプットする過程まで
を授業でやってくれるので。なんか授業で、英文法の
授業でやったことを、夜間でまた聞かれる、で、あん
ときやったやつじゃんってなって、馬庭君（獨協医科
大進学）とか当てられて、よく、フフフ。なんか、自
分が覚えてなくて、友達が覚えてたりすると、あ、や
ばいって思って、復習しなきゃって思えて。結構、英
語の授業いっぱいあったじゃないですか。だから、授
業中にメモを全部取っちゃって、覚えるところまでの
メモを取っちゃって、ファイリングして、テスト前に
見返すっていう。すごい効率が良くて良かったです
ね。量がたくさん、すご、もう、量は多分、全部復習
は無理なんじゃないかって思うぐらい、英語は、量、
すごかったんで、多分、授業中のことを後でまとめよ
うっていう時間はないと思うんですよ。だから、授業
中に、その暗記のための、ノートみたいなのを私は
作っちゃってました。そのとき、そのときに。

みんな、先生たち、覚え方まで含めて教えてく
れるんですよ。代官山の先生たちは。
生物、緒方先生一筋なんですよね。緒方派なので、ウ
フフフ。ちょっと宗派あって。フフ、緒方派、深瀧派
みたいな。私、超緒方派なので、生物の質問もそうだ

し、勉強とか、全体的な質問も緒方先生にしてて、日
曜日のマンスリー終わって、月曜の1限までに復習を、
自己採点と、まあ軽くして、何が駄目だったか反省と
か、各科目ずつ、全部書いて、総合の反省文書いて、
提出するんです。で、そのときに、ああ、こういうふ
うになったんだ、これは良くできてたね、みたいなこ
とを一言もらって、また成績表が来たときに、偏差値
見ながら、お話しするっていう、面談みたいなの、多
分、みんなやってもらってて、いや、こんなに面倒見
のいい先生がいるんだ、とか思って、もうすごい精神
安定剤みたいな感じでした。めちゃめちゃ優しくて、
あと、勉強のことに関して言うと、私、生物は自分の
ノート、作って、それに、授業でやった、知らなかっ
た知識を、付箋に書いて、貼って、暗記するっていう
のをやってたんですけど、それは、もう、本当、どの
先生のときもやってて、みんな、先生たち、覚え方ま
で含めて教えてくれるんですよ。代官山の先生たち
は。で、こういうときは、こういうふうに覚えたらい
いとか、きれいにまとめてくれて、板書でそれを。そ
れを付箋に写して、ノートの空いてる所に貼ってっ
て、で、マンスリーの2週間前から、全部覚えなおすみ
たいなのをやるんですけど、生物って、1カ月に1回、
全部、通しで見直さないと忘れるんですよ。忘れた
ら、考察とかの前に、どっかで引っかかっちゃうん
で、もう、本当にそれはやっちゃいけないことなの
で、ずっと、1カ月に1回、マンスリーがあるから、そ
の2週間前からノートの暗記を始めて…。で、あと試
験、入試の試験中も、やっぱり長いじゃないですか。1
カ月ちょいあって、忘れちゃうんで、そういうときで
も、必ず2週間に1回は見直しして、全部、常に頭に
入ってる状態。で生物をまず最初にテスト勉強みたい
な形で組み込んでから、やるようにしてました。

私の自習席からは空が見えるんです。それが好き
で、こうやって空見て、勉強して、疲れたら…。
割と、ずっと自習室派です、私は。うん、フフ、左か
ら3番目だったんですけど、一番左端がないんですよ、
ブラインドが。私の上の席だけ、ブラインドがなく
て、そっから、空が見えるんですよ。すごい、なん
か、それが好きで、こうやって空見て、勉強して、疲
れたら…。フフ、疲れたら空見て。神谷君（神谷仁
人：日大進学）の荷物越しに見える空を見てました。
なんか、なんか良かったんですよね。あっやばい、も
う夕方になりそう、みたいな感じも。日曜日とか、自
習室いると、あっもうこんな時間だ、みたいな、まあ
ありましたね。やっぱり朝からやってる人たちのほう
が上、行きますよね。ずっと勉強してて、本当に、い
やー、すごいなあって。そりゃあ思いました。鹿山
（慈恵進学）とか、伊藤さん（昭和特待）とか沖田さ
ん（昭和進学）とか、すずちゃん（飯田すず昭和進
学）とかみんな、確かに朝からずっとやってたなあ、
と。私にはできなかった。んーやろうとしたんです

よ、夏。で、馬庭君と、朝勉強してた時期があって、7
時ぐらいに来て、7時半まで勉強して、朝ご飯、ちょっ
と食べて、8時半までまた勉強するっていうのをやって
たんですけど、体調壊しましたね。それであっ寝な
きゃ駄目だ、と思って。早く寝てたんですよね。去
年、割と、でも、12時超えてないですけど、多分私は
7時間半寝たときが一番良いってことがわかりました。

きつい中で勉強するのに慣れ始めたとき、緒方
先生に本気感がないって怒られて。それが東京
に残れるか否かの瀬戸際だったと思う。
うーん、なんか、才能ある感じの雰囲気を持ってる人
と、ほんっとに努力でやる人たちの2タイプがあるんだ
なっと感じて。やっぱり鹿山とか沖田さんとかは、
ずっと休み時間も勉強するタイプで、むしろ金（金源
太郎：日大進学）とかまあ、あの辺の人たちは、村林
（女子医進学）とかは、どちらかというと雰囲気でな
んかできちゃうじゃないですか、勉強が。それで私は
どっちにもなれなくて、多分、真ん中ぐらいをずっ
と、フフ、ちょっとふわふわしてた感じでしたね。
だから、何だろう、すごいなって思いつつ、一回、緒
方先生に怒られたことがあって、「今、本気で勉強し
てる？」って、11月に言われて、「今はおまえの勉
強、もちろん、勉強してるのは知ってるけど、今、本
気？」って怒られて。いや、違うかもしれないって
言って。10月か11月なんですよね。で、「今、この状
態でいっても、多分、まあ、地方とかだったらどっか
受かるけど、おまえ、それで満足するの？」って、そ
のときに言われて、で、ああ、ちょっとやばいなと。
なんか、ちょっときつい中で勉強するのに慣れちゃっ
てて、10月ぐらいに。で、怒られて、それで、そこか

らすごい本気になったら、結構見てくれてる人ってい
て、石代君（大阪医科大進学）が、なんかすごい最近
頑張ってるよね、みたいなことを、2号館の階段のとこ
ろで。最近、頑張ってるよねって。ああじゃあ、もう
ちょっと頑張ろうって、そんとき、思いました。うー
ん、あれを1年間続けてた人たちはすごいと思うし、あ
のとき先生に声掛けてもらえてよかったなって思って
ます。あれが、東京に残れるか、残れないかの瀬戸際
だったなって。今、すごく思います。

全部先生が見てくれてるから、かっこつけない
で、素でできるところが、すごい良かった。
代官山に来て思ったのは、うーん、何ていうか、それ
まではなんか優等生ぶるというか、いい子ぶっちゃう
ところがどうしてもあって。それができない所なんで
すよね、代官山は。全部先生が見てくれてるから。あ
と、友達もすごい見てるから、そのキャラを抜け
ちゃったほうが、何だろう、勉強しやすいというか、
聞きやすいし。まあできない、できないって言ったほ
うが、先生達助けてくれるんですよ、代官山の先生達
は。ので、ちょっとできるようになったら、やっぱり
先生も気づいて褒めてくれるし、すごい嬉しいんで。
もう、かっこつけないで、もう素でできるところが、
代官山はすごい良かったなって思いました。ンフフ、
いや、でも、本当、代官山、選んで正解だなって思い
ます。大学入っても先輩がめっちゃいるっていうの
は、なんか分かんないこと多くって、最初とか。そし
たら、代官山出身なんですけどって言ったら、絶対、
面倒見てくれる、フフフフ。それも、すごい、いいと
こでした。

自分の席がちゃんとあって、ここで勉強しなさ
いって言われるっていうのは、いつもここに
戻ってこれる、みたいな安心感。
何だろう、友達とあんまり近づき過ぎないほうがいい
です。大人数と。それは石井先生にも言われて。なん
か、私、運よく怒られなかったんですけど、フフ。な
んか、みんな怒られてたじゃないですか。でも、石井
先生とお話ししたときに、近づき過ぎちゃ駄目だって
言われて、一定の距離を持ちなさいって。普通に中学
とか高校とか大学とかはいいと思うんですけど、予備
校は近づき過ぎると、やっぱり、ちょっとギスギスす
るんで、周りの子とかの一言一言が、いら立つときが
あるんですよ。もちろん、質問とかは友達にしたとき
とかもあるんですけど、あんまり駄目だな、と思っ
て、浪人は絶対、先生にしたほうがいいなって思いま
す。意外と人間関係しんどくなると、勉強に支障、出
るじゃないですか。だから、気を付けたほうがいいか
なって。うーん、代官山ではならなかったんですよ
ね。でも、前の予備校はなりました。自習する席、自
分の席が、代官山だとあったから、それって、すごい
意外と大事で、大手だと、自分専用の席なくって、友

達とかと教室で勉強するんですよ。友達とぎくしゃく
する、勉強する居場所がないとか、それもしんどいの
で、自分の席がちゃんとあって、ここで勉強しなさ
いって言われるっていうのは、割と、なんか、いつも
ここに戻ってこれる、みたいな安心感があって、良い
です。

困ったことがあったら、石井先生に相談に行く
と、ぱあって道が開ける。それで、なんかちょっと
勉強進められるみたいのはすごく大切。
後輩へのアドバイスとしては、もう、困ったことが
あったら、取りあえず石井先生のところに行くってい
うのはすごい大事だと思ってて、私も、5回、6回ぐら
い行った、と思うんですけど、あ、もっと行ったか
な、その勉強のこともだし、人間関係のこともだし、
その自分の今、どういう状況か、でもいいと思うんで
すけど、石井先生のところにお話に行くと、ああ、確
かにって思うんですよ。そんなに長く話してないとき
もあるんですけど、なんか、ぱあって道が開けるって
いうか、なんかすごい、それって大事で、それを信じ
て、なんかちょっと勉強進められるみたいのはすごく
大切だと思うので、私は、本当。うんなんかあった
ら、石井先生のところに行って、で、友達がちょっと
落ち込んでたりしたら、石井先生んとこ行ってきな
よって、声掛けてあげると、なんかうまくいってたり
したので、めっちゃ怖いって思ってる人はちょっと無
理かもしれないんですけど、石井先生、すごい話を聞
いてくれるので、ぜひ、行くべきだと思います。
あと、授業に全部出る。フフフ。取りあえず出とくっ
ていうのは、絶対必要だな、と思って。なんか、思っ
たこと以外のことが知れるとき、あるじゃないです
か、だから、絶対、授業は切っちゃ駄目です。とにか
く、取りあえず代官山に来るっていうのが大事です。
来て大変になったら先生に相談して。家に引きこもっ
てたら、もっとつらくなるので。本当、つらかったん
で、夏。絶対、来たほうがいいです。来たら助けても
らえる。なんか、自分のことに近いことを石井先生が
授業で言ってくれたりとか、こういう子いたんだよ、
みたいな。そういうのを聞いて、あ、そうやって受
かった人もいるんだ、とか、いろんな話、してくださ
るので、取りあえずとにかく代官山に来るっていうの
が、来て、先生のところに行くっていうのが、絶対、
一番大事だと思いました。
いやー、なんか、ここでこんなにやって受かんないん
だったら受かんないと思う。フフ。ていうぐらい、多
分、代官山で普通にやってたら、それぐらいの量やる
んで、受かると思います。みんな、めっちゃ受かって
るじゃないですか。絶対、ここで真面目に、言われた
とおりにやれば絶対受かると思います。どっかは絶対
受かるんでぜひ頑張ってください。
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ときが一番つらかったです。もう、成績も悪くて焦っ
てるのに、代官山に行けないっていうときが一番、つ
らかったです。片頭痛がひどくて、そのとき。もうみ
んなに置いてかれちゃう、どうしよう、みたいなお話
を緒方先生にしたら、「もう今の時点で、ちゃんとみ
んなよりやることは、ちゃんとやってきてるわけだか
ら、今やらなきゃいけない、最低限やらなきゃいけな
いことをピックアップして、それだけできたら、焦ら
ないで。普通にやってれば大丈夫だから」って言われ
て、まあちょっと朝の時間を遅くして、ちゃんと寝る
ようにしたら、秋はだいぶ良くなって、全然、普通に
授業受けれました。そうですね。なんか、やっぱ、焦
りと睡眠不足と、そんときにクラス落ちたじゃないで
すか。それが結構しんどかったんだと思います。でも
緒方先生に相談して言って貰えてほんとよかったで
す。

代官山に来てからは、自分の悪いところを指摘
してもらえて、変なプライドがなくなって、や
らなきゃ、みたいな気持ちが強くなった
1浪のときはY学院の本校に行ってました。なんか、先
生が見てくれる生徒の数が少ないっていう…、1人当た
りの。でも先生から自分がどれだけできてないのかが
見えてないんですよ、だから私はできてると思われて
て、自分もそう思われたくて、できない所をさらけ出
せない。そういう感じで成長しなかったんですけど、
代官山に来てからは、解いてる過程とかも、先生が見
て回ってくれるから、あ、こういうところできてない
よ、とか、こうしなきゃ駄目だよっていうのを、直で
言ってもらえる。自分の、その悪いところを指摘して
もらえるっていうのが一番大きくて。で、なんか、プ
ライドとかがなくなって、あっ、やらなきゃ、みたい
な気持ちが強くなっていって、それが最終的には、す
ごく良かったかなって思ってます。去年は、表面だけ
優等生みたいな感じ。そうなんか、しかも、あんまり
医学部がいなくて周りの友達に。医学部クラスは
ちょっと上のクラスで、なんか、できてる人、みたい
な感じの、その雰囲気だけあって、もうそれじゃあ私
駄目ですよね。

平野先生も、ここはできなきゃ駄目だよ、ここ
からはできなくてもいいよ、ここまでは知識で
解くんだよっていうのを言ってくれて。
数学が、多分、一番伸びたんですよ、代官山来て。で
特に数学が、その過程とか見てくれるじゃないです
か、先生たちが。それが、すごく良かったなって思っ
てます。数学はもう、ほんっとに、もう、どの先生
も、めちゃめちゃ良くて。私、典先生本当に好きで、
なんかこれまで、1浪のときまでは、一つの問題に対し
て答えを、もう覚えてたんですよ、暗記というか。ま
あ、だけど2浪目でそれだけじゃ対応できないんだなっ
ていうのに気付いて。典先生はいっぱい解法出してく

なって思ってて。
石井先生は、教えを、人生の教えをいただくみたいな
印象が強くて、石井先生のそのお話で、すごい覚えて
るのがあるんですけど。大事なことを、教えてもらう
ことが多くて。その…、執着心を持つことっていうの
と、あと、柔らかい頭を持ちなさいって言われたんで
すよ。でも、それって、全然逆のことだと先生は言っ
ていて。執着心と柔らかい頭を持つ。じゃあ、その間
をつなぐものは何だって言ったら、行動力だって言わ
れて、あ、そういうことか、と思って、説明するのが
難しいんで、ちゃんとみんなは石井先生から聞いてほ
しいんですけど、なんか、すごい覚えてるんです。
自分が偏った考えしてるなって思ったときは、ああ、
もうちょっと広く見てようねっとか、そうですね。
なんか、分かんないことあったら、代官山って結構、
先生と生徒の距離がすごい近いんで、すぐ質問、行っ
ちゃうんですけど、自分の頭で考えなさいって石井先
生に言われて、それで、一回考えて、それが正しいか
どうかを吟味してから、自分で行動に移しなさいって
言われて、で、秋以降とかは、確かに、不安になっ
て、人に聞きたくなるんですけど、それは、一回考え
て、自分の頭で考えて、正しいなって思ってから動こ
うっていうふうに、石井先生の授業で、なんか教えら
れたっていうか、すごい、印象に残ってる教えがいっ
ぱいありますね。
あと、英語でフフ、楽しかったのは、朝岡先生と、栗
原先生。なんか先生達、仲いいんですよね…。お互い
の名前が出てくるんですよ、授業中に。例文に。朝岡
先生は覚え方の手順みたいのまで授業で言ってくれ
て。インプットした後の、アウトプットする過程まで
を授業でやってくれるので。なんか授業で、英文法の
授業でやったことを、夜間でまた聞かれる、で、あん
ときやったやつじゃんってなって、馬庭君（獨協医科
大進学）とか当てられて、よく、フフフ。なんか、自
分が覚えてなくて、友達が覚えてたりすると、あ、や
ばいって思って、復習しなきゃって思えて。結構、英
語の授業いっぱいあったじゃないですか。だから、授
業中にメモを全部取っちゃって、覚えるところまでの
メモを取っちゃって、ファイリングして、テスト前に
見返すっていう。すごい効率が良くて良かったです
ね。量がたくさん、すご、もう、量は多分、全部復習
は無理なんじゃないかって思うぐらい、英語は、量、
すごかったんで、多分、授業中のことを後でまとめよ
うっていう時間はないと思うんですよ。だから、授業
中に、その暗記のための、ノートみたいなのを私は
作っちゃってました。そのとき、そのときに。

みんな、先生たち、覚え方まで含めて教えてく
れるんですよ。代官山の先生たちは。
生物、緒方先生一筋なんですよね。緒方派なので、ウ
フフフ。ちょっと宗派あって。フフ、緒方派、深瀧派
みたいな。私、超緒方派なので、生物の質問もそうだ

し、勉強とか、全体的な質問も緒方先生にしてて、日
曜日のマンスリー終わって、月曜の1限までに復習を、
自己採点と、まあ軽くして、何が駄目だったか反省と
か、各科目ずつ、全部書いて、総合の反省文書いて、
提出するんです。で、そのときに、ああ、こういうふ
うになったんだ、これは良くできてたね、みたいなこ
とを一言もらって、また成績表が来たときに、偏差値
見ながら、お話しするっていう、面談みたいなの、多
分、みんなやってもらってて、いや、こんなに面倒見
のいい先生がいるんだ、とか思って、もうすごい精神
安定剤みたいな感じでした。めちゃめちゃ優しくて、
あと、勉強のことに関して言うと、私、生物は自分の
ノート、作って、それに、授業でやった、知らなかっ
た知識を、付箋に書いて、貼って、暗記するっていう
のをやってたんですけど、それは、もう、本当、どの
先生のときもやってて、みんな、先生たち、覚え方ま
で含めて教えてくれるんですよ。代官山の先生たち
は。で、こういうときは、こういうふうに覚えたらい
いとか、きれいにまとめてくれて、板書でそれを。そ
れを付箋に写して、ノートの空いてる所に貼ってっ
て、で、マンスリーの2週間前から、全部覚えなおすみ
たいなのをやるんですけど、生物って、1カ月に1回、
全部、通しで見直さないと忘れるんですよ。忘れた
ら、考察とかの前に、どっかで引っかかっちゃうん
で、もう、本当にそれはやっちゃいけないことなの
で、ずっと、1カ月に1回、マンスリーがあるから、そ
の2週間前からノートの暗記を始めて…。で、あと試
験、入試の試験中も、やっぱり長いじゃないですか。1
カ月ちょいあって、忘れちゃうんで、そういうときで
も、必ず2週間に1回は見直しして、全部、常に頭に
入ってる状態。で生物をまず最初にテスト勉強みたい
な形で組み込んでから、やるようにしてました。

私の自習席からは空が見えるんです。それが好き
で、こうやって空見て、勉強して、疲れたら…。
割と、ずっと自習室派です、私は。うん、フフ、左か
ら3番目だったんですけど、一番左端がないんですよ、
ブラインドが。私の上の席だけ、ブラインドがなく
て、そっから、空が見えるんですよ。すごい、なん
か、それが好きで、こうやって空見て、勉強して、疲
れたら…。フフ、疲れたら空見て。神谷君（神谷仁
人：日大進学）の荷物越しに見える空を見てました。
なんか、なんか良かったんですよね。あっやばい、も
う夕方になりそう、みたいな感じも。日曜日とか、自
習室いると、あっもうこんな時間だ、みたいな、まあ
ありましたね。やっぱり朝からやってる人たちのほう
が上、行きますよね。ずっと勉強してて、本当に、い
やー、すごいなあって。そりゃあ思いました。鹿山
（慈恵進学）とか、伊藤さん（昭和特待）とか沖田さ
ん（昭和進学）とか、すずちゃん（飯田すず昭和進
学）とかみんな、確かに朝からずっとやってたなあ、
と。私にはできなかった。んーやろうとしたんです

よ、夏。で、馬庭君と、朝勉強してた時期があって、7
時ぐらいに来て、7時半まで勉強して、朝ご飯、ちょっ
と食べて、8時半までまた勉強するっていうのをやって
たんですけど、体調壊しましたね。それであっ寝な
きゃ駄目だ、と思って。早く寝てたんですよね。去
年、割と、でも、12時超えてないですけど、多分私は
7時間半寝たときが一番良いってことがわかりました。

きつい中で勉強するのに慣れ始めたとき、緒方
先生に本気感がないって怒られて。それが東京
に残れるか否かの瀬戸際だったと思う。
うーん、なんか、才能ある感じの雰囲気を持ってる人
と、ほんっとに努力でやる人たちの2タイプがあるんだ
なっと感じて。やっぱり鹿山とか沖田さんとかは、
ずっと休み時間も勉強するタイプで、むしろ金（金源
太郎：日大進学）とかまあ、あの辺の人たちは、村林
（女子医進学）とかは、どちらかというと雰囲気でな
んかできちゃうじゃないですか、勉強が。それで私は
どっちにもなれなくて、多分、真ん中ぐらいをずっ
と、フフ、ちょっとふわふわしてた感じでしたね。
だから、何だろう、すごいなって思いつつ、一回、緒
方先生に怒られたことがあって、「今、本気で勉強し
てる？」って、11月に言われて、「今はおまえの勉
強、もちろん、勉強してるのは知ってるけど、今、本
気？」って怒られて。いや、違うかもしれないって
言って。10月か11月なんですよね。で、「今、この状
態でいっても、多分、まあ、地方とかだったらどっか
受かるけど、おまえ、それで満足するの？」って、そ
のときに言われて、で、ああ、ちょっとやばいなと。
なんか、ちょっときつい中で勉強するのに慣れちゃっ
てて、10月ぐらいに。で、怒られて、それで、そこか

らすごい本気になったら、結構見てくれてる人ってい
て、石代君（大阪医科大進学）が、なんかすごい最近
頑張ってるよね、みたいなことを、2号館の階段のとこ
ろで。最近、頑張ってるよねって。ああじゃあ、もう
ちょっと頑張ろうって、そんとき、思いました。うー
ん、あれを1年間続けてた人たちはすごいと思うし、あ
のとき先生に声掛けてもらえてよかったなって思って
ます。あれが、東京に残れるか、残れないかの瀬戸際
だったなって。今、すごく思います。

全部先生が見てくれてるから、かっこつけない
で、素でできるところが、すごい良かった。
代官山に来て思ったのは、うーん、何ていうか、それ
まではなんか優等生ぶるというか、いい子ぶっちゃう
ところがどうしてもあって。それができない所なんで
すよね、代官山は。全部先生が見てくれてるから。あ
と、友達もすごい見てるから、そのキャラを抜け
ちゃったほうが、何だろう、勉強しやすいというか、
聞きやすいし。まあできない、できないって言ったほ
うが、先生達助けてくれるんですよ、代官山の先生達
は。ので、ちょっとできるようになったら、やっぱり
先生も気づいて褒めてくれるし、すごい嬉しいんで。
もう、かっこつけないで、もう素でできるところが、
代官山はすごい良かったなって思いました。ンフフ、
いや、でも、本当、代官山、選んで正解だなって思い
ます。大学入っても先輩がめっちゃいるっていうの
は、なんか分かんないこと多くって、最初とか。そし
たら、代官山出身なんですけどって言ったら、絶対、
面倒見てくれる、フフフフ。それも、すごい、いいと
こでした。

自分の席がちゃんとあって、ここで勉強しなさ
いって言われるっていうのは、いつもここに
戻ってこれる、みたいな安心感。
何だろう、友達とあんまり近づき過ぎないほうがいい
です。大人数と。それは石井先生にも言われて。なん
か、私、運よく怒られなかったんですけど、フフ。な
んか、みんな怒られてたじゃないですか。でも、石井
先生とお話ししたときに、近づき過ぎちゃ駄目だって
言われて、一定の距離を持ちなさいって。普通に中学
とか高校とか大学とかはいいと思うんですけど、予備
校は近づき過ぎると、やっぱり、ちょっとギスギスす
るんで、周りの子とかの一言一言が、いら立つときが
あるんですよ。もちろん、質問とかは友達にしたとき
とかもあるんですけど、あんまり駄目だな、と思っ
て、浪人は絶対、先生にしたほうがいいなって思いま
す。意外と人間関係しんどくなると、勉強に支障、出
るじゃないですか。だから、気を付けたほうがいいか
なって。うーん、代官山ではならなかったんですよ
ね。でも、前の予備校はなりました。自習する席、自
分の席が、代官山だとあったから、それって、すごい
意外と大事で、大手だと、自分専用の席なくって、友

達とかと教室で勉強するんですよ。友達とぎくしゃく
する、勉強する居場所がないとか、それもしんどいの
で、自分の席がちゃんとあって、ここで勉強しなさ
いって言われるっていうのは、割と、なんか、いつも
ここに戻ってこれる、みたいな安心感があって、良い
です。

困ったことがあったら、石井先生に相談に行く
と、ぱあって道が開ける。それで、なんかちょっと
勉強進められるみたいのはすごく大切。
後輩へのアドバイスとしては、もう、困ったことが
あったら、取りあえず石井先生のところに行くってい
うのはすごい大事だと思ってて、私も、5回、6回ぐら
い行った、と思うんですけど、あ、もっと行ったか
な、その勉強のこともだし、人間関係のこともだし、
その自分の今、どういう状況か、でもいいと思うんで
すけど、石井先生のところにお話に行くと、ああ、確
かにって思うんですよ。そんなに長く話してないとき
もあるんですけど、なんか、ぱあって道が開けるって
いうか、なんかすごい、それって大事で、それを信じ
て、なんかちょっと勉強進められるみたいのはすごく
大切だと思うので、私は、本当。うんなんかあった
ら、石井先生のところに行って、で、友達がちょっと
落ち込んでたりしたら、石井先生んとこ行ってきな
よって、声掛けてあげると、なんかうまくいってたり
したので、めっちゃ怖いって思ってる人はちょっと無
理かもしれないんですけど、石井先生、すごい話を聞
いてくれるので、ぜひ、行くべきだと思います。
あと、授業に全部出る。フフフ。取りあえず出とくっ
ていうのは、絶対必要だな、と思って。なんか、思っ
たこと以外のことが知れるとき、あるじゃないです
か、だから、絶対、授業は切っちゃ駄目です。とにか
く、取りあえず代官山に来るっていうのが大事です。
来て大変になったら先生に相談して。家に引きこもっ
てたら、もっとつらくなるので。本当、つらかったん
で、夏。絶対、来たほうがいいです。来たら助けても
らえる。なんか、自分のことに近いことを石井先生が
授業で言ってくれたりとか、こういう子いたんだよ、
みたいな。そういうのを聞いて、あ、そうやって受
かった人もいるんだ、とか、いろんな話、してくださ
るので、取りあえずとにかく代官山に来るっていうの
が、来て、先生のところに行くっていうのが、絶対、
一番大事だと思いました。
いやー、なんか、ここでこんなにやって受かんないん
だったら受かんないと思う。フフ。ていうぐらい、多
分、代官山で普通にやってたら、それぐらいの量やる
んで、受かると思います。みんな、めっちゃ受かって
るじゃないですか。絶対、ここで真面目に、言われた
とおりにやれば絶対受かると思います。どっかは絶対
受かるんでぜひ頑張ってください。
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ときが一番つらかったです。もう、成績も悪くて焦っ
てるのに、代官山に行けないっていうときが一番、つ
らかったです。片頭痛がひどくて、そのとき。もうみ
んなに置いてかれちゃう、どうしよう、みたいなお話
を緒方先生にしたら、「もう今の時点で、ちゃんとみ
んなよりやることは、ちゃんとやってきてるわけだか
ら、今やらなきゃいけない、最低限やらなきゃいけな
いことをピックアップして、それだけできたら、焦ら
ないで。普通にやってれば大丈夫だから」って言われ
て、まあちょっと朝の時間を遅くして、ちゃんと寝る
ようにしたら、秋はだいぶ良くなって、全然、普通に
授業受けれました。そうですね。なんか、やっぱ、焦
りと睡眠不足と、そんときにクラス落ちたじゃないで
すか。それが結構しんどかったんだと思います。でも
緒方先生に相談して言って貰えてほんとよかったで
す。

代官山に来てからは、自分の悪いところを指摘
してもらえて、変なプライドがなくなって、や
らなきゃ、みたいな気持ちが強くなった
1浪のときはY学院の本校に行ってました。なんか、先
生が見てくれる生徒の数が少ないっていう…、1人当た
りの。でも先生から自分がどれだけできてないのかが
見えてないんですよ、だから私はできてると思われて
て、自分もそう思われたくて、できない所をさらけ出
せない。そういう感じで成長しなかったんですけど、
代官山に来てからは、解いてる過程とかも、先生が見
て回ってくれるから、あ、こういうところできてない
よ、とか、こうしなきゃ駄目だよっていうのを、直で
言ってもらえる。自分の、その悪いところを指摘して
もらえるっていうのが一番大きくて。で、なんか、プ
ライドとかがなくなって、あっ、やらなきゃ、みたい
な気持ちが強くなっていって、それが最終的には、す
ごく良かったかなって思ってます。去年は、表面だけ
優等生みたいな感じ。そうなんか、しかも、あんまり
医学部がいなくて周りの友達に。医学部クラスは
ちょっと上のクラスで、なんか、できてる人、みたい
な感じの、その雰囲気だけあって、もうそれじゃあ私
駄目ですよね。

平野先生も、ここはできなきゃ駄目だよ、ここ
からはできなくてもいいよ、ここまでは知識で
解くんだよっていうのを言ってくれて。
数学が、多分、一番伸びたんですよ、代官山来て。で
特に数学が、その過程とか見てくれるじゃないです
か、先生たちが。それが、すごく良かったなって思っ
てます。数学はもう、ほんっとに、もう、どの先生
も、めちゃめちゃ良くて。私、典先生本当に好きで、
なんかこれまで、1浪のときまでは、一つの問題に対し
て答えを、もう覚えてたんですよ、暗記というか。ま
あ、だけど2浪目でそれだけじゃ対応できないんだなっ
ていうのに気付いて。典先生はいっぱい解法出してく

なって思ってて。
石井先生は、教えを、人生の教えをいただくみたいな
印象が強くて、石井先生のそのお話で、すごい覚えて
るのがあるんですけど。大事なことを、教えてもらう
ことが多くて。その…、執着心を持つことっていうの
と、あと、柔らかい頭を持ちなさいって言われたんで
すよ。でも、それって、全然逆のことだと先生は言っ
ていて。執着心と柔らかい頭を持つ。じゃあ、その間
をつなぐものは何だって言ったら、行動力だって言わ
れて、あ、そういうことか、と思って、説明するのが
難しいんで、ちゃんとみんなは石井先生から聞いてほ
しいんですけど、なんか、すごい覚えてるんです。
自分が偏った考えしてるなって思ったときは、ああ、
もうちょっと広く見てようねっとか、そうですね。
なんか、分かんないことあったら、代官山って結構、
先生と生徒の距離がすごい近いんで、すぐ質問、行っ
ちゃうんですけど、自分の頭で考えなさいって石井先
生に言われて、それで、一回考えて、それが正しいか
どうかを吟味してから、自分で行動に移しなさいって
言われて、で、秋以降とかは、確かに、不安になっ
て、人に聞きたくなるんですけど、それは、一回考え
て、自分の頭で考えて、正しいなって思ってから動こ
うっていうふうに、石井先生の授業で、なんか教えら
れたっていうか、すごい、印象に残ってる教えがいっ
ぱいありますね。
あと、英語でフフ、楽しかったのは、朝岡先生と、栗
原先生。なんか先生達、仲いいんですよね…。お互い
の名前が出てくるんですよ、授業中に。例文に。朝岡
先生は覚え方の手順みたいのまで授業で言ってくれ
て。インプットした後の、アウトプットする過程まで
を授業でやってくれるので。なんか授業で、英文法の
授業でやったことを、夜間でまた聞かれる、で、あん
ときやったやつじゃんってなって、馬庭君（獨協医科
大進学）とか当てられて、よく、フフフ。なんか、自
分が覚えてなくて、友達が覚えてたりすると、あ、や
ばいって思って、復習しなきゃって思えて。結構、英
語の授業いっぱいあったじゃないですか。だから、授
業中にメモを全部取っちゃって、覚えるところまでの
メモを取っちゃって、ファイリングして、テスト前に
見返すっていう。すごい効率が良くて良かったです
ね。量がたくさん、すご、もう、量は多分、全部復習
は無理なんじゃないかって思うぐらい、英語は、量、
すごかったんで、多分、授業中のことを後でまとめよ
うっていう時間はないと思うんですよ。だから、授業
中に、その暗記のための、ノートみたいなのを私は
作っちゃってました。そのとき、そのときに。

みんな、先生たち、覚え方まで含めて教えてく
れるんですよ。代官山の先生たちは。
生物、緒方先生一筋なんですよね。緒方派なので、ウ
フフフ。ちょっと宗派あって。フフ、緒方派、深瀧派
みたいな。私、超緒方派なので、生物の質問もそうだ

し、勉強とか、全体的な質問も緒方先生にしてて、日
曜日のマンスリー終わって、月曜の1限までに復習を、
自己採点と、まあ軽くして、何が駄目だったか反省と
か、各科目ずつ、全部書いて、総合の反省文書いて、
提出するんです。で、そのときに、ああ、こういうふ
うになったんだ、これは良くできてたね、みたいなこ
とを一言もらって、また成績表が来たときに、偏差値
見ながら、お話しするっていう、面談みたいなの、多
分、みんなやってもらってて、いや、こんなに面倒見
のいい先生がいるんだ、とか思って、もうすごい精神
安定剤みたいな感じでした。めちゃめちゃ優しくて、
あと、勉強のことに関して言うと、私、生物は自分の
ノート、作って、それに、授業でやった、知らなかっ
た知識を、付箋に書いて、貼って、暗記するっていう
のをやってたんですけど、それは、もう、本当、どの
先生のときもやってて、みんな、先生たち、覚え方ま
で含めて教えてくれるんですよ。代官山の先生たち
は。で、こういうときは、こういうふうに覚えたらい
いとか、きれいにまとめてくれて、板書でそれを。そ
れを付箋に写して、ノートの空いてる所に貼ってっ
て、で、マンスリーの2週間前から、全部覚えなおすみ
たいなのをやるんですけど、生物って、1カ月に1回、
全部、通しで見直さないと忘れるんですよ。忘れた
ら、考察とかの前に、どっかで引っかかっちゃうん
で、もう、本当にそれはやっちゃいけないことなの
で、ずっと、1カ月に1回、マンスリーがあるから、そ
の2週間前からノートの暗記を始めて…。で、あと試
験、入試の試験中も、やっぱり長いじゃないですか。1
カ月ちょいあって、忘れちゃうんで、そういうときで
も、必ず2週間に1回は見直しして、全部、常に頭に
入ってる状態。で生物をまず最初にテスト勉強みたい
な形で組み込んでから、やるようにしてました。

私の自習席からは空が見えるんです。それが好き
で、こうやって空見て、勉強して、疲れたら…。
割と、ずっと自習室派です、私は。うん、フフ、左か
ら3番目だったんですけど、一番左端がないんですよ、
ブラインドが。私の上の席だけ、ブラインドがなく
て、そっから、空が見えるんですよ。すごい、なん
か、それが好きで、こうやって空見て、勉強して、疲
れたら…。フフ、疲れたら空見て。神谷君（神谷仁
人：日大進学）の荷物越しに見える空を見てました。
なんか、なんか良かったんですよね。あっやばい、も
う夕方になりそう、みたいな感じも。日曜日とか、自
習室いると、あっもうこんな時間だ、みたいな、まあ
ありましたね。やっぱり朝からやってる人たちのほう
が上、行きますよね。ずっと勉強してて、本当に、い
やー、すごいなあって。そりゃあ思いました。鹿山
（慈恵進学）とか、伊藤さん（昭和特待）とか沖田さ
ん（昭和進学）とか、すずちゃん（飯田すず昭和進
学）とかみんな、確かに朝からずっとやってたなあ、
と。私にはできなかった。んーやろうとしたんです

よ、夏。で、馬庭君と、朝勉強してた時期があって、7
時ぐらいに来て、7時半まで勉強して、朝ご飯、ちょっ
と食べて、8時半までまた勉強するっていうのをやって
たんですけど、体調壊しましたね。それであっ寝な
きゃ駄目だ、と思って。早く寝てたんですよね。去
年、割と、でも、12時超えてないですけど、多分私は
7時間半寝たときが一番良いってことがわかりました。

きつい中で勉強するのに慣れ始めたとき、緒方
先生に本気感がないって怒られて。それが東京
に残れるか否かの瀬戸際だったと思う。
うーん、なんか、才能ある感じの雰囲気を持ってる人
と、ほんっとに努力でやる人たちの2タイプがあるんだ
なっと感じて。やっぱり鹿山とか沖田さんとかは、
ずっと休み時間も勉強するタイプで、むしろ金（金源
太郎：日大進学）とかまあ、あの辺の人たちは、村林
（女子医進学）とかは、どちらかというと雰囲気でな
んかできちゃうじゃないですか、勉強が。それで私は
どっちにもなれなくて、多分、真ん中ぐらいをずっ
と、フフ、ちょっとふわふわしてた感じでしたね。
だから、何だろう、すごいなって思いつつ、一回、緒
方先生に怒られたことがあって、「今、本気で勉強し
てる？」って、11月に言われて、「今はおまえの勉
強、もちろん、勉強してるのは知ってるけど、今、本
気？」って怒られて。いや、違うかもしれないって
言って。10月か11月なんですよね。で、「今、この状
態でいっても、多分、まあ、地方とかだったらどっか
受かるけど、おまえ、それで満足するの？」って、そ
のときに言われて、で、ああ、ちょっとやばいなと。
なんか、ちょっときつい中で勉強するのに慣れちゃっ
てて、10月ぐらいに。で、怒られて、それで、そこか
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らすごい本気になったら、結構見てくれてる人ってい
て、石代君（大阪医科大進学）が、なんかすごい最近
頑張ってるよね、みたいなことを、2号館の階段のとこ
ろで。最近、頑張ってるよねって。ああじゃあ、もう
ちょっと頑張ろうって、そんとき、思いました。うー
ん、あれを1年間続けてた人たちはすごいと思うし、あ
のとき先生に声掛けてもらえてよかったなって思って
ます。あれが、東京に残れるか、残れないかの瀬戸際
だったなって。今、すごく思います。

全部先生が見てくれてるから、かっこつけない
で、素でできるところが、すごい良かった。
代官山に来て思ったのは、うーん、何ていうか、それ
まではなんか優等生ぶるというか、いい子ぶっちゃう
ところがどうしてもあって。それができない所なんで
すよね、代官山は。全部先生が見てくれてるから。あ
と、友達もすごい見てるから、そのキャラを抜け
ちゃったほうが、何だろう、勉強しやすいというか、
聞きやすいし。まあできない、できないって言ったほ
うが、先生達助けてくれるんですよ、代官山の先生達
は。ので、ちょっとできるようになったら、やっぱり
先生も気づいて褒めてくれるし、すごい嬉しいんで。
もう、かっこつけないで、もう素でできるところが、
代官山はすごい良かったなって思いました。ンフフ、
いや、でも、本当、代官山、選んで正解だなって思い
ます。大学入っても先輩がめっちゃいるっていうの
は、なんか分かんないこと多くって、最初とか。そし
たら、代官山出身なんですけどって言ったら、絶対、
面倒見てくれる、フフフフ。それも、すごい、いいと
こでした。

自分の席がちゃんとあって、ここで勉強しなさ
いって言われるっていうのは、いつもここに
戻ってこれる、みたいな安心感。
何だろう、友達とあんまり近づき過ぎないほうがいい
です。大人数と。それは石井先生にも言われて。なん
か、私、運よく怒られなかったんですけど、フフ。な
んか、みんな怒られてたじゃないですか。でも、石井
先生とお話ししたときに、近づき過ぎちゃ駄目だって
言われて、一定の距離を持ちなさいって。普通に中学
とか高校とか大学とかはいいと思うんですけど、予備
校は近づき過ぎると、やっぱり、ちょっとギスギスす
るんで、周りの子とかの一言一言が、いら立つときが
あるんですよ。もちろん、質問とかは友達にしたとき
とかもあるんですけど、あんまり駄目だな、と思っ
て、浪人は絶対、先生にしたほうがいいなって思いま
す。意外と人間関係しんどくなると、勉強に支障、出
るじゃないですか。だから、気を付けたほうがいいか
なって。うーん、代官山ではならなかったんですよ
ね。でも、前の予備校はなりました。自習する席、自
分の席が、代官山だとあったから、それって、すごい
意外と大事で、大手だと、自分専用の席なくって、友

達とかと教室で勉強するんですよ。友達とぎくしゃく
する、勉強する居場所がないとか、それもしんどいの
で、自分の席がちゃんとあって、ここで勉強しなさ
いって言われるっていうのは、割と、なんか、いつも
ここに戻ってこれる、みたいな安心感があって、良い
です。

困ったことがあったら、石井先生に相談に行く
と、ぱあって道が開ける。それで、なんかちょっと
勉強進められるみたいのはすごく大切。
後輩へのアドバイスとしては、もう、困ったことが
あったら、取りあえず石井先生のところに行くってい
うのはすごい大事だと思ってて、私も、5回、6回ぐら
い行った、と思うんですけど、あ、もっと行ったか
な、その勉強のこともだし、人間関係のこともだし、
その自分の今、どういう状況か、でもいいと思うんで
すけど、石井先生のところにお話に行くと、ああ、確
かにって思うんですよ。そんなに長く話してないとき
もあるんですけど、なんか、ぱあって道が開けるって
いうか、なんかすごい、それって大事で、それを信じ
て、なんかちょっと勉強進められるみたいのはすごく
大切だと思うので、私は、本当。うんなんかあった
ら、石井先生のところに行って、で、友達がちょっと
落ち込んでたりしたら、石井先生んとこ行ってきな
よって、声掛けてあげると、なんかうまくいってたり
したので、めっちゃ怖いって思ってる人はちょっと無
理かもしれないんですけど、石井先生、すごい話を聞
いてくれるので、ぜひ、行くべきだと思います。
あと、授業に全部出る。フフフ。取りあえず出とくっ
ていうのは、絶対必要だな、と思って。なんか、思っ
たこと以外のことが知れるとき、あるじゃないです
か、だから、絶対、授業は切っちゃ駄目です。とにか
く、取りあえず代官山に来るっていうのが大事です。
来て大変になったら先生に相談して。家に引きこもっ
てたら、もっとつらくなるので。本当、つらかったん
で、夏。絶対、来たほうがいいです。来たら助けても
らえる。なんか、自分のことに近いことを石井先生が
授業で言ってくれたりとか、こういう子いたんだよ、
みたいな。そういうのを聞いて、あ、そうやって受
かった人もいるんだ、とか、いろんな話、してくださ
るので、取りあえずとにかく代官山に来るっていうの
が、来て、先生のところに行くっていうのが、絶対、
一番大事だと思いました。
いやー、なんか、ここでこんなにやって受かんないん
だったら受かんないと思う。フフ。ていうぐらい、多
分、代官山で普通にやってたら、それぐらいの量やる
んで、受かると思います。みんな、めっちゃ受かって
るじゃないですか。絶対、ここで真面目に、言われた
とおりにやれば絶対受かると思います。どっかは絶対
受かるんでぜひ頑張ってください。

卒 業 生 が 語 る
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死ぬ気になんないと医学部無理。
昭和大医学部進学　伊藤友梨那 さん(立教女学院卒)
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今年代官山生は、昭和に７人進学。めっちゃ多
い(笑)。
昭和は、今年1年生は全体的に37%が現役だと大学が公
開していました。LINE を見る限りは半分くらいが現
役。代官山生もめっちゃ多いです。すでにたくさん友
達いるのすごく安心。今年昭和7人ですよ。星君も。実
は星君最寄駅が一緒で。

昭和特待って発表見て、血液が全身に広がるよ
うな、例えようのない喜び。
一次が昭和と東邦と女子医と帝京と聖マと獨協で、二
次来たのは…、そもそも昭和と女子医しか２次受けて
なくて、東邦も行ってなくて、昭和が特待来ちゃった
ので。 特待でビックリしましたよ。本当に、私が一番
びっくりしました。女子医も正直行かないつもりだっ
たんですけれど、合格証が届くまでは見間違いなん
じゃないかって。家族でそんな話になって合格証書が
届くまでは行けって言われて（笑）。 
私の受験番号6番でめっちゃ早くて一番最初にあって、
めっちゃ嬉しかったです。泣きながら帰ったの…。 血
液が全身に広がるようなくらい。例えようのない…。
でもしょっぱなの岩手一次落ちたんですよ。だから本
当にどん底にいてそれで初めての一次合格が昭和で、
人生初の一次で、二次が受かったときより嬉しくて本
当に嬉しくて、で安心してそれからぽんぽんぽんって
なって。スマホで“特待”ですって書いてあったの。泣
きながらそのまま帰るっていう。だから杏林受けてな
いんです(笑)。すぐ家族に連絡しました。すぐ連絡した
んですけれど最初父親に電話して「は？」って言われ
て最初全然信じてくれなくて。 全然信じてくれなく
て、母親は本当に？みたいな。特待は絶対ないって。
あるとしても補欠だって。

現役のころと比べて量的にはそんなに変わって
なくて質は変えました。
現役の12月ぐらいに多分浪人するだろうなって思って
て。浪人するとしたら、絶対やってやろうって思って
た。浪人になって第一回クラス編成テストは結構良く
て、そんなによくはないけど。まあでも2号館行けたん
で…。
受験最後の1月に間に合わせるように全部予定を立てま
した。この期間はこの範囲をして、一つ一つの範囲を
深く丁寧にやったかな。最後には受かればいいやっ
て。私負けず嫌いなんですけど、マンスリーに意識集
中しすぎないようにして。だから、マンスリー最初の
ほうは緊張、全然してなかったです、最初は。でも一
回めちゃめちゃ良くて、逆にその後はずっと緊張して
しまいました。下がったらあいつ一発野郎だなって思
われるんじゃないかって。7月が強くて4位になって焦
りました。めっちゃ逆にプレッシャー掛かりました。
緊張しました。でもその後そんなに悪くならなかっ
た。クラス上がりたいって思いすぎないようにしてま

した。現役のころと比べて量的にはそんなに変わって
なくて質は変わりました。やり方って言うか、現役の
時は時間なかったし。
とりあえずひたすら解こうと思って頭に問題を入れよ
うと思って答え丸覚えみたいなことすごいしちゃっ
て、特に数学とかは…。でも浪人して、それじゃ駄目
だわと思って予習をしっかりやって考える練習やっ
て。自分でもちゃんと考える。だいぶ変わって、数学
はめっちゃ伸びたと思います。なんだろう。でもなん
か、考えろ考えろって山室先生にずっと言われて。頭
使って考えるって言うのが分からなくてどういうこと
したらそういうふうになるのか。それはちょっと浪人
してわかった気がします。引き出しが増えたかなって
感じがします。山室先生が教えてくれました。現役の
時になんであの子はあんなにできるんだろうなんで私
とは違うんだろうって聞いたら、彼女はいっぱい引き
出しがあるから。一個の問題に対して何個も解法を
持ってる。なるほどそうかって思って。浪人してそれ
をやってました、予習の時に。

今までの人生の中で、過去振り返って一番強い
思い出です。
今、浪人時代を思い出しても辛いっていうよりも充実
してたなって。そっちの方が強すぎて…でも、泣いた
のは、化学は本当に得意だって自分では思ってたから
マンスリーも仲良い子達の中では負けたことなくて
ずっと。9月とか10月あたりで一回負けて近藤ゆりあ
（東邦大医学部進学）に、本当にその時辛くて取り柄
ないって自分で思って。その時は一番つらかった。
「本当に取り柄ない私」って思って。飯田（昭和大医
学部進学：飯田すず）とかには負けなかった。化学苦
手だったっぽいです。英語めっちゃできるけれど。近
藤は英語もできる。だからより辛くて。勝てるのがな
いって思って。 総合でも負けた時あるし。でもそんな
に大崩れしてなかった。最後は安定してた。マンス
リー慣れして、とれるところだけしっかりとるって。
一点って大事だなって。良かった時のマンスリーの時
に化学が一点差で2位だったんです。その時に一点！っ
て思って。一点ってこんなに大事なんだなって思っ
て。その時からテスト受け方を変えました。出来ない
ところはちゃんと捨ててできる一点を取りに行くよう
になりました。まあ、今までの人生の中で、過去振り
返って一番強い思い出です。小中高ずっと同じところ
に通ってたけれど、ちゃんと頑張ったなって思うのは
ここだけで、学校であんまり何かに打ち込んだことが
なくて…、初めて打ち込んで、成功したのが本当に嬉
しい。毎日、直前まで何もわからなくてでも２浪はし
ないっていう風に心に決めててそれだけを考えて行っ
てました。

間違ってて。あと、生物は、考察とか緒方先生と深瀧
先生、制限酵素出るよってすごい言ってて、直前それ
やってたんですけれど、愛知とか岩手とかもドンピ
シャでそれ出て先生すごいなって思いました。 そこは
がっつり取れました。

浪人して、粘り強さっていうか、出ました。わ
かんなかったら調べようって。
苦手な英語は、栗原先生のマンツーとってました。
ちょっと数学っぽくやるんですよ。英語をこの単語が
来たらこういう話題の展開になるって,例えばwantと
か。願望系の単語が来たら、次はその理由が来る。で
きる人からしたら意識せずやってると思うんですけれ
ど、苦手な私からしたら、あそうなんだって思って読
み進められ方が違って。多分こういう風に来るんだろ
うなって思ったらやっぱりそういう風に来て。穴埋め
とかもそれ使えました。becauseとか。栗原先生は数
学チックで。割とあってました。スピードも自分に
合ってました。丁寧にやってもらった方が一回であん
まり進まないけれど、文法も使ってくれたんで。11月
ぐらいまでは構造ばっかり考えて、12月からは初見問
題をひたすらやっていてそれで読みやすくなりまし
た。あと、東邦とかは過去問やったもん勝ち。単語と
かめちゃめちゃ被ってるし、傾向とかも今年からめっ
ちゃ変わってびっくりしましたけれど。なんか展開と
かも似てて。東邦は一次出るかなーって思ってた。テ
キストは科目によって違うんですけれど、数学は7周ぐ
らいやって…、前期のテキストは。後期は5周ぐらい。
前期はめっちゃやり直しました。数学はでもテキスト
しかやらないからそのぐらい行くかな。化学とかは前
期は1回ぐらいしかやってないけれど後期は予習でわか
んなかったところだけやってました。質問は生物はほ
とんど行かなくて…。覚えるのっていうので大変だか
ら。考察とかここどうやって繋いで考えればいいです
かっていうのはありますけれど。でも化学はめっちゃ
行きました。内容はギリギリまで考えてから、行こっ
て決めてから。どうしてもわかんないのとかはそのま
ま行ってましたけれど。 レビューテストはちゃんと出
しましたよ。全部出しましたよ、多分。レビューは授
業の内容が頭に入っていれば、まあできます。
数学は、薄先生、平野先生。薄先生は、何かがむしゃ
らにわかりやすいなって思ってました。ちゃんと見て
くれてるんだなって。私のことを理解してくれてるよ
うな気がして、お前ここ伸びたよなって。しかもちゃ
んとそれを言ってくれるんですよ。自分にはそれがす
ごい励みになって。先生って、できた人って手あげさ
せるんですよ。その時にちょっと手あげたりして、伸
びてるなって言われると、めっちゃ嬉しくてよし頑張
ろうってなって。それからちゃんと予習をやるように
なってやりたくてもできなかったことが多くて能力的
にも。ほぼ過去問で全然わかんないからいいやって。
浪人して、粘り強さっていうか、出ました。わかんな

かったら調べようって。平野先生は結構代官山に来て
るじゃないですか。割といつ行っても質問に答えてく
れたんで、明日の何時から行くからって言ったら本当
にいてくれて。直前に過去問解いてわかんない問題は
ほぼ平野先生の所に行ってました。ちゃんと励まして
くれました。直前期って不安定になるじゃないです
か。やばいやばいみたいな。 大丈夫お前は慈恵だ。み
たいなちょっと安定させてました。 ホント嬉しかっ
た。プリントもめっちゃくれた。唐突な質問に対して
もこれやっとけって返してくれて。そのプリントちゃ
んとやりました。答えも一緒に貰って解説も付いて
て。化学は、三上先生。三上先生は化学の土台。基礎
は全部三上先生。適当って自分では言うんですけれ
ど、適当って思ったことなくて。すごい親身になって
くれてるなって思って。マンスリーとか見せに行った
らすごい的確にここやり直せって言ってくれてセミ
ナーの方をやり直せって。やるとこちゃんと明確にし
てくれてるのが何よりもありがたくて、授業はめっ
ちゃわかりやすいです。化学は、現役の最初はモル
(mol)も分かんなくて。でも三上先生のお陰です。テス
トゼミが良かったんですよ。セミナーももちろんやり
ました。浪人してからは一周ぐらい。現役の時は10周
ぐらいしてそれでもセミナーはいいでしょって思って
予習もしました。発展は最初の時は言ってなかったけ
れど7周ぐらいはした。

石井先生は生徒めっちゃ見てるなって思いまし
た、怖いくらい。
焦ってるのは頑張ってる証拠だよっていう言葉は嬉し
くてノートにも書きました。
石井先生の授業は超～緊張でした。3列目から1年間
ずっとよく当てられました。嬉しいですよね、当てら
れると。特別嬉しい。なんでかわからないけれど、頑
張れよって言われてる気がして。わかんない問題とか
に限って当てられたりして(笑)。そういう時しか当てら
れないんですけれどね。顔に出てるのかなって。覚え
るじゃないですか、単語とか当てられて答えられない
と。試験中に石井先生が蘇ってきて、あっあれ間違え
ましたって…、生徒めっちゃ見てるなって思いまし
た、怖いくらい。授業中に石井先生が、「勉強してる
から焦るんだって、やってるから焦るんだって」って
言われた時は響きすぎてノートとりました。やたら
めっちゃ焦ってて。マンスリー丁度落ちた時だったん
ですよ。どうしようと思って勉強方法違うのかなって
思った時に焦ってるのは頑張ってる証拠だよって言わ
れて、じゃあいいやって焦らなくなりました。 ノート
に書きましたそれは嬉しくて。

友達がいたから今の自分があるっていうぐら
い、友達の存在は大きかった。
チャイムが鳴ったら全然戻るし。基本的に休み時間は
しゃべんなかった。ご飯食べてる時にばったり会っ

てっていうのはしゃべるけれど。休み時間は喋ろうっ
ていう風にはならなかった。夕飯は家帰って食べてま
した。大体間食して。間食の時にちょっと喋ってそれ
でリフレッシュして、お互い勉強しなきゃという気持
ちがあったし、あんまりだらだらと喋った記憶はな
い。本当に仲間と出会えてよかった。こんなに親密に
なれなくないですか代官山じゃなかったら。いいライ
バル。お互い医学部だっていうのを知ってるし。近藤
は今でも一緒ぐらい仲良くしてます。浪人生の時も
キャピキャピはしてましたけれどでもけじめはつける
ようにしてました。
友達がいたから今の自分があるっていうぐらい、飯田
とゆりあは特に仲いい子。今でももう電話しちゃうぐ
らい仲良くて。好きだからこそ負けたくないってお互
い思ってたと思うんですけれど、三人の総合ランキン
グとかも。めちゃめちゃみんな意識してたと思いま
す、誰かが伸びたとか。3人で集まって、会議みたい
な。自習ブースは基本的にずっといました。3人とも自
習室派です。でも直前期はみんな朝過去問解いて別室
でやってました。1年間ずっと6時半でキープしてまし
た。朝は結構人多いです、去年より多い。20人ぐらい
はいたんじゃないかな。近藤は多分一番早かった。夏
前は6時に行ってて私は、ゆりあは絶対わたしより早く
いた。1年間6時にいたと思う。すごいなと思ってた。
飯田は一緒ぐらい。この三人組がいなかったらこんな
に頑張れなかったと思う。本当に感謝しかない皆に
は、励まし上手だから。ちゃんと励ましてくれるし。
出会えてよかったです。かなりいいライバルでした。

だらだらやってたらいつか受かるでしょってい
うのはない。
死ぬ気で全力になる１年がないと受からないって思い
ました。だらだらやっても死ぬ気になんないと医学
部って無理って。だらだらやってたらいつか受かるで
しょっていうのはないっていう風に心から思います。
マンツーは夏明けから取りました。栗原先生とか。マ
ンツーに頼りたくなかったけど、先生に頼りすぎるの
はやめようって。でもとって良かったです。
程よい友達は必要って思った。最初は友達作んないで1
年間突っ走ってやろうって思ってましたけれど、友達
できてからよりライバル意識っていうのが、 山本百合
(東邦大医学部進学)とか江幡(東京女子医科大進学 )とか
結構仲良くて。割と意識はしてたかもしれない朝とか
行ったときに。やばいもう来てるとか。そういうのか
ヒヤヒヤして。すごくよかったと思います。
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した。現役のころと比べて量的にはそんなに変わって
なくて質は変わりました。やり方って言うか、現役の
時は時間なかったし。
とりあえずひたすら解こうと思って頭に問題を入れよ
うと思って答え丸覚えみたいなことすごいしちゃっ
て、特に数学とかは…。でも浪人して、それじゃ駄目
だわと思って予習をしっかりやって考える練習やっ
て。自分でもちゃんと考える。だいぶ変わって、数学
はめっちゃ伸びたと思います。なんだろう。でもなん
か、考えろ考えろって山室先生にずっと言われて。頭
使って考えるって言うのが分からなくてどういうこと
したらそういうふうになるのか。それはちょっと浪人
してわかった気がします。引き出しが増えたかなって
感じがします。山室先生が教えてくれました。現役の
時になんであの子はあんなにできるんだろうなんで私
とは違うんだろうって聞いたら、彼女はいっぱい引き
出しがあるから。一個の問題に対して何個も解法を
持ってる。なるほどそうかって思って。浪人してそれ
をやってました、予習の時に。

今までの人生の中で、過去振り返って一番強い
思い出です。
今、浪人時代を思い出しても辛いっていうよりも充実
してたなって。そっちの方が強すぎて…でも、泣いた
のは、化学は本当に得意だって自分では思ってたから
マンスリーも仲良い子達の中では負けたことなくて
ずっと。9月とか10月あたりで一回負けて近藤ゆりあ
（東邦大医学部進学）に、本当にその時辛くて取り柄
ないって自分で思って。その時は一番つらかった。
「本当に取り柄ない私」って思って。飯田（昭和大医
学部進学：飯田すず）とかには負けなかった。化学苦
手だったっぽいです。英語めっちゃできるけれど。近
藤は英語もできる。だからより辛くて。勝てるのがな
いって思って。 総合でも負けた時あるし。でもそんな
に大崩れしてなかった。最後は安定してた。マンス
リー慣れして、とれるところだけしっかりとるって。
一点って大事だなって。良かった時のマンスリーの時
に化学が一点差で2位だったんです。その時に一点！っ
て思って。一点ってこんなに大事なんだなって思っ
て。その時からテスト受け方を変えました。出来ない
ところはちゃんと捨ててできる一点を取りに行くよう
になりました。まあ、今までの人生の中で、過去振り
返って一番強い思い出です。小中高ずっと同じところ
に通ってたけれど、ちゃんと頑張ったなって思うのは
ここだけで、学校であんまり何かに打ち込んだことが
なくて…、初めて打ち込んで、成功したのが本当に嬉
しい。毎日、直前まで何もわからなくてでも２浪はし
ないっていう風に心に決めててそれだけを考えて行っ
てました。

先生方も個性的でしゃべりやすくてフレンド
リー。
雰囲気とかめちゃめちゃフレンドリーと言うか人数少
ないから質問しやすい。授業中にわかんない顔してた
ら先生絶対見つけてくれてどこわかんないのって気に
かけてくれるし。 少人数すごいよかったかなって。緒
方先生とか顔見て大丈夫？とか。説明してもらったり
とかありました。 
私は全部合ってたなって思う。今考えると雰囲気も先
生達も。個性的な先生がすごいから。 喋りやすいフレ
ンドリーじゃないですか。それも良かったしあとはタ
イムカードが良かった。印として残るじゃないです
か。毎日同じ時間で割とぶれなかったと思う。タイム
カードのために行かなきゃって。押したいって。 具合
悪い時とか直前に一回熱出してその時は終わりって思
いました。休んではいないですけれど早く帰りまし
た。来て途中から悪寒だって思って。次の日正月で休
みだったから。休みにならずに済みました。元旦ずっ
と寝て、2日から来ました。熱下がりましたし（笑）。

昭和の理科、全部解きましたけど、でも心折れ
そうになって、途中で計算量が凄すぎて…、
昭和、数学、なんとか全部埋めました。数学は。数学
は最後のやつはわかんなかった、面積求めるやつ。そ
れは飛ばしましたけれど。理科は、化学が難しかった
です。全部解きましたけど、でも心折れそうになっ
て、途中で計算量が凄すぎて、でも、まあなんとか。
ここで折れたら落ちるなって思って。化学が6で生物が
4。ちょっと化学にまわして。生物は割と解きやすく
て。化学の見直しに回せました。化学、3問ぐらい間違
いを見つけて。やりながら一周目違うだろうなってい
うのには印つけたんですよ。で2周目で見たらやっぱり

間違ってて。あと、生物は、考察とか緒方先生と深瀧
先生、制限酵素出るよってすごい言ってて、直前それ
やってたんですけれど、愛知とか岩手とかもドンピ
シャでそれ出て先生すごいなって思いました。 そこは
がっつり取れました。

浪人して、粘り強さっていうか、出ました。わ
かんなかったら調べようって。
苦手な英語は、栗原先生のマンツーとってました。
ちょっと数学っぽくやるんですよ。英語をこの単語が
来たらこういう話題の展開になるって,例えばwantと
か。願望系の単語が来たら、次はその理由が来る。で
きる人からしたら意識せずやってると思うんですけれ
ど、苦手な私からしたら、あそうなんだって思って読
み進められ方が違って。多分こういう風に来るんだろ
うなって思ったらやっぱりそういう風に来て。穴埋め
とかもそれ使えました。becauseとか。栗原先生は数
学チックで。割とあってました。スピードも自分に
合ってました。丁寧にやってもらった方が一回であん
まり進まないけれど、文法も使ってくれたんで。11月
ぐらいまでは構造ばっかり考えて、12月からは初見問
題をひたすらやっていてそれで読みやすくなりまし
た。あと、東邦とかは過去問やったもん勝ち。単語と
かめちゃめちゃ被ってるし、傾向とかも今年からめっ
ちゃ変わってびっくりしましたけれど。なんか展開と
かも似てて。東邦は一次出るかなーって思ってた。テ
キストは科目によって違うんですけれど、数学は7周ぐ
らいやって…、前期のテキストは。後期は5周ぐらい。
前期はめっちゃやり直しました。数学はでもテキスト
しかやらないからそのぐらい行くかな。化学とかは前
期は1回ぐらいしかやってないけれど後期は予習でわか
んなかったところだけやってました。質問は生物はほ
とんど行かなくて…。覚えるのっていうので大変だか
ら。考察とかここどうやって繋いで考えればいいです
かっていうのはありますけれど。でも化学はめっちゃ
行きました。内容はギリギリまで考えてから、行こっ
て決めてから。どうしてもわかんないのとかはそのま
ま行ってましたけれど。 レビューテストはちゃんと出
しましたよ。全部出しましたよ、多分。レビューは授
業の内容が頭に入っていれば、まあできます。
数学は、薄先生、平野先生。薄先生は、何かがむしゃ
らにわかりやすいなって思ってました。ちゃんと見て
くれてるんだなって。私のことを理解してくれてるよ
うな気がして、お前ここ伸びたよなって。しかもちゃ
んとそれを言ってくれるんですよ。自分にはそれがす
ごい励みになって。先生って、できた人って手あげさ
せるんですよ。その時にちょっと手あげたりして、伸
びてるなって言われると、めっちゃ嬉しくてよし頑張
ろうってなって。それからちゃんと予習をやるように
なってやりたくてもできなかったことが多くて能力的
にも。ほぼ過去問で全然わかんないからいいやって。
浪人して、粘り強さっていうか、出ました。わかんな

かったら調べようって。平野先生は結構代官山に来て
るじゃないですか。割といつ行っても質問に答えてく
れたんで、明日の何時から行くからって言ったら本当
にいてくれて。直前に過去問解いてわかんない問題は
ほぼ平野先生の所に行ってました。ちゃんと励まして
くれました。直前期って不安定になるじゃないです
か。やばいやばいみたいな。 大丈夫お前は慈恵だ。み
たいなちょっと安定させてました。 ホント嬉しかっ
た。プリントもめっちゃくれた。唐突な質問に対して
もこれやっとけって返してくれて。そのプリントちゃ
んとやりました。答えも一緒に貰って解説も付いて
て。化学は、三上先生。三上先生は化学の土台。基礎
は全部三上先生。適当って自分では言うんですけれ
ど、適当って思ったことなくて。すごい親身になって
くれてるなって思って。マンスリーとか見せに行った
らすごい的確にここやり直せって言ってくれてセミ
ナーの方をやり直せって。やるとこちゃんと明確にし
てくれてるのが何よりもありがたくて、授業はめっ
ちゃわかりやすいです。化学は、現役の最初はモル
(mol)も分かんなくて。でも三上先生のお陰です。テス
トゼミが良かったんですよ。セミナーももちろんやり
ました。浪人してからは一周ぐらい。現役の時は10周
ぐらいしてそれでもセミナーはいいでしょって思って
予習もしました。発展は最初の時は言ってなかったけ
れど7周ぐらいはした。

石井先生は生徒めっちゃ見てるなって思いまし
た、怖いくらい。
焦ってるのは頑張ってる証拠だよっていう言葉は嬉し
くてノートにも書きました。
石井先生の授業は超～緊張でした。3列目から1年間
ずっとよく当てられました。嬉しいですよね、当てら
れると。特別嬉しい。なんでかわからないけれど、頑
張れよって言われてる気がして。わかんない問題とか
に限って当てられたりして(笑)。そういう時しか当てら
れないんですけれどね。顔に出てるのかなって。覚え
るじゃないですか、単語とか当てられて答えられない
と。試験中に石井先生が蘇ってきて、あっあれ間違え
ましたって…、生徒めっちゃ見てるなって思いまし
た、怖いくらい。授業中に石井先生が、「勉強してる
から焦るんだって、やってるから焦るんだって」って
言われた時は響きすぎてノートとりました。やたら
めっちゃ焦ってて。マンスリー丁度落ちた時だったん
ですよ。どうしようと思って勉強方法違うのかなって
思った時に焦ってるのは頑張ってる証拠だよって言わ
れて、じゃあいいやって焦らなくなりました。 ノート
に書きましたそれは嬉しくて。

友達がいたから今の自分があるっていうぐら
い、友達の存在は大きかった。
チャイムが鳴ったら全然戻るし。基本的に休み時間は
しゃべんなかった。ご飯食べてる時にばったり会っ

てっていうのはしゃべるけれど。休み時間は喋ろうっ
ていう風にはならなかった。夕飯は家帰って食べてま
した。大体間食して。間食の時にちょっと喋ってそれ
でリフレッシュして、お互い勉強しなきゃという気持
ちがあったし、あんまりだらだらと喋った記憶はな
い。本当に仲間と出会えてよかった。こんなに親密に
なれなくないですか代官山じゃなかったら。いいライ
バル。お互い医学部だっていうのを知ってるし。近藤
は今でも一緒ぐらい仲良くしてます。浪人生の時も
キャピキャピはしてましたけれどでもけじめはつける
ようにしてました。
友達がいたから今の自分があるっていうぐらい、飯田
とゆりあは特に仲いい子。今でももう電話しちゃうぐ
らい仲良くて。好きだからこそ負けたくないってお互
い思ってたと思うんですけれど、三人の総合ランキン
グとかも。めちゃめちゃみんな意識してたと思いま
す、誰かが伸びたとか。3人で集まって、会議みたい
な。自習ブースは基本的にずっといました。3人とも自
習室派です。でも直前期はみんな朝過去問解いて別室
でやってました。1年間ずっと6時半でキープしてまし
た。朝は結構人多いです、去年より多い。20人ぐらい
はいたんじゃないかな。近藤は多分一番早かった。夏
前は6時に行ってて私は、ゆりあは絶対わたしより早く
いた。1年間6時にいたと思う。すごいなと思ってた。
飯田は一緒ぐらい。この三人組がいなかったらこんな
に頑張れなかったと思う。本当に感謝しかない皆に
は、励まし上手だから。ちゃんと励ましてくれるし。
出会えてよかったです。かなりいいライバルでした。

だらだらやってたらいつか受かるでしょってい
うのはない。
死ぬ気で全力になる１年がないと受からないって思い
ました。だらだらやっても死ぬ気になんないと医学
部って無理って。だらだらやってたらいつか受かるで
しょっていうのはないっていう風に心から思います。
マンツーは夏明けから取りました。栗原先生とか。マ
ンツーに頼りたくなかったけど、先生に頼りすぎるの
はやめようって。でもとって良かったです。
程よい友達は必要って思った。最初は友達作んないで1
年間突っ走ってやろうって思ってましたけれど、友達
できてからよりライバル意識っていうのが、 山本百合
(東邦大医学部進学)とか江幡(東京女子医科大進学 )とか
結構仲良くて。割と意識はしてたかもしれない朝とか
行ったときに。やばいもう来てるとか。そういうのか
ヒヤヒヤして。すごくよかったと思います。
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した。現役のころと比べて量的にはそんなに変わって
なくて質は変わりました。やり方って言うか、現役の
時は時間なかったし。
とりあえずひたすら解こうと思って頭に問題を入れよ
うと思って答え丸覚えみたいなことすごいしちゃっ
て、特に数学とかは…。でも浪人して、それじゃ駄目
だわと思って予習をしっかりやって考える練習やっ
て。自分でもちゃんと考える。だいぶ変わって、数学
はめっちゃ伸びたと思います。なんだろう。でもなん
か、考えろ考えろって山室先生にずっと言われて。頭
使って考えるって言うのが分からなくてどういうこと
したらそういうふうになるのか。それはちょっと浪人
してわかった気がします。引き出しが増えたかなって
感じがします。山室先生が教えてくれました。現役の
時になんであの子はあんなにできるんだろうなんで私
とは違うんだろうって聞いたら、彼女はいっぱい引き
出しがあるから。一個の問題に対して何個も解法を
持ってる。なるほどそうかって思って。浪人してそれ
をやってました、予習の時に。

今までの人生の中で、過去振り返って一番強い
思い出です。
今、浪人時代を思い出しても辛いっていうよりも充実
してたなって。そっちの方が強すぎて…でも、泣いた
のは、化学は本当に得意だって自分では思ってたから
マンスリーも仲良い子達の中では負けたことなくて
ずっと。9月とか10月あたりで一回負けて近藤ゆりあ
（東邦大医学部進学）に、本当にその時辛くて取り柄
ないって自分で思って。その時は一番つらかった。
「本当に取り柄ない私」って思って。飯田（昭和大医
学部進学：飯田すず）とかには負けなかった。化学苦
手だったっぽいです。英語めっちゃできるけれど。近
藤は英語もできる。だからより辛くて。勝てるのがな
いって思って。 総合でも負けた時あるし。でもそんな
に大崩れしてなかった。最後は安定してた。マンス
リー慣れして、とれるところだけしっかりとるって。
一点って大事だなって。良かった時のマンスリーの時
に化学が一点差で2位だったんです。その時に一点！っ
て思って。一点ってこんなに大事なんだなって思っ
て。その時からテスト受け方を変えました。出来ない
ところはちゃんと捨ててできる一点を取りに行くよう
になりました。まあ、今までの人生の中で、過去振り
返って一番強い思い出です。小中高ずっと同じところ
に通ってたけれど、ちゃんと頑張ったなって思うのは
ここだけで、学校であんまり何かに打ち込んだことが
なくて…、初めて打ち込んで、成功したのが本当に嬉
しい。毎日、直前まで何もわからなくてでも２浪はし
ないっていう風に心に決めててそれだけを考えて行っ
てました。

間違ってて。あと、生物は、考察とか緒方先生と深瀧
先生、制限酵素出るよってすごい言ってて、直前それ
やってたんですけれど、愛知とか岩手とかもドンピ
シャでそれ出て先生すごいなって思いました。 そこは
がっつり取れました。

浪人して、粘り強さっていうか、出ました。わ
かんなかったら調べようって。
苦手な英語は、栗原先生のマンツーとってました。
ちょっと数学っぽくやるんですよ。英語をこの単語が
来たらこういう話題の展開になるって,例えばwantと
か。願望系の単語が来たら、次はその理由が来る。で
きる人からしたら意識せずやってると思うんですけれ
ど、苦手な私からしたら、あそうなんだって思って読
み進められ方が違って。多分こういう風に来るんだろ
うなって思ったらやっぱりそういう風に来て。穴埋め
とかもそれ使えました。becauseとか。栗原先生は数
学チックで。割とあってました。スピードも自分に
合ってました。丁寧にやってもらった方が一回であん
まり進まないけれど、文法も使ってくれたんで。11月
ぐらいまでは構造ばっかり考えて、12月からは初見問
題をひたすらやっていてそれで読みやすくなりまし
た。あと、東邦とかは過去問やったもん勝ち。単語と
かめちゃめちゃ被ってるし、傾向とかも今年からめっ
ちゃ変わってびっくりしましたけれど。なんか展開と
かも似てて。東邦は一次出るかなーって思ってた。テ
キストは科目によって違うんですけれど、数学は7周ぐ
らいやって…、前期のテキストは。後期は5周ぐらい。
前期はめっちゃやり直しました。数学はでもテキスト
しかやらないからそのぐらい行くかな。化学とかは前
期は1回ぐらいしかやってないけれど後期は予習でわか
んなかったところだけやってました。質問は生物はほ
とんど行かなくて…。覚えるのっていうので大変だか
ら。考察とかここどうやって繋いで考えればいいです
かっていうのはありますけれど。でも化学はめっちゃ
行きました。内容はギリギリまで考えてから、行こっ
て決めてから。どうしてもわかんないのとかはそのま
ま行ってましたけれど。 レビューテストはちゃんと出
しましたよ。全部出しましたよ、多分。レビューは授
業の内容が頭に入っていれば、まあできます。
数学は、薄先生、平野先生。薄先生は、何かがむしゃ
らにわかりやすいなって思ってました。ちゃんと見て
くれてるんだなって。私のことを理解してくれてるよ
うな気がして、お前ここ伸びたよなって。しかもちゃ
んとそれを言ってくれるんですよ。自分にはそれがす
ごい励みになって。先生って、できた人って手あげさ
せるんですよ。その時にちょっと手あげたりして、伸
びてるなって言われると、めっちゃ嬉しくてよし頑張
ろうってなって。それからちゃんと予習をやるように
なってやりたくてもできなかったことが多くて能力的
にも。ほぼ過去問で全然わかんないからいいやって。
浪人して、粘り強さっていうか、出ました。わかんな

かったら調べようって。平野先生は結構代官山に来て
るじゃないですか。割といつ行っても質問に答えてく
れたんで、明日の何時から行くからって言ったら本当
にいてくれて。直前に過去問解いてわかんない問題は
ほぼ平野先生の所に行ってました。ちゃんと励まして
くれました。直前期って不安定になるじゃないです
か。やばいやばいみたいな。 大丈夫お前は慈恵だ。み
たいなちょっと安定させてました。 ホント嬉しかっ
た。プリントもめっちゃくれた。唐突な質問に対して
もこれやっとけって返してくれて。そのプリントちゃ
んとやりました。答えも一緒に貰って解説も付いて
て。化学は、三上先生。三上先生は化学の土台。基礎
は全部三上先生。適当って自分では言うんですけれ
ど、適当って思ったことなくて。すごい親身になって
くれてるなって思って。マンスリーとか見せに行った
らすごい的確にここやり直せって言ってくれてセミ
ナーの方をやり直せって。やるとこちゃんと明確にし
てくれてるのが何よりもありがたくて、授業はめっ
ちゃわかりやすいです。化学は、現役の最初はモル
(mol)も分かんなくて。でも三上先生のお陰です。テス
トゼミが良かったんですよ。セミナーももちろんやり
ました。浪人してからは一周ぐらい。現役の時は10周
ぐらいしてそれでもセミナーはいいでしょって思って
予習もしました。発展は最初の時は言ってなかったけ
れど7周ぐらいはした。

石井先生は生徒めっちゃ見てるなって思いまし
た、怖いくらい。
焦ってるのは頑張ってる証拠だよっていう言葉は嬉し
くてノートにも書きました。
石井先生の授業は超～緊張でした。3列目から1年間
ずっとよく当てられました。嬉しいですよね、当てら
れると。特別嬉しい。なんでかわからないけれど、頑
張れよって言われてる気がして。わかんない問題とか
に限って当てられたりして(笑)。そういう時しか当てら
れないんですけれどね。顔に出てるのかなって。覚え
るじゃないですか、単語とか当てられて答えられない
と。試験中に石井先生が蘇ってきて、あっあれ間違え
ましたって…、生徒めっちゃ見てるなって思いまし
た、怖いくらい。授業中に石井先生が、「勉強してる
から焦るんだって、やってるから焦るんだって」って
言われた時は響きすぎてノートとりました。やたら
めっちゃ焦ってて。マンスリー丁度落ちた時だったん
ですよ。どうしようと思って勉強方法違うのかなって
思った時に焦ってるのは頑張ってる証拠だよって言わ
れて、じゃあいいやって焦らなくなりました。 ノート
に書きましたそれは嬉しくて。

友達がいたから今の自分があるっていうぐら
い、友達の存在は大きかった。
チャイムが鳴ったら全然戻るし。基本的に休み時間は
しゃべんなかった。ご飯食べてる時にばったり会っ

てっていうのはしゃべるけれど。休み時間は喋ろうっ
ていう風にはならなかった。夕飯は家帰って食べてま
した。大体間食して。間食の時にちょっと喋ってそれ
でリフレッシュして、お互い勉強しなきゃという気持
ちがあったし、あんまりだらだらと喋った記憶はな
い。本当に仲間と出会えてよかった。こんなに親密に
なれなくないですか代官山じゃなかったら。いいライ
バル。お互い医学部だっていうのを知ってるし。近藤
は今でも一緒ぐらい仲良くしてます。浪人生の時も
キャピキャピはしてましたけれどでもけじめはつける
ようにしてました。
友達がいたから今の自分があるっていうぐらい、飯田
とゆりあは特に仲いい子。今でももう電話しちゃうぐ
らい仲良くて。好きだからこそ負けたくないってお互
い思ってたと思うんですけれど、三人の総合ランキン
グとかも。めちゃめちゃみんな意識してたと思いま
す、誰かが伸びたとか。3人で集まって、会議みたい
な。自習ブースは基本的にずっといました。3人とも自
習室派です。でも直前期はみんな朝過去問解いて別室
でやってました。1年間ずっと6時半でキープしてまし
た。朝は結構人多いです、去年より多い。20人ぐらい
はいたんじゃないかな。近藤は多分一番早かった。夏
前は6時に行ってて私は、ゆりあは絶対わたしより早く
いた。1年間6時にいたと思う。すごいなと思ってた。
飯田は一緒ぐらい。この三人組がいなかったらこんな
に頑張れなかったと思う。本当に感謝しかない皆に
は、励まし上手だから。ちゃんと励ましてくれるし。
出会えてよかったです。かなりいいライバルでした。

だらだらやってたらいつか受かるでしょってい
うのはない。
死ぬ気で全力になる１年がないと受からないって思い
ました。だらだらやっても死ぬ気になんないと医学
部って無理って。だらだらやってたらいつか受かるで
しょっていうのはないっていう風に心から思います。
マンツーは夏明けから取りました。栗原先生とか。マ
ンツーに頼りたくなかったけど、先生に頼りすぎるの
はやめようって。でもとって良かったです。
程よい友達は必要って思った。最初は友達作んないで1
年間突っ走ってやろうって思ってましたけれど、友達
できてからよりライバル意識っていうのが、 山本百合
(東邦大医学部進学)とか江幡(東京女子医科大進学 )とか
結構仲良くて。割と意識はしてたかもしれない朝とか
行ったときに。やばいもう来てるとか。そういうのか
ヒヤヒヤして。すごくよかったと思います。

卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2020年

日本大医学部
杏林大医学部
金沢医科大
聖マリアンナ医科大

2次合格
2次合格

前期2次合格
2次合格

聞いてればちゃんと吸収出来るっていうか 
タメになる事ばっかなんで。

それぞれの授業に意味はあると思います。
日本大医学部進学　松前和輝くん(水戸第一高校卒)
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WAY TO SUCCESS合格への軌跡

今年の受験の結果は？
一次が全部で13個です。愛知、昭和、東北医科薬科、
北里、帝京、あとえっと…あと東邦、聖マで、でも岩
手がストンと落ちて、獨協は受けてないです。日医は
前期落ちて、後期は一次通って、あと杏林と金沢。あ
と慈恵は帝京の二次とかぶってたから受けてないで
す。あと日大、大阪医大。埼玉後期で全部ですね。最
終合格が出来たのは、えっと日大、聖マ、杏林、金沢
です。4個です。杏林は５番で、日大は25、聖マは54
で、金沢は22番、すぐ来ました。一番最初に合格来た
のは金沢、そうです、ン？実際合格できたのは杏林で
すね。杏林の方が早かった。杏林がすぐに、ホント
に、正規の振込期限終わってすぐに。いやでも…多
分、なんだろ全部二次合格までいかないというかそ
の、「一歩手前で止まっちゃった」感があります。テ
ストでもそう、平均的には取れるけど、どんな問題で
も。バン！て、なんか、ずば抜けて取れない。マンス
リーテストでもそうだった。

杏林、来た時どうだった？
一浪では、埼玉医科大一次だけだったんで、多分、
「やばい！」と思うレベルが上がったから、それで変
なトラウマに駆られました。「一瞬危ないかも、
え？」みたいなホント杏林とか、一次通ると思ってな
かった。だから来た時は。吹っ切れました。とりあえ
ず「終わる！」みたいな。とりあえず終わるから、安
心みたいな、まあ2年かかっちゃったから…。むしろ、
まあでも、ココじゃなかったらもっとかかってた感じ
は自分でもすごい感じます。なんかやっぱすごい、面
倒見が…。めちゃめちゃ見てくれるんで本当。どこ弱
い、とかなにやれ、とか。そう山室先生にも計算ミス
のところ、すごいめっちゃ見てもらってた。計算のや
り方とかも、他の予備校だったら一人の生徒の計算の
仕方まで見るなんて事そうそう無いから。そういうと
ころまで言われて、気づいて直せたりしたんで、そこ
が良かった。
一年目ダメだった時、ずっと3月終わりまで(埼玉医科)
待ってて、いや厳しいです(笑)なんかもう、まあ、ほ
ぼ、ほぼ望みはないっていうのも何となく分かってた
し手ごたえ的にもそうだし、ぎりぎり感もすごかった
んで。まあ、でもそれがあったから2年目、自信になっ
たっていうか、全然違いますね。2年目入る時に、一個
でも出てるとやっぱ、何となく気持ちの持ちようが若
干違った、「一応受かりました」みたいな自信で臨め
たっていうか…。だってA10スタートですよ。確か1年
目A10スタート、一年目のマンスリーとかトータルで
90何点とかですよ、ひどかったっす、最後のマンスリ
－で、3倍くらいになった。二年目は一年目と相対的に
は3倍以上取れるようになった(笑)。278とか取れたっ
ていうか…、1年目、化学7点、生物25点、数学20点、
英語が39点ですよ。いやまあ、(笑)2年かかっちゃいま
した。一年目最後は、A5とか、そんなもんでしたよ

ね、A5でも全然みんな受かってた、だって清水とかA5
でも東邦受かったりして。相良とかも仁さんも、同じ
A5から、二学期A7で最後(の冬のクラス分けで)上がっ
たんですよ。なんか一回だけ載ったんですよ、一年目
にランキングの、一番下に。200何点か、210点か、そ
う多分それで、一回だけランキングに載って。そんく
らいからやっと、200超えるようになったていうか、
ぎりぎり感はんぱなかった。今年はかなり、200切っ
たのが一回、第6回か、あとは全部200いってやっぱ安
定してましたね、かなり。

二年目、理科は安定してきましたか？
生物は、二年目緒方先生からもらったプリントを結構
やり込んだら、めっちゃ安定…多分そんくらいから生
物はすごい安定した、偏差値が。取れるようになっ
た。完全に、緒方先生のおかげと言って間違いないで
す。なんか、簡単な内容のプリントなんですけど、ま
あ知ってるよ～みたいな、その「腎臓の仕組みなんて
名前なんて知ってるよ！」って思ってても、その、名
前と名前の繋がりだったり文章で追えるような穴埋め
プリントだったんで、そこで何か見直せたんで、イチ
から。そこが良かったと思います一番。自分で大丈夫
だろうと思ってるところでも大丈夫じゃなかった、全
然完璧じゃなかったすね。完璧とは程遠いクオリティ
だった、て事にそのプリントで気付かされました。図
説とか見なくても、自分で図書いて、その現象の理由
とかも全部書けるようにこう・・・ノートに、全部手
書きで思い出しながら書いて、もう資料集の内容全部
自分で書けるようになりました。流れは、ちゃんと。
化学は…そうですね、安定…、まあでも二年目はだい
ぶ出来ましたね。困る事は無かった。自分が「マジ分
かんない」って問題を、その取捨選択が上手に出来
る、「やべっ」って思ったらすぐパッて捨てられる。
英語は一年目出来てたとはちょっとあんまり言えな
い。底上げが凄かった、二年目のほうが。全体的に上
がったんで。英語の底上げっていうのは、それこそ例
えば、「make」って単語を知ってるよって思うんです
けど色んな文型取るし、「訳し方」も変わってくる
し、なんかそういうの「全部説明できねえな、これ、
俺」ってなったらどんな簡単な単語でも一回辞書開く
ようにして。ちゃんと、どういう文型取るのかなあ？
とか。
その、長文とか石井先生の授業の。それ見て「あれ？
これ三文型取るっけ？！」とか、確信持てなかったの
を調べるようにしてました、辞書で。どれもこれも復
習やるんじゃなくて例えば日医の問題とかを難しめの
やつとかを、何回も何回も復習してました。
たくさん読むというよりは一つの文章を、そう、しっ
かり文章の内容をっていうか。長文やりながら文法も
勉強出来るし、そうやれば。「知ってるか知ってない
か問題」は、普通に一年目に配られた「速読」、石井
先生の。あれをずっと使ってた、まあ覚えるやつは覚

代官山で印象に残った授業などあれば。
英語は、石井先生と岩崎先生ですね、やっぱり、この
二人。石井先生は、いわずもがなっていう感じなんで
すけど、ほんとに、SVOとかも一個の文に対してすご
い、どことどこかかって、いうのも詳しくやってくれ
るんで。なんか、長文読む時とかも論理っていうか内
容理解に困らないっていうか、その正確さが、役に
立った。石井先生はもう英語だけじゃないですけどね
…、なんかもう全部。入試のことなんかも全部って感
じですけど、石井先生の話聞くとちゃんとしなきゃっ
て思うし、毎回毎回ためになりました、本当に。石井
先生に授業中にこう、当てられて「ああ出来てるね」
みたいに言われると、嬉しい。本当、モチベーション
上がりますよね。でも逆に答えられない時とかは、
ちょっと悲しい。あっ、やべ、やんなきゃ、みたい
な。石井先生はディープな受験の情報とかくれるって
いうのもあるし緊張感もある。やっぱり他とちょっと
違います。岩崎先生は、結構話とか聞いてくれたりと
かしたんで、ずっと、去年から。一年目ダメだった時
とかも励ましてもらったし、そういうのが良かった
なっていう。
数学は山室先生と典さんと村上先生。典さんは、何だ
ろ、何か話しかけやすかったし、「ずん！」「どん！
」て構えてる感じあったし、あとめっちゃ頭良いって
いうかあの人(笑)解き方とかも、なんか授業中に何回か
指して色んな人を。いろんな解答案出してくれたりし
てそれがすごい良かった。自分の中では。一つの問題
に対して色んな角度から考えられたんで。だから、他
の問題とかで典さんが言ってたやり方でこの問題解け
る？とかいうのもよく聞きに行ったりしてました。で
も時にはめんどくさいのもあったりして、それも勉強
になったりして。だから、その選択肢の取捨選択が出
来るようになったっていうか。めんどくさい事も敢え
てやって勉強になりました。村上先生はマンツー取っ
てなかったんですけどプリントとかくれたりして、あ
とやっぱ声とか結構掛けてくれたりして、「マンス
リー結果見せて」みたいな感じで色々、言ってくれた
りしたんで、勉強面もそうだし、普通の全体的な勉強
面とかも見ててくれたりしたんで。それが印象深かっ
た。村上先生面倒見いい(笑)色んな生徒に対して。山室
先生が多分ほんと一番お世話になった。だって一年目
からずっとマンツー取ってて、二年目もずーっと取っ
てて、そう数学がホントヤバかったんで。なんか、考
える事が出来ても解く手に繋がらないみたいな感じの
事とかもあったんで、そこを得点に繋がるように計算
の仕方とか、結構色々掲示してくれたりしたんで、そ
こが身になりました。受験前とか、こう想定、正規が
出るようなシミュレーションみたいな考え方を指導し
てくれたりして、そういうのを一回考えて受験に臨む
と気持ちも違かったりしたんでそこが良かった。
化学は、三上先生の理論がすごい好きでした。三上先

生は基本的な事からやってくれて。三上先生のおかげ
で基礎が出来てたから発展的な事にも手出せたし、マ
ンスリーとかでもなんかガタンって崩れるような事が
無くなったていうか。計算の仕方とか。理論のテキス
ト、スタンダードだったんですよ、最低3周くらいしま
した。数学ももっとしました、数学に一番時間掛けて
たんですよ自分は。5周以上しました。確率とかもすご
い、気を付けてやってました。
あと深瀧先生の授業とかも自分に合ってました。言葉
の定義とか現象の理由とかを、すごい、突き詰めてく
れるタイプの先生なんで、深瀧先生は。まあ一見厳し
いですけど(笑)「は？」みたいな事言われるんですけど
(笑)ま、それでもやっぱすごいタメになりました。緊張
感もあるし。そう、深瀧先生は端から端まで当てるん
ですけど、深瀧先生に「OKです」って言われるとやっ
ぱ嬉しいです。中途半端な事言うと絶対だめなんで、
そのちゃんと理屈、ちゃんと完璧な事言わないとOKも
らえないんで。どんどん聞くんですよ、「それどうい
うこと？なんで？」みたいな、結構聞いてくれるん
で。中途半端な事言うと、「え？それ何？」みたいな
感じになっちゃうんで、ホント下手な事言えないって
いう(笑)。それで、授業中「あーやべ、俺全然わかって
なかった」とか思ったりして。だから自分なりの言葉
で書けるように。先生の言ってた事をただ暗記するん
じゃなくてそれを自分なりに説明出来るように、ノー
トに殴り書きできるようにしてました。
あと小論も良かった！小論の授業、高橋先生の教え方
なんかもう、一個ずつ覚えるっていうかもっと全体的
に大切なポイントを覚えて、ずっとどんな事も網羅で
きるように、そう、もう完全に高橋先生に教わった
フォーマットで、どういう繋げ方して書けば良いかっ
ていうのはもう、もうすぐ問題文見て「こう書けばい
いんだ」みたいな思い付くのはすぐなんで後は書くだ
けみたいな。書けるようになったし。面接でも困らな
かった。て感じです。杏林とかも800字とかあったけ
ど20分で終わったし。

モチベーションの保ち方ってありますか？
なんか先輩の同じ日大行った、あの去年、谷野さん
（谷野菜々子）でしたっけ？なんかあの人が、マンス
リー一回載らなかった事があるみたいな。それで悲し
かったけど頑張ったって、合格者座談会で言ってて、
まあ自分も丁度、マンスリーから姿をフッて消した
時、「こういう人もいるんだ！」って思って。「俺も
頑張れば大丈夫だ！」って思って、あんま落ち込まな
いようにしてました、いったん不安になると絶対不安
になりますからね、いくらやってても、どんな奴で
も。不安はつきもので、ずっとですね。なんかもう
「これは～俺絶対大丈夫だな」って思った事一回も無
いです、ほんとに(笑)いつもやべえな、って思いながら
やってました。足りないな、って思いながら。余裕
ぶっこいたら多分もうソッコーで、すぐに落ちちゃ

う。余裕はぶっこいちゃダメです。二年目入った時
も、医者にならなかったらもう、自分の存在価値が無
いみたいな……、やっぱ目指す価値があると思うので
医学部は。二年かけても、行く価値が、頑張る価値が
あるので、ここだと思って頑張れたというか。
んーだから、一年目は昼休みとか、20分休憩とかに、
勉強しないで友達と喋っちゃう時間がやっぱ多かった
んですけど、二年目からは、そういう時間も勉強に使
うようにしてました。友達と話すのは、たまに。それ
がすごい頻繁じゃなくて、息抜き程度に。あとはやっ
ぱ自分の一人の時間と、自習室の、あの席で座ってて
る時間。超やる気ない時とかは、英単語見て覚える。
手動かす気にならない時とかはそういう時間も、見る
だけでもいい。ずっと出来る人もいるんでしょうけど
ずっと勉強机向かってるのは、やっぱ出来ないアレ
だったんで。そういう時はでも、離れちゃったらあれ
じゃないですか。二号館のほうが、やっぱ休み時間と
かもあんま話してる人居ないかな、やっぱ朝来るのも
早いし、やっぱマンスリーすごい意識してる人も多い
し、やっぱ自分より出来る人の方がたくさんいるしっ
ていうその環境でより「やんなきゃ」って気持ちにさ
せてくれる所ではある、二号館は。までも、本館でも
受かってる人は実際受かってるし、本館だったらそ
のー、周りに流されない事がやっぱ大事、と思いま
す。
代官山じゃなかったら無理ですね(笑)性格的に。何か、
気付くのが遅かったんで。「このままじゃダメだ」っ
ていうのを。結構飽きっぽいですし。だから駄目だっ
たんですよ。やっぱり拘束されてたってのが、拘束は
必要だと思います。やっぱり、ある程度(笑)。石井先生
の授業とかがあって引き締まり、そう、引き締まりま
す。石井先生のあの、迫力というか(笑)あの威厳という
か(笑)見透かされてるような気持ちになる、ものすごく
(笑)だから雰囲気は、みんな真面目ですよねホント。も
う「勉強やるぞ」って雰囲気が全体的にあった気がし
ます。だから、やってない人とかサボってる人とかい
ると、浮く、何だろう、やる方がスタンダードみたい
な「やるぞ！」みたいな良い雰囲気はあったかなと。
みんなやってるから。「自分も勉強やるぞ！」って雰
囲気。

これから医学部目指す後輩へ一言あれば
んーやっぱ、先生の言う通りにして。あと、暗くなん
ない。前を向いて、先生に言われた通りのことをやっ
て。勉強していけば絶対、大丈夫なのでそこは、意識
して。先生に言われた事を忠実にこなすって事を意識
して、あと何だろな。「こんくらいでいいや」ってい
う事をなくすって事を意識して。そういう意識がある
と駄目なんで絶対、多分完璧なもの何もない、浪人し
てる時点で。だから、自分が出来ると思ってる分野も
手を抜かずに勉強する事が大切だと思います。
やっちゃいけない事は、まあ「授業切る」は絶対やっ

ちゃダメだと。絶対。(笑)まじで。うーん何だろ嫌いな
先生とか出てくるかもしれないけど、まあそういう先
生も授業出て、先生が話してる事全部知ってるとか多
分無いんで。絶対1個か2個くらいは「あ、そうなんだ
」みたいなあるんで。知ってても聞くことで復習とか
なったりするんで。切っちゃダメです絶対(笑)。全部、
出ました。あっ、小論、一回だけ時間間違えて途中出
席になっちゃった事はある。本館と二号館間違えて(笑)
去年、二号館だと思って朝、「あれ？」みたいな。時
間割見て、本館で。ちょっと遅れちゃった事ある。
授業、全部普通に分かりやすいし。大学の講義とか今
聞いてても、なんかもう、「え？結局なに？」って感
じなんですけど。代官山の先生みんな分かりやすいん
で、聞いてればちゃんと吸収出来るっていうかタメに
なる事ばっかなんで。それぞれの授業に意味があると
思います。

WAY TO SUCCESS合格への軌跡

ね、A5でも全然みんな受かってた、だって清水とかA5
でも東邦受かったりして。相良とかも仁さんも、同じ
A5から、二学期A7で最後(の冬のクラス分けで)上がっ
たんですよ。なんか一回だけ載ったんですよ、一年目
にランキングの、一番下に。200何点か、210点か、そ
う多分それで、一回だけランキングに載って。そんく
らいからやっと、200超えるようになったていうか、
ぎりぎり感はんぱなかった。今年はかなり、200切っ
たのが一回、第6回か、あとは全部200いってやっぱ安
定してましたね、かなり。

二年目、理科は安定してきましたか？
生物は、二年目緒方先生からもらったプリントを結構
やり込んだら、めっちゃ安定…多分そんくらいから生
物はすごい安定した、偏差値が。取れるようになっ
た。完全に、緒方先生のおかげと言って間違いないで
す。なんか、簡単な内容のプリントなんですけど、ま
あ知ってるよ～みたいな、その「腎臓の仕組みなんて
名前なんて知ってるよ！」って思ってても、その、名
前と名前の繋がりだったり文章で追えるような穴埋め
プリントだったんで、そこで何か見直せたんで、イチ
から。そこが良かったと思います一番。自分で大丈夫
だろうと思ってるところでも大丈夫じゃなかった、全
然完璧じゃなかったすね。完璧とは程遠いクオリティ
だった、て事にそのプリントで気付かされました。図
説とか見なくても、自分で図書いて、その現象の理由
とかも全部書けるようにこう・・・ノートに、全部手
書きで思い出しながら書いて、もう資料集の内容全部
自分で書けるようになりました。流れは、ちゃんと。
化学は…そうですね、安定…、まあでも二年目はだい
ぶ出来ましたね。困る事は無かった。自分が「マジ分
かんない」って問題を、その取捨選択が上手に出来
る、「やべっ」って思ったらすぐパッて捨てられる。
英語は一年目出来てたとはちょっとあんまり言えな
い。底上げが凄かった、二年目のほうが。全体的に上
がったんで。英語の底上げっていうのは、それこそ例
えば、「make」って単語を知ってるよって思うんです
けど色んな文型取るし、「訳し方」も変わってくる
し、なんかそういうの「全部説明できねえな、これ、
俺」ってなったらどんな簡単な単語でも一回辞書開く
ようにして。ちゃんと、どういう文型取るのかなあ？
とか。
その、長文とか石井先生の授業の。それ見て「あれ？
これ三文型取るっけ？！」とか、確信持てなかったの
を調べるようにしてました、辞書で。どれもこれも復
習やるんじゃなくて例えば日医の問題とかを難しめの
やつとかを、何回も何回も復習してました。
たくさん読むというよりは一つの文章を、そう、しっ
かり文章の内容をっていうか。長文やりながら文法も
勉強出来るし、そうやれば。「知ってるか知ってない
か問題」は、普通に一年目に配られた「速読」、石井
先生の。あれをずっと使ってた、まあ覚えるやつは覚

えて、考える文法みたいなのは長文から。音読、う
ん、心の中で読んでました。(笑)毎回、口には、出せな
い。自習室だし(笑)
写経もしてました。こう流れを、書きながら言えるよ
うになるので効果ある。そうすると日本語と英語って
順番逆だったりするじゃないですか。そういうのが自
然に出来るようになるから、なんかサーって読めるよ
うになるっていうか、速読が出来るようになるってい
う感じがありました。
そう、岩崎先生のマンツーも取ってたんですけど一年
目と二年目の最後。岩崎先生も結構写経推しなんで
す。次のマンツーまでに、暗唱出来るように、みたい
な、とか。先生が選んでくれた英文法を細かく。岩崎
先生はすごい精読タイプなんで、細かく、めっちゃ細
かくやるタイプなんで自分はそっちの方が合ってまし
た。バーって何か、Butとかだけ注目して読むみたいな
やり方よりかは、岩崎先生のめっちゃ細かく読んでて
最終的に精読出来るようにするみたいなのが良かっ
た。
山室先生にも相当お世話になった。色んな問題の解き
方を掲示してくれたっていうか、武器をいっぱい持て
るようになったから、結構問題に対してそんなビビん
なくなった。「俺、知ってるし」みたいな、いざとな
れば積分とか。でも、積分が一番感動でした。あれ
は、知ってると知らないのは大きな違いがあります
ね。積分で困ったことは無いですね。大阪医科もそれ
で解きました、先生のやつで。本当に先生の積分プリ
ントにあるような問題、もろ出たんです。

代官山で印象に残った授業などあれば。
英語は、石井先生と岩崎先生ですね、やっぱり、この
二人。石井先生は、いわずもがなっていう感じなんで
すけど、ほんとに、SVOとかも一個の文に対してすご
い、どことどこかかって、いうのも詳しくやってくれ
るんで。なんか、長文読む時とかも論理っていうか内
容理解に困らないっていうか、その正確さが、役に
立った。石井先生はもう英語だけじゃないですけどね
…、なんかもう全部。入試のことなんかも全部って感
じですけど、石井先生の話聞くとちゃんとしなきゃっ
て思うし、毎回毎回ためになりました、本当に。石井
先生に授業中にこう、当てられて「ああ出来てるね」
みたいに言われると、嬉しい。本当、モチベーション
上がりますよね。でも逆に答えられない時とかは、
ちょっと悲しい。あっ、やべ、やんなきゃ、みたい
な。石井先生はディープな受験の情報とかくれるって
いうのもあるし緊張感もある。やっぱり他とちょっと
違います。岩崎先生は、結構話とか聞いてくれたりと
かしたんで、ずっと、去年から。一年目ダメだった時
とかも励ましてもらったし、そういうのが良かった
なっていう。
数学は山室先生と典さんと村上先生。典さんは、何だ
ろ、何か話しかけやすかったし、「ずん！」「どん！
」て構えてる感じあったし、あとめっちゃ頭良いって
いうかあの人(笑)解き方とかも、なんか授業中に何回か
指して色んな人を。いろんな解答案出してくれたりし
てそれがすごい良かった。自分の中では。一つの問題
に対して色んな角度から考えられたんで。だから、他
の問題とかで典さんが言ってたやり方でこの問題解け
る？とかいうのもよく聞きに行ったりしてました。で
も時にはめんどくさいのもあったりして、それも勉強
になったりして。だから、その選択肢の取捨選択が出
来るようになったっていうか。めんどくさい事も敢え
てやって勉強になりました。村上先生はマンツー取っ
てなかったんですけどプリントとかくれたりして、あ
とやっぱ声とか結構掛けてくれたりして、「マンス
リー結果見せて」みたいな感じで色々、言ってくれた
りしたんで、勉強面もそうだし、普通の全体的な勉強
面とかも見ててくれたりしたんで。それが印象深かっ
た。村上先生面倒見いい(笑)色んな生徒に対して。山室
先生が多分ほんと一番お世話になった。だって一年目
からずっとマンツー取ってて、二年目もずーっと取っ
てて、そう数学がホントヤバかったんで。なんか、考
える事が出来ても解く手に繋がらないみたいな感じの
事とかもあったんで、そこを得点に繋がるように計算
の仕方とか、結構色々掲示してくれたりしたんで、そ
こが身になりました。受験前とか、こう想定、正規が
出るようなシミュレーションみたいな考え方を指導し
てくれたりして、そういうのを一回考えて受験に臨む
と気持ちも違かったりしたんでそこが良かった。
化学は、三上先生の理論がすごい好きでした。三上先

生は基本的な事からやってくれて。三上先生のおかげ
で基礎が出来てたから発展的な事にも手出せたし、マ
ンスリーとかでもなんかガタンって崩れるような事が
無くなったていうか。計算の仕方とか。理論のテキス
ト、スタンダードだったんですよ、最低3周くらいしま
した。数学ももっとしました、数学に一番時間掛けて
たんですよ自分は。5周以上しました。確率とかもすご
い、気を付けてやってました。
あと深瀧先生の授業とかも自分に合ってました。言葉
の定義とか現象の理由とかを、すごい、突き詰めてく
れるタイプの先生なんで、深瀧先生は。まあ一見厳し
いですけど(笑)「は？」みたいな事言われるんですけど
(笑)ま、それでもやっぱすごいタメになりました。緊張
感もあるし。そう、深瀧先生は端から端まで当てるん
ですけど、深瀧先生に「OKです」って言われるとやっ
ぱ嬉しいです。中途半端な事言うと絶対だめなんで、
そのちゃんと理屈、ちゃんと完璧な事言わないとOKも
らえないんで。どんどん聞くんですよ、「それどうい
うこと？なんで？」みたいな、結構聞いてくれるん
で。中途半端な事言うと、「え？それ何？」みたいな
感じになっちゃうんで、ホント下手な事言えないって
いう(笑)。それで、授業中「あーやべ、俺全然わかって
なかった」とか思ったりして。だから自分なりの言葉
で書けるように。先生の言ってた事をただ暗記するん
じゃなくてそれを自分なりに説明出来るように、ノー
トに殴り書きできるようにしてました。
あと小論も良かった！小論の授業、高橋先生の教え方
なんかもう、一個ずつ覚えるっていうかもっと全体的
に大切なポイントを覚えて、ずっとどんな事も網羅で
きるように、そう、もう完全に高橋先生に教わった
フォーマットで、どういう繋げ方して書けば良いかっ
ていうのはもう、もうすぐ問題文見て「こう書けばい
いんだ」みたいな思い付くのはすぐなんで後は書くだ
けみたいな。書けるようになったし。面接でも困らな
かった。て感じです。杏林とかも800字とかあったけ
ど20分で終わったし。

モチベーションの保ち方ってありますか？
なんか先輩の同じ日大行った、あの去年、谷野さん
（谷野菜々子）でしたっけ？なんかあの人が、マンス
リー一回載らなかった事があるみたいな。それで悲し
かったけど頑張ったって、合格者座談会で言ってて、
まあ自分も丁度、マンスリーから姿をフッて消した
時、「こういう人もいるんだ！」って思って。「俺も
頑張れば大丈夫だ！」って思って、あんま落ち込まな
いようにしてました、いったん不安になると絶対不安
になりますからね、いくらやってても、どんな奴で
も。不安はつきもので、ずっとですね。なんかもう
「これは～俺絶対大丈夫だな」って思った事一回も無
いです、ほんとに(笑)いつもやべえな、って思いながら
やってました。足りないな、って思いながら。余裕
ぶっこいたら多分もうソッコーで、すぐに落ちちゃ

う。余裕はぶっこいちゃダメです。二年目入った時
も、医者にならなかったらもう、自分の存在価値が無
いみたいな……、やっぱ目指す価値があると思うので
医学部は。二年かけても、行く価値が、頑張る価値が
あるので、ここだと思って頑張れたというか。
んーだから、一年目は昼休みとか、20分休憩とかに、
勉強しないで友達と喋っちゃう時間がやっぱ多かった
んですけど、二年目からは、そういう時間も勉強に使
うようにしてました。友達と話すのは、たまに。それ
がすごい頻繁じゃなくて、息抜き程度に。あとはやっ
ぱ自分の一人の時間と、自習室の、あの席で座ってて
る時間。超やる気ない時とかは、英単語見て覚える。
手動かす気にならない時とかはそういう時間も、見る
だけでもいい。ずっと出来る人もいるんでしょうけど
ずっと勉強机向かってるのは、やっぱ出来ないアレ
だったんで。そういう時はでも、離れちゃったらあれ
じゃないですか。二号館のほうが、やっぱ休み時間と
かもあんま話してる人居ないかな、やっぱ朝来るのも
早いし、やっぱマンスリーすごい意識してる人も多い
し、やっぱ自分より出来る人の方がたくさんいるしっ
ていうその環境でより「やんなきゃ」って気持ちにさ
せてくれる所ではある、二号館は。までも、本館でも
受かってる人は実際受かってるし、本館だったらそ
のー、周りに流されない事がやっぱ大事、と思いま
す。
代官山じゃなかったら無理ですね(笑)性格的に。何か、
気付くのが遅かったんで。「このままじゃダメだ」っ
ていうのを。結構飽きっぽいですし。だから駄目だっ
たんですよ。やっぱり拘束されてたってのが、拘束は
必要だと思います。やっぱり、ある程度(笑)。石井先生
の授業とかがあって引き締まり、そう、引き締まりま
す。石井先生のあの、迫力というか(笑)あの威厳という
か(笑)見透かされてるような気持ちになる、ものすごく
(笑)だから雰囲気は、みんな真面目ですよねホント。も
う「勉強やるぞ」って雰囲気が全体的にあった気がし
ます。だから、やってない人とかサボってる人とかい
ると、浮く、何だろう、やる方がスタンダードみたい
な「やるぞ！」みたいな良い雰囲気はあったかなと。
みんなやってるから。「自分も勉強やるぞ！」って雰
囲気。

これから医学部目指す後輩へ一言あれば
んーやっぱ、先生の言う通りにして。あと、暗くなん
ない。前を向いて、先生に言われた通りのことをやっ
て。勉強していけば絶対、大丈夫なのでそこは、意識
して。先生に言われた事を忠実にこなすって事を意識
して、あと何だろな。「こんくらいでいいや」ってい
う事をなくすって事を意識して。そういう意識がある
と駄目なんで絶対、多分完璧なもの何もない、浪人し
てる時点で。だから、自分が出来ると思ってる分野も
手を抜かずに勉強する事が大切だと思います。
やっちゃいけない事は、まあ「授業切る」は絶対やっ

ちゃダメだと。絶対。(笑)まじで。うーん何だろ嫌いな
先生とか出てくるかもしれないけど、まあそういう先
生も授業出て、先生が話してる事全部知ってるとか多
分無いんで。絶対1個か2個くらいは「あ、そうなんだ
」みたいなあるんで。知ってても聞くことで復習とか
なったりするんで。切っちゃダメです絶対(笑)。全部、
出ました。あっ、小論、一回だけ時間間違えて途中出
席になっちゃった事はある。本館と二号館間違えて(笑)
去年、二号館だと思って朝、「あれ？」みたいな。時
間割見て、本館で。ちょっと遅れちゃった事ある。
授業、全部普通に分かりやすいし。大学の講義とか今
聞いてても、なんかもう、「え？結局なに？」って感
じなんですけど。代官山の先生みんな分かりやすいん
で、聞いてればちゃんと吸収出来るっていうかタメに
なる事ばっかなんで。それぞれの授業に意味があると
思います。
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ね、A5でも全然みんな受かってた、だって清水とかA5
でも東邦受かったりして。相良とかも仁さんも、同じ
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う多分それで、一回だけランキングに載って。そんく
らいからやっと、200超えるようになったていうか、
ぎりぎり感はんぱなかった。今年はかなり、200切っ
たのが一回、第6回か、あとは全部200いってやっぱ安
定してましたね、かなり。
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やり込んだら、めっちゃ安定…多分そんくらいから生
物はすごい安定した、偏差値が。取れるようになっ
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あ知ってるよ～みたいな、その「腎臓の仕組みなんて
名前なんて知ってるよ！」って思ってても、その、名
前と名前の繋がりだったり文章で追えるような穴埋め
プリントだったんで、そこで何か見直せたんで、イチ
から。そこが良かったと思います一番。自分で大丈夫
だろうと思ってるところでも大丈夫じゃなかった、全
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自分で書けるようになりました。流れは、ちゃんと。
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俺」ってなったらどんな簡単な単語でも一回辞書開く
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事とかもあったんで、そこを得点に繋がるように計算
の仕方とか、結構色々掲示してくれたりしたんで、そ
こが身になりました。受験前とか、こう想定、正規が
出るようなシミュレーションみたいな考え方を指導し
てくれたりして、そういうのを一回考えて受験に臨む
と気持ちも違かったりしたんでそこが良かった。
化学は、三上先生の理論がすごい好きでした。三上先

生は基本的な事からやってくれて。三上先生のおかげ
で基礎が出来てたから発展的な事にも手出せたし、マ
ンスリーとかでもなんかガタンって崩れるような事が
無くなったていうか。計算の仕方とか。理論のテキス
ト、スタンダードだったんですよ、最低3周くらいしま
した。数学ももっとしました、数学に一番時間掛けて
たんですよ自分は。5周以上しました。確率とかもすご
い、気を付けてやってました。
あと深瀧先生の授業とかも自分に合ってました。言葉
の定義とか現象の理由とかを、すごい、突き詰めてく
れるタイプの先生なんで、深瀧先生は。まあ一見厳し
いですけど(笑)「は？」みたいな事言われるんですけど
(笑)ま、それでもやっぱすごいタメになりました。緊張
感もあるし。そう、深瀧先生は端から端まで当てるん
ですけど、深瀧先生に「OKです」って言われるとやっ
ぱ嬉しいです。中途半端な事言うと絶対だめなんで、
そのちゃんと理屈、ちゃんと完璧な事言わないとOKも
らえないんで。どんどん聞くんですよ、「それどうい
うこと？なんで？」みたいな、結構聞いてくれるん
で。中途半端な事言うと、「え？それ何？」みたいな
感じになっちゃうんで、ホント下手な事言えないって
いう(笑)。それで、授業中「あーやべ、俺全然わかって
なかった」とか思ったりして。だから自分なりの言葉
で書けるように。先生の言ってた事をただ暗記するん
じゃなくてそれを自分なりに説明出来るように、ノー
トに殴り書きできるようにしてました。
あと小論も良かった！小論の授業、高橋先生の教え方
なんかもう、一個ずつ覚えるっていうかもっと全体的
に大切なポイントを覚えて、ずっとどんな事も網羅で
きるように、そう、もう完全に高橋先生に教わった
フォーマットで、どういう繋げ方して書けば良いかっ
ていうのはもう、もうすぐ問題文見て「こう書けばい
いんだ」みたいな思い付くのはすぐなんで後は書くだ
けみたいな。書けるようになったし。面接でも困らな
かった。て感じです。杏林とかも800字とかあったけ
ど20分で終わったし。

モチベーションの保ち方ってありますか？
なんか先輩の同じ日大行った、あの去年、谷野さん
（谷野菜々子）でしたっけ？なんかあの人が、マンス
リー一回載らなかった事があるみたいな。それで悲し
かったけど頑張ったって、合格者座談会で言ってて、
まあ自分も丁度、マンスリーから姿をフッて消した
時、「こういう人もいるんだ！」って思って。「俺も
頑張れば大丈夫だ！」って思って、あんま落ち込まな
いようにしてました、いったん不安になると絶対不安
になりますからね、いくらやってても、どんな奴で
も。不安はつきもので、ずっとですね。なんかもう
「これは～俺絶対大丈夫だな」って思った事一回も無
いです、ほんとに(笑)いつもやべえな、って思いながら
やってました。足りないな、って思いながら。余裕
ぶっこいたら多分もうソッコーで、すぐに落ちちゃ

う。余裕はぶっこいちゃダメです。二年目入った時
も、医者にならなかったらもう、自分の存在価値が無
いみたいな……、やっぱ目指す価値があると思うので
医学部は。二年かけても、行く価値が、頑張る価値が
あるので、ここだと思って頑張れたというか。
んーだから、一年目は昼休みとか、20分休憩とかに、
勉強しないで友達と喋っちゃう時間がやっぱ多かった
んですけど、二年目からは、そういう時間も勉強に使
うようにしてました。友達と話すのは、たまに。それ
がすごい頻繁じゃなくて、息抜き程度に。あとはやっ
ぱ自分の一人の時間と、自習室の、あの席で座ってて
る時間。超やる気ない時とかは、英単語見て覚える。
手動かす気にならない時とかはそういう時間も、見る
だけでもいい。ずっと出来る人もいるんでしょうけど
ずっと勉強机向かってるのは、やっぱ出来ないアレ
だったんで。そういう時はでも、離れちゃったらあれ
じゃないですか。二号館のほうが、やっぱ休み時間と
かもあんま話してる人居ないかな、やっぱ朝来るのも
早いし、やっぱマンスリーすごい意識してる人も多い
し、やっぱ自分より出来る人の方がたくさんいるしっ
ていうその環境でより「やんなきゃ」って気持ちにさ
せてくれる所ではある、二号館は。までも、本館でも
受かってる人は実際受かってるし、本館だったらそ
のー、周りに流されない事がやっぱ大事、と思いま
す。
代官山じゃなかったら無理ですね(笑)性格的に。何か、
気付くのが遅かったんで。「このままじゃダメだ」っ
ていうのを。結構飽きっぽいですし。だから駄目だっ
たんですよ。やっぱり拘束されてたってのが、拘束は
必要だと思います。やっぱり、ある程度(笑)。石井先生
の授業とかがあって引き締まり、そう、引き締まりま
す。石井先生のあの、迫力というか(笑)あの威厳という
か(笑)見透かされてるような気持ちになる、ものすごく
(笑)だから雰囲気は、みんな真面目ですよねホント。も
う「勉強やるぞ」って雰囲気が全体的にあった気がし
ます。だから、やってない人とかサボってる人とかい
ると、浮く、何だろう、やる方がスタンダードみたい
な「やるぞ！」みたいな良い雰囲気はあったかなと。
みんなやってるから。「自分も勉強やるぞ！」って雰
囲気。

これから医学部目指す後輩へ一言あれば
んーやっぱ、先生の言う通りにして。あと、暗くなん
ない。前を向いて、先生に言われた通りのことをやっ
て。勉強していけば絶対、大丈夫なのでそこは、意識
して。先生に言われた事を忠実にこなすって事を意識
して、あと何だろな。「こんくらいでいいや」ってい
う事をなくすって事を意識して。そういう意識がある
と駄目なんで絶対、多分完璧なもの何もない、浪人し
てる時点で。だから、自分が出来ると思ってる分野も
手を抜かずに勉強する事が大切だと思います。
やっちゃいけない事は、まあ「授業切る」は絶対やっ

ちゃダメだと。絶対。(笑)まじで。うーん何だろ嫌いな
先生とか出てくるかもしれないけど、まあそういう先
生も授業出て、先生が話してる事全部知ってるとか多
分無いんで。絶対1個か2個くらいは「あ、そうなんだ
」みたいなあるんで。知ってても聞くことで復習とか
なったりするんで。切っちゃダメです絶対(笑)。全部、
出ました。あっ、小論、一回だけ時間間違えて途中出
席になっちゃった事はある。本館と二号館間違えて(笑)
去年、二号館だと思って朝、「あれ？」みたいな。時
間割見て、本館で。ちょっと遅れちゃった事ある。
授業、全部普通に分かりやすいし。大学の講義とか今
聞いてても、なんかもう、「え？結局なに？」って感
じなんですけど。代官山の先生みんな分かりやすいん
で、聞いてればちゃんと吸収出来るっていうかタメに
なる事ばっかなんで。それぞれの授業に意味があると
思います。

ね、A5でも全然みんな受かってた、だって清水とかA5
でも東邦受かったりして。相良とかも仁さんも、同じ
A5から、二学期A7で最後(の冬のクラス分けで)上がっ
たんですよ。なんか一回だけ載ったんですよ、一年目
にランキングの、一番下に。200何点か、210点か、そ
う多分それで、一回だけランキングに載って。そんく
らいからやっと、200超えるようになったていうか、
ぎりぎり感はんぱなかった。今年はかなり、200切っ
たのが一回、第6回か、あとは全部200いってやっぱ安
定してましたね、かなり。

二年目、理科は安定してきましたか？
生物は、二年目緒方先生からもらったプリントを結構
やり込んだら、めっちゃ安定…多分そんくらいから生
物はすごい安定した、偏差値が。取れるようになっ
た。完全に、緒方先生のおかげと言って間違いないで
す。なんか、簡単な内容のプリントなんですけど、ま
あ知ってるよ～みたいな、その「腎臓の仕組みなんて
名前なんて知ってるよ！」って思ってても、その、名
前と名前の繋がりだったり文章で追えるような穴埋め
プリントだったんで、そこで何か見直せたんで、イチ
から。そこが良かったと思います一番。自分で大丈夫
だろうと思ってるところでも大丈夫じゃなかった、全
然完璧じゃなかったすね。完璧とは程遠いクオリティ
だった、て事にそのプリントで気付かされました。図
説とか見なくても、自分で図書いて、その現象の理由
とかも全部書けるようにこう・・・ノートに、全部手
書きで思い出しながら書いて、もう資料集の内容全部
自分で書けるようになりました。流れは、ちゃんと。
化学は…そうですね、安定…、まあでも二年目はだい
ぶ出来ましたね。困る事は無かった。自分が「マジ分
かんない」って問題を、その取捨選択が上手に出来
る、「やべっ」って思ったらすぐパッて捨てられる。
英語は一年目出来てたとはちょっとあんまり言えな
い。底上げが凄かった、二年目のほうが。全体的に上
がったんで。英語の底上げっていうのは、それこそ例
えば、「make」って単語を知ってるよって思うんです
けど色んな文型取るし、「訳し方」も変わってくる
し、なんかそういうの「全部説明できねえな、これ、
俺」ってなったらどんな簡単な単語でも一回辞書開く
ようにして。ちゃんと、どういう文型取るのかなあ？
とか。
その、長文とか石井先生の授業の。それ見て「あれ？
これ三文型取るっけ？！」とか、確信持てなかったの
を調べるようにしてました、辞書で。どれもこれも復
習やるんじゃなくて例えば日医の問題とかを難しめの
やつとかを、何回も何回も復習してました。
たくさん読むというよりは一つの文章を、そう、しっ
かり文章の内容をっていうか。長文やりながら文法も
勉強出来るし、そうやれば。「知ってるか知ってない
か問題」は、普通に一年目に配られた「速読」、石井
先生の。あれをずっと使ってた、まあ覚えるやつは覚

代官山で印象に残った授業などあれば。
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二人。石井先生は、いわずもがなっていう感じなんで
すけど、ほんとに、SVOとかも一個の文に対してすご
い、どことどこかかって、いうのも詳しくやってくれ
るんで。なんか、長文読む時とかも論理っていうか内
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てそれがすごい良かった。自分の中では。一つの問題
に対して色んな角度から考えられたんで。だから、他
の問題とかで典さんが言ってたやり方でこの問題解け
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して。先生に言われた事を忠実にこなすって事を意識
して、あと何だろな。「こんくらいでいいや」ってい
う事をなくすって事を意識して。そういう意識がある
と駄目なんで絶対、多分完璧なもの何もない、浪人し
てる時点で。だから、自分が出来ると思ってる分野も
手を抜かずに勉強する事が大切だと思います。
やっちゃいけない事は、まあ「授業切る」は絶対やっ

WAY TO SUCCESS合格への軌跡

ちゃダメだと。絶対。(笑)まじで。うーん何だろ嫌いな
先生とか出てくるかもしれないけど、まあそういう先
生も授業出て、先生が話してる事全部知ってるとか多
分無いんで。絶対1個か2個くらいは「あ、そうなんだ
」みたいなあるんで。知ってても聞くことで復習とか
なったりするんで。切っちゃダメです絶対(笑)。全部、
出ました。あっ、小論、一回だけ時間間違えて途中出
席になっちゃった事はある。本館と二号館間違えて(笑)
去年、二号館だと思って朝、「あれ？」みたいな。時
間割見て、本館で。ちょっと遅れちゃった事ある。
授業、全部普通に分かりやすいし。大学の講義とか今
聞いてても、なんかもう、「え？結局なに？」って感
じなんですけど。代官山の先生みんな分かりやすいん
で、聞いてればちゃんと吸収出来るっていうかタメに
なる事ばっかなんで。それぞれの授業に意味があると
思います。
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卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2020年

日本大医学部
杏林大医学部
帝京大医学部
愛知医科大

2次正規合格
　　2次正規合格

2次正規合格
2次正規合格

代官山だと、考え方や理屈もちゃんと
教えてくれるから、考えて覚える、

地頭も良くなる感じ。合格取れたのも
やっぱり授業がすごい良かったから。
日本大医学部進学　四ケ所大生くん(世田谷学園高校卒)

WAY TO SUCCESS合格への軌跡

10校を一次合格し、4校の正規合格を勝ち得
た。
1次は、えーっと、ん、結構通ったんで覚えてないんで
すけど(笑)。愛知、岩手、北里、昭和、東邦、帝京、あ
と、聖マリ、杏林って言いましたっけ。あ、日大もそ
うですし。あと日医の後期。そんぐらいですかね、多
分10個あった気がするんですよ、1次は。で、2次来た
所は４つ。2次で補欠来たのは1個もなくて、まあ…全
部正規だったんで。東邦は補欠来るかなって期待して
たんですけど…。グループ討論がちょっとまずかった
のかな(笑)。でまあ正規は、愛知と次帝京が来て。で、
杏林、日大っていう感じでした。
最初の愛知が受かった瞬間、午後6時ぐらいだったんで
すけど、ちょうどお父さんが家に帰ってきて。すぐに
「受かった」って言って、お父さんが「ああ、良かっ
たな」って言って、こう…なんか抱きしめてました、
自分のこと。
大学の勉強は、…友達とか多分、先輩とかから試験の
情報もらわないと死ぬって聞いたんですけど、まあ代
官山生いるんで大丈夫そうですね、他に知り合いはで
きてないですけど。今年日大は代官山から7人。７人っ
て多いですよね、松前君いました。島田さんとか、あ
の人、自分の1個次です出席番号。松前君、いい奴で
す。八巻君もいました。あそこは仲良さそうな気がす
るんですけど。あとは金君とかいました、M１の。あ
とあれです、神谷さん。あの人もなんか前の予備校で
一緒だったんですけど、こっちに移ってきたんですよ
ね。多分自分が現役のときにM○クス行ってたときに
もいたんですよ多分、あの人。僕が移ったときに一緒
にこっち来たって感じで。結構あれですよ、M○クス
から来てる人、何人かいますよ。水谷さんとかも。

強制的にでもやらせてもらって、質問にも行け
て、伸びる感じもあった。
1浪のときに北里だけ1次受かって。2次面接でのペア
が名前言っていいのか分かんないですけど、関口大誠
君（2019東邦大進学）、僕と同じタイセイで。ああ、
この人、この人です(攻略本を見て)。で、その人が代官
山MEDICALって言ってて。面接も結構よさげで、あ、
代官山すごいんだなっていうのがあって。意識高そう
だなって思ったんです。そうですね、何でしょう、完
全に負けた気がしたんで覚えてました、代官山…。そ
れにやっぱり合格実績を見ててやっぱり、あ、すげ
えって思って。
ここに来る前の１浪目はまあやる気が足りなかったっ
すね。やる気ないっていうか、何なんでしょう、うー
ん。現役の夏ぐらいからここの近所のM○クスってと
こで、そのまま1浪もって感じで。なんか結構あっちは
自由に、割と自由なとこで、自分ですごい質問に行っ
たりとかそういうやる気がある人はいいのかもしれな
いですけど、自分からっていうのがちょっと…。逆に
こういう所来て、なんか本当に、半分、強制的にでも

やらせてもらって、それだとなんか自分でも行きやす
いっていうか、伸びる感じもあったんで。多分、性格
的にこっちのほうが合ってたと思います。
まあなんとなく１浪で、まあ帝京ぐらいは受かるかも
しれないみたいな。そんなに高い所、行こうっていう
目標もなかったんで、まあ低い所でもって思ってたら
普通に落ちちゃった。フッフ。そんな世の中甘くない
ですよね。すいません。フッフ。まあ今年は４つ受か
れば十分。でも正規だけっていうのはちょっと、
ちょっと悲しい。悲しいっていうか、できれば昭和と
か東邦とか、ああ、そう昭和結局2次行かなくて。北里
と昭和と岩手が三つ、2次同日にバッティングしてて、
で北里行っちゃったんですよ。やっぱりそこで受かっ
ときたいっていうのもあって。まあ落ちたんですけど
(笑)。ハハ。北里の補欠170番ぐらいでしたから。ヘ
ヘ。まあ、確率的に同じなら、何でしょう、一つは決
めておきたかったんで。まだその頃最終合格はできて
なかったんで、焦りも…。まあ結果的にはいいかなっ
ていうふうには、はい(笑)。

最初の頃はこんなに授業受けたことなくて、1
日でへとへと。へとへとになって寮ですぐ寝
ちゃう。
僕はあんまり友達と付き合いとかがなくて、友人ゼロ
だった(笑)んですけど、今年、今泉君が話し掛けてくん
なかったら多分ゼロでした。フフフフ。今泉君が唯一
の。そうですね。高校の友達以外だともう本当に唯一
です。フッフッフ。フッフッフ。うーん、まあ、これ
自分のせいですけど、友達があんまいなかったってい

くできたんで良かったです。うん、すごい役立った、
あれは良かった。それにまあやっぱ典さんと薄先生も
個人的には好きでした。割と二人は対称的な感じもす
るんですけど。典さんは、なんかすごいいろんな解き
方をめっちゃ教えてくれてたんで。いろんな選択肢が
あって、自分的にはそっから何を、そっから自分の好
きなやつを選ぶってのが好きだったんで。いっぱい選
択肢がもてるっていうのが良かった感じ。あと何てい
うんでしょう、教えるだけじゃなくて、みんなが解け
ないと「さあおまえら解け」みたいな感じでなんか分
かるまで解かされたりっていうのがあったんで。だか
ら延長もあって。でもあれも僕は好きでした。なんか
自分で考えるっていうのを結構、学んだんで…。薄先
生はなんか、一番なんか近道教えてくれるっていう印
象があって。まあ、あんまり最初はそういうの好き
じゃないなと思ってたんですけど。でもすごい単純明
快っていうんですかね、そっか、これが一番いいやり
方なんだっていうのが見えてきて、自分のやり方も
ちょっと修正して。あと、その典さんで学んだいろん
なやつを自分なりに作って、さらにそれをなんか薄先
生のやつでこう、さらに速くするみたいな感じで精錬
されましたね。
結構、今年伸びたと思うんで。先生のおかげ、もう本
当にそこは。多分、一番、まあ物理もそうですし、化
学も本当にすごい伸びたんです。僕は前の予備校、全
然分かんなかったんで。もうだんだん辞めて、結局全
部マンツーにして。で、マンツーでも分かんなかっ
た。
だから本当になんか、全体的に質が違う気もするんで
すよね、先生の。分かんないですけど。個人的にそう
思うんです。
結構いろんな予備校、行かされてたんで。なんかいろ
いろ…。もう結構、S台も、ちょっとT進も受けたりと
かいろいろやってて。そういう所も行って、あと、ま
あ個別系だと本当に多分、名前も知らないような近所
の個別とかも行ってたりとか。ほんと全然、質が違
う。うーん。まあその、自分がすごいやる気、今年は
やっぱりちょっと自分でいうのも何なんですけど、学
習意欲を持てたっていうのは、本当に全然違うなって
思いました。それは、なんか先生達の細かさとか。本
当に。授業ですごく興味が湧く。興味が湧くし、本当
に自分で勉強しようって気も起きます。本当、面白
かったです、授業。それで一気に伸びた。なんか代官
山にきて、そういうなんか勉強が嫌じゃなくなったっ
てのはありますかね、なんか。そうなんですよね。も
う結構、楽しくなったっていうのはありましたね。
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WAY TO SUCCESS合格への軌跡

やらせてもらって、それだとなんか自分でも行きやす
いっていうか、伸びる感じもあったんで。多分、性格
的にこっちのほうが合ってたと思います。
まあなんとなく１浪で、まあ帝京ぐらいは受かるかも
しれないみたいな。そんなに高い所、行こうっていう
目標もなかったんで、まあ低い所でもって思ってたら
普通に落ちちゃった。フッフ。そんな世の中甘くない
ですよね。すいません。フッフ。まあ今年は４つ受か
れば十分。でも正規だけっていうのはちょっと、
ちょっと悲しい。悲しいっていうか、できれば昭和と
か東邦とか、ああ、そう昭和結局2次行かなくて。北里
と昭和と岩手が三つ、2次同日にバッティングしてて、
で北里行っちゃったんですよ。やっぱりそこで受かっ
ときたいっていうのもあって。まあ落ちたんですけど
(笑)。ハハ。北里の補欠170番ぐらいでしたから。ヘ
ヘ。まあ、確率的に同じなら、何でしょう、一つは決
めておきたかったんで。まだその頃最終合格はできて
なかったんで、焦りも…。まあ結果的にはいいかなっ
ていうふうには、はい(笑)。

最初の頃はこんなに授業受けたことなくて、1
日でへとへと。へとへとになって寮ですぐ寝
ちゃう。
僕はあんまり友達と付き合いとかがなくて、友人ゼロ
だった(笑)んですけど、今年、今泉君が話し掛けてくん
なかったら多分ゼロでした。フフフフ。今泉君が唯一
の。そうですね。高校の友達以外だともう本当に唯一
です。フッフッフ。フッフッフ。うーん、まあ、これ
自分のせいですけど、友達があんまいなかったってい

うのはきつかったですね。まああとは何でしょう。
あ、授業数がすごい多かったんでやっぱり。そのおか
げで受かったっていうのはあるんですけど、やっぱ最
初のほうは純粋にもう１日終わったらへとへとで、本
当にきつかったです。こんなに授業、受けたことな
い。だってあれですよ、だって朝の9時？9時から夜の
9時まで、全部じゃないにしても5コマ、6コマ入って
たりして。もう死ぬかと思いました。フフ。死んでな
いです。寮で良かったですよ、近いから。へとへとに
なって寮ですぐ寝ちゃう、割と早く。ゲームとかして
る暇はなかったですから。一応、持ち込み禁止だった
ですし。朝は食ってない。そもそも朝食べない人なん
で。でも親はそれを改善させようと思って、寮に入れ
た…。まあそうですね親としては多分そういうことを
思ってくれたと思うんですけど、ちょっとまあ、朝は
食事より睡眠って感じでした。

代官山だと、考え方や理屈もちゃんと教えてく
れるから、考えて覚える、地頭も良くなる感
じ。合格取れたのもやっぱり授業がすごい良
かったから。
まあ1浪目は完全に勉強不足でしたね。多分、授業の質
も、まああれなんですよ、自分の意欲とかもあるかも
しれないですけど、でも授業の質も全然、ここは違
う。えー何でしょう、なんか受けてるだけじゃあなく
て、なんか地頭も良くなる感じ、です。多分その、
「覚えろ」とかじゃなくて、考え方とか理屈とかもす
ごい話してくれて。結構覚えろって言われることが多
かったりとかするんですけど、でも代官山だと覚える
だけじゃなくて考える、考えて覚えるとか、そういう
理屈とか、公式の定理とか導入とかもちゃんとやって
くれて。で、うまい感じにその授業でちょっとした課
題みたいなのがあって、それを自習でやってるとさら
に、何でしょう、頭も良くなるし勉強もできるように
なるみたいな感じで。だからレビューテストちゃんと
やってましたよ。レビューは僕の担当の先生が、じゃ
あ次までにこれできたらやってきてみたいな。まあ強
制じゃないですけど。そういうの言われたりとかする
となんか、おー、やるかみたいな。まあ割と言われた
やつはやってました。好きなんですよ、まあ、合格、
取れたのも、やっぱり授業、自分は授業の、テキスト
ももちろんそうなんですけども授業がすごい良かった
です。

今年学習意欲を持てたのは、面白くて興味が沸
いてくる先生達の授業のおかげ。
数学は、そうですね、山室先生の授業の夏、あれはな
んかベクトルそこそこ自信あったんですけど、受けて
みたら結構知らない知識多くて。いや、おーって感
じ。なんか自分、結構、何でしょう、計算面倒くさい
ことも、わーって全部やっちゃう感じだったんで。へ
えそんな簡単に解けちゃうんだみたいなのは結構楽し

くできたんで良かったです。うん、すごい役立った、
あれは良かった。それにまあやっぱ典さんと薄先生も
個人的には好きでした。割と二人は対称的な感じもす
るんですけど。典さんは、なんかすごいいろんな解き
方をめっちゃ教えてくれてたんで。いろんな選択肢が
あって、自分的にはそっから何を、そっから自分の好
きなやつを選ぶってのが好きだったんで。いっぱい選
択肢がもてるっていうのが良かった感じ。あと何てい
うんでしょう、教えるだけじゃなくて、みんなが解け
ないと「さあおまえら解け」みたいな感じでなんか分
かるまで解かされたりっていうのがあったんで。だか
ら延長もあって。でもあれも僕は好きでした。なんか
自分で考えるっていうのを結構、学んだんで…。薄先
生はなんか、一番なんか近道教えてくれるっていう印
象があって。まあ、あんまり最初はそういうの好き
じゃないなと思ってたんですけど。でもすごい単純明
快っていうんですかね、そっか、これが一番いいやり
方なんだっていうのが見えてきて、自分のやり方も
ちょっと修正して。あと、その典さんで学んだいろん
なやつを自分なりに作って、さらにそれをなんか薄先
生のやつでこう、さらに速くするみたいな感じで精錬
されましたね。
結構、今年伸びたと思うんで。先生のおかげ、もう本
当にそこは。多分、一番、まあ物理もそうですし、化
学も本当にすごい伸びたんです。僕は前の予備校、全
然分かんなかったんで。もうだんだん辞めて、結局全
部マンツーにして。で、マンツーでも分かんなかっ
た。
だから本当になんか、全体的に質が違う気もするんで
すよね、先生の。分かんないですけど。個人的にそう
思うんです。
結構いろんな予備校、行かされてたんで。なんかいろ
いろ…。もう結構、S台も、ちょっとT進も受けたりと
かいろいろやってて。そういう所も行って、あと、ま
あ個別系だと本当に多分、名前も知らないような近所
の個別とかも行ってたりとか。ほんと全然、質が違
う。うーん。まあその、自分がすごいやる気、今年は
やっぱりちょっと自分でいうのも何なんですけど、学
習意欲を持てたっていうのは、本当に全然違うなって
思いました。それは、なんか先生達の細かさとか。本
当に。授業ですごく興味が湧く。興味が湧くし、本当
に自分で勉強しようって気も起きます。本当、面白
かったです、授業。それで一気に伸びた。なんか代官
山にきて、そういうなんか勉強が嫌じゃなくなったっ
てのはありますかね、なんか。そうなんですよね。も
う結構、楽しくなったっていうのはありましたね。

卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2020年

昭和大医学部
杏林大医学部
愛知医科大
東北医科薬科大医学部

Ⅰ期特待合格
2次正規合格
2次正規合格
2次正規合格

両親とも昭和だし、おじいちゃんも。昭和に入りたくて。
なんていうか生まれたときから入りたくて。

代官山って厳しいですからね。少なくとも今までの  
人生でいうと勉強に関しては一番頑張ったかなって。

昭和大医学部進学　今泉 力 君(日比谷高校卒)
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昭和も杏林も特待合格。嬉しくてスクショし
ちゃいました。
進学は昭和なんですけど、コロナの影響で入寮も9月か
らになってて。まだ顔もあわせてないんですけど、大
学から名簿は来たんで見ましたけど、代官山結構いま
すよ(笑)、代官山6人ですよ(笑)。二次面接行ったの
が、愛知、えーっと東邦、杏林。慈恵も2次受けて。あ
と一個…あ、東北医科薬科か。で、結局、昭和特待。
愛知正規。杏林優等生、杏林は優等生合格みたいな、
1000万免除になるやつ。数学のおかげで(笑)、確かス
クショしたやつがあったはず。（杏林のスクショみな
がら）成績優秀者として合格ですって書いてありま
す。ほら、書いてあります(笑)。東北医科薬科が一般で
合格、二次出たのは合計は、愛知、昭和、東北医科薬
科、杏林。の4つ。
両親とも1浪で昭和なんで。受かんなきゃヤバイなって
いうのがあって。昭和に入りたくて。なんていうか生
まれたときから入りたくて。父と母の後を継いでいく
みたいな。両親とも昭和だし同級生だし。おじいちゃ
んも昭和なんですけど慈恵とかまわってきたら、おじ
いちゃん死んじゃうんじゃないかと。で昭和特待が取
れたので何も問題なく。だいぶ両親は喜びました。

初回のクラス編成では思うように点が取れな
かったけど、次のマンスリーで挽回しM5から
M3に上がれた。
最初クラス編成？、で最初、M5スタートですね。いや
問題がむずくて、何ででしょうね。やっぱり難易度が
高すぎると俺でも解けないっていう。化学得意ってい
う割には50切ってますし(笑)、これ、数学無かったら
酷いことになってましたねー。一応申し込みの時にM
クラスで申し込んだんですけど、M５って、ギリじゃ
ないですか(笑)。まあー数学様様でしたね。英語が42.8
ですし…普段通りですね。化学と物理でも計算ミスし
たのかな。いやーそもそもがなんだろう。問題が一線
超えてたっていうか。手も足もつけられないみたい
な。考えようがないって感じで。むずかったっす。特
に物理とかは回路とかマジ無理だったんで。あ、コン
デンサー終わった！みたいな。一瞬塾辞めようかと
思ったくらい。やべーやっちまったって感じ。いやー
初めてのテストでまあこんなもんかな？って思ってた
ら、うわーって感じ。期待はあったんですけど。それ
から次のマンスリーまでの時間はここはヤバい奴の集
合だって思ってました。
2回目のマンスリーは、すごく成績上がったんですよ、
問題簡単になった気がして。授業の復習もしっかりし
たんで、理科はしっかり取れました。数学は俺の自力
です。数学は正直勝因は積分が出なかったことです
ね。物理はまだ、なんていうのかな、分野で得意不得
意があったり全体的にまだ弱かった。物理伸びたのは
やっぱりマンツーとったっていうのもあるかな。1学期
は何とかなると思ったんですけどね。周りができすぎ

て何とかならなかったので。やっぱなんていうか苦手
なところはどうしても得意になれなくて。例えば電磁
気はどうしても原理が分からない。そこをマンツーで
やってもらったんです。授業では解けるんですよ。夜
間とかも割とやれてたんですけど。マンスリーだと取
れなかったり。予習とかもバリバリしてましたけど正
直実感なくて。2学期にM3に上がって、M3は問題むず
いんですよ、ウィークリーも…。いやー多分、村長
（宮田：日本医科大進学）くらいじゃないですか？そ
の辺の物理マニアが解けたーっとか言ってて。んー、
村長は結構ウィークリー頑張っていた方で。物理は全
然かなわないっすよ。
化学は現役時代得意科目だと思ってましたけど、ここ
では最初偏差値46みたいな(笑)。

息抜きはしても、熱出ても授業はサボらなかっ
た。
俺予備校ここじゃなかったら遊んでた(笑)。遊んじゃ
うっていうか、まぁなんだろ、自習席で隣の伊藤さん
（伊藤友梨那：昭和大医学部進学）とか滅茶苦茶やっ
てたんですけど、そんな感じ間近に見てて。でも友達
になったのは四ケ所（四ケ所大生：日本大医学部進
学）っていう奴で。あいつよくサボるんですよ、だか
らあいつに４分の３は「居ろよ。」って言うんですけ
ど４分の１はあそぼーぜって感じの奴だったんで。遊
びというかまぁ山手線一周(笑)。四ケ所と二人で山手線
一周してました。いいリフレッシュになりましたって
言えばいいですかね。逆にそのぐらい息抜きさせない
とあいつ来ないんで。いつかポケモンが出た時３日く
らい来なかったですから。もちろんそんなしょっちゅ
う行ってないですよ。たまに。でも授業サボることは
しなかったです。熱でても授業受けてましたし。でも
一回テストで40℃出てそのとき唯一休みました。9月
の頭のマンスリーです。38℃くらいじゃ行ってました
けどね。元々そんなに熱は出ないタチなんですけど凄
く勉強してたんで疲れてたんですかね。
受験直前には、まあ先生にオススメされた過去問を矢
島(矢島瑞己：昭和大進学)と解いてました。あいつ英語
できるから、どのくらいの時間配分で解いてるとかよ
く話して。俺が飛ばしてた作文は絶対とかなきゃ駄目
とか言ってくれて。あと数学は教えたりしてました。 

自習室は気が付くと時間が死ぬほど経ってたく
らい集中して勉強できる場所だった。
俺は自習席でずっとやってましたね、四ケ所相手する
以外は(笑)。気がつくと時間が死ぬほど経ってたってい
うか、そんなに朝早く来る方でも残る方でもなかった
ですけど。まぁやっぱり今までのなかで、なんだろう
な、あそこ(自習席)ほど集中できる場所はなかったです
ね。自分の家だとWi-Fiがあるんですけど、自習室は
Wi -F i入らないんで。そもそもスマホ禁止なんで

か。先生は自分的にはこう思うって言うと、じゃあそ
う考えるんだったらこうするといいよねって、返して
くれるんでやりやすかった。自分のやり方を押し付け
ないっていうか。わかんない時は自分のやり方で説明
してくれますし。マンツーマンでしかできないことを
やってくれたって感じですかね。
初めから物理はちょっとひどかったですね。高校の時
もかなり苦手で。メディカルLでも正直、間に合ってな
くて。でここ来て一から頑張ってサマになってきたか
なと。そもそも覚えるの嫌いで、物理覚えるのも大事
ですけれど、理解して使わないと。いつどこで何を使
うのか。それを理解しないと。まあ覚えてもいいです
けれどそれだと応用きかないし。覚えるのではなくて
原理をちゃんと理解させるっていう先生達の授業で本
質的にやれたかなと。だから授業でやった類題を解
くっていうレビュー課題を繰り返しやって復習してま
した。

英語は生理的にも無理な位キライだけど、石井
先生に言われて勉強時間7割を英語に。
選んだ理由は母親の強い押し。なんだろう。知り合い
の娘さんが入ってて。山藤さん？（東邦進学）が合格
していいよって。後、母親が石井先生話聞いて、なん
かこんな人、他にいないって言ってましたね。ここに
行きなさいって。全てをあの先生に委ねなさいって。
じゃあ行くかって。なのに俺の英語が伸びない…、そ
うなんですよね。英語はもう中学ぐらいから無理だっ
て言ってるんですけど。いままでも他の先生が伸びし
ろしかないって言って伸ばしたがるから、頑張っては
きたんですけど。石井先生はやっぱり、皆さん言うと
思うんですけれど、受験関係のこととか結構言ってく
れて、面白い先輩の話とかこんなすごい人がいたよー
とか。石井先生の話聞くと勉強したくなると言うか。
すげえやる気になるんですよ。 だから、勉強時間7割
英語でしたから。石井先生がこれやれって言ったやつ
はやりましたね。ウィークリーとか、課題も。特に
ウィークリー、一週間みっちりやってましたよ。先生
との面談後から毎回25点(満点)取ってます。石井先生
との面談でウィークリーの対策いつやるかって聞かれ
て水曜日くらいからですかねって答えたら、それでは
満点は取れないだろ、って言われて。普通、ウィーク
リーが終わったその月曜日からやり始めるだろって。
でもマンスリー伸びないんだなあ。最初のうちはずっ
と50ちょいをウロウロ。石井先生の問題チョイスが絶
妙で、実力が完全に出るっていう。他の先生もわかり
やすくて面白いけれど、英語なんだよなーって。い
やーちょっと生理的に無理ですね英語そのものが。巷
では英語以外を完璧にして合格するっていう奴がい
るって聞いたんですけれど…。そういう人に言ってお
きたいのは、日医と慈恵は受かんない。それ以外だっ
たら何とかなる。 ほんとそうですよ。ふざけんなって
思いますけどね。 ウィークリーは英語以外はあまり力

入れてなくて、数学8点とかありましたよね、採点の先
生に、おい！やべーぞと答案に書かれてた気がしま
す。字汚かったからかな？慈恵とかも時間ないんで、
でも慈恵1次出たっていうことはあの字読んでもらえ
たってことなんじゃ？。一応書けるだけは書いたから
かな？

代官山イチ頑固者と揶揄されていたけど、高橋
先生の課題は毎回素直にやってました。
俺、日本語も怪しくて。そこはもう１学期から小論で高
橋先生にみっちりやってもらいました。まずはひたすら
書かされましたね。ずーっと2学期終わるまで毎回やっ
てました。じゃあ今日はこれだな、はい解きますってい
う感じ。まあ、代官山イチ頑固者と言われましたから
ね。マジで。そのおかげもあって割と何でも書けるよう
になりましたね。課題で出された読書感想文もそれで書
きましたね。めっちゃ効果ありました。 

先生達は本気で相手してくれるし、わかりやす
く教えてくれて、高校の遅れはなんとか代官山
で取り戻せた。
数学は、復習より予習に力入れてましたね。授業中
ノートは完璧にとってました。まあよくご存知だと思
うんですけれど。俺めっちゃ数学出来るじゃないです
か。最初 M5の時、薄先生は最初はいやいや、分かんな
くていいよ、僕の言う通りにやればいいよって感じ
だったんですけれど、M3に上がったらマジで、ほらや
れみたいな、本気だしたみたいな。薄先生の所に質問
行くと、君すごいねっていう時もあったけれど、君何
やってんのってなったり。やっぱ本気で見てくれてる
感があって良かったですね。平パンの授業は楽しかっ
たですね。まぁ、確率だったっていうのもあるんです
けれど。確率は無双してました。普通に教え方も上手
いし、なによりわかりやすく面白く教えてくれるん
で。山室先生の計算トレーニングも一番役に立った気
がします。計算トレーニングって実戦じゃないです
か。先生裏技使ってきたりするんですよ。 先生がぼ
そっと紹介したやつでも、試験の時にこういう時に使
えるのかって。杏林何分か時間余りましたし。俺10分
は余りました。で、特待。一番伸びたの、ま、正直数
学だと思います。数学元々好きだったけど、さらに伸
びたと思います。高校の時は周りが数学できるんでガ
ンガン進んじゃって、俺は遅れちゃったんですよ。そ
れでメディカルLっていうマンツーマンの塾に入ったん
ですけれど、まあ頑張ったんですけれど、先生からも
凄い出来るって言われたんですけれど。 自分の中では
わかんないことが多くて、腑に落ちないところが多
かったですね。高校の時の遅れはなんとか代官山で取
り戻せた感じですね。

今までの人生で一番頑張ったかなって。代官山
には実際12時間以上いて缶詰の環境だと勉強
せざるを得ないんで。
まあまず先生に質問しやすいってことかな。授業中と
かでも。夜間とかでも、先生方回ってくれるから先
生って呼びやすいし。やっぱりなんか、面と向かって
いると気を抜けないんでその状態で解くって、俺はそ
れがすごく良かったです。オンラインとかだと絶対マ
ルチとか回しながらやってるんで、やっぱり気は抜け
ちゃうんですよ。face to face じゃないと駄目って、ほ
んとそう思います。
まあ、後はみんな真面目で程よく不真面目だったん
で。分からないこととかも話し合ったり普通にする
し。なんか。ご飯うまいねーとか話したりとかほどよ
く雑談というかしてたんで。楽しく授業とかも受けら
れたかなって。
まあ一番ここで気に入ってるのはマンスリーの順位が
出るじゃないですか。それがやっぱりやる気になると
思うんですよね。やべえあいつ上位いるとか。この人
上がってきてるなとか。だいたい俺順位が出たら上か
ら覚えてるんですけれど。 あいつ何位だなとか。最近
上がってる人とかやらかしてる人とか。結構気にして
はいましたね。自分が失敗した時はこんなに上いる
なーとか。自分の励みにしてましたね。 
あと、ここに来てよかったのは、一日中いることです
ね。こんなに朝から晩まで実際面倒みてもらって、い
させられる所ってないんじゃないですか。代官山には
実際12時間以上いるじゃないですか。そういう缶詰と
言うかそういう環境だと勉強せざるを得ないんでそう
いうのはいいかなって。まあ、合わない人もいるかも
しれませんけど。でも楽ですよね、周りがやってるか
ら自然と自分もやろうと思えるし。それにめっちゃ厳
しいぐらいのとこで少しだらけても、厳しいぐらいに
なるぐらいじゃないかと。代官山って厳しいですから
ね。自習席にコンセントないし。それが一番きつかっ
たかもしれません(笑)。 
まあ、父親とか母親に受験の時のこと色々聞いたんで
すけれど。母親は一浪の時が一番頑張ったって言って
て。正直これから頑張る時ってあるかどうかわからな
いですけれど。まあ、自分の中ではここでちょっとは
頑張ったかなって。少なくとも今までの人生でいうと
勉強に関しては一番頑張ったかなって。
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て何とかならなかったので。やっぱなんていうか苦手
なところはどうしても得意になれなくて。例えば電磁
気はどうしても原理が分からない。そこをマンツーで
やってもらったんです。授業では解けるんですよ。夜
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れなかったり。予習とかもバリバリしてましたけど正
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（宮田：日本医科大進学）くらいじゃないですか？そ
の辺の物理マニアが解けたーっとか言ってて。んー、
村長は結構ウィークリー頑張っていた方で。物理は全
然かなわないっすよ。
化学は現役時代得意科目だと思ってましたけど、ここ
では最初偏差値46みたいな(笑)。
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た。
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うっていうか、まぁなんだろ、自習席で隣の伊藤さん
（伊藤友梨那：昭和大医学部進学）とか滅茶苦茶やっ
てたんですけど、そんな感じ間近に見てて。でも友達
になったのは四ケ所（四ケ所大生：日本大医学部進
学）っていう奴で。あいつよくサボるんですよ、だか
らあいつに４分の３は「居ろよ。」って言うんですけ
ど４分の１はあそぼーぜって感じの奴だったんで。遊
びというかまぁ山手線一周(笑)。四ケ所と二人で山手線
一周してました。いいリフレッシュになりましたって
言えばいいですかね。逆にそのぐらい息抜きさせない
とあいつ来ないんで。いつかポケモンが出た時３日く
らい来なかったですから。もちろんそんなしょっちゅ
う行ってないですよ。たまに。でも授業サボることは
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一回テストで40℃出てそのとき唯一休みました。9月
の頭のマンスリーです。38℃くらいじゃ行ってました
けどね。元々そんなに熱は出ないタチなんですけど凄
く勉強してたんで疲れてたんですかね。
受験直前には、まあ先生にオススメされた過去問を矢
島(矢島瑞己：昭和大進学)と解いてました。あいつ英語
できるから、どのくらいの時間配分で解いてるとかよ
く話して。俺が飛ばしてた作文は絶対とかなきゃ駄目
とか言ってくれて。あと数学は教えたりしてました。 

自習室は気が付くと時間が死ぬほど経ってたく
らい集中して勉強できる場所だった。
俺は自習席でずっとやってましたね、四ケ所相手する
以外は(笑)。気がつくと時間が死ぬほど経ってたってい
うか、そんなに朝早く来る方でも残る方でもなかった
ですけど。まぁやっぱり今までのなかで、なんだろう
な、あそこ(自習席)ほど集中できる場所はなかったです
ね。自分の家だとWi-Fiがあるんですけど、自習室は
Wi -F i入らないんで。そもそもスマホ禁止なんで

YouTube見れないし。すごく集中できてましたよ。２F
の奥の右で、矢島が裏にいました。ほんといいとこで
す。静かだし。かなり集中できましたね、隣にめっ
ちゃやってる伊藤さんとかもいるんで。 

物理は原理の理解に重きをおく先生達の授業ス
タイルに影響を受けた。
マンツーマン入れた理由は、自習してて、問題解いて
るだけじゃなくてもっとやりたいなと。「解ける」だ
けじゃダメなんですよね。寺澤先生とか小澤先生とか
野村先生とか全部原理大事にやってくれるんですよ。
だからその授業聞いて、俺はもっと根本を理解しない
とダメだなって思って。先生達がわかりやすすぎて自
分で説明するほど理解できてないかもと思ったんです
ね。わかるわかるわかるって思って後で見てみるとあ
れって、ノートは全部取ってましたけれど、みたいな
感じで。授業でも当ててもらったり質問するんですけ
ど、もっと先生を独占して議論したいな、その方が早
く身につくかなって。こうじゃないんですかとか。説
明されてその時は全部わかっちゃって、気持ちよく
なって、あとなってみるとわかんないっていう、一番
めんどくさいタイプですね。ちょっと人と思考が違
う？ってか、まあ俺の生き様ですけどね。 
田山先生にマンツーマンやっていただいて、ほんと良
かったですね。 なんだろう…、合わせてくれるとこと
か。物理だと人によってやり方とか違うじゃないです
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では英語以外を完璧にして合格するっていう奴がい
るって聞いたんですけれど…。そういう人に言ってお
きたいのは、日医と慈恵は受かんない。それ以外だっ
たら何とかなる。 ほんとそうですよ。ふざけんなって
思いますけどね。 ウィークリーは英語以外はあまり力

入れてなくて、数学8点とかありましたよね、採点の先
生に、おい！やべーぞと答案に書かれてた気がしま
す。字汚かったからかな？慈恵とかも時間ないんで、
でも慈恵1次出たっていうことはあの字読んでもらえ
たってことなんじゃ？。一応書けるだけは書いたから
かな？

代官山イチ頑固者と揶揄されていたけど、高橋
先生の課題は毎回素直にやってました。
俺、日本語も怪しくて。そこはもう１学期から小論で高
橋先生にみっちりやってもらいました。まずはひたすら
書かされましたね。ずーっと2学期終わるまで毎回やっ
てました。じゃあ今日はこれだな、はい解きますってい
う感じ。まあ、代官山イチ頑固者と言われましたから
ね。マジで。そのおかげもあって割と何でも書けるよう
になりましたね。課題で出された読書感想文もそれで書
きましたね。めっちゃ効果ありました。 

先生達は本気で相手してくれるし、わかりやす
く教えてくれて、高校の遅れはなんとか代官山
で取り戻せた。
数学は、復習より予習に力入れてましたね。授業中
ノートは完璧にとってました。まあよくご存知だと思
うんですけれど。俺めっちゃ数学出来るじゃないです
か。最初 M5の時、薄先生は最初はいやいや、分かんな
くていいよ、僕の言う通りにやればいいよって感じ
だったんですけれど、M3に上がったらマジで、ほらや
れみたいな、本気だしたみたいな。薄先生の所に質問
行くと、君すごいねっていう時もあったけれど、君何
やってんのってなったり。やっぱ本気で見てくれてる
感があって良かったですね。平パンの授業は楽しかっ
たですね。まぁ、確率だったっていうのもあるんです
けれど。確率は無双してました。普通に教え方も上手
いし、なによりわかりやすく面白く教えてくれるん
で。山室先生の計算トレーニングも一番役に立った気
がします。計算トレーニングって実戦じゃないです
か。先生裏技使ってきたりするんですよ。 先生がぼ
そっと紹介したやつでも、試験の時にこういう時に使
えるのかって。杏林何分か時間余りましたし。俺10分
は余りました。で、特待。一番伸びたの、ま、正直数
学だと思います。数学元々好きだったけど、さらに伸
びたと思います。高校の時は周りが数学できるんでガ
ンガン進んじゃって、俺は遅れちゃったんですよ。そ
れでメディカルLっていうマンツーマンの塾に入ったん
ですけれど、まあ頑張ったんですけれど、先生からも
凄い出来るって言われたんですけれど。 自分の中では
わかんないことが多くて、腑に落ちないところが多
かったですね。高校の時の遅れはなんとか代官山で取
り戻せた感じですね。

今までの人生で一番頑張ったかなって。代官山
には実際12時間以上いて缶詰の環境だと勉強
せざるを得ないんで。
まあまず先生に質問しやすいってことかな。授業中と
かでも。夜間とかでも、先生方回ってくれるから先
生って呼びやすいし。やっぱりなんか、面と向かって
いると気を抜けないんでその状態で解くって、俺はそ
れがすごく良かったです。オンラインとかだと絶対マ
ルチとか回しながらやってるんで、やっぱり気は抜け
ちゃうんですよ。face to face じゃないと駄目って、ほ
んとそう思います。
まあ、後はみんな真面目で程よく不真面目だったん
で。分からないこととかも話し合ったり普通にする
し。なんか。ご飯うまいねーとか話したりとかほどよ
く雑談というかしてたんで。楽しく授業とかも受けら
れたかなって。
まあ一番ここで気に入ってるのはマンスリーの順位が
出るじゃないですか。それがやっぱりやる気になると
思うんですよね。やべえあいつ上位いるとか。この人
上がってきてるなとか。だいたい俺順位が出たら上か
ら覚えてるんですけれど。 あいつ何位だなとか。最近
上がってる人とかやらかしてる人とか。結構気にして
はいましたね。自分が失敗した時はこんなに上いる
なーとか。自分の励みにしてましたね。 
あと、ここに来てよかったのは、一日中いることです
ね。こんなに朝から晩まで実際面倒みてもらって、い
させられる所ってないんじゃないですか。代官山には
実際12時間以上いるじゃないですか。そういう缶詰と
言うかそういう環境だと勉強せざるを得ないんでそう
いうのはいいかなって。まあ、合わない人もいるかも
しれませんけど。でも楽ですよね、周りがやってるか
ら自然と自分もやろうと思えるし。それにめっちゃ厳
しいぐらいのとこで少しだらけても、厳しいぐらいに
なるぐらいじゃないかと。代官山って厳しいですから
ね。自習席にコンセントないし。それが一番きつかっ
たかもしれません(笑)。 
まあ、父親とか母親に受験の時のこと色々聞いたんで
すけれど。母親は一浪の時が一番頑張ったって言って
て。正直これから頑張る時ってあるかどうかわからな
いですけれど。まあ、自分の中ではここでちょっとは
頑張ったかなって。少なくとも今までの人生でいうと
勉強に関しては一番頑張ったかなって。
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て何とかならなかったので。やっぱなんていうか苦手
なところはどうしても得意になれなくて。例えば電磁
気はどうしても原理が分からない。そこをマンツーで
やってもらったんです。授業では解けるんですよ。夜
間とかも割とやれてたんですけど。マンスリーだと取
れなかったり。予習とかもバリバリしてましたけど正
直実感なくて。2学期にM3に上がって、M3は問題むず
いんですよ、ウィークリーも…。いやー多分、村長
（宮田：日本医科大進学）くらいじゃないですか？そ
の辺の物理マニアが解けたーっとか言ってて。んー、
村長は結構ウィークリー頑張っていた方で。物理は全
然かなわないっすよ。
化学は現役時代得意科目だと思ってましたけど、ここ
では最初偏差値46みたいな(笑)。

息抜きはしても、熱出ても授業はサボらなかっ
た。
俺予備校ここじゃなかったら遊んでた(笑)。遊んじゃ
うっていうか、まぁなんだろ、自習席で隣の伊藤さん
（伊藤友梨那：昭和大医学部進学）とか滅茶苦茶やっ
てたんですけど、そんな感じ間近に見てて。でも友達
になったのは四ケ所（四ケ所大生：日本大医学部進
学）っていう奴で。あいつよくサボるんですよ、だか
らあいつに４分の３は「居ろよ。」って言うんですけ
ど４分の１はあそぼーぜって感じの奴だったんで。遊
びというかまぁ山手線一周(笑)。四ケ所と二人で山手線
一周してました。いいリフレッシュになりましたって
言えばいいですかね。逆にそのぐらい息抜きさせない
とあいつ来ないんで。いつかポケモンが出た時３日く
らい来なかったですから。もちろんそんなしょっちゅ
う行ってないですよ。たまに。でも授業サボることは
しなかったです。熱でても授業受けてましたし。でも
一回テストで40℃出てそのとき唯一休みました。9月
の頭のマンスリーです。38℃くらいじゃ行ってました
けどね。元々そんなに熱は出ないタチなんですけど凄
く勉強してたんで疲れてたんですかね。
受験直前には、まあ先生にオススメされた過去問を矢
島(矢島瑞己：昭和大進学)と解いてました。あいつ英語
できるから、どのくらいの時間配分で解いてるとかよ
く話して。俺が飛ばしてた作文は絶対とかなきゃ駄目
とか言ってくれて。あと数学は教えたりしてました。 

自習室は気が付くと時間が死ぬほど経ってたく
らい集中して勉強できる場所だった。
俺は自習席でずっとやってましたね、四ケ所相手する
以外は(笑)。気がつくと時間が死ぬほど経ってたってい
うか、そんなに朝早く来る方でも残る方でもなかった
ですけど。まぁやっぱり今までのなかで、なんだろう
な、あそこ(自習席)ほど集中できる場所はなかったです
ね。自分の家だとWi-Fiがあるんですけど、自習室は
Wi -F i入らないんで。そもそもスマホ禁止なんで

か。先生は自分的にはこう思うって言うと、じゃあそ
う考えるんだったらこうするといいよねって、返して
くれるんでやりやすかった。自分のやり方を押し付け
ないっていうか。わかんない時は自分のやり方で説明
してくれますし。マンツーマンでしかできないことを
やってくれたって感じですかね。
初めから物理はちょっとひどかったですね。高校の時
もかなり苦手で。メディカルLでも正直、間に合ってな
くて。でここ来て一から頑張ってサマになってきたか
なと。そもそも覚えるの嫌いで、物理覚えるのも大事
ですけれど、理解して使わないと。いつどこで何を使
うのか。それを理解しないと。まあ覚えてもいいです
けれどそれだと応用きかないし。覚えるのではなくて
原理をちゃんと理解させるっていう先生達の授業で本
質的にやれたかなと。だから授業でやった類題を解
くっていうレビュー課題を繰り返しやって復習してま
した。

英語は生理的にも無理な位キライだけど、石井
先生に言われて勉強時間7割を英語に。
選んだ理由は母親の強い押し。なんだろう。知り合い
の娘さんが入ってて。山藤さん？（東邦進学）が合格
していいよって。後、母親が石井先生話聞いて、なん
かこんな人、他にいないって言ってましたね。ここに
行きなさいって。全てをあの先生に委ねなさいって。
じゃあ行くかって。なのに俺の英語が伸びない…、そ
うなんですよね。英語はもう中学ぐらいから無理だっ
て言ってるんですけど。いままでも他の先生が伸びし
ろしかないって言って伸ばしたがるから、頑張っては
きたんですけど。石井先生はやっぱり、皆さん言うと
思うんですけれど、受験関係のこととか結構言ってく
れて、面白い先輩の話とかこんなすごい人がいたよー
とか。石井先生の話聞くと勉強したくなると言うか。
すげえやる気になるんですよ。 だから、勉強時間7割
英語でしたから。石井先生がこれやれって言ったやつ
はやりましたね。ウィークリーとか、課題も。特に
ウィークリー、一週間みっちりやってましたよ。先生
との面談後から毎回25点(満点)取ってます。石井先生
との面談でウィークリーの対策いつやるかって聞かれ
て水曜日くらいからですかねって答えたら、それでは
満点は取れないだろ、って言われて。普通、ウィーク
リーが終わったその月曜日からやり始めるだろって。
でもマンスリー伸びないんだなあ。最初のうちはずっ
と50ちょいをウロウロ。石井先生の問題チョイスが絶
妙で、実力が完全に出るっていう。他の先生もわかり
やすくて面白いけれど、英語なんだよなーって。い
やーちょっと生理的に無理ですね英語そのものが。巷
では英語以外を完璧にして合格するっていう奴がい
るって聞いたんですけれど…。そういう人に言ってお
きたいのは、日医と慈恵は受かんない。それ以外だっ
たら何とかなる。 ほんとそうですよ。ふざけんなって
思いますけどね。 ウィークリーは英語以外はあまり力

入れてなくて、数学8点とかありましたよね、採点の先
生に、おい！やべーぞと答案に書かれてた気がしま
す。字汚かったからかな？慈恵とかも時間ないんで、
でも慈恵1次出たっていうことはあの字読んでもらえ
たってことなんじゃ？。一応書けるだけは書いたから
かな？

代官山イチ頑固者と揶揄されていたけど、高橋
先生の課題は毎回素直にやってました。
俺、日本語も怪しくて。そこはもう１学期から小論で高
橋先生にみっちりやってもらいました。まずはひたすら
書かされましたね。ずーっと2学期終わるまで毎回やっ
てました。じゃあ今日はこれだな、はい解きますってい
う感じ。まあ、代官山イチ頑固者と言われましたから
ね。マジで。そのおかげもあって割と何でも書けるよう
になりましたね。課題で出された読書感想文もそれで書
きましたね。めっちゃ効果ありました。 

先生達は本気で相手してくれるし、わかりやす
く教えてくれて、高校の遅れはなんとか代官山
で取り戻せた。
数学は、復習より予習に力入れてましたね。授業中
ノートは完璧にとってました。まあよくご存知だと思
うんですけれど。俺めっちゃ数学出来るじゃないです
か。最初 M5の時、薄先生は最初はいやいや、分かんな
くていいよ、僕の言う通りにやればいいよって感じ
だったんですけれど、M3に上がったらマジで、ほらや
れみたいな、本気だしたみたいな。薄先生の所に質問
行くと、君すごいねっていう時もあったけれど、君何
やってんのってなったり。やっぱ本気で見てくれてる
感があって良かったですね。平パンの授業は楽しかっ
たですね。まぁ、確率だったっていうのもあるんです
けれど。確率は無双してました。普通に教え方も上手
いし、なによりわかりやすく面白く教えてくれるん
で。山室先生の計算トレーニングも一番役に立った気
がします。計算トレーニングって実戦じゃないです
か。先生裏技使ってきたりするんですよ。 先生がぼ
そっと紹介したやつでも、試験の時にこういう時に使
えるのかって。杏林何分か時間余りましたし。俺10分
は余りました。で、特待。一番伸びたの、ま、正直数
学だと思います。数学元々好きだったけど、さらに伸
びたと思います。高校の時は周りが数学できるんでガ
ンガン進んじゃって、俺は遅れちゃったんですよ。そ
れでメディカルLっていうマンツーマンの塾に入ったん
ですけれど、まあ頑張ったんですけれど、先生からも
凄い出来るって言われたんですけれど。 自分の中では
わかんないことが多くて、腑に落ちないところが多
かったですね。高校の時の遅れはなんとか代官山で取
り戻せた感じですね。

今までの人生で一番頑張ったかなって。代官山
には実際12時間以上いて缶詰の環境だと勉強
せざるを得ないんで。
まあまず先生に質問しやすいってことかな。授業中と
かでも。夜間とかでも、先生方回ってくれるから先
生って呼びやすいし。やっぱりなんか、面と向かって
いると気を抜けないんでその状態で解くって、俺はそ
れがすごく良かったです。オンラインとかだと絶対マ
ルチとか回しながらやってるんで、やっぱり気は抜け
ちゃうんですよ。face to face じゃないと駄目って、ほ
んとそう思います。
まあ、後はみんな真面目で程よく不真面目だったん
で。分からないこととかも話し合ったり普通にする
し。なんか。ご飯うまいねーとか話したりとかほどよ
く雑談というかしてたんで。楽しく授業とかも受けら
れたかなって。
まあ一番ここで気に入ってるのはマンスリーの順位が
出るじゃないですか。それがやっぱりやる気になると
思うんですよね。やべえあいつ上位いるとか。この人
上がってきてるなとか。だいたい俺順位が出たら上か
ら覚えてるんですけれど。 あいつ何位だなとか。最近
上がってる人とかやらかしてる人とか。結構気にして
はいましたね。自分が失敗した時はこんなに上いる
なーとか。自分の励みにしてましたね。 
あと、ここに来てよかったのは、一日中いることです
ね。こんなに朝から晩まで実際面倒みてもらって、い
させられる所ってないんじゃないですか。代官山には
実際12時間以上いるじゃないですか。そういう缶詰と
言うかそういう環境だと勉強せざるを得ないんでそう
いうのはいいかなって。まあ、合わない人もいるかも
しれませんけど。でも楽ですよね、周りがやってるか
ら自然と自分もやろうと思えるし。それにめっちゃ厳
しいぐらいのとこで少しだらけても、厳しいぐらいに
なるぐらいじゃないかと。代官山って厳しいですから
ね。自習席にコンセントないし。それが一番きつかっ
たかもしれません(笑)。 
まあ、父親とか母親に受験の時のこと色々聞いたんで
すけれど。母親は一浪の時が一番頑張ったって言って
て。正直これから頑張る時ってあるかどうかわからな
いですけれど。まあ、自分の中ではここでちょっとは
頑張ったかなって。少なくとも今までの人生でいうと
勉強に関しては一番頑張ったかなって。

卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS
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軌跡2020年

東京女子医科大
愛知医科大
東北医科薬科大医学部

2次正規合格
2次正規合格

2次合格

去年まであんなに  
つるんつるん滑ってたのに、

今年はこんなにも引っかかるなんて。
東京女子医科大進学　古田貴栄 さん(宝仙学園高校卒)
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去年まであんなにつるんつるん滑ってたのに、
今年はこんなにも引っかかるなんて。
　一次が愛知、女子医、昭和、東北、帝京、あと一
校、聖マで、6校です。で、正規が愛知と女子医で、補
欠で来たのが東北医科薬科です。帝京はそもそも2次受
けられなくて、女子医とかぶっちゃってたので、もう
しょうがないです、はい、もう（笑）。女子医の時は
解けたっていうか、最初パッと見で、うわっ解けない
かもしれないって思ったんですけど、割と手を動かし
たら、あれ、行けそうって。あっ、薄先生にも驚かれ
ました、女子医正規でした、って言ったら、えっ、数
学解けたの？って、言われて(笑)。私もそう思いまし
た。なんか解けたんです～(笑)。
　今年、一応最初に受かったのが愛知なんですけど、
一次が出た時に、わー受かってる！！受かるんだ！私
なんかでもって感じで思って、そっからなんか面接が
すごい圧迫だみたいに聞いてたところだったんで、な
んか大丈夫？って感じで行ったら、意外となんという
か優しかったというか、雰囲気がそんな、私圧迫され
てることに気づかなかっただけかもしれないんですけ
ど、普通に話してたんで、こんなんで2次試験って大丈
夫なのかなって思って不安だったんですけど、でも正
規出たって分かって、あっ、じゃあ意外とちゃんと答
えとけば大丈夫なんだなって…。
お母さんには、去年まであんなに、つるんつるん滑っ
てたのに（笑）、今年はこんなにも引っかかるなんて
ね、みたいに言われましたね（笑）。現役、一浪とほ
んとに一次も何も通っていなかったんで、いや、なん
かこんな感じ、なんか受かる時ってこんな一気にいく
もんなんだなって。

先生達と直接話せるというか、話す機会がたく
さんあって、ここはなんか過ごしやすいなって
　去年…、というか高校1年生の頃からY学院にずっと
行ってて、辞め…辞め時を見失ったわけじゃないんで
すけど、なんか医専があることはわかってたんです
よ。そういう予備校が存在することは知ってたんです
けど、でも3年半とかお世話になっているからここで受
かったほうがいいのでは？みたいな気持ちがあったん
です。で、一浪を過ごしてみて変わらない、私なんか
去年と変わってないなって思って。一浪までその…3年
以上長くY学院にいたんですけど、それでも先生とそん
な一対一で話したりとかできなくて、ずっと先生に質
問とか全然できなかったんですよ。自分でもその…、
わかってないのがあるのに解決できてないのがあるっ
てわかってて…。まずはそれを無くさなきゃいけない
なって思ってて…。だから代官山に来て思ったのが、
既に自分を受け入れられてるっていうか、先生達と直
接話せるというか、話す機会がたくさんあって、ここ
はなんか過ごしやすいなって思いました。そうですね
（笑）、振り返ってみたら質問も悩み相談もここでは
全然してたなーっていう。全然マンツーとかじゃない

先生の所にもすごい（笑）。なんかやっぱ雰囲気とい
うか…、すごい良かったです。だから自分でも勉強し
てて安心ていうか、頑張れる感じになれてました。

1浪や現役のときは、自信が持てなかった。
　一浪の時とか現役の時とかやっぱ、ダメだダメだ
なぁって思ったっていうか、振り返って一浪の時、夏
は一番大事だみたいに言われて、これをしてって自分
で計画立てるんですけど結構最初の方で、きつきつに
予定を入れててそれが越えられなくて、あ～もう自分
ダメだなみたいな、これぐらいもできないなんて受か
るわけないよっていう気持ちのまんまで入試会場に向
かって。そうするとやっぱ全員頭良く見えるんです
よ。もう自分より遥かに出来るんだろうなって思っ
ちゃって、さらにひるんじゃって…。朝イチの科目が
できないと、あ、もうこれ後のヤツ受けても意味ない
じゃんって、本気で解いてなかったんですよ。そうい
うのがすごいよくなかったなって思う。自信が持てな
かった、そうですね。もう全然、全然なかったです。

クラス替えをすごいきっちりやっててびっく
り。同じ目標があるところに来てよかった。
　一年目にいた予備校は、なんか、その一応私立医学
部コースとか分かれてるんですけど、でも実際全然…
もう文系も理系も混ざってたんで、しかも文系の比重
の方が多くて、もう英語の授業とかは、ほぼ早慶志望
の中に私いるみたいな。もう本当に形見狭かったで
す。半年に一回くらいのペースでクラス分けテストの
大雑把バージョンみたいのをやります（笑）。しかも
自己申請なんです、上に行きたいか否か。力なくても
上行きたいって言えば、ある程度行かせてくれる感じ
でした。割とざっくり…。適当だったのって、なんか

みんなは授業を受けて、やってくれてる先生を絶対だ
と思ってちゃんとやりなさいみたいなことを言って
て、わぁーすごい！こんな事言う人いるんだみたい
な、そんなバッサリ言う人なかなかみたことなくて、
私。あ、じゃあやろうかなというか、普通にちゃんと
やってみようって。
　数学の典先生は、ずっと私が本っ当になんにも全然
できなくても「教え甲斐がありますね」って言って教
えてくれてたんですよ(笑）。優しくて、ほんとにあり
がたかったです。

私なんか受からないよなんて、思わない方が
きっといいと思う。
　…なんか多分、諦めなければ大丈夫なんじゃないか
なって思ってます、私は。だって秋のマンスリー数学
18点でしたし、東北医科薬科も2割を切ってたんです
よ絶対。数学大問１で、解けないくせにあほみたいに
時間を使ってしまって。多分取れても2割なんです。そ
れでも補欠回ってきたんです。試験終わった後に諦め
そうになったんですけど、もうだめだわみたいな。す
ごく思うんです、私なんか受からないよなんて、思わ
ない方がいいと。あと、どうなんだろう。人によるか
もしれないんですけど、自分の自習の席があるんでそ
こでやっていったらいいんじゃないかなあと思いま
す。なんとなく自習席にいない人とかたまにいるじゃ
ないですか。あれはあんまり…、かなぁ。決まった場
所あるならそこで。入試も決まった席で解かなきゃい
けないんで、私は決められたとこでやってた方がいい
んじゃないかなーって思います。私がそれでどうにか
なっただけかもしれないんですけど。

友達を目標にしたり、あわよくば勝てたら…、
一緒に頑張れる友達の存在は大きかった。
　生物は前原さん（埼玉医科進学）がすごかったん
で、前原さんを目標にというか、あわよくば、勝てた
ら嬉しいみたいに思ってて、石津（聖マリ進学）が数
学とか私があまりにもできなかったんで、私よりもで
きるんですけど、追いつけたらなーって。一番最初に
仲良くなったのが、その2人で。なんか予備校でできる
友達っていいなって本当に思ってます。去年はずっと
一人だった…。仲いい人なんてそんな…。代官山では
なんとなく楽しく一年すごせたかなーって思います。
友達の存在も大きい。あーもうすごい一緒に頑張れ
るって大きいと思います。たぶん私がストレスとか感
じずにいられたのもたぶんよくわかんない問題のこと
も人と喋って、成績も追いつこうとしたり、負けない
ぞってそんな感じで高め合ってたからかもしれない
なーって思ってます。一人で頑張れる人はきっといる
と思うんですけど、私はそうじゃなかったみたいなの
で、友達と話すのがすごい楽しみというか、というの
もあって毎日ちゃんと来てたっていうのもあるので。
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聖マリアンナ医科大
獨協医科大

２次正規合格
2次合格

最初授業多すぎると思っていたけど、
授業が楽しくてそれぐらいやんなきゃ 
１年で受かんないって思うように。

理解できていくことが  
勉強する楽しさにつながった。

聖マリアンナ医科大進学　桐原若菜 さん(昭和学院秀英高校卒)

WAY TO SUCCESS合格への軌跡

受験の結果は、一次は聖マリアンナ医科大学と
獨協、二次も聖マリと獨協で、えっと、聖マリ
正規で、獨協は番号なしでしたけど4月1日に
きました、1日(笑)。
聖マの面接は、すごい圧迫、圧迫っていうかすごい怖
くて。最初面接室に入る時にドアをガチャン！って閉
めちゃったんですよ、離しちゃってドアノブを。それ
でパニくっちゃって。質問も好きな本って何？って質
問からどんどん深く聞いてくる…、突っ込んでくる感
じ。どんどん臓器移植の話に移っていって…もう泣き
そうで(泣)。で最後に自己アピールって言われちゃった
んですけど部活の事を自己アピールにしてたから、な
んか同じこと2回言っちゃった。終わった後は帰りなが
ら大泣きしてました(笑)。そしたら正規(笑)。もう泣き
笑いで(笑)。

最初授業多すぎると思っていたけど、授業が楽
しくてそれぐらいやんなきゃ１年で受かんな
いって思うように。理解できていくことが勉強
する楽しさにつながった。
代官山MEDICALに入った時のクラスがA6で、A5に上
がってA3。最終的に2号館のはずだったんですけど行
かなかった～。結局ずっと本館暮らし。でも本館の自
習席いいとこだったからよかったですよ、一年間。な
んか上がりたい上がりたいって気持ちのまま一年間を
ずうっーと過ごしてたからそれがよかった。本館は先
生いっぱいいて、質問来やすいし。最初は生活に慣れ
るのと、授業の多さと、やることの多さに慣れるのに
必死だったけど、すぐに充実、すごい充実してまし
た。1ヶ月ぐらいで生活には慣れたかな。最初授業多す
ぎるって思ってたけど、授業楽しかったし、それぐら
いやんなきゃ1年で受かんないしって思って。授業楽し
かった、石原先生とか緒方先生の授業が結構好き…。
緒方先生は結構当ててくる感じだったから、覚えてお
かなきゃとか、いい刺激っていうか、次当てられた時
は答えられるようにしようって覚えられたし、石原先
生はすごい説明が丁寧だったんで、聞いててすぐ納得
できた。授業中もそうだし、質問行っても丁寧に分か
るまで何回も説明してくれたり。すごい何だろ、自分
が理解できるようにしてくれたのが良かったです。理
解できると楽しい、勉強が楽しい、楽しく勉強してま
した。寮でも帰ってご飯食べながら資料集見てて。い
やなんか、勉強好きっていうよりも、ケータイとか見
ると罪悪感があるから、何かしらしようと思った時
に、生物の資料集見てるのが一番、何だろ、楽ってい
うのも変だけど、落ち着く？なんか罪悪感もないし、
勉強も出来るしって思って、結構資料集見てました。
毎日持ち歩いてたんで、もうボロボロです(笑)。

ある時から自分に厳しくなろうって思うよう
に。責任感を持てるようになった
最初結構わいわいしてたんです、A６の雰囲気も

ちょっと…、でも何か、あっ！て思って…。節目、節
目で石井先生の授業で、群れてる場合じゃないみたい
なことをおっしゃるじゃないですか。それを聞いてま
ずいって思ったり、マンスリーのランキング見てこの
ままじゃまずい、このままじゃ受かんないかも…、こ
のまま楽しくやっててもダメかもなって。自分に厳し
くなろうって頑張るように…。最初の１、２ヶ月友達
と常に一緒だったけど、切り替えて。お昼もできるだ
けサクッと一人で食べたり、次のコマ空いてたら昼休
み勉強して、次のコマにラウンジで資料集みながらご
飯食べたり。あ～そう思うと、私現役の時と比べて成
長したなぁ。自分に厳しくなった。自分にゆるく…、
高校でもゆる～く生活しちゃってたんで、一人暮らし
して自分で朝起きなきゃいけないとか、そういう責任
感っていうか、やるべきことをやるっていう、当たり
前っちゃ当たり前だけど自分でやらなきゃいけない環
境になったっていうのもあって、結構成長？身に付い
たかなって。
途中からも一日のスケジュールを立てるようにして…
石井先生にζの授業で言われて、あ～そうだなと思っ
て、スケジュールを立てるようにしてからは結構、今
週はちょっと生物やりすぎたとか、一週間でも見れる
ようになったし、結構上手く計画？バランスが取れる
ようになったかなって。
それにやらなきゃいけないことが常にあるのが、
ぼーっとしてる暇がないっていうのが自分には合って
た。拘束されないとやらないタイプなんで。現役の時
とかも医専は行ってたんですけど、○○ゼってとこ。
結構めっちゃ緩めで、それこそなんか友達とずっと
喋ってても何も言われないし、現役ってのもあったの
かもしれないですけど。浪人してここに来て、結構違
う…。ここはやっぱりなんだろう、やらなきゃって。
意識高い子も周りにいたんで休み時間もお昼とか自習
室にいる子見て、あー自分も頑張ろうって思えたりし
たし、そういう面でも自分に厳しくなれるきっかけが
持てて良かったかなって。

マンスリーがあることによって気が引き締まっ
てたから、だらけない
本番よりマンスリーのほうが緊張しましたね。浪人中
受験はまだ遠い、まだ先っていうかー、あんまり…。
でもマンスリーは自分の一ヶ月の努力を図れるテス
トっていうかそう思ってドキドキしてました。マンス
リーで上手くいかなかった時はしんどかったです。毎
回、各教科の先生のとこ持ってって、今回はこういう
とこが…、分野とか今月ちょっとこういうところが足
りなかったねっていうのを一緒に見てもらって、それ
を次の、次の一ヶ月に活かすようにしてました。だか
らマンスリーの前とか、すごい緊張した。あ～今週マ
ンスリーだ～とか、なんとなく沈んでる…ドキドキし
ながら過ごして、前日の夜はテキストとか資料集が手
放せなくなる感じ(笑)。電気付けたまま寝ちゃうぐらい

しゃってたから、朝やって朝持ってってて。8時半には
いるんでいっつも。受かってからそのプリント見た時
あ～こんなにやったんだ～って思って。終わったら
ファイルが、5センチぐらい？それがもうパンパン！冬
はもう入らなかったです、それぐらいやりました。一
日一日追加されていくときには意識しなかったけど、
あーやったんだなって思いました。村上先生はいつも
丁寧で、答えもらわないでやってたんで、分かんない
問題は先生が分かるまで解説して下さってたんです。
あとマンスリーで落ち込んでるとき、村上先生すごい
おっきな声で、励ましてくれる、くよくよしてる場合
じゃないみたいな。だからいっつも村上先生のとこ
行って、ダメだったんです～って言ったら、先生が
バーッて。それ聞くとスッキリっていうか、毎回、何
回も行って、村上先生にガーッって言われると、あ、
やんなきゃって思うし。私ダメになると勉強に集中で
きなくなっちゃうタイプで、成績表を机に置いてずっ
と眺めちゃってて(笑)。だからこれちょっとまずいぞっ
て思う時は村上先生んとこ行って、喝を入れてもらっ
てました(笑)。
そうやって、先生達との距離がほんと近いというのが
すごいよかったです。先生もほんとに多くいらして
て、本当にたぶん質問しなかった日はないぐらい、1日
何回もしてた。行くとモヤモヤがすぐなくなる…、す
ぐ質問できるし、それがすごい良かったです。変なモ
ヤモヤなく寮に帰れるから、ちゃんとなくしてから帰
ろうって。先生がこれだけたくさんいてくださる塾は
ないと思うから、授業も多いし、一年間勉強だけす
るっていう環境、まあ勉強しかすることないじゃない
ですか正直。拘束時間長いし。家にも帰るの遅いし、
そこから別に何もできないし、なんか遊びにいける時
間もないしっていう、それは代官山にしかないって思
います。

後輩にむけてアドバイス
やっぱ自分に甘くなっちゃダメかな。妥協？ちっちゃ
い妥協…これ後でやろうみたいなのが積み重なってい
くと取り返しがつかなくなる。一日一日やることを決
めて、それを達成するっていうのが大事です。あとは
やっぱ先生達がせっかくこんなに近くにいてくださる
から、頼れるところは頼って、ペースメーカー的に毎
回自分の成績を見せて、悪い時も見せて、毎月改善点
を探すっていうのがすごく大事かなって思います。
寮だったのもあるし、遅くてもまあ７時半までには、
朝早く来て、朝の時間は大事かなって結構思ってて、
夜って授業９時に終わって、10時には出なきゃいけな
いってなるとあんまり時間ないから、やっぱ朝でも７
時とかに来ると２時間以上できるから、そこをやるか
やらないかっていうのは、結果に大きく左右したと思
いました。周りも見たりして。あ、吉田さんとかも。
吉田彩花(聖マリアンナ医科大進学)とかは毎日決まった
時間に来てる印象でしたよ。
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ちょっと…、でも何か、あっ！て思って…。節目、節
目で石井先生の授業で、群れてる場合じゃないみたい
なことをおっしゃるじゃないですか。それを聞いてま
ずいって思ったり、マンスリーのランキング見てこの
ままじゃまずい、このままじゃ受かんないかも…、こ
のまま楽しくやっててもダメかもなって。自分に厳し
くなろうって頑張るように…。最初の１、２ヶ月友達
と常に一緒だったけど、切り替えて。お昼もできるだ
けサクッと一人で食べたり、次のコマ空いてたら昼休
み勉強して、次のコマにラウンジで資料集みながらご
飯食べたり。あ～そう思うと、私現役の時と比べて成
長したなぁ。自分に厳しくなった。自分にゆるく…、
高校でもゆる～く生活しちゃってたんで、一人暮らし
して自分で朝起きなきゃいけないとか、そういう責任
感っていうか、やるべきことをやるっていう、当たり
前っちゃ当たり前だけど自分でやらなきゃいけない環
境になったっていうのもあって、結構成長？身に付い
たかなって。
途中からも一日のスケジュールを立てるようにして…
石井先生にζの授業で言われて、あ～そうだなと思っ
て、スケジュールを立てるようにしてからは結構、今
週はちょっと生物やりすぎたとか、一週間でも見れる
ようになったし、結構上手く計画？バランスが取れる
ようになったかなって。
それにやらなきゃいけないことが常にあるのが、
ぼーっとしてる暇がないっていうのが自分には合って
た。拘束されないとやらないタイプなんで。現役の時
とかも医専は行ってたんですけど、○○ゼってとこ。
結構めっちゃ緩めで、それこそなんか友達とずっと
喋ってても何も言われないし、現役ってのもあったの
かもしれないですけど。浪人してここに来て、結構違
う…。ここはやっぱりなんだろう、やらなきゃって。
意識高い子も周りにいたんで休み時間もお昼とか自習
室にいる子見て、あー自分も頑張ろうって思えたりし
たし、そういう面でも自分に厳しくなれるきっかけが
持てて良かったかなって。

マンスリーがあることによって気が引き締まっ
てたから、だらけない
本番よりマンスリーのほうが緊張しましたね。浪人中
受験はまだ遠い、まだ先っていうかー、あんまり…。
でもマンスリーは自分の一ヶ月の努力を図れるテス
トっていうかそう思ってドキドキしてました。マンス
リーで上手くいかなかった時はしんどかったです。毎
回、各教科の先生のとこ持ってって、今回はこういう
とこが…、分野とか今月ちょっとこういうところが足
りなかったねっていうのを一緒に見てもらって、それ
を次の、次の一ヶ月に活かすようにしてました。だか
らマンスリーの前とか、すごい緊張した。あ～今週マ
ンスリーだ～とか、なんとなく沈んでる…ドキドキし
ながら過ごして、前日の夜はテキストとか資料集が手
放せなくなる感じ(笑)。電気付けたまま寝ちゃうぐらい

…、落ち着かなくてテキスト見てそのまま寝ちゃうみ
たいなのが多かったです。マンスリーがあることに
よって気が引き締まってたから、だらけないっていう
…。なんか順位載ったりすると結構テンション上がっ
てました。

先生方がたくさんいて下さるから、すぐ質問で
きる。変なモヤモヤなく寮に帰れるから、ちゃ
んとそれを解決してから帰れた。
青葉先生は夏からマンツーもってもらってましたけ
ど、授業以外でも全部の質問青葉先生のとこ行ってた
ぐらい好きで、なんか教え方が丁寧だし、文の構造を
代官山に来るまで、あんまり考えてなくて…、それを
一から、解釈の仕方とかを教わって、読めるように
なってきて、長文も最後点取れるようになったかな。
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してくださって、なんか、授業受けると結構こう、話
聞くとモチベーションが結構毎回上がってて良かった
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合いいなかったから…。
村上先生は最初の授業で一年間プリントをやり続けて
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一枚やって持ってくように。復習を単元ごとに10枚ず
つ位やってて、次の単元やってるときに一個前のでき
なかった問題も一緒にやるようになってて。それは寮
でやることが多かったかな一枚持って帰って、寝る前
か朝に寮でやる。英語は８時までやって、１限始まる
までは数学のプリント。村上先生が朝早くいらっ

しゃってたから、朝やって朝持ってってて。8時半には
いるんでいっつも。受かってからそのプリント見た時
あ～こんなにやったんだ～って思って。終わったら
ファイルが、5センチぐらい？それがもうパンパン！冬
はもう入らなかったです、それぐらいやりました。一
日一日追加されていくときには意識しなかったけど、
あーやったんだなって思いました。村上先生はいつも
丁寧で、答えもらわないでやってたんで、分かんない
問題は先生が分かるまで解説して下さってたんです。
あとマンスリーで落ち込んでるとき、村上先生すごい
おっきな声で、励ましてくれる、くよくよしてる場合
じゃないみたいな。だからいっつも村上先生のとこ
行って、ダメだったんです～って言ったら、先生が
バーッて。それ聞くとスッキリっていうか、毎回、何
回も行って、村上先生にガーッって言われると、あ、
やんなきゃって思うし。私ダメになると勉強に集中で
きなくなっちゃうタイプで、成績表を机に置いてずっ
と眺めちゃってて(笑)。だからこれちょっとまずいぞっ
て思う時は村上先生んとこ行って、喝を入れてもらっ
てました(笑)。
そうやって、先生達との距離がほんと近いというのが
すごいよかったです。先生もほんとに多くいらして
て、本当にたぶん質問しなかった日はないぐらい、1日
何回もしてた。行くとモヤモヤがすぐなくなる…、す
ぐ質問できるし、それがすごい良かったです。変なモ
ヤモヤなく寮に帰れるから、ちゃんとなくしてから帰
ろうって。先生がこれだけたくさんいてくださる塾は
ないと思うから、授業も多いし、一年間勉強だけす
るっていう環境、まあ勉強しかすることないじゃない
ですか正直。拘束時間長いし。家にも帰るの遅いし、
そこから別に何もできないし、なんか遊びにいける時
間もないしっていう、それは代官山にしかないって思
います。

後輩にむけてアドバイス
やっぱ自分に甘くなっちゃダメかな。妥協？ちっちゃ
い妥協…これ後でやろうみたいなのが積み重なってい
くと取り返しがつかなくなる。一日一日やることを決
めて、それを達成するっていうのが大事です。あとは
やっぱ先生達がせっかくこんなに近くにいてくださる
から、頼れるところは頼って、ペースメーカー的に毎
回自分の成績を見せて、悪い時も見せて、毎月改善点
を探すっていうのがすごく大事かなって思います。
寮だったのもあるし、遅くてもまあ７時半までには、
朝早く来て、朝の時間は大事かなって結構思ってて、
夜って授業９時に終わって、10時には出なきゃいけな
いってなるとあんまり時間ないから、やっぱ朝でも７
時とかに来ると２時間以上できるから、そこをやるか
やらないかっていうのは、結果に大きく左右したと思
いました。周りも見たりして。あ、吉田さんとかも。
吉田彩花(聖マリアンナ医科大進学)とかは毎日決まった
時間に来てる印象でしたよ。
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聖マリアンナ医科大 ２次合格

代官山はできない人でも受かってるなー  
絶対自分もやってやろうって強く思った 
聖マリアンナ医科大進学　吉田彩花 さん（東京女学館高校卒）
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さっき深瀧先生に会って（合格を）伝えられた
時にあーやっと終わったんだなーってやっと嬉
しいって思えた。
あ～代官山の雰囲気だぁ(笑)。やっぱいいな～(笑)。久
しぶりに来て、すごい何か懐かしくて。すごいやっぱ
この、講師室に先生がたくさん…。全員いるっていう
か、そのみんな座ってて。いつも先生いて質問出来
るっていうのが、すごい良いんですよね。私ちょっと
他の予備校分かんないんですけど、何だろ。チュー
ターもいるしみんなで頑張ってるって感じ、いいな
～。
一次受かったのは埼玉の前期と聖マで、２次合格が聖
マ。補欠で繰り上がりました(笑)。聖マリの繰上の電話
がきたときは、もう3月もだいぶ過ぎてたしずっと家に
いて、何かもう、ほんとに生きてる心地がしなかった
んで待ってる間…、何か意外とふんわり…。あまり嬉
しさはなく、しかも結構コロナウイルス流行ってて、
外も行けないみたいな感じでした。父はその日当直で
いなくて帰って来なかったんですけど、母はめっちゃ
喜んでて、私だけなぜか無表情で、なんで？嬉しくな
いの？みたいな感じで(笑)。深瀧先生に直接受かりまし
たって言うまで、何か合格出来たっていう実感が湧か
なかった…、ほんとに今までずーっとその、深瀧先生
のところに質問や相談にも行ってたし、まだ受験生の
気持ちが抜けてなかったけど、さっき深瀧先生に会っ
た時に、伝えられた時にあーやっと終わったんだ
なーってやっと嬉しいって思えた。

代官山はできない人でも受かってるなー、絶対
自分もやってやろうって強く思った
まず代官山は、母がその～、何かすごいできない人で
も受かってるなーみたいな、何か全然な人(笑)。逆転し
てすごい受かってたんで、何か、おーと思って。他の
塾見に行かなくても、私はもう代官山がいいかなって
すごい思って…。こう言ったらあれですけど、何か
すっごい出来なかったんだなこの人…みたいな人が頑
張って受かってたりして…。その…、私も初めて代官
山に来たとき、合成高分子のもうめっちゃ入り口のや
つ、それが何か、あっこんなんも出来なかったんだ自
分はみたいなの自分で気づいて。何かその…去年、去
年ていうか現役で全部落ちた時は別に何か、まぁ、
まぁしょうがないか、ぐらいの気持ちで悲しいとか思
わなかったんですけど、この部屋でわぁわぁ、初めて
悲しくてすごい号泣しちゃったんですよね(笑)。もう、
何かそのー、絶対ここに行く、代官山だ、と。絶対こ
こで受かって、ここでやってやろうって強く思ったん
です(笑)。ほんとに代官山を選んで良かった。先生が素
晴らしい(笑)。先生が素晴らしいってみんなも言ってま
すよ。何か私はほんとにもうどこも見ないでここに来
ちゃったので、比べられないけどもうここが良すぎて
多分正しかったです、そう(笑)。代官山を選んですごく
良かったです。

現役の時は、家の近くのN塾っていうところで英語以
外。英語はずっと中１から高２までH塾に行ってたけ
ど。現役の時はまぁ無理だなぁみたいな感じになっ
て、もう浪人して絶対一年で受かろう！みたいな適当
な気持ちでやってて、まぁ浪人すれば受かるっしょみ
たいな感じで、浪人すれば日医とかいけちゃうんじゃ
ない？！みたいな感じ(笑)。でも代官山は先生達がすご
く言ってくるし、みんなちゃんと勉強してて、浪人に
なってみて、『あぁ～こんな厳しいんだなぁ』、何か
自分がどれぐらい勉強足りないかとかも分からなかっ
たんで、あ～、これぐらいやんないとダメだみたいに
気づいて、自分も周りにつられてやるみたいな、浪人
はもうひたすら勉強みたいな一年でした。

２号館上がって気抜いて、結果みて血の気が引
いて…。その後死ぬ気で挽回
最初がえーっと、A6で。そうこっち本館で。A6のクラ
スちょっとうるさくて、あ、こんなんじゃだめだわ、
私こんなクラスに絶対いちゃいけない！とか思って
めっちゃやりはじめたらクラス上がった。１学期のは
じめ少し代官山に慣れてきた頃に実は結構だらけてき
てて。やってるつもりだけで自習室でも先生に起こさ
れたりしたことも結構あって。でも５月のマンスリー
の結果をみてやばすぎて深瀧先生のマンツー入れてか
らは、それからはもう、A6の人たちと仲良くしちゃい
けないわとか思って、時間の使い方が変わってずっと
休み時間に予習やって、朝もやってみたいな感じに。
最後の方はペースつかめた感じに。
で、夏に２号館のA3いって、２学期にA5に下がって冬
でまたA3戻れた。夏に２号館行って、それで、あぁも
う２号館来れたからいいじゃん、いいじゃんみたいな
感じでやってたら、ちょっと１週間ぐらい連続で夕方
で帰ってしまった時があって。体調のせいにしてそう
やって夕方ぐらいで勉強しないで帰ってたら、もう何
か次のマンスリーでもうめちゃくちゃ成績悪くなっ
ちゃって。偏差値45ってのが…。いやほんとにヤバい
ですよね。それでもうヤバすぎて、血の気引いて。何
かもう夏は自滅、失敗したって感じです。夏頑張らな
いとヤバいよっていろんな先生に言われたのに失敗し
て、ああもうダメだこれはみたいになっちゃって。も
うA8ぐらいまで落ちると思ってたらなんとかA5で留ま
れて。いやまたちょっと死ぬ気でやれば戻れるかも、
挽回できるかもとか思って、めっちゃ２学期は死ぬ気
でやりました。だから２学期が一番頑張ったと思いま
す。でも結局私が思ったのは、何か本館の方がそばに
石井先生もいるし、いいなと思って（笑）。石井先生
がいるって大きい、何か私は…。私は本館にいたほう
がいいなって、頑張れるから(笑)。

目標ってもちろん合格ですけど、もっと身近な
ところにある目標は深瀧先生だった。
どの先生もみんないいんですけど、平等にいいんです

なところにある目標…、それが深瀧先生だった(笑)。そ
のあと一次受かった時もすっごい…、ちょ～喜んでく
れて、何か一緒に喜んでくれてほんとに嬉しかったで
す。
緒方先生は最初名前を覚えてくれたのがすごい嬉しく
て、すごい。何か、おう！って感じで下の名前で呼ん
できて(笑)。下の名前で呼ぶんだこの人！とか思っ
ちゃったんですけど(笑)。でもすっごいわかりやすい
し、何か、何だろ、どんなこと質問してもすっごい答
えてくれるし。
代官山じゃなかったら受かってないですね、絶対。こ
れはほんとに絶対受かってないと思います(笑)。だって
こんなに良い先生に出会えない…。受からないです。
深瀧先生とか、村上先生とか石井先生の授業とか。
やっぱ、石井先生は何かすごい、雰囲気が違くて、神
様みたいな、何か集中…みたいな(笑)。ちょっと言葉に
…難しいですけど(笑)。それで、何かその、面談の時と
かも受験校全部決めて、それで何か、三者面談の時に
何か、聖マと埼玉医に受かる気がするって言われて。
それ当たって、最終的に。一次ですけどそれは。ほん
とにすごい…。石井先生に何か、そういう風に言われ
て、何か、ほんと頑張ろうみたいに思って、何か、
やってました。両親もすごい石井先生何か違う、雰囲
気が…みたいな(笑)。石井先生の授業があるから、代官
山違う、そんな感じがします。石井先生の英語は、何
か、裏ワザじゃなくてちゃんと細かいところまでやる
ところも好きで。それに英語だけじゃなくていろんな
医学部の受験の知識とか、そのー、気持ちをどう強く
持つかっていうか…、そういう考え方の話とかすごい
助かった気がします。石井先生が言ってたことを全部
付箋と手帳にも書いてて。それが結構二次試験でも言
えたし、願書書くときも参考にしてたり。手帳にも全
部書き写してたんです。マンスリー解き直ししようね
とか小論舐めると落ちるよ、とか。判断力の大切さと
か(笑)。探究心と忍耐力の話とか、んー、探究心は先生
の授業を聞いてるだけじゃなくて、自分でも自分の目
で辞書で調べてから質問して、板書で書いてることを
自分でも調べて確認して、取り組み方に問題がないか
調べることが大事だとか。なんだろ、何か全部大切過
ぎて。石井先生の、いや、有難いお言葉なんです。あ
となんだろ、面接で泣かないとか。何か大切なこと
いっぱい。あと行動力のこと。得意科目を伸びきった
人が受かる、とか。ほんとに全部書いてあるんで、こ
の手帳はほんとに捨てられないです。これと深瀧先生
の授業のプリント。捨てられないんです。予習もしっ
かりしてました、もう、もちろんめちゃくちゃ当たる
んで、私(笑)。当たるってか、もう当ててくださいみた
いな感じでもう…はい、先生にビーム送って(笑)。それ
で当ててもらって(笑)。すごいこうやって姿勢よくし
て、こうやって見て(笑)。当ててもらって(笑)。それで
曜日の感覚ができてたぐらいの感じで(笑)。何かそれが
なかったら、何かもうボーっと時間が過ぎてた感じが

します、ほんとに。何かシャキッと切り替えみたいな
感じで。
その石井先生の授業の前にいっつも並ぶ、並ぶんです
けど。何か席を前の人に取ってもらうとかじゃなく
て、その時に軌跡読んで。あれです、女学館の東京医
大行った人…そう、相川さん！のやつがちょうど貼っ
てあって、いつも並んでる場所に。そういう何か、
貼ってある人のがすごいやっぱ何回も読んでたんで頭
に残ってます。家でも読んでますよちゃんと本のやつ
を。そういう人の何かその、マンスリーで緊張しすぎ
ないようにしようとか、あーそうやるんだなーみたい
な(笑)。ランキング気にするのはいいけどし過ぎはだめ
だよとか。そうなんだーって。

代官山の一年間があまりにも濃すぎて、私は本
当に高校の記憶がないですもう。凝縮してて、
濃かったです。
あと平パン、村上先生、薄先生も好きです。薄先生
は、ほんとにあのー、もう薄先生の授業で分かんな
かったことがないみたいにちょ～～わかりやすくて、
もうそれで何か薄先生のやり方でやれば、全部解ける
みたいな、ほんとにそう。平パンは他の人の軌跡にも
あったんですけど、平パンの言ってたやつが出たわ
～、平パ～ン！みたいな心の中で試験中に叫ぶみたい
な時がマジであって。すごく研究してくれてるんだ
なって。あと平パンって授業で一人をめっちゃ当てる
時があって、最後のほうだけ何かその一人に選ばれ
て、めっちゃ当てられて、でもちゃんと復習してたか
ら、お～出来るようになったじゃんとか言われて(笑)。
何かそれがすごく嬉し～(笑)。そのために！みたいな感
じでやってました。村上先生は確か初日に代官山の最
初の授業の日に村上先生で、ほんとすごいパパみたい
な(笑)。めちゃくちゃ良い人っていうか何か、優しくて
何かあったらいつでも来てねみたいな風に言われて、
何かそれが、一番最初が夜間だったんですけど、それ
で何か、あ～この先生についていけば受かるかもみた
いな感じに(笑)。最後の方も村上先生にすっごい何か、
慰めてもらうっていうか、勇気づけてもらうみたいな
感じで、もう数学も、もちろんすごいんですけど、何
かもう、メンターみたいな感じでした。私、実は、暗
い時はほんとにもう、めっちゃ、自習室でめっちゃ泣
くみたいな(笑)。一人で(笑)。だから村上先生にすごく
救われてたんです。
何かもう冬とかも何か授業がないと私はダメ系だった
んで、めっちゃ授業で埋めて、やるぞぉ～みたいな感
じで乗り切った感じです。夏…、何か夏のこと必死過
ぎてあんま記憶がないんですよ(笑)。何か、はい。本館
から荷物運ぶ時は嬉しいかったけど、周りにどんな感
じで見られてんのかなとか、しかも上がっても授業で
何かずば抜けて出来てないわ自分、とか思っちゃった
り。深瀧先生には怒られてめっちゃ落ち込んだり、す
ごく励ましてもらったり、村上先生とかいろいろ聞い

てもらったり。いやもう、ほんとに代官山が、代官山
の一年間があまりにも濃すぎて、私は本当に高校の記
憶がほんとにないですもう。ほんとないですもう(笑)。
代官山が高校3年分に勝ってます(笑)。もう凝縮して
て、濃かったです。

WAY TO SUCCESS合格への軌跡

現役の時は、家の近くのN塾っていうところで英語以
外。英語はずっと中１から高２までH塾に行ってたけ
ど。現役の時はまぁ無理だなぁみたいな感じになっ
て、もう浪人して絶対一年で受かろう！みたいな適当
な気持ちでやってて、まぁ浪人すれば受かるっしょみ
たいな感じで、浪人すれば日医とかいけちゃうんじゃ
ない？！みたいな感じ(笑)。でも代官山は先生達がすご
く言ってくるし、みんなちゃんと勉強してて、浪人に
なってみて、『あぁ～こんな厳しいんだなぁ』、何か
自分がどれぐらい勉強足りないかとかも分からなかっ
たんで、あ～、これぐらいやんないとダメだみたいに
気づいて、自分も周りにつられてやるみたいな、浪人
はもうひたすら勉強みたいな一年でした。

２号館上がって気抜いて、結果みて血の気が引
いて…。その後死ぬ気で挽回
最初がえーっと、A6で。そうこっち本館で。A6のクラ
スちょっとうるさくて、あ、こんなんじゃだめだわ、
私こんなクラスに絶対いちゃいけない！とか思って
めっちゃやりはじめたらクラス上がった。１学期のは
じめ少し代官山に慣れてきた頃に実は結構だらけてき
てて。やってるつもりだけで自習室でも先生に起こさ
れたりしたことも結構あって。でも５月のマンスリー
の結果をみてやばすぎて深瀧先生のマンツー入れてか
らは、それからはもう、A6の人たちと仲良くしちゃい
けないわとか思って、時間の使い方が変わってずっと
休み時間に予習やって、朝もやってみたいな感じに。
最後の方はペースつかめた感じに。
で、夏に２号館のA3いって、２学期にA5に下がって冬
でまたA3戻れた。夏に２号館行って、それで、あぁも
う２号館来れたからいいじゃん、いいじゃんみたいな
感じでやってたら、ちょっと１週間ぐらい連続で夕方
で帰ってしまった時があって。体調のせいにしてそう
やって夕方ぐらいで勉強しないで帰ってたら、もう何
か次のマンスリーでもうめちゃくちゃ成績悪くなっ
ちゃって。偏差値45ってのが…。いやほんとにヤバい
ですよね。それでもうヤバすぎて、血の気引いて。何
かもう夏は自滅、失敗したって感じです。夏頑張らな
いとヤバいよっていろんな先生に言われたのに失敗し
て、ああもうダメだこれはみたいになっちゃって。も
うA8ぐらいまで落ちると思ってたらなんとかA5で留ま
れて。いやまたちょっと死ぬ気でやれば戻れるかも、
挽回できるかもとか思って、めっちゃ２学期は死ぬ気
でやりました。だから２学期が一番頑張ったと思いま
す。でも結局私が思ったのは、何か本館の方がそばに
石井先生もいるし、いいなと思って（笑）。石井先生
がいるって大きい、何か私は…。私は本館にいたほう
がいいなって、頑張れるから(笑)。

目標ってもちろん合格ですけど、もっと身近な
ところにある目標は深瀧先生だった。
どの先生もみんないいんですけど、平等にいいんです

けど、やっぱ深瀧先生みたいな…(笑)。どこがいいんで
すかね(笑)。スパルタな感じかな(笑)。深瀧先生のマン
ツー一年取ってて、深瀧先生にすごく支えられたから
かな。3回目ぐらいの授業で確か、学期始まって三週間
ぐらい勉強して、何かちょっと。５月のマンスリー終
わった後かな。一回目のマンスリーの生物40.8(笑) 
ちょっとヤバいかもってなって。それでちょっと怖い
けど、深瀧先生に相談してみよっかなと思って。そし
たらすっごい何か、細かく分析じゃないですけど、す
ごく言ってくれて。だからマンツーマン取ることにし
て。深瀧先生の授業プリントがあって、私が担当じゃ
ないクラスのやつも全部とりあえずくださいって言っ
たら、くれて。もう深瀧先生に褒められるために勉強
やってるみたいな感じになっちゃって途中(笑)。基本は
全然クールなんですけど、たまに、すごくたまに褒め
てくれるんで、もうそれを願って頑張って、ずーっと
やってました(笑)。授業でも絶対深瀧先生のはクラスで
一番で取ろう、一番になろうと思って、それもう、
めっちゃやってて、クロスワードだったんですけど、
テストが。何回連続1位とれるかみたいなのやって、そ
れで最後まで1位取れて、最後もめちゃくちゃ点数も良
くて、褒めてくれなかったんで、マンツーの時に言っ
たら、ちょっと、ちょっとだけ褒めてくれて何か、
あー頑張ったねみたいな。それがすごい嬉しかったで
す(笑)。何か目標がないと生きていけなかったので、い
や、目標ってもちろん合格ですけど、何かもっと身近

なところにある目標…、それが深瀧先生だった(笑)。そ
のあと一次受かった時もすっごい…、ちょ～喜んでく
れて、何か一緒に喜んでくれてほんとに嬉しかったで
す。
緒方先生は最初名前を覚えてくれたのがすごい嬉しく
て、すごい。何か、おう！って感じで下の名前で呼ん
できて(笑)。下の名前で呼ぶんだこの人！とか思っ
ちゃったんですけど(笑)。でもすっごいわかりやすい
し、何か、何だろ、どんなこと質問してもすっごい答
えてくれるし。
代官山じゃなかったら受かってないですね、絶対。こ
れはほんとに絶対受かってないと思います(笑)。だって
こんなに良い先生に出会えない…。受からないです。
深瀧先生とか、村上先生とか石井先生の授業とか。
やっぱ、石井先生は何かすごい、雰囲気が違くて、神
様みたいな、何か集中…みたいな(笑)。ちょっと言葉に
…難しいですけど(笑)。それで、何かその、面談の時と
かも受験校全部決めて、それで何か、三者面談の時に
何か、聖マと埼玉医に受かる気がするって言われて。
それ当たって、最終的に。一次ですけどそれは。ほん
とにすごい…。石井先生に何か、そういう風に言われ
て、何か、ほんと頑張ろうみたいに思って、何か、
やってました。両親もすごい石井先生何か違う、雰囲
気が…みたいな(笑)。石井先生の授業があるから、代官
山違う、そんな感じがします。石井先生の英語は、何
か、裏ワザじゃなくてちゃんと細かいところまでやる
ところも好きで。それに英語だけじゃなくていろんな
医学部の受験の知識とか、そのー、気持ちをどう強く
持つかっていうか…、そういう考え方の話とかすごい
助かった気がします。石井先生が言ってたことを全部
付箋と手帳にも書いてて。それが結構二次試験でも言
えたし、願書書くときも参考にしてたり。手帳にも全
部書き写してたんです。マンスリー解き直ししようね
とか小論舐めると落ちるよ、とか。判断力の大切さと
か(笑)。探究心と忍耐力の話とか、んー、探究心は先生
の授業を聞いてるだけじゃなくて、自分でも自分の目
で辞書で調べてから質問して、板書で書いてることを
自分でも調べて確認して、取り組み方に問題がないか
調べることが大事だとか。なんだろ、何か全部大切過
ぎて。石井先生の、いや、有難いお言葉なんです。あ
となんだろ、面接で泣かないとか。何か大切なこと
いっぱい。あと行動力のこと。得意科目を伸びきった
人が受かる、とか。ほんとに全部書いてあるんで、こ
の手帳はほんとに捨てられないです。これと深瀧先生
の授業のプリント。捨てられないんです。予習もしっ
かりしてました、もう、もちろんめちゃくちゃ当たる
んで、私(笑)。当たるってか、もう当ててくださいみた
いな感じでもう…はい、先生にビーム送って(笑)。それ
で当ててもらって(笑)。すごいこうやって姿勢よくし
て、こうやって見て(笑)。当ててもらって(笑)。それで
曜日の感覚ができてたぐらいの感じで(笑)。何かそれが
なかったら、何かもうボーっと時間が過ぎてた感じが

します、ほんとに。何かシャキッと切り替えみたいな
感じで。
その石井先生の授業の前にいっつも並ぶ、並ぶんです
けど。何か席を前の人に取ってもらうとかじゃなく
て、その時に軌跡読んで。あれです、女学館の東京医
大行った人…そう、相川さん！のやつがちょうど貼っ
てあって、いつも並んでる場所に。そういう何か、
貼ってある人のがすごいやっぱ何回も読んでたんで頭
に残ってます。家でも読んでますよちゃんと本のやつ
を。そういう人の何かその、マンスリーで緊張しすぎ
ないようにしようとか、あーそうやるんだなーみたい
な(笑)。ランキング気にするのはいいけどし過ぎはだめ
だよとか。そうなんだーって。

代官山の一年間があまりにも濃すぎて、私は本
当に高校の記憶がないですもう。凝縮してて、
濃かったです。
あと平パン、村上先生、薄先生も好きです。薄先生
は、ほんとにあのー、もう薄先生の授業で分かんな
かったことがないみたいにちょ～～わかりやすくて、
もうそれで何か薄先生のやり方でやれば、全部解ける
みたいな、ほんとにそう。平パンは他の人の軌跡にも
あったんですけど、平パンの言ってたやつが出たわ
～、平パ～ン！みたいな心の中で試験中に叫ぶみたい
な時がマジであって。すごく研究してくれてるんだ
なって。あと平パンって授業で一人をめっちゃ当てる
時があって、最後のほうだけ何かその一人に選ばれ
て、めっちゃ当てられて、でもちゃんと復習してたか
ら、お～出来るようになったじゃんとか言われて(笑)。
何かそれがすごく嬉し～(笑)。そのために！みたいな感
じでやってました。村上先生は確か初日に代官山の最
初の授業の日に村上先生で、ほんとすごいパパみたい
な(笑)。めちゃくちゃ良い人っていうか何か、優しくて
何かあったらいつでも来てねみたいな風に言われて、
何かそれが、一番最初が夜間だったんですけど、それ
で何か、あ～この先生についていけば受かるかもみた
いな感じに(笑)。最後の方も村上先生にすっごい何か、
慰めてもらうっていうか、勇気づけてもらうみたいな
感じで、もう数学も、もちろんすごいんですけど、何
かもう、メンターみたいな感じでした。私、実は、暗
い時はほんとにもう、めっちゃ、自習室でめっちゃ泣
くみたいな(笑)。一人で(笑)。だから村上先生にすごく
救われてたんです。
何かもう冬とかも何か授業がないと私はダメ系だった
んで、めっちゃ授業で埋めて、やるぞぉ～みたいな感
じで乗り切った感じです。夏…、何か夏のこと必死過
ぎてあんま記憶がないんですよ(笑)。何か、はい。本館
から荷物運ぶ時は嬉しいかったけど、周りにどんな感
じで見られてんのかなとか、しかも上がっても授業で
何かずば抜けて出来てないわ自分、とか思っちゃった
り。深瀧先生には怒られてめっちゃ落ち込んだり、す
ごく励ましてもらったり、村上先生とかいろいろ聞い

てもらったり。いやもう、ほんとに代官山が、代官山
の一年間があまりにも濃すぎて、私は本当に高校の記
憶がほんとにないですもう。ほんとないですもう(笑)。
代官山が高校3年分に勝ってます(笑)。もう凝縮して
て、濃かったです。
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WAY TO SUCCESS合格への軌跡

現役の時は、家の近くのN塾っていうところで英語以
外。英語はずっと中１から高２までH塾に行ってたけ
ど。現役の時はまぁ無理だなぁみたいな感じになっ
て、もう浪人して絶対一年で受かろう！みたいな適当
な気持ちでやってて、まぁ浪人すれば受かるっしょみ
たいな感じで、浪人すれば日医とかいけちゃうんじゃ
ない？！みたいな感じ(笑)。でも代官山は先生達がすご
く言ってくるし、みんなちゃんと勉強してて、浪人に
なってみて、『あぁ～こんな厳しいんだなぁ』、何か
自分がどれぐらい勉強足りないかとかも分からなかっ
たんで、あ～、これぐらいやんないとダメだみたいに
気づいて、自分も周りにつられてやるみたいな、浪人
はもうひたすら勉強みたいな一年でした。

２号館上がって気抜いて、結果みて血の気が引
いて…。その後死ぬ気で挽回
最初がえーっと、A6で。そうこっち本館で。A6のクラ
スちょっとうるさくて、あ、こんなんじゃだめだわ、
私こんなクラスに絶対いちゃいけない！とか思って
めっちゃやりはじめたらクラス上がった。１学期のは
じめ少し代官山に慣れてきた頃に実は結構だらけてき
てて。やってるつもりだけで自習室でも先生に起こさ
れたりしたことも結構あって。でも５月のマンスリー
の結果をみてやばすぎて深瀧先生のマンツー入れてか
らは、それからはもう、A6の人たちと仲良くしちゃい
けないわとか思って、時間の使い方が変わってずっと
休み時間に予習やって、朝もやってみたいな感じに。
最後の方はペースつかめた感じに。
で、夏に２号館のA3いって、２学期にA5に下がって冬
でまたA3戻れた。夏に２号館行って、それで、あぁも
う２号館来れたからいいじゃん、いいじゃんみたいな
感じでやってたら、ちょっと１週間ぐらい連続で夕方
で帰ってしまった時があって。体調のせいにしてそう
やって夕方ぐらいで勉強しないで帰ってたら、もう何
か次のマンスリーでもうめちゃくちゃ成績悪くなっ
ちゃって。偏差値45ってのが…。いやほんとにヤバい
ですよね。それでもうヤバすぎて、血の気引いて。何
かもう夏は自滅、失敗したって感じです。夏頑張らな
いとヤバいよっていろんな先生に言われたのに失敗し
て、ああもうダメだこれはみたいになっちゃって。も
うA8ぐらいまで落ちると思ってたらなんとかA5で留ま
れて。いやまたちょっと死ぬ気でやれば戻れるかも、
挽回できるかもとか思って、めっちゃ２学期は死ぬ気
でやりました。だから２学期が一番頑張ったと思いま
す。でも結局私が思ったのは、何か本館の方がそばに
石井先生もいるし、いいなと思って（笑）。石井先生
がいるって大きい、何か私は…。私は本館にいたほう
がいいなって、頑張れるから(笑)。

目標ってもちろん合格ですけど、もっと身近な
ところにある目標は深瀧先生だった。
どの先生もみんないいんですけど、平等にいいんです

なところにある目標…、それが深瀧先生だった(笑)。そ
のあと一次受かった時もすっごい…、ちょ～喜んでく
れて、何か一緒に喜んでくれてほんとに嬉しかったで
す。
緒方先生は最初名前を覚えてくれたのがすごい嬉しく
て、すごい。何か、おう！って感じで下の名前で呼ん
できて(笑)。下の名前で呼ぶんだこの人！とか思っ
ちゃったんですけど(笑)。でもすっごいわかりやすい
し、何か、何だろ、どんなこと質問してもすっごい答
えてくれるし。
代官山じゃなかったら受かってないですね、絶対。こ
れはほんとに絶対受かってないと思います(笑)。だって
こんなに良い先生に出会えない…。受からないです。
深瀧先生とか、村上先生とか石井先生の授業とか。
やっぱ、石井先生は何かすごい、雰囲気が違くて、神
様みたいな、何か集中…みたいな(笑)。ちょっと言葉に
…難しいですけど(笑)。それで、何かその、面談の時と
かも受験校全部決めて、それで何か、三者面談の時に
何か、聖マと埼玉医に受かる気がするって言われて。
それ当たって、最終的に。一次ですけどそれは。ほん
とにすごい…。石井先生に何か、そういう風に言われ
て、何か、ほんと頑張ろうみたいに思って、何か、
やってました。両親もすごい石井先生何か違う、雰囲
気が…みたいな(笑)。石井先生の授業があるから、代官
山違う、そんな感じがします。石井先生の英語は、何
か、裏ワザじゃなくてちゃんと細かいところまでやる
ところも好きで。それに英語だけじゃなくていろんな
医学部の受験の知識とか、そのー、気持ちをどう強く
持つかっていうか…、そういう考え方の話とかすごい
助かった気がします。石井先生が言ってたことを全部
付箋と手帳にも書いてて。それが結構二次試験でも言
えたし、願書書くときも参考にしてたり。手帳にも全
部書き写してたんです。マンスリー解き直ししようね
とか小論舐めると落ちるよ、とか。判断力の大切さと
か(笑)。探究心と忍耐力の話とか、んー、探究心は先生
の授業を聞いてるだけじゃなくて、自分でも自分の目
で辞書で調べてから質問して、板書で書いてることを
自分でも調べて確認して、取り組み方に問題がないか
調べることが大事だとか。なんだろ、何か全部大切過
ぎて。石井先生の、いや、有難いお言葉なんです。あ
となんだろ、面接で泣かないとか。何か大切なこと
いっぱい。あと行動力のこと。得意科目を伸びきった
人が受かる、とか。ほんとに全部書いてあるんで、こ
の手帳はほんとに捨てられないです。これと深瀧先生
の授業のプリント。捨てられないんです。予習もしっ
かりしてました、もう、もちろんめちゃくちゃ当たる
んで、私(笑)。当たるってか、もう当ててくださいみた
いな感じでもう…はい、先生にビーム送って(笑)。それ
で当ててもらって(笑)。すごいこうやって姿勢よくし
て、こうやって見て(笑)。当ててもらって(笑)。それで
曜日の感覚ができてたぐらいの感じで(笑)。何かそれが
なかったら、何かもうボーっと時間が過ぎてた感じが

します、ほんとに。何かシャキッと切り替えみたいな
感じで。
その石井先生の授業の前にいっつも並ぶ、並ぶんです
けど。何か席を前の人に取ってもらうとかじゃなく
て、その時に軌跡読んで。あれです、女学館の東京医
大行った人…そう、相川さん！のやつがちょうど貼っ
てあって、いつも並んでる場所に。そういう何か、
貼ってある人のがすごいやっぱ何回も読んでたんで頭
に残ってます。家でも読んでますよちゃんと本のやつ
を。そういう人の何かその、マンスリーで緊張しすぎ
ないようにしようとか、あーそうやるんだなーみたい
な(笑)。ランキング気にするのはいいけどし過ぎはだめ
だよとか。そうなんだーって。

代官山の一年間があまりにも濃すぎて、私は本
当に高校の記憶がないですもう。凝縮してて、
濃かったです。
あと平パン、村上先生、薄先生も好きです。薄先生
は、ほんとにあのー、もう薄先生の授業で分かんな
かったことがないみたいにちょ～～わかりやすくて、
もうそれで何か薄先生のやり方でやれば、全部解ける
みたいな、ほんとにそう。平パンは他の人の軌跡にも
あったんですけど、平パンの言ってたやつが出たわ
～、平パ～ン！みたいな心の中で試験中に叫ぶみたい
な時がマジであって。すごく研究してくれてるんだ
なって。あと平パンって授業で一人をめっちゃ当てる
時があって、最後のほうだけ何かその一人に選ばれ
て、めっちゃ当てられて、でもちゃんと復習してたか
ら、お～出来るようになったじゃんとか言われて(笑)。
何かそれがすごく嬉し～(笑)。そのために！みたいな感
じでやってました。村上先生は確か初日に代官山の最
初の授業の日に村上先生で、ほんとすごいパパみたい
な(笑)。めちゃくちゃ良い人っていうか何か、優しくて
何かあったらいつでも来てねみたいな風に言われて、
何かそれが、一番最初が夜間だったんですけど、それ
で何か、あ～この先生についていけば受かるかもみた
いな感じに(笑)。最後の方も村上先生にすっごい何か、
慰めてもらうっていうか、勇気づけてもらうみたいな
感じで、もう数学も、もちろんすごいんですけど、何
かもう、メンターみたいな感じでした。私、実は、暗
い時はほんとにもう、めっちゃ、自習室でめっちゃ泣
くみたいな(笑)。一人で(笑)。だから村上先生にすごく
救われてたんです。
何かもう冬とかも何か授業がないと私はダメ系だった
んで、めっちゃ授業で埋めて、やるぞぉ～みたいな感
じで乗り切った感じです。夏…、何か夏のこと必死過
ぎてあんま記憶がないんですよ(笑)。何か、はい。本館
から荷物運ぶ時は嬉しいかったけど、周りにどんな感
じで見られてんのかなとか、しかも上がっても授業で
何かずば抜けて出来てないわ自分、とか思っちゃった
り。深瀧先生には怒られてめっちゃ落ち込んだり、す
ごく励ましてもらったり、村上先生とかいろいろ聞い

てもらったり。いやもう、ほんとに代官山が、代官山
の一年間があまりにも濃すぎて、私は本当に高校の記
憶がほんとにないですもう。ほんとないですもう(笑)。
代官山が高校3年分に勝ってます(笑)。もう凝縮して
て、濃かったです。

卒 業 生 が 語 る
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WAY TO SUCCESS合格への軌跡

やっぱ、1個受かって活気づくっていうか。自
分でも１次受かるんだ、通るってこういう感覚
かぁみたいな。
一次は7校来て、で、2次来たのが、金沢と杏林と日大
ですね。あっそう、その三つの中でも一番早く、日大
46番が来たんでよかったなぁ(笑)。よかったです、お
金払わなくて(笑)。えーっと、来たの3月の…20日です
ね。それまでは生きた心地しないっつうか、そんな遊
んだりする気分じゃないから。お礼参りみたいなこ
と？してましたね、地元の江ノ島の神社、親と行った
り…。パパママは、めっちゃ、いや、もう…。いや、
もう1次合格のときも７校すごく喜んでて…。うち…理
系の人いないんですよ。誰も理系じゃなくって、私が
理系って選択したことだけでもう褒められる…。目指
して勉強してるだけで、なんかもうすごいね、みたい
な感じで言われてたから、もう受かったときとかも
う、ママとかなんかもう、電話で発狂。「きゃー」み
たいな(笑)。そんでもう、パパも、初めての１次…女子
医だったんですけどその時まではすごいもうなんか、
ちょっと本当につらかったんですけど、来たときには
もう、ちょっと、本当にうれしくて泣いちゃう…。そ
の女子医から…なんかやっぱ1個受かると、何ていうん
だろう、活気づくっていうのかな。自信ついて、そこ
からどんどん受かってった。たしか獨協の日に女子医
が発表で、そこから、あっ!なんか行ける気がするって
いうか。なんか今年は、大丈夫なのかもしれないみた
いな…。去年は一次1個も受かってなかったんで。今
年、あっ受かるんだみたいな。自分でも一次通るんだ
みたいな。通るって、こういう感覚かぁみたいな。

しっかり成績表と向き合おう、どこが足りな
かったか分析して、自分の成績に責任持とう
と。
試験中は、うちメンタルがめちゃくちゃ弱いから、試
験中発表見たらもう100パー、良くても悪くっても駄
目だろうなと思って我慢してました。いや、もうメン
タル激弱です。もう激弱過ぎて、もうマンスリーの結
果とかも、もう見ると本当にあのー、まあ自分の成績
表は見れるんですけど、こう、ばーっとランキング張
り出されるの見ると、本当になんかもう本当に、もう
人と比べられるのが、私苦手で。だから、10月ぐらい
からは、本当に比べられるのが嫌だったから、マンス
リーとかウィークリーのあの張り出しは、見ずにもう
自分の成績表だけ見て。その代わり、しっかりその成
績表と向き合おうって思って。先生達にも見てもらっ
てどこが足りなかったかって分析して、比べない分、
自分の成績に責任持とう…、なんかそういう感じで、
割り切るようにしてました。

やってもやっても…なんで伸びないんだって
…。でも伸びるのって秋なんですよね。
いや、代官山に来る前からやってもやってもできなく

て(泣)。なんで成績伸びないんだみたいな。なんか全然
…。夏の辺りにもなんで私抜かされんのみたいな。こ
れ、何が悪いんだろうみたいな感じ。でも、それでも
もう、ひたすらにやるしかないから、この塾は。もう
ひたすらにやってて。信じるしかない、やりきるしか
ない…。そしたらやっと後期になって、実力発揮でき
るようになって…。ああもう本当につらかった。本当
に、やった分だけなんで伸びないんだみたいな。で
も、今年はやっと…。伸びるのって秋なんですよね、
本当にそれはもう、本当に言いたい。本当に、あ
のー、うん、本当に。今すぐじゃない、今じゃない。
いつか絶対伸びるから。みたいな。
夏は、結果には出てないけど、死ぬほど頑張りました
ね。本当に。いや、あのー、何ていうんだろう。なん
か、夏の予定表、もらうじゃないですか。夏の予定表
を拡大コピーして、そこで、朝6時から9時まで何やる
かみたいな感じのも、その必ず授業の時間が80分ある
じゃないですか。自習時間は40分、40分とかで区切っ
て、具体的にテキスト名やページを一つ一つ書き出し
させられて。あ、もうそうですね。めっちゃ綿密に計
画を立てて、時間をすごく意識しながら過ごしてまし
た。

こっちは、仲間も全然違いましたね。みんなが
やる環境。上には上がいた。
いや、もうなんか、前の塾とやる量が違い過ぎて。身
体が付いていかないっていうくらい、えっ、こんな忙
しいのみたいな。これ、やばくね？みたいな。去年の
予備校の授業は、午前中、午後ちょっと授業があっ
て、あと全部自習みたいな。今の私からしたらほとん
ど自習じゃんみたいな。こっちと違って自由…。前、
レ○○○だったんですけど、夜間指導っていう自習が
長くて。こっちでは授業が多く入ってて、なんかすご
くカルチャーショックでしたね(笑)。いや、全然、全然
違いますね。本当に。あと、人も違うし、もちろん。
仲間が全然違いましたね。今から思うと、向こうは、
まあ、みんな結構やってはいたんですけど、何ていう
んだろう、まあ、朝とか来るのもうちが一番早い…。
うちが一番やってるし、うちが一番早く来るしで、
こっちはなんか、できる人もやってるから、うちがや
らないわけにはいかないみたいな。やっぱ、上には上
がいるんだなって感じで。周りもみんなやってるか
ら、えっ、じゃあ、やる!? みたいな、うちよりも早く
来てる人が大勢いるし、うちより頑張ってる人も大勢
いるし、うちより頭いい人も大勢いるから、じゃあ、
うちも流れでやるぞみたいな。いやあ、本当に、何て
いうんだろう。あのー、本当に仲間が違うなと思いま
した。それは。百瀬さん(日本医科大進学：百瀬慧)もレ
○○○だったんで、なんか、カルチャーショック、や
ばくない？みたいな。この塾やばくない？みたいに
言ってました。近くの席でやってる人が、島田夏菜子
(東北医科薬科大進学)さんとかあと、軽部（東邦大医学

をルーティンにしてたから。で、6時44分あそこの寮
出たら、大体塾に46分ぐらいに着くみたいな。そのー
音読はちゃんとはっきり声に出したかったんで。ちゃ
んと音読したかったから家でしてましたね。そうやっ
て、そのなんか、20分間音読の時間毎日設けることに
よって、なんか毎日毎日やってることがあるって、大
切みたいな感じのことを石井先生言ってて。なんか、
毎日必ず、例えばマンスリーで落ち込んでも、必ずこ
れだけはやるみたいな。必ず音読はやるみたいな。な
んか毎日続けることがあったら、なんか見いだせるよ
みたいな感じで。だから絶対やってましたね。あと、
去年、英語がすごい苦手意識があったから、ともかく
音読をするっていうことによって、なんかまあ、英語
得意になんじゃないかなっていうか、ルーティン化。
なんかルーティン化すること見つけると、なんかい
いっていうか。何ていうんだろう。まあ毎日やってた
ことがあるって、なんか実るんじゃないかなみたい
な。英語は上がりましたね。苦手意識がなくなった。
第7回のマンスリーとかすごくて、そうですね、結構克
服できたと思います。去年の何回読んでも読めないみ
たいな感じの感覚を克服。７回目のランキング英語2位
だった、かな。いやでも、見てないんですよその辺。
だから友達伝いに聞いた、みたいな感じです(笑)。ハ
ハ。見ちゃうとまた自分がおごり高ぶっちゃうから。
それはそれでちょっと、駄目だなみたいな。

今年駄目だったら、本当にやめよう。今年１年
で受かる…そういう気持ちで。
なんか、私自身去年の1浪目…1浪目も私、正直言って
めちゃくちゃ頑張ったんですよ。まあ結果は出てない
けど、さっき言ったとおり朝、塾に誰よりも早く、日
曜日も来て、もう、やれること全部やったと。でうち
はお医者さんじゃないから、その、もう1浪で駄目だっ
たら、まあ、ちょっと考えようみたいな…。その、全
部落ちちゃったときに、なんかもう、もう無理じゃん
みたいな。もうこれからどこでやってもなんか受から
ない気がするみたいな感じに。そんときにパパがすご
くいろいろ調べてくれて、まあ、一回、代官山行って
みなよみたいな。近いし。それになんか、いいらしい
よみたいな感じで、パパが見つけてきてくれて。で、
それで、うん、もう代官山ちょっとまあ、一回じゃあ
行ってみるかみたいな。それでもしもその塾に面談に
行ってみて、それでもちょっともう勉強する気になれ
ないっていうんだったら、まあ一応、違う学部も受け
てたんで、まあ、そっち行けばいいし。もう一回代官
山、ママと行ってきなみたいな…。そうしたら、なん
か、何ていうんだろう。ここだったらいい気がするっ
ていうか。で、なんか、もう一回やろうかなみたいな
気持ちになれたっていうのかな。なんかそうですね。
もう一回、もう一回頑張ってみようかな、みたいな気
持ちになって。一浪の時は家から通ってたんです。だ
から湘南新宿ライン朝早くから乗って、疲れて帰って

くるっていうのも分かってたから。もうじゃあ、今年
は、もう。去年はそういうの頑張ったけど、そこで頑
張んなくていいから。もう寮入って、もう今年は、
じゃあ、ちょっとお金かかってもいいから、近い寮
入ってもう今年1年で終わらそう。そう、うん、今年１
年で受かる…そういう感じで頑張ったっていう感じで
すかね。
寮すごく快適でした。本当に。いや、退寮の時も言っ
たと思うんですけど、本当に寮にしてよかったなと思
います。何ていうんだろう。あのー、それまでは、湘
南新宿ラインでずっと立ってたんですよ。朝、座れな
くって。で、帰りも座れなくてずっと立ってて。で、
ずっと立ってるし、その、遅延とかして夜遅くなる
と、もう11時半とかに帰る感じになっちゃって。なん
かそれだけで、めちゃくちゃ頭にくるんですよ。なん
か、なんでこんなに頑張ってんのに、なんだよみたい
な。

薄先生にその時期に応じて的確にアドバイスし
てもらって、化学の原先生は、原先生が扱って
ない講座や授業とかも、丁寧に教えてくれた。
数学は、薄先生と長澤先生にすごくお世話に。薄先生
に、なんか島田はすごい頑張ってるけど、ちょっとな
んか空振ってるみたいな、なんかちょっと違う方向
行っちゃってるみたいな感じのこと言われて。まあ、
去年もやっても伸びなかったんですけど。取りあえず
今は、ともかく、もう僕の言ったことをやってほし
いって、すごい的確に指示してくれて。取りあえず夏
までは授業の予習復習やって、夏まではともかく1学期
のテキストをもう1冊って、これやってほしいって。も
うそれ以外やんなくていいから、もう夏休みはもうそ
れだけその復習を。復習っつうか、できなかった問題
を自分の頭で解く。ただ解くんじゃなくて、自分の頭
でこう、自分の頭で考えながら、何回も解くっていう
ことをやってほしいって。他人に説明できるぐらいっ
て、めっちゃ的確に言ってくれて。夏も、２学期も、
その直前期とか冬もなんか、めっちゃ的確なんです
よ、指示が、これをやってほしいとか。
それにめちゃくちゃ確率が苦手で、もうなんか確率、
来ると飛ばすぐらい、苦手意識が付いちゃってたんで
すけど。確率はもう受験に欠かせないから、もうこれ
は克服しなきゃいけないみたいな感じのことを、石井
先生の面談でも言われて。もうじゃあやるしかない
じゃんみたいな。夏の授業で扱った長澤先生の確率の
授業をずっとループしてやってたんです。おかげで確
率に対する苦手意識が取れたっていうか。なんかあ
あ、あそこに当てはめればいいんだ、みたいな感じに
なれて。確率の苦手意識みたいなの抜け出せたのは、
長澤先生のおかげなんです。化学の原先生は、原先生
が扱ってない講座や授業とかも、結構原先生に聞い
ちゃってたんですけど。それもなんか、一つ一つめっ
ちゃ丁寧に教えてくれて、なんかすごい良かったで

す。分かんないところとかも、違う講座だったりとか
しても、全然嫌な雰囲気もなく、一つ一つ、自分のテ
キストと当てはめてやってくれたっていうのかな。こ
この部分は、このテキストだから、みたいな感じで
やってくれたから。あと後期からの過去問対策みたい
なので、月曜日の1時間目の前に朝にやる、０限。それ
もめちゃくちゃなんか実践的で良かったです。日医と
か昭和とか、日大とかの難しい問題を、その過去問と
か自分でやると、分かんねえ、これ捨て問だ、みたい
な感じになるけど、それとかを、こう先生が教えてく
れることによって、なんか、ちょっと難しくても、な
んか、あ、こうやればいいんだみたいな。で、分かん
ないところも分かってきてそれが楽しかったし良かっ
たです。

栗原先生の授業、理論的に読んでったっていう
のかな。だから、速読も全然できて。
栗原先生も好きでしたね。英文をただ読むんじゃな
くって、パラグラフリーディングみたいな感じで、こ
こに始めにこう、何ていうんだろう。読み方がすごい
自分に合ってたっていうのかな。なんか、理論的に読
んでったっていうのかな。だから、速読も全然でき
て。栗原先生の授業って、正直言って、めちゃくちゃ
授業進むの遅いんですけど、一文一文をすっごい大事
に読んでるっていうのが、すごい合ってて。だから、
音読するときも、あっ、この英文は、こう来て、
あっ、疑問提起だから、じゃあ、答えを見つけると
か、否定が来たら…、そういう感じのを、一文一文め
ちゃくちゃ丁寧に読むんですよ。それが、なんか私は
すごい好きで。なんか、ぱーって読むんじゃなくて、
それ一つ一つが、全部後半につながってるみたいな。
頭使うっていうのかな。うん,だから、すごいよかった
です。
石井先生の授業も、なんかその、めちゃくちゃ一文一
文を、すごい解析並みに細かくやるんで、なんかそれ
が、だからもう、石井先生の授業の英文は、もうその
音読。その音読リストには絶対入れるみたいな。なん
かその、一文一文、ここがこう来たから、こう来るみ
たいなやつとかも、もう頭に入れるっていうのは、絶
対やってましたね。まあまあ当てられてましたね。な
んか石井先生に当てられると、ちょっと頭が真っ白に
なってた。何ていうんだろう、なんか面接で聞かれる
みたいな、そういう緊張感に見舞われるっていうのが
(笑)。あれ、分かってたんだけどなんだっけみたいな
(笑)。まあ、緊張するっていうことにもちょっとずつ慣
れていって…、だからすごく大切な時間でした
（笑）。石井先生が授業中、予定を立てるってこと
と、その必ず自習時間、その必ず1日に全教科やれって
言ってたんですよ。それを聞いて、必ず1日に4教科や
る。それって去年とかやってなかったんで。だから、
自分の好きなところに偏っちゃったり、逆に苦手なと
ころに偏っちゃってたり。なんかすごい、去年はなん

か、なんかすごい極端だったんですね。自分の苦手な
ところをめちゃくちゃやるとか。だけど、そういうん
じゃなくって、なんか1日に4教科やるっていうのを言
われて、その1日にまあ、最低でも絶対に触れることに
よって、なんかバランスよく、バランスよく伸びてっ
たっていうのはあるのかな、それが合格につながって
たっていうのかな。やっぱり受験、どれか1教科だけ得
意なのがあるっていうよりも、4科目平均的でも、超苦
手がないほうがやっぱ大事だから。なんかその欠落し
たのをつくらないためにも、1日4教科絶対触れるって
いうのは、すごい大事だったし。それはなんか、すご
く教えてもらって良かったし、自分でも学べたなって
思いましたね。自分一人では気づかない、学科の知識
以上に大事なことも教えてもらえた１年でした。

WAY TO SUCCESS合格への軌跡

て(泣)。なんで成績伸びないんだみたいな。なんか全然
…。夏の辺りにもなんで私抜かされんのみたいな。こ
れ、何が悪いんだろうみたいな感じ。でも、それでも
もう、ひたすらにやるしかないから、この塾は。もう
ひたすらにやってて。信じるしかない、やりきるしか
ない…。そしたらやっと後期になって、実力発揮でき
るようになって…。ああもう本当につらかった。本当
に、やった分だけなんで伸びないんだみたいな。で
も、今年はやっと…。伸びるのって秋なんですよね、
本当にそれはもう、本当に言いたい。本当に、あ
のー、うん、本当に。今すぐじゃない、今じゃない。
いつか絶対伸びるから。みたいな。
夏は、結果には出てないけど、死ぬほど頑張りました
ね。本当に。いや、あのー、何ていうんだろう。なん
か、夏の予定表、もらうじゃないですか。夏の予定表
を拡大コピーして、そこで、朝6時から9時まで何やる
かみたいな感じのも、その必ず授業の時間が80分ある
じゃないですか。自習時間は40分、40分とかで区切っ
て、具体的にテキスト名やページを一つ一つ書き出し
させられて。あ、もうそうですね。めっちゃ綿密に計
画を立てて、時間をすごく意識しながら過ごしてまし
た。

こっちは、仲間も全然違いましたね。みんなが
やる環境。上には上がいた。
いや、もうなんか、前の塾とやる量が違い過ぎて。身
体が付いていかないっていうくらい、えっ、こんな忙
しいのみたいな。これ、やばくね？みたいな。去年の
予備校の授業は、午前中、午後ちょっと授業があっ
て、あと全部自習みたいな。今の私からしたらほとん
ど自習じゃんみたいな。こっちと違って自由…。前、
レ○○○だったんですけど、夜間指導っていう自習が
長くて。こっちでは授業が多く入ってて、なんかすご
くカルチャーショックでしたね(笑)。いや、全然、全然
違いますね。本当に。あと、人も違うし、もちろん。
仲間が全然違いましたね。今から思うと、向こうは、
まあ、みんな結構やってはいたんですけど、何ていう
んだろう、まあ、朝とか来るのもうちが一番早い…。
うちが一番やってるし、うちが一番早く来るしで、
こっちはなんか、できる人もやってるから、うちがや
らないわけにはいかないみたいな。やっぱ、上には上
がいるんだなって感じで。周りもみんなやってるか
ら、えっ、じゃあ、やる!? みたいな、うちよりも早く
来てる人が大勢いるし、うちより頑張ってる人も大勢
いるし、うちより頭いい人も大勢いるから、じゃあ、
うちも流れでやるぞみたいな。いやあ、本当に、何て
いうんだろう。あのー、本当に仲間が違うなと思いま
した。それは。百瀬さん(日本医科大進学：百瀬慧)もレ
○○○だったんで、なんか、カルチャーショック、や
ばくない？みたいな。この塾やばくない？みたいに
言ってました。近くの席でやってる人が、島田夏菜子
(東北医科薬科大進学)さんとかあと、軽部（東邦大医学

部進学：軽部遥希）君もそうだし。あ、鹿山（東京慈
恵会医科大進学：鹿山竜輔）君とか。まあ、大竹さん
（日本医科大進学：大竹理央）が、毎朝いるのを見
て、なんかこう、あ、今日もやろうみたいな感じにな
りましたね。何つうんだろう、もういるだけでなん
か。いや、ライバルとかじゃないんですよ。全然も
う。レベルがもう違うから。でもなんか、いるだけ
で、あ、今日もやんなくちゃいけないなってなる。

マンスリーで落ち込んでも、必ずこれだけはや
るって大事。うちは必ず音読やる。
うち結構しゃべるの本当は好きで。友達とか大勢つく
りたいけど、まあ今年はやんなきゃって抑制しすぎ
ちゃうと、ストレスたまっちゃうから、息抜き程度に
しゃべって、もう時間が来たら、代官山はなんか自分
の席があるから、食事食べ終えたらすぐ自習室行くと
か。だらだらはしない。そこは我慢してましたね。
自習時間は、問題が難しかったり、手こずっちゃった
りすると、結構、時間が足らなくなっちゃう…、だら
だら引き延ばしちゃうと予定自体が回らなくなっちゃ
うから、もうできなかったやつは、質問するか、保留
でちょっともう次のことに入るみたいな感じで。で、
難しかったやつは、まあ、土日とかにやるとか。朝来
てやり直す。夜9時30分まで残ってやるとかして、そ
の40分、40分で区切ってやるスケジュールは、狂わな
いようにしてましたね。
朝は、6時44分か45分ぐらいにタイムカードのチェッ
クを付ける。46分の時もあったかな。うちとしては、
毎日5時半に起きて5時半から6時までご飯食べて、お
弁当っつうかそれ詰めて。6時ぐらいから勉強、えー6
時15分から6時40分位まで音読。石井先生からも他の
先生達からも言われてた、英語の音読するっていうの

をルーティンにしてたから。で、6時44分あそこの寮
出たら、大体塾に46分ぐらいに着くみたいな。そのー
音読はちゃんとはっきり声に出したかったんで。ちゃ
んと音読したかったから家でしてましたね。そうやっ
て、そのなんか、20分間音読の時間毎日設けることに
よって、なんか毎日毎日やってることがあるって、大
切みたいな感じのことを石井先生言ってて。なんか、
毎日必ず、例えばマンスリーで落ち込んでも、必ずこ
れだけはやるみたいな。必ず音読はやるみたいな。な
んか毎日続けることがあったら、なんか見いだせるよ
みたいな感じで。だから絶対やってましたね。あと、
去年、英語がすごい苦手意識があったから、ともかく
音読をするっていうことによって、なんかまあ、英語
得意になんじゃないかなっていうか、ルーティン化。
なんかルーティン化すること見つけると、なんかい
いっていうか。何ていうんだろう。まあ毎日やってた
ことがあるって、なんか実るんじゃないかなみたい
な。英語は上がりましたね。苦手意識がなくなった。
第7回のマンスリーとかすごくて、そうですね、結構克
服できたと思います。去年の何回読んでも読めないみ
たいな感じの感覚を克服。７回目のランキング英語2位
だった、かな。いやでも、見てないんですよその辺。
だから友達伝いに聞いた、みたいな感じです(笑)。ハ
ハ。見ちゃうとまた自分がおごり高ぶっちゃうから。
それはそれでちょっと、駄目だなみたいな。

今年駄目だったら、本当にやめよう。今年１年
で受かる…そういう気持ちで。
なんか、私自身去年の1浪目…1浪目も私、正直言って
めちゃくちゃ頑張ったんですよ。まあ結果は出てない
けど、さっき言ったとおり朝、塾に誰よりも早く、日
曜日も来て、もう、やれること全部やったと。でうち
はお医者さんじゃないから、その、もう1浪で駄目だっ
たら、まあ、ちょっと考えようみたいな…。その、全
部落ちちゃったときに、なんかもう、もう無理じゃん
みたいな。もうこれからどこでやってもなんか受から
ない気がするみたいな感じに。そんときにパパがすご
くいろいろ調べてくれて、まあ、一回、代官山行って
みなよみたいな。近いし。それになんか、いいらしい
よみたいな感じで、パパが見つけてきてくれて。で、
それで、うん、もう代官山ちょっとまあ、一回じゃあ
行ってみるかみたいな。それでもしもその塾に面談に
行ってみて、それでもちょっともう勉強する気になれ
ないっていうんだったら、まあ一応、違う学部も受け
てたんで、まあ、そっち行けばいいし。もう一回代官
山、ママと行ってきなみたいな…。そうしたら、なん
か、何ていうんだろう。ここだったらいい気がするっ
ていうか。で、なんか、もう一回やろうかなみたいな
気持ちになれたっていうのかな。なんかそうですね。
もう一回、もう一回頑張ってみようかな、みたいな気
持ちになって。一浪の時は家から通ってたんです。だ
から湘南新宿ライン朝早くから乗って、疲れて帰って

くるっていうのも分かってたから。もうじゃあ、今年
は、もう。去年はそういうの頑張ったけど、そこで頑
張んなくていいから。もう寮入って、もう今年は、
じゃあ、ちょっとお金かかってもいいから、近い寮
入ってもう今年1年で終わらそう。そう、うん、今年１
年で受かる…そういう感じで頑張ったっていう感じで
すかね。
寮すごく快適でした。本当に。いや、退寮の時も言っ
たと思うんですけど、本当に寮にしてよかったなと思
います。何ていうんだろう。あのー、それまでは、湘
南新宿ラインでずっと立ってたんですよ。朝、座れな
くって。で、帰りも座れなくてずっと立ってて。で、
ずっと立ってるし、その、遅延とかして夜遅くなる
と、もう11時半とかに帰る感じになっちゃって。なん
かそれだけで、めちゃくちゃ頭にくるんですよ。なん
か、なんでこんなに頑張ってんのに、なんだよみたい
な。

薄先生にその時期に応じて的確にアドバイスし
てもらって、化学の原先生は、原先生が扱って
ない講座や授業とかも、丁寧に教えてくれた。
数学は、薄先生と長澤先生にすごくお世話に。薄先生
に、なんか島田はすごい頑張ってるけど、ちょっとな
んか空振ってるみたいな、なんかちょっと違う方向
行っちゃってるみたいな感じのこと言われて。まあ、
去年もやっても伸びなかったんですけど。取りあえず
今は、ともかく、もう僕の言ったことをやってほし
いって、すごい的確に指示してくれて。取りあえず夏
までは授業の予習復習やって、夏まではともかく1学期
のテキストをもう1冊って、これやってほしいって。も
うそれ以外やんなくていいから、もう夏休みはもうそ
れだけその復習を。復習っつうか、できなかった問題
を自分の頭で解く。ただ解くんじゃなくて、自分の頭
でこう、自分の頭で考えながら、何回も解くっていう
ことをやってほしいって。他人に説明できるぐらいっ
て、めっちゃ的確に言ってくれて。夏も、２学期も、
その直前期とか冬もなんか、めっちゃ的確なんです
よ、指示が、これをやってほしいとか。
それにめちゃくちゃ確率が苦手で、もうなんか確率、
来ると飛ばすぐらい、苦手意識が付いちゃってたんで
すけど。確率はもう受験に欠かせないから、もうこれ
は克服しなきゃいけないみたいな感じのことを、石井
先生の面談でも言われて。もうじゃあやるしかない
じゃんみたいな。夏の授業で扱った長澤先生の確率の
授業をずっとループしてやってたんです。おかげで確
率に対する苦手意識が取れたっていうか。なんかあ
あ、あそこに当てはめればいいんだ、みたいな感じに
なれて。確率の苦手意識みたいなの抜け出せたのは、
長澤先生のおかげなんです。化学の原先生は、原先生
が扱ってない講座や授業とかも、結構原先生に聞い
ちゃってたんですけど。それもなんか、一つ一つめっ
ちゃ丁寧に教えてくれて、なんかすごい良かったで

す。分かんないところとかも、違う講座だったりとか
しても、全然嫌な雰囲気もなく、一つ一つ、自分のテ
キストと当てはめてやってくれたっていうのかな。こ
この部分は、このテキストだから、みたいな感じで
やってくれたから。あと後期からの過去問対策みたい
なので、月曜日の1時間目の前に朝にやる、０限。それ
もめちゃくちゃなんか実践的で良かったです。日医と
か昭和とか、日大とかの難しい問題を、その過去問と
か自分でやると、分かんねえ、これ捨て問だ、みたい
な感じになるけど、それとかを、こう先生が教えてく
れることによって、なんか、ちょっと難しくても、な
んか、あ、こうやればいいんだみたいな。で、分かん
ないところも分かってきてそれが楽しかったし良かっ
たです。

栗原先生の授業、理論的に読んでったっていう
のかな。だから、速読も全然できて。
栗原先生も好きでしたね。英文をただ読むんじゃな
くって、パラグラフリーディングみたいな感じで、こ
こに始めにこう、何ていうんだろう。読み方がすごい
自分に合ってたっていうのかな。なんか、理論的に読
んでったっていうのかな。だから、速読も全然でき
て。栗原先生の授業って、正直言って、めちゃくちゃ
授業進むの遅いんですけど、一文一文をすっごい大事
に読んでるっていうのが、すごい合ってて。だから、
音読するときも、あっ、この英文は、こう来て、
あっ、疑問提起だから、じゃあ、答えを見つけると
か、否定が来たら…、そういう感じのを、一文一文め
ちゃくちゃ丁寧に読むんですよ。それが、なんか私は
すごい好きで。なんか、ぱーって読むんじゃなくて、
それ一つ一つが、全部後半につながってるみたいな。
頭使うっていうのかな。うん,だから、すごいよかった
です。
石井先生の授業も、なんかその、めちゃくちゃ一文一
文を、すごい解析並みに細かくやるんで、なんかそれ
が、だからもう、石井先生の授業の英文は、もうその
音読。その音読リストには絶対入れるみたいな。なん
かその、一文一文、ここがこう来たから、こう来るみ
たいなやつとかも、もう頭に入れるっていうのは、絶
対やってましたね。まあまあ当てられてましたね。な
んか石井先生に当てられると、ちょっと頭が真っ白に
なってた。何ていうんだろう、なんか面接で聞かれる
みたいな、そういう緊張感に見舞われるっていうのが
(笑)。あれ、分かってたんだけどなんだっけみたいな
(笑)。まあ、緊張するっていうことにもちょっとずつ慣
れていって…、だからすごく大切な時間でした
（笑）。石井先生が授業中、予定を立てるってこと
と、その必ず自習時間、その必ず1日に全教科やれって
言ってたんですよ。それを聞いて、必ず1日に4教科や
る。それって去年とかやってなかったんで。だから、
自分の好きなところに偏っちゃったり、逆に苦手なと
ころに偏っちゃってたり。なんかすごい、去年はなん

か、なんかすごい極端だったんですね。自分の苦手な
ところをめちゃくちゃやるとか。だけど、そういうん
じゃなくって、なんか1日に4教科やるっていうのを言
われて、その1日にまあ、最低でも絶対に触れることに
よって、なんかバランスよく、バランスよく伸びてっ
たっていうのはあるのかな、それが合格につながって
たっていうのかな。やっぱり受験、どれか1教科だけ得
意なのがあるっていうよりも、4科目平均的でも、超苦
手がないほうがやっぱ大事だから。なんかその欠落し
たのをつくらないためにも、1日4教科絶対触れるって
いうのは、すごい大事だったし。それはなんか、すご
く教えてもらって良かったし、自分でも学べたなって
思いましたね。自分一人では気づかない、学科の知識
以上に大事なことも教えてもらえた１年でした。
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て(泣)。なんで成績伸びないんだみたいな。なんか全然
…。夏の辺りにもなんで私抜かされんのみたいな。こ
れ、何が悪いんだろうみたいな感じ。でも、それでも
もう、ひたすらにやるしかないから、この塾は。もう
ひたすらにやってて。信じるしかない、やりきるしか
ない…。そしたらやっと後期になって、実力発揮でき
るようになって…。ああもう本当につらかった。本当
に、やった分だけなんで伸びないんだみたいな。で
も、今年はやっと…。伸びるのって秋なんですよね、
本当にそれはもう、本当に言いたい。本当に、あ
のー、うん、本当に。今すぐじゃない、今じゃない。
いつか絶対伸びるから。みたいな。
夏は、結果には出てないけど、死ぬほど頑張りました
ね。本当に。いや、あのー、何ていうんだろう。なん
か、夏の予定表、もらうじゃないですか。夏の予定表
を拡大コピーして、そこで、朝6時から9時まで何やる
かみたいな感じのも、その必ず授業の時間が80分ある
じゃないですか。自習時間は40分、40分とかで区切っ
て、具体的にテキスト名やページを一つ一つ書き出し
させられて。あ、もうそうですね。めっちゃ綿密に計
画を立てて、時間をすごく意識しながら過ごしてまし
た。

こっちは、仲間も全然違いましたね。みんなが
やる環境。上には上がいた。
いや、もうなんか、前の塾とやる量が違い過ぎて。身
体が付いていかないっていうくらい、えっ、こんな忙
しいのみたいな。これ、やばくね？みたいな。去年の
予備校の授業は、午前中、午後ちょっと授業があっ
て、あと全部自習みたいな。今の私からしたらほとん
ど自習じゃんみたいな。こっちと違って自由…。前、
レ○○○だったんですけど、夜間指導っていう自習が
長くて。こっちでは授業が多く入ってて、なんかすご
くカルチャーショックでしたね(笑)。いや、全然、全然
違いますね。本当に。あと、人も違うし、もちろん。
仲間が全然違いましたね。今から思うと、向こうは、
まあ、みんな結構やってはいたんですけど、何ていう
んだろう、まあ、朝とか来るのもうちが一番早い…。
うちが一番やってるし、うちが一番早く来るしで、
こっちはなんか、できる人もやってるから、うちがや
らないわけにはいかないみたいな。やっぱ、上には上
がいるんだなって感じで。周りもみんなやってるか
ら、えっ、じゃあ、やる!? みたいな、うちよりも早く
来てる人が大勢いるし、うちより頑張ってる人も大勢
いるし、うちより頭いい人も大勢いるから、じゃあ、
うちも流れでやるぞみたいな。いやあ、本当に、何て
いうんだろう。あのー、本当に仲間が違うなと思いま
した。それは。百瀬さん(日本医科大進学：百瀬慧)もレ
○○○だったんで、なんか、カルチャーショック、や
ばくない？みたいな。この塾やばくない？みたいに
言ってました。近くの席でやってる人が、島田夏菜子
(東北医科薬科大進学)さんとかあと、軽部（東邦大医学

をルーティンにしてたから。で、6時44分あそこの寮
出たら、大体塾に46分ぐらいに着くみたいな。そのー
音読はちゃんとはっきり声に出したかったんで。ちゃ
んと音読したかったから家でしてましたね。そうやっ
て、そのなんか、20分間音読の時間毎日設けることに
よって、なんか毎日毎日やってることがあるって、大
切みたいな感じのことを石井先生言ってて。なんか、
毎日必ず、例えばマンスリーで落ち込んでも、必ずこ
れだけはやるみたいな。必ず音読はやるみたいな。な
んか毎日続けることがあったら、なんか見いだせるよ
みたいな感じで。だから絶対やってましたね。あと、
去年、英語がすごい苦手意識があったから、ともかく
音読をするっていうことによって、なんかまあ、英語
得意になんじゃないかなっていうか、ルーティン化。
なんかルーティン化すること見つけると、なんかい
いっていうか。何ていうんだろう。まあ毎日やってた
ことがあるって、なんか実るんじゃないかなみたい
な。英語は上がりましたね。苦手意識がなくなった。
第7回のマンスリーとかすごくて、そうですね、結構克
服できたと思います。去年の何回読んでも読めないみ
たいな感じの感覚を克服。７回目のランキング英語2位
だった、かな。いやでも、見てないんですよその辺。
だから友達伝いに聞いた、みたいな感じです(笑)。ハ
ハ。見ちゃうとまた自分がおごり高ぶっちゃうから。
それはそれでちょっと、駄目だなみたいな。

今年駄目だったら、本当にやめよう。今年１年
で受かる…そういう気持ちで。
なんか、私自身去年の1浪目…1浪目も私、正直言って
めちゃくちゃ頑張ったんですよ。まあ結果は出てない
けど、さっき言ったとおり朝、塾に誰よりも早く、日
曜日も来て、もう、やれること全部やったと。でうち
はお医者さんじゃないから、その、もう1浪で駄目だっ
たら、まあ、ちょっと考えようみたいな…。その、全
部落ちちゃったときに、なんかもう、もう無理じゃん
みたいな。もうこれからどこでやってもなんか受から
ない気がするみたいな感じに。そんときにパパがすご
くいろいろ調べてくれて、まあ、一回、代官山行って
みなよみたいな。近いし。それになんか、いいらしい
よみたいな感じで、パパが見つけてきてくれて。で、
それで、うん、もう代官山ちょっとまあ、一回じゃあ
行ってみるかみたいな。それでもしもその塾に面談に
行ってみて、それでもちょっともう勉強する気になれ
ないっていうんだったら、まあ一応、違う学部も受け
てたんで、まあ、そっち行けばいいし。もう一回代官
山、ママと行ってきなみたいな…。そうしたら、なん
か、何ていうんだろう。ここだったらいい気がするっ
ていうか。で、なんか、もう一回やろうかなみたいな
気持ちになれたっていうのかな。なんかそうですね。
もう一回、もう一回頑張ってみようかな、みたいな気
持ちになって。一浪の時は家から通ってたんです。だ
から湘南新宿ライン朝早くから乗って、疲れて帰って

くるっていうのも分かってたから。もうじゃあ、今年
は、もう。去年はそういうの頑張ったけど、そこで頑
張んなくていいから。もう寮入って、もう今年は、
じゃあ、ちょっとお金かかってもいいから、近い寮
入ってもう今年1年で終わらそう。そう、うん、今年１
年で受かる…そういう感じで頑張ったっていう感じで
すかね。
寮すごく快適でした。本当に。いや、退寮の時も言っ
たと思うんですけど、本当に寮にしてよかったなと思
います。何ていうんだろう。あのー、それまでは、湘
南新宿ラインでずっと立ってたんですよ。朝、座れな
くって。で、帰りも座れなくてずっと立ってて。で、
ずっと立ってるし、その、遅延とかして夜遅くなる
と、もう11時半とかに帰る感じになっちゃって。なん
かそれだけで、めちゃくちゃ頭にくるんですよ。なん
か、なんでこんなに頑張ってんのに、なんだよみたい
な。

薄先生にその時期に応じて的確にアドバイスし
てもらって、化学の原先生は、原先生が扱って
ない講座や授業とかも、丁寧に教えてくれた。
数学は、薄先生と長澤先生にすごくお世話に。薄先生
に、なんか島田はすごい頑張ってるけど、ちょっとな
んか空振ってるみたいな、なんかちょっと違う方向
行っちゃってるみたいな感じのこと言われて。まあ、
去年もやっても伸びなかったんですけど。取りあえず
今は、ともかく、もう僕の言ったことをやってほし
いって、すごい的確に指示してくれて。取りあえず夏
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に、なんか島田はすごい頑張ってるけど、ちょっとな
んか空振ってるみたいな、なんかちょっと違う方向
行っちゃってるみたいな感じのこと言われて。まあ、
去年もやっても伸びなかったんですけど。取りあえず
今は、ともかく、もう僕の言ったことをやってほし
いって、すごい的確に指示してくれて。取りあえず夏
までは授業の予習復習やって、夏まではともかく1学期
のテキストをもう1冊って、これやってほしいって。も
うそれ以外やんなくていいから、もう夏休みはもうそ
れだけその復習を。復習っつうか、できなかった問題
を自分の頭で解く。ただ解くんじゃなくて、自分の頭
でこう、自分の頭で考えながら、何回も解くっていう
ことをやってほしいって。他人に説明できるぐらいっ
て、めっちゃ的確に言ってくれて。夏も、２学期も、
その直前期とか冬もなんか、めっちゃ的確なんです
よ、指示が、これをやってほしいとか。
それにめちゃくちゃ確率が苦手で、もうなんか確率、
来ると飛ばすぐらい、苦手意識が付いちゃってたんで
すけど。確率はもう受験に欠かせないから、もうこれ
は克服しなきゃいけないみたいな感じのことを、石井
先生の面談でも言われて。もうじゃあやるしかない
じゃんみたいな。夏の授業で扱った長澤先生の確率の
授業をずっとループしてやってたんです。おかげで確
率に対する苦手意識が取れたっていうか。なんかあ
あ、あそこに当てはめればいいんだ、みたいな感じに
なれて。確率の苦手意識みたいなの抜け出せたのは、
長澤先生のおかげなんです。化学の原先生は、原先生
が扱ってない講座や授業とかも、結構原先生に聞い
ちゃってたんですけど。それもなんか、一つ一つめっ
ちゃ丁寧に教えてくれて、なんかすごい良かったで

す。分かんないところとかも、違う講座だったりとか
しても、全然嫌な雰囲気もなく、一つ一つ、自分のテ
キストと当てはめてやってくれたっていうのかな。こ
この部分は、このテキストだから、みたいな感じで
やってくれたから。あと後期からの過去問対策みたい
なので、月曜日の1時間目の前に朝にやる、０限。それ
もめちゃくちゃなんか実践的で良かったです。日医と
か昭和とか、日大とかの難しい問題を、その過去問と
か自分でやると、分かんねえ、これ捨て問だ、みたい
な感じになるけど、それとかを、こう先生が教えてく
れることによって、なんか、ちょっと難しくても、な
んか、あ、こうやればいいんだみたいな。で、分かん
ないところも分かってきてそれが楽しかったし良かっ
たです。

栗原先生の授業、理論的に読んでったっていう
のかな。だから、速読も全然できて。
栗原先生も好きでしたね。英文をただ読むんじゃな
くって、パラグラフリーディングみたいな感じで、こ
こに始めにこう、何ていうんだろう。読み方がすごい
自分に合ってたっていうのかな。なんか、理論的に読
んでったっていうのかな。だから、速読も全然でき
て。栗原先生の授業って、正直言って、めちゃくちゃ
授業進むの遅いんですけど、一文一文をすっごい大事
に読んでるっていうのが、すごい合ってて。だから、
音読するときも、あっ、この英文は、こう来て、
あっ、疑問提起だから、じゃあ、答えを見つけると
か、否定が来たら…、そういう感じのを、一文一文め
ちゃくちゃ丁寧に読むんですよ。それが、なんか私は
すごい好きで。なんか、ぱーって読むんじゃなくて、
それ一つ一つが、全部後半につながってるみたいな。
頭使うっていうのかな。うん,だから、すごいよかった
です。
石井先生の授業も、なんかその、めちゃくちゃ一文一
文を、すごい解析並みに細かくやるんで、なんかそれ
が、だからもう、石井先生の授業の英文は、もうその
音読。その音読リストには絶対入れるみたいな。なん
かその、一文一文、ここがこう来たから、こう来るみ
たいなやつとかも、もう頭に入れるっていうのは、絶
対やってましたね。まあまあ当てられてましたね。な
んか石井先生に当てられると、ちょっと頭が真っ白に
なってた。何ていうんだろう、なんか面接で聞かれる
みたいな、そういう緊張感に見舞われるっていうのが
(笑)。あれ、分かってたんだけどなんだっけみたいな
(笑)。まあ、緊張するっていうことにもちょっとずつ慣
れていって…、だからすごく大切な時間でした
（笑）。石井先生が授業中、予定を立てるってこと
と、その必ず自習時間、その必ず1日に全教科やれって
言ってたんですよ。それを聞いて、必ず1日に4教科や
る。それって去年とかやってなかったんで。だから、
自分の好きなところに偏っちゃったり、逆に苦手なと
ころに偏っちゃってたり。なんかすごい、去年はなん
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か、なんかすごい極端だったんですね。自分の苦手な
ところをめちゃくちゃやるとか。だけど、そういうん
じゃなくって、なんか1日に4教科やるっていうのを言
われて、その1日にまあ、最低でも絶対に触れることに
よって、なんかバランスよく、バランスよく伸びてっ
たっていうのはあるのかな、それが合格につながって
たっていうのかな。やっぱり受験、どれか1教科だけ得
意なのがあるっていうよりも、4科目平均的でも、超苦
手がないほうがやっぱ大事だから。なんかその欠落し
たのをつくらないためにも、1日4教科絶対触れるって
いうのは、すごい大事だったし。それはなんか、すご
く教えてもらって良かったし、自分でも学べたなって
思いましたね。自分一人では気づかない、学科の知識
以上に大事なことも教えてもらえた１年でした。
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クラスも目安になるし、マンスリーの点数も  
もちろん大事ですけど、そこに一喜一憂しない。
やっぱ自分は、マンスリーで前回こうだったら、

今回自分はこうしようとか、全部自分で捉えてた。
日本大医学部進学　八巻達哉 君(秀光中等教育学校卒)
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やっぱ２号館、周りは当然のごとくみんな受かっ
てて、（自分が出るまでは）きつかったっす。周
りの受かったっていう声とか入って来るし…。
いやーちょっときつかったっすね、ぶっちゃけ受験期
は。ちょっとビビりました、日大なかなか繰上げ進ま
なくて…。日大番号出てたから、来る…見込みがある
番号だったんで来るっちゃ来るって信じて待ってたん
すけど。良かった～、来て(笑)。なんか最初岩手愛知で、
マジ死んだ ( 笑 )。帝京の 1 日目かな、確か 1 日目に岩
手と愛知が出たとき、古川（古川城太郎：愛知医科大
進学）と一緒に帰ってたんですよ。その帰り道、古川
が結果見て受かってて、なんかめっちゃ喜んでて、あー
よかったじゃんって。で、俺は後でこっそり見て、はい、
さようならって感じでした ( 笑 )。いやでもすごいっす
よね古川は。岩手愛知どっちも正規ですもんね。俺は
あと帝京⇒帝京って行って、東邦やめて３日目も、帝
京っす。そこまで全滅で。だから東邦行く気になんな
くて、もうマジで結構死んでました。死んだ状態で３
日目も帝京行ったら３日目の帝京で通ったんすよ～一
次 ( 笑 )。まあでもあれは２次来てないから意味ないっ
すけど(笑 )。で、次が獨協行って、聖マ行って、東医行っ
て、日医？で、杏林、金沢、日大。で、一次出たのが、
日大と帝京っす。いやきつかったっす。ほんときつかっ
たっす。ぶっちゃけまじで。やっぱ２号館、周りは当
然のごとくみんな受かってて、結構きつかったっす。
周りの声とか入って来るし、でもかといってそんな…
なんか落ち込んでるキャラでもないから。

合格通知届いた日と免許取った日同じなんすよ (笑 )。
日大は番号が43で、それで石井先生に話して、43番だっ
たって言ったら、大丈夫って言われて、お疲れみたい
な ( 笑 )、って言ってもらえて ( 笑 ) 、そう、もういい
よみたいな、頑張ったね、みたいな感じで声掛けてく
れてまあ嬉しかったっす。自分も今年ちょっとだめだっ
たらどうしようかなって考えてたんで。そんないつま
でもなんてのは無理だし、今年の受験期が自分にとっ
ては結構きつかったから。ほんっとやっと通知来たの
が、３月中旬ですね。免許取り行ってたんすよ ( 笑 )、
合格通知届いた日と免許取った日同じなんすよ ( 笑 )。
かあちゃんめっちゃ喜んでましたよ。まじで、いやほ
んとに普通に俺も嬉しかったし。かあちゃん泣いてま
した、いやほんとに良かったなって感じっすね。迷惑
かけたし。自分、一浪目が駿台で、二浪目にこっち ( 代
官山 MEDICAL) きて、んでそん時に自分が東京でやり
たいって言ったから寮に入れること許してもらったり、
ここでやっていいよって言ってもらったんで、やっぱ
りそこすげえ感謝してるし、だからほんとに日大来て
喜んでくれた時はほんとに俺も嬉しかったですね、ほ
んとによかったです。感謝しかないです。

一年間通して自分はどういう風に試験期間やっ
てくのかっていうのを考えた方がいいと思いま
すね。
やっぱり代官山は多分周りに…、成績が貼られたり、
あとそういう友達の距離感が近かったりすると、こう
周りをどうしても気になっちゃったりすると思うんで
すけど、やっぱ、そこに合う人と、合わない人がいる
と思うんすよね。で多分自分は、あんまり合わなかっ
たんすよね。周りと比べすぎると自分は基本、あんま
り興味ないというか。やっぱ自分は、前回こうだったら、
今回は自分はこうしようとか、全部自分で捉えてたん
で。その、今もし周りのことが気になりすぎてる人が
いるんだとしたら、別にそこは無理して考えることし
なくていいし、それか先生に話したほうが絶対いいと
思うし、やっぱわけわかんなくなるんで。しかも実際
こういう風に試験の時は絶対自分一人じゃないですか。
だから、みんなが状況が違う中、多分いつもみたいに
みんなで比べ合ってとか、そういうのは絶対できない
と思うんすよ。だからほんとにその試験の時を考えて、
一年間通して自分はどういう風に試験期間やってくの
かっていうのを考えた方がいいと思いますね。僕は完
全に自己完結してたタイプ。先生とは相談とかしてい
ましたけど…。それは一年間通してそうでしたね。だ
からそんなに、クラスもちろん大事だし、目安になるし、
マンスリーの点数ももちろん大事ですけど、そこに一
喜一憂しないっていうか。ほんとに結局、結局なんか、
受かればいいんで。ホントに一次落ちまくった時も、
自分の実力不足ってしか思ってなかったし、だからこ
そ「自分」にふざけんなよみたいな感じで思ってたり
してたんで。そんな感じっすね。

俺もやってやろうって気になってやってました。
いやーでもほんと成長しましたね。やっぱり大きく違
うのは本館と二号館、で移動があったこと。本館が悪
いとかじゃなくて、二号館の良さとして単純にみんな
やるし、できる、みんな点数取る。だからその同じ教
室とか、同じ建物にランキングにみんな載ってるとやっ
ぱり自分も頑張ろうっていうか、ついていかなきゃと
かそういう風に思うってところあったし、やっぱりそ
の M( 選抜 ) とかだと、点数取んなきゃいけないから、
クラス相応の点数を取らなきゃっていう風に意識して
た部分があったし、そこが多分頑張れた、糧っていう
か頑張れるようになった。精神的にもやっぱり色々忍
耐力がついたと思いますね。やっぱ二号館すごいっす
ね。基本ちゃんとみんな勉強してるし、やっぱ、なん
か本館いた時は、やっぱなんかこう、M って何みたいな。
二号館やばくねみたいな感じだったんすけど、いざな
んか自分いってみると、こんなんで大丈夫かなって逆
に焦るんすよ。今俺まったく伸びてる実感がないから、
こんなんで二号館いて M にいていいのかなって思いな
がらやってたんすけど、でもそれを思い続けて、やっ

に来てくれるからだからもうそういうとこがめっちゃ
良くて、やっぱ一生懸命だし。普通に始まって、10 分
ぐらい経ったら始まるチャイムが鳴って、でまあそっ
からも真剣にずっとやってみたいな。なんか熱いじゃ
ないですかやっぱり村上先生。だからそこがほんとに
よかったし、あとプリントとかもいっぱい渡されて、
でやったらちゃんと持ってきてとか、あと空きコマと
か村上先生が空いてる時間、4 時間目とか空いてたら
教えてくれて、で講師室んとこで教えてくれたりして
くれました。自分が空いてたらおいでって、生徒想い
ですよね。別にマンツー取ってない時もプリントを休
み時間とかに採点して貰ったりしてたんで。ほんとに
常に見てもらってましたね。ほんとに一浪目はもう数
学どうしようって感じだった、なんもできなくて。で、
まあヤバい意識はずっとあったから、ここのテキスト
も 4 周やって、てかまあ代官山のテキストっすね基本。
で、まあ徐々に徐々にこう、マンスリーの大問１が徐々
にできるようになってきて、でちょっと最終的には随
分手つけられるようになってきて。偏差値 63 ってのが
一回あって、59 ってのが一回、その二回はランキング
載ったんすよ。で、数学最後に 64.8 取ってますね～、
たしか。でもほんとに多分昨年の自分だったら絶対解
けてないし、みんなが簡単だって思う問題を自分も解
けるぐらいにはなれたっていうのが多分大きかった。
化学は誰っていう感じじゃなかったですね。原先生は
授業とか計算とか原先生の解法だとめっちゃ早いし、
ほんとに早くて。めっちゃ感動するんすよ。すげーなっ
て。やり方もそうですし、まあ分かりやすいし、でま
あ授業だとみんなに合わせた感じでやってくれたりし
て、マンツーとかだとちょっと違う問題例題とか使っ
たりしてもっとこう、効率よくっていうか。そんな感
じでしたね、そういう機会が多くて。まあ理科はあん
まり俺マンツーは取ってなかったんですけど。
緒方先生はいつも気にかけてくれてるっていうか、常
に。で自分はマンスリーの後に、マンスリー日曜日で、
絶対月曜のうちに俺、生物のマンスリーの直しをやっ
て、自分の 4 教科の全部の点数と総合点書いて、感想
と次回に向けてみたいなのを書いて、３ページぐらい
ですかね大体ノートで。それを毎回月曜日に緒方先生
に見せに行ってて。そうです、やれって言われて。

ここはほんとに質問しやすいってのもあるし、
ほんとにみんな誰でもいいから質問できるって
いう…。
代官山は、先生がほんとによくて、ほんとに一生懸命
やってくれる、誰に聞いてもほんとにいくら忙しくて
も答えてくれたり、そういうところが本当に感謝して
います。もうほんとに感謝してるし、やっぱりその駿
台にいたとき一浪目は、全然聞けなかったんすよ、雰
囲気も。質問とかできなくて。先生との距離が遠いし、
先生達のいる部屋が俺らのいる自習室と全然離れてた
り、あともういちいち改まって入ってって質問するん

すけど、俺も全然行ったことなくて、でもここはほん
とに質問しやすいってのもあるし、あとほんとにみん
な誰でもいいから質問できるっていう、そういう環境
すげーいいと思いますね。まじで。他所を経験してこ
こに来るとほんとにびっくりしますね。なんかめっちゃ
いいじゃんみたいな。それにほんとに無駄がないから、
先生に質問するために何時間も待つとか、明日にしよ
うって、そういうのないじゃないですか。ほんとにそ
ういうとこよかったっすね。代官山は、まあてか基本
やっぱり朝から晩まで開いてるんで。フル活用してま
したね。まあでも当然朝 6 時とかに来てる人はいたし、
でも自分さすがに 6 時とかには来れてなかったってい
うのは事実で、でもまあ遅くても 7 時半とか 8 時とか
には絶対来て、夜はまあ最後までいて、そんな感じで
やってたし。だからフルでとりあえず代官山に来る、
とりあえず代官山の自習室でやるっていう。

なんか俺、ジム行けって言われて ( 笑 )、はい、
行ってました ( 笑 )
石井先生の授業は、やっぱ当てられると緊張するんで
予習は当たり前ですけどめっちゃ予習してましたね。
訳せるようにとか、まあ後は、授業で色んな話聞ける
んで、例えば去年、作戦というか、その試験の前になっ
たら今年は日程こうだから、作戦はこういう風にしよ
うとか。いやもう石井先生全部頭に入ってて。でまあ
そういう話を聞けるのもいいですし、でもやっぱ当て
られるとね、緊張しますね。めっちゃ当てられましたよ。
ほんとにめっちゃ当てられて。必ず一時間に一回はま
あまず当てられて、基本当てられます（笑）。今日１回
当てられたから～なんて、ちょっと気抜いてると当て
られたりするんすよ。そこで間違って、はいー話聞い
てなかったねみたいな。そんなことも ( 笑 )。ほんとに
基本、気を張ってないとやっぱりダメなんで、ほんと
そういう意味ではすごい集中力増した…集中した授業
だったし、やっぱり他の子もやっぱり緊張してたし。
モチベアップにつながったのもあるし、なんか俺、ジ
ム行けって言われて ( 笑 )、はい、行ってました ( 笑 )、
マジで日曜日の自習時間終わったあと、安い区立のジ
ムだったんっすけど、石井先生が紹介？してくれて、
メンタル強くしたいなら身体作れって…、はい、言わ
れて。秋の三者面談の待合室で父親に成績よりも体が
大きくなってるって言われたっす ( 笑 )。親ぐらい石井
先生は生徒にいろいろ言ってくれて、普通、予備校の
先生って、ジムに行けなんて言わない…。親？ていう
くらい面倒みてくれたと思います。まあでもやっぱ
ちょっと当てられたらいやだなって間違ったらだ
せーって感覚で後ろに座ってました…。でも全然当て
られます。関係ないっす。どこに座ってても結局当て
られるんすよ結局。やっぱ多分英語自信ないからっす
かね。気にしてもらえてたっていうか…。それあるか
もしれないっすね。
今年、医学部合格を目指す後輩の方々に…。

ほんとに毎日とにかく代官山に来ることが大事です。
それは思いますほんとに。い～んすよ、全然い～んす
よなんか、落ち込んでも嬉しくなって浮かれてても全
然いいんで、とりあえずどんな時でも代官山に来て、
勉強して。まあ気晴らしに、俺だったら走りに行った
りとか、別に他の人だったら何でもいいっすけど、気
晴らしも全然していいと思うけど、やっぱ日中はちゃ
んと代官山で勉強するっていう、そこですかね。まあ
やるしかないっていうか。
あんまりなんかゲームとか好きじゃないんで、あんま
やることないんで、ほんと運動するか、勉強するかみ
たいな（笑）。石井先生に運動しろって言われて。とり
あえずほんとに代官山にはほぼ毎日休まず来てました
ね。まあなんか別にほんとにもちろん気晴らしってい
うか、日曜日は自習時間が終わってからジムに行って、
週明けの月曜日の朝からとりあえずここにきて、レ
ビューやったりとか。あとまあ課題あるじゃないです
か、あれとりあえずやっとこみたいな。先生達のおか
げでやることがはっきりしてるのが良かったかな、マ
ジで。
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WAY TO SUCCESS合格への軌跡

一年間通して自分はどういう風に試験期間やっ
てくのかっていうのを考えた方がいいと思いま
すね。
やっぱり代官山は多分周りに…、成績が貼られたり、
あとそういう友達の距離感が近かったりすると、こう
周りをどうしても気になっちゃったりすると思うんで
すけど、やっぱ、そこに合う人と、合わない人がいる
と思うんすよね。で多分自分は、あんまり合わなかっ
たんすよね。周りと比べすぎると自分は基本、あんま
り興味ないというか。やっぱ自分は、前回こうだったら、
今回は自分はこうしようとか、全部自分で捉えてたん
で。その、今もし周りのことが気になりすぎてる人が
いるんだとしたら、別にそこは無理して考えることし
なくていいし、それか先生に話したほうが絶対いいと
思うし、やっぱわけわかんなくなるんで。しかも実際
こういう風に試験の時は絶対自分一人じゃないですか。
だから、みんなが状況が違う中、多分いつもみたいに
みんなで比べ合ってとか、そういうのは絶対できない
と思うんすよ。だからほんとにその試験の時を考えて、
一年間通して自分はどういう風に試験期間やってくの
かっていうのを考えた方がいいと思いますね。僕は完
全に自己完結してたタイプ。先生とは相談とかしてい
ましたけど…。それは一年間通してそうでしたね。だ
からそんなに、クラスもちろん大事だし、目安になるし、
マンスリーの点数ももちろん大事ですけど、そこに一
喜一憂しないっていうか。ほんとに結局、結局なんか、
受かればいいんで。ホントに一次落ちまくった時も、
自分の実力不足ってしか思ってなかったし、だからこ
そ「自分」にふざけんなよみたいな感じで思ってたり
してたんで。そんな感じっすね。

俺もやってやろうって気になってやってました。
いやーでもほんと成長しましたね。やっぱり大きく違
うのは本館と二号館、で移動があったこと。本館が悪
いとかじゃなくて、二号館の良さとして単純にみんな
やるし、できる、みんな点数取る。だからその同じ教
室とか、同じ建物にランキングにみんな載ってるとやっ
ぱり自分も頑張ろうっていうか、ついていかなきゃと
かそういう風に思うってところあったし、やっぱりそ
の M( 選抜 ) とかだと、点数取んなきゃいけないから、
クラス相応の点数を取らなきゃっていう風に意識して
た部分があったし、そこが多分頑張れた、糧っていう
か頑張れるようになった。精神的にもやっぱり色々忍
耐力がついたと思いますね。やっぱ二号館すごいっす
ね。基本ちゃんとみんな勉強してるし、やっぱ、なん
か本館いた時は、やっぱなんかこう、M って何みたいな。
二号館やばくねみたいな感じだったんすけど、いざな
んか自分いってみると、こんなんで大丈夫かなって逆
に焦るんすよ。今俺まったく伸びてる実感がないから、
こんなんで二号館いて M にいていいのかなって思いな
がらやってたんすけど、でもそれを思い続けて、やっ

といてよかったかなっていう風に思いますし、みんな
雰囲気はなんか別に堅いわけでもないし、緩くはない
けど、でもやっぱり試験の結果みるとやっぱり二号館っ
てすげーなって。みんな一次めっちゃ持ってるし。正
規もめっちゃいるし、特待も…。まじすげーわって思
いましたね。

昨年の自分だったら絶対解けてない問題が簡単
だって思えるようになった。
やっぱ英語はずっとお世話になってた三ツ橋先生です
ね。ほんとに自分は、単語とかイディオムとか弱いっ
て印象があったんで、毎週小テストみたいな感じで、
こっからここまでやってって言われて、でイディオム
もプリントもらって、でそれを覚えて、次の授業の頭
で口頭で答えられるかみたいな。栗原先生とかはすご
いなんかこういう風に授業を進めてくよみたいなガイ
ダンスをマンツーの前にしてくれて、栗原先生のマン
ツーはこういう風に進めるからこれに合わせてやって
きてとか。なんか論理的だったていうか、良かったで
すし、授業もやっぱ面白かったんで、やっぱり受けて
て楽しかったし。それは大きかったっすね。数学の村
上先生はほんとに一生懸命やってくれて、もう授業は
じまる、20 分休みあるじゃないですか、授業の 15 分
くらい前に教室来てくれたりするんすよ。例えば自分
がマンツーブースに早めに入ったら、村上先生も早め

に来てくれるからだからもうそういうとこがめっちゃ
良くて、やっぱ一生懸命だし。普通に始まって、10 分
ぐらい経ったら始まるチャイムが鳴って、でまあそっ
からも真剣にずっとやってみたいな。なんか熱いじゃ
ないですかやっぱり村上先生。だからそこがほんとに
よかったし、あとプリントとかもいっぱい渡されて、
でやったらちゃんと持ってきてとか、あと空きコマと
か村上先生が空いてる時間、4 時間目とか空いてたら
教えてくれて、で講師室んとこで教えてくれたりして
くれました。自分が空いてたらおいでって、生徒想い
ですよね。別にマンツー取ってない時もプリントを休
み時間とかに採点して貰ったりしてたんで。ほんとに
常に見てもらってましたね。ほんとに一浪目はもう数
学どうしようって感じだった、なんもできなくて。で、
まあヤバい意識はずっとあったから、ここのテキスト
も 4 周やって、てかまあ代官山のテキストっすね基本。
で、まあ徐々に徐々にこう、マンスリーの大問１が徐々
にできるようになってきて、でちょっと最終的には随
分手つけられるようになってきて。偏差値 63 ってのが
一回あって、59 ってのが一回、その二回はランキング
載ったんすよ。で、数学最後に 64.8 取ってますね～、
たしか。でもほんとに多分昨年の自分だったら絶対解
けてないし、みんなが簡単だって思う問題を自分も解
けるぐらいにはなれたっていうのが多分大きかった。
化学は誰っていう感じじゃなかったですね。原先生は
授業とか計算とか原先生の解法だとめっちゃ早いし、
ほんとに早くて。めっちゃ感動するんすよ。すげーなっ
て。やり方もそうですし、まあ分かりやすいし、でま
あ授業だとみんなに合わせた感じでやってくれたりし
て、マンツーとかだとちょっと違う問題例題とか使っ
たりしてもっとこう、効率よくっていうか。そんな感
じでしたね、そういう機会が多くて。まあ理科はあん
まり俺マンツーは取ってなかったんですけど。
緒方先生はいつも気にかけてくれてるっていうか、常
に。で自分はマンスリーの後に、マンスリー日曜日で、
絶対月曜のうちに俺、生物のマンスリーの直しをやっ
て、自分の 4 教科の全部の点数と総合点書いて、感想
と次回に向けてみたいなのを書いて、３ページぐらい
ですかね大体ノートで。それを毎回月曜日に緒方先生
に見せに行ってて。そうです、やれって言われて。

ここはほんとに質問しやすいってのもあるし、
ほんとにみんな誰でもいいから質問できるって
いう…。
代官山は、先生がほんとによくて、ほんとに一生懸命
やってくれる、誰に聞いてもほんとにいくら忙しくて
も答えてくれたり、そういうところが本当に感謝して
います。もうほんとに感謝してるし、やっぱりその駿
台にいたとき一浪目は、全然聞けなかったんすよ、雰
囲気も。質問とかできなくて。先生との距離が遠いし、
先生達のいる部屋が俺らのいる自習室と全然離れてた
り、あともういちいち改まって入ってって質問するん

すけど、俺も全然行ったことなくて、でもここはほん
とに質問しやすいってのもあるし、あとほんとにみん
な誰でもいいから質問できるっていう、そういう環境
すげーいいと思いますね。まじで。他所を経験してこ
こに来るとほんとにびっくりしますね。なんかめっちゃ
いいじゃんみたいな。それにほんとに無駄がないから、
先生に質問するために何時間も待つとか、明日にしよ
うって、そういうのないじゃないですか。ほんとにそ
ういうとこよかったっすね。代官山は、まあてか基本
やっぱり朝から晩まで開いてるんで。フル活用してま
したね。まあでも当然朝 6 時とかに来てる人はいたし、
でも自分さすがに 6 時とかには来れてなかったってい
うのは事実で、でもまあ遅くても 7 時半とか 8 時とか
には絶対来て、夜はまあ最後までいて、そんな感じで
やってたし。だからフルでとりあえず代官山に来る、
とりあえず代官山の自習室でやるっていう。

なんか俺、ジム行けって言われて ( 笑 )、はい、
行ってました ( 笑 )
石井先生の授業は、やっぱ当てられると緊張するんで
予習は当たり前ですけどめっちゃ予習してましたね。
訳せるようにとか、まあ後は、授業で色んな話聞ける
んで、例えば去年、作戦というか、その試験の前になっ
たら今年は日程こうだから、作戦はこういう風にしよ
うとか。いやもう石井先生全部頭に入ってて。でまあ
そういう話を聞けるのもいいですし、でもやっぱ当て
られるとね、緊張しますね。めっちゃ当てられましたよ。
ほんとにめっちゃ当てられて。必ず一時間に一回はま
あまず当てられて、基本当てられます（笑）。今日１回
当てられたから～なんて、ちょっと気抜いてると当て
られたりするんすよ。そこで間違って、はいー話聞い
てなかったねみたいな。そんなことも ( 笑 )。ほんとに
基本、気を張ってないとやっぱりダメなんで、ほんと
そういう意味ではすごい集中力増した…集中した授業
だったし、やっぱり他の子もやっぱり緊張してたし。
モチベアップにつながったのもあるし、なんか俺、ジ
ム行けって言われて ( 笑 )、はい、行ってました ( 笑 )、
マジで日曜日の自習時間終わったあと、安い区立のジ
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大きくなってるって言われたっす ( 笑 )。親ぐらい石井
先生は生徒にいろいろ言ってくれて、普通、予備校の
先生って、ジムに行けなんて言わない…。親？ていう
くらい面倒みてくれたと思います。まあでもやっぱ
ちょっと当てられたらいやだなって間違ったらだ
せーって感覚で後ろに座ってました…。でも全然当て
られます。関係ないっす。どこに座ってても結局当て
られるんすよ結局。やっぱ多分英語自信ないからっす
かね。気にしてもらえてたっていうか…。それあるか
もしれないっすね。
今年、医学部合格を目指す後輩の方々に…。
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りとか、別に他の人だったら何でもいいっすけど、気
晴らしも全然していいと思うけど、やっぱ日中はちゃ
んと代官山で勉強するっていう、そこですかね。まあ
やるしかないっていうか。
あんまりなんかゲームとか好きじゃないんで、あんま
やることないんで、ほんと運動するか、勉強するかみ
たいな（笑）。石井先生に運動しろって言われて。とり
あえずほんとに代官山にはほぼ毎日休まず来てました
ね。まあなんか別にほんとにもちろん気晴らしってい
うか、日曜日は自習時間が終わってからジムに行って、
週明けの月曜日の朝からとりあえずここにきて、レ
ビューやったりとか。あとまあ課題あるじゃないです
か、あれとりあえずやっとこみたいな。先生達のおか
げでやることがはっきりしてるのが良かったかな、マ
ジで。
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行ってました ( 笑 )
石井先生の授業は、やっぱ当てられると緊張するんで
予習は当たり前ですけどめっちゃ予習してましたね。
訳せるようにとか、まあ後は、授業で色んな話聞ける
んで、例えば去年、作戦というか、その試験の前になっ
たら今年は日程こうだから、作戦はこういう風にしよ
うとか。いやもう石井先生全部頭に入ってて。でまあ
そういう話を聞けるのもいいですし、でもやっぱ当て
られるとね、緊張しますね。めっちゃ当てられましたよ。
ほんとにめっちゃ当てられて。必ず一時間に一回はま
あまず当てられて、基本当てられます（笑）。今日１回
当てられたから～なんて、ちょっと気抜いてると当て
られたりするんすよ。そこで間違って、はいー話聞い
てなかったねみたいな。そんなことも ( 笑 )。ほんとに
基本、気を張ってないとやっぱりダメなんで、ほんと
そういう意味ではすごい集中力増した…集中した授業
だったし、やっぱり他の子もやっぱり緊張してたし。
モチベアップにつながったのもあるし、なんか俺、ジ
ム行けって言われて ( 笑 )、はい、行ってました ( 笑 )、
マジで日曜日の自習時間終わったあと、安い区立のジ
ムだったんっすけど、石井先生が紹介？してくれて、
メンタル強くしたいなら身体作れって…、はい、言わ
れて。秋の三者面談の待合室で父親に成績よりも体が
大きくなってるって言われたっす ( 笑 )。親ぐらい石井
先生は生徒にいろいろ言ってくれて、普通、予備校の
先生って、ジムに行けなんて言わない…。親？ていう
くらい面倒みてくれたと思います。まあでもやっぱ
ちょっと当てられたらいやだなって間違ったらだ
せーって感覚で後ろに座ってました…。でも全然当て
られます。関係ないっす。どこに座ってても結局当て
られるんすよ結局。やっぱ多分英語自信ないからっす
かね。気にしてもらえてたっていうか…。それあるか
もしれないっすね。
今年、医学部合格を目指す後輩の方々に…。

ほんとに毎日とにかく代官山に来ることが大事です。
それは思いますほんとに。い～んすよ、全然い～んす
よなんか、落ち込んでも嬉しくなって浮かれてても全
然いいんで、とりあえずどんな時でも代官山に来て、
勉強して。まあ気晴らしに、俺だったら走りに行った
りとか、別に他の人だったら何でもいいっすけど、気
晴らしも全然していいと思うけど、やっぱ日中はちゃ
んと代官山で勉強するっていう、そこですかね。まあ
やるしかないっていうか。
あんまりなんかゲームとか好きじゃないんで、あんま
やることないんで、ほんと運動するか、勉強するかみ
たいな（笑）。石井先生に運動しろって言われて。とり
あえずほんとに代官山にはほぼ毎日休まず来てました
ね。まあなんか別にほんとにもちろん気晴らしってい
うか、日曜日は自習時間が終わってからジムに行って、
週明けの月曜日の朝からとりあえずここにきて、レ
ビューやったりとか。あとまあ課題あるじゃないです
か、あれとりあえずやっとこみたいな。先生達のおか
げでやることがはっきりしてるのが良かったかな、マ
ジで。
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当たり前のことを当たり前にやる。
代官山MEDICALの当たり前に  

やらざるを得ない環境が  
合格を確実にしてくれた。

昭和大医学部進学　矢島瑞己 君（早稲田実業高校卒）

WAY TO SUCCESS合格への軌跡

２次受けたところ５校全部合格
一次出たのが、えっと杏林、昭和、日大、北里、埼玉、
東邦…もうひとつあった気がする ( 笑 ) あ、岩手、岩手
です。７校ですね。それで２次来たのが、埼玉と北里
以外全部 ( 笑 )。埼玉と北里は２次蹴っちゃって…他と
入試かぶってて行けなかったんで、だから２次いった
とこ全部きました ( 笑 ) おかげさまです ( 笑 )。東医は
昭和と被っちゃってたから、三者面談の受験のスケ
ジュール決めるときに、あなたの場合は昭和の２次と
日医はかぶらせちゃだめだから、かぶらせるとしたら
昭和を東医の１次に被らせよう、って戦略で。日医を
一番に志望してたんで、石井先生も賛成してくれて。
最初に 2 次来たのが杏林の４番で、最初のえっと…２
月の 26 ？にきて、３日後に 16 番の岩手。で３月 22
くらいに 53 番の日大。で、27 に東北。30 日に昭和、っ
て昭和は遅かったですね。杏林の5番が松前（日大進学）
でなんかあいつと縁があるんですけど、まあ、４番の
時点でくることは確定したんで、その時点で一応受験
が終了したってことで、親も喜んでくれて、踊ってま
したよ、母親が ( 笑 )。

冬期で先生に言われた通りアミノ酸の構造式を
やっておいたら得点源に！
その～、日医は１次落ちて ( 笑 )、まあしょうがないで
すね。最初…もうちょっと最初から過去問見て意識し
とけば…。実は深瀧先生に、最初…一番最初に、授業の。
過去問解いて、志望校との距離を測る、っていうこと
は大切だ、みたいなこと言われてたんで１度だけ解い
たんですけど、中途半端に…、まあ、ちょっと…目標
が自分には高いかなとか…でも憧れも…って感じで揺
らいじゃってて…、そんなのが原因かなと。あと日医
は英語っすね、いやー日医の英語は、なんか、本物の
実力が試されるというか、東邦とか、日大とか、飛ば
し読みとか結構できるんですけど…日医の英語はちゃ
んとやっといたほうがいいっすよ ( 笑 ) でもどうなんで
しょうね。杏林きた時点で安心しすぎて日医後期は失
速した。後期に向けての受験に失速したってのもある
と思うんですけど、うーんまあ、まあでも早く決めと
くに越したことはないと。まあ結果論ですけど受験は
前期で決めとくべきですよね ( 笑 )。
昭和の生物は８割強ぐらいできたと思いますけどね。
生物で稼いだ感じですね。数学は、あの出題ミスの数
列の問題、あれやっちゃったんですよねー ( 笑 ) 絶対取
らなきゃいけない問題だろうって思って。でもやった
ら取り消し ! みたいな。でー , 数学は半分位。化学も半
分位(笑)化学むずかったですねー。でも冬期の授業で、
アミノ酸の形？アミノ酸の構造式みて、なにって言え
るようにしておいた方がいいって授業でいわれたんで、
言われた通りやっといたら、結構稼げた感じですね。
昭和はあれけっこう大事ですね。アミノ酸の構造式と
か。覚えといて、名前が、パって出るようにする…。
昭和で大事だったと思います、化学は。

疑問をすぐに解消⇒達成感⇒さらに勉強が進
む。
去年は AA ってとこで、授業しない系の…なんか ( 笑 )、
授業しないやつ。課題を１週間ごとに出されて、で、
その進捗…１週間の終わりに、進捗と分析反省を書い
て…メールで送って。で、週一回面談、みたいな ( 笑 )。
安かったんで。自習というか計算トレーニングという
か、自分でやる…。教えてくれる人はいません。面談
してくれる人は居るんですけど方針ってだけで…あん
まり。まあ、メールで質問すれば、で適切な質問ってあっ
ちが判断したら…塾行ったときに返してくれる ( 笑 )。
去年は、質問がしづらかったのが…まあ、根本的に授
業なしってのが敗因だった気もしますけど ( 笑 ) まあ安
かった…、東京一安い ( 笑 )。その前に駿台行ってたん
ですけどついていけなくて。だから自習でまずは自分
で進めた方がいいよなと思って…。間違えました完全
に ( 笑 )。メールで送んなきゃいけないってめんどくさ
いし…返ってもこないんで、もっとめんどくさくなっ
て…。やっぱりこっちの環境はすげぇありがたかった
です。先生いつでもいるし、ちゃんと勉強…、知識だ
けじゃなくて、アドバイスも自分を診てくれた上で言っ
てくれる…。これまでとは全然違いました。
先生達に言われて今年はとくに気を付けてたことが
あって…、えーっとまず疑問点を…、疑問を残さない。
しっかりその場で理解する。まあすでに自分は塾選び
でも失敗してるんでそこからも学んだことなんですけ
ど。最初の方から、もうセミナーで分かんないとこあっ
たら、深瀧先生とか色んな先生に聞きにいって。質問
したっていう記憶も残るし、それはそれで収穫かなー
と思って。とにかく疑問…わかんないなーってなった
ら、一応自分なりに考えてから聞くと、まあ解決される。
解決されて…達成感もあるし。その達成感をもとにま
た勉強が進むっていう…、モチベーションが上がって
く、保てるって感じ。

８月下旬のゆるみで９月マンスリーは初のラン
キング外。最後は総合５位に浮上
なんだろ。８月おわりはたるんじゃって…。マンスリー
もなく、授業…自習時間多いとき、まそれで…なんだ
ろ自習時間多くなるとたるみましたね。やばかった…
そうですね。授業あって量こなしてるときは余計な事
あんま考えなかった気がしますね。ひたすらに授業の
予習復習…まあ量こなすことで集中してくるというか。
そのゆるみのせいか９月１週目のマンスリーで…かな
り落ち込んで。180 点くらい？総合ランキング載んな
かったんです。この時期に載らないのはかなりキツイ
なって…ちょっとへこみましたね。その…どこもどの
大学も受かんないんじゃないかって…。そん時 M4 の
クラスで一番低い点数とったりしてー…、計算ミスが
減らない現状に、…苦しんでた ( 笑 )。それが…１番キ
ツかったかな…９月のやつは計算ミスが結構多くて出

んと指摘してくれたので、日医対策も。結構良かった
です ( 笑 ) 青葉先生のとこ、よく行ってましたね。
数学は山室先生と２学期からのマンツー、あれが無かっ
たら…、あれかなりでかいっすねちゃんとやってなかっ
たら…。ほんとに提出…、汚い字で提出してもみてく
れてほんとに…（笑）結構出ましたね、ベクトルとか
確率、すごい重要なところやって下さってほんとにあ
りがたかったです。薄先生はほんとまあすごい…厳し
い（笑）んーと厳しいこと言ってくださって。後期と
か…「おまえほんとにヤバいよ」とか（笑）平パンも。
厳しい事言ってくれる先生は、すごい有り難いんです。
普通は言わないと思うんで、あんま言いたくないんだ
ろうけど、んー嫌われたりイヤだろうし…。うーん平
パンは無神経なだけかもしれないですけど（笑）わか
んないですけど（笑）。平パンも最初の方に、最初の春
休みのさきどりの課題を解いたの見せに行ったら、
Basic からやったほうがいいよーって最初に言われて。
まあそこでなんか、結構キツイこと言う先生いるなあ
みたく…。ただそうやってちゃんと指摘してくれたり、
会った時声かけて気にしてくれたり、言ってくれたお
かげで結構がんばれたってのがありますね。薄先生と
平パンのおかげで間違った方向へいかずに…、道踏み
外さずに…。
三上先生も厳しぃ…んあーその、モチベーションを上
げてくれるって感じですね。授業中に、速い解き方あ
んのに、遅い解き方してたら、それじゃダメだよみた
いな口調きつい…でもああダメなんだ、って反省でき
るってのがやっぱ。いや、ちゃんと愛情を感じてます
よ（笑）。愛情感じるから反省できる…。質問もちゃん
と答えてくれるし。ちゃんと考えなさい。って言われ
るし。最後の方は結構優しかったです。（笑）受験のた
めに…、自分の場合は厳しい先生の方がためになるな、
と思ってたんで。
深瀧先生はまあ一番最初からほんとにお世話になって
る先生で、2 月の春の最初の先取りのところから。セ
ミナーとか、めちゃくちゃ質問行きましたし、そのた
びに、結構、疑問をちゃんと解決してくれて、なんか
すごい結構絵もうまいし、図示がうまいんで。すごい
伝わりやすかったし。まあ、ふつうに頭がいいですよ
ね（笑）ほんとにすごいと思います。（笑）授業も、細かい、
なんか独自のプリントもあって。あと余談で言うこと
が、入試に出たり。まあまったく無駄のない、授業で
したね。まあ深瀧先生もそうですし、ほかの先生、他
の生物の緒方先生とか、山崎先生とかそうですね。
小論は去年まったく対策してなかったんで、面接とか
まったく…あの塾。前の塾でやってなかったんで、
ちょっとどうしたらいいですか、大丈夫ですか、みた
いな、高橋先生に声かけてもらった時に。代官山は１
学期から対策あるし、でも不安だから少しだけマンツー
を。でそれだけ。聖マとか過去問使ってやった感じで
すかね。結構技術的なアドバイス…、その技術的なア
ドバイスのおかげで、けっこう…だいたいの文章の、

なんか、二項対立が、把握できるようになった。日大
とか。たぶん難しかったと思うんですけど。けっこう
…いけましたね。けっこういけました。
自分でも、レビューテストとか自分なりにやり込んで。
ま、やればできるテスト。英作文覚えて、例文覚えて。
化学とか生物とかはまあ提出範囲とか決まってるんで、
じっくりやった感じですかね、その範囲を。付け焼刃
はよくないんで…。なんか課題が、課題というか目の
前に…。課題がいっぱい提出されてたんで、マンスリー
とかウィークリーとか、あと普通の授業の宿題とか。
優先順位があって何をやるべきか簡単に決められたん
でやりやすかったですね。

当たり前のことを当たり前にやる。
勉強すればするほど見えてくるものがある。
後輩に向けて、伝えておきたいのは、目標、志望校を、
ましっかりと、まあ、ずっと守っておくこと。そうす
れば、モチベが上がると思うんで。その時点での成績
とか、どうとかあんま関係なくて。自分も、まあ昭和
とか受かると思ってなかったし。今の現状は関係なく。
校則にもあるように志望校を決めて、２ランク上げて。
さいしょっから…うーん、まあ自分に何が足りないの
かっていうのを、ちゃんと見てみたほうがいいかなーっ
と思います。あと朝来ること。疑問点を残さないこと。
あと、その人に合った戦略を…うーん、得意教科とか
不得意とか、まあ勉強すればするほど、まあ見えてく
ると思うんですけど。得意な科目はしっかり伸ばしき
ること、…で、苦手科目をまあ最低ライン、死守する
こと。…が戦略として大事かなーと思ってます、総合
点なんで。小論文も１学期からやんないといけない。
やっぱ１次通ったとこ全部２次来たってのはちゃんと
１学期からやってたから…。えーいや…まあ、石井先
生や薄先生もおっしゃっると思うんですけど、まあ先
生が言ってることを普通に、素直に…先輩が言ってる
こととか、授業で先生が言ってることとか、を素直に、
まあ普通の事を、当たり前のことを当たり前にやるの
が大切だと思います。代官山は当たり前のことを当た
り前にやらなきゃいけないっていう環境だったし、周
りがそうさせてくれた。なんか一番密度の濃い時間だっ
た気がしますね。まあ色んな意味で。まあ嬉しかった
こともあるし、まあ、まあ、辛いキツかった…まあだ
いたい浪人はキツいと思うんですけど…まあ密度が濃
かったなーと思います。まあ早稲田実業（高校）もよかっ
たですけどね（笑）まああんま受験って感じじゃ無かっ
たんで。代官山みたいに、いやー…管理され…ないと
多分、自分はしっかりできなかったと思うんで。多分
ここまでの合格校数はキツかったと思いますね。周り
がいるのもデカいですね。伊藤さん（昭和特待）とか、
めちゃくちゃ朝早かったし、机もきれいだし。（笑）ま
あ特待だし。そういう人と学べるって、普通…だけど
自分にはすごくありがたかったなと思います。
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あんま考えなかった気がしますね。ひたすらに授業の
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大学も受かんないんじゃないかって…。そん時 M4 の
クラスで一番低い点数とったりしてー…、計算ミスが
減らない現状に、…苦しんでた ( 笑 )。それが…１番キ
ツかったかな…９月のやつは計算ミスが結構多くて出

来なかった形なんで。だって数学すごいですよ 21 点で
したから、確か。で薄先生に相談したらゆっくり丁寧
に解きなさいって励ましてもらって。でなんとか最後
の方、マンスリーで５位とってー…あ、一番最後、そ
うですね。それが…結構嬉しかったですね。274点。んー
そうですね。まあ目に見える結果として。それが…、
嬉しかったですね。いや。まあでも、警戒はしてまし
たね。生物簡単だったし、日医目指してたんで。まあ
そこは全然気を引き締めて行こうと。これは『まぐれ』
だって。。ちょっと悲観的に ( 笑 )。冷静に受け取るよ
うにはしていましたけど ( 笑 )

工夫を織り交ぜた勉強時間の確保と添削指導、
先生達からのキツイ愛情あるダメ出し
石井先生は最初に、その日の授業でやったことを、思
い出せるように、それを意識して勉強するようにと話
してくれて、授業中にポストイットとかに、その分か
んなかった知らなかった知識とか書いといて、で帰り
に、そのポストイット束ねたやつ、単語カードみたい
にして、思い出すとか、だからそうやって勉強時間確
保してましたね。石井先生の話聞いて、結構、勉強に
も工夫を取り入れるようになりました。石井先生は英
語の授業自体もすごい、かなり細かいところまでみて
下さって、すごい出るところをちゃんと言ってくれる、
やってくれる、って感じです。モチベもすごい、高め
てくれるんで。情報も多いし。
あとたくさん添削してもらってたのは青葉先生ですね、
なんか…論理的に、解答根拠示してくれるし、なんだろ。
速読も意識しつつ、考えて解くって事。英作とか出し
に行っても、親切に見てくれて、この前とかも。結構ちゃ

んと指摘してくれたので、日医対策も。結構良かった
です ( 笑 ) 青葉先生のとこ、よく行ってましたね。
数学は山室先生と２学期からのマンツー、あれが無かっ
たら…、あれかなりでかいっすねちゃんとやってなかっ
たら…。ほんとに提出…、汚い字で提出してもみてく
れてほんとに…（笑）結構出ましたね、ベクトルとか
確率、すごい重要なところやって下さってほんとにあ
りがたかったです。薄先生はほんとまあすごい…厳し
い（笑）んーと厳しいこと言ってくださって。後期と
か…「おまえほんとにヤバいよ」とか（笑）平パンも。
厳しい事言ってくれる先生は、すごい有り難いんです。
普通は言わないと思うんで、あんま言いたくないんだ
ろうけど、んー嫌われたりイヤだろうし…。うーん平
パンは無神経なだけかもしれないですけど（笑）わか
んないですけど（笑）。平パンも最初の方に、最初の春
休みのさきどりの課題を解いたの見せに行ったら、
Basic からやったほうがいいよーって最初に言われて。
まあそこでなんか、結構キツイこと言う先生いるなあ
みたく…。ただそうやってちゃんと指摘してくれたり、
会った時声かけて気にしてくれたり、言ってくれたお
かげで結構がんばれたってのがありますね。薄先生と
平パンのおかげで間違った方向へいかずに…、道踏み
外さずに…。
三上先生も厳しぃ…んあーその、モチベーションを上
げてくれるって感じですね。授業中に、速い解き方あ
んのに、遅い解き方してたら、それじゃダメだよみた
いな口調きつい…でもああダメなんだ、って反省でき
るってのがやっぱ。いや、ちゃんと愛情を感じてます
よ（笑）。愛情感じるから反省できる…。質問もちゃん
と答えてくれるし。ちゃんと考えなさい。って言われ
るし。最後の方は結構優しかったです。（笑）受験のた
めに…、自分の場合は厳しい先生の方がためになるな、
と思ってたんで。
深瀧先生はまあ一番最初からほんとにお世話になって
る先生で、2 月の春の最初の先取りのところから。セ
ミナーとか、めちゃくちゃ質問行きましたし、そのた
びに、結構、疑問をちゃんと解決してくれて、なんか
すごい結構絵もうまいし、図示がうまいんで。すごい
伝わりやすかったし。まあ、ふつうに頭がいいですよ
ね（笑）ほんとにすごいと思います。（笑）授業も、細かい、
なんか独自のプリントもあって。あと余談で言うこと
が、入試に出たり。まあまったく無駄のない、授業で
したね。まあ深瀧先生もそうですし、ほかの先生、他
の生物の緒方先生とか、山崎先生とかそうですね。
小論は去年まったく対策してなかったんで、面接とか
まったく…あの塾。前の塾でやってなかったんで、
ちょっとどうしたらいいですか、大丈夫ですか、みた
いな、高橋先生に声かけてもらった時に。代官山は１
学期から対策あるし、でも不安だから少しだけマンツー
を。でそれだけ。聖マとか過去問使ってやった感じで
すかね。結構技術的なアドバイス…、その技術的なア
ドバイスのおかげで、けっこう…だいたいの文章の、

なんか、二項対立が、把握できるようになった。日大
とか。たぶん難しかったと思うんですけど。けっこう
…いけましたね。けっこういけました。
自分でも、レビューテストとか自分なりにやり込んで。
ま、やればできるテスト。英作文覚えて、例文覚えて。
化学とか生物とかはまあ提出範囲とか決まってるんで、
じっくりやった感じですかね、その範囲を。付け焼刃
はよくないんで…。なんか課題が、課題というか目の
前に…。課題がいっぱい提出されてたんで、マンスリー
とかウィークリーとか、あと普通の授業の宿題とか。
優先順位があって何をやるべきか簡単に決められたん
でやりやすかったですね。

当たり前のことを当たり前にやる。
勉強すればするほど見えてくるものがある。
後輩に向けて、伝えておきたいのは、目標、志望校を、
ましっかりと、まあ、ずっと守っておくこと。そうす
れば、モチベが上がると思うんで。その時点での成績
とか、どうとかあんま関係なくて。自分も、まあ昭和
とか受かると思ってなかったし。今の現状は関係なく。
校則にもあるように志望校を決めて、２ランク上げて。
さいしょっから…うーん、まあ自分に何が足りないの
かっていうのを、ちゃんと見てみたほうがいいかなーっ
と思います。あと朝来ること。疑問点を残さないこと。
あと、その人に合った戦略を…うーん、得意教科とか
不得意とか、まあ勉強すればするほど、まあ見えてく
ると思うんですけど。得意な科目はしっかり伸ばしき
ること、…で、苦手科目をまあ最低ライン、死守する
こと。…が戦略として大事かなーと思ってます、総合
点なんで。小論文も１学期からやんないといけない。
やっぱ１次通ったとこ全部２次来たってのはちゃんと
１学期からやってたから…。えーいや…まあ、石井先
生や薄先生もおっしゃっると思うんですけど、まあ先
生が言ってることを普通に、素直に…先輩が言ってる
こととか、授業で先生が言ってることとか、を素直に、
まあ普通の事を、当たり前のことを当たり前にやるの
が大切だと思います。代官山は当たり前のことを当た
り前にやらなきゃいけないっていう環境だったし、周
りがそうさせてくれた。なんか一番密度の濃い時間だっ
た気がしますね。まあ色んな意味で。まあ嬉しかった
こともあるし、まあ、まあ、辛いキツかった…まあだ
いたい浪人はキツいと思うんですけど…まあ密度が濃
かったなーと思います。まあ早稲田実業（高校）もよかっ
たですけどね（笑）まああんま受験って感じじゃ無かっ
たんで。代官山みたいに、いやー…管理され…ないと
多分、自分はしっかりできなかったと思うんで。多分
ここまでの合格校数はキツかったと思いますね。周り
がいるのもデカいですね。伊藤さん（昭和特待）とか、
めちゃくちゃ朝早かったし、机もきれいだし。（笑）ま
あ特待だし。そういう人と学べるって、普通…だけど
自分にはすごくありがたかったなと思います。

WAY TO SUCCESS合格への軌跡

疑問をすぐに解消⇒達成感⇒さらに勉強が進
む。
去年は AA ってとこで、授業しない系の…なんか ( 笑 )、
授業しないやつ。課題を１週間ごとに出されて、で、
その進捗…１週間の終わりに、進捗と分析反省を書い
て…メールで送って。で、週一回面談、みたいな ( 笑 )。
安かったんで。自習というか計算トレーニングという
か、自分でやる…。教えてくれる人はいません。面談
してくれる人は居るんですけど方針ってだけで…あん
まり。まあ、メールで質問すれば、で適切な質問ってあっ
ちが判断したら…塾行ったときに返してくれる ( 笑 )。
去年は、質問がしづらかったのが…まあ、根本的に授
業なしってのが敗因だった気もしますけど ( 笑 ) まあ安
かった…、東京一安い ( 笑 )。その前に駿台行ってたん
ですけどついていけなくて。だから自習でまずは自分
で進めた方がいいよなと思って…。間違えました完全
に ( 笑 )。メールで送んなきゃいけないってめんどくさ
いし…返ってもこないんで、もっとめんどくさくなっ
て…。やっぱりこっちの環境はすげぇありがたかった
です。先生いつでもいるし、ちゃんと勉強…、知識だ
けじゃなくて、アドバイスも自分を診てくれた上で言っ
てくれる…。これまでとは全然違いました。
先生達に言われて今年はとくに気を付けてたことが
あって…、えーっとまず疑問点を…、疑問を残さない。
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でも失敗してるんでそこからも学んだことなんですけ
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と思って。とにかく疑問…わかんないなーってなった
ら、一応自分なりに考えてから聞くと、まあ解決される。
解決されて…達成感もあるし。その達成感をもとにま
た勉強が進むっていう…、モチベーションが上がって
く、保てるって感じ。
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そのゆるみのせいか９月１週目のマンスリーで…かな
り落ち込んで。180 点くらい？総合ランキング載んな
かったんです。この時期に載らないのはかなりキツイ
なって…ちょっとへこみましたね。その…どこもどの
大学も受かんないんじゃないかって…。そん時 M4 の
クラスで一番低い点数とったりしてー…、計算ミスが
減らない現状に、…苦しんでた ( 笑 )。それが…１番キ
ツかったかな…９月のやつは計算ミスが結構多くて出

んと指摘してくれたので、日医対策も。結構良かった
です ( 笑 ) 青葉先生のとこ、よく行ってましたね。
数学は山室先生と２学期からのマンツー、あれが無かっ
たら…、あれかなりでかいっすねちゃんとやってなかっ
たら…。ほんとに提出…、汚い字で提出してもみてく
れてほんとに…（笑）結構出ましたね、ベクトルとか
確率、すごい重要なところやって下さってほんとにあ
りがたかったです。薄先生はほんとまあすごい…厳し
い（笑）んーと厳しいこと言ってくださって。後期と
か…「おまえほんとにヤバいよ」とか（笑）平パンも。
厳しい事言ってくれる先生は、すごい有り難いんです。
普通は言わないと思うんで、あんま言いたくないんだ
ろうけど、んー嫌われたりイヤだろうし…。うーん平
パンは無神経なだけかもしれないですけど（笑）わか
んないですけど（笑）。平パンも最初の方に、最初の春
休みのさきどりの課題を解いたの見せに行ったら、
Basic からやったほうがいいよーって最初に言われて。
まあそこでなんか、結構キツイこと言う先生いるなあ
みたく…。ただそうやってちゃんと指摘してくれたり、
会った時声かけて気にしてくれたり、言ってくれたお
かげで結構がんばれたってのがありますね。薄先生と
平パンのおかげで間違った方向へいかずに…、道踏み
外さずに…。
三上先生も厳しぃ…んあーその、モチベーションを上
げてくれるって感じですね。授業中に、速い解き方あ
んのに、遅い解き方してたら、それじゃダメだよみた
いな口調きつい…でもああダメなんだ、って反省でき
るってのがやっぱ。いや、ちゃんと愛情を感じてます
よ（笑）。愛情感じるから反省できる…。質問もちゃん
と答えてくれるし。ちゃんと考えなさい。って言われ
るし。最後の方は結構優しかったです。（笑）受験のた
めに…、自分の場合は厳しい先生の方がためになるな、
と思ってたんで。
深瀧先生はまあ一番最初からほんとにお世話になって
る先生で、2 月の春の最初の先取りのところから。セ
ミナーとか、めちゃくちゃ質問行きましたし、そのた
びに、結構、疑問をちゃんと解決してくれて、なんか
すごい結構絵もうまいし、図示がうまいんで。すごい
伝わりやすかったし。まあ、ふつうに頭がいいですよ
ね（笑）ほんとにすごいと思います。（笑）授業も、細かい、
なんか独自のプリントもあって。あと余談で言うこと
が、入試に出たり。まあまったく無駄のない、授業で
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の生物の緒方先生とか、山崎先生とかそうですね。
小論は去年まったく対策してなかったんで、面接とか
まったく…あの塾。前の塾でやってなかったんで、
ちょっとどうしたらいいですか、大丈夫ですか、みた
いな、高橋先生に声かけてもらった時に。代官山は１
学期から対策あるし、でも不安だから少しだけマンツー
を。でそれだけ。聖マとか過去問使ってやった感じで
すかね。結構技術的なアドバイス…、その技術的なア
ドバイスのおかげで、けっこう…だいたいの文章の、

なんか、二項対立が、把握できるようになった。日大
とか。たぶん難しかったと思うんですけど。けっこう
…いけましたね。けっこういけました。
自分でも、レビューテストとか自分なりにやり込んで。
ま、やればできるテスト。英作文覚えて、例文覚えて。
化学とか生物とかはまあ提出範囲とか決まってるんで、
じっくりやった感じですかね、その範囲を。付け焼刃
はよくないんで…。なんか課題が、課題というか目の
前に…。課題がいっぱい提出されてたんで、マンスリー
とかウィークリーとか、あと普通の授業の宿題とか。
優先順位があって何をやるべきか簡単に決められたん
でやりやすかったですね。

当たり前のことを当たり前にやる。
勉強すればするほど見えてくるものがある。
後輩に向けて、伝えておきたいのは、目標、志望校を、
ましっかりと、まあ、ずっと守っておくこと。そうす
れば、モチベが上がると思うんで。その時点での成績
とか、どうとかあんま関係なくて。自分も、まあ昭和
とか受かると思ってなかったし。今の現状は関係なく。
校則にもあるように志望校を決めて、２ランク上げて。
さいしょっから…うーん、まあ自分に何が足りないの
かっていうのを、ちゃんと見てみたほうがいいかなーっ
と思います。あと朝来ること。疑問点を残さないこと。
あと、その人に合った戦略を…うーん、得意教科とか
不得意とか、まあ勉強すればするほど、まあ見えてく
ると思うんですけど。得意な科目はしっかり伸ばしき
ること、…で、苦手科目をまあ最低ライン、死守する
こと。…が戦略として大事かなーと思ってます、総合
点なんで。小論文も１学期からやんないといけない。
やっぱ１次通ったとこ全部２次来たってのはちゃんと
１学期からやってたから…。えーいや…まあ、石井先
生や薄先生もおっしゃっると思うんですけど、まあ先
生が言ってることを普通に、素直に…先輩が言ってる
こととか、授業で先生が言ってることとか、を素直に、
まあ普通の事を、当たり前のことを当たり前にやるの
が大切だと思います。代官山は当たり前のことを当た
り前にやらなきゃいけないっていう環境だったし、周
りがそうさせてくれた。なんか一番密度の濃い時間だっ
た気がしますね。まあ色んな意味で。まあ嬉しかった
こともあるし、まあ、まあ、辛いキツかった…まあだ
いたい浪人はキツいと思うんですけど…まあ密度が濃
かったなーと思います。まあ早稲田実業（高校）もよかっ
たですけどね（笑）まああんま受験って感じじゃ無かっ
たんで。代官山みたいに、いやー…管理され…ないと
多分、自分はしっかりできなかったと思うんで。多分
ここまでの合格校数はキツかったと思いますね。周り
がいるのもデカいですね。伊藤さん（昭和特待）とか、
めちゃくちゃ朝早かったし、机もきれいだし。（笑）ま
あ特待だし。そういう人と学べるって、普通…だけど
自分にはすごくありがたかったなと思います。
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帝京大医学部
獨協医科大
金沢医科大前期

2次正規合格
2次正規合格

2次合格

偏差値30スタートで、ホント最初は  
ここまで来れるとは思わなかった。

代官山の環境ならこれ以上の所ないと 
思うんですよ。マジで。

帝京大医学部進学　三鶴 隆晃君 （青山学院高等部卒）

WAY TO SUCCESS合格への軌跡

１次は…ええっと…まず帝京が来て、獨協・聖マリ・
日大、金沢、で、後期の昭和が来たんで、6校ですね全
部で。日医は、前期の方は、「あぁ～もう受かんねぇ
～な」って思ったんですけど、後期の方は意外と…、
あっ、いけるかも？英語も全部解き終わって、英作も
できて、なんか、ワンチャン？なんて思ったんですけ
どね。ふふっ、はい。全然甘くなかったです(笑)。日
医、得点開示、出てきたらちょっと楽しみなんですけ
ど(笑)、また持ってきますね。

一番最初に2次が来たのは、帝京で正規でした。帝京は
英語・化学・生物です。英語もはまったんですよ、帝
京は。記述も全部スラスラ解けて、「これはキテ
ル！」と思って。面接は周りのブースを見れてなかっ
たほどもうめちゃめちゃ緊張してたんですよ、もぅ～
ガチガチで。練習していたとはいえ、初めての面接な
んで。声も震えちゃってたんですけど。いやぁ～そう
ですね。面接官の対応がすごい、なんていうか…優し
かったですね。「あぁ～なるほどね。ありがとう。あ
りがとう。」って、なんか下からくるって感じで。で
あとは「今までで読んだ中で面白かった本」とか、
「帝京行ったら何したい？」とか「部活以外に頑張り
たいこと」とか色々聞かれて、「あぁ～そうか、そう
か。じゃあ入ったら頑張ってね。」みたいなことだっ
たんで、あぁ～来たのかな？いやどっちだ？って思っ
てました。

まさかこんな俺が受かるとは思ってなかった、
お母さんめっちゃ泣いてました。
自分、聖マは1次通ったんですけど、聖マの2次が日大
の1次と被ってたんですよ。で、それがあって帝京が聖
マの前日で正規だったら、日大受けられるなぁ～って
なってて、そしたら「正規」で、まぁ～めちゃめちゃ
嬉しかったんですけど、何かう～んすぐ日大の気持ち
に切り替わってて、合格に浸る時間がなかったな～っ
て思いますね。でもほんと…お父さん、お母ちゃんも
喜んでましたね、すごい。泣いてましたけど。あっ、
お母さんはめっちゃ泣いてました。まさか…こんな…
俺が受かるとは思ってなかったんですよ。バカなん
で。ほんとヤバいんですよ。よくホントに受かった
なぁ～って思います。最初の…現役の時、偏差値30ぐ
らいで。現役の時は、S台とトー◯◯に行ってました個
人指導の。そこのメディックトー◯◯っていう、医学
部専門の。いやぁ～もう、全然ダメでしたね。偏差値
30…良くて生物が39とかで。もう数学とか30切るくら
いでしたね。この1年でほんとよく受かったなぁ～って
思いますね(笑)。あっ、だからダメだったらまた今年1
年ここ(代官山MEDICAL)にいよう～と思ってたんです
けど(笑)。
実は3月の終わりぐらいにマンションのゴミ捨て場に、
パンフレットの軌跡にいる人、この人関口君が、同じ
マンションだったみたいで。代官山に通ってたその人

のテキストが置いてあって。名前が書いてあって、
ちゃんと。関口君はしかも東邦行ったみたいな。そう
ですよね？そのテキストを父親が見つけて持ってきた
のが代官山との出会いですね。これヤバくないか？っ
て。書き込みがえぐくて、めちゃくちゃ黒くなってる
テキスト。消しカスとか、手あかとか。もうその度合
いがヤバくて。やり込み具合と内容見てもうここしか
ないんじゃない？みたいな。で、ここに説明会来まし
た。それが代官山との出会いですね、最初の。いやぁ
ホントに、代官山来て良かったです。ホントにそう思
います。本当にここにして良かったです。マジでホン
トに思います。ここ以外だったら、絶対もう諦めてま
すね今頃。コロナに巻き込まれて、もう成績も落ち
て、医学部なんて行けないですよ。たぶん、はい。今
年も高校の友達で何人か1浪組がいたんですけど、6人
ぐらいいたんですけど、受かったの自分だけで、あと
みんな2浪決定かな…。

6,7月どうせ自分なんてと遅い時間に来ちゃっ
てた。結構後悔しています、今。
浪人が決まって全滅で。まぁ～もちろん手ごたえは
元々無かったんですけど、まぁ～今年1年じゃ受かん
ねぇじゃないかってめっちゃ思ってて、いくら代官山
が1年で受かるっていっても…。実際受かってる話は聞
いていたんですけど、俺だったら2年かな？って思って
たんで、最初の方はあまり乗り気っていうか、まぁ～
すぐ伸びないんだろうな～どうせ、みたいなテンショ
ンでやってたんですよ。で、なんか日曜日とかも寝坊
して朝10時とか11時に来ちゃったり。6月、7月くらい
になると、まぁ9時とか、1限ない時は11時とかに来
ちゃったりした日もあるんですよね。やっぱそのへん
が…ダメでしたね。いや結構後悔しています、今。そ
こちゃんとやってたら、昭和か日大来たかな？って、
マジでホントにめっちゃ、ホント後悔しています。
で、9月、10月くらいから、なんかやっぱちゃんと
やった方がいいかなって思って。朝も遅くても1限まで
には、9時までには絶対来ようと思ってて、休む日を無
くそうと思ってましたね。はい。絶対来ようと思って
ました。毎日。必ず。あっ、でも1回だけ熱出して休ん
じゃったんですけど、高熱で早退して。はい。9月の終
わりくらいですかね。それ以外はもう絶対来ようと
思って、それを条件に、自分の中の条件にして、最後
までやろうかなぁ～と思って…はい、上がってきまし
たね、最後は。
入塾したときは、A6、最後がA3でした。最後の方、俺
2号館行けちゃうんじゃないかなぁ～と思ったんですけ
ど、正直…言っちゃうと。ダメでした。調子乗っちゃ
うと思ったんですかね？最後1回だけですもんね、点数
良かったの。でも本館で良かったです。浮かれなかっ
たというのもあるんで。最後まで追い込めました。

ません。なんか俺の声でかいのかもですね。まぁ～そ
のへんも敗因ですね。

暗記はﾏﾝﾂｰﾌﾞｰｽでホワイトボードに書きなぐっ
たり、専用自習席に付箋貼ったり工夫できた。
暗記物、自習席に色々貼って、それが活きたと思いま
す。あとたま～に化学とか有機で構造式を書くとき
や、自分で構造決定を解く時は、マンツーブース借り
て、ホワイトボードに書きなぐってました。後期ぐら
いからは小っちゃい知識…例えばじゃんけん公式とか
あったじゃないですか？あれなかなか覚えられなく
て、ああいうのを顔上げたら見れる所に貼ってこうっ
てましたね。それが結構効いたんだと思います。完璧
に覚えられたやつは剥がしてって、ちょっと怪しいや
つは残しておいて。あれが…ああいうごちゃごちゃし
たのが落ち着くんですよね。みんなが綺麗に貼ってい
るよりは、すんごい汚い方がなんか落ち着くんです
よ。机がいっぱいいっぱいの方が、なんかやってる
なぁ～って感じで、自信にもなるんですよね。あと、
後期で導入したのは、ぜんぜん伸びなくて悩んで取り
入れたのは、下のセブンイレブンでめっちゃ小さい手
帳売ってるんですよ、水色の。それを生物・化学・英
語で買って、3冊分を。で～、化学は有機と有機・無機
のノートと理論と生物で、英語は文法、4冊くらい用意
して、付箋に貼ってあることも手帳に書いて、行き帰
りの電車でみかえせるようにしたり、あとは横井先生
の凄い細かい知識とかを逐一書き込んで、授業中に。
あと生物だったら緒方先生とかが教えてくれることも
書き込んで、いつでも復習できるようにしたっていう
のは、結構後半効いたのかなって思います。結構試験
に出たっていうか、そこからも出ましたし、試験直前
もそれみかえしたりして、それが当たったっていうの
もあったんで。はい、それが良かったと思います。化
学と生物が伸びていったのは。

わかんなくなったらすぐ６階行って先生捕まえ
て質問してっていう環境が良かった。
数学はやっぱ村上先生ですかね。1年間、まぁ～1学期
は夜間と第5集でお世話になってて、授業の最初にその
単元のポイントを言葉でまとめて書いてくれるんで
す。言葉で、はい。ポイントを【～の時は～】、【こ
ういう時は～をする】みたいな言葉で書いてくれるん
で、俺理解力全然無いんで、そうやってやってくれる
と、かみ砕いてあって理解できるなぁ～って分かりや
すかったです。あぁ～もうすごくいいなぁ～と思っ
て。基礎…本当に死んでたんで、夏からマンツーお世
話になって、ずーっと見てもらいました。はい。い
やぁ～ホント村上先生のおかげでしたね。日医の対策
も一応、無謀ながら第一志望だったんで、専用のプリ
ントも作ってくださいましたし、あと、日大と東邦の
前もプリントを用意してもらってやったら、まぁ東邦
は落ちちゃったんですけど、数学はマジで7割、8割く

らい取れてたんで。はい。日大も受かりましたし1次
は。村上先生のおかげで。色んな解法もやってくださ
るんで。はい。ちょっと板書が早いんですけど。それ
がまぁ～ついていくのが大変なんですよ。マジで。絶
対遅れちゃうんですよ。どんなに急いでも。あと、い
つ質問に行っても丁寧にやってくださるんで、ごくた
まにコーヒー買いに行っちゃっていないんですけど、
そん時少し待てば、そしたらすごく丁寧にやってくだ
さるんで。村上先生はすぐ帰って来ます、帰って来ま
す。質問も自分はわかんなくなっちゃたら、すぐイラ
イラしちゃうんで自習中も。次のステップにいけない
んですよ。これはあとで聞こうみたいなの無理で。だ
からもうわかんなくなったらすぐ行って、6階に行って
村上先生を捕まえて質問してっていう環境も良かった
ですね。すぐ質問いけるっていうのが。

現役の時マジわかんなくて焦った電離平衡だっ
たけど、代官山でだとこんなすぐ理解できるも
んなんだな～と感心しました。
三上先生は、やっぱ初心者に分かりやすいっていう
か。後期は夜間も見てもらって、後期は自分が解いて
行きたいと思っていたので、分からない時に質問する
と、ホワイトボードを大きく使って、ひとり…まぁ～
全員に対してもだと思うんですけど、自分が質問した
ことを大々的にやってくれたりするんで…内容入って
きやすかったですね。あと、原先生はすごい面白いで
すし、やっぱり分かりやすいっていうのが大きかった
ですね。結構電離平衡とか、平衡、溶解度積が一番つ
まずくと思うんですけど、化学受験する人って。で～
現役の時全然そこだけマジわかんなくて焦ったんです
けど、なんか代官山だったら、1コマ・2コマ電離平衡
をちょっとやってもらえれば、何かここだけ抑えてお
けっていうとこをやっておけば、どの問題も対応でき
てたんで、リン酸だったりとかできるようになったん
で、まぁこんなすぐ理解できるもんなんだな～、と感
心しましたね。感動しました。臼井先生も最初テンポ
早くて、ん～と思ったんですけど、でも後期無機担当
してもらって、徐々に自分が出来るようになってきた
なぁ～と思って受けたら、すごいためになる内容で、
知識をすごい入れてくれるんで、それも良かったで
す。そうですね、代官山の先生、ホント分かりやすい
なぁ～って終始思ってましたね、先生充実している
なぁ～と思いました。こんな分かりやすい先生会った
ことないなぁ～って感じです。3人とも、はい。
　
三鶴ちゃんと呼ばれるのが嬉しくなって授業も
楽しくなってやる気に繋がった。
生物はもう…緒方先生と石原先生ですかね。緒方先生
はもうずーっとお世話になって、あとなんか名前を、
呼び方ですかね。みんなすぐ下の名前で呼んでくれる
んですよ。何か俺だけ三鶴ちゃんっていう呼び方で、
上の名前でちゃんづけで…ほんと初めての呼ばれ方な

んですけど、逆にそれが徐々に親近感になって。は
い、三鶴ちゃんが。呼ばれるのが嬉しくなってき
ちゃって、で、なんか授業も楽しくなりましたし、緒
方先生に当てられたいなぁ～という気持ちも強くなっ
たんで、生物知識入れて、で、当てられたら、直ぐに
答えられるようにしようと思ったりやる気も上がりま
した。で、6月くらいから、もうお前はもう過去問やっ
た方がいいって言われたんで、ずっとみてもらってた
んで直前まで。やって持ってって、アドバイスもらっ
たり本番前に繋がりましたね。まぁ～本番生物を安心
して解けたって感じでした。お世話になりました。ホ
ントに。あと、石原先生ももうめちゃめちゃお世話に
なりました。石原先生は、何か全然ナメている感じ
じゃないんですけど、なんか距離感が近くて友達みた
いな。それが良かったんですよね。石原先生…緒方先
生ってすごい人気じゃないですか。列が出来ちゃっ
て。石原先生って、人気ももちろんあるんですけど、
最初授業終わったあといないんですよね。タバコ吸い
に行っちゃって。だから列ができないんですよ。石原
先生は。何でもう先生が行っている間にそこで待って
て、来たらすぐ質問できるんでそれも良かったです
し、何か質問している時もなんか重くなんないってい
うか、軽くこうやればいいんじゃないの？みたいな、
そういう軽い感じだったんで相談しやすかったです
ね。もうめちゃくちゃ良かったです、石原先生。今も
会いたいですし。

写経をして、どっぷり英語に慣れた。言われた
らやるしかないけどどうせやるなら意識して。
石井先生は授業もすごく良かったんですけど、なんか
チョイチョイ挟まれるその～石井先生の昔の話とか、
外国人と一緒に住んでいた話とか、卒業生の話とか、
で、こいつはこんな感じだったみたいな。チョイチョ
イ挟んでくれるそういう話が好きで楽しみでしたし、
長文…メインが長文だったんですけど、θのテキスト
の内容がめっちゃ医学部だったし。長文の中から文章
をピックアップして、先生が文構造を解析して、意味
とかみんなチョイチョイ当てられるんですけど、最後
先生に訳言って、じゃあこれ誰かもう1回訳して？みた
いなのが定番の流れっていうか。その場でもう1回文章
の和訳を発表するっていうので結構力ついたかな？っ
て思いました。どういう順番で訳していけばいいのか
とかが、習慣化したということはでかいっすよね。当
てられなくても考えましたし。
2学期の終わりころだったっすかね、石井先生の授業で
本番中にしちゃいけないことは何かみたいなこと聞か
れて。で、本番中…本番中だから何なんだろうな～っ
て、まぁ欠伸(あくび)とかですか？って言ったら、わか
んないですけど、全然とんちんかんな答えだったらし
くて、なんか罰として写経させられたんですよ(笑)。周
りも…。700選をたしか200・300くらいまで。それが
結構11月の終わりとかで、いま？みたいな感じだった

んですね。本当はやりたくなかったんですけど、言わ
れたらやるしかなくて。でもその写経したのが、文法
の復習になったというか、英語にどっぷり…慣れたっ
て感じで。300までを1文5回ずつなんで、まぁ1500く
らいですかねざっと。イヤイヤやってたんじゃ、手に
…身につかないんじゃないかって。だからどうせやる
なら、なんていうか、意識したんですよね。写経の課
題やるだけじゃなくて。書くスピードも大事かな？っ
て思ったんですけど、雑になりすぎないくらいに早め
に…文構造も考えてやりました。文構造もどうしてこ
ういう訳になるのかとか、先ず訳見て書けるかどう
か、それも意識してやっていきましたね。そしたら英
語に慣れていって、直前成績に直結した気がして、
ちょっと自信になりましたね。ランキングにも載れた
し。英語に慣れた、写経っていいなと思って、そのあ
とから長文の写経も自分からやってみたりして、取り
入れましたね。写経は。意外とナメてました、写経
を。良かったです。途中からでもやっててよかったな
と思ってます。

代官山はやっぱ拘束力。授業数が多くてさぼれ
る時間がなく、自分の勉強スペースが用意され
てさぼる場所もない。
代官山はやっぱ拘束力ですね。もうこの代官山の、な
んか言い方ちょっと見つからないんですけど…囲って
くれる？その自習室が、専用の自習室があって、いつ
でも自分の勉強できるスペースが用意されてて、かつ
授業のコマ数多くて、サボれる…まぁサボれるって言

い方あれですけど、自分で休もうって思っちゃう時間
がないというか、そういう拘束力が凄かったです。朝9
時から夜9時30分まで。やっぱ現役の時の自分の悪
かった所は、朝遅かったり、夜遅くまで勉強もしない
時もあったのに夜更かししてたんで、まずそういうと
ころから矯正できたのはすごく良かったですね。あと
はそうですね、先生の質問のしやすさですかね。もう
すぐ行けば、まぁ誰かしら普段自分がお世話になって
いる先生がいたらすぐ行くんですけど、他のレギュ
ラーでお世話になっている先生とかいたら、五十嵐先
生とかそうだったんですけど、すぐ聞きに行けました
し、分かんないことがすぐ解決できるっていうのが良
かったですね。はい。え～あとは、Monthlyが良かっ
たですね。やっぱり。月1で、結構S台だと3か月に1回
しかないし、忘れたころに成績届くし。そうするとな
んか目標が遠くなって、まだ3か月もあるじゃんってみ
たいな感覚になっちゃうんで、Monthlyだと1回終わっ
ても3週間くらいで、3週間中では来るんで。で、
Monthly終わって勉強してても、気づいたら、あっま
たMonthlyじゃんって思って。じゃあMonthlyだから次
からはMonthly終わったら、次休むっていうか、次の
Monthlyに向けていこうみたいな、計画が立てやす
かったですね。Monthlyのおかげで。成績表も1週間く
らいで返却されるし、ランキングも貼り出されるし、
モチベーションにもなりましたし、本番の練習にもな
りました。それが凄い良かったですね。

偏差値30スタートで１年で医学部合格。
後輩へ一言、そうですね、偏差値30スタートで、結構
ここまで来れたんで。医学部は難関ですよ。もちろ
ん。ホント最初はここまで来れるとは思わなかったん
で、最初どんなクラスでも1年ホントにコツコツやって
いけば、絶対受かると思うんで、特に代官山の環境な
らこれ以上の所ないと思うんですよ。マジで。自分で
もし子供が出来たら入れたいくらいですし、こんな環
境の塾だったら。そんぐらいいい環境なんで、先生た
ち信じて、まあ自分も信じて最後まで諦めないでやっ
て欲しいなぁ～と思います。
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のテキストが置いてあって。名前が書いてあって、
ちゃんと。関口君はしかも東邦行ったみたいな。そう
ですよね？そのテキストを父親が見つけて持ってきた
のが代官山との出会いですね。これヤバくないか？っ
て。書き込みがえぐくて、めちゃくちゃ黒くなってる
テキスト。消しカスとか、手あかとか。もうその度合
いがヤバくて。やり込み具合と内容見てもうここしか
ないんじゃない？みたいな。で、ここに説明会来まし
た。それが代官山との出会いですね、最初の。いやぁ
ホントに、代官山来て良かったです。ホントにそう思
います。本当にここにして良かったです。マジでホン
トに思います。ここ以外だったら、絶対もう諦めてま
すね今頃。コロナに巻き込まれて、もう成績も落ち
て、医学部なんて行けないですよ。たぶん、はい。今
年も高校の友達で何人か1浪組がいたんですけど、6人
ぐらいいたんですけど、受かったの自分だけで、あと
みんな2浪決定かな…。

6,7月どうせ自分なんてと遅い時間に来ちゃっ
てた。結構後悔しています、今。
浪人が決まって全滅で。まぁ～もちろん手ごたえは
元々無かったんですけど、まぁ～今年1年じゃ受かん
ねぇじゃないかってめっちゃ思ってて、いくら代官山
が1年で受かるっていっても…。実際受かってる話は聞
いていたんですけど、俺だったら2年かな？って思って
たんで、最初の方はあまり乗り気っていうか、まぁ～
すぐ伸びないんだろうな～どうせ、みたいなテンショ
ンでやってたんですよ。で、なんか日曜日とかも寝坊
して朝10時とか11時に来ちゃったり。6月、7月くらい
になると、まぁ9時とか、1限ない時は11時とかに来
ちゃったりした日もあるんですよね。やっぱそのへん
が…ダメでしたね。いや結構後悔しています、今。そ
こちゃんとやってたら、昭和か日大来たかな？って、
マジでホントにめっちゃ、ホント後悔しています。
で、9月、10月くらいから、なんかやっぱちゃんと
やった方がいいかなって思って。朝も遅くても1限まで
には、9時までには絶対来ようと思ってて、休む日を無
くそうと思ってましたね。はい。絶対来ようと思って
ました。毎日。必ず。あっ、でも1回だけ熱出して休ん
じゃったんですけど、高熱で早退して。はい。9月の終
わりくらいですかね。それ以外はもう絶対来ようと
思って、それを条件に、自分の中の条件にして、最後
までやろうかなぁ～と思って…はい、上がってきまし
たね、最後は。
入塾したときは、A6、最後がA3でした。最後の方、俺
2号館行けちゃうんじゃないかなぁ～と思ったんですけ
ど、正直…言っちゃうと。ダメでした。調子乗っちゃ
うと思ったんですかね？最後1回だけですもんね、点数
良かったの。でも本館で良かったです。浮かれなかっ
たというのもあるんで。最後まで追い込めました。

11月から点数取れるようになって、最後のマ
ンスリーで総合ランキング初載り。いやぁ嬉し
かったですね。
代官山のシステム通り、家に勉強持ち込むことはやら
ず、全部ここでしたね。まぁ～平日夜9時30分までこ
こ、9時30分直前くらいまでやって、やること終わん
なくても、そこで一旦終わらせて、家帰ったらご飯食
べて寝るだけにして、次の日の朝また早く来てやろう
みたいなことは、ずっと意識してましたね。まぁ～1年
通してって感じなんですけど。さっき言ったみたい
に、毎日来ようって。気分が乗んなくても毎日来て、
授業受けて、自習椅子座ってよう～みたいに思ってま
したね。
11月のマンスリーでは結構取れて、今回運が良かった
だけなのかなぁ～と思ってたんですけど、、12月取れ
なかったら実力じゃないなぁ～ってむしろ思ってたん
ですけど。でも、12月も取れて第9回は、そう、ラン
キング載った時はいやぁ嬉しかったですね。最後の第9
回マンスリーで、ランキングに載るの初めてでした。
初載りでしたね、総合ランキングは嬉しかったです。
めちゃめちゃ。だってもう247とかですよ。もう
ちょっと最初にやってれば、上がれた流れだったって
いうか、そうですよね、本当、敗因は1学期の生活習慣
ですね。いやっ、ホントに思ってます。自分でも。
ちょっとナメてましたね。あん時は。調子こいてまし
た。絶対。三鶴君うるさいって何回か言われて(笑)、何
回か職員の人に怒られて、いや、はい。覚えてます。
うるさかったですね。ちょっと申し訳ないです。すい

ません。なんか俺の声でかいのかもですね。まぁ～そ
のへんも敗因ですね。

暗記はﾏﾝﾂｰﾌﾞｰｽでホワイトボードに書きなぐっ
たり、専用自習席に付箋貼ったり工夫できた。
暗記物、自習席に色々貼って、それが活きたと思いま
す。あとたま～に化学とか有機で構造式を書くとき
や、自分で構造決定を解く時は、マンツーブース借り
て、ホワイトボードに書きなぐってました。後期ぐら
いからは小っちゃい知識…例えばじゃんけん公式とか
あったじゃないですか？あれなかなか覚えられなく
て、ああいうのを顔上げたら見れる所に貼ってこうっ
てましたね。それが結構効いたんだと思います。完璧
に覚えられたやつは剥がしてって、ちょっと怪しいや
つは残しておいて。あれが…ああいうごちゃごちゃし
たのが落ち着くんですよね。みんなが綺麗に貼ってい
るよりは、すんごい汚い方がなんか落ち着くんです
よ。机がいっぱいいっぱいの方が、なんかやってる
なぁ～って感じで、自信にもなるんですよね。あと、
後期で導入したのは、ぜんぜん伸びなくて悩んで取り
入れたのは、下のセブンイレブンでめっちゃ小さい手
帳売ってるんですよ、水色の。それを生物・化学・英
語で買って、3冊分を。で～、化学は有機と有機・無機
のノートと理論と生物で、英語は文法、4冊くらい用意
して、付箋に貼ってあることも手帳に書いて、行き帰
りの電車でみかえせるようにしたり、あとは横井先生
の凄い細かい知識とかを逐一書き込んで、授業中に。
あと生物だったら緒方先生とかが教えてくれることも
書き込んで、いつでも復習できるようにしたっていう
のは、結構後半効いたのかなって思います。結構試験
に出たっていうか、そこからも出ましたし、試験直前
もそれみかえしたりして、それが当たったっていうの
もあったんで。はい、それが良かったと思います。化
学と生物が伸びていったのは。

わかんなくなったらすぐ６階行って先生捕まえ
て質問してっていう環境が良かった。
数学はやっぱ村上先生ですかね。1年間、まぁ～1学期
は夜間と第5集でお世話になってて、授業の最初にその
単元のポイントを言葉でまとめて書いてくれるんで
す。言葉で、はい。ポイントを【～の時は～】、【こ
ういう時は～をする】みたいな言葉で書いてくれるん
で、俺理解力全然無いんで、そうやってやってくれる
と、かみ砕いてあって理解できるなぁ～って分かりや
すかったです。あぁ～もうすごくいいなぁ～と思っ
て。基礎…本当に死んでたんで、夏からマンツーお世
話になって、ずーっと見てもらいました。はい。い
やぁ～ホント村上先生のおかげでしたね。日医の対策
も一応、無謀ながら第一志望だったんで、専用のプリ
ントも作ってくださいましたし、あと、日大と東邦の
前もプリントを用意してもらってやったら、まぁ東邦
は落ちちゃったんですけど、数学はマジで7割、8割く

らい取れてたんで。はい。日大も受かりましたし1次
は。村上先生のおかげで。色んな解法もやってくださ
るんで。はい。ちょっと板書が早いんですけど。それ
がまぁ～ついていくのが大変なんですよ。マジで。絶
対遅れちゃうんですよ。どんなに急いでも。あと、い
つ質問に行っても丁寧にやってくださるんで、ごくた
まにコーヒー買いに行っちゃっていないんですけど、
そん時少し待てば、そしたらすごく丁寧にやってくだ
さるんで。村上先生はすぐ帰って来ます、帰って来ま
す。質問も自分はわかんなくなっちゃたら、すぐイラ
イラしちゃうんで自習中も。次のステップにいけない
んですよ。これはあとで聞こうみたいなの無理で。だ
からもうわかんなくなったらすぐ行って、6階に行って
村上先生を捕まえて質問してっていう環境も良かった
ですね。すぐ質問いけるっていうのが。

現役の時マジわかんなくて焦った電離平衡だっ
たけど、代官山でだとこんなすぐ理解できるも
んなんだな～と感心しました。
三上先生は、やっぱ初心者に分かりやすいっていう
か。後期は夜間も見てもらって、後期は自分が解いて
行きたいと思っていたので、分からない時に質問する
と、ホワイトボードを大きく使って、ひとり…まぁ～
全員に対してもだと思うんですけど、自分が質問した
ことを大々的にやってくれたりするんで…内容入って
きやすかったですね。あと、原先生はすごい面白いで
すし、やっぱり分かりやすいっていうのが大きかった
ですね。結構電離平衡とか、平衡、溶解度積が一番つ
まずくと思うんですけど、化学受験する人って。で～
現役の時全然そこだけマジわかんなくて焦ったんです
けど、なんか代官山だったら、1コマ・2コマ電離平衡
をちょっとやってもらえれば、何かここだけ抑えてお
けっていうとこをやっておけば、どの問題も対応でき
てたんで、リン酸だったりとかできるようになったん
で、まぁこんなすぐ理解できるもんなんだな～、と感
心しましたね。感動しました。臼井先生も最初テンポ
早くて、ん～と思ったんですけど、でも後期無機担当
してもらって、徐々に自分が出来るようになってきた
なぁ～と思って受けたら、すごいためになる内容で、
知識をすごい入れてくれるんで、それも良かったで
す。そうですね、代官山の先生、ホント分かりやすい
なぁ～って終始思ってましたね、先生充実している
なぁ～と思いました。こんな分かりやすい先生会った
ことないなぁ～って感じです。3人とも、はい。
　
三鶴ちゃんと呼ばれるのが嬉しくなって授業も
楽しくなってやる気に繋がった。
生物はもう…緒方先生と石原先生ですかね。緒方先生
はもうずーっとお世話になって、あとなんか名前を、
呼び方ですかね。みんなすぐ下の名前で呼んでくれる
んですよ。何か俺だけ三鶴ちゃんっていう呼び方で、
上の名前でちゃんづけで…ほんと初めての呼ばれ方な

んですけど、逆にそれが徐々に親近感になって。は
い、三鶴ちゃんが。呼ばれるのが嬉しくなってき
ちゃって、で、なんか授業も楽しくなりましたし、緒
方先生に当てられたいなぁ～という気持ちも強くなっ
たんで、生物知識入れて、で、当てられたら、直ぐに
答えられるようにしようと思ったりやる気も上がりま
した。で、6月くらいから、もうお前はもう過去問やっ
た方がいいって言われたんで、ずっとみてもらってた
んで直前まで。やって持ってって、アドバイスもらっ
たり本番前に繋がりましたね。まぁ～本番生物を安心
して解けたって感じでした。お世話になりました。ホ
ントに。あと、石原先生ももうめちゃめちゃお世話に
なりました。石原先生は、何か全然ナメている感じ
じゃないんですけど、なんか距離感が近くて友達みた
いな。それが良かったんですよね。石原先生…緒方先
生ってすごい人気じゃないですか。列が出来ちゃっ
て。石原先生って、人気ももちろんあるんですけど、
最初授業終わったあといないんですよね。タバコ吸い
に行っちゃって。だから列ができないんですよ。石原
先生は。何でもう先生が行っている間にそこで待って
て、来たらすぐ質問できるんでそれも良かったです
し、何か質問している時もなんか重くなんないってい
うか、軽くこうやればいいんじゃないの？みたいな、
そういう軽い感じだったんで相談しやすかったです
ね。もうめちゃくちゃ良かったです、石原先生。今も
会いたいですし。

写経をして、どっぷり英語に慣れた。言われた
らやるしかないけどどうせやるなら意識して。
石井先生は授業もすごく良かったんですけど、なんか
チョイチョイ挟まれるその～石井先生の昔の話とか、
外国人と一緒に住んでいた話とか、卒業生の話とか、
で、こいつはこんな感じだったみたいな。チョイチョ
イ挟んでくれるそういう話が好きで楽しみでしたし、
長文…メインが長文だったんですけど、θのテキスト
の内容がめっちゃ医学部だったし。長文の中から文章
をピックアップして、先生が文構造を解析して、意味
とかみんなチョイチョイ当てられるんですけど、最後
先生に訳言って、じゃあこれ誰かもう1回訳して？みた
いなのが定番の流れっていうか。その場でもう1回文章
の和訳を発表するっていうので結構力ついたかな？っ
て思いました。どういう順番で訳していけばいいのか
とかが、習慣化したということはでかいっすよね。当
てられなくても考えましたし。
2学期の終わりころだったっすかね、石井先生の授業で
本番中にしちゃいけないことは何かみたいなこと聞か
れて。で、本番中…本番中だから何なんだろうな～っ
て、まぁ欠伸(あくび)とかですか？って言ったら、わか
んないですけど、全然とんちんかんな答えだったらし
くて、なんか罰として写経させられたんですよ(笑)。周
りも…。700選をたしか200・300くらいまで。それが
結構11月の終わりとかで、いま？みたいな感じだった

んですね。本当はやりたくなかったんですけど、言わ
れたらやるしかなくて。でもその写経したのが、文法
の復習になったというか、英語にどっぷり…慣れたっ
て感じで。300までを1文5回ずつなんで、まぁ1500く
らいですかねざっと。イヤイヤやってたんじゃ、手に
…身につかないんじゃないかって。だからどうせやる
なら、なんていうか、意識したんですよね。写経の課
題やるだけじゃなくて。書くスピードも大事かな？っ
て思ったんですけど、雑になりすぎないくらいに早め
に…文構造も考えてやりました。文構造もどうしてこ
ういう訳になるのかとか、先ず訳見て書けるかどう
か、それも意識してやっていきましたね。そしたら英
語に慣れていって、直前成績に直結した気がして、
ちょっと自信になりましたね。ランキングにも載れた
し。英語に慣れた、写経っていいなと思って、そのあ
とから長文の写経も自分からやってみたりして、取り
入れましたね。写経は。意外とナメてました、写経
を。良かったです。途中からでもやっててよかったな
と思ってます。

代官山はやっぱ拘束力。授業数が多くてさぼれ
る時間がなく、自分の勉強スペースが用意され
てさぼる場所もない。
代官山はやっぱ拘束力ですね。もうこの代官山の、な
んか言い方ちょっと見つからないんですけど…囲って
くれる？その自習室が、専用の自習室があって、いつ
でも自分の勉強できるスペースが用意されてて、かつ
授業のコマ数多くて、サボれる…まぁサボれるって言

い方あれですけど、自分で休もうって思っちゃう時間
がないというか、そういう拘束力が凄かったです。朝9
時から夜9時30分まで。やっぱ現役の時の自分の悪
かった所は、朝遅かったり、夜遅くまで勉強もしない
時もあったのに夜更かししてたんで、まずそういうと
ころから矯正できたのはすごく良かったですね。あと
はそうですね、先生の質問のしやすさですかね。もう
すぐ行けば、まぁ誰かしら普段自分がお世話になって
いる先生がいたらすぐ行くんですけど、他のレギュ
ラーでお世話になっている先生とかいたら、五十嵐先
生とかそうだったんですけど、すぐ聞きに行けました
し、分かんないことがすぐ解決できるっていうのが良
かったですね。はい。え～あとは、Monthlyが良かっ
たですね。やっぱり。月1で、結構S台だと3か月に1回
しかないし、忘れたころに成績届くし。そうするとな
んか目標が遠くなって、まだ3か月もあるじゃんってみ
たいな感覚になっちゃうんで、Monthlyだと1回終わっ
ても3週間くらいで、3週間中では来るんで。で、
Monthly終わって勉強してても、気づいたら、あっま
たMonthlyじゃんって思って。じゃあMonthlyだから次
からはMonthly終わったら、次休むっていうか、次の
Monthlyに向けていこうみたいな、計画が立てやす
かったですね。Monthlyのおかげで。成績表も1週間く
らいで返却されるし、ランキングも貼り出されるし、
モチベーションにもなりましたし、本番の練習にもな
りました。それが凄い良かったですね。

偏差値30スタートで１年で医学部合格。
後輩へ一言、そうですね、偏差値30スタートで、結構
ここまで来れたんで。医学部は難関ですよ。もちろ
ん。ホント最初はここまで来れるとは思わなかったん
で、最初どんなクラスでも1年ホントにコツコツやって
いけば、絶対受かると思うんで、特に代官山の環境な
らこれ以上の所ないと思うんですよ。マジで。自分で
もし子供が出来たら入れたいくらいですし、こんな環
境の塾だったら。そんぐらいいい環境なんで、先生た
ち信じて、まあ自分も信じて最後まで諦めないでやっ
て欲しいなぁ～と思います。

WAY TO SUCCESS合格への軌跡

のテキストが置いてあって。名前が書いてあって、
ちゃんと。関口君はしかも東邦行ったみたいな。そう
ですよね？そのテキストを父親が見つけて持ってきた
のが代官山との出会いですね。これヤバくないか？っ
て。書き込みがえぐくて、めちゃくちゃ黒くなってる
テキスト。消しカスとか、手あかとか。もうその度合
いがヤバくて。やり込み具合と内容見てもうここしか
ないんじゃない？みたいな。で、ここに説明会来まし
た。それが代官山との出会いですね、最初の。いやぁ
ホントに、代官山来て良かったです。ホントにそう思
います。本当にここにして良かったです。マジでホン
トに思います。ここ以外だったら、絶対もう諦めてま
すね今頃。コロナに巻き込まれて、もう成績も落ち
て、医学部なんて行けないですよ。たぶん、はい。今
年も高校の友達で何人か1浪組がいたんですけど、6人
ぐらいいたんですけど、受かったの自分だけで、あと
みんな2浪決定かな…。

6,7月どうせ自分なんてと遅い時間に来ちゃっ
てた。結構後悔しています、今。
浪人が決まって全滅で。まぁ～もちろん手ごたえは
元々無かったんですけど、まぁ～今年1年じゃ受かん
ねぇじゃないかってめっちゃ思ってて、いくら代官山
が1年で受かるっていっても…。実際受かってる話は聞
いていたんですけど、俺だったら2年かな？って思って
たんで、最初の方はあまり乗り気っていうか、まぁ～
すぐ伸びないんだろうな～どうせ、みたいなテンショ
ンでやってたんですよ。で、なんか日曜日とかも寝坊
して朝10時とか11時に来ちゃったり。6月、7月くらい
になると、まぁ9時とか、1限ない時は11時とかに来
ちゃったりした日もあるんですよね。やっぱそのへん
が…ダメでしたね。いや結構後悔しています、今。そ
こちゃんとやってたら、昭和か日大来たかな？って、
マジでホントにめっちゃ、ホント後悔しています。
で、9月、10月くらいから、なんかやっぱちゃんと
やった方がいいかなって思って。朝も遅くても1限まで
には、9時までには絶対来ようと思ってて、休む日を無
くそうと思ってましたね。はい。絶対来ようと思って
ました。毎日。必ず。あっ、でも1回だけ熱出して休ん
じゃったんですけど、高熱で早退して。はい。9月の終
わりくらいですかね。それ以外はもう絶対来ようと
思って、それを条件に、自分の中の条件にして、最後
までやろうかなぁ～と思って…はい、上がってきまし
たね、最後は。
入塾したときは、A6、最後がA3でした。最後の方、俺
2号館行けちゃうんじゃないかなぁ～と思ったんですけ
ど、正直…言っちゃうと。ダメでした。調子乗っちゃ
うと思ったんですかね？最後1回だけですもんね、点数
良かったの。でも本館で良かったです。浮かれなかっ
たというのもあるんで。最後まで追い込めました。

ません。なんか俺の声でかいのかもですね。まぁ～そ
のへんも敗因ですね。

暗記はﾏﾝﾂｰﾌﾞｰｽでホワイトボードに書きなぐっ
たり、専用自習席に付箋貼ったり工夫できた。
暗記物、自習席に色々貼って、それが活きたと思いま
す。あとたま～に化学とか有機で構造式を書くとき
や、自分で構造決定を解く時は、マンツーブース借り
て、ホワイトボードに書きなぐってました。後期ぐら
いからは小っちゃい知識…例えばじゃんけん公式とか
あったじゃないですか？あれなかなか覚えられなく
て、ああいうのを顔上げたら見れる所に貼ってこうっ
てましたね。それが結構効いたんだと思います。完璧
に覚えられたやつは剥がしてって、ちょっと怪しいや
つは残しておいて。あれが…ああいうごちゃごちゃし
たのが落ち着くんですよね。みんなが綺麗に貼ってい
るよりは、すんごい汚い方がなんか落ち着くんです
よ。机がいっぱいいっぱいの方が、なんかやってる
なぁ～って感じで、自信にもなるんですよね。あと、
後期で導入したのは、ぜんぜん伸びなくて悩んで取り
入れたのは、下のセブンイレブンでめっちゃ小さい手
帳売ってるんですよ、水色の。それを生物・化学・英
語で買って、3冊分を。で～、化学は有機と有機・無機
のノートと理論と生物で、英語は文法、4冊くらい用意
して、付箋に貼ってあることも手帳に書いて、行き帰
りの電車でみかえせるようにしたり、あとは横井先生
の凄い細かい知識とかを逐一書き込んで、授業中に。
あと生物だったら緒方先生とかが教えてくれることも
書き込んで、いつでも復習できるようにしたっていう
のは、結構後半効いたのかなって思います。結構試験
に出たっていうか、そこからも出ましたし、試験直前
もそれみかえしたりして、それが当たったっていうの
もあったんで。はい、それが良かったと思います。化
学と生物が伸びていったのは。

わかんなくなったらすぐ６階行って先生捕まえ
て質問してっていう環境が良かった。
数学はやっぱ村上先生ですかね。1年間、まぁ～1学期
は夜間と第5集でお世話になってて、授業の最初にその
単元のポイントを言葉でまとめて書いてくれるんで
す。言葉で、はい。ポイントを【～の時は～】、【こ
ういう時は～をする】みたいな言葉で書いてくれるん
で、俺理解力全然無いんで、そうやってやってくれる
と、かみ砕いてあって理解できるなぁ～って分かりや
すかったです。あぁ～もうすごくいいなぁ～と思っ
て。基礎…本当に死んでたんで、夏からマンツーお世
話になって、ずーっと見てもらいました。はい。い
やぁ～ホント村上先生のおかげでしたね。日医の対策
も一応、無謀ながら第一志望だったんで、専用のプリ
ントも作ってくださいましたし、あと、日大と東邦の
前もプリントを用意してもらってやったら、まぁ東邦
は落ちちゃったんですけど、数学はマジで7割、8割く

らい取れてたんで。はい。日大も受かりましたし1次
は。村上先生のおかげで。色んな解法もやってくださ
るんで。はい。ちょっと板書が早いんですけど。それ
がまぁ～ついていくのが大変なんですよ。マジで。絶
対遅れちゃうんですよ。どんなに急いでも。あと、い
つ質問に行っても丁寧にやってくださるんで、ごくた
まにコーヒー買いに行っちゃっていないんですけど、
そん時少し待てば、そしたらすごく丁寧にやってくだ
さるんで。村上先生はすぐ帰って来ます、帰って来ま
す。質問も自分はわかんなくなっちゃたら、すぐイラ
イラしちゃうんで自習中も。次のステップにいけない
んですよ。これはあとで聞こうみたいなの無理で。だ
からもうわかんなくなったらすぐ行って、6階に行って
村上先生を捕まえて質問してっていう環境も良かった
ですね。すぐ質問いけるっていうのが。

現役の時マジわかんなくて焦った電離平衡だっ
たけど、代官山でだとこんなすぐ理解できるも
んなんだな～と感心しました。
三上先生は、やっぱ初心者に分かりやすいっていう
か。後期は夜間も見てもらって、後期は自分が解いて
行きたいと思っていたので、分からない時に質問する
と、ホワイトボードを大きく使って、ひとり…まぁ～
全員に対してもだと思うんですけど、自分が質問した
ことを大々的にやってくれたりするんで…内容入って
きやすかったですね。あと、原先生はすごい面白いで
すし、やっぱり分かりやすいっていうのが大きかった
ですね。結構電離平衡とか、平衡、溶解度積が一番つ
まずくと思うんですけど、化学受験する人って。で～
現役の時全然そこだけマジわかんなくて焦ったんです
けど、なんか代官山だったら、1コマ・2コマ電離平衡
をちょっとやってもらえれば、何かここだけ抑えてお
けっていうとこをやっておけば、どの問題も対応でき
てたんで、リン酸だったりとかできるようになったん
で、まぁこんなすぐ理解できるもんなんだな～、と感
心しましたね。感動しました。臼井先生も最初テンポ
早くて、ん～と思ったんですけど、でも後期無機担当
してもらって、徐々に自分が出来るようになってきた
なぁ～と思って受けたら、すごいためになる内容で、
知識をすごい入れてくれるんで、それも良かったで
す。そうですね、代官山の先生、ホント分かりやすい
なぁ～って終始思ってましたね、先生充実している
なぁ～と思いました。こんな分かりやすい先生会った
ことないなぁ～って感じです。3人とも、はい。
　
三鶴ちゃんと呼ばれるのが嬉しくなって授業も
楽しくなってやる気に繋がった。
生物はもう…緒方先生と石原先生ですかね。緒方先生
はもうずーっとお世話になって、あとなんか名前を、
呼び方ですかね。みんなすぐ下の名前で呼んでくれる
んですよ。何か俺だけ三鶴ちゃんっていう呼び方で、
上の名前でちゃんづけで…ほんと初めての呼ばれ方な

んですけど、逆にそれが徐々に親近感になって。は
い、三鶴ちゃんが。呼ばれるのが嬉しくなってき
ちゃって、で、なんか授業も楽しくなりましたし、緒
方先生に当てられたいなぁ～という気持ちも強くなっ
たんで、生物知識入れて、で、当てられたら、直ぐに
答えられるようにしようと思ったりやる気も上がりま
した。で、6月くらいから、もうお前はもう過去問やっ
た方がいいって言われたんで、ずっとみてもらってた
んで直前まで。やって持ってって、アドバイスもらっ
たり本番前に繋がりましたね。まぁ～本番生物を安心
して解けたって感じでした。お世話になりました。ホ
ントに。あと、石原先生ももうめちゃめちゃお世話に
なりました。石原先生は、何か全然ナメている感じ
じゃないんですけど、なんか距離感が近くて友達みた
いな。それが良かったんですよね。石原先生…緒方先
生ってすごい人気じゃないですか。列が出来ちゃっ
て。石原先生って、人気ももちろんあるんですけど、
最初授業終わったあといないんですよね。タバコ吸い
に行っちゃって。だから列ができないんですよ。石原
先生は。何でもう先生が行っている間にそこで待って
て、来たらすぐ質問できるんでそれも良かったです
し、何か質問している時もなんか重くなんないってい
うか、軽くこうやればいいんじゃないの？みたいな、
そういう軽い感じだったんで相談しやすかったです
ね。もうめちゃくちゃ良かったです、石原先生。今も
会いたいですし。

写経をして、どっぷり英語に慣れた。言われた
らやるしかないけどどうせやるなら意識して。
石井先生は授業もすごく良かったんですけど、なんか
チョイチョイ挟まれるその～石井先生の昔の話とか、
外国人と一緒に住んでいた話とか、卒業生の話とか、
で、こいつはこんな感じだったみたいな。チョイチョ
イ挟んでくれるそういう話が好きで楽しみでしたし、
長文…メインが長文だったんですけど、θのテキスト
の内容がめっちゃ医学部だったし。長文の中から文章
をピックアップして、先生が文構造を解析して、意味
とかみんなチョイチョイ当てられるんですけど、最後
先生に訳言って、じゃあこれ誰かもう1回訳して？みた
いなのが定番の流れっていうか。その場でもう1回文章
の和訳を発表するっていうので結構力ついたかな？っ
て思いました。どういう順番で訳していけばいいのか
とかが、習慣化したということはでかいっすよね。当
てられなくても考えましたし。
2学期の終わりころだったっすかね、石井先生の授業で
本番中にしちゃいけないことは何かみたいなこと聞か
れて。で、本番中…本番中だから何なんだろうな～っ
て、まぁ欠伸(あくび)とかですか？って言ったら、わか
んないですけど、全然とんちんかんな答えだったらし
くて、なんか罰として写経させられたんですよ(笑)。周
りも…。700選をたしか200・300くらいまで。それが
結構11月の終わりとかで、いま？みたいな感じだった

んですね。本当はやりたくなかったんですけど、言わ
れたらやるしかなくて。でもその写経したのが、文法
の復習になったというか、英語にどっぷり…慣れたっ
て感じで。300までを1文5回ずつなんで、まぁ1500く
らいですかねざっと。イヤイヤやってたんじゃ、手に
…身につかないんじゃないかって。だからどうせやる
なら、なんていうか、意識したんですよね。写経の課
題やるだけじゃなくて。書くスピードも大事かな？っ
て思ったんですけど、雑になりすぎないくらいに早め
に…文構造も考えてやりました。文構造もどうしてこ
ういう訳になるのかとか、先ず訳見て書けるかどう
か、それも意識してやっていきましたね。そしたら英
語に慣れていって、直前成績に直結した気がして、
ちょっと自信になりましたね。ランキングにも載れた
し。英語に慣れた、写経っていいなと思って、そのあ
とから長文の写経も自分からやってみたりして、取り
入れましたね。写経は。意外とナメてました、写経
を。良かったです。途中からでもやっててよかったな
と思ってます。

代官山はやっぱ拘束力。授業数が多くてさぼれ
る時間がなく、自分の勉強スペースが用意され
てさぼる場所もない。
代官山はやっぱ拘束力ですね。もうこの代官山の、な
んか言い方ちょっと見つからないんですけど…囲って
くれる？その自習室が、専用の自習室があって、いつ
でも自分の勉強できるスペースが用意されてて、かつ
授業のコマ数多くて、サボれる…まぁサボれるって言

い方あれですけど、自分で休もうって思っちゃう時間
がないというか、そういう拘束力が凄かったです。朝9
時から夜9時30分まで。やっぱ現役の時の自分の悪
かった所は、朝遅かったり、夜遅くまで勉強もしない
時もあったのに夜更かししてたんで、まずそういうと
ころから矯正できたのはすごく良かったですね。あと
はそうですね、先生の質問のしやすさですかね。もう
すぐ行けば、まぁ誰かしら普段自分がお世話になって
いる先生がいたらすぐ行くんですけど、他のレギュ
ラーでお世話になっている先生とかいたら、五十嵐先
生とかそうだったんですけど、すぐ聞きに行けました
し、分かんないことがすぐ解決できるっていうのが良
かったですね。はい。え～あとは、Monthlyが良かっ
たですね。やっぱり。月1で、結構S台だと3か月に1回
しかないし、忘れたころに成績届くし。そうするとな
んか目標が遠くなって、まだ3か月もあるじゃんってみ
たいな感覚になっちゃうんで、Monthlyだと1回終わっ
ても3週間くらいで、3週間中では来るんで。で、
Monthly終わって勉強してても、気づいたら、あっま
たMonthlyじゃんって思って。じゃあMonthlyだから次
からはMonthly終わったら、次休むっていうか、次の
Monthlyに向けていこうみたいな、計画が立てやす
かったですね。Monthlyのおかげで。成績表も1週間く
らいで返却されるし、ランキングも貼り出されるし、
モチベーションにもなりましたし、本番の練習にもな
りました。それが凄い良かったですね。

偏差値30スタートで１年で医学部合格。
後輩へ一言、そうですね、偏差値30スタートで、結構
ここまで来れたんで。医学部は難関ですよ。もちろ
ん。ホント最初はここまで来れるとは思わなかったん
で、最初どんなクラスでも1年ホントにコツコツやって
いけば、絶対受かると思うんで、特に代官山の環境な
らこれ以上の所ないと思うんですよ。マジで。自分で
もし子供が出来たら入れたいくらいですし、こんな環
境の塾だったら。そんぐらいいい環境なんで、先生た
ち信じて、まあ自分も信じて最後まで諦めないでやっ
て欲しいなぁ～と思います。
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のテキストが置いてあって。名前が書いてあって、
ちゃんと。関口君はしかも東邦行ったみたいな。そう
ですよね？そのテキストを父親が見つけて持ってきた
のが代官山との出会いですね。これヤバくないか？っ
て。書き込みがえぐくて、めちゃくちゃ黒くなってる
テキスト。消しカスとか、手あかとか。もうその度合
いがヤバくて。やり込み具合と内容見てもうここしか
ないんじゃない？みたいな。で、ここに説明会来まし
た。それが代官山との出会いですね、最初の。いやぁ
ホントに、代官山来て良かったです。ホントにそう思
います。本当にここにして良かったです。マジでホン
トに思います。ここ以外だったら、絶対もう諦めてま
すね今頃。コロナに巻き込まれて、もう成績も落ち
て、医学部なんて行けないですよ。たぶん、はい。今
年も高校の友達で何人か1浪組がいたんですけど、6人
ぐらいいたんですけど、受かったの自分だけで、あと
みんな2浪決定かな…。

6,7月どうせ自分なんてと遅い時間に来ちゃっ
てた。結構後悔しています、今。
浪人が決まって全滅で。まぁ～もちろん手ごたえは
元々無かったんですけど、まぁ～今年1年じゃ受かん
ねぇじゃないかってめっちゃ思ってて、いくら代官山
が1年で受かるっていっても…。実際受かってる話は聞
いていたんですけど、俺だったら2年かな？って思って
たんで、最初の方はあまり乗り気っていうか、まぁ～
すぐ伸びないんだろうな～どうせ、みたいなテンショ
ンでやってたんですよ。で、なんか日曜日とかも寝坊
して朝10時とか11時に来ちゃったり。6月、7月くらい
になると、まぁ9時とか、1限ない時は11時とかに来
ちゃったりした日もあるんですよね。やっぱそのへん
が…ダメでしたね。いや結構後悔しています、今。そ
こちゃんとやってたら、昭和か日大来たかな？って、
マジでホントにめっちゃ、ホント後悔しています。
で、9月、10月くらいから、なんかやっぱちゃんと
やった方がいいかなって思って。朝も遅くても1限まで
には、9時までには絶対来ようと思ってて、休む日を無
くそうと思ってましたね。はい。絶対来ようと思って
ました。毎日。必ず。あっ、でも1回だけ熱出して休ん
じゃったんですけど、高熱で早退して。はい。9月の終
わりくらいですかね。それ以外はもう絶対来ようと
思って、それを条件に、自分の中の条件にして、最後
までやろうかなぁ～と思って…はい、上がってきまし
たね、最後は。
入塾したときは、A6、最後がA3でした。最後の方、俺
2号館行けちゃうんじゃないかなぁ～と思ったんですけ
ど、正直…言っちゃうと。ダメでした。調子乗っちゃ
うと思ったんですかね？最後1回だけですもんね、点数
良かったの。でも本館で良かったです。浮かれなかっ
たというのもあるんで。最後まで追い込めました。

ません。なんか俺の声でかいのかもですね。まぁ～そ
のへんも敗因ですね。

暗記はﾏﾝﾂｰﾌﾞｰｽでホワイトボードに書きなぐっ
たり、専用自習席に付箋貼ったり工夫できた。
暗記物、自習席に色々貼って、それが活きたと思いま
す。あとたま～に化学とか有機で構造式を書くとき
や、自分で構造決定を解く時は、マンツーブース借り
て、ホワイトボードに書きなぐってました。後期ぐら
いからは小っちゃい知識…例えばじゃんけん公式とか
あったじゃないですか？あれなかなか覚えられなく
て、ああいうのを顔上げたら見れる所に貼ってこうっ
てましたね。それが結構効いたんだと思います。完璧
に覚えられたやつは剥がしてって、ちょっと怪しいや
つは残しておいて。あれが…ああいうごちゃごちゃし
たのが落ち着くんですよね。みんなが綺麗に貼ってい
るよりは、すんごい汚い方がなんか落ち着くんです
よ。机がいっぱいいっぱいの方が、なんかやってる
なぁ～って感じで、自信にもなるんですよね。あと、
後期で導入したのは、ぜんぜん伸びなくて悩んで取り
入れたのは、下のセブンイレブンでめっちゃ小さい手
帳売ってるんですよ、水色の。それを生物・化学・英
語で買って、3冊分を。で～、化学は有機と有機・無機
のノートと理論と生物で、英語は文法、4冊くらい用意
して、付箋に貼ってあることも手帳に書いて、行き帰
りの電車でみかえせるようにしたり、あとは横井先生
の凄い細かい知識とかを逐一書き込んで、授業中に。
あと生物だったら緒方先生とかが教えてくれることも
書き込んで、いつでも復習できるようにしたっていう
のは、結構後半効いたのかなって思います。結構試験
に出たっていうか、そこからも出ましたし、試験直前
もそれみかえしたりして、それが当たったっていうの
もあったんで。はい、それが良かったと思います。化
学と生物が伸びていったのは。

わかんなくなったらすぐ６階行って先生捕まえ
て質問してっていう環境が良かった。
数学はやっぱ村上先生ですかね。1年間、まぁ～1学期
は夜間と第5集でお世話になってて、授業の最初にその
単元のポイントを言葉でまとめて書いてくれるんで
す。言葉で、はい。ポイントを【～の時は～】、【こ
ういう時は～をする】みたいな言葉で書いてくれるん
で、俺理解力全然無いんで、そうやってやってくれる
と、かみ砕いてあって理解できるなぁ～って分かりや
すかったです。あぁ～もうすごくいいなぁ～と思っ
て。基礎…本当に死んでたんで、夏からマンツーお世
話になって、ずーっと見てもらいました。はい。い
やぁ～ホント村上先生のおかげでしたね。日医の対策
も一応、無謀ながら第一志望だったんで、専用のプリ
ントも作ってくださいましたし、あと、日大と東邦の
前もプリントを用意してもらってやったら、まぁ東邦
は落ちちゃったんですけど、数学はマジで7割、8割く

らい取れてたんで。はい。日大も受かりましたし1次
は。村上先生のおかげで。色んな解法もやってくださ
るんで。はい。ちょっと板書が早いんですけど。それ
がまぁ～ついていくのが大変なんですよ。マジで。絶
対遅れちゃうんですよ。どんなに急いでも。あと、い
つ質問に行っても丁寧にやってくださるんで、ごくた
まにコーヒー買いに行っちゃっていないんですけど、
そん時少し待てば、そしたらすごく丁寧にやってくだ
さるんで。村上先生はすぐ帰って来ます、帰って来ま
す。質問も自分はわかんなくなっちゃたら、すぐイラ
イラしちゃうんで自習中も。次のステップにいけない
んですよ。これはあとで聞こうみたいなの無理で。だ
からもうわかんなくなったらすぐ行って、6階に行って
村上先生を捕まえて質問してっていう環境も良かった
ですね。すぐ質問いけるっていうのが。

現役の時マジわかんなくて焦った電離平衡だっ
たけど、代官山でだとこんなすぐ理解できるも
んなんだな～と感心しました。
三上先生は、やっぱ初心者に分かりやすいっていう
か。後期は夜間も見てもらって、後期は自分が解いて
行きたいと思っていたので、分からない時に質問する
と、ホワイトボードを大きく使って、ひとり…まぁ～
全員に対してもだと思うんですけど、自分が質問した
ことを大々的にやってくれたりするんで…内容入って
きやすかったですね。あと、原先生はすごい面白いで
すし、やっぱり分かりやすいっていうのが大きかった
ですね。結構電離平衡とか、平衡、溶解度積が一番つ
まずくと思うんですけど、化学受験する人って。で～
現役の時全然そこだけマジわかんなくて焦ったんです
けど、なんか代官山だったら、1コマ・2コマ電離平衡
をちょっとやってもらえれば、何かここだけ抑えてお
けっていうとこをやっておけば、どの問題も対応でき
てたんで、リン酸だったりとかできるようになったん
で、まぁこんなすぐ理解できるもんなんだな～、と感
心しましたね。感動しました。臼井先生も最初テンポ
早くて、ん～と思ったんですけど、でも後期無機担当
してもらって、徐々に自分が出来るようになってきた
なぁ～と思って受けたら、すごいためになる内容で、
知識をすごい入れてくれるんで、それも良かったで
す。そうですね、代官山の先生、ホント分かりやすい
なぁ～って終始思ってましたね、先生充実している
なぁ～と思いました。こんな分かりやすい先生会った
ことないなぁ～って感じです。3人とも、はい。
　
三鶴ちゃんと呼ばれるのが嬉しくなって授業も
楽しくなってやる気に繋がった。
生物はもう…緒方先生と石原先生ですかね。緒方先生
はもうずーっとお世話になって、あとなんか名前を、
呼び方ですかね。みんなすぐ下の名前で呼んでくれる
んですよ。何か俺だけ三鶴ちゃんっていう呼び方で、
上の名前でちゃんづけで…ほんと初めての呼ばれ方な

んですけど、逆にそれが徐々に親近感になって。は
い、三鶴ちゃんが。呼ばれるのが嬉しくなってき
ちゃって、で、なんか授業も楽しくなりましたし、緒
方先生に当てられたいなぁ～という気持ちも強くなっ
たんで、生物知識入れて、で、当てられたら、直ぐに
答えられるようにしようと思ったりやる気も上がりま
した。で、6月くらいから、もうお前はもう過去問やっ
た方がいいって言われたんで、ずっとみてもらってた
んで直前まで。やって持ってって、アドバイスもらっ
たり本番前に繋がりましたね。まぁ～本番生物を安心
して解けたって感じでした。お世話になりました。ホ
ントに。あと、石原先生ももうめちゃめちゃお世話に
なりました。石原先生は、何か全然ナメている感じ
じゃないんですけど、なんか距離感が近くて友達みた
いな。それが良かったんですよね。石原先生…緒方先
生ってすごい人気じゃないですか。列が出来ちゃっ
て。石原先生って、人気ももちろんあるんですけど、
最初授業終わったあといないんですよね。タバコ吸い
に行っちゃって。だから列ができないんですよ。石原
先生は。何でもう先生が行っている間にそこで待って
て、来たらすぐ質問できるんでそれも良かったです
し、何か質問している時もなんか重くなんないってい
うか、軽くこうやればいいんじゃないの？みたいな、
そういう軽い感じだったんで相談しやすかったです
ね。もうめちゃくちゃ良かったです、石原先生。今も
会いたいですし。

写経をして、どっぷり英語に慣れた。言われた
らやるしかないけどどうせやるなら意識して。
石井先生は授業もすごく良かったんですけど、なんか
チョイチョイ挟まれるその～石井先生の昔の話とか、
外国人と一緒に住んでいた話とか、卒業生の話とか、
で、こいつはこんな感じだったみたいな。チョイチョ
イ挟んでくれるそういう話が好きで楽しみでしたし、
長文…メインが長文だったんですけど、θのテキスト
の内容がめっちゃ医学部だったし。長文の中から文章
をピックアップして、先生が文構造を解析して、意味
とかみんなチョイチョイ当てられるんですけど、最後
先生に訳言って、じゃあこれ誰かもう1回訳して？みた
いなのが定番の流れっていうか。その場でもう1回文章
の和訳を発表するっていうので結構力ついたかな？っ
て思いました。どういう順番で訳していけばいいのか
とかが、習慣化したということはでかいっすよね。当
てられなくても考えましたし。
2学期の終わりころだったっすかね、石井先生の授業で
本番中にしちゃいけないことは何かみたいなこと聞か
れて。で、本番中…本番中だから何なんだろうな～っ
て、まぁ欠伸(あくび)とかですか？って言ったら、わか
んないですけど、全然とんちんかんな答えだったらし
くて、なんか罰として写経させられたんですよ(笑)。周
りも…。700選をたしか200・300くらいまで。それが
結構11月の終わりとかで、いま？みたいな感じだった
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んですね。本当はやりたくなかったんですけど、言わ
れたらやるしかなくて。でもその写経したのが、文法
の復習になったというか、英語にどっぷり…慣れたっ
て感じで。300までを1文5回ずつなんで、まぁ1500く
らいですかねざっと。イヤイヤやってたんじゃ、手に
…身につかないんじゃないかって。だからどうせやる
なら、なんていうか、意識したんですよね。写経の課
題やるだけじゃなくて。書くスピードも大事かな？っ
て思ったんですけど、雑になりすぎないくらいに早め
に…文構造も考えてやりました。文構造もどうしてこ
ういう訳になるのかとか、先ず訳見て書けるかどう
か、それも意識してやっていきましたね。そしたら英
語に慣れていって、直前成績に直結した気がして、
ちょっと自信になりましたね。ランキングにも載れた
し。英語に慣れた、写経っていいなと思って、そのあ
とから長文の写経も自分からやってみたりして、取り
入れましたね。写経は。意外とナメてました、写経
を。良かったです。途中からでもやっててよかったな
と思ってます。

代官山はやっぱ拘束力。授業数が多くてさぼれ
る時間がなく、自分の勉強スペースが用意され
てさぼる場所もない。
代官山はやっぱ拘束力ですね。もうこの代官山の、な
んか言い方ちょっと見つからないんですけど…囲って
くれる？その自習室が、専用の自習室があって、いつ
でも自分の勉強できるスペースが用意されてて、かつ
授業のコマ数多くて、サボれる…まぁサボれるって言

い方あれですけど、自分で休もうって思っちゃう時間
がないというか、そういう拘束力が凄かったです。朝9
時から夜9時30分まで。やっぱ現役の時の自分の悪
かった所は、朝遅かったり、夜遅くまで勉強もしない
時もあったのに夜更かししてたんで、まずそういうと
ころから矯正できたのはすごく良かったですね。あと
はそうですね、先生の質問のしやすさですかね。もう
すぐ行けば、まぁ誰かしら普段自分がお世話になって
いる先生がいたらすぐ行くんですけど、他のレギュ
ラーでお世話になっている先生とかいたら、五十嵐先
生とかそうだったんですけど、すぐ聞きに行けました
し、分かんないことがすぐ解決できるっていうのが良
かったですね。はい。え～あとは、Monthlyが良かっ
たですね。やっぱり。月1で、結構S台だと3か月に1回
しかないし、忘れたころに成績届くし。そうするとな
んか目標が遠くなって、まだ3か月もあるじゃんってみ
たいな感覚になっちゃうんで、Monthlyだと1回終わっ
ても3週間くらいで、3週間中では来るんで。で、
Monthly終わって勉強してても、気づいたら、あっま
たMonthlyじゃんって思って。じゃあMonthlyだから次
からはMonthly終わったら、次休むっていうか、次の
Monthlyに向けていこうみたいな、計画が立てやす
かったですね。Monthlyのおかげで。成績表も1週間く
らいで返却されるし、ランキングも貼り出されるし、
モチベーションにもなりましたし、本番の練習にもな
りました。それが凄い良かったですね。

偏差値30スタートで１年で医学部合格。
後輩へ一言、そうですね、偏差値30スタートで、結構
ここまで来れたんで。医学部は難関ですよ。もちろ
ん。ホント最初はここまで来れるとは思わなかったん
で、最初どんなクラスでも1年ホントにコツコツやって
いけば、絶対受かると思うんで、特に代官山の環境な
らこれ以上の所ないと思うんですよ。マジで。自分で
もし子供が出来たら入れたいくらいですし、こんな環
境の塾だったら。そんぐらいいい環境なんで、先生た
ち信じて、まあ自分も信じて最後まで諦めないでやっ
て欲しいなぁ～と思います。

卒 業 生 が 語 る
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東邦大医学部
帝京大医学部
東京女子医科大
岩手医科大医学部
国際医療福祉大医学部

2次合格
2次正規合格

2次合格
2次合格
2次合格

代官山にきて緒方先生に出会って、
この人についていけば伸びるなって

思ったし、生物頑張ろうって
思えたのはほんとに初めて。

東邦大医学部進学　関 ひかり さん(東京学芸大学附属国際中等教育卒)
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いっぱい受かった(笑)。やっと終わった
えっと、一次試験受かったところが、日医、国際、東
邦、女子医、帝京、東北医科薬科、埼玉、岩手の以上8
校です。いっぱい受かった（笑）。二次きたのは、東
邦、国際、女子医、帝京、岩手の以上5校です。国際医
療はC補欠です。3月の24日にきました。でもその日、
私は3日連続で２次の繰り上げ連絡が女子医、国際、岩
手って、ポンポンポンときました。23に女子医、24に
国際、25に岩手って。あと東邦はもっと早くて、3月
の17にきました。帝京は正規。もうやっと終わっ
たぁ、受験が終わったっていう安心感と、なんかこ
う、今まで代官山ですごい生活が苦しかったから…、
苦しかったっていうか、勉強量が多かったり、点数
競ったり大変だったから安心と嬉しいので本館の前で
ケータイでみた瞬間、もうそこで泣いちゃいました。
帝京に行く覚悟はあったんですけど、日医の後期をリ
ベンジして、後期一次は受かったんです(笑)。
受験の初日は、国際医療で、不安だったけど受かっ
て。面談で決めておいたんですけど2次の面接日が、第
２希望で通って、結局、聖マリ受けられなかったんで
す。それも石井先生にあえて聖マリと国際の第２希望
日でぶつけようって言われてたんで、私が聖マリ受け
る必要がないと（先生は）思ってくれてたみたいで
…。あと、その国際の面接日に、岩手の2次をぶつけて
いたんですけど、石井先生に相談して、どうです
か？っていう風に言ったら、岩手の面接の時間が早
かったし、国際医療の集合時間は遅かったから、「神
田からなら間に合う」って。行ってよかったです。

最初、私ここ一人できたんですけど、なんかも
う占い師ですかってレベルで見抜かれて(笑)
去年は市ヶ谷の大手予備学校に通ってたんですけど、
なんか、すごい出来る人がいて、で、そうでない人も
いて、二極端で、もう先生方は上しか見てないので、
なんか私はそこでもう私はできない状態で入ったのでS
に。なのでまずどうしたらいいのかもわからないし、
先生に質問しに行こうと思っても、やっぱり生徒の人
数が多いから、時間的にも厳しかったりってのもあっ
て、最初からこっちくれば良かったなって思いまし
た。SはA、B、C、D、E、Fの6クラスで、私は下から
二番目とかでした。代官山には、高橋愛梨さん(東京医
科大進学)の紹介できました、あっ、あと石川直毅くん
(日本大医学部進学)も代官山で受かってたし、石川君と
私は幼稚園の同級生で、お母さん同士がすごく仲良く
してて。代官山はすごく良いよって。高橋愛梨先輩と
もコロナが落ち着いたらご飯行こうねって話してくだ
さってるんですけど。…で、ここに来て、石井先生に
面談していただいて、最初、私ここ一人できたんです
けど、なんかもう占い師ですかってレベルで見抜かれ
て(笑)。ほんとすごい。もう、ここで頑張ろうと思いま
した。

「次悪いと落ちる」って言われて。もう大号泣
（笑）-悔しさがバネになった
えーっと、最初がM5で、最後がM4。なんか一回目の
クラス替えの時に、7月ん？6月だったかな、石井先生
のクラスで、誰々さん上がるよ、誰々くんあがるよっ
て言ってて、「私は？」って石井先生のところへ行っ
て聞いたら、「次悪いと落ちる」って葉っぱかけてい
ただいて。でもその時はもう大号泣（笑）。今思えば
すごいクラスにいたなー、今泉君（昭和特待）とか百
瀬さん（日医進学）とか。松前君（日大進学）もそう
ですし。M5のみんながバーッて上がっていって、で、
すごい取り残された感じがあって、もうすごい悔しく
て。でもそれもバネになって、最後頑張れました。マ
ンスリーのランキングでMなのに私一人だけ載らない
ことがざらにあって。愚痴になっちゃうんですけど、
載ってる子が私載ってないのって笑ってきたりして、
すごい悔しくて。その子よりいい大学行ってやろうっ
て思って。でもまあ悔しさがバネになったのはよかっ
たっていうか、そういうのが大きなモチベーションに
なりました。絶対うかるぞ！って

朝来て頑張れる環境は代官山だからこそ。
石井先生が授業できっと今年も生徒に話していると思
うんですけど、朝同じ時間で頑張り続けることの大事
さっていうか。だからタイムカードの打刻時間が…大
体同じなんですよ。でもそっちのほうが体力的にも楽
で。あんまズレない方が私はこうリズムができて良
かったです。朝授業前に毎回テストの復習必ずして、
マンスリー終わった後は時間配分とか受け方自体の振
り返りとか全部紙に起こして、でそれを持って、先生
に相談に行ったりとか。あと全科目の自己採とこんな
感じだったっていうのを緒方先生とかに持ってってア
ドバイスいただいてました。次のマンスリーに向けて
できなかったところは絶対、マンスリー終わった1週間
とか2週間とかぐらいには必要なものはまあきちんと
やってました。帰りは9時半過ぎにいつも前原さん（埼
玉医科大進学）と一緒に帰って、今日あったこととか
話しながら帰って。もう前ちゃんの存在はおっきくっ
て。家近いんです。でも電車がちょっと違うんですけ
ど、もう前ちゃんいなかったら多分私もさっさと帰っ
てたと思うし、一緒に頑張れたのは前ちゃんがおっき
いです。すごい彼女も努力を惜しまない方じゃないで
すか。だから頑張ろうと思ったし、んとに前ちゃん生
物すごい強いじゃないですか。で、私もうほんとに生
物できなかったので、恥捨てて、前ちゃんにどうした
ら生物できるようになるの？って話かけたんですよ。
でそれきっかけで話すようになって（笑）。朝早く来
て、もちろん自習時間が長く持てるし、あとなんか、
その体力がほんとに本番でもちゃんと活きて、本番っ
て朝からあるから、例えば、私は6時半に来て勉強して
たけど、テストの時もなんかその時間にちゃんと頭が

業が、ほんとに指で数えられるぐらい、大体当てて下
さってて、私最初はなんか存在消そうと思ってたんで
すけど、ここに来た時は。なんですけど、最初の石井
先生の授業で3人目で当てられて。存在消すのは諦めま
した。当てられない時の方が少ないので、もうだった
ら当てて欲しいところで当たりたいと思って、当てて
欲しいアピールしてました(笑)。すごい目、合わせたり
とか（笑）。なんかちょっと自信ありげな感じで。英
作文は絶対当たってました。当たるとそこ覚えます
し、忘れないですね。
他の科目に比べると英語は余裕あったんですけれど、
石井先生の授業なかったらまずいっていうか。石井先
生の授業がある日は、やっぱり、がんばろって。火曜
日と金曜日です。石井先生の復習は、あのおっきいテ
キストをすごいちっちゃくして、片手に収まるくらい
のサイズに縮小コピーして、ペラペラめくってみてま
した。見える程度に縮小コピーして、スマホ見る代わ
りにそっち見てました。

平パンは神(笑)。東邦の数学で的中したとき、
試験中平パンのドヤ顔がよぎった(笑)
数学は、平野先生と典さん大好きでした。平パンはな
んかほんとに神で（笑）。なんかすごい私しごかれた
ほうの生徒なんですよ。マンツーでも。もう平パンが
教えてくれるところ絶対試験で出るから、もうほんと
にすごいタメになったし、東邦の数学の問題がまんま
出た。的中したときに平パンのドヤ顔が浮かぶんです
よ、頭の中に（笑）。試験中浮かびます。感謝してま
す。あ、これ出たわーみたいな、平パーンと思って
（笑）。なんかドヤ顔がよぎった（笑）。平パンは
いっつも、問題くれて、それを解いて解説してくれる
感じで、私、なんだろう。ちゃんとした解き方を今ま
でしてなくって。試験で、本番で使える解法を平パン
に教わった。だから、本番で解くことができた。今ま
でもすごい先生もいたんですけど、感動する解法と
か、そのすごい先生のおかげで数学はすごい好きだっ
たんですけど、初手が出ないというか、授業で感動し
て終わりって感じで、本番はあまり。ちょっと本番で
使えないというか…。でも平野先生の授業は、自分で
こう再現性が、じゃあこれ見てどうやるかって言われ
た時にちゃんとペンが動くのは平野先生の授業のおか
げ。あと典さんはほんとにどんな時もなんかすごい優
しいじゃないですか。私テキスト5、6集習ってたんで
すけど、もうほんとに私がわかんないってなっても、
すごい精神面でも支えられて。質問にも行ってました
し、あと模試の成績とかマンスリーの成績を見せたり
とかして、これやばいじゃんとか、ここ伸びてんじゃ
んとか、もうほんとに典さん大好きです。典さんはも
う、典さん見るとなんか安心しちゃうんですよ。だか
らホントに試験期間中とか、典さ～んって言ってまし
た（笑）。

分かんない時に分かんないってもちゃんときち
んと説明、飲み込める言葉で説明してくださる
ので腑に落ちる
化学は、三上先生と龍さんと原先生にお世話になりま
した。三上先生は、すごいこう、理論習ってたんです
けど、すっごい分かりやすいし、あんま成績は、私は
すごい頑張ろうってやった点数ではあるんですけど、
で、一生懸命最後まで、化学嫌いだったんですけど、
化学大っ嫌いだったんですけど、でも三上先生の授業
をずっと一年間受けてて、最後まで気持ち切らさず嫌
いでも頑張ろうって思えたのは先生の授業があったか
らです。
なんか、時と場合に寄るんですけど、分かんなかった
ら、分かんない時に分かんないっ言ってもちゃんとき
ちんと説明、飲み込める言葉で説明してくださるので
腑に落ちるというか。

授業中に流れを説明する一言一句を逃さずに、
ノートにバーッて書いて。
授業中恥ずかしいって気持ちはあったんですけ
ど、さらけだしてがむしゃらにやった。
生物は、緒方先生です。ほんとに私、生物の知識がホ
ントになかったので、先生の言葉をそのまま飲み込ん
でて、で、緒方先生の板書はもちろんなんですけど、
授業中に流れを説明する一言一句を逃さずに、ノート
にバーッて書いて。先生が言ってることも全部書いて
て、ほんとにノートは、人様にお見せできるようなも
のじゃないくらい、ほんと自由帳状態って感じ。でも
自習室に戻って、きちんとその流れを頭で復元して、
整理して、本番見返せるように整理してたんですけ
ど、そこで止まったらもう緒方先生のとこに即、直行
してっていうのをずっと続けてました。授業で殴り書
き用のと、まとめのきれいな清書用と二冊持ってまし
た。授業のたびに清書して。時間かかったんですけ
ど、でもほんとに生物には一番力入れてて、私の周
り、生物できる人がすごい多かったんですよ、私のク
ラス特に。だからほんとにいつもクラスのビリ争って
て、でもだからこそ頑張れたし、恥ずかしいって気持
ちはあったんですけど、クラスにいると誰がどのくら
いできるとかなんとなくわかるじゃないですか。だか
らさらけ出してがむしゃらにやってたほうが得だなっ
て思って。でも、私の周り、結構生物できる人ばっか
りで、前ちゃん（埼玉医科進学）、富永くん（愛知医
科進学）。加藤りさ（金沢医科進学）。松前くん（日
大進学）もそうだし、山本ゆり（東邦進学）もだし、
麗ちゃん（聖マリ進学）。最初は百瀬さん（日医進
学）もいましたね。全部先生の言われたものも全部
やって、言われたことを全部そのまま覚えてっていう
のをずっとやってました。夏も…。でやっと一回だけ
マンスリーのランキングに生物載った時が、7回かな、
あって、それもうほんとに、ほんとに嬉しかった。取
れない時は、生物9点とかあったけど（笑）。呼吸？神

経？だったかな、9点っす(笑)。いやなんか私、ウィー
クリーのランキングも生物は全然載らなくて。すごい
日曜日とかもこう、割と全科目やってましたけど、
ウェイト重めにしてたんですよ。で、中々載らなく
て、でも復習は絶対にしようって思っていて、だから
結局私、ウィークリーのランキングに載ったの2学期に
なってから。でもほんとよかった、先生に会えなかっ
たら受かってなかったって、それほんとに思います。
今まで生物の先生で、良い先生に当たったことがない
というか。すごい分かりやすい先生とか全然いなくっ
て、でも代官山にきて緒方先生に出会って、なんかほ
んとにこの人についていけば伸びるなって思ったし、
生物頑張ろうって思えたのはほんとに初めて。

代官山にきて、やらなきゃいけない環境になっ
て、自分の認識が甘かったことに気づけた。
ほんとに代官山では人に恵まれたなってすごい思って
て、もちろん先生方もたくさんいらっしゃるし、皆さ
んすごい、ほんとに皆さんにお世話になったし、って
のもあるし、あと周りの一緒に頑張ろうっていう風に
励まし合える、前ちゃんとかもそうですし、で落ち込
んだ時も励ましてくれるし、良い時は一緒に笑ってく
れる人とかいて、なんかほんとにそういう人たちに恵
まれたなっていう風に思います。
去年は、なんか一人というか、自分一人だけで戦うよ
うな感じだったから。ここだとちゃんとクラスも細か
く分かれてるから、大体誰がどのくらい出来てみたい
なのわかるじゃないですか。で、自分に近い人がいた
ら負けたくないなとか、なんかそういう刺激になる人
もいたし。生物でマンスリー載りたいとか、ランキン
グ載りたいとかそういうのはすごい思ってました。英
語は…、麗ちゃんには負けたくなかった。あと1点と
か。
なんか、一浪目と比べてほんとになんか、ここにきて1
浪目は甘かった、自分の認識が甘かったんだなってい
うのはすごい感じたし、代官山にきてやらなきゃいけ
ないっていう環境下になって、やっぱりこうしないと
受からないんだっていう風に思えるようになりまし
た。これだけやらないといけないんだなっていうのは
思いました。
やっぱり最初はちょっと抵抗があって、なんかあの、
すごい厳しいから不安で、でも入ってみたら、代官山
生として生活してたら別にそれが当たり前になるから
全然苦にもならなかったし、なんか、ちゃんとそう
やってメリハリがついたからすごくよかったかなーっ
て思います。

WAY TO SUCCESS合格への軌跡

「次悪いと落ちる」って言われて。もう大号泣
（笑）-悔しさがバネになった
えーっと、最初がM5で、最後がM4。なんか一回目の
クラス替えの時に、7月ん？6月だったかな、石井先生
のクラスで、誰々さん上がるよ、誰々くんあがるよっ
て言ってて、「私は？」って石井先生のところへ行っ
て聞いたら、「次悪いと落ちる」って葉っぱかけてい
ただいて。でもその時はもう大号泣（笑）。今思えば
すごいクラスにいたなー、今泉君（昭和特待）とか百
瀬さん（日医進学）とか。松前君（日大進学）もそう
ですし。M5のみんながバーッて上がっていって、で、
すごい取り残された感じがあって、もうすごい悔しく
て。でもそれもバネになって、最後頑張れました。マ
ンスリーのランキングでMなのに私一人だけ載らない
ことがざらにあって。愚痴になっちゃうんですけど、
載ってる子が私載ってないのって笑ってきたりして、
すごい悔しくて。その子よりいい大学行ってやろうっ
て思って。でもまあ悔しさがバネになったのはよかっ
たっていうか、そういうのが大きなモチベーションに
なりました。絶対うかるぞ！って

朝来て頑張れる環境は代官山だからこそ。
石井先生が授業できっと今年も生徒に話していると思
うんですけど、朝同じ時間で頑張り続けることの大事
さっていうか。だからタイムカードの打刻時間が…大
体同じなんですよ。でもそっちのほうが体力的にも楽
で。あんまズレない方が私はこうリズムができて良
かったです。朝授業前に毎回テストの復習必ずして、
マンスリー終わった後は時間配分とか受け方自体の振
り返りとか全部紙に起こして、でそれを持って、先生
に相談に行ったりとか。あと全科目の自己採とこんな
感じだったっていうのを緒方先生とかに持ってってア
ドバイスいただいてました。次のマンスリーに向けて
できなかったところは絶対、マンスリー終わった1週間
とか2週間とかぐらいには必要なものはまあきちんと
やってました。帰りは9時半過ぎにいつも前原さん（埼
玉医科大進学）と一緒に帰って、今日あったこととか
話しながら帰って。もう前ちゃんの存在はおっきくっ
て。家近いんです。でも電車がちょっと違うんですけ
ど、もう前ちゃんいなかったら多分私もさっさと帰っ
てたと思うし、一緒に頑張れたのは前ちゃんがおっき
いです。すごい彼女も努力を惜しまない方じゃないで
すか。だから頑張ろうと思ったし、んとに前ちゃん生
物すごい強いじゃないですか。で、私もうほんとに生
物できなかったので、恥捨てて、前ちゃんにどうした
ら生物できるようになるの？って話かけたんですよ。
でそれきっかけで話すようになって（笑）。朝早く来
て、もちろん自習時間が長く持てるし、あとなんか、
その体力がほんとに本番でもちゃんと活きて、本番っ
て朝からあるから、例えば、私は6時半に来て勉強して
たけど、テストの時もなんかその時間にちゃんと頭が

働いてる状態で臨めるから。そういう高め合える友達
とか、朝来れるっていうか頑張れる環境は代官山だか
らこそだったと思います。

授業外でも、明日ここの大学の試験なんですっ
て言ったら、傾向とかいろいろ教えて下さっ
て。
英語は三ツ橋先生にすごくお世話になっていて。マン
ツーも取ってたし。三ツ橋先生って語彙のボキャブラ
リーの量がすごい多くって、一個の意味に対して、い
ろんな単語を教えて下さったりとか、あと逆に一個の
単語でいろんな意味を教えて下さったりとか、それは
すごいだいぶ力がついて、私文法が弱かったんですけ
ど、そういうところとかきちんと埋めて下さったりと
かしてて。三ツ橋先生に教えてもらって単語の量はほ
んとに増えました。一人でやるより三ツ橋先生とやっ
たほうが単語のペースがつかめます。あと青葉先生は
マンツーじゃなくて集団でお世話になってたんですけ
ど、授業外でも、明日ここの大学の試験なんですって
言ったら、じゃあこういうところに注意してとか、こ
この大学はこういう傾向があるからっていう風にいろ
いろ教えて下さったりとかして、最後までお世話にな
りました。授業外でもどの先生も質問いくと丁寧に応
えてくださってたくさんお世話になりました。
青葉先生も結構カリキュラムみたいなの作ってくれ
て、これ何日までにやってみたいな。英作とかも結構
丁寧に見てくださいました。見せに行ってました、結
構みんなも行ってましたし。

石井先生の授業では当てて欲しいアピールを。
当たるとそこ覚えますし、忘れない。
ホントに石井先生の授業は私当てられなかった時の授

業が、ほんとに指で数えられるぐらい、大体当てて下
さってて、私最初はなんか存在消そうと思ってたんで
すけど、ここに来た時は。なんですけど、最初の石井
先生の授業で3人目で当てられて。存在消すのは諦めま
した。当てられない時の方が少ないので、もうだった
ら当てて欲しいところで当たりたいと思って、当てて
欲しいアピールしてました(笑)。すごい目、合わせたり
とか（笑）。なんかちょっと自信ありげな感じで。英
作文は絶対当たってました。当たるとそこ覚えます
し、忘れないですね。
他の科目に比べると英語は余裕あったんですけれど、
石井先生の授業なかったらまずいっていうか。石井先
生の授業がある日は、やっぱり、がんばろって。火曜
日と金曜日です。石井先生の復習は、あのおっきいテ
キストをすごいちっちゃくして、片手に収まるくらい
のサイズに縮小コピーして、ペラペラめくってみてま
した。見える程度に縮小コピーして、スマホ見る代わ
りにそっち見てました。

平パンは神(笑)。東邦の数学で的中したとき、
試験中平パンのドヤ顔がよぎった(笑)
数学は、平野先生と典さん大好きでした。平パンはな
んかほんとに神で（笑）。なんかすごい私しごかれた
ほうの生徒なんですよ。マンツーでも。もう平パンが
教えてくれるところ絶対試験で出るから、もうほんと
にすごいタメになったし、東邦の数学の問題がまんま
出た。的中したときに平パンのドヤ顔が浮かぶんです
よ、頭の中に（笑）。試験中浮かびます。感謝してま
す。あ、これ出たわーみたいな、平パーンと思って
（笑）。なんかドヤ顔がよぎった（笑）。平パンは
いっつも、問題くれて、それを解いて解説してくれる
感じで、私、なんだろう。ちゃんとした解き方を今ま
でしてなくって。試験で、本番で使える解法を平パン
に教わった。だから、本番で解くことができた。今ま
でもすごい先生もいたんですけど、感動する解法と
か、そのすごい先生のおかげで数学はすごい好きだっ
たんですけど、初手が出ないというか、授業で感動し
て終わりって感じで、本番はあまり。ちょっと本番で
使えないというか…。でも平野先生の授業は、自分で
こう再現性が、じゃあこれ見てどうやるかって言われ
た時にちゃんとペンが動くのは平野先生の授業のおか
げ。あと典さんはほんとにどんな時もなんかすごい優
しいじゃないですか。私テキスト5、6集習ってたんで
すけど、もうほんとに私がわかんないってなっても、
すごい精神面でも支えられて。質問にも行ってました
し、あと模試の成績とかマンスリーの成績を見せたり
とかして、これやばいじゃんとか、ここ伸びてんじゃ
んとか、もうほんとに典さん大好きです。典さんはも
う、典さん見るとなんか安心しちゃうんですよ。だか
らホントに試験期間中とか、典さ～んって言ってまし
た（笑）。

分かんない時に分かんないってもちゃんときち
んと説明、飲み込める言葉で説明してくださる
ので腑に落ちる
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た。授業のたびに清書して。時間かかったんですけ
ど、でもほんとに生物には一番力入れてて、私の周
り、生物できる人がすごい多かったんですよ、私のク
ラス特に。だからほんとにいつもクラスのビリ争って
て、でもだからこそ頑張れたし、恥ずかしいって気持
ちはあったんですけど、クラスにいると誰がどのくら
いできるとかなんとなくわかるじゃないですか。だか
らさらけ出してがむしゃらにやってたほうが得だなっ
て思って。でも、私の周り、結構生物できる人ばっか
りで、前ちゃん（埼玉医科進学）、富永くん（愛知医
科進学）。加藤りさ（金沢医科進学）。松前くん（日
大進学）もそうだし、山本ゆり（東邦進学）もだし、
麗ちゃん（聖マリ進学）。最初は百瀬さん（日医進
学）もいましたね。全部先生の言われたものも全部
やって、言われたことを全部そのまま覚えてっていう
のをずっとやってました。夏も…。でやっと一回だけ
マンスリーのランキングに生物載った時が、7回かな、
あって、それもうほんとに、ほんとに嬉しかった。取
れない時は、生物9点とかあったけど（笑）。呼吸？神

経？だったかな、9点っす(笑)。いやなんか私、ウィー
クリーのランキングも生物は全然載らなくて。すごい
日曜日とかもこう、割と全科目やってましたけど、
ウェイト重めにしてたんですよ。で、中々載らなく
て、でも復習は絶対にしようって思っていて、だから
結局私、ウィークリーのランキングに載ったの2学期に
なってから。でもほんとよかった、先生に会えなかっ
たら受かってなかったって、それほんとに思います。
今まで生物の先生で、良い先生に当たったことがない
というか。すごい分かりやすい先生とか全然いなくっ
て、でも代官山にきて緒方先生に出会って、なんかほ
んとにこの人についていけば伸びるなって思ったし、
生物頑張ろうって思えたのはほんとに初めて。

代官山にきて、やらなきゃいけない環境になっ
て、自分の認識が甘かったことに気づけた。
ほんとに代官山では人に恵まれたなってすごい思って
て、もちろん先生方もたくさんいらっしゃるし、皆さ
んすごい、ほんとに皆さんにお世話になったし、って
のもあるし、あと周りの一緒に頑張ろうっていう風に
励まし合える、前ちゃんとかもそうですし、で落ち込
んだ時も励ましてくれるし、良い時は一緒に笑ってく
れる人とかいて、なんかほんとにそういう人たちに恵
まれたなっていう風に思います。
去年は、なんか一人というか、自分一人だけで戦うよ
うな感じだったから。ここだとちゃんとクラスも細か
く分かれてるから、大体誰がどのくらい出来てみたい
なのわかるじゃないですか。で、自分に近い人がいた
ら負けたくないなとか、なんかそういう刺激になる人
もいたし。生物でマンスリー載りたいとか、ランキン
グ載りたいとかそういうのはすごい思ってました。英
語は…、麗ちゃんには負けたくなかった。あと1点と
か。
なんか、一浪目と比べてほんとになんか、ここにきて1
浪目は甘かった、自分の認識が甘かったんだなってい
うのはすごい感じたし、代官山にきてやらなきゃいけ
ないっていう環境下になって、やっぱりこうしないと
受からないんだっていう風に思えるようになりまし
た。これだけやらないといけないんだなっていうのは
思いました。
やっぱり最初はちょっと抵抗があって、なんかあの、
すごい厳しいから不安で、でも入ってみたら、代官山
生として生活してたら別にそれが当たり前になるから
全然苦にもならなかったし、なんか、ちゃんとそう
やってメリハリがついたからすごくよかったかなーっ
て思います。
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朝来て頑張れる環境は代官山だからこそ。
石井先生が授業できっと今年も生徒に話していると思
うんですけど、朝同じ時間で頑張り続けることの大事
さっていうか。だからタイムカードの打刻時間が…大
体同じなんですよ。でもそっちのほうが体力的にも楽
で。あんまズレない方が私はこうリズムができて良
かったです。朝授業前に毎回テストの復習必ずして、
マンスリー終わった後は時間配分とか受け方自体の振
り返りとか全部紙に起こして、でそれを持って、先生
に相談に行ったりとか。あと全科目の自己採とこんな
感じだったっていうのを緒方先生とかに持ってってア
ドバイスいただいてました。次のマンスリーに向けて
できなかったところは絶対、マンスリー終わった1週間
とか2週間とかぐらいには必要なものはまあきちんと
やってました。帰りは9時半過ぎにいつも前原さん（埼
玉医科大進学）と一緒に帰って、今日あったこととか
話しながら帰って。もう前ちゃんの存在はおっきくっ
て。家近いんです。でも電車がちょっと違うんですけ
ど、もう前ちゃんいなかったら多分私もさっさと帰っ
てたと思うし、一緒に頑張れたのは前ちゃんがおっき
いです。すごい彼女も努力を惜しまない方じゃないで
すか。だから頑張ろうと思ったし、んとに前ちゃん生
物すごい強いじゃないですか。で、私もうほんとに生
物できなかったので、恥捨てて、前ちゃんにどうした
ら生物できるようになるの？って話かけたんですよ。
でそれきっかけで話すようになって（笑）。朝早く来
て、もちろん自習時間が長く持てるし、あとなんか、
その体力がほんとに本番でもちゃんと活きて、本番っ
て朝からあるから、例えば、私は6時半に来て勉強して
たけど、テストの時もなんかその時間にちゃんと頭が

業が、ほんとに指で数えられるぐらい、大体当てて下
さってて、私最初はなんか存在消そうと思ってたんで
すけど、ここに来た時は。なんですけど、最初の石井
先生の授業で3人目で当てられて。存在消すのは諦めま
した。当てられない時の方が少ないので、もうだった
ら当てて欲しいところで当たりたいと思って、当てて
欲しいアピールしてました(笑)。すごい目、合わせたり
とか（笑）。なんかちょっと自信ありげな感じで。英
作文は絶対当たってました。当たるとそこ覚えます
し、忘れないですね。
他の科目に比べると英語は余裕あったんですけれど、
石井先生の授業なかったらまずいっていうか。石井先
生の授業がある日は、やっぱり、がんばろって。火曜
日と金曜日です。石井先生の復習は、あのおっきいテ
キストをすごいちっちゃくして、片手に収まるくらい
のサイズに縮小コピーして、ペラペラめくってみてま
した。見える程度に縮小コピーして、スマホ見る代わ
りにそっち見てました。

平パンは神(笑)。東邦の数学で的中したとき、
試験中平パンのドヤ顔がよぎった(笑)
数学は、平野先生と典さん大好きでした。平パンはな
んかほんとに神で（笑）。なんかすごい私しごかれた
ほうの生徒なんですよ。マンツーでも。もう平パンが
教えてくれるところ絶対試験で出るから、もうほんと
にすごいタメになったし、東邦の数学の問題がまんま
出た。的中したときに平パンのドヤ顔が浮かぶんです
よ、頭の中に（笑）。試験中浮かびます。感謝してま
す。あ、これ出たわーみたいな、平パーンと思って
（笑）。なんかドヤ顔がよぎった（笑）。平パンは
いっつも、問題くれて、それを解いて解説してくれる
感じで、私、なんだろう。ちゃんとした解き方を今ま
でしてなくって。試験で、本番で使える解法を平パン
に教わった。だから、本番で解くことができた。今ま
でもすごい先生もいたんですけど、感動する解法と
か、そのすごい先生のおかげで数学はすごい好きだっ
たんですけど、初手が出ないというか、授業で感動し
て終わりって感じで、本番はあまり。ちょっと本番で
使えないというか…。でも平野先生の授業は、自分で
こう再現性が、じゃあこれ見てどうやるかって言われ
た時にちゃんとペンが動くのは平野先生の授業のおか
げ。あと典さんはほんとにどんな時もなんかすごい優
しいじゃないですか。私テキスト5、6集習ってたんで
すけど、もうほんとに私がわかんないってなっても、
すごい精神面でも支えられて。質問にも行ってました
し、あと模試の成績とかマンスリーの成績を見せたり
とかして、これやばいじゃんとか、ここ伸びてんじゃ
んとか、もうほんとに典さん大好きです。典さんはも
う、典さん見るとなんか安心しちゃうんですよ。だか
らホントに試験期間中とか、典さ～んって言ってまし
た（笑）。

分かんない時に分かんないってもちゃんときち
んと説明、飲み込める言葉で説明してくださる
ので腑に落ちる
化学は、三上先生と龍さんと原先生にお世話になりま
した。三上先生は、すごいこう、理論習ってたんです
けど、すっごい分かりやすいし、あんま成績は、私は
すごい頑張ろうってやった点数ではあるんですけど、
で、一生懸命最後まで、化学嫌いだったんですけど、
化学大っ嫌いだったんですけど、でも三上先生の授業
をずっと一年間受けてて、最後まで気持ち切らさず嫌
いでも頑張ろうって思えたのは先生の授業があったか
らです。
なんか、時と場合に寄るんですけど、分かんなかった
ら、分かんない時に分かんないっ言ってもちゃんとき
ちんと説明、飲み込める言葉で説明してくださるので
腑に落ちるというか。

授業中に流れを説明する一言一句を逃さずに、
ノートにバーッて書いて。
授業中恥ずかしいって気持ちはあったんですけ
ど、さらけだしてがむしゃらにやった。
生物は、緒方先生です。ほんとに私、生物の知識がホ
ントになかったので、先生の言葉をそのまま飲み込ん
でて、で、緒方先生の板書はもちろんなんですけど、
授業中に流れを説明する一言一句を逃さずに、ノート
にバーッて書いて。先生が言ってることも全部書いて
て、ほんとにノートは、人様にお見せできるようなも
のじゃないくらい、ほんと自由帳状態って感じ。でも
自習室に戻って、きちんとその流れを頭で復元して、
整理して、本番見返せるように整理してたんですけ
ど、そこで止まったらもう緒方先生のとこに即、直行
してっていうのをずっと続けてました。授業で殴り書
き用のと、まとめのきれいな清書用と二冊持ってまし
た。授業のたびに清書して。時間かかったんですけ
ど、でもほんとに生物には一番力入れてて、私の周
り、生物できる人がすごい多かったんですよ、私のク
ラス特に。だからほんとにいつもクラスのビリ争って
て、でもだからこそ頑張れたし、恥ずかしいって気持
ちはあったんですけど、クラスにいると誰がどのくら
いできるとかなんとなくわかるじゃないですか。だか
らさらけ出してがむしゃらにやってたほうが得だなっ
て思って。でも、私の周り、結構生物できる人ばっか
りで、前ちゃん（埼玉医科進学）、富永くん（愛知医
科進学）。加藤りさ（金沢医科進学）。松前くん（日
大進学）もそうだし、山本ゆり（東邦進学）もだし、
麗ちゃん（聖マリ進学）。最初は百瀬さん（日医進
学）もいましたね。全部先生の言われたものも全部
やって、言われたことを全部そのまま覚えてっていう
のをずっとやってました。夏も…。でやっと一回だけ
マンスリーのランキングに生物載った時が、7回かな、
あって、それもうほんとに、ほんとに嬉しかった。取
れない時は、生物9点とかあったけど（笑）。呼吸？神

経？だったかな、9点っす(笑)。いやなんか私、ウィー
クリーのランキングも生物は全然載らなくて。すごい
日曜日とかもこう、割と全科目やってましたけど、
ウェイト重めにしてたんですよ。で、中々載らなく
て、でも復習は絶対にしようって思っていて、だから
結局私、ウィークリーのランキングに載ったの2学期に
なってから。でもほんとよかった、先生に会えなかっ
たら受かってなかったって、それほんとに思います。
今まで生物の先生で、良い先生に当たったことがない
というか。すごい分かりやすい先生とか全然いなくっ
て、でも代官山にきて緒方先生に出会って、なんかほ
んとにこの人についていけば伸びるなって思ったし、
生物頑張ろうって思えたのはほんとに初めて。

代官山にきて、やらなきゃいけない環境になっ
て、自分の認識が甘かったことに気づけた。
ほんとに代官山では人に恵まれたなってすごい思って
て、もちろん先生方もたくさんいらっしゃるし、皆さ
んすごい、ほんとに皆さんにお世話になったし、って
のもあるし、あと周りの一緒に頑張ろうっていう風に
励まし合える、前ちゃんとかもそうですし、で落ち込
んだ時も励ましてくれるし、良い時は一緒に笑ってく
れる人とかいて、なんかほんとにそういう人たちに恵
まれたなっていう風に思います。
去年は、なんか一人というか、自分一人だけで戦うよ
うな感じだったから。ここだとちゃんとクラスも細か
く分かれてるから、大体誰がどのくらい出来てみたい
なのわかるじゃないですか。で、自分に近い人がいた
ら負けたくないなとか、なんかそういう刺激になる人
もいたし。生物でマンスリー載りたいとか、ランキン
グ載りたいとかそういうのはすごい思ってました。英
語は…、麗ちゃんには負けたくなかった。あと1点と
か。
なんか、一浪目と比べてほんとになんか、ここにきて1
浪目は甘かった、自分の認識が甘かったんだなってい
うのはすごい感じたし、代官山にきてやらなきゃいけ
ないっていう環境下になって、やっぱりこうしないと
受からないんだっていう風に思えるようになりまし
た。これだけやらないといけないんだなっていうのは
思いました。
やっぱり最初はちょっと抵抗があって、なんかあの、
すごい厳しいから不安で、でも入ってみたら、代官山
生として生活してたら別にそれが当たり前になるから
全然苦にもならなかったし、なんか、ちゃんとそう
やってメリハリがついたからすごくよかったかなーっ
て思います。

卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2020年

杏林大医学部
帝京大医学部

2次正規合格
2次合格

絶対一日、これだけはやるっていうのを 
決めて、それをほんとに毎日実行するって 
いうのはほんとに大事だと思いますね。

杏林大医学部進学　森口徳之 君(世田谷学園高校卒)
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卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2020年

杏林大医学部
埼玉医科大
愛知医科大

2次正規合格
後期2次正規合格
　　2次正規合格

受験よりも先、今後生きていく上で　
必要な考え方を身につけられるから、
それはなんか、いい人生経験になった。

杏林大医学部進学　進藤 晃仁 君(穎明館高校卒)

WAY TO SUCCESS合格への軌跡

1次12校中9校合格。でも2次で面接の難しさを
知った。
進藤：１次は、愛知医科大と…愛知と東医と、杏林、
埼玉後期で４つです。2次来たのが愛知、杏林、埼玉後
期。杏林は補欠合格47。そう、今泉って杏林特待で
しょ？なんか1000万免除の上位15人しかいないやつ
だったらしい…。
森口：すげぇぇ、聞いた！蹴りましたとか言って。昭
和特待だもんな。ええと僕は、１次来たのが愛知、岩
手、昭和、近畿、北里、杏林、慈恵、日大、あと、昭
和後期、もう1個足りない、待って下さい。帝京だ。石
井先生が受けろって言って、そうです。僕は数学で受
かりやすいって。3日申し込んで、2日目受かった。12
分の9ですね。
進藤：9ってすげえよな。
森口：日医、東邦、慶應ですね、落ちたのが。２次来
たのは帝京と杏林。見事にこう…2次で死んだ。2次で
変なこと言ったっていうか、ううん、てかまあ、慈恵
と昭和は評定平均で多分死んでるんで、評定2.9なん
で。いやあ、受かんないです。
進藤：いや、2次じゃね？
森口：2次か…。昭和後期は、1分ぐらいで帰らされま
した。もういいわって。いやあ受かったのかなって自
信満々で。変なこと絶対言ってないんですけど。
進藤：でも、愛知でさ…。
森口：愛知は言いました。この絵見てどう思う？って
言う質問に、ファンシーな絵ですねって(笑)。
進藤：あのう、そもそもパネルの内容が、将来AIに奪
われる仕事、で、お医者さん何％、トラックの運転手
何％とかが書いてあって。その絵を見てどう思うか？
て聞かれて。
森口：ファンシーな絵ですねって。
進藤：ファンシー、、、(笑)
森口：ファンシーは、ポップな感じかなって。
進藤：ファンシーって何？
森口：しらけました、向こうの反応。いや、その前は
和やかな雰囲気だったのに、急にシーンってなって。
初めての2次で、こう…てんぱってたかもしれません。
言っちゃいましたね。逆に帝京と杏林はよく取ってく
れたね。多分一次がめっちゃ良かったんだと思いま
す。
進藤：ちと、東医の補欠来なかったのが残念かな。
森口：でもまぁねえ。東医でてるんだったら、力はあ
るってこと。東医の数学むずかったよ、今年。
進藤：もうなんか気楽に受けに行けば、受かるのか
なって。だって、二次試験の時、僕鉛筆持ってかな
かったですもん。書くのあって、え？やば！っと思っ
て。
森口：はははは。
進藤：受験票しか持ってないんだけど。試験官の補助
みたいな女の人に「すみません、借りていいです
か？」って。

森口：はははは。それ言ったら、僕岩手の時ネクタイ
直されましたよ、案内の人に。
進藤：優しい。二次は鉛筆忘れても受かる。正規合格
がもらえる。複数校受かったんで。
森口：いや、なんか、一次試験めっちゃ受かってて、
うちの中フィーバーだったんですけど、二次落ちま
くってて、めちゃくちゃ落ち込みましたよ。バカヤ
ローって。
進藤：ははは。
森口：怖かった。親に「これ全部落ちるんじゃない
か？」って言われて。

１年間毎日日課を絶対こなすようにしていた。
進藤：僕が気を付けていたのは、態度をでかくしない
こと。謙虚に生きてた。成績がどんなに良くても。い
きりちらすことなく。あと、ガニマタで歩かないよう
にしてました。
森口：関係なさすぎ(笑)。
進藤：いや、足は絶対態度出るって。超ガニマタの人
見ると、ああ、態度でけえのかなあとか思いながら。
森口：僕は毎日日課が、日課を絶対こなすようにして
いました。校長先生から言われた日課、そう、写経。
あと一年ぐらい通してやったのが、毎日5問の積分計
算。計算力も磨いてました。平パンから、積分の難し
い問題もらって、それ毎日5問、多分300問ぐらいあっ
てそれを何回も回して。やってましたね。そうです
ね、結構、横国とか、京大とか、そういう積分計算も
入ってたんで。やりごたえもあって。

医学部行きたい、っていう決意が固まったのは
ここに来て、だなぁ。
森口：朝が辛かったです。
進藤：それは夜更かししてるからでしょ？日課の…。
森口：ふふふ。あ、ニコニコ動画。
森口＆進藤：ははは。
森口：あ、でも、なんか。後半からは。毎日5時半ぐら
いに起きて、7時前には塾にくるようにしてました。
進藤：うん、してた。
森口：なんかそのM1全体で朝、数学の赤本を解くって
いうことをやってて。クラス皆で。まあ、それがあっ
たんで、頑張りました。はい、7時から開催して。村長
（宮田進学）は来なかったんですけど。それ以外のメ
ンツは皆来て。朝０限作って赤本解きです。
進藤：僕も朝が辛かったですね。いや、遠いんですよ
青梅。2時間ぐらい。ちとまあ、冬らへんから、ちっと
だらけちゃったんですね。それまではここに7時前に着
くようにしてたんですけど。まあ5時半前の電車に乗っ
て、家帰るのは11時ちょっと前だったんで、睡眠時間
足んなくて、カフェインの錠剤を飲んでました。
森口：でも、一回一人暮らししたよね。
進藤：そう夏に。いや、さすがに耐えられんわっつっ
て。目黒に住ませてもらって、１か月。そうしたら、

れたし。すごい決意、「医学部行きたい」っていう決
意が固まったのはここに来て、だなぁ。去年はS台の立
川。そんな元も良くなかったから、もうその時点です
でに諦めが入ってるじゃないですか。妥協してるその
時点で。
森口：ははは。
進藤：もう、放任ですね、あんま。受験指導とかな
い。面接対策もないんで。代官山はすごかったです
ね。いやもう、ここは絶対、二次対策のすごさを押し
てった方がいいっす。
森口：うん、マジで。
進藤：浩さんがすごいです。
森口：小論文が書きやすくなるってのが本当に。い
や、ほんとだよね！まあ、論理的な考え方できるよう
になるからどんなに日本語ができなくても、論理的思
考な文になれるよね。小論はもう、それは一発、森口
でも、論理的な文になる。なんかまあ、授業受けたら
わかるんですけど、ほんとに、それなりの文章書ける
ようになるっていうのが、ちゃんとあるんだよね？
進藤：うん。
森口：浩先生のやり方はおいしいです。日本語できる
ようになって良かった。
森口＆進藤：はははは。
森口：いやほんとに書けるようになった。だから去
年、もし一次通ってても、結局小論文で落ちてた気が
します。

ペナルティがあるから期限までやった写経だけ
ど、ちゃんと続けたら成績上がって、それ以降
も自発的にやるようになりました。
森口：お世話になった先生が3人。マンツー取ってたの
が青葉先生と栗原先生で。校長を入れてもいいんです
よね？写経を教えてもらったのが、校長なんですよ
ね。面談の時に、英語できるようになるなら、君は
700選の写経しろって言われて。それで写経、毎日
ちゃんと続けたら、マジで上がって、、そのう、期限
があって。そこまで写経を出さなかったら、本館に送
ると(笑)。
進藤：ああ、あったね(笑)。
森口：あったんですけど、ペナルティとして。それが
あったんで、期限内にちゃんと出して。で、そっか
ら、僕、個人的に写経いいなって思ったんですよね。
その期限後もずっと写経続けてった。校長に写経教え
てもらったから、そのおかげで、英語伸びたなってい
うのがあります。あと青葉先生は、ほんとに、めちゃ
くちゃ面倒見が良かったです。栗原先生は後半なんで
すけど、こう、浩先生に近いフォーマットみたいな感
じがあって、これ見たら、この記号付けて、こう考え
るんだよみたいな。それがありがたかったですね。
フォーマットがある方が得意な、う～んマニュアル人
間(笑)。
進藤：ははは。うーーん。僕はやっぱ石井先生かな

あ。石井先生、普通と違う。うーんと、石井先生との
面談で、英語に波があるよねって話で。若干波がある
よねって。その、長文苦手だったんですけど。長文の
話題、知的背景？その知ってる知らないの差が激しい
んじゃないか。それがまあ、あると思うから、東邦の
医療系の長文の和訳をざっと読みなさいって言われ
て。ざっと読んだら、まあ、長文が取れるようになっ
た(笑)。うん、石井先生はなんだろう、いや、英語じゃ
なくても、その、見抜く力が凄い。的確なアドバイ
ス。いや、すごいなあって。なんかそうだなあ、言わ
れた通り和訳読んでて、内容頭に入れた後に、長文読
んで、知らない単語があったら、照らし合わせて、あ
あ、こういう意味あるんだあみたいな。そういう勉強
のやり方を指示されて東邦10年分ぐらいざっと読ん
で。そうしたら、長文マジでできるようになった。マ
ジ石井先生(笑)。
森口：僕も写経の存在を無理やりにでもちゃんと教え
てくれたんで。ははは。いや、源ちゃんがやってたの
見てたんですけど。それで源ちゃんが伸びていって。
あれ？って。そんな時校長の面談で言われて、やる機
会を得られたんです。そこでやって、以降ずっと頑張
れたって感じですね。

他の人がやってるの見て自分もやろうとか、人
の良い所みて真似した。
森口：数学は、僕は、、あ、先に言っちゃってい
い？。
進藤：うん、考えてる、考えてる。
森口：数学は、いや、ほんとに、うーん先生全員で
す。いや、本当に。この先生だけっていうこだわりは
なくて。全員が全員、いい授業だったんで。授業中に
できるだけ吸収していこうっていうスタンスでやって
ました。基本的に一回理解できれば、数学はもう大丈
夫な気がして。何でこの公式あるかとか、そういう理
解が大事かなって、個人的に思ってて。まあでも、計
算ミス結構してましたけど、積分計算で計算力は鍛え
てたから。その注意してくれたのが薄先生でしたね。
薄先生がその、夏休みから、毎日、積分計算5問解けっ
ていうこと言ってて。それをその、まあ実行して、平
パンから問題もらって。それ、ほんとに入試当日ま
で、その写経と積分計算はしてましたね。
進藤：うーん、質問よく行ったんが、典先生かなあ。
典先生と長澤先生は、うん凄いなんだろう、頭のいい
解法。
森口：ああ、天才、天才。
進藤：超きれいな解法で。で、まあ平パンは計算ごり
押しで、苦手な子でもみたいな。まあだから、状況に
合わせた…、いくつもの戦法を、うーん培ってくれた
…っていうか、先生達の濃いキャラがいくつもの引き
出しを作ってくれたっていうか。だから質問の時、数
学科は片っ端から聞いて。
森口：ああ、いいよね。先生によって個性あるもん

ね。
進藤：そうね、5人ぐらい聞いたかな。1問あたり5人
ぐらい聞いた、本当にわかんない問題は。うん、
へぇー、なるほどねっつって。そう、で、自分に一番
良さげなやつを、ね。
森口：そう、スマートがいいのか、ごり押しがいいの
か。試験中にそれが思いつくなら、スマートの方がい
いし、「まあ、無理だな」って思ったら、ごり押しの
解法覚えて。
進藤：多分、ごり押しかな。そんな頭良くないんで。
森口＆進藤：ははははは。
進藤：あとは積分毎日やることですよね、薄先生がい
うように。僕も試験会場で薄先生のテキストのやつを
持ってってて。
森口：平パンのクソむずいけど計算の。あれ、もらう
ためには条件があって。ハンドブックの積分計算全部
解いたら、平パンに言って、やっともらえるプリント
だったんで。だからちゃんとやったよね。あと横井先
生の有機は結構マニアックなことまで教えてくれて楽
しかったです。いやあ、楽しかったですよ、本当に。
すげえ楽しかったです。変な語呂とか、めっちゃ面白
かったです。
進藤：ああ、あったわ。ピンクね。
森口：横井先生に語呂合わせないですか？つったら、
考えてくれて、言ってくれる(笑)。
進藤：持ちネタが面白いよね。授業中に。笑って、印
象に残る。化学はまあ、武器だった。安定してた、偏
差値７０とか。でも、物理がやっぱ苦手。最初の方、
偏差値物理３９ぐらい取った記憶が。39.2だったか
な？
森口＆進藤：はははは。
森口：それ言ったら、俺、英語最初33ですよ、偏差
値。衝撃過ぎて覚えてる(笑)。クラス分けの表見たら、
俺だけ英語A8とか書いてあって、ひどかったですね。
で、次44.9に上がりました。
進藤：すげえじゃん。
森口：10以上、上がりましたね。
進藤：11上がるってすごいな。いや物理と英語はほん
とに運ゲー。いや、もう、なんだろう？感覚にすべて
を任せた。感覚がうまく合ったところが一次出たって
こと？
森口：いや、でも、僕の場合、感覚とかそれ以前の問
題だから、英語。英語、写経で感覚を身につけまし
た。700選を毎日その日本語と英語を3行ずつていうの
を毎日1時間から2時間ぐらいずっとノートに書いて。
いや、その日本語を見て、英語書くと、その英語書い
たやつが、その日本語でもそう書いてるんだなってい
うのが認識できるんで。その後、文法の合わせやって
るから、文法的に違和感覚えたりとかするんで正誤に
いい。
進藤：文法ねえ。写経も大事だと思う。時間かかるけ
ど効果ある。

森口：でもって、写経頑張ってから河合が偏差値65ま
で行ったんで英語が。めっちゃ上がりました、多分そ
の、マンスリー終わってからもずっと写経やってたん
で。
進藤：やり始めた頃に、「えー、俺もやるー」って、1
か月ぐらいで終わっちゃった…。うん、自分は時間か
かりすぎちゃって。最後の方はちと、物理に回して
…。三人がすごかった。あ、分かれてますよ、結構分
かれるよね。
森口：M1M2の中で、寺澤派、野村派、小澤ちゃん派
みたいな感じ。３つに分かれてましたね。
進藤：僕は野村先生派。
森口：俺も野村先生からプリントもらってやってたん
で野村先生派ですね。いや、プリントの良さがあっ
て。
進藤：うん、あのプリントができるようになれば、入
試の問題はもう全部解ける。
森口：90問ぐらいですかね、それぐらいです。全範囲
入ってて、初歩が60問、応用が30問。物理ができない
人は今の時期から簡単なやつをやる。
進藤：そう、年間を通してやったら、多分、本番では
相当武装できるはず。
森口：物理の問題が大体もうテンプレに沿って、どん
どん進行していくから、基本的にそのテンプレさえ覚
えちゃえば物理は本当にどうとでもなる。慈恵のよう
な考える系の問題でなければもう完全武装できる。慈
恵なんか人体に急に関連付けてくるから。
進藤：無理やり結びつけるよね。
森口：まあそうですね、進藤があのプリントやってる
の見て、やろうかなと思って。人のいいところ見て、
真似しようみたいな感じで。

進藤：確かに、石井先生がそう言ってて。他の人のこ
と見るよね。「それ、いいね。僕もやろう」ってね。

毎年改訂されるテキストで、本番は知ってる問
題ばかりだから、まんま出て、数学で稼げた。
森口：英語とか本当に医学部用の長文めっちゃやるん
で。入試の時も割と、この話知ってるなって感じの文
章がでてきて、読みやすかったですね、入試の文章
が。
進藤：確かに。
森口：で、数学も本当にテキスト通りの問題出てくる
んで。あ、もうつまんなんかったです。入試の本番の
問題はつまんなかったです。
進藤：ほんとよく練られてるテキスト。薄先生の直前
講習もまんま出て。うーんと、あれ、なんだ？微分
か。グラフ？問題がまんま出て。1問もらったー、大問
1問。数学で稼げた感ある。テキストをちゃんとやっと
けば、普通に本番もできたっていうか。
森口：本番つまんなかったです。ドーパミンが溢れ出
て来るような問題がなくて。知ってる、知ってるーっ
て。はは。
進藤：確かに。だってHighのテキストだって、もう薄
先生がはやりの問題入れてるから、そっからしか出て
こないんだよ。だから前期のテキストを繰り返しやる
のが早いよね。
森口：でも、前期のHighのテキストの方が後期のTop
より難しくなかった？
進藤：うん。僕もそう思いました。知識が必要なのが
前期のHighだった？新しい知識を…、こう公式を作っ
ていくっていうのは本当に無理なんで。そう考えた
ら、その、公式知った上での後期のTopっていうの
は、わりと簡単だった気がします、はい。
森口：力がついたってことか、そうですね。そのせい
で、体感的には、後期のTopの方が簡単だと感じまし
たね。すごくいいテキストでした。毎年変えてくれて
てるみたいだし。
進藤：Highのテキストはもうほんと素晴らしい。
森口：さっき平パンに、今年のM1は去年のM1より100
倍ぐらい真面目だぞって言われた(笑)。

受験よりも先、今後生きていく上で必要な考え
方を身につけられるから、それはなんか、いい
人生経験になった。
進藤：僕は２浪目は市ヶ谷行こうと思ってて。いや、
でも多分行ってたら、受からなかった。これはほんと
に。なんだろう、みんなよくこう言ってるから、「い
や、嘘つけ！」みたいなこと思ってたんですけど、こ
れは割とマジで、うーん、代官山に来れば、ちゃんと
みんなやるから、受かる、これはほんとなんだよね。
森口：うん、それはある。
進藤：いや、ほんとに何かこういうのに載るとマジで
嘘くさく感じちゃうけど。ちょっと性格上そういう風

に思ってしまうんですけれど…。
森口：めちゃくちゃいい子ちゃんだからね。
進藤：いや、ほんとにここに入れば受かるんだよな。
最初が低すぎるとまあもう１年ぐらい必要になっちゃ
うかもしんないけど、それは多分どこ行っても一緒
で。S台に行ったって、K合に行ったって、まあそれは
もう１年必要になるなって。
森口：ここ、先生と距離近いから、質問もしやすい
し。面倒見の良さがね。
進藤：うん、常に。S台はもうすぐどっか行けちゃう。
そう勉強時間もね、ここはやる。
森口：そう、周りやってるから、やんなきゃまずいっ
ていうのはありまして、はい。そこがでかい。
進藤：S台は午後３時で終わるから、そっから自習、て
かまあどうぞって感じなんで。帰るもよし、勉強する
もよしで。ここはもう強制的に９時半までやらされる
から。
森口：勉強時間は確保されるし、その時間をどう上手
く使うかっていうのは割とありましたね。まあでも性
格がこんな感じなんで、あんま頑張れないですよね。
進藤：そうそう。確かに。
森口：まあ代官山来て、みんな頑張ってるから、俺も
やらなきゃなみたいな感じで、続けてたら、ほんとに
頑張れたんで、それは良かったですね。
進藤：うん、僕も、ダメな子、そのなんか一人だと勉
強できないっていう子は、やっぱり強制的にこう勉強
時間を取らされるような代官山に来た方がいいと思
う。あと、代官山に来てすごい良かったなって思うの
が、石井先生とか高橋浩先生は、考え方、そう、考え
方を教えてくれるから、受験よりも先、今、今後生き
ていく上で必要な考え方を身につけられるから、それ
はなんか、いい人生経験になったなあって思ってま
す。物事の考え方を教えてくれた。考え方が、うん、
変えてくれた、教えてくれたのは凄い。

森口：思考力がついたって感じ？
進藤：あと浩先生のマンツーは取った方がいい。夏か
ら取って、みんな夏から取った方がいいと思う。
森口：まあ、俺、うーん、まあ、贅沢言うなら、なん
だろうね、やばい人間って分かってなかったから、こ
うなっちゃったけど、やばい人間だった？
進藤：浩先生、優しいから直接言わなかったけど、森
口はやばい。ははは。レッドリストに入れるか迷って
るって。
森口＆進藤：ははは。
森口：入れるべきでしたね、僕を。うん、高橋浩先生
のマンツーも押していきたい。論理的思考だから。こ
うだからこうっていう因果関係っていうのは、数学も
論理学だから、その浩先生の考え方を学んだあとに、
数学の授業聞くと、もっとすぐに理解できた気がす
る。理解力が高まるから、その小論とか二次の対策に
もなるし、他の科目の勉強効率もすごい上がるから、
まあ、浩先生のマンツーってのは、素晴らしいってい
う。
進藤：今年の結果見て思ったけど、特化型って悪くな
いんだなあって思って。鹿山（慈恵進学）みたいに英
語特化してる人間はめっちゃ受かってますし。
森口：そうね。まあ、僕もそうですね、一応一次だけ
だったら、数学特化で一応たくさん受かったんで、特
化型も悪くないなあとは思いました。
進藤：一つ大きな武器を持ってるとね。
森口：絶対一日、これだけはやるっていうのを決め
て、それをほんとに毎日実行するっていうのはほんと
に大事だと思いますね。僕は日課を作って、校長に言
われたとおり、この時間帯で写経やって、ここで微積
やってとか、それで割と成績出たんで。まあそれ作れ
ば、その入試期、本番も、こう、それをやれば、その
平常心で入試受けれると思うんで。まあ、作って損は
ないと思います。
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森口：はははは。それ言ったら、僕岩手の時ネクタイ
直されましたよ、案内の人に。
進藤：優しい。二次は鉛筆忘れても受かる。正規合格
がもらえる。複数校受かったんで。
森口：いや、なんか、一次試験めっちゃ受かってて、
うちの中フィーバーだったんですけど、二次落ちま
くってて、めちゃくちゃ落ち込みましたよ。バカヤ
ローって。
進藤：ははは。
森口：怖かった。親に「これ全部落ちるんじゃない
か？」って言われて。

１年間毎日日課を絶対こなすようにしていた。
進藤：僕が気を付けていたのは、態度をでかくしない
こと。謙虚に生きてた。成績がどんなに良くても。い
きりちらすことなく。あと、ガニマタで歩かないよう
にしてました。
森口：関係なさすぎ(笑)。
進藤：いや、足は絶対態度出るって。超ガニマタの人
見ると、ああ、態度でけえのかなあとか思いながら。
森口：僕は毎日日課が、日課を絶対こなすようにして
いました。校長先生から言われた日課、そう、写経。
あと一年ぐらい通してやったのが、毎日5問の積分計
算。計算力も磨いてました。平パンから、積分の難し
い問題もらって、それ毎日5問、多分300問ぐらいあっ
てそれを何回も回して。やってましたね。そうです
ね、結構、横国とか、京大とか、そういう積分計算も
入ってたんで。やりごたえもあって。

医学部行きたい、っていう決意が固まったのは
ここに来て、だなぁ。
森口：朝が辛かったです。
進藤：それは夜更かししてるからでしょ？日課の…。
森口：ふふふ。あ、ニコニコ動画。
森口＆進藤：ははは。
森口：あ、でも、なんか。後半からは。毎日5時半ぐら
いに起きて、7時前には塾にくるようにしてました。
進藤：うん、してた。
森口：なんかそのM1全体で朝、数学の赤本を解くって
いうことをやってて。クラス皆で。まあ、それがあっ
たんで、頑張りました。はい、7時から開催して。村長
（宮田進学）は来なかったんですけど。それ以外のメ
ンツは皆来て。朝０限作って赤本解きです。
進藤：僕も朝が辛かったですね。いや、遠いんですよ
青梅。2時間ぐらい。ちとまあ、冬らへんから、ちっと
だらけちゃったんですね。それまではここに7時前に着
くようにしてたんですけど。まあ5時半前の電車に乗っ
て、家帰るのは11時ちょっと前だったんで、睡眠時間
足んなくて、カフェインの錠剤を飲んでました。
森口：でも、一回一人暮らししたよね。
進藤：そう夏に。いや、さすがに耐えられんわっつっ
て。目黒に住ませてもらって、１か月。そうしたら、

なんか、めっちゃ寝たっていう。
森口：逆にだらけてる(笑)。
進藤：やっぱダメだわっつって。そう、食事とか洗濯
を受験で両立できなかった。難しすぎる。夏にたるん
で、空き教室のKでだらけてたら怒られた、いや、ま
あ、そう、確かにうるさかったんで。人もいたし、そ
れからは、一人でブースで勉強するようにして。てい
うか、自習室で、ちと、勉強するのが苦手で。
森口：あ、僕もです。自習室は、その、勉強するス
ペースがなくて…。
進藤：そういうことではないでしょ？
森口：そう荷物が多すぎて。
進藤：ははは。汚いだけでしょ？
森口：そうです(笑)。僕と進藤はほんとにずっと自習室
にいませんでしたね。
進藤：隣に人がいるっていうのが、ちょっと信じられ
なくて。まあ、隣がめっちゃやってて怖かったっての
もありますけどね。馬庭君（獨協医科大進学）と。百
瀬さん（日本医科大進学）。
森口：真面目だよね。
進藤：怖かったから、ちょっとブースに移動して。
ブースでずっと勉強してました。1階の3番。
森口：入試始まる前までは、ブースか空教室。MとかN
とか。それも源ちゃん(金源太郎：日本大医学部進学)い
たから、頑張れましたよ。源ちゃんは従弟で、一緒に
通ってた。負けたくないって頑張れました。頭いいん
ですよ。授業中にもなんか頭いい質問したりして「頭
いいなあ」って。負けたくないなって頑張りました
ね。
進藤：でも、今年で絶対、ね、なんか、入る時に石井
先生と話して「ああ、ここに入れば受かるな」って
思って、それが、「頑張ろう」って思って、朝も頑張

れたし。すごい決意、「医学部行きたい」っていう決
意が固まったのはここに来て、だなぁ。去年はS台の立
川。そんな元も良くなかったから、もうその時点です
でに諦めが入ってるじゃないですか。妥協してるその
時点で。
森口：ははは。
進藤：もう、放任ですね、あんま。受験指導とかな
い。面接対策もないんで。代官山はすごかったです
ね。いやもう、ここは絶対、二次対策のすごさを押し
てった方がいいっす。
森口：うん、マジで。
進藤：浩さんがすごいです。
森口：小論文が書きやすくなるってのが本当に。い
や、ほんとだよね！まあ、論理的な考え方できるよう
になるからどんなに日本語ができなくても、論理的思
考な文になれるよね。小論はもう、それは一発、森口
でも、論理的な文になる。なんかまあ、授業受けたら
わかるんですけど、ほんとに、それなりの文章書ける
ようになるっていうのが、ちゃんとあるんだよね？
進藤：うん。
森口：浩先生のやり方はおいしいです。日本語できる
ようになって良かった。
森口＆進藤：はははは。
森口：いやほんとに書けるようになった。だから去
年、もし一次通ってても、結局小論文で落ちてた気が
します。

ペナルティがあるから期限までやった写経だけ
ど、ちゃんと続けたら成績上がって、それ以降
も自発的にやるようになりました。
森口：お世話になった先生が3人。マンツー取ってたの
が青葉先生と栗原先生で。校長を入れてもいいんです
よね？写経を教えてもらったのが、校長なんですよ
ね。面談の時に、英語できるようになるなら、君は
700選の写経しろって言われて。それで写経、毎日
ちゃんと続けたら、マジで上がって、、そのう、期限
があって。そこまで写経を出さなかったら、本館に送
ると(笑)。
進藤：ああ、あったね(笑)。
森口：あったんですけど、ペナルティとして。それが
あったんで、期限内にちゃんと出して。で、そっか
ら、僕、個人的に写経いいなって思ったんですよね。
その期限後もずっと写経続けてった。校長に写経教え
てもらったから、そのおかげで、英語伸びたなってい
うのがあります。あと青葉先生は、ほんとに、めちゃ
くちゃ面倒見が良かったです。栗原先生は後半なんで
すけど、こう、浩先生に近いフォーマットみたいな感
じがあって、これ見たら、この記号付けて、こう考え
るんだよみたいな。それがありがたかったですね。
フォーマットがある方が得意な、う～んマニュアル人
間(笑)。
進藤：ははは。うーーん。僕はやっぱ石井先生かな

あ。石井先生、普通と違う。うーんと、石井先生との
面談で、英語に波があるよねって話で。若干波がある
よねって。その、長文苦手だったんですけど。長文の
話題、知的背景？その知ってる知らないの差が激しい
んじゃないか。それがまあ、あると思うから、東邦の
医療系の長文の和訳をざっと読みなさいって言われ
て。ざっと読んだら、まあ、長文が取れるようになっ
た(笑)。うん、石井先生はなんだろう、いや、英語じゃ
なくても、その、見抜く力が凄い。的確なアドバイ
ス。いや、すごいなあって。なんかそうだなあ、言わ
れた通り和訳読んでて、内容頭に入れた後に、長文読
んで、知らない単語があったら、照らし合わせて、あ
あ、こういう意味あるんだあみたいな。そういう勉強
のやり方を指示されて東邦10年分ぐらいざっと読ん
で。そうしたら、長文マジでできるようになった。マ
ジ石井先生(笑)。
森口：僕も写経の存在を無理やりにでもちゃんと教え
てくれたんで。ははは。いや、源ちゃんがやってたの
見てたんですけど。それで源ちゃんが伸びていって。
あれ？って。そんな時校長の面談で言われて、やる機
会を得られたんです。そこでやって、以降ずっと頑張
れたって感じですね。

他の人がやってるの見て自分もやろうとか、人
の良い所みて真似した。
森口：数学は、僕は、、あ、先に言っちゃってい
い？。
進藤：うん、考えてる、考えてる。
森口：数学は、いや、ほんとに、うーん先生全員で
す。いや、本当に。この先生だけっていうこだわりは
なくて。全員が全員、いい授業だったんで。授業中に
できるだけ吸収していこうっていうスタンスでやって
ました。基本的に一回理解できれば、数学はもう大丈
夫な気がして。何でこの公式あるかとか、そういう理
解が大事かなって、個人的に思ってて。まあでも、計
算ミス結構してましたけど、積分計算で計算力は鍛え
てたから。その注意してくれたのが薄先生でしたね。
薄先生がその、夏休みから、毎日、積分計算5問解けっ
ていうこと言ってて。それをその、まあ実行して、平
パンから問題もらって。それ、ほんとに入試当日ま
で、その写経と積分計算はしてましたね。
進藤：うーん、質問よく行ったんが、典先生かなあ。
典先生と長澤先生は、うん凄いなんだろう、頭のいい
解法。
森口：ああ、天才、天才。
進藤：超きれいな解法で。で、まあ平パンは計算ごり
押しで、苦手な子でもみたいな。まあだから、状況に
合わせた…、いくつもの戦法を、うーん培ってくれた
…っていうか、先生達の濃いキャラがいくつもの引き
出しを作ってくれたっていうか。だから質問の時、数
学科は片っ端から聞いて。
森口：ああ、いいよね。先生によって個性あるもん

ね。
進藤：そうね、5人ぐらい聞いたかな。1問あたり5人
ぐらい聞いた、本当にわかんない問題は。うん、
へぇー、なるほどねっつって。そう、で、自分に一番
良さげなやつを、ね。
森口：そう、スマートがいいのか、ごり押しがいいの
か。試験中にそれが思いつくなら、スマートの方がい
いし、「まあ、無理だな」って思ったら、ごり押しの
解法覚えて。
進藤：多分、ごり押しかな。そんな頭良くないんで。
森口＆進藤：ははははは。
進藤：あとは積分毎日やることですよね、薄先生がい
うように。僕も試験会場で薄先生のテキストのやつを
持ってってて。
森口：平パンのクソむずいけど計算の。あれ、もらう
ためには条件があって。ハンドブックの積分計算全部
解いたら、平パンに言って、やっともらえるプリント
だったんで。だからちゃんとやったよね。あと横井先
生の有機は結構マニアックなことまで教えてくれて楽
しかったです。いやあ、楽しかったですよ、本当に。
すげえ楽しかったです。変な語呂とか、めっちゃ面白
かったです。
進藤：ああ、あったわ。ピンクね。
森口：横井先生に語呂合わせないですか？つったら、
考えてくれて、言ってくれる(笑)。
進藤：持ちネタが面白いよね。授業中に。笑って、印
象に残る。化学はまあ、武器だった。安定してた、偏
差値７０とか。でも、物理がやっぱ苦手。最初の方、
偏差値物理３９ぐらい取った記憶が。39.2だったか
な？
森口＆進藤：はははは。
森口：それ言ったら、俺、英語最初33ですよ、偏差
値。衝撃過ぎて覚えてる(笑)。クラス分けの表見たら、
俺だけ英語A8とか書いてあって、ひどかったですね。
で、次44.9に上がりました。
進藤：すげえじゃん。
森口：10以上、上がりましたね。
進藤：11上がるってすごいな。いや物理と英語はほん
とに運ゲー。いや、もう、なんだろう？感覚にすべて
を任せた。感覚がうまく合ったところが一次出たって
こと？
森口：いや、でも、僕の場合、感覚とかそれ以前の問
題だから、英語。英語、写経で感覚を身につけまし
た。700選を毎日その日本語と英語を3行ずつていうの
を毎日1時間から2時間ぐらいずっとノートに書いて。
いや、その日本語を見て、英語書くと、その英語書い
たやつが、その日本語でもそう書いてるんだなってい
うのが認識できるんで。その後、文法の合わせやって
るから、文法的に違和感覚えたりとかするんで正誤に
いい。
進藤：文法ねえ。写経も大事だと思う。時間かかるけ
ど効果ある。

森口：でもって、写経頑張ってから河合が偏差値65ま
で行ったんで英語が。めっちゃ上がりました、多分そ
の、マンスリー終わってからもずっと写経やってたん
で。
進藤：やり始めた頃に、「えー、俺もやるー」って、1
か月ぐらいで終わっちゃった…。うん、自分は時間か
かりすぎちゃって。最後の方はちと、物理に回して
…。三人がすごかった。あ、分かれてますよ、結構分
かれるよね。
森口：M1M2の中で、寺澤派、野村派、小澤ちゃん派
みたいな感じ。３つに分かれてましたね。
進藤：僕は野村先生派。
森口：俺も野村先生からプリントもらってやってたん
で野村先生派ですね。いや、プリントの良さがあっ
て。
進藤：うん、あのプリントができるようになれば、入
試の問題はもう全部解ける。
森口：90問ぐらいですかね、それぐらいです。全範囲
入ってて、初歩が60問、応用が30問。物理ができない
人は今の時期から簡単なやつをやる。
進藤：そう、年間を通してやったら、多分、本番では
相当武装できるはず。
森口：物理の問題が大体もうテンプレに沿って、どん
どん進行していくから、基本的にそのテンプレさえ覚
えちゃえば物理は本当にどうとでもなる。慈恵のよう
な考える系の問題でなければもう完全武装できる。慈
恵なんか人体に急に関連付けてくるから。
進藤：無理やり結びつけるよね。
森口：まあそうですね、進藤があのプリントやってる
の見て、やろうかなと思って。人のいいところ見て、
真似しようみたいな感じで。

進藤：確かに、石井先生がそう言ってて。他の人のこ
と見るよね。「それ、いいね。僕もやろう」ってね。

毎年改訂されるテキストで、本番は知ってる問
題ばかりだから、まんま出て、数学で稼げた。
森口：英語とか本当に医学部用の長文めっちゃやるん
で。入試の時も割と、この話知ってるなって感じの文
章がでてきて、読みやすかったですね、入試の文章
が。
進藤：確かに。
森口：で、数学も本当にテキスト通りの問題出てくる
んで。あ、もうつまんなんかったです。入試の本番の
問題はつまんなかったです。
進藤：ほんとよく練られてるテキスト。薄先生の直前
講習もまんま出て。うーんと、あれ、なんだ？微分
か。グラフ？問題がまんま出て。1問もらったー、大問
1問。数学で稼げた感ある。テキストをちゃんとやっと
けば、普通に本番もできたっていうか。
森口：本番つまんなかったです。ドーパミンが溢れ出
て来るような問題がなくて。知ってる、知ってるーっ
て。はは。
進藤：確かに。だってHighのテキストだって、もう薄
先生がはやりの問題入れてるから、そっからしか出て
こないんだよ。だから前期のテキストを繰り返しやる
のが早いよね。
森口：でも、前期のHighのテキストの方が後期のTop
より難しくなかった？
進藤：うん。僕もそう思いました。知識が必要なのが
前期のHighだった？新しい知識を…、こう公式を作っ
ていくっていうのは本当に無理なんで。そう考えた
ら、その、公式知った上での後期のTopっていうの
は、わりと簡単だった気がします、はい。
森口：力がついたってことか、そうですね。そのせい
で、体感的には、後期のTopの方が簡単だと感じまし
たね。すごくいいテキストでした。毎年変えてくれて
てるみたいだし。
進藤：Highのテキストはもうほんと素晴らしい。
森口：さっき平パンに、今年のM1は去年のM1より100
倍ぐらい真面目だぞって言われた(笑)。

受験よりも先、今後生きていく上で必要な考え
方を身につけられるから、それはなんか、いい
人生経験になった。
進藤：僕は２浪目は市ヶ谷行こうと思ってて。いや、
でも多分行ってたら、受からなかった。これはほんと
に。なんだろう、みんなよくこう言ってるから、「い
や、嘘つけ！」みたいなこと思ってたんですけど、こ
れは割とマジで、うーん、代官山に来れば、ちゃんと
みんなやるから、受かる、これはほんとなんだよね。
森口：うん、それはある。
進藤：いや、ほんとに何かこういうのに載るとマジで
嘘くさく感じちゃうけど。ちょっと性格上そういう風

に思ってしまうんですけれど…。
森口：めちゃくちゃいい子ちゃんだからね。
進藤：いや、ほんとにここに入れば受かるんだよな。
最初が低すぎるとまあもう１年ぐらい必要になっちゃ
うかもしんないけど、それは多分どこ行っても一緒
で。S台に行ったって、K合に行ったって、まあそれは
もう１年必要になるなって。
森口：ここ、先生と距離近いから、質問もしやすい
し。面倒見の良さがね。
進藤：うん、常に。S台はもうすぐどっか行けちゃう。
そう勉強時間もね、ここはやる。
森口：そう、周りやってるから、やんなきゃまずいっ
ていうのはありまして、はい。そこがでかい。
進藤：S台は午後３時で終わるから、そっから自習、て
かまあどうぞって感じなんで。帰るもよし、勉強する
もよしで。ここはもう強制的に９時半までやらされる
から。
森口：勉強時間は確保されるし、その時間をどう上手
く使うかっていうのは割とありましたね。まあでも性
格がこんな感じなんで、あんま頑張れないですよね。
進藤：そうそう。確かに。
森口：まあ代官山来て、みんな頑張ってるから、俺も
やらなきゃなみたいな感じで、続けてたら、ほんとに
頑張れたんで、それは良かったですね。
進藤：うん、僕も、ダメな子、そのなんか一人だと勉
強できないっていう子は、やっぱり強制的にこう勉強
時間を取らされるような代官山に来た方がいいと思
う。あと、代官山に来てすごい良かったなって思うの
が、石井先生とか高橋浩先生は、考え方、そう、考え
方を教えてくれるから、受験よりも先、今、今後生き
ていく上で必要な考え方を身につけられるから、それ
はなんか、いい人生経験になったなあって思ってま
す。物事の考え方を教えてくれた。考え方が、うん、
変えてくれた、教えてくれたのは凄い。

森口：思考力がついたって感じ？
進藤：あと浩先生のマンツーは取った方がいい。夏か
ら取って、みんな夏から取った方がいいと思う。
森口：まあ、俺、うーん、まあ、贅沢言うなら、なん
だろうね、やばい人間って分かってなかったから、こ
うなっちゃったけど、やばい人間だった？
進藤：浩先生、優しいから直接言わなかったけど、森
口はやばい。ははは。レッドリストに入れるか迷って
るって。
森口＆進藤：ははは。
森口：入れるべきでしたね、僕を。うん、高橋浩先生
のマンツーも押していきたい。論理的思考だから。こ
うだからこうっていう因果関係っていうのは、数学も
論理学だから、その浩先生の考え方を学んだあとに、
数学の授業聞くと、もっとすぐに理解できた気がす
る。理解力が高まるから、その小論とか二次の対策に
もなるし、他の科目の勉強効率もすごい上がるから、
まあ、浩先生のマンツーってのは、素晴らしいってい
う。
進藤：今年の結果見て思ったけど、特化型って悪くな
いんだなあって思って。鹿山（慈恵進学）みたいに英
語特化してる人間はめっちゃ受かってますし。
森口：そうね。まあ、僕もそうですね、一応一次だけ
だったら、数学特化で一応たくさん受かったんで、特
化型も悪くないなあとは思いました。
進藤：一つ大きな武器を持ってるとね。
森口：絶対一日、これだけはやるっていうのを決め
て、それをほんとに毎日実行するっていうのはほんと
に大事だと思いますね。僕は日課を作って、校長に言
われたとおり、この時間帯で写経やって、ここで微積
やってとか、それで割と成績出たんで。まあそれ作れ
ば、その入試期、本番も、こう、それをやれば、その
平常心で入試受けれると思うんで。まあ、作って損は
ないと思います。
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森口：はははは。それ言ったら、僕岩手の時ネクタイ
直されましたよ、案内の人に。
進藤：優しい。二次は鉛筆忘れても受かる。正規合格
がもらえる。複数校受かったんで。
森口：いや、なんか、一次試験めっちゃ受かってて、
うちの中フィーバーだったんですけど、二次落ちま
くってて、めちゃくちゃ落ち込みましたよ。バカヤ
ローって。
進藤：ははは。
森口：怖かった。親に「これ全部落ちるんじゃない
か？」って言われて。

１年間毎日日課を絶対こなすようにしていた。
進藤：僕が気を付けていたのは、態度をでかくしない
こと。謙虚に生きてた。成績がどんなに良くても。い
きりちらすことなく。あと、ガニマタで歩かないよう
にしてました。
森口：関係なさすぎ(笑)。
進藤：いや、足は絶対態度出るって。超ガニマタの人
見ると、ああ、態度でけえのかなあとか思いながら。
森口：僕は毎日日課が、日課を絶対こなすようにして
いました。校長先生から言われた日課、そう、写経。
あと一年ぐらい通してやったのが、毎日5問の積分計
算。計算力も磨いてました。平パンから、積分の難し
い問題もらって、それ毎日5問、多分300問ぐらいあっ
てそれを何回も回して。やってましたね。そうです
ね、結構、横国とか、京大とか、そういう積分計算も
入ってたんで。やりごたえもあって。

医学部行きたい、っていう決意が固まったのは
ここに来て、だなぁ。
森口：朝が辛かったです。
進藤：それは夜更かししてるからでしょ？日課の…。
森口：ふふふ。あ、ニコニコ動画。
森口＆進藤：ははは。
森口：あ、でも、なんか。後半からは。毎日5時半ぐら
いに起きて、7時前には塾にくるようにしてました。
進藤：うん、してた。
森口：なんかそのM1全体で朝、数学の赤本を解くって
いうことをやってて。クラス皆で。まあ、それがあっ
たんで、頑張りました。はい、7時から開催して。村長
（宮田進学）は来なかったんですけど。それ以外のメ
ンツは皆来て。朝０限作って赤本解きです。
進藤：僕も朝が辛かったですね。いや、遠いんですよ
青梅。2時間ぐらい。ちとまあ、冬らへんから、ちっと
だらけちゃったんですね。それまではここに7時前に着
くようにしてたんですけど。まあ5時半前の電車に乗っ
て、家帰るのは11時ちょっと前だったんで、睡眠時間
足んなくて、カフェインの錠剤を飲んでました。
森口：でも、一回一人暮らししたよね。
進藤：そう夏に。いや、さすがに耐えられんわっつっ
て。目黒に住ませてもらって、１か月。そうしたら、

れたし。すごい決意、「医学部行きたい」っていう決
意が固まったのはここに来て、だなぁ。去年はS台の立
川。そんな元も良くなかったから、もうその時点です
でに諦めが入ってるじゃないですか。妥協してるその
時点で。
森口：ははは。
進藤：もう、放任ですね、あんま。受験指導とかな
い。面接対策もないんで。代官山はすごかったです
ね。いやもう、ここは絶対、二次対策のすごさを押し
てった方がいいっす。
森口：うん、マジで。
進藤：浩さんがすごいです。
森口：小論文が書きやすくなるってのが本当に。い
や、ほんとだよね！まあ、論理的な考え方できるよう
になるからどんなに日本語ができなくても、論理的思
考な文になれるよね。小論はもう、それは一発、森口
でも、論理的な文になる。なんかまあ、授業受けたら
わかるんですけど、ほんとに、それなりの文章書ける
ようになるっていうのが、ちゃんとあるんだよね？
進藤：うん。
森口：浩先生のやり方はおいしいです。日本語できる
ようになって良かった。
森口＆進藤：はははは。
森口：いやほんとに書けるようになった。だから去
年、もし一次通ってても、結局小論文で落ちてた気が
します。

ペナルティがあるから期限までやった写経だけ
ど、ちゃんと続けたら成績上がって、それ以降
も自発的にやるようになりました。
森口：お世話になった先生が3人。マンツー取ってたの
が青葉先生と栗原先生で。校長を入れてもいいんです
よね？写経を教えてもらったのが、校長なんですよ
ね。面談の時に、英語できるようになるなら、君は
700選の写経しろって言われて。それで写経、毎日
ちゃんと続けたら、マジで上がって、、そのう、期限
があって。そこまで写経を出さなかったら、本館に送
ると(笑)。
進藤：ああ、あったね(笑)。
森口：あったんですけど、ペナルティとして。それが
あったんで、期限内にちゃんと出して。で、そっか
ら、僕、個人的に写経いいなって思ったんですよね。
その期限後もずっと写経続けてった。校長に写経教え
てもらったから、そのおかげで、英語伸びたなってい
うのがあります。あと青葉先生は、ほんとに、めちゃ
くちゃ面倒見が良かったです。栗原先生は後半なんで
すけど、こう、浩先生に近いフォーマットみたいな感
じがあって、これ見たら、この記号付けて、こう考え
るんだよみたいな。それがありがたかったですね。
フォーマットがある方が得意な、う～んマニュアル人
間(笑)。
進藤：ははは。うーーん。僕はやっぱ石井先生かな

あ。石井先生、普通と違う。うーんと、石井先生との
面談で、英語に波があるよねって話で。若干波がある
よねって。その、長文苦手だったんですけど。長文の
話題、知的背景？その知ってる知らないの差が激しい
んじゃないか。それがまあ、あると思うから、東邦の
医療系の長文の和訳をざっと読みなさいって言われ
て。ざっと読んだら、まあ、長文が取れるようになっ
た(笑)。うん、石井先生はなんだろう、いや、英語じゃ
なくても、その、見抜く力が凄い。的確なアドバイ
ス。いや、すごいなあって。なんかそうだなあ、言わ
れた通り和訳読んでて、内容頭に入れた後に、長文読
んで、知らない単語があったら、照らし合わせて、あ
あ、こういう意味あるんだあみたいな。そういう勉強
のやり方を指示されて東邦10年分ぐらいざっと読ん
で。そうしたら、長文マジでできるようになった。マ
ジ石井先生(笑)。
森口：僕も写経の存在を無理やりにでもちゃんと教え
てくれたんで。ははは。いや、源ちゃんがやってたの
見てたんですけど。それで源ちゃんが伸びていって。
あれ？って。そんな時校長の面談で言われて、やる機
会を得られたんです。そこでやって、以降ずっと頑張
れたって感じですね。

他の人がやってるの見て自分もやろうとか、人
の良い所みて真似した。
森口：数学は、僕は、、あ、先に言っちゃってい
い？。
進藤：うん、考えてる、考えてる。
森口：数学は、いや、ほんとに、うーん先生全員で
す。いや、本当に。この先生だけっていうこだわりは
なくて。全員が全員、いい授業だったんで。授業中に
できるだけ吸収していこうっていうスタンスでやって
ました。基本的に一回理解できれば、数学はもう大丈
夫な気がして。何でこの公式あるかとか、そういう理
解が大事かなって、個人的に思ってて。まあでも、計
算ミス結構してましたけど、積分計算で計算力は鍛え
てたから。その注意してくれたのが薄先生でしたね。
薄先生がその、夏休みから、毎日、積分計算5問解けっ
ていうこと言ってて。それをその、まあ実行して、平
パンから問題もらって。それ、ほんとに入試当日ま
で、その写経と積分計算はしてましたね。
進藤：うーん、質問よく行ったんが、典先生かなあ。
典先生と長澤先生は、うん凄いなんだろう、頭のいい
解法。
森口：ああ、天才、天才。
進藤：超きれいな解法で。で、まあ平パンは計算ごり
押しで、苦手な子でもみたいな。まあだから、状況に
合わせた…、いくつもの戦法を、うーん培ってくれた
…っていうか、先生達の濃いキャラがいくつもの引き
出しを作ってくれたっていうか。だから質問の時、数
学科は片っ端から聞いて。
森口：ああ、いいよね。先生によって個性あるもん

ね。
進藤：そうね、5人ぐらい聞いたかな。1問あたり5人
ぐらい聞いた、本当にわかんない問題は。うん、
へぇー、なるほどねっつって。そう、で、自分に一番
良さげなやつを、ね。
森口：そう、スマートがいいのか、ごり押しがいいの
か。試験中にそれが思いつくなら、スマートの方がい
いし、「まあ、無理だな」って思ったら、ごり押しの
解法覚えて。
進藤：多分、ごり押しかな。そんな頭良くないんで。
森口＆進藤：ははははは。
進藤：あとは積分毎日やることですよね、薄先生がい
うように。僕も試験会場で薄先生のテキストのやつを
持ってってて。
森口：平パンのクソむずいけど計算の。あれ、もらう
ためには条件があって。ハンドブックの積分計算全部
解いたら、平パンに言って、やっともらえるプリント
だったんで。だからちゃんとやったよね。あと横井先
生の有機は結構マニアックなことまで教えてくれて楽
しかったです。いやあ、楽しかったですよ、本当に。
すげえ楽しかったです。変な語呂とか、めっちゃ面白
かったです。
進藤：ああ、あったわ。ピンクね。
森口：横井先生に語呂合わせないですか？つったら、
考えてくれて、言ってくれる(笑)。
進藤：持ちネタが面白いよね。授業中に。笑って、印
象に残る。化学はまあ、武器だった。安定してた、偏
差値７０とか。でも、物理がやっぱ苦手。最初の方、
偏差値物理３９ぐらい取った記憶が。39.2だったか
な？
森口＆進藤：はははは。
森口：それ言ったら、俺、英語最初33ですよ、偏差
値。衝撃過ぎて覚えてる(笑)。クラス分けの表見たら、
俺だけ英語A8とか書いてあって、ひどかったですね。
で、次44.9に上がりました。
進藤：すげえじゃん。
森口：10以上、上がりましたね。
進藤：11上がるってすごいな。いや物理と英語はほん
とに運ゲー。いや、もう、なんだろう？感覚にすべて
を任せた。感覚がうまく合ったところが一次出たって
こと？
森口：いや、でも、僕の場合、感覚とかそれ以前の問
題だから、英語。英語、写経で感覚を身につけまし
た。700選を毎日その日本語と英語を3行ずつていうの
を毎日1時間から2時間ぐらいずっとノートに書いて。
いや、その日本語を見て、英語書くと、その英語書い
たやつが、その日本語でもそう書いてるんだなってい
うのが認識できるんで。その後、文法の合わせやって
るから、文法的に違和感覚えたりとかするんで正誤に
いい。
進藤：文法ねえ。写経も大事だと思う。時間かかるけ
ど効果ある。

森口：でもって、写経頑張ってから河合が偏差値65ま
で行ったんで英語が。めっちゃ上がりました、多分そ
の、マンスリー終わってからもずっと写経やってたん
で。
進藤：やり始めた頃に、「えー、俺もやるー」って、1
か月ぐらいで終わっちゃった…。うん、自分は時間か
かりすぎちゃって。最後の方はちと、物理に回して
…。三人がすごかった。あ、分かれてますよ、結構分
かれるよね。
森口：M1M2の中で、寺澤派、野村派、小澤ちゃん派
みたいな感じ。３つに分かれてましたね。
進藤：僕は野村先生派。
森口：俺も野村先生からプリントもらってやってたん
で野村先生派ですね。いや、プリントの良さがあっ
て。
進藤：うん、あのプリントができるようになれば、入
試の問題はもう全部解ける。
森口：90問ぐらいですかね、それぐらいです。全範囲
入ってて、初歩が60問、応用が30問。物理ができない
人は今の時期から簡単なやつをやる。
進藤：そう、年間を通してやったら、多分、本番では
相当武装できるはず。
森口：物理の問題が大体もうテンプレに沿って、どん
どん進行していくから、基本的にそのテンプレさえ覚
えちゃえば物理は本当にどうとでもなる。慈恵のよう
な考える系の問題でなければもう完全武装できる。慈
恵なんか人体に急に関連付けてくるから。
進藤：無理やり結びつけるよね。
森口：まあそうですね、進藤があのプリントやってる
の見て、やろうかなと思って。人のいいところ見て、
真似しようみたいな感じで。

進藤：確かに、石井先生がそう言ってて。他の人のこ
と見るよね。「それ、いいね。僕もやろう」ってね。

毎年改訂されるテキストで、本番は知ってる問
題ばかりだから、まんま出て、数学で稼げた。
森口：英語とか本当に医学部用の長文めっちゃやるん
で。入試の時も割と、この話知ってるなって感じの文
章がでてきて、読みやすかったですね、入試の文章
が。
進藤：確かに。
森口：で、数学も本当にテキスト通りの問題出てくる
んで。あ、もうつまんなんかったです。入試の本番の
問題はつまんなかったです。
進藤：ほんとよく練られてるテキスト。薄先生の直前
講習もまんま出て。うーんと、あれ、なんだ？微分
か。グラフ？問題がまんま出て。1問もらったー、大問
1問。数学で稼げた感ある。テキストをちゃんとやっと
けば、普通に本番もできたっていうか。
森口：本番つまんなかったです。ドーパミンが溢れ出
て来るような問題がなくて。知ってる、知ってるーっ
て。はは。
進藤：確かに。だってHighのテキストだって、もう薄
先生がはやりの問題入れてるから、そっからしか出て
こないんだよ。だから前期のテキストを繰り返しやる
のが早いよね。
森口：でも、前期のHighのテキストの方が後期のTop
より難しくなかった？
進藤：うん。僕もそう思いました。知識が必要なのが
前期のHighだった？新しい知識を…、こう公式を作っ
ていくっていうのは本当に無理なんで。そう考えた
ら、その、公式知った上での後期のTopっていうの
は、わりと簡単だった気がします、はい。
森口：力がついたってことか、そうですね。そのせい
で、体感的には、後期のTopの方が簡単だと感じまし
たね。すごくいいテキストでした。毎年変えてくれて
てるみたいだし。
進藤：Highのテキストはもうほんと素晴らしい。
森口：さっき平パンに、今年のM1は去年のM1より100
倍ぐらい真面目だぞって言われた(笑)。

受験よりも先、今後生きていく上で必要な考え
方を身につけられるから、それはなんか、いい
人生経験になった。
進藤：僕は２浪目は市ヶ谷行こうと思ってて。いや、
でも多分行ってたら、受からなかった。これはほんと
に。なんだろう、みんなよくこう言ってるから、「い
や、嘘つけ！」みたいなこと思ってたんですけど、こ
れは割とマジで、うーん、代官山に来れば、ちゃんと
みんなやるから、受かる、これはほんとなんだよね。
森口：うん、それはある。
進藤：いや、ほんとに何かこういうのに載るとマジで
嘘くさく感じちゃうけど。ちょっと性格上そういう風

に思ってしまうんですけれど…。
森口：めちゃくちゃいい子ちゃんだからね。
進藤：いや、ほんとにここに入れば受かるんだよな。
最初が低すぎるとまあもう１年ぐらい必要になっちゃ
うかもしんないけど、それは多分どこ行っても一緒
で。S台に行ったって、K合に行ったって、まあそれは
もう１年必要になるなって。
森口：ここ、先生と距離近いから、質問もしやすい
し。面倒見の良さがね。
進藤：うん、常に。S台はもうすぐどっか行けちゃう。
そう勉強時間もね、ここはやる。
森口：そう、周りやってるから、やんなきゃまずいっ
ていうのはありまして、はい。そこがでかい。
進藤：S台は午後３時で終わるから、そっから自習、て
かまあどうぞって感じなんで。帰るもよし、勉強する
もよしで。ここはもう強制的に９時半までやらされる
から。
森口：勉強時間は確保されるし、その時間をどう上手
く使うかっていうのは割とありましたね。まあでも性
格がこんな感じなんで、あんま頑張れないですよね。
進藤：そうそう。確かに。
森口：まあ代官山来て、みんな頑張ってるから、俺も
やらなきゃなみたいな感じで、続けてたら、ほんとに
頑張れたんで、それは良かったですね。
進藤：うん、僕も、ダメな子、そのなんか一人だと勉
強できないっていう子は、やっぱり強制的にこう勉強
時間を取らされるような代官山に来た方がいいと思
う。あと、代官山に来てすごい良かったなって思うの
が、石井先生とか高橋浩先生は、考え方、そう、考え
方を教えてくれるから、受験よりも先、今、今後生き
ていく上で必要な考え方を身につけられるから、それ
はなんか、いい人生経験になったなあって思ってま
す。物事の考え方を教えてくれた。考え方が、うん、
変えてくれた、教えてくれたのは凄い。

森口：思考力がついたって感じ？
進藤：あと浩先生のマンツーは取った方がいい。夏か
ら取って、みんな夏から取った方がいいと思う。
森口：まあ、俺、うーん、まあ、贅沢言うなら、なん
だろうね、やばい人間って分かってなかったから、こ
うなっちゃったけど、やばい人間だった？
進藤：浩先生、優しいから直接言わなかったけど、森
口はやばい。ははは。レッドリストに入れるか迷って
るって。
森口＆進藤：ははは。
森口：入れるべきでしたね、僕を。うん、高橋浩先生
のマンツーも押していきたい。論理的思考だから。こ
うだからこうっていう因果関係っていうのは、数学も
論理学だから、その浩先生の考え方を学んだあとに、
数学の授業聞くと、もっとすぐに理解できた気がす
る。理解力が高まるから、その小論とか二次の対策に
もなるし、他の科目の勉強効率もすごい上がるから、
まあ、浩先生のマンツーってのは、素晴らしいってい
う。
進藤：今年の結果見て思ったけど、特化型って悪くな
いんだなあって思って。鹿山（慈恵進学）みたいに英
語特化してる人間はめっちゃ受かってますし。
森口：そうね。まあ、僕もそうですね、一応一次だけ
だったら、数学特化で一応たくさん受かったんで、特
化型も悪くないなあとは思いました。
進藤：一つ大きな武器を持ってるとね。
森口：絶対一日、これだけはやるっていうのを決め
て、それをほんとに毎日実行するっていうのはほんと
に大事だと思いますね。僕は日課を作って、校長に言
われたとおり、この時間帯で写経やって、ここで微積
やってとか、それで割と成績出たんで。まあそれ作れ
ば、その入試期、本番も、こう、それをやれば、その
平常心で入試受けれると思うんで。まあ、作って損は
ないと思います。
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森口：はははは。それ言ったら、僕岩手の時ネクタイ
直されましたよ、案内の人に。
進藤：優しい。二次は鉛筆忘れても受かる。正規合格
がもらえる。複数校受かったんで。
森口：いや、なんか、一次試験めっちゃ受かってて、
うちの中フィーバーだったんですけど、二次落ちま
くってて、めちゃくちゃ落ち込みましたよ。バカヤ
ローって。
進藤：ははは。
森口：怖かった。親に「これ全部落ちるんじゃない
か？」って言われて。

１年間毎日日課を絶対こなすようにしていた。
進藤：僕が気を付けていたのは、態度をでかくしない
こと。謙虚に生きてた。成績がどんなに良くても。い
きりちらすことなく。あと、ガニマタで歩かないよう
にしてました。
森口：関係なさすぎ(笑)。
進藤：いや、足は絶対態度出るって。超ガニマタの人
見ると、ああ、態度でけえのかなあとか思いながら。
森口：僕は毎日日課が、日課を絶対こなすようにして
いました。校長先生から言われた日課、そう、写経。
あと一年ぐらい通してやったのが、毎日5問の積分計
算。計算力も磨いてました。平パンから、積分の難し
い問題もらって、それ毎日5問、多分300問ぐらいあっ
てそれを何回も回して。やってましたね。そうです
ね、結構、横国とか、京大とか、そういう積分計算も
入ってたんで。やりごたえもあって。

医学部行きたい、っていう決意が固まったのは
ここに来て、だなぁ。
森口：朝が辛かったです。
進藤：それは夜更かししてるからでしょ？日課の…。
森口：ふふふ。あ、ニコニコ動画。
森口＆進藤：ははは。
森口：あ、でも、なんか。後半からは。毎日5時半ぐら
いに起きて、7時前には塾にくるようにしてました。
進藤：うん、してた。
森口：なんかそのM1全体で朝、数学の赤本を解くって
いうことをやってて。クラス皆で。まあ、それがあっ
たんで、頑張りました。はい、7時から開催して。村長
（宮田進学）は来なかったんですけど。それ以外のメ
ンツは皆来て。朝０限作って赤本解きです。
進藤：僕も朝が辛かったですね。いや、遠いんですよ
青梅。2時間ぐらい。ちとまあ、冬らへんから、ちっと
だらけちゃったんですね。それまではここに7時前に着
くようにしてたんですけど。まあ5時半前の電車に乗っ
て、家帰るのは11時ちょっと前だったんで、睡眠時間
足んなくて、カフェインの錠剤を飲んでました。
森口：でも、一回一人暮らししたよね。
進藤：そう夏に。いや、さすがに耐えられんわっつっ
て。目黒に住ませてもらって、１か月。そうしたら、

れたし。すごい決意、「医学部行きたい」っていう決
意が固まったのはここに来て、だなぁ。去年はS台の立
川。そんな元も良くなかったから、もうその時点です
でに諦めが入ってるじゃないですか。妥協してるその
時点で。
森口：ははは。
進藤：もう、放任ですね、あんま。受験指導とかな
い。面接対策もないんで。代官山はすごかったです
ね。いやもう、ここは絶対、二次対策のすごさを押し
てった方がいいっす。
森口：うん、マジで。
進藤：浩さんがすごいです。
森口：小論文が書きやすくなるってのが本当に。い
や、ほんとだよね！まあ、論理的な考え方できるよう
になるからどんなに日本語ができなくても、論理的思
考な文になれるよね。小論はもう、それは一発、森口
でも、論理的な文になる。なんかまあ、授業受けたら
わかるんですけど、ほんとに、それなりの文章書ける
ようになるっていうのが、ちゃんとあるんだよね？
進藤：うん。
森口：浩先生のやり方はおいしいです。日本語できる
ようになって良かった。
森口＆進藤：はははは。
森口：いやほんとに書けるようになった。だから去
年、もし一次通ってても、結局小論文で落ちてた気が
します。

ペナルティがあるから期限までやった写経だけ
ど、ちゃんと続けたら成績上がって、それ以降
も自発的にやるようになりました。
森口：お世話になった先生が3人。マンツー取ってたの
が青葉先生と栗原先生で。校長を入れてもいいんです
よね？写経を教えてもらったのが、校長なんですよ
ね。面談の時に、英語できるようになるなら、君は
700選の写経しろって言われて。それで写経、毎日
ちゃんと続けたら、マジで上がって、、そのう、期限
があって。そこまで写経を出さなかったら、本館に送
ると(笑)。
進藤：ああ、あったね(笑)。
森口：あったんですけど、ペナルティとして。それが
あったんで、期限内にちゃんと出して。で、そっか
ら、僕、個人的に写経いいなって思ったんですよね。
その期限後もずっと写経続けてった。校長に写経教え
てもらったから、そのおかげで、英語伸びたなってい
うのがあります。あと青葉先生は、ほんとに、めちゃ
くちゃ面倒見が良かったです。栗原先生は後半なんで
すけど、こう、浩先生に近いフォーマットみたいな感
じがあって、これ見たら、この記号付けて、こう考え
るんだよみたいな。それがありがたかったですね。
フォーマットがある方が得意な、う～んマニュアル人
間(笑)。
進藤：ははは。うーーん。僕はやっぱ石井先生かな

あ。石井先生、普通と違う。うーんと、石井先生との
面談で、英語に波があるよねって話で。若干波がある
よねって。その、長文苦手だったんですけど。長文の
話題、知的背景？その知ってる知らないの差が激しい
んじゃないか。それがまあ、あると思うから、東邦の
医療系の長文の和訳をざっと読みなさいって言われ
て。ざっと読んだら、まあ、長文が取れるようになっ
た(笑)。うん、石井先生はなんだろう、いや、英語じゃ
なくても、その、見抜く力が凄い。的確なアドバイ
ス。いや、すごいなあって。なんかそうだなあ、言わ
れた通り和訳読んでて、内容頭に入れた後に、長文読
んで、知らない単語があったら、照らし合わせて、あ
あ、こういう意味あるんだあみたいな。そういう勉強
のやり方を指示されて東邦10年分ぐらいざっと読ん
で。そうしたら、長文マジでできるようになった。マ
ジ石井先生(笑)。
森口：僕も写経の存在を無理やりにでもちゃんと教え
てくれたんで。ははは。いや、源ちゃんがやってたの
見てたんですけど。それで源ちゃんが伸びていって。
あれ？って。そんな時校長の面談で言われて、やる機
会を得られたんです。そこでやって、以降ずっと頑張
れたって感じですね。

他の人がやってるの見て自分もやろうとか、人
の良い所みて真似した。
森口：数学は、僕は、、あ、先に言っちゃってい
い？。
進藤：うん、考えてる、考えてる。
森口：数学は、いや、ほんとに、うーん先生全員で
す。いや、本当に。この先生だけっていうこだわりは
なくて。全員が全員、いい授業だったんで。授業中に
できるだけ吸収していこうっていうスタンスでやって
ました。基本的に一回理解できれば、数学はもう大丈
夫な気がして。何でこの公式あるかとか、そういう理
解が大事かなって、個人的に思ってて。まあでも、計
算ミス結構してましたけど、積分計算で計算力は鍛え
てたから。その注意してくれたのが薄先生でしたね。
薄先生がその、夏休みから、毎日、積分計算5問解けっ
ていうこと言ってて。それをその、まあ実行して、平
パンから問題もらって。それ、ほんとに入試当日ま
で、その写経と積分計算はしてましたね。
進藤：うーん、質問よく行ったんが、典先生かなあ。
典先生と長澤先生は、うん凄いなんだろう、頭のいい
解法。
森口：ああ、天才、天才。
進藤：超きれいな解法で。で、まあ平パンは計算ごり
押しで、苦手な子でもみたいな。まあだから、状況に
合わせた…、いくつもの戦法を、うーん培ってくれた
…っていうか、先生達の濃いキャラがいくつもの引き
出しを作ってくれたっていうか。だから質問の時、数
学科は片っ端から聞いて。
森口：ああ、いいよね。先生によって個性あるもん

ね。
進藤：そうね、5人ぐらい聞いたかな。1問あたり5人
ぐらい聞いた、本当にわかんない問題は。うん、
へぇー、なるほどねっつって。そう、で、自分に一番
良さげなやつを、ね。
森口：そう、スマートがいいのか、ごり押しがいいの
か。試験中にそれが思いつくなら、スマートの方がい
いし、「まあ、無理だな」って思ったら、ごり押しの
解法覚えて。
進藤：多分、ごり押しかな。そんな頭良くないんで。
森口＆進藤：ははははは。
進藤：あとは積分毎日やることですよね、薄先生がい
うように。僕も試験会場で薄先生のテキストのやつを
持ってってて。
森口：平パンのクソむずいけど計算の。あれ、もらう
ためには条件があって。ハンドブックの積分計算全部
解いたら、平パンに言って、やっともらえるプリント
だったんで。だからちゃんとやったよね。あと横井先
生の有機は結構マニアックなことまで教えてくれて楽
しかったです。いやあ、楽しかったですよ、本当に。
すげえ楽しかったです。変な語呂とか、めっちゃ面白
かったです。
進藤：ああ、あったわ。ピンクね。
森口：横井先生に語呂合わせないですか？つったら、
考えてくれて、言ってくれる(笑)。
進藤：持ちネタが面白いよね。授業中に。笑って、印
象に残る。化学はまあ、武器だった。安定してた、偏
差値７０とか。でも、物理がやっぱ苦手。最初の方、
偏差値物理３９ぐらい取った記憶が。39.2だったか
な？
森口＆進藤：はははは。
森口：それ言ったら、俺、英語最初33ですよ、偏差
値。衝撃過ぎて覚えてる(笑)。クラス分けの表見たら、
俺だけ英語A8とか書いてあって、ひどかったですね。
で、次44.9に上がりました。
進藤：すげえじゃん。
森口：10以上、上がりましたね。
進藤：11上がるってすごいな。いや物理と英語はほん
とに運ゲー。いや、もう、なんだろう？感覚にすべて
を任せた。感覚がうまく合ったところが一次出たって
こと？
森口：いや、でも、僕の場合、感覚とかそれ以前の問
題だから、英語。英語、写経で感覚を身につけまし
た。700選を毎日その日本語と英語を3行ずつていうの
を毎日1時間から2時間ぐらいずっとノートに書いて。
いや、その日本語を見て、英語書くと、その英語書い
たやつが、その日本語でもそう書いてるんだなってい
うのが認識できるんで。その後、文法の合わせやって
るから、文法的に違和感覚えたりとかするんで正誤に
いい。
進藤：文法ねえ。写経も大事だと思う。時間かかるけ
ど効果ある。
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森口：でもって、写経頑張ってから河合が偏差値65ま
で行ったんで英語が。めっちゃ上がりました、多分そ
の、マンスリー終わってからもずっと写経やってたん
で。
進藤：やり始めた頃に、「えー、俺もやるー」って、1
か月ぐらいで終わっちゃった…。うん、自分は時間か
かりすぎちゃって。最後の方はちと、物理に回して
…。三人がすごかった。あ、分かれてますよ、結構分
かれるよね。
森口：M1M2の中で、寺澤派、野村派、小澤ちゃん派
みたいな感じ。３つに分かれてましたね。
進藤：僕は野村先生派。
森口：俺も野村先生からプリントもらってやってたん
で野村先生派ですね。いや、プリントの良さがあっ
て。
進藤：うん、あのプリントができるようになれば、入
試の問題はもう全部解ける。
森口：90問ぐらいですかね、それぐらいです。全範囲
入ってて、初歩が60問、応用が30問。物理ができない
人は今の時期から簡単なやつをやる。
進藤：そう、年間を通してやったら、多分、本番では
相当武装できるはず。
森口：物理の問題が大体もうテンプレに沿って、どん
どん進行していくから、基本的にそのテンプレさえ覚
えちゃえば物理は本当にどうとでもなる。慈恵のよう
な考える系の問題でなければもう完全武装できる。慈
恵なんか人体に急に関連付けてくるから。
進藤：無理やり結びつけるよね。
森口：まあそうですね、進藤があのプリントやってる
の見て、やろうかなと思って。人のいいところ見て、
真似しようみたいな感じで。

進藤：確かに、石井先生がそう言ってて。他の人のこ
と見るよね。「それ、いいね。僕もやろう」ってね。

毎年改訂されるテキストで、本番は知ってる問
題ばかりだから、まんま出て、数学で稼げた。
森口：英語とか本当に医学部用の長文めっちゃやるん
で。入試の時も割と、この話知ってるなって感じの文
章がでてきて、読みやすかったですね、入試の文章
が。
進藤：確かに。
森口：で、数学も本当にテキスト通りの問題出てくる
んで。あ、もうつまんなんかったです。入試の本番の
問題はつまんなかったです。
進藤：ほんとよく練られてるテキスト。薄先生の直前
講習もまんま出て。うーんと、あれ、なんだ？微分
か。グラフ？問題がまんま出て。1問もらったー、大問
1問。数学で稼げた感ある。テキストをちゃんとやっと
けば、普通に本番もできたっていうか。
森口：本番つまんなかったです。ドーパミンが溢れ出
て来るような問題がなくて。知ってる、知ってるーっ
て。はは。
進藤：確かに。だってHighのテキストだって、もう薄
先生がはやりの問題入れてるから、そっからしか出て
こないんだよ。だから前期のテキストを繰り返しやる
のが早いよね。
森口：でも、前期のHighのテキストの方が後期のTop
より難しくなかった？
進藤：うん。僕もそう思いました。知識が必要なのが
前期のHighだった？新しい知識を…、こう公式を作っ
ていくっていうのは本当に無理なんで。そう考えた
ら、その、公式知った上での後期のTopっていうの
は、わりと簡単だった気がします、はい。
森口：力がついたってことか、そうですね。そのせい
で、体感的には、後期のTopの方が簡単だと感じまし
たね。すごくいいテキストでした。毎年変えてくれて
てるみたいだし。
進藤：Highのテキストはもうほんと素晴らしい。
森口：さっき平パンに、今年のM1は去年のM1より100
倍ぐらい真面目だぞって言われた(笑)。

受験よりも先、今後生きていく上で必要な考え
方を身につけられるから、それはなんか、いい
人生経験になった。
進藤：僕は２浪目は市ヶ谷行こうと思ってて。いや、
でも多分行ってたら、受からなかった。これはほんと
に。なんだろう、みんなよくこう言ってるから、「い
や、嘘つけ！」みたいなこと思ってたんですけど、こ
れは割とマジで、うーん、代官山に来れば、ちゃんと
みんなやるから、受かる、これはほんとなんだよね。
森口：うん、それはある。
進藤：いや、ほんとに何かこういうのに載るとマジで
嘘くさく感じちゃうけど。ちょっと性格上そういう風

に思ってしまうんですけれど…。
森口：めちゃくちゃいい子ちゃんだからね。
進藤：いや、ほんとにここに入れば受かるんだよな。
最初が低すぎるとまあもう１年ぐらい必要になっちゃ
うかもしんないけど、それは多分どこ行っても一緒
で。S台に行ったって、K合に行ったって、まあそれは
もう１年必要になるなって。
森口：ここ、先生と距離近いから、質問もしやすい
し。面倒見の良さがね。
進藤：うん、常に。S台はもうすぐどっか行けちゃう。
そう勉強時間もね、ここはやる。
森口：そう、周りやってるから、やんなきゃまずいっ
ていうのはありまして、はい。そこがでかい。
進藤：S台は午後３時で終わるから、そっから自習、て
かまあどうぞって感じなんで。帰るもよし、勉強する
もよしで。ここはもう強制的に９時半までやらされる
から。
森口：勉強時間は確保されるし、その時間をどう上手
く使うかっていうのは割とありましたね。まあでも性
格がこんな感じなんで、あんま頑張れないですよね。
進藤：そうそう。確かに。
森口：まあ代官山来て、みんな頑張ってるから、俺も
やらなきゃなみたいな感じで、続けてたら、ほんとに
頑張れたんで、それは良かったですね。
進藤：うん、僕も、ダメな子、そのなんか一人だと勉
強できないっていう子は、やっぱり強制的にこう勉強
時間を取らされるような代官山に来た方がいいと思
う。あと、代官山に来てすごい良かったなって思うの
が、石井先生とか高橋浩先生は、考え方、そう、考え
方を教えてくれるから、受験よりも先、今、今後生き
ていく上で必要な考え方を身につけられるから、それ
はなんか、いい人生経験になったなあって思ってま
す。物事の考え方を教えてくれた。考え方が、うん、
変えてくれた、教えてくれたのは凄い。

森口：思考力がついたって感じ？
進藤：あと浩先生のマンツーは取った方がいい。夏か
ら取って、みんな夏から取った方がいいと思う。
森口：まあ、俺、うーん、まあ、贅沢言うなら、なん
だろうね、やばい人間って分かってなかったから、こ
うなっちゃったけど、やばい人間だった？
進藤：浩先生、優しいから直接言わなかったけど、森
口はやばい。ははは。レッドリストに入れるか迷って
るって。
森口＆進藤：ははは。
森口：入れるべきでしたね、僕を。うん、高橋浩先生
のマンツーも押していきたい。論理的思考だから。こ
うだからこうっていう因果関係っていうのは、数学も
論理学だから、その浩先生の考え方を学んだあとに、
数学の授業聞くと、もっとすぐに理解できた気がす
る。理解力が高まるから、その小論とか二次の対策に
もなるし、他の科目の勉強効率もすごい上がるから、
まあ、浩先生のマンツーってのは、素晴らしいってい
う。
進藤：今年の結果見て思ったけど、特化型って悪くな
いんだなあって思って。鹿山（慈恵進学）みたいに英
語特化してる人間はめっちゃ受かってますし。
森口：そうね。まあ、僕もそうですね、一応一次だけ
だったら、数学特化で一応たくさん受かったんで、特
化型も悪くないなあとは思いました。
進藤：一つ大きな武器を持ってるとね。
森口：絶対一日、これだけはやるっていうのを決め
て、それをほんとに毎日実行するっていうのはほんと
に大事だと思いますね。僕は日課を作って、校長に言
われたとおり、この時間帯で写経やって、ここで微積
やってとか、それで割と成績出たんで。まあそれ作れ
ば、その入試期、本番も、こう、それをやれば、その
平常心で入試受けれると思うんで。まあ、作って損は
ないと思います。

森口：はははは。それ言ったら、僕岩手の時ネクタイ
直されましたよ、案内の人に。
進藤：優しい。二次は鉛筆忘れても受かる。正規合格
がもらえる。複数校受かったんで。
森口：いや、なんか、一次試験めっちゃ受かってて、
うちの中フィーバーだったんですけど、二次落ちま
くってて、めちゃくちゃ落ち込みましたよ。バカヤ
ローって。
進藤：ははは。
森口：怖かった。親に「これ全部落ちるんじゃない
か？」って言われて。

１年間毎日日課を絶対こなすようにしていた。
進藤：僕が気を付けていたのは、態度をでかくしない
こと。謙虚に生きてた。成績がどんなに良くても。い
きりちらすことなく。あと、ガニマタで歩かないよう
にしてました。
森口：関係なさすぎ(笑)。
進藤：いや、足は絶対態度出るって。超ガニマタの人
見ると、ああ、態度でけえのかなあとか思いながら。
森口：僕は毎日日課が、日課を絶対こなすようにして
いました。校長先生から言われた日課、そう、写経。
あと一年ぐらい通してやったのが、毎日5問の積分計
算。計算力も磨いてました。平パンから、積分の難し
い問題もらって、それ毎日5問、多分300問ぐらいあっ
てそれを何回も回して。やってましたね。そうです
ね、結構、横国とか、京大とか、そういう積分計算も
入ってたんで。やりごたえもあって。

医学部行きたい、っていう決意が固まったのは
ここに来て、だなぁ。
森口：朝が辛かったです。
進藤：それは夜更かししてるからでしょ？日課の…。
森口：ふふふ。あ、ニコニコ動画。
森口＆進藤：ははは。
森口：あ、でも、なんか。後半からは。毎日5時半ぐら
いに起きて、7時前には塾にくるようにしてました。
進藤：うん、してた。
森口：なんかそのM1全体で朝、数学の赤本を解くって
いうことをやってて。クラス皆で。まあ、それがあっ
たんで、頑張りました。はい、7時から開催して。村長
（宮田進学）は来なかったんですけど。それ以外のメ
ンツは皆来て。朝０限作って赤本解きです。
進藤：僕も朝が辛かったですね。いや、遠いんですよ
青梅。2時間ぐらい。ちとまあ、冬らへんから、ちっと
だらけちゃったんですね。それまではここに7時前に着
くようにしてたんですけど。まあ5時半前の電車に乗っ
て、家帰るのは11時ちょっと前だったんで、睡眠時間
足んなくて、カフェインの錠剤を飲んでました。
森口：でも、一回一人暮らししたよね。
進藤：そう夏に。いや、さすがに耐えられんわっつっ
て。目黒に住ませてもらって、１か月。そうしたら、

れたし。すごい決意、「医学部行きたい」っていう決
意が固まったのはここに来て、だなぁ。去年はS台の立
川。そんな元も良くなかったから、もうその時点です
でに諦めが入ってるじゃないですか。妥協してるその
時点で。
森口：ははは。
進藤：もう、放任ですね、あんま。受験指導とかな
い。面接対策もないんで。代官山はすごかったです
ね。いやもう、ここは絶対、二次対策のすごさを押し
てった方がいいっす。
森口：うん、マジで。
進藤：浩さんがすごいです。
森口：小論文が書きやすくなるってのが本当に。い
や、ほんとだよね！まあ、論理的な考え方できるよう
になるからどんなに日本語ができなくても、論理的思
考な文になれるよね。小論はもう、それは一発、森口
でも、論理的な文になる。なんかまあ、授業受けたら
わかるんですけど、ほんとに、それなりの文章書ける
ようになるっていうのが、ちゃんとあるんだよね？
進藤：うん。
森口：浩先生のやり方はおいしいです。日本語できる
ようになって良かった。
森口＆進藤：はははは。
森口：いやほんとに書けるようになった。だから去
年、もし一次通ってても、結局小論文で落ちてた気が
します。

ペナルティがあるから期限までやった写経だけ
ど、ちゃんと続けたら成績上がって、それ以降
も自発的にやるようになりました。
森口：お世話になった先生が3人。マンツー取ってたの
が青葉先生と栗原先生で。校長を入れてもいいんです
よね？写経を教えてもらったのが、校長なんですよ
ね。面談の時に、英語できるようになるなら、君は
700選の写経しろって言われて。それで写経、毎日
ちゃんと続けたら、マジで上がって、、そのう、期限
があって。そこまで写経を出さなかったら、本館に送
ると(笑)。
進藤：ああ、あったね(笑)。
森口：あったんですけど、ペナルティとして。それが
あったんで、期限内にちゃんと出して。で、そっか
ら、僕、個人的に写経いいなって思ったんですよね。
その期限後もずっと写経続けてった。校長に写経教え
てもらったから、そのおかげで、英語伸びたなってい
うのがあります。あと青葉先生は、ほんとに、めちゃ
くちゃ面倒見が良かったです。栗原先生は後半なんで
すけど、こう、浩先生に近いフォーマットみたいな感
じがあって、これ見たら、この記号付けて、こう考え
るんだよみたいな。それがありがたかったですね。
フォーマットがある方が得意な、う～んマニュアル人
間(笑)。
進藤：ははは。うーーん。僕はやっぱ石井先生かな

あ。石井先生、普通と違う。うーんと、石井先生との
面談で、英語に波があるよねって話で。若干波がある
よねって。その、長文苦手だったんですけど。長文の
話題、知的背景？その知ってる知らないの差が激しい
んじゃないか。それがまあ、あると思うから、東邦の
医療系の長文の和訳をざっと読みなさいって言われ
て。ざっと読んだら、まあ、長文が取れるようになっ
た(笑)。うん、石井先生はなんだろう、いや、英語じゃ
なくても、その、見抜く力が凄い。的確なアドバイ
ス。いや、すごいなあって。なんかそうだなあ、言わ
れた通り和訳読んでて、内容頭に入れた後に、長文読
んで、知らない単語があったら、照らし合わせて、あ
あ、こういう意味あるんだあみたいな。そういう勉強
のやり方を指示されて東邦10年分ぐらいざっと読ん
で。そうしたら、長文マジでできるようになった。マ
ジ石井先生(笑)。
森口：僕も写経の存在を無理やりにでもちゃんと教え
てくれたんで。ははは。いや、源ちゃんがやってたの
見てたんですけど。それで源ちゃんが伸びていって。
あれ？って。そんな時校長の面談で言われて、やる機
会を得られたんです。そこでやって、以降ずっと頑張
れたって感じですね。

他の人がやってるの見て自分もやろうとか、人
の良い所みて真似した。
森口：数学は、僕は、、あ、先に言っちゃってい
い？。
進藤：うん、考えてる、考えてる。
森口：数学は、いや、ほんとに、うーん先生全員で
す。いや、本当に。この先生だけっていうこだわりは
なくて。全員が全員、いい授業だったんで。授業中に
できるだけ吸収していこうっていうスタンスでやって
ました。基本的に一回理解できれば、数学はもう大丈
夫な気がして。何でこの公式あるかとか、そういう理
解が大事かなって、個人的に思ってて。まあでも、計
算ミス結構してましたけど、積分計算で計算力は鍛え
てたから。その注意してくれたのが薄先生でしたね。
薄先生がその、夏休みから、毎日、積分計算5問解けっ
ていうこと言ってて。それをその、まあ実行して、平
パンから問題もらって。それ、ほんとに入試当日ま
で、その写経と積分計算はしてましたね。
進藤：うーん、質問よく行ったんが、典先生かなあ。
典先生と長澤先生は、うん凄いなんだろう、頭のいい
解法。
森口：ああ、天才、天才。
進藤：超きれいな解法で。で、まあ平パンは計算ごり
押しで、苦手な子でもみたいな。まあだから、状況に
合わせた…、いくつもの戦法を、うーん培ってくれた
…っていうか、先生達の濃いキャラがいくつもの引き
出しを作ってくれたっていうか。だから質問の時、数
学科は片っ端から聞いて。
森口：ああ、いいよね。先生によって個性あるもん

ね。
進藤：そうね、5人ぐらい聞いたかな。1問あたり5人
ぐらい聞いた、本当にわかんない問題は。うん、
へぇー、なるほどねっつって。そう、で、自分に一番
良さげなやつを、ね。
森口：そう、スマートがいいのか、ごり押しがいいの
か。試験中にそれが思いつくなら、スマートの方がい
いし、「まあ、無理だな」って思ったら、ごり押しの
解法覚えて。
進藤：多分、ごり押しかな。そんな頭良くないんで。
森口＆進藤：ははははは。
進藤：あとは積分毎日やることですよね、薄先生がい
うように。僕も試験会場で薄先生のテキストのやつを
持ってってて。
森口：平パンのクソむずいけど計算の。あれ、もらう
ためには条件があって。ハンドブックの積分計算全部
解いたら、平パンに言って、やっともらえるプリント
だったんで。だからちゃんとやったよね。あと横井先
生の有機は結構マニアックなことまで教えてくれて楽
しかったです。いやあ、楽しかったですよ、本当に。
すげえ楽しかったです。変な語呂とか、めっちゃ面白
かったです。
進藤：ああ、あったわ。ピンクね。
森口：横井先生に語呂合わせないですか？つったら、
考えてくれて、言ってくれる(笑)。
進藤：持ちネタが面白いよね。授業中に。笑って、印
象に残る。化学はまあ、武器だった。安定してた、偏
差値７０とか。でも、物理がやっぱ苦手。最初の方、
偏差値物理３９ぐらい取った記憶が。39.2だったか
な？
森口＆進藤：はははは。
森口：それ言ったら、俺、英語最初33ですよ、偏差
値。衝撃過ぎて覚えてる(笑)。クラス分けの表見たら、
俺だけ英語A8とか書いてあって、ひどかったですね。
で、次44.9に上がりました。
進藤：すげえじゃん。
森口：10以上、上がりましたね。
進藤：11上がるってすごいな。いや物理と英語はほん
とに運ゲー。いや、もう、なんだろう？感覚にすべて
を任せた。感覚がうまく合ったところが一次出たって
こと？
森口：いや、でも、僕の場合、感覚とかそれ以前の問
題だから、英語。英語、写経で感覚を身につけまし
た。700選を毎日その日本語と英語を3行ずつていうの
を毎日1時間から2時間ぐらいずっとノートに書いて。
いや、その日本語を見て、英語書くと、その英語書い
たやつが、その日本語でもそう書いてるんだなってい
うのが認識できるんで。その後、文法の合わせやって
るから、文法的に違和感覚えたりとかするんで正誤に
いい。
進藤：文法ねえ。写経も大事だと思う。時間かかるけ
ど効果ある。

森口：でもって、写経頑張ってから河合が偏差値65ま
で行ったんで英語が。めっちゃ上がりました、多分そ
の、マンスリー終わってからもずっと写経やってたん
で。
進藤：やり始めた頃に、「えー、俺もやるー」って、1
か月ぐらいで終わっちゃった…。うん、自分は時間か
かりすぎちゃって。最後の方はちと、物理に回して
…。三人がすごかった。あ、分かれてますよ、結構分
かれるよね。
森口：M1M2の中で、寺澤派、野村派、小澤ちゃん派
みたいな感じ。３つに分かれてましたね。
進藤：僕は野村先生派。
森口：俺も野村先生からプリントもらってやってたん
で野村先生派ですね。いや、プリントの良さがあっ
て。
進藤：うん、あのプリントができるようになれば、入
試の問題はもう全部解ける。
森口：90問ぐらいですかね、それぐらいです。全範囲
入ってて、初歩が60問、応用が30問。物理ができない
人は今の時期から簡単なやつをやる。
進藤：そう、年間を通してやったら、多分、本番では
相当武装できるはず。
森口：物理の問題が大体もうテンプレに沿って、どん
どん進行していくから、基本的にそのテンプレさえ覚
えちゃえば物理は本当にどうとでもなる。慈恵のよう
な考える系の問題でなければもう完全武装できる。慈
恵なんか人体に急に関連付けてくるから。
進藤：無理やり結びつけるよね。
森口：まあそうですね、進藤があのプリントやってる
の見て、やろうかなと思って。人のいいところ見て、
真似しようみたいな感じで。

進藤：確かに、石井先生がそう言ってて。他の人のこ
と見るよね。「それ、いいね。僕もやろう」ってね。

毎年改訂されるテキストで、本番は知ってる問
題ばかりだから、まんま出て、数学で稼げた。
森口：英語とか本当に医学部用の長文めっちゃやるん
で。入試の時も割と、この話知ってるなって感じの文
章がでてきて、読みやすかったですね、入試の文章
が。
進藤：確かに。
森口：で、数学も本当にテキスト通りの問題出てくる
んで。あ、もうつまんなんかったです。入試の本番の
問題はつまんなかったです。
進藤：ほんとよく練られてるテキスト。薄先生の直前
講習もまんま出て。うーんと、あれ、なんだ？微分
か。グラフ？問題がまんま出て。1問もらったー、大問
1問。数学で稼げた感ある。テキストをちゃんとやっと
けば、普通に本番もできたっていうか。
森口：本番つまんなかったです。ドーパミンが溢れ出
て来るような問題がなくて。知ってる、知ってるーっ
て。はは。
進藤：確かに。だってHighのテキストだって、もう薄
先生がはやりの問題入れてるから、そっからしか出て
こないんだよ。だから前期のテキストを繰り返しやる
のが早いよね。
森口：でも、前期のHighのテキストの方が後期のTop
より難しくなかった？
進藤：うん。僕もそう思いました。知識が必要なのが
前期のHighだった？新しい知識を…、こう公式を作っ
ていくっていうのは本当に無理なんで。そう考えた
ら、その、公式知った上での後期のTopっていうの
は、わりと簡単だった気がします、はい。
森口：力がついたってことか、そうですね。そのせい
で、体感的には、後期のTopの方が簡単だと感じまし
たね。すごくいいテキストでした。毎年変えてくれて
てるみたいだし。
進藤：Highのテキストはもうほんと素晴らしい。
森口：さっき平パンに、今年のM1は去年のM1より100
倍ぐらい真面目だぞって言われた(笑)。

受験よりも先、今後生きていく上で必要な考え
方を身につけられるから、それはなんか、いい
人生経験になった。
進藤：僕は２浪目は市ヶ谷行こうと思ってて。いや、
でも多分行ってたら、受からなかった。これはほんと
に。なんだろう、みんなよくこう言ってるから、「い
や、嘘つけ！」みたいなこと思ってたんですけど、こ
れは割とマジで、うーん、代官山に来れば、ちゃんと
みんなやるから、受かる、これはほんとなんだよね。
森口：うん、それはある。
進藤：いや、ほんとに何かこういうのに載るとマジで
嘘くさく感じちゃうけど。ちょっと性格上そういう風
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に思ってしまうんですけれど…。
森口：めちゃくちゃいい子ちゃんだからね。
進藤：いや、ほんとにここに入れば受かるんだよな。
最初が低すぎるとまあもう１年ぐらい必要になっちゃ
うかもしんないけど、それは多分どこ行っても一緒
で。S台に行ったって、K合に行ったって、まあそれは
もう１年必要になるなって。
森口：ここ、先生と距離近いから、質問もしやすい
し。面倒見の良さがね。
進藤：うん、常に。S台はもうすぐどっか行けちゃう。
そう勉強時間もね、ここはやる。
森口：そう、周りやってるから、やんなきゃまずいっ
ていうのはありまして、はい。そこがでかい。
進藤：S台は午後３時で終わるから、そっから自習、て
かまあどうぞって感じなんで。帰るもよし、勉強する
もよしで。ここはもう強制的に９時半までやらされる
から。
森口：勉強時間は確保されるし、その時間をどう上手
く使うかっていうのは割とありましたね。まあでも性
格がこんな感じなんで、あんま頑張れないですよね。
進藤：そうそう。確かに。
森口：まあ代官山来て、みんな頑張ってるから、俺も
やらなきゃなみたいな感じで、続けてたら、ほんとに
頑張れたんで、それは良かったですね。
進藤：うん、僕も、ダメな子、そのなんか一人だと勉
強できないっていう子は、やっぱり強制的にこう勉強
時間を取らされるような代官山に来た方がいいと思
う。あと、代官山に来てすごい良かったなって思うの
が、石井先生とか高橋浩先生は、考え方、そう、考え
方を教えてくれるから、受験よりも先、今、今後生き
ていく上で必要な考え方を身につけられるから、それ
はなんか、いい人生経験になったなあって思ってま
す。物事の考え方を教えてくれた。考え方が、うん、
変えてくれた、教えてくれたのは凄い。

森口：思考力がついたって感じ？
進藤：あと浩先生のマンツーは取った方がいい。夏か
ら取って、みんな夏から取った方がいいと思う。
森口：まあ、俺、うーん、まあ、贅沢言うなら、なん
だろうね、やばい人間って分かってなかったから、こ
うなっちゃったけど、やばい人間だった？
進藤：浩先生、優しいから直接言わなかったけど、森
口はやばい。ははは。レッドリストに入れるか迷って
るって。
森口＆進藤：ははは。
森口：入れるべきでしたね、僕を。うん、高橋浩先生
のマンツーも押していきたい。論理的思考だから。こ
うだからこうっていう因果関係っていうのは、数学も
論理学だから、その浩先生の考え方を学んだあとに、
数学の授業聞くと、もっとすぐに理解できた気がす
る。理解力が高まるから、その小論とか二次の対策に
もなるし、他の科目の勉強効率もすごい上がるから、
まあ、浩先生のマンツーってのは、素晴らしいってい
う。
進藤：今年の結果見て思ったけど、特化型って悪くな
いんだなあって思って。鹿山（慈恵進学）みたいに英
語特化してる人間はめっちゃ受かってますし。
森口：そうね。まあ、僕もそうですね、一応一次だけ
だったら、数学特化で一応たくさん受かったんで、特
化型も悪くないなあとは思いました。
進藤：一つ大きな武器を持ってるとね。
森口：絶対一日、これだけはやるっていうのを決め
て、それをほんとに毎日実行するっていうのはほんと
に大事だと思いますね。僕は日課を作って、校長に言
われたとおり、この時間帯で写経やって、ここで微積
やってとか、それで割と成績出たんで。まあそれ作れ
ば、その入試期、本番も、こう、それをやれば、その
平常心で入試受けれると思うんで。まあ、作って損は
ないと思います。
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聖マリアンナ医科大
東北医科薬科大

2次合格
2次合格

その時期に合った生活態度や
入試や出願の戦略に関することを

教えてくださって、私の中で
「気をつけよう」と思っていました。

聖マリアンナ医科大進学　石津 瑞香 さん(普連土学園高校卒)
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2次が来たのが聖マリと、東北です。ドキドキ
だったな。
一次合格したところは5校ありまして、愛知と、東北
と、北里と、帝京と聖マリです。けっこう、まぁ５つ
ほど（笑）。2次が来たのが聖マリと、東北です。聖マ
は前の方の番号だったから良かったけど、東北は３月
の中旬に来たから、ドキドキだった。
聖マリは、補欠の番号は27番でたぶん来るだろうなと
は思ってたんですけれど…、聖マ途中で一回とまって
しばらく動かなかったような…。私はその手前だった
と思います。ギリギリ…。1年間頑張った甲斐ありまし
た。おかげさまで (笑)。聖マは今年もけっこう行って
て、代官山から。7人、いや8人行って。あ、でもまだ
1回しか行ってないですし、定期的に連絡取ってのは、
麗ちゃんぐらいですけど。今がこういうコロナの状
況っていうのもあるから、友達いるっていいですよね
…。

そこにいられるだけのスタミナをつけて勉強す
ることができた
毎日規則正しい生活を送ることに気をつけていました
ね。この1年、代官山での生活で気をつけていたことで
すね、それが。んーと、朝起きたのは6時半ぐらいで、
ここ来るのは7時半ぐらいで。そんな、すごい早くはな
いんですけど、毎日規則正しく生活していたおかげで
…前にいた予備校はこんな、12時間とか塾に居ること
なかった…。ここにいられるだけのスタミナをつけて
勉強することができたかなと思いました。
高校出てから2浪まである医専に通ってて、前の予備校
に戻るか、別の予備校にするかで迷って代官山を選ん
だんですけど。予備校を変えたきっかけは、ぬるま湯
な感じより厳しいっていうか、ちゃんとした予備校に
変えた方がもしかしたらいいのかなって思いまして、1
校舎から90人近く合格者出していたりして、そういう
実績とか見てたら「ここ良いのかもしれないな」って
ここにしました。

真面目に頑張ってるんだから、自分も頑張らな
きゃっていうのがありましたね。
ブランクも含めてどのようなプランがいいのか、私の
場合にはこういうやり方がいいよって、おしゃってい
ただいて、でも時期によってはきつかったですね。最
初授業が始まったころもそうですし、1月の受験本番の
時期もそうでしたし。いろんな時期できつかった面も
あったけど、モチベーションはずっとある意味保ち続
けられたっていうか、手を抜いてっていう気にはなら
なかったから。絶対周りでは自習室とかで頑張ってい
る人たちがいるわけですし。自習室入ったら、「この
人いつも真面目に頑張ってるな」って姿を見て感化さ
れることもあったり。たとえば飯田さん(昭和大医学部
進学：飯田すず)。喋ったことは無いんですけど、朝も
いつも早くて。全然自習室で寝たりすることもなく、

ちょうどドア入ったところにいたりするから。自分が
手を抜こうと思ったときも、手を抜かずに頑張ってい
る人がいるわけで。真面目にその人も頑張ってるんだ
から、自分も頑張らなきゃっていうのがありました
ね。皆でだらけるというか、みんなでダメになっちゃ
うってのは無かったから。そういう環境があったのは
ありがたかったです。

「もうどこも受かんないかもしれない」って
なったときに、「そんなことないよ」って。
数学って１集から6集まで細かくあるじゃないですか。
だから授業についていくのが大変で、予習復習が…も
う…。ちょうど5月でしたっけ？…合格者座談会で、い
ろいろな先輩の方たちが、「私は○○先生にマンツー
お世話になった」ってお話聞いて、自分も数学をこな
すのは難しいだろうなって思って、マンツーをそこか
ら入れて…。典さんに、苦手な分野とかを中心的に見
ていただきました。それこそ、マンスリーによって波
があったんですけど、典さんは「これが分かんない
」って言っても「何これ、簡単じゃ～ん」ってみたい
な感じで、逆に「ああ、そうやるのか！」ってなっ
て。特に典さんには、直前期に、自分がメンタルが落
ち込んだときに「もうどこも受かんないかもしれない
」ってなったときに、「そんなことないよ」って。
冬はちょっと…。落ち込んだっていうか、お正月に風
邪を引いたのがきっかけってのがあって。家族がイン
フルになって。自分も体調崩して…インフルじゃない
ですけど。自分もそれで、気持ちが落ち込んだときと
かがあって。だから、ある意味ベストな状態で受験に
臨めなくて。会場で問題解いて「ちゃんと解けた」っ
てなっても、友達も「私もできた、私も出来た」とか
言うから、自分でも受かるくらいできたのかできな
かったのか分からなくなったりして。ちょっと落ち込
んだり。
周りと全く話さないのもあれでしたけど、最初のほう
とかは、メンタルの保ち方がよくわからなくて。今ま
では受験受けても直帰してたんですよ、家に。だか
ら、塾に戻って復習して、みたいな生活したことな
かったんですよ。自分落ちたけど他の子は受かったと
か、そういう状況がだんだん見えてきたりしたとき
も、なんとなく気持ちが沈んだこともあって。そうい
う時に、典さんに話すと、典さんはある意味で深刻に
受け止めない方だから、「大丈夫だよ、受かるよ」と
か言ってくれるから。でもそうやって話を聞いてくだ
さるから、逆にそうやって楽になったところもありま
すね。私のあしらい方をよくわかっている。（笑）

青葉先生が「毎週１本ずつ英作文書いてきなさ
い」って仰って。
英語で、お世話になったのは青葉先生で、英語は、自
分がそんなに苦手じゃなかったからマンツー取らな
かったんですけど。2学期の途中からとることになっ

限のことしか書いてない」って言っていました。「こ
こからこんなことまで読み取らなきゃいけないの？
」って思って易しくないと感じたんですけど、先生は
優しかったんで。自分で解いて、わからないところは
先生に聞きに行って、マンツーはこなしていました。
７０枚も骨のある問題ばかりだったので、１年間でよ
うやく１回分って感じだったんですけど。プリントの
説明もしてもらって、最後の方は時間が無くて、答え
だけもらってわからないところを聞きに行ったって感
じだったんですけど。すごいよかったです。
野村先生は、質問も丁寧なんですけど、無茶ぶりに丁
寧に答えてくださいました。
なんかけっこう、体張ってくださる。受験期とかは１
回だけマンツー入ったんですけど、私が間違ったこと
言っても、あの人頭がいいからフォローがすごい早い
んですよ。「もうだめだ」みたいなことを言っても、
「そんなことないよ」って。「この問題解けなかった
んですよ」とか言っても、「解ける人は予備校なんか
来ないですよ」って。返しがとにかく早くて。間髪入
れずにそうやって言ってくださるから、よかったで
す。

夏の面談のときに「前に行きます、先生」って
宣言して。
石井先生は、最初は怖かったです(笑)。そのうちちょっ
と面白い人だったな、って。冗談を言ったり。でも授
業のたびに、朝早く来て、とか、これしたら浪人する
ぞ、とか。その時期に合った生活態度や入試や出願の
戦略に関することを教えてくださって、私の中で「気
をつけよう」と思っていました。頭に叩き込んでいま
した。英語の授業もそうなんですけど、石井先生にし
か言えないこととかあるじゃないですか。そういうの
はどの先生よりピリッと来るから。そういうのは、毎
回毎回きちんと聞いていました。
座っていた位置は、時期によって違うんですけど、最
初は後ろの方だったんですけど、１回目の面談の時に
「前に行きます、先生」って宣言して、しばらく２列
目だったんですけど、クラス替えがあったら後ろに
なったり、とか。皆取るの早くて。ある時気づいたら
現役生に取られたりとかしてて。ただ、前の授業を踏
み倒してでも取ろうとはできなくて。「先週、そこ
座ってたのに」ってのはあったけど、私の席って決
まってたわけじゃないし(笑)。

朝来たら絶対やることを先生と決めて実行。
「朝来たら絶対やること」って先生と決めてて、まあ
決めてもらってその都度その都度、英語だったら桐原
の文法の問題集、数学だったら薄先生が毎日グラフを
１本解きなさいって言ってたから、それ夜間のテキス
トなんですけど、それたくさんやって、化学は「セミ
ナー」を１日１題とか、慣れてきたら１ページとか、
絶対毎日やるようにはしていたんで。物理は野村先生

のプリントやってたから、あっちで鍛えてもらってい
ました。あの７０枚のプリントも、私は波の分野が苦
手だったんで、波の分野から始めたんですけど、逆に
１学期の総復習みたいなのを夏から始められたのがよ
かったなって思います。最初に「どこが苦手？」って
聞かれて、波が苦手って…「波に乗れなかった」って
言ったら、めっちゃ笑ってて、楽しかったです。代官
山の授業って、前のT医進とは全然違いましたね。量が
多いし、質も高かったので、予習復習は大変でした。
最初は全然回らなかったですね。でもなんとか時間を
見つけてやっていましたね。最初は朝そんなに早くは
来ていなかったんですけど、朝来ないと間に合わない
と思って、朝も来るようになりました。そういう生活
が身に着いたのが５月でした。それこそ典さんのマン
ツーを取って、数学は頼る人ができたってのがあっ
て、ペースをつかめるようになってきました。

最後に後輩に向けて
先生方の言う事は、守った方がいと思います。先生方
の言う事をちゃんと守っていた人の方が、受かってい
たと思いますし、大変なこともあるかもしれませんけ
ど、先生方が言った「これをやりなさい」とか、逆に
「これはやるな。こういう生活をしていると受からな
い」とかを守ることが一番だと思います。私は正直、
今から振り返ると、お正月風邪ひいたりとか、ベスト
な状態じゃなかったから、正直もっと上行けたんじゃ
ないかとか思ったりもするんですけど、受験期になる
と思わぬところでメンタルが乱れたりとか、落ち込む
こととかあると思うんですけど、そういうときはここ
で一緒に頑張っている友人だとか先生方だとかと話し
たり、アドバイスをもらうことで私は立て直すことが
できたので、どんな状態になってもいいように、じゃ
ないですけど、自分なりのメンタルの保ち方を見つけ
た方がいいんじゃないかと思います。そこに気をつけ
て受験にのぞんで、今は１学期の内容を地道にやって
頑張ってもらえたらと思います。
とにかく、勉強とかも自己流に、アレンジしないこと
だと思います。自分なりのノートの取り方とか、自分
なりの息抜きの仕方だとか。そういう、自分なりの勉
強方法とかはあると思うんですけど、そういうのに走
りすぎないで、いろんな先生方の意見を取り入れて、
一番いいと思うやり方で勉強していくのが良いんじゃ
ないかと思います。自己流ってダメなんですよね、
だって失敗してるんだもん。
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ちょうどドア入ったところにいたりするから。自分が
手を抜こうと思ったときも、手を抜かずに頑張ってい
る人がいるわけで。真面目にその人も頑張ってるんだ
から、自分も頑張らなきゃっていうのがありました
ね。皆でだらけるというか、みんなでダメになっちゃ
うってのは無かったから。そういう環境があったのは
ありがたかったです。

「もうどこも受かんないかもしれない」って
なったときに、「そんなことないよ」って。
数学って１集から6集まで細かくあるじゃないですか。
だから授業についていくのが大変で、予習復習が…も
う…。ちょうど5月でしたっけ？…合格者座談会で、い
ろいろな先輩の方たちが、「私は○○先生にマンツー
お世話になった」ってお話聞いて、自分も数学をこな
すのは難しいだろうなって思って、マンツーをそこか
ら入れて…。典さんに、苦手な分野とかを中心的に見
ていただきました。それこそ、マンスリーによって波
があったんですけど、典さんは「これが分かんない
」って言っても「何これ、簡単じゃ～ん」ってみたい
な感じで、逆に「ああ、そうやるのか！」ってなっ
て。特に典さんには、直前期に、自分がメンタルが落
ち込んだときに「もうどこも受かんないかもしれない
」ってなったときに、「そんなことないよ」って。
冬はちょっと…。落ち込んだっていうか、お正月に風
邪を引いたのがきっかけってのがあって。家族がイン
フルになって。自分も体調崩して…インフルじゃない
ですけど。自分もそれで、気持ちが落ち込んだときと
かがあって。だから、ある意味ベストな状態で受験に
臨めなくて。会場で問題解いて「ちゃんと解けた」っ
てなっても、友達も「私もできた、私も出来た」とか
言うから、自分でも受かるくらいできたのかできな
かったのか分からなくなったりして。ちょっと落ち込
んだり。
周りと全く話さないのもあれでしたけど、最初のほう
とかは、メンタルの保ち方がよくわからなくて。今ま
では受験受けても直帰してたんですよ、家に。だか
ら、塾に戻って復習して、みたいな生活したことな
かったんですよ。自分落ちたけど他の子は受かったと
か、そういう状況がだんだん見えてきたりしたとき
も、なんとなく気持ちが沈んだこともあって。そうい
う時に、典さんに話すと、典さんはある意味で深刻に
受け止めない方だから、「大丈夫だよ、受かるよ」と
か言ってくれるから。でもそうやって話を聞いてくだ
さるから、逆にそうやって楽になったところもありま
すね。私のあしらい方をよくわかっている。（笑）

青葉先生が「毎週１本ずつ英作文書いてきなさ
い」って仰って。
英語で、お世話になったのは青葉先生で、英語は、自
分がそんなに苦手じゃなかったからマンツー取らな
かったんですけど。2学期の途中からとることになっ

て。きっかけは、私日医を受けようと思っていて、英
作文の書き方もわかっていなくて、そういうわけで、
英語のマンツー入れようと思ったら青葉先生になっ
て。青葉先生が「毎週１本ずつ英作文書いてきなさ
い」って仰って。書いてきたらすごく褒めてくださっ
たり、「こうすると良くなるよ」って言ってくださっ
たので。英語は「苦手じゃないけどすごい得意でもな
い」って状態から、受験中で「石津だったら英語は
ちゃんとこれぐらい取れるよ」って背中を押してもら
えたってことがあって。英語は大丈夫だろうって気持
ちで受験に臨めたのは、青葉先生のおかげかなって
思っています。

この問題解けなかったんですよ」とか言って
も、「解ける人は予備校なんか来ないです
よ」って。返しがとにかく早くて。
野村先生は板書がすごくきれいで、初回の授業では
「見やすい板書だな」って思ったんですけど、そのあ
とノート見返したらすごくきれいにまとめてあって、
「この人すごい変わりやすい人だな」ってなって。物
理の授業は前の予備校でもやってたから、ここでもそ
の復習って思てコツコツやってただけなんですけど、
野村先生は教え方が上手くて、「夏になったらこの人
のマンツー取ろう」って思って、実際取ったらやっぱ
りわかりやすくて。野村先生のつくったプリント70枚
ぐらいあるんですけど、プリントの設定が全然易しく
なくて、プリントは殺伐としたやつなんですけど。答
えがついてるやるもあればついてないやつもあるんで
すけど、先生が「問題設定が丁寧な大学とそうじゃな
い大学とがあって、そうじゃない大学に合わせて最低

限のことしか書いてない」って言っていました。「こ
こからこんなことまで読み取らなきゃいけないの？
」って思って易しくないと感じたんですけど、先生は
優しかったんで。自分で解いて、わからないところは
先生に聞きに行って、マンツーはこなしていました。
７０枚も骨のある問題ばかりだったので、１年間でよ
うやく１回分って感じだったんですけど。プリントの
説明もしてもらって、最後の方は時間が無くて、答え
だけもらってわからないところを聞きに行ったって感
じだったんですけど。すごいよかったです。
野村先生は、質問も丁寧なんですけど、無茶ぶりに丁
寧に答えてくださいました。
なんかけっこう、体張ってくださる。受験期とかは１
回だけマンツー入ったんですけど、私が間違ったこと
言っても、あの人頭がいいからフォローがすごい早い
んですよ。「もうだめだ」みたいなことを言っても、
「そんなことないよ」って。「この問題解けなかった
んですよ」とか言っても、「解ける人は予備校なんか
来ないですよ」って。返しがとにかく早くて。間髪入
れずにそうやって言ってくださるから、よかったで
す。

夏の面談のときに「前に行きます、先生」って
宣言して。
石井先生は、最初は怖かったです(笑)。そのうちちょっ
と面白い人だったな、って。冗談を言ったり。でも授
業のたびに、朝早く来て、とか、これしたら浪人する
ぞ、とか。その時期に合った生活態度や入試や出願の
戦略に関することを教えてくださって、私の中で「気
をつけよう」と思っていました。頭に叩き込んでいま
した。英語の授業もそうなんですけど、石井先生にし
か言えないこととかあるじゃないですか。そういうの
はどの先生よりピリッと来るから。そういうのは、毎
回毎回きちんと聞いていました。
座っていた位置は、時期によって違うんですけど、最
初は後ろの方だったんですけど、１回目の面談の時に
「前に行きます、先生」って宣言して、しばらく２列
目だったんですけど、クラス替えがあったら後ろに
なったり、とか。皆取るの早くて。ある時気づいたら
現役生に取られたりとかしてて。ただ、前の授業を踏
み倒してでも取ろうとはできなくて。「先週、そこ
座ってたのに」ってのはあったけど、私の席って決
まってたわけじゃないし(笑)。

朝来たら絶対やることを先生と決めて実行。
「朝来たら絶対やること」って先生と決めてて、まあ
決めてもらってその都度その都度、英語だったら桐原
の文法の問題集、数学だったら薄先生が毎日グラフを
１本解きなさいって言ってたから、それ夜間のテキス
トなんですけど、それたくさんやって、化学は「セミ
ナー」を１日１題とか、慣れてきたら１ページとか、
絶対毎日やるようにはしていたんで。物理は野村先生

のプリントやってたから、あっちで鍛えてもらってい
ました。あの７０枚のプリントも、私は波の分野が苦
手だったんで、波の分野から始めたんですけど、逆に
１学期の総復習みたいなのを夏から始められたのがよ
かったなって思います。最初に「どこが苦手？」って
聞かれて、波が苦手って…「波に乗れなかった」って
言ったら、めっちゃ笑ってて、楽しかったです。代官
山の授業って、前のT医進とは全然違いましたね。量が
多いし、質も高かったので、予習復習は大変でした。
最初は全然回らなかったですね。でもなんとか時間を
見つけてやっていましたね。最初は朝そんなに早くは
来ていなかったんですけど、朝来ないと間に合わない
と思って、朝も来るようになりました。そういう生活
が身に着いたのが５月でした。それこそ典さんのマン
ツーを取って、数学は頼る人ができたってのがあっ
て、ペースをつかめるようになってきました。

最後に後輩に向けて
先生方の言う事は、守った方がいと思います。先生方
の言う事をちゃんと守っていた人の方が、受かってい
たと思いますし、大変なこともあるかもしれませんけ
ど、先生方が言った「これをやりなさい」とか、逆に
「これはやるな。こういう生活をしていると受からな
い」とかを守ることが一番だと思います。私は正直、
今から振り返ると、お正月風邪ひいたりとか、ベスト
な状態じゃなかったから、正直もっと上行けたんじゃ
ないかとか思ったりもするんですけど、受験期になる
と思わぬところでメンタルが乱れたりとか、落ち込む
こととかあると思うんですけど、そういうときはここ
で一緒に頑張っている友人だとか先生方だとかと話し
たり、アドバイスをもらうことで私は立て直すことが
できたので、どんな状態になってもいいように、じゃ
ないですけど、自分なりのメンタルの保ち方を見つけ
た方がいいんじゃないかと思います。そこに気をつけ
て受験にのぞんで、今は１学期の内容を地道にやって
頑張ってもらえたらと思います。
とにかく、勉強とかも自己流に、アレンジしないこと
だと思います。自分なりのノートの取り方とか、自分
なりの息抜きの仕方だとか。そういう、自分なりの勉
強方法とかはあると思うんですけど、そういうのに走
りすぎないで、いろんな先生方の意見を取り入れて、
一番いいと思うやり方で勉強していくのが良いんじゃ
ないかと思います。自己流ってダメなんですよね、
だって失敗してるんだもん。
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ちょうどドア入ったところにいたりするから。自分が
手を抜こうと思ったときも、手を抜かずに頑張ってい
る人がいるわけで。真面目にその人も頑張ってるんだ
から、自分も頑張らなきゃっていうのがありました
ね。皆でだらけるというか、みんなでダメになっちゃ
うってのは無かったから。そういう環境があったのは
ありがたかったです。

「もうどこも受かんないかもしれない」って
なったときに、「そんなことないよ」って。
数学って１集から6集まで細かくあるじゃないですか。
だから授業についていくのが大変で、予習復習が…も
う…。ちょうど5月でしたっけ？…合格者座談会で、い
ろいろな先輩の方たちが、「私は○○先生にマンツー
お世話になった」ってお話聞いて、自分も数学をこな
すのは難しいだろうなって思って、マンツーをそこか
ら入れて…。典さんに、苦手な分野とかを中心的に見
ていただきました。それこそ、マンスリーによって波
があったんですけど、典さんは「これが分かんない
」って言っても「何これ、簡単じゃ～ん」ってみたい
な感じで、逆に「ああ、そうやるのか！」ってなっ
て。特に典さんには、直前期に、自分がメンタルが落
ち込んだときに「もうどこも受かんないかもしれない
」ってなったときに、「そんなことないよ」って。
冬はちょっと…。落ち込んだっていうか、お正月に風
邪を引いたのがきっかけってのがあって。家族がイン
フルになって。自分も体調崩して…インフルじゃない
ですけど。自分もそれで、気持ちが落ち込んだときと
かがあって。だから、ある意味ベストな状態で受験に
臨めなくて。会場で問題解いて「ちゃんと解けた」っ
てなっても、友達も「私もできた、私も出来た」とか
言うから、自分でも受かるくらいできたのかできな
かったのか分からなくなったりして。ちょっと落ち込
んだり。
周りと全く話さないのもあれでしたけど、最初のほう
とかは、メンタルの保ち方がよくわからなくて。今ま
では受験受けても直帰してたんですよ、家に。だか
ら、塾に戻って復習して、みたいな生活したことな
かったんですよ。自分落ちたけど他の子は受かったと
か、そういう状況がだんだん見えてきたりしたとき
も、なんとなく気持ちが沈んだこともあって。そうい
う時に、典さんに話すと、典さんはある意味で深刻に
受け止めない方だから、「大丈夫だよ、受かるよ」と
か言ってくれるから。でもそうやって話を聞いてくだ
さるから、逆にそうやって楽になったところもありま
すね。私のあしらい方をよくわかっている。（笑）

青葉先生が「毎週１本ずつ英作文書いてきなさ
い」って仰って。
英語で、お世話になったのは青葉先生で、英語は、自
分がそんなに苦手じゃなかったからマンツー取らな
かったんですけど。2学期の途中からとることになっ

限のことしか書いてない」って言っていました。「こ
こからこんなことまで読み取らなきゃいけないの？
」って思って易しくないと感じたんですけど、先生は
優しかったんで。自分で解いて、わからないところは
先生に聞きに行って、マンツーはこなしていました。
７０枚も骨のある問題ばかりだったので、１年間でよ
うやく１回分って感じだったんですけど。プリントの
説明もしてもらって、最後の方は時間が無くて、答え
だけもらってわからないところを聞きに行ったって感
じだったんですけど。すごいよかったです。
野村先生は、質問も丁寧なんですけど、無茶ぶりに丁
寧に答えてくださいました。
なんかけっこう、体張ってくださる。受験期とかは１
回だけマンツー入ったんですけど、私が間違ったこと
言っても、あの人頭がいいからフォローがすごい早い
んですよ。「もうだめだ」みたいなことを言っても、
「そんなことないよ」って。「この問題解けなかった
んですよ」とか言っても、「解ける人は予備校なんか
来ないですよ」って。返しがとにかく早くて。間髪入
れずにそうやって言ってくださるから、よかったで
す。

夏の面談のときに「前に行きます、先生」って
宣言して。
石井先生は、最初は怖かったです(笑)。そのうちちょっ
と面白い人だったな、って。冗談を言ったり。でも授
業のたびに、朝早く来て、とか、これしたら浪人する
ぞ、とか。その時期に合った生活態度や入試や出願の
戦略に関することを教えてくださって、私の中で「気
をつけよう」と思っていました。頭に叩き込んでいま
した。英語の授業もそうなんですけど、石井先生にし
か言えないこととかあるじゃないですか。そういうの
はどの先生よりピリッと来るから。そういうのは、毎
回毎回きちんと聞いていました。
座っていた位置は、時期によって違うんですけど、最
初は後ろの方だったんですけど、１回目の面談の時に
「前に行きます、先生」って宣言して、しばらく２列
目だったんですけど、クラス替えがあったら後ろに
なったり、とか。皆取るの早くて。ある時気づいたら
現役生に取られたりとかしてて。ただ、前の授業を踏
み倒してでも取ろうとはできなくて。「先週、そこ
座ってたのに」ってのはあったけど、私の席って決
まってたわけじゃないし(笑)。

朝来たら絶対やることを先生と決めて実行。
「朝来たら絶対やること」って先生と決めてて、まあ
決めてもらってその都度その都度、英語だったら桐原
の文法の問題集、数学だったら薄先生が毎日グラフを
１本解きなさいって言ってたから、それ夜間のテキス
トなんですけど、それたくさんやって、化学は「セミ
ナー」を１日１題とか、慣れてきたら１ページとか、
絶対毎日やるようにはしていたんで。物理は野村先生

のプリントやってたから、あっちで鍛えてもらってい
ました。あの７０枚のプリントも、私は波の分野が苦
手だったんで、波の分野から始めたんですけど、逆に
１学期の総復習みたいなのを夏から始められたのがよ
かったなって思います。最初に「どこが苦手？」って
聞かれて、波が苦手って…「波に乗れなかった」って
言ったら、めっちゃ笑ってて、楽しかったです。代官
山の授業って、前のT医進とは全然違いましたね。量が
多いし、質も高かったので、予習復習は大変でした。
最初は全然回らなかったですね。でもなんとか時間を
見つけてやっていましたね。最初は朝そんなに早くは
来ていなかったんですけど、朝来ないと間に合わない
と思って、朝も来るようになりました。そういう生活
が身に着いたのが５月でした。それこそ典さんのマン
ツーを取って、数学は頼る人ができたってのがあっ
て、ペースをつかめるようになってきました。

最後に後輩に向けて
先生方の言う事は、守った方がいと思います。先生方
の言う事をちゃんと守っていた人の方が、受かってい
たと思いますし、大変なこともあるかもしれませんけ
ど、先生方が言った「これをやりなさい」とか、逆に
「これはやるな。こういう生活をしていると受からな
い」とかを守ることが一番だと思います。私は正直、
今から振り返ると、お正月風邪ひいたりとか、ベスト
な状態じゃなかったから、正直もっと上行けたんじゃ
ないかとか思ったりもするんですけど、受験期になる
と思わぬところでメンタルが乱れたりとか、落ち込む
こととかあると思うんですけど、そういうときはここ
で一緒に頑張っている友人だとか先生方だとかと話し
たり、アドバイスをもらうことで私は立て直すことが
できたので、どんな状態になってもいいように、じゃ
ないですけど、自分なりのメンタルの保ち方を見つけ
た方がいいんじゃないかと思います。そこに気をつけ
て受験にのぞんで、今は１学期の内容を地道にやって
頑張ってもらえたらと思います。
とにかく、勉強とかも自己流に、アレンジしないこと
だと思います。自分なりのノートの取り方とか、自分
なりの息抜きの仕方だとか。そういう、自分なりの勉
強方法とかはあると思うんですけど、そういうのに走
りすぎないで、いろんな先生方の意見を取り入れて、
一番いいと思うやり方で勉強していくのが良いんじゃ
ないかと思います。自己流ってダメなんですよね、
だって失敗してるんだもん。
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書があったんですけど、それを隅々まで全部やって、
ボロボロにするぐらい。3、4周しましたね。で、それ
やって、なんか文法が、文法問題が一気になんか解け
るようになったというか、なんか、で、先生に言われ
ていることが、ああ、あれねみたいになってきて、
で、あとはもう単語。単語はやってはやっていたんで
すけど、一番本気にやったのが11月ぐらい。10月、11
月ぐらいに先生に単語テストやってもらって。朝とか7
限とか空いてたので、確かあの時間は。単語帳をひた
すら覚えて、テストし合うやつ。絶対、あれがこう、
変わりましたね。単語は・・・。

つるむ人間も選んでました。
陳真龍(北里大医学部進学)と風間(福岡大医学部進学)の
2人といつもつるんでて、先生の話とか、予習の問題と
か、いつも議論していましたね。あれはどうだとか、
なんかあの問題は、こう解くんだなとか、なんかあれ
はおかしいだろうとか、時には生徒の話もしていまし
たけど。いつも、なんかいつも同じ店に行ってたの
で、まあ、いつも来てるなみたいな感じだったので、
あんまり気にしてなかったと思いますけど。ハハハ。
昼休みに渡来屋っていうお店で。渋谷の駅前ぐらい。
割と遠いですけど、いつもそこ行って、散歩がてらと
か、そういう息抜きみたいなのやっていましたね、い
つも。1月の初旬までやっていましたね、それを。フッ
フッフ。結構、それが自分にとって息抜きだったし、
つーか、それが明らかに自分にとっていい方向に向か
うとはもう分かってたので、3人とも受かりましたね。
フッフッフッフ。もう風間がちょっと気持ち悪いで
す。ハッハッハッハ。地方キラーですから。地方全部
受かりました。ハッハッハッハ。3人それぞれも別々に
なんか能力を持っていたので、もう風間はまあ、変だ
とかも言ってましたけど、自分にとってはもう優秀
だったんです。もう陳も陳で優秀だったので。まあ、
つるむ人は決めていましたね。こいつはつるんだら損
する人とか決めていたので。風間は難しい問題を集め
るの好きだったので、自分にとっては結構有益でした
ね。風間はなんか集めるの好きなんですよ。なんかこ
れは良問だとか言って、良問集みたいなの持っていま
した、あの人。そう。カザマ選の良問集みたいなの
持ってて、「これはいい問題だ」とか言ってやってい
ましたけど。ハッハッハ。「また何やってんだ、こい
つ」とか言っておきながらもやっていましたね、それ
で。福岡ですよ、あの人。

計算ミス多かったのを克服できたのは深瀧先生
のおかげです。
深瀧先生に、…つーか、なんかそもそも計算ミスが多
いっていうのを思ったのは、河合受けた９月、2019年
９月のその結果をみて、その…君のレベルにしちゃ低
過ぎるみたいに指摘を受けて、自分でも解答見て分析
したんです。もらった解答用紙を分析したら明らかに

かっていって、全部線引いて2、3回ぐらい行きました
けど。もう夜9時50分、40分、50分まで話してて、こ
うしろとかああしろとかいう明確な指示をくれて、そ
の一つ一つのミスに関して、細かく改善策を言ってく
れて。ハッハッハッハ。100マス計算って、足し算、
引き算とか、掛け算とかもあってきついですよ。フフ
フ。二掛けと一桁みたいな、二桁掛け一桁みたいな。
それが結構、ミスるんですよ。笑っちゃうぐらい。フ
フフ。掛け算のときに凡ミスですけど間違えるんです
よ。その凡ミスが結果的にもう全部違うので、すごい
致命的な。でも、それをなくせばもう5、6点もらえた
はずな点数だから、100マス計算を昼飯食い終わった
後ですね。フッフッフ。自習室。あと家とかでも。前
期には結構教室でやっていました。自習室や教室に
行ったりとか、選べるのが良かったです。
化学は2年目は、三上先生でしたね。三上先生も自分の
実力は分かってもらっていたので、逆に1学期はもう、
もういろんなことを知れ、みたいな。本当にどうでも
いい内容でも勉強しなさいみたいに逆に言われていま
したけどね。なんか、もうやってもいいよって感じ
だったので、で、2学期からはセミナー解きまくって。
まあ、そもそも問題何でもあげるから、とにかく解き
まくりなさいって。だから、そのー、セミナーはそん
なに1、2周ぐらいですけど、テキストは3、4周はしま
したね。1学期、2学期、両方です。
一番、計算で一番気にしてたのって、先生の解き方あ
るじゃないですか。で、(高橋)龍先生の解き方とかは分
かりやすかった。そういうのもあるんですけど、これ
は龍先生の解き方、丸パクリみたいな。そういうの
やって、そういうの、そういうやり方をまず熟知して
から、いろんな問題に同じことを繰り返すみたいな。
で、この、なんかこの、なんか溶解度の単元は龍先生
の解き方みたいに、そういうの全部あったので、もし
解き方でなんか分からない所があったら、まず先生に
やり方を全部教えてもらって、で、それを全部丸パク
リして、お、その、同じ系列の問題を解きまくる。そ
れ、なんか理論化学が結構できるようになりました、
計算とか。
で、結果、3、4周やっていた、結果的に。別になんか
3、4周するぞとかそういうことじゃなくて、なんかこ
の問題で解説とかも全部書いていたので、解説読ん
で、まあ、同じことを繰り返すじゃないですか。で、
この、で、もちろんこの解き方は俺には分かりにくい
とか、もちろんあるので、いろんな先生がいるから。
だから、この龍さんの解き方、こっちが一番いいと
か、三上先生、むしろこっちの解き方がやりやすいと
かいったときは、もう自分で吸収して、全部実践して
やっていました。

一番前に座ることで誰よりも先生たちに気をか
けてもらえた気がする。
毎回、授業は一番前に座っていたので、別に先生問わ

ずいろんな先生に、まあ、質問はしてないですけど、
普通に話とかしてたので、一番前に座っていれば。基
本的に一番前に座っていると先生に関心を持たれやす
いというか、大体、話し掛けてくれるので。
コツですね。だから大体、話すと、別にどうでもいい
話でもあるじゃないですか。別に世間話でも。でも、
そういう話してくれると、なんか先生も自分のことを
知ってくれるので、「おっ、君、最近調子はどうだ？
」とか言ってくれたりとか、「成績どうだ？」とかそ
ういう話になってくるので、結果的に自分にプラスに
返ってくるので。
1年目いたから先生とかも多分、全員、親しみ持って接
してくれたので、誰も多分、俺のことを知らないと
か、多分、いないと思う。まあ、そんな感じぐらい
に、本当に親しくしてもらっていたので。親しくなる
と基本的にもう、これってああなんですかって聞いて
も、嫌な顔されないし、むしろ自分のためにやってく
れるので、大丈夫だと思います。
やっぱりそういうなんか、結構、一番前に座ってたか
ら、接するとかしてたから、やっぱりなんか「最近、
調子どう？」とか言われて、「こうやってるんです
」って言ったら、「ここはこうしたほうがいいんじゃ
ない？」って言われて、あ、そうか、確かにそうだな
とか、そういうの入れたりとか、まあ、「ここまで
行ったら、ここまででいいよ」と言われたら、そこま
でやったりとか。「別にもうこれ以上、別にやらなく
ていいから、他のやりなさい」って言われたら、ま
あ、確かにそうだなと思いながらやったりとか。ま
あ、やっぱり一番前に座るべきですよ。フフ。話し掛
けてくれるのがとにかく大事です。先生、なんか多
分、なんかやってて、質問に行きたくない、行きたく
ない人っているじゃないですか。あれってむしろマイ
ナスしかないと思うので、むしろなんか、先生に積極
的に接して、なんか足りないこととか多分、気付い
て、多分、先生なりに自分で見えない所を気付いてい
ると思うので。
石井先生は、まあ、すごかったですね。まあ、怖かっ
たですけど。フフフ。石井先生はむしろ、ご本人も
言ってましたけど、なんか英語がメインというより
は、医学部受験がどうかとか、なんかそのー、過去の
先輩たちの話とか、結構、そういう話をしてたので、
結構、それを参考にしてましたね。ただ、「これが駄
目」だとか、「君、こうしないの？」とか、そういう
話をよく、自分じゃなくても話をいっぱいしてたの
で、それを自分に照らし合わせて、やばいなと思った
らもう改善したりとか、そういうことをやっていまし
たね。まあ、あと、石井先生の、なんかまあ、やり方
もすごかったし。うーん。やっぱりなんか、ちゃんと
詳しくやっていましたね。なんか、自分の今までやっ
た英語教育、英語教育とはもう全然違かったので、こ
こに入ったときに英語は基本的に。もう構文とかしっ
かりやりなさいとか、もう構文とかもそもそも、その

存在、そういう概念すら知らなかったので、そういう
のやったりとか。でも、そういう中でも長文でここが
こうだとか、そういう話しているときも、何だろう
な。なんかもう、結構、忘れちゃいますね。フッフッ
フッフ。
そうですよね。でも、まあ、長文とかやるじゃないで
すか。その訳とか、なんか、「雰囲気で訳すな」とか
よく言われていたし、なんか「書かれてあるとおりに
ちゃんと訳しなさい」とかよく言われてたし。でも、
石井先生の長文、やった長文は全部、5、6周しまし
た。
やりました。むしろもっとやった文章もあります。
フッフッフ。全部、ビリビリに破けちゃいました。
やっぱりやりましたね。石井先生に関しては、去年も
一昨年も同じようにボロボロでした。

代官山のどこが自分に合っていたと思う？
うーん、まあ、自習室と先生が目の前にいる環境です
かね。入ったらすぐ先生がいたので。あと、まあ、成
績優秀者を貼るところですかね。で、多分、まあ、
A10の子とか、まあ、自分もそうだったけど、多分、
成績優秀者って多分、雲の上の存在のはずなんですけ
ど、でも受かるために絶対、そこの成績優秀者に載ら
ないと受からないじゃないですか。だからもう多分、
あれを目指すっていうのが、なんかもう、なんか一つ
の目標を持てることはとてもいいこと。普通の予備校
だったら多分、全然他学とか普通にいるけど、ここの
予備校って絶対に結構受かるし、だからここにいるや
つらが、上を倒さないと自分は受からないっていうの
は多分、結果分かれる環境。宅浪じゃ絶対自分の立ち
位置分からない環境だから。
自習室もありがたいし、まあ、先生も目の前にいて、
すぐ話せるって環境もありがたいですけど、まあ、と
にかく、ライバルがいて、一つの成績優秀者っていう
目標。載って1位でも何位でもそれを目指す。まあ、必
然的にその目標が立つので、この予備校にいたら。そ
うなったらもう、まあ、ゴールはもう勝手に受かって
いるみたいな感じになっているので。ああ、でも、本
当になんか環境が素晴らしいなと思う。普通に思いま
したね。

成績優秀者に載ることと、自己批判をして補強
することが大事。
まあ、さっきも言ったけど、まあ、そのー、成績優秀
者は絶対載んなきゃいけない。多分、A9とかA10と
か、まあ、本館の下の人たちって、多分、成績優秀
者っていっても、ああ、あんなの載んねえやと多分、
思うんですよ、全員。当時も言ってたし。でも、あれ
に載んなきゃ、100パー受からない。というか、多
分、1回も載ってない人は、多分、受かっている人はい
ないはずなんです。多分、いても1人、2人とかそうい
うレベルなので、基本的に載っている、1回でも載って
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WAY TO SUCCESS合格への軌跡

面接で怒られたりもあったけど、何とか合格で
きました。
1次合格が、ん～と、帝京と女子医大と東邦と聖マと北
里です。５つ、そうです。あっ、愛知とか岩手は、ん
ふっ、やっちまいました普通に。埼玉も落ちました
(笑)。いや普通にもうヤバイと思って…。帝京は1日目
です、受かったのは。生物と化学で、生物が簡単でし
た。東邦は、手応えめっちゃありました、ガッツリ。
あ、来たかなみたいな、女子医と東邦が手応えあっ
て。で2次来たのは、え～と帝京が正規で、後女子医と
東邦です。
2次の女子医でやらかしちゃって、ちょっと…、いやな
んか2浪したっていう話から浪人して変わったこと
は？って聞かれたから、苦手な科目も頑張るようにし
たって答えたら、それはテクニック的なことなの？っ
て聞かれて、はいって言っちゃって…。したら医学部
でもそうやって勉強するの？ってめっちゃ怒られて。
めっちゃなんか、あ、怖かったです(笑)。でも合格来ま
した23番です。東邦はめっちゃ早くて、正規の締切り
から1時間半後くらいに電話が来て。東邦も面接官１人
めっちゃ怖い人がいて、ちょっと問題文読み飛ばし
ちゃったら、それ問題文に書いてあるよね？って言わ
れて…怖っと思ってその人だけめっちゃ怖くて。結構
やらかしまくり、でしたけど、何とか…、合格できま
した。

去年と同じ失敗をしそうな私に、ベストタイミ
ングで石井先生が的確にアドバイスをくれた。
去年はKの麹町校で、なんかクラス皆仲良くなっちゃっ
てめっちゃ遊んでる人もいて、それに決まった自習席
とかも無いんで、ん～私は家帰ってやってました。授
業が４時くらいには終わっちゃうから家帰って、ん～
ダラダラ復習みたいな感じ。いやなんか数学ができな
すぎて一人で数学ばっかに時間かけてて、自分でもヤ
バイと思ったんですけど、一人でどうもできないし、
まぁ今思うとその頃は受験舐めてたというか、どっか1
次来るかなと思って(笑)…したら1個も来なくて、こ
りゃヤバイと思って、ほんと思いました。で、あの…
奥脇さん(奥脇瑠奈：聖マリアンナ医科大進学)と知り合
いで代官山良いよって紹介してもらって、それに小川
胡桃ちゃんが慈恵に受かってて、同級生だったから、
わー凄いなぁと思ってここに決めました。後もう1人、
源河さんも(源河あゆ：帝京大医学部進学)1つ下です。
知り合いがたくさん受かってる代官山にしました。
最初は、M５で最終的にはM４、ふっ、あ～そうです
やっぱり数学が駄目で、…1回だけマンスリーで載りま
した、めっちゃ下の方で。確か偏差値58でその時が絶
好調でした。それからちょっと、下がったり上がった
りを繰り返し、化学が偏差値70あるのに…。でも春の
さきどり期間、まあまぁ課題ちゃんとやったんですけ
ど、クラス分けテスト全然できなくてほんとにやばす
ぎでした。なんか5月ぐらいにその…また去年と一緒

で、数学できないのにめっちゃやりこんで、もう日曜
も全部数学に費やした時も。で他の科目もウィーク
リー取れなくなってきて。そしたら石井先生が得意科
目がMAXになった時受かるときだから、またそうやっ
て数学1日中とかやってると去年みたいになるよって
言ってくれて、そこからマジでちゃんと4科目やって。
それから結構伸びました。どれも、んふっ、石井先生
のアドバイスがなかったらまた今年も…落ちてました
ね、絶対、はい。あの～そのベストタイミング、キー
ポイントみたいなところでちゃんと石井先生と話しで
きて…、なんかマンスリーで初めて200切った時も石
井先生のところへ行ったら、その点数だけじゃなくて
自分を分析した方が良いって言ってくれてそこからマ
ンスリーも、点数だけじゃなくて小問ごとの点数と
か、何で出来なかったのかとか、ちゃんと自己分析す
るようになって次に活かせました。いやなんか成績表
を軽く…、点数見て良かったら浮かれて、悪かったら
めっちゃ落ち込む、みたいな、結構極端だったんで、
あんまりそんな石井先生が言う程は分析してなかった
なぁと思って。ほんとに、うん、なんかKの時は質問し
たとしてもその問題の話だけで終わってたけど、ここ
は質問したら他の問題も教えてくれたり普通になんか
生活の悩み聞いてくれたりするから、うん、良かった
です。凄いめっちゃ良かったです、いやほんと奥脇さ
んに感謝です、何か高校一緒なんですけど、卒業して
から、ちょっと家族が繋がっていることに気付いてそ
こからよく連絡し合って良かったです。

典さんに泣きついたら、ちゃんとどうするべき
か導いてくれた。
９月、後期始まるじゃないですか？テキスト難しく
なったりして、１学期やって夏もちゃんと復習したの
になんか自分できないって思い始めて、めっちゃ辛
かったのが９月で直前期はなんかもうほんとに去年１
次１個も出てないから、なんかその１次通るイメージ
が出来なくて、もうほんとに今年も全落ちしたらどう
しようって思ってめっちゃ不安で受験期も、愛知岩手
落ちて…２号館はほとんど皆どっちかは絶対受かって
てそういう雰囲気をめっちゃ感じて、自分が嫌になっ
て、２日目終わった後に典さんとこ行って、もう２つ
とも落ちちゃったって泣いて…。3日目も東邦と帝京両
方出しててもう絶対東邦受かんないから帝京受けた
いって言ったら、いや東邦受けないと後悔するよ？っ
て言われて、だから東邦受けました。先生に相談した
らちゃんと答え返してくれて、その通りやって心も落
ち着いていきました。いやなんか女子医まで1次がどこ
も出てなかったからお母さんがもう3浪かもね～みたい
な、普通になんかもう…。でも女子医出た時にめっ
ちゃ泣いて電話してきて、人生で初めてでした、良
かったねって。…したら北里とかドンドン受かって
いって2次出た時も帝京初めて出て、おめでとうみたい
になりました。あ、でもお母さんはその結果に関して

夏ぐらいまでは写経をやれって言われて、写経をやっ
て、それに紙辞書だから、紙辞書でちゃんと単語を引
いて、ペン引いたりしてやってましたぁ～、地道に
～。そのやったやつをもう1回考えながら書いてみる。
ほぼ毎日やってました、白紙のノートに文構造を思い
浮かべながら先生の授業でやった文章を書いていっ
て、みたいな、それはなんか皆もやってて結構効果的
だった。朝岡先生は１学期からずっと長文持っても
らってたんですけどめっちゃ詳しく長文読んでくれ
て。1個1個の文を分析しながら読んで単語の意味とか
もその1個から派生して色んな単語の意味を教えてくれ
て。直前期にマンツー取って過去問一緒にやってたん
ですけど、大学別にこう解いた方がいいとかも色々教
えてくれたり過去問解く約束したり。なんか東邦の英
語とかだったら特徴的だから、こういうふうに読んだ
方がいいとか色々教えてくれました。あ～、なんか解
く順番は結構石井先生が授業で言ってくれるんです
よ。
数学は薄先生と典さんと太郎先生です。薄先生は確率
を教えてもらってたんですよ。4集のテキストで、数学
苦手なら確率得意にしなきゃだめ…って厳しく言われ
て。でも今まで私が高校とかKで習ってきた授業と違く
て、なんかその公式をただ暗記するだけじゃない…暗
記じゃなくても解けるような1つのやり方で全部問題が
解けるみたいなのをいくつも全部教えてくれたんで、
なんか全部繋がってて凄い解りやすくて好きでした薄
先生の授業。確率が得意になりました(笑)。
典さんもなんか何でも教えてくれるんで普通に全部質
問しにいって、で、質問応える時に、典さん頭良いか
ら凄い解法とか持ってるけど、私に全部合わせて教え
てくれて、1から。直前期マンツー取った時も過去問ど
うやって解いていくか、時間のかけ方とか全部学校ご
とに出してくれたり、受ける大学の予想問題作ってく
れたり採点をしてくれたり、普通に数学だけじゃなく
て日々のなんか不安とか悩みとかも全部典さん聞いて
くれて、めっちゃ好きです。解消してもらってまし
た、全部、うん。めっちゃお世話になりました。
太郎さんは先取りからマンツー取ってて、なんか凄い
優しくて1学期からも普通に授業教えてもらってて太郎
さんも薄先生と同じように凄い数学出来ない人にも解
りやすく教えてくれる先生で2学期にマンツー取った時
には数学のテキストの勉強の仕方とか、全部1から決め
てくれて、マンスリーの結果見せに行ったら全部各教
科分析してくれて、数学はじゃあこれぐらい取れれ
ば、次はいいねぇ、とか言ってくれて凄い良かったで
す。
化学は原先生と高橋龍先生です。原先生は、化学の中
で覚えなきゃいけないこととそうじゃないことを分け
てくれたり、公式も意味から説明してくれたり、なん
かなんだろう、うーんめっちゃ丁寧に、どの問題も教
えてくれたんで、ただ覚えろだけじゃなくてちゃんと
意味理解できたから公式とか理解できたから、化学伸

ばすことできたなぁと思って、感謝してます。最初は
53.7で、そうです、最後72.5。しかもほぼ65は切って
ないです。代官山にきて、元々演習が全然足りてない
ことに気付いて、ここ入ってからとにかくもうテキス
トの問題、できる単元も5周ぐらいやってました。気体
もめっちゃ問題やって。
生物は、1年間ずっと山崎先生に全部聞いてました、生
物の質問。春のさきどり講習で、なんかマンツー持っ
てもらったんでそこからずっとマンスリーの結果とか
もメモしてくれて　次の目標一緒に立てたりなんか全
部セミナーも日程決めて、こうやってやってって、と
かなんかその都度聞いてくれるんで、何がヤバいか、
それで言って、なんか全部質問してました。とにか
く、夏にセミナー１周してねって言われてて、それが
終わんなくってテキストもあったんで、で、ヤバイっ
てなった時に　先生のところ行ったら全部日程決めて
くれて、いつまでにこれ終わらせてとか、この単元
やってとか言われて、そうしたら、意外とそ通りに全
部やれました。
日ごとに全部決めてくれて、2日でこれとか全部決めて
くれて時間割見せて。
その通りやって、過去問も全部やる学校から順番から
全部決めてくれてなんかそれ通り。全部聞いてその通
りやってました。オガティーはずっと授業持っても
らってて、なんだろう…別に生物の授業も凄いんです
けど、生物の質問とか行ったっていうよりは、常に声
かけてくれるからなんか、良い先生すぎるなぁと思い
ました、単純に、んふ(笑)。英語もなんか最初丸暗記し
てたんですけど、それ意味ないって石井先生に授業で
指摘されて、それから文構造を考えて覚えるようにし
ました。代官山は、どの先生も、私をちゃんと見て、
私にあったアドバイスをくれる、そういう所でした。

先生との距離が近いとか、周りの友達の意識の
高さは前の予備校と全然違います。
朝、その、私が7時10分ぐらいに来ても、もう6時半と
かから居る人もいっぱいいて自習室入ったら皆めっ
ちゃ集中してやってるから、やんなきゃって思うし授
業の合間の休憩も皆すぐ自習室戻って復習したり自分
でやることやって授業ギリギリまで自習するから、そ
ういうのを見てると自分も焦ってやろうって思いまし
た、自然に。先生との距離が近いとか、周りの友達の
意識の高さは前の予備校と全然違いますね。授業中に
うーん、解んないところをすぐ解んないって言えるし
大手より人数も全然少ないから、先生がそれぞれのレ
ベルを知って合わせてくれる感じで、素直に解んな
いって言えるから、その場で疑問が解決できる。そう
やって疑問を持ち帰ることなく、普通に毎日授業を受
けて、進んでいけたのがすごく良かったと思います。
大手予備校の時には、疑問だらけで、で、しかも先生
はすぐ帰っちゃうから質問できないしと思って…。だ
から丸暗記してました、全部、んふ(笑)。あ～、なんか

最初の方、結構皆でわちゃわちゃお弁当食べたりして
たんですけど、途中からヤバイって思うっていうかな
んか、お昼休み勉強してる人とか見て、なんかやんな
きゃって思って、自分もお昼は普通に自習室で勉強し
て授業始まる前にちょっと食べるみたいにしてやって
て、うん、でも伊藤友梨那(昭和大医学部特待)とかも、
めっちゃ真面目にやるから自習室とかで、お昼ちょっ
と食べる時に重なった時に、ちょっと喋って食べたり
なんか良い感じで刺激もらってました。まぁ良いとこ
は真似して、1個年下だと余計に凄いなぁと思って、
めっちゃ凄いです、ほんとに。うーん代官山は嫌でも
勉強しないといけないから凄いそこが自分に合ってた
なぁと思って　うん。勉強したくないなって時も、自
習室来たら周りはやってるし、授業もあるし、おいお
い私…、なんか遅れるとヤバイしょって思って、気持
ち乗らない時でも自習室来たらヤバイって思って勉強
できたからそこは凄い自分にとって有り難かった
なぁって思います。
あ～でも、代官山でできた友達は、Kの時と違って、お
互いが良い距離感でいようって感じで、別にそんなに
友達関係で、なんか困ることなかったです。別になん
か遊びすぎちゃったりもないし、楽しすぎたりもない
からちょうどよかったです。

親に感謝する気持ちを持てた一年だった。
あ～一番充実してた1年だと思いますよ、色々学力面だ
けじゃなくて精神的にも人間的にも前の自分より大人
になれたかなぁって思います、ちょっとね。先生には
頼ってたけどまぁ受験本番は1人で解かなきゃいけない
から先生に課題とかいつまでにとかは決めてもらって
も、なんか…なんだろう、色々自分で考えたりして勉
強してたし、なんか親にも感謝できるようになりまし
た。そういう成長、今まで意識してなかったわけじゃ
ないんですけど、なんだろう石井先生の言葉を聞いて
てなんかこうやって2浪もさせてもらうっていうのって
当たり前じゃないんだなぁって思って…。感謝できる
ようになりました。更に、んふ。去年の自分はめっ
ちゃ子どもでした、うん、それに少し強くなりまし
た。まだまだメンタル弱いですけど、なんかこの1年通
して少しは強くなった気がします。それにこんなに複
数受かるなんて思ってなかったから、こんな大学どこ
行こうって悩めたのは、ほんとに代官山だったからだ
し。本当に感謝しています、先生達に…、親にも、う
ふふ。

WAY TO SUCCESS合格への軌跡

で、数学できないのにめっちゃやりこんで、もう日曜
も全部数学に費やした時も。で他の科目もウィーク
リー取れなくなってきて。そしたら石井先生が得意科
目がMAXになった時受かるときだから、またそうやっ
て数学1日中とかやってると去年みたいになるよって
言ってくれて、そこからマジでちゃんと4科目やって。
それから結構伸びました。どれも、んふっ、石井先生
のアドバイスがなかったらまた今年も…落ちてました
ね、絶対、はい。あの～そのベストタイミング、キー
ポイントみたいなところでちゃんと石井先生と話しで
きて…、なんかマンスリーで初めて200切った時も石
井先生のところへ行ったら、その点数だけじゃなくて
自分を分析した方が良いって言ってくれてそこからマ
ンスリーも、点数だけじゃなくて小問ごとの点数と
か、何で出来なかったのかとか、ちゃんと自己分析す
るようになって次に活かせました。いやなんか成績表
を軽く…、点数見て良かったら浮かれて、悪かったら
めっちゃ落ち込む、みたいな、結構極端だったんで、
あんまりそんな石井先生が言う程は分析してなかった
なぁと思って。ほんとに、うん、なんかKの時は質問し
たとしてもその問題の話だけで終わってたけど、ここ
は質問したら他の問題も教えてくれたり普通になんか
生活の悩み聞いてくれたりするから、うん、良かった
です。凄いめっちゃ良かったです、いやほんと奥脇さ
んに感謝です、何か高校一緒なんですけど、卒業して
から、ちょっと家族が繋がっていることに気付いてそ
こからよく連絡し合って良かったです。

典さんに泣きついたら、ちゃんとどうするべき
か導いてくれた。
９月、後期始まるじゃないですか？テキスト難しく
なったりして、１学期やって夏もちゃんと復習したの
になんか自分できないって思い始めて、めっちゃ辛
かったのが９月で直前期はなんかもうほんとに去年１
次１個も出てないから、なんかその１次通るイメージ
が出来なくて、もうほんとに今年も全落ちしたらどう
しようって思ってめっちゃ不安で受験期も、愛知岩手
落ちて…２号館はほとんど皆どっちかは絶対受かって
てそういう雰囲気をめっちゃ感じて、自分が嫌になっ
て、２日目終わった後に典さんとこ行って、もう２つ
とも落ちちゃったって泣いて…。3日目も東邦と帝京両
方出しててもう絶対東邦受かんないから帝京受けた
いって言ったら、いや東邦受けないと後悔するよ？っ
て言われて、だから東邦受けました。先生に相談した
らちゃんと答え返してくれて、その通りやって心も落
ち着いていきました。いやなんか女子医まで1次がどこ
も出てなかったからお母さんがもう3浪かもね～みたい
な、普通になんかもう…。でも女子医出た時にめっ
ちゃ泣いて電話してきて、人生で初めてでした、良
かったねって。…したら北里とかドンドン受かって
いって2次出た時も帝京初めて出て、おめでとうみたい
になりました。あ、でもお母さんはその結果に関して

だけで途中の…、浪人の間は全然言ってこないんです
けど、お父さんはめっちゃなんか私が不安に思ってる
ことを言うとお父さんも不安になっちゃうから、めっ
ちゃ言ってきて一時期ずっと無視してました、家で、
はは(笑)。　　

どの先生も、私をちゃんと見て、私にあったア
ドバイスをくれる
英語は石井先生と朝岡先生です、石井先生は、なんか
授業で英語のことを勿論教えてくれて　で、私がその1
浪の時まで英語得意って言ってたんですけど、河合の
偏差値は65超えられなくて。で、石井先生が65で止ま
る人は感覚で読んでるからだみたいに言ってて。それ
を石井先生の授業でなんか細かい知識とか全部整理し
てくれたり大事な事を1から教えてくれて、それを真面
目に復習してたら68まで伸びて…。英語が伸びたら英
語だけじゃなくて　他も。なんかうーん、浪人してる
間に人として、なんかこうあるべきだみたいなことを
言われて、取り組み方が変わったっていうか、色々な
んか医学部の細かい情報とか最低点とか繰上げ者数と
かも聞けてすごく良かったです。
なんか最初ずっと…後ろから3列目くらいで受けてて。
でその5月に話した時にもっと前に座らなきゃだめだ
よって積極的にやろうと言われて、2列目に座ってまし
た、松前君(松前：日本大医学部進学)と私と(笑)。あ～
あてられました、結構(笑)。それに9月ぐらいまでは、

夏ぐらいまでは写経をやれって言われて、写経をやっ
て、それに紙辞書だから、紙辞書でちゃんと単語を引
いて、ペン引いたりしてやってましたぁ～、地道に
～。そのやったやつをもう1回考えながら書いてみる。
ほぼ毎日やってました、白紙のノートに文構造を思い
浮かべながら先生の授業でやった文章を書いていっ
て、みたいな、それはなんか皆もやってて結構効果的
だった。朝岡先生は１学期からずっと長文持っても
らってたんですけどめっちゃ詳しく長文読んでくれ
て。1個1個の文を分析しながら読んで単語の意味とか
もその1個から派生して色んな単語の意味を教えてくれ
て。直前期にマンツー取って過去問一緒にやってたん
ですけど、大学別にこう解いた方がいいとかも色々教
えてくれたり過去問解く約束したり。なんか東邦の英
語とかだったら特徴的だから、こういうふうに読んだ
方がいいとか色々教えてくれました。あ～、なんか解
く順番は結構石井先生が授業で言ってくれるんです
よ。
数学は薄先生と典さんと太郎先生です。薄先生は確率
を教えてもらってたんですよ。4集のテキストで、数学
苦手なら確率得意にしなきゃだめ…って厳しく言われ
て。でも今まで私が高校とかKで習ってきた授業と違く
て、なんかその公式をただ暗記するだけじゃない…暗
記じゃなくても解けるような1つのやり方で全部問題が
解けるみたいなのをいくつも全部教えてくれたんで、
なんか全部繋がってて凄い解りやすくて好きでした薄
先生の授業。確率が得意になりました(笑)。
典さんもなんか何でも教えてくれるんで普通に全部質
問しにいって、で、質問応える時に、典さん頭良いか
ら凄い解法とか持ってるけど、私に全部合わせて教え
てくれて、1から。直前期マンツー取った時も過去問ど
うやって解いていくか、時間のかけ方とか全部学校ご
とに出してくれたり、受ける大学の予想問題作ってく
れたり採点をしてくれたり、普通に数学だけじゃなく
て日々のなんか不安とか悩みとかも全部典さん聞いて
くれて、めっちゃ好きです。解消してもらってまし
た、全部、うん。めっちゃお世話になりました。
太郎さんは先取りからマンツー取ってて、なんか凄い
優しくて1学期からも普通に授業教えてもらってて太郎
さんも薄先生と同じように凄い数学出来ない人にも解
りやすく教えてくれる先生で2学期にマンツー取った時
には数学のテキストの勉強の仕方とか、全部1から決め
てくれて、マンスリーの結果見せに行ったら全部各教
科分析してくれて、数学はじゃあこれぐらい取れれ
ば、次はいいねぇ、とか言ってくれて凄い良かったで
す。
化学は原先生と高橋龍先生です。原先生は、化学の中
で覚えなきゃいけないこととそうじゃないことを分け
てくれたり、公式も意味から説明してくれたり、なん
かなんだろう、うーんめっちゃ丁寧に、どの問題も教
えてくれたんで、ただ覚えろだけじゃなくてちゃんと
意味理解できたから公式とか理解できたから、化学伸

ばすことできたなぁと思って、感謝してます。最初は
53.7で、そうです、最後72.5。しかもほぼ65は切って
ないです。代官山にきて、元々演習が全然足りてない
ことに気付いて、ここ入ってからとにかくもうテキス
トの問題、できる単元も5周ぐらいやってました。気体
もめっちゃ問題やって。
生物は、1年間ずっと山崎先生に全部聞いてました、生
物の質問。春のさきどり講習で、なんかマンツー持っ
てもらったんでそこからずっとマンスリーの結果とか
もメモしてくれて　次の目標一緒に立てたりなんか全
部セミナーも日程決めて、こうやってやってって、と
かなんかその都度聞いてくれるんで、何がヤバいか、
それで言って、なんか全部質問してました。とにか
く、夏にセミナー１周してねって言われてて、それが
終わんなくってテキストもあったんで、で、ヤバイっ
てなった時に　先生のところ行ったら全部日程決めて
くれて、いつまでにこれ終わらせてとか、この単元
やってとか言われて、そうしたら、意外とそ通りに全
部やれました。
日ごとに全部決めてくれて、2日でこれとか全部決めて
くれて時間割見せて。
その通りやって、過去問も全部やる学校から順番から
全部決めてくれてなんかそれ通り。全部聞いてその通
りやってました。オガティーはずっと授業持っても
らってて、なんだろう…別に生物の授業も凄いんです
けど、生物の質問とか行ったっていうよりは、常に声
かけてくれるからなんか、良い先生すぎるなぁと思い
ました、単純に、んふ(笑)。英語もなんか最初丸暗記し
てたんですけど、それ意味ないって石井先生に授業で
指摘されて、それから文構造を考えて覚えるようにし
ました。代官山は、どの先生も、私をちゃんと見て、
私にあったアドバイスをくれる、そういう所でした。

先生との距離が近いとか、周りの友達の意識の
高さは前の予備校と全然違います。
朝、その、私が7時10分ぐらいに来ても、もう6時半と
かから居る人もいっぱいいて自習室入ったら皆めっ
ちゃ集中してやってるから、やんなきゃって思うし授
業の合間の休憩も皆すぐ自習室戻って復習したり自分
でやることやって授業ギリギリまで自習するから、そ
ういうのを見てると自分も焦ってやろうって思いまし
た、自然に。先生との距離が近いとか、周りの友達の
意識の高さは前の予備校と全然違いますね。授業中に
うーん、解んないところをすぐ解んないって言えるし
大手より人数も全然少ないから、先生がそれぞれのレ
ベルを知って合わせてくれる感じで、素直に解んな
いって言えるから、その場で疑問が解決できる。そう
やって疑問を持ち帰ることなく、普通に毎日授業を受
けて、進んでいけたのがすごく良かったと思います。
大手予備校の時には、疑問だらけで、で、しかも先生
はすぐ帰っちゃうから質問できないしと思って…。だ
から丸暗記してました、全部、んふ(笑)。あ～、なんか

最初の方、結構皆でわちゃわちゃお弁当食べたりして
たんですけど、途中からヤバイって思うっていうかな
んか、お昼休み勉強してる人とか見て、なんかやんな
きゃって思って、自分もお昼は普通に自習室で勉強し
て授業始まる前にちょっと食べるみたいにしてやって
て、うん、でも伊藤友梨那(昭和大医学部特待)とかも、
めっちゃ真面目にやるから自習室とかで、お昼ちょっ
と食べる時に重なった時に、ちょっと喋って食べたり
なんか良い感じで刺激もらってました。まぁ良いとこ
は真似して、1個年下だと余計に凄いなぁと思って、
めっちゃ凄いです、ほんとに。うーん代官山は嫌でも
勉強しないといけないから凄いそこが自分に合ってた
なぁと思って　うん。勉強したくないなって時も、自
習室来たら周りはやってるし、授業もあるし、おいお
い私…、なんか遅れるとヤバイしょって思って、気持
ち乗らない時でも自習室来たらヤバイって思って勉強
できたからそこは凄い自分にとって有り難かった
なぁって思います。
あ～でも、代官山でできた友達は、Kの時と違って、お
互いが良い距離感でいようって感じで、別にそんなに
友達関係で、なんか困ることなかったです。別になん
か遊びすぎちゃったりもないし、楽しすぎたりもない
からちょうどよかったです。

親に感謝する気持ちを持てた一年だった。
あ～一番充実してた1年だと思いますよ、色々学力面だ
けじゃなくて精神的にも人間的にも前の自分より大人
になれたかなぁって思います、ちょっとね。先生には
頼ってたけどまぁ受験本番は1人で解かなきゃいけない
から先生に課題とかいつまでにとかは決めてもらって
も、なんか…なんだろう、色々自分で考えたりして勉
強してたし、なんか親にも感謝できるようになりまし
た。そういう成長、今まで意識してなかったわけじゃ
ないんですけど、なんだろう石井先生の言葉を聞いて
てなんかこうやって2浪もさせてもらうっていうのって
当たり前じゃないんだなぁって思って…。感謝できる
ようになりました。更に、んふ。去年の自分はめっ
ちゃ子どもでした、うん、それに少し強くなりまし
た。まだまだメンタル弱いですけど、なんかこの1年通
して少しは強くなった気がします。それにこんなに複
数受かるなんて思ってなかったから、こんな大学どこ
行こうって悩めたのは、ほんとに代官山だったからだ
し。本当に感謝しています、先生達に…、親にも、う
ふふ。
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で、数学できないのにめっちゃやりこんで、もう日曜
も全部数学に費やした時も。で他の科目もウィーク
リー取れなくなってきて。そしたら石井先生が得意科
目がMAXになった時受かるときだから、またそうやっ
て数学1日中とかやってると去年みたいになるよって
言ってくれて、そこからマジでちゃんと4科目やって。
それから結構伸びました。どれも、んふっ、石井先生
のアドバイスがなかったらまた今年も…落ちてました
ね、絶対、はい。あの～そのベストタイミング、キー
ポイントみたいなところでちゃんと石井先生と話しで
きて…、なんかマンスリーで初めて200切った時も石
井先生のところへ行ったら、その点数だけじゃなくて
自分を分析した方が良いって言ってくれてそこからマ
ンスリーも、点数だけじゃなくて小問ごとの点数と
か、何で出来なかったのかとか、ちゃんと自己分析す
るようになって次に活かせました。いやなんか成績表
を軽く…、点数見て良かったら浮かれて、悪かったら
めっちゃ落ち込む、みたいな、結構極端だったんで、
あんまりそんな石井先生が言う程は分析してなかった
なぁと思って。ほんとに、うん、なんかKの時は質問し
たとしてもその問題の話だけで終わってたけど、ここ
は質問したら他の問題も教えてくれたり普通になんか
生活の悩み聞いてくれたりするから、うん、良かった
です。凄いめっちゃ良かったです、いやほんと奥脇さ
んに感謝です、何か高校一緒なんですけど、卒業して
から、ちょっと家族が繋がっていることに気付いてそ
こからよく連絡し合って良かったです。

典さんに泣きついたら、ちゃんとどうするべき
か導いてくれた。
９月、後期始まるじゃないですか？テキスト難しく
なったりして、１学期やって夏もちゃんと復習したの
になんか自分できないって思い始めて、めっちゃ辛
かったのが９月で直前期はなんかもうほんとに去年１
次１個も出てないから、なんかその１次通るイメージ
が出来なくて、もうほんとに今年も全落ちしたらどう
しようって思ってめっちゃ不安で受験期も、愛知岩手
落ちて…２号館はほとんど皆どっちかは絶対受かって
てそういう雰囲気をめっちゃ感じて、自分が嫌になっ
て、２日目終わった後に典さんとこ行って、もう２つ
とも落ちちゃったって泣いて…。3日目も東邦と帝京両
方出しててもう絶対東邦受かんないから帝京受けた
いって言ったら、いや東邦受けないと後悔するよ？っ
て言われて、だから東邦受けました。先生に相談した
らちゃんと答え返してくれて、その通りやって心も落
ち着いていきました。いやなんか女子医まで1次がどこ
も出てなかったからお母さんがもう3浪かもね～みたい
な、普通になんかもう…。でも女子医出た時にめっ
ちゃ泣いて電話してきて、人生で初めてでした、良
かったねって。…したら北里とかドンドン受かって
いって2次出た時も帝京初めて出て、おめでとうみたい
になりました。あ、でもお母さんはその結果に関して

夏ぐらいまでは写経をやれって言われて、写経をやっ
て、それに紙辞書だから、紙辞書でちゃんと単語を引
いて、ペン引いたりしてやってましたぁ～、地道に
～。そのやったやつをもう1回考えながら書いてみる。
ほぼ毎日やってました、白紙のノートに文構造を思い
浮かべながら先生の授業でやった文章を書いていっ
て、みたいな、それはなんか皆もやってて結構効果的
だった。朝岡先生は１学期からずっと長文持っても
らってたんですけどめっちゃ詳しく長文読んでくれ
て。1個1個の文を分析しながら読んで単語の意味とか
もその1個から派生して色んな単語の意味を教えてくれ
て。直前期にマンツー取って過去問一緒にやってたん
ですけど、大学別にこう解いた方がいいとかも色々教
えてくれたり過去問解く約束したり。なんか東邦の英
語とかだったら特徴的だから、こういうふうに読んだ
方がいいとか色々教えてくれました。あ～、なんか解
く順番は結構石井先生が授業で言ってくれるんです
よ。
数学は薄先生と典さんと太郎先生です。薄先生は確率
を教えてもらってたんですよ。4集のテキストで、数学
苦手なら確率得意にしなきゃだめ…って厳しく言われ
て。でも今まで私が高校とかKで習ってきた授業と違く
て、なんかその公式をただ暗記するだけじゃない…暗
記じゃなくても解けるような1つのやり方で全部問題が
解けるみたいなのをいくつも全部教えてくれたんで、
なんか全部繋がってて凄い解りやすくて好きでした薄
先生の授業。確率が得意になりました(笑)。
典さんもなんか何でも教えてくれるんで普通に全部質
問しにいって、で、質問応える時に、典さん頭良いか
ら凄い解法とか持ってるけど、私に全部合わせて教え
てくれて、1から。直前期マンツー取った時も過去問ど
うやって解いていくか、時間のかけ方とか全部学校ご
とに出してくれたり、受ける大学の予想問題作ってく
れたり採点をしてくれたり、普通に数学だけじゃなく
て日々のなんか不安とか悩みとかも全部典さん聞いて
くれて、めっちゃ好きです。解消してもらってまし
た、全部、うん。めっちゃお世話になりました。
太郎さんは先取りからマンツー取ってて、なんか凄い
優しくて1学期からも普通に授業教えてもらってて太郎
さんも薄先生と同じように凄い数学出来ない人にも解
りやすく教えてくれる先生で2学期にマンツー取った時
には数学のテキストの勉強の仕方とか、全部1から決め
てくれて、マンスリーの結果見せに行ったら全部各教
科分析してくれて、数学はじゃあこれぐらい取れれ
ば、次はいいねぇ、とか言ってくれて凄い良かったで
す。
化学は原先生と高橋龍先生です。原先生は、化学の中
で覚えなきゃいけないこととそうじゃないことを分け
てくれたり、公式も意味から説明してくれたり、なん
かなんだろう、うーんめっちゃ丁寧に、どの問題も教
えてくれたんで、ただ覚えろだけじゃなくてちゃんと
意味理解できたから公式とか理解できたから、化学伸

ばすことできたなぁと思って、感謝してます。最初は
53.7で、そうです、最後72.5。しかもほぼ65は切って
ないです。代官山にきて、元々演習が全然足りてない
ことに気付いて、ここ入ってからとにかくもうテキス
トの問題、できる単元も5周ぐらいやってました。気体
もめっちゃ問題やって。
生物は、1年間ずっと山崎先生に全部聞いてました、生
物の質問。春のさきどり講習で、なんかマンツー持っ
てもらったんでそこからずっとマンスリーの結果とか
もメモしてくれて　次の目標一緒に立てたりなんか全
部セミナーも日程決めて、こうやってやってって、と
かなんかその都度聞いてくれるんで、何がヤバいか、
それで言って、なんか全部質問してました。とにか
く、夏にセミナー１周してねって言われてて、それが
終わんなくってテキストもあったんで、で、ヤバイっ
てなった時に　先生のところ行ったら全部日程決めて
くれて、いつまでにこれ終わらせてとか、この単元
やってとか言われて、そうしたら、意外とそ通りに全
部やれました。
日ごとに全部決めてくれて、2日でこれとか全部決めて
くれて時間割見せて。
その通りやって、過去問も全部やる学校から順番から
全部決めてくれてなんかそれ通り。全部聞いてその通
りやってました。オガティーはずっと授業持っても
らってて、なんだろう…別に生物の授業も凄いんです
けど、生物の質問とか行ったっていうよりは、常に声
かけてくれるからなんか、良い先生すぎるなぁと思い
ました、単純に、んふ(笑)。英語もなんか最初丸暗記し
てたんですけど、それ意味ないって石井先生に授業で
指摘されて、それから文構造を考えて覚えるようにし
ました。代官山は、どの先生も、私をちゃんと見て、
私にあったアドバイスをくれる、そういう所でした。

先生との距離が近いとか、周りの友達の意識の
高さは前の予備校と全然違います。
朝、その、私が7時10分ぐらいに来ても、もう6時半と
かから居る人もいっぱいいて自習室入ったら皆めっ
ちゃ集中してやってるから、やんなきゃって思うし授
業の合間の休憩も皆すぐ自習室戻って復習したり自分
でやることやって授業ギリギリまで自習するから、そ
ういうのを見てると自分も焦ってやろうって思いまし
た、自然に。先生との距離が近いとか、周りの友達の
意識の高さは前の予備校と全然違いますね。授業中に
うーん、解んないところをすぐ解んないって言えるし
大手より人数も全然少ないから、先生がそれぞれのレ
ベルを知って合わせてくれる感じで、素直に解んな
いって言えるから、その場で疑問が解決できる。そう
やって疑問を持ち帰ることなく、普通に毎日授業を受
けて、進んでいけたのがすごく良かったと思います。
大手予備校の時には、疑問だらけで、で、しかも先生
はすぐ帰っちゃうから質問できないしと思って…。だ
から丸暗記してました、全部、んふ(笑)。あ～、なんか

最初の方、結構皆でわちゃわちゃお弁当食べたりして
たんですけど、途中からヤバイって思うっていうかな
んか、お昼休み勉強してる人とか見て、なんかやんな
きゃって思って、自分もお昼は普通に自習室で勉強し
て授業始まる前にちょっと食べるみたいにしてやって
て、うん、でも伊藤友梨那(昭和大医学部特待)とかも、
めっちゃ真面目にやるから自習室とかで、お昼ちょっ
と食べる時に重なった時に、ちょっと喋って食べたり
なんか良い感じで刺激もらってました。まぁ良いとこ
は真似して、1個年下だと余計に凄いなぁと思って、
めっちゃ凄いです、ほんとに。うーん代官山は嫌でも
勉強しないといけないから凄いそこが自分に合ってた
なぁと思って　うん。勉強したくないなって時も、自
習室来たら周りはやってるし、授業もあるし、おいお
い私…、なんか遅れるとヤバイしょって思って、気持
ち乗らない時でも自習室来たらヤバイって思って勉強
できたからそこは凄い自分にとって有り難かった
なぁって思います。
あ～でも、代官山でできた友達は、Kの時と違って、お
互いが良い距離感でいようって感じで、別にそんなに
友達関係で、なんか困ることなかったです。別になん
か遊びすぎちゃったりもないし、楽しすぎたりもない
からちょうどよかったです。

親に感謝する気持ちを持てた一年だった。
あ～一番充実してた1年だと思いますよ、色々学力面だ
けじゃなくて精神的にも人間的にも前の自分より大人
になれたかなぁって思います、ちょっとね。先生には
頼ってたけどまぁ受験本番は1人で解かなきゃいけない
から先生に課題とかいつまでにとかは決めてもらって
も、なんか…なんだろう、色々自分で考えたりして勉
強してたし、なんか親にも感謝できるようになりまし
た。そういう成長、今まで意識してなかったわけじゃ
ないんですけど、なんだろう石井先生の言葉を聞いて
てなんかこうやって2浪もさせてもらうっていうのって
当たり前じゃないんだなぁって思って…。感謝できる
ようになりました。更に、んふ。去年の自分はめっ
ちゃ子どもでした、うん、それに少し強くなりまし
た。まだまだメンタル弱いですけど、なんかこの1年通
して少しは強くなった気がします。それにこんなに複
数受かるなんて思ってなかったから、こんな大学どこ
行こうって悩めたのは、ほんとに代官山だったからだ
し。本当に感謝しています、先生達に…、親にも、う
ふふ。
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WAY TO SUCCESS合格への軌跡

最初クラスがA9で…。
最初のクラス分けでA9で、次にA7にいって、A4、
A2って。理想的なプランというか、ホントにやった甲
斐があったと思います(笑)。最初はショックでもあるん
ですけど、まぁすぐ認めましたね。いまの俺ならこの
程度っていう。仕方ない、本当に仕方なかった。A9
だったときは、基礎がガタガタだったせいで、急に勉
強し始めてもやっぱり自習時間が多いだけだと上手く
できなかったと思います。インプットを授業で。授業
で詰めていった。数学除いて、偏差値30台。ホントに
その～まあ、高校の時に基礎を疎かにしてたので、浪
人になってから本当に基礎を大事にしようと思って。
しょぼい質問でもするようにしてました。基礎がガタ
ガタならこの成績でも仕方がないって思って。その代
わりA9で始まったからにはダレてないでどんどん基礎
を固めて。その時にちょうど小川胡桃さんっていうA8
から慈恵行ってる人がいて、その人見て、あーいける
かもしれないってちょっと勇気が出てきて。あの、合
格への軌跡読んで、勇気出て、それから時折目を通し
てました。A9からでも慈恵は高望みかもしれないけ
ど、とりあえずその気持ちで行こうと思って。小川さ
ん、たしかちょうどA８⇒A７⇒A5⇒A２みたいな感じ
で辿ってたんで、僕もそのくらいの軌跡で辿って行こ
うと思って。まぁほんとに実際その通りになったんで
すけど。

普段の早起きで、試験中も平然と起きれていい
感じのシチュエーションに。
２号館に移ってから、６時半ぐらい？そのくらいです
ね。本館のときも、７時に開くので早めにきてたんで
す。電車がちょうど毎回同じ電車に乗ってたので。で
も早出の生活って、先生に言われたからやったんです
けど、うわっ何がいいんだろうって最初は思ってたん
です。でも試験始まって本番になってからすごい役に
立ってたってのがわかった。試験開始が早いじゃない
ですか。９時とかに頭回る人って普段から７時起きと
かしてないと、まぁ僕の場合５時半起きなんですけ
ど、とかしてないときついでしょうね。まあー試験の
時は６時とかちょっと遅めに起きてたんですけど、全
然余裕で、９時スタートだから、人間の頭はなんか起
きてから３時間後に覚醒するって聞いたんで９時ス
タートの時は６時に起きるようにしてたんですけど、
そうすると６時にも平然と起きれていい感じのシチュ
エーションでいけたのかなと。コンディション良く。
石井先生は「本番は遊びのつもりで行け」と、そうい
うコンディションでいけたのかなと。

2号館はやっぱり違った。
なんかやっぱりすげえなあと思いました。やっぱり違
うなって思って。なんか昼休みとかもしっかりみんな
自習室いるし、あ、これこれって思いながら(笑)。
やっぱり2号館の人は受かったって報告が多くて、最初

の方はちょっとマジかって思ってて、僕も２号館なん
だけどなーって。あんまりそういう報告できてねー
なーって思ってたら、やっと初の藤田一次。2号館の人
はやっぱり積み重ねてきているテキストもプリントも
多くてやっぱり威圧されますね。ああいう中行くと勉
強する気になります。

最後５６まで伸びて、英語はやれば伸びるって
ほんとだったんだって、嬉しかった。
2号館に行ってから、一旦成績落ちたんですよ。いや、
さすがに成績落ちた時は、まじかって思って。なんか
自分ながらにすごい頑張ってて、昼休みとかも食事一
切取らないで、一応カロリーバー一本で済ましてたん
ですけど(笑)。すぐ自習室戻って、休憩時間もすぐ戻っ
てやってて、こんなに時間詰めて、１分１秒でも多く
やらないと２号館のやつに勝てないと思って、ぶっ
ちゃけ２号館のやつに勝とうと思ってやって。まぁ理
由は原因はやっぱりあるわけで、まあそこは自分で勝
手につけないで先生に相談してたんです。最初の方は
岩崎先生にみてもらってて、やっぱり英語、得意では
ないんですけど平均的にまあ差がつかないようにつか
ないようにとっていきたいなと思ってたので、結構文
法とかしっかりしてくれる岩崎先生が合ってたので。
自分に的確なアドバイスをしてくれる先生に相談して
ましたね。まあ英語に関してのアドバイスで一番大き
かったのは石井先生なんですけど、なんか英語が伸び
悩んだのが最後のほうで、これ以上上がらないくら
い、上がらないっててっぺんじゃないんですけど、あ
んまり秀でたぐらいにならなくて英語を得意にした
かったんですけど、だから石井先生に「英語が…」っ
て言ってたんですけど、親との面談の時に僕、単語帳
持ち込んでたんですけど、いま単語帳やってたらもう
遅いよって言われて、なるほどって。いまだったら実
戦的にとにかくやるべきだって言われて、最後のほう
は単語帳一切みてなかったんですけど(笑)。だからそう
いうアドバイスとかも聞きに行くってことと、それを
スッと聞き入れるのが大切かなって思いますね。最後
偏差値も56ぐらいにはなって、最後の方すっごい頑
張ったかなって。英語やれば伸びるってほんとだった
んだって、すごい嬉しかったです。数学とかはちょっ
と上下があったりするんですけど、英語ってほんとに
やれば伸びる教科だなって体現しました。

結構カラフルになってきて、あれ勲章です。復
習の賜物です。
めちゃくちゃ集中できました、自習室。この自習室の
区切られ方とか本当にすごいなと思って。こんなに自
由に使っていいのって思って…、昼休みとか特に集中
できました。適当な教室見つけて、最短3分ぐらいで食
い終わって、あとブラックコーヒーで一日しのぎまし
た。お腹すいた方が集中できるってどこぞの誰かが軌
跡で言ってたのでまあそれができたかどうか知らない

たらもう次の日ぐらいにはもうやってたんで。忘れな
いようにただ本当に復習したら解きやすかった。授業
が理解できたら解きやすいように先生が考えられてた
から。それで本当にわからなかったら授業を理解して
ないってことだと思うんで。ノートを見返すっていう
ような使い方してました。

石井先生は生徒のことを一人ひとりはっきり覚
えていて性格やその生徒の成績の伸び沈みの理
由なんかもすごく話して下さって参考にしてい
ました。
石井先生には本当に何か勉強以外も色々指導していた
だきました。すごく印象に残ってますし、毎回ノート
に書いてたんですけど、いろいろ話されるのでそれ用
のページを一枚用意してたんですけど、やっぱり英語
の色々ってのもあるんですけど、やっぱり去年受かっ
た人とかの話とかそういうところがすごい、石井先生
は生徒のことを一人一人はっきり覚えていて、性格や
その生徒の成績の伸び沈みの理由なんかもすごくて話
してくださって参考にしていました。さっきも言った
ように早寝早起きのやつとかもそういう石井先生の授
業の中で言われるのを聞いてこれ大切だなーって思っ
てメモをしたり実際やったりしてました。試験問題の
傾向とかも言って下さるので、英語がすごいために
なったっていうのだけでじゃなく、受験の面ですごく
役に立ったなーと思います。教え方もすごい良かった
ですし、受験の情報とかも細かく教えていただけた。
僕、すっごい当てられました（笑）。僕、前から2列目
絶対座るようにしていたので。2列目座ってよく当てら
れて。本当にすごい緊張するんですよ石井先生に当て
られると。けどだんだん慣れてきてすっと答えられる
ようになってきて、正解する度にすごい自信ついたな
と思います。なんかメンタル強くなったっていう面で
もすごい有難かったです。

素晴らしい先生ばかりだったから、先生方の考
えを色々いいとこどり(笑)。
岩崎先生は石井先生の元教え子らしいんですけど、実
際こういう医学部の英語の医学知識ばっかりやってる
と藤田みたいな変化球、今年なんか医学系の長文イ
メージがなくて。だからこんな変化球に耐えられな
かったかな。やっぱり医学系以外にも社会・文学系の
長文も教えてくれた岩崎先生本当に良かったです。
なんかその大学にピンポイントにココ重要って教えて
くれる先生もいれば、まずは基礎理解が大事だって先
生もいらっしゃって、本当に選り取り見取りって感じ
で。自分に合った先生に出会えたってのもよかったで
す。なんて言っても質問がいつでもできるっていう体
制が嬉しくって。また代官山の先生の授業は本当に試
験中に出ることがマジで多いんで。まずは授業をしっ
かり出てしっかり聞いてれば本当にタメになるし、な
んか自然と成績も上がっていくような感じです。山室

先生は僕の苦手なところを本当にピンポイントで当て
てくれる素晴らしい先生で、たくさん見てもらったん
で。なんか解いてるところを見ててくれるじゃないで
すか。すぐにさっとそこ間違ってると教えてくれるの
で。あとはやっぱりマークシートの時に刺さる技術は
本当によかったですし、やっぱりスピードって本当に
重要だなーって思うのがいっぱいあってスピード重視
の数学、数学っていうか医学部では本当になんかすご
い気真面目にやってるのもちょっと不利になる時もあ
るので。
ちょっと速く解くっていうのは行ける時には使っとか
ないと後で損するなーてのはありました。で、今年の
杏林で使いました（笑）。他の人も使えたって言って
ると思います。本当になんかこれだって本当に埋める
だけじゃんって思いながら。もう計算式書かずに行け
んじゃんって思いながら。ありがたかったっす。まあ
藤田も最初の方、小問がズラッと並んで本当にスピー
ド勝負だなぁと思って。ただあのスピードじゃなくて
ちゃんと数学を理解してないといけない部分もやっぱ
りあるじゃないですか。そういうところは薄先生に基
礎を。薄先生は非常に基礎を重要としている、基礎で
も応用でも解けるぜっていう先生なんで。やっぱりそ
のそういうのが刺さるって言うかそういうのが重要に
なってくる大学ってのもあるなあと思って。だから本
当に別に誰々先生にっていうわけではなくて色々な先
生の考えを色々取り入れて、いいとこどりしてました
ね(笑)。本当に素晴らしい先生ばかりで。ダメな先生と
かいなかったから。授業切るとか本当に考えられなく
て。平野先生もやっぱり本当にテキストってすごい
なぁと思いました。本当最後までためになりました。

野村先生が最初の方に原理から始める方が一番
だって言ってて…。
野村先生は本当にあの先生頭いいと思うんですよ。す
ごい初めの方物理苦手だったんですけど分かりやすく
説明してくれて。野村先生の教え方は本当になんかこ
んな解き方あるんだってあったりしますね。何か色々
教えてくださいます。本当僕理解ができないと、公式
単に覚えるってのが本当に苦手で、やれば良かったん
ですけどすぐ忘れちゃって、どうしたらいいのかって
思ってて。なんだこの公式はって、なんでこんな複雑
な公式があるんだって。それを野村先生に相談したら
これはねって原理を教えてくれて、野村先生が最初の
方に原理から始める方が一番だって…だから1学期の時
は原理をいろいろ問題を通して教えてもらって。寺澤
先生は非常になんかこうちょっと声を大きくて(笑)。投
げやりみたいな言い方するんですけど逆にそれがわか
りやすくて。すごい物理の原理の説明はしてくれるん
ですけど、なんかこう言っちゃなんですけど、バカは
分からんなりにこう考えるんだよって(笑)。ちょっとあ
まり良くないかな(笑)。でもだから苦手な僕でも、あー
なるほどってなるんですよ。本当物理の先生全員良

かった。

小論は早めに対策初めて、練習の成果で試験時
間が余った。
小論は先生にもお願いしたんですけど高橋浩先生に
ずっと教えていただきました。本当に小論が重要だと
思いましたね。本当にやってたのが本当にとにかく書
くっていうのが一番かなって。本番は下書き用紙とか
渡されるんですけどそんなのに書いてたら時間ない
し、杏林の時は確か自己犠牲についてあなたの考えを
述べなさいだったんですけど、それも結局何か高橋先
生の言う通りにやればプラスとマイナスでパーって分
けてって感じでもう30分ぐらいで書き終わって30分間
暇でした(笑)。本当に早くなるんですよ。本当に早くな
ることを意識してて、その実際の60分という時間が本
当に長く感じて。こんだけ速く書けるようになった。
ちゃんと習って書く練習してきてよかったなあと思い
ました。書き終わらないのが一番まずいというか０点
なんで。一回もクラス授業休まず出てたんで、それに
直前期の面接の対策でも仕上げて、ありがたかったで
す。

諦めないっていうのがモットー。逃げに走らな
いで対面していけ。
最後まで諦めないっていうのが僕のモットーだったん
で、もうほんとにそんなん気にしないでとにかくやる
しかないって。でも何か原因があるって思って、その
時僕、大問が苦手だって理由を勝手につけてたんです
よ、自分で。でも石井先生に「そんな理由、それはお
前が勝手につけたもんだろ」と言われて、「そうやっ
て逃げに走ってるんだろ」ってのを言われて。確かに
逃げに走るとホントに自分でいろいろな理由をつけ
ちゃうんで。「逃げに走らないで対面していけ」と。
苦手教科とかいって逃げてると何にも変わらないん
で、苦手とはいいつつも平均的レベルまでもっていけ
と、だから立ち向かいましたね。いやーあのー、強く
なりました(笑)、メンタル…ホントに最後まで諦めな
いってのはずーっと信念に置いてたんで。ほんと、後
になって今になってわかるんですけど、大問が苦手だ
から俺、できねーんだってちょっと安心してて、それ
がダメだったなと思います。ほんとに最後まで諦めな
いっていうのも、精神的な面ではほんとに揺るがない
でずっと最後まで諦めないって決めたらずーっと揺る
がないで、途中で諦めたりしないで、ずっとマラソン
の如く走っていくのがいいかな、途中で歩いたりしな
いで。ずっと走って、それが浪人終わらすには早いか
なって(笑)。生活面も重視してましたね。風邪いっかい
も引かないでここまでこれた。浪人のほうが過酷だっ
たのに、現役の時のほうがよく風邪引いてたんですよ
ね。
代官山はなんか一番苦しい体験をした場所でもあるん
ですけど、一番人生で喜びを得られた場所でもありま

すね。なんか面白かったです(笑)。まず浪人しているっ
ていう時点で苦しみますよね。毎朝5時半に起きて9時
まで残って勉強するってのは全然楽しくなかったです
けどそれを楽しいって言ってる人もいるとは思うんで
すけどこれは本当つらかったんで。でもここまでして
受かったのは本当に嬉しかったです。都内にも残れま
したし(笑)。それは一番嬉しかったです。僕は先生達の
代官山の生徒に対する温かさと言うか、こんなにすご
い近くで見てて、近くで見てくれて質問いつでも受け
付けてて君はここがいいね、これがだめだよねって知
らずのうちにも診てくれる塾ってあんまりないんじゃ
ないかなーって。だから本当に他のとこ行ってたら自
分がここまで伸びれていたか、疑問です。

信じられるものを一年を通して作っていった方
がいい。
受験中に意識してたことは三つぐらいあって、一つは
最後まで諦めないこれを揺るがないでずっととにかく
頑張るっていう。途中でなんかちょっと1日ぐらい嫌と
かじゃなくて大晦日だろうがしっかり勉強する、携帯
もいじらないで本当にいじらないで。二つ目は本当に
生活リズムをしっかりする。一見忘れそうに見えて一
番大事。朝早く勉強して夜は9時半とかまで残らないで
授業終わってすっと帰って体を休めること。
参考になるかわからないですけど昼飯は長く取らない
で、すっと戻ってやると。後はノートをきれいにと
る。とにかくノートがほんとに大事なんで適当にやっ
て殴り書きではなくて、しっかり書いて先生の言うこ

ういうことから何から何までこれしか信じないってい
うノートを作る。最後に信じられるのは自分だと思う
んで、神でもない先生でもない自分なんで。最後まで
信じられるものを一年を通して作っていった方がいい
なと思います。代官山でめっちゃ勉強してください
(笑)。この環境で勉強すれば受かると思うんで。
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んだって、すごい嬉しかったです。数学とかはちょっ
と上下があったりするんですけど、英語ってほんとに
やれば伸びる教科だなって体現しました。

結構カラフルになってきて、あれ勲章です。復
習の賜物です。
めちゃくちゃ集中できました、自習室。この自習室の
区切られ方とか本当にすごいなと思って。こんなに自
由に使っていいのって思って…、昼休みとか特に集中
できました。適当な教室見つけて、最短3分ぐらいで食
い終わって、あとブラックコーヒーで一日しのぎまし
た。お腹すいた方が集中できるってどこぞの誰かが軌
跡で言ってたのでまあそれができたかどうか知らない

ですけど(笑)。でもなんか昔から聞いてた話ですし
(笑)。自習室は色々貼っても OK じゃないですか。復習
したところに、合計で3回復習するんですよ。3日後、
一週間後、2週間後って。岩崎先生から教えてもらった
んですけど、それを付箋の色分けで赤・黄・青みたい
な感じで。それに曜日書いとくんですけど、それを自
習室に貼ってたんですよ。そしたら自習室がいつのま
にか埋まってるって感じなんですけどその付箋で。結
構カラフルになってきて、あれ勲章です。復習の賜物
です。こんなに復習してんなーて。逆に増えない時、
サボってんなーって感じになるじゃないですか。

夜間の演習授業とレビューテストは本当に役に
立った。
夜間の演習は本当に役に立った感じで、復習の良い実
践場所だったので。先生が毎回持ってくる問題が難し
くて。下のクラスいると難しい問題に触れる機会があ
んまりないんで、でも夜間でそういうのに触れること
ができてこういうのもあるんだってできるんだって復
習にもなりますし、応用の場としてやってました。数
学は結構復習とかも多くて山室先生が持ってくる奴っ
てなかなか鬼畜なんで(笑)。計算トレーニング。まぁ復
習やってないとできないですし。計トレきつかったん
ですけど、やっぱり応用の場って必要だなって。なん
か純粋に勉強してるだけなのにこんな問題解けない
の？って思って。あ～って思いながら、あーゆう場は
必要だなって。自分の未知の問題に出会った時の緊張
感ってほんとやばいんで。あれで慣らしたのは本当に
良かったです。
あと、レビューテスト、あれ結構面白かったですね。
毎回授業後にレビューテスト出して。溜めちゃう人と
か期限守れない人はつらかったろうけど。僕、復習し

たらもう次の日ぐらいにはもうやってたんで。忘れな
いようにただ本当に復習したら解きやすかった。授業
が理解できたら解きやすいように先生が考えられてた
から。それで本当にわからなかったら授業を理解して
ないってことだと思うんで。ノートを見返すっていう
ような使い方してました。

石井先生は生徒のことを一人ひとりはっきり覚
えていて性格やその生徒の成績の伸び沈みの理
由なんかもすごく話して下さって参考にしてい
ました。
石井先生には本当に何か勉強以外も色々指導していた
だきました。すごく印象に残ってますし、毎回ノート
に書いてたんですけど、いろいろ話されるのでそれ用
のページを一枚用意してたんですけど、やっぱり英語
の色々ってのもあるんですけど、やっぱり去年受かっ
た人とかの話とかそういうところがすごい、石井先生
は生徒のことを一人一人はっきり覚えていて、性格や
その生徒の成績の伸び沈みの理由なんかもすごくて話
してくださって参考にしていました。さっきも言った
ように早寝早起きのやつとかもそういう石井先生の授
業の中で言われるのを聞いてこれ大切だなーって思っ
てメモをしたり実際やったりしてました。試験問題の
傾向とかも言って下さるので、英語がすごいために
なったっていうのだけでじゃなく、受験の面ですごく
役に立ったなーと思います。教え方もすごい良かった
ですし、受験の情報とかも細かく教えていただけた。
僕、すっごい当てられました（笑）。僕、前から2列目
絶対座るようにしていたので。2列目座ってよく当てら
れて。本当にすごい緊張するんですよ石井先生に当て
られると。けどだんだん慣れてきてすっと答えられる
ようになってきて、正解する度にすごい自信ついたな
と思います。なんかメンタル強くなったっていう面で
もすごい有難かったです。

素晴らしい先生ばかりだったから、先生方の考
えを色々いいとこどり(笑)。
岩崎先生は石井先生の元教え子らしいんですけど、実
際こういう医学部の英語の医学知識ばっかりやってる
と藤田みたいな変化球、今年なんか医学系の長文イ
メージがなくて。だからこんな変化球に耐えられな
かったかな。やっぱり医学系以外にも社会・文学系の
長文も教えてくれた岩崎先生本当に良かったです。
なんかその大学にピンポイントにココ重要って教えて
くれる先生もいれば、まずは基礎理解が大事だって先
生もいらっしゃって、本当に選り取り見取りって感じ
で。自分に合った先生に出会えたってのもよかったで
す。なんて言っても質問がいつでもできるっていう体
制が嬉しくって。また代官山の先生の授業は本当に試
験中に出ることがマジで多いんで。まずは授業をしっ
かり出てしっかり聞いてれば本当にタメになるし、な
んか自然と成績も上がっていくような感じです。山室

先生は僕の苦手なところを本当にピンポイントで当て
てくれる素晴らしい先生で、たくさん見てもらったん
で。なんか解いてるところを見ててくれるじゃないで
すか。すぐにさっとそこ間違ってると教えてくれるの
で。あとはやっぱりマークシートの時に刺さる技術は
本当によかったですし、やっぱりスピードって本当に
重要だなーって思うのがいっぱいあってスピード重視
の数学、数学っていうか医学部では本当になんかすご
い気真面目にやってるのもちょっと不利になる時もあ
るので。
ちょっと速く解くっていうのは行ける時には使っとか
ないと後で損するなーてのはありました。で、今年の
杏林で使いました（笑）。他の人も使えたって言って
ると思います。本当になんかこれだって本当に埋める
だけじゃんって思いながら。もう計算式書かずに行け
んじゃんって思いながら。ありがたかったっす。まあ
藤田も最初の方、小問がズラッと並んで本当にスピー
ド勝負だなぁと思って。ただあのスピードじゃなくて
ちゃんと数学を理解してないといけない部分もやっぱ
りあるじゃないですか。そういうところは薄先生に基
礎を。薄先生は非常に基礎を重要としている、基礎で
も応用でも解けるぜっていう先生なんで。やっぱりそ
のそういうのが刺さるって言うかそういうのが重要に
なってくる大学ってのもあるなあと思って。だから本
当に別に誰々先生にっていうわけではなくて色々な先
生の考えを色々取り入れて、いいとこどりしてました
ね(笑)。本当に素晴らしい先生ばかりで。ダメな先生と
かいなかったから。授業切るとか本当に考えられなく
て。平野先生もやっぱり本当にテキストってすごい
なぁと思いました。本当最後までためになりました。

野村先生が最初の方に原理から始める方が一番
だって言ってて…。
野村先生は本当にあの先生頭いいと思うんですよ。す
ごい初めの方物理苦手だったんですけど分かりやすく
説明してくれて。野村先生の教え方は本当になんかこ
んな解き方あるんだってあったりしますね。何か色々
教えてくださいます。本当僕理解ができないと、公式
単に覚えるってのが本当に苦手で、やれば良かったん
ですけどすぐ忘れちゃって、どうしたらいいのかって
思ってて。なんだこの公式はって、なんでこんな複雑
な公式があるんだって。それを野村先生に相談したら
これはねって原理を教えてくれて、野村先生が最初の
方に原理から始める方が一番だって…だから1学期の時
は原理をいろいろ問題を通して教えてもらって。寺澤
先生は非常になんかこうちょっと声を大きくて(笑)。投
げやりみたいな言い方するんですけど逆にそれがわか
りやすくて。すごい物理の原理の説明はしてくれるん
ですけど、なんかこう言っちゃなんですけど、バカは
分からんなりにこう考えるんだよって(笑)。ちょっとあ
まり良くないかな(笑)。でもだから苦手な僕でも、あー
なるほどってなるんですよ。本当物理の先生全員良

かった。

小論は早めに対策初めて、練習の成果で試験時
間が余った。
小論は先生にもお願いしたんですけど高橋浩先生に
ずっと教えていただきました。本当に小論が重要だと
思いましたね。本当にやってたのが本当にとにかく書
くっていうのが一番かなって。本番は下書き用紙とか
渡されるんですけどそんなのに書いてたら時間ない
し、杏林の時は確か自己犠牲についてあなたの考えを
述べなさいだったんですけど、それも結局何か高橋先
生の言う通りにやればプラスとマイナスでパーって分
けてって感じでもう30分ぐらいで書き終わって30分間
暇でした(笑)。本当に早くなるんですよ。本当に早くな
ることを意識してて、その実際の60分という時間が本
当に長く感じて。こんだけ速く書けるようになった。
ちゃんと習って書く練習してきてよかったなあと思い
ました。書き終わらないのが一番まずいというか０点
なんで。一回もクラス授業休まず出てたんで、それに
直前期の面接の対策でも仕上げて、ありがたかったで
す。

諦めないっていうのがモットー。逃げに走らな
いで対面していけ。
最後まで諦めないっていうのが僕のモットーだったん
で、もうほんとにそんなん気にしないでとにかくやる
しかないって。でも何か原因があるって思って、その
時僕、大問が苦手だって理由を勝手につけてたんです
よ、自分で。でも石井先生に「そんな理由、それはお
前が勝手につけたもんだろ」と言われて、「そうやっ
て逃げに走ってるんだろ」ってのを言われて。確かに
逃げに走るとホントに自分でいろいろな理由をつけ
ちゃうんで。「逃げに走らないで対面していけ」と。
苦手教科とかいって逃げてると何にも変わらないん
で、苦手とはいいつつも平均的レベルまでもっていけ
と、だから立ち向かいましたね。いやーあのー、強く
なりました(笑)、メンタル…ホントに最後まで諦めな
いってのはずーっと信念に置いてたんで。ほんと、後
になって今になってわかるんですけど、大問が苦手だ
から俺、できねーんだってちょっと安心してて、それ
がダメだったなと思います。ほんとに最後まで諦めな
いっていうのも、精神的な面ではほんとに揺るがない
でずっと最後まで諦めないって決めたらずーっと揺る
がないで、途中で諦めたりしないで、ずっとマラソン
の如く走っていくのがいいかな、途中で歩いたりしな
いで。ずっと走って、それが浪人終わらすには早いか
なって(笑)。生活面も重視してましたね。風邪いっかい
も引かないでここまでこれた。浪人のほうが過酷だっ
たのに、現役の時のほうがよく風邪引いてたんですよ
ね。
代官山はなんか一番苦しい体験をした場所でもあるん
ですけど、一番人生で喜びを得られた場所でもありま

すね。なんか面白かったです(笑)。まず浪人しているっ
ていう時点で苦しみますよね。毎朝5時半に起きて9時
まで残って勉強するってのは全然楽しくなかったです
けどそれを楽しいって言ってる人もいるとは思うんで
すけどこれは本当つらかったんで。でもここまでして
受かったのは本当に嬉しかったです。都内にも残れま
したし(笑)。それは一番嬉しかったです。僕は先生達の
代官山の生徒に対する温かさと言うか、こんなにすご
い近くで見てて、近くで見てくれて質問いつでも受け
付けてて君はここがいいね、これがだめだよねって知
らずのうちにも診てくれる塾ってあんまりないんじゃ
ないかなーって。だから本当に他のとこ行ってたら自
分がここまで伸びれていたか、疑問です。

信じられるものを一年を通して作っていった方
がいい。
受験中に意識してたことは三つぐらいあって、一つは
最後まで諦めないこれを揺るがないでずっととにかく
頑張るっていう。途中でなんかちょっと1日ぐらい嫌と
かじゃなくて大晦日だろうがしっかり勉強する、携帯
もいじらないで本当にいじらないで。二つ目は本当に
生活リズムをしっかりする。一見忘れそうに見えて一
番大事。朝早く勉強して夜は9時半とかまで残らないで
授業終わってすっと帰って体を休めること。
参考になるかわからないですけど昼飯は長く取らない
で、すっと戻ってやると。後はノートをきれいにと
る。とにかくノートがほんとに大事なんで適当にやっ
て殴り書きではなくて、しっかり書いて先生の言うこ

ういうことから何から何までこれしか信じないってい
うノートを作る。最後に信じられるのは自分だと思う
んで、神でもない先生でもない自分なんで。最後まで
信じられるものを一年を通して作っていった方がいい
なと思います。代官山でめっちゃ勉強してください
(笑)。この環境で勉強すれば受かると思うんで。
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の方はちょっとマジかって思ってて、僕も２号館なん
だけどなーって。あんまりそういう報告できてねー
なーって思ってたら、やっと初の藤田一次。2号館の人
はやっぱり積み重ねてきているテキストもプリントも
多くてやっぱり威圧されますね。ああいう中行くと勉
強する気になります。

最後５６まで伸びて、英語はやれば伸びるって
ほんとだったんだって、嬉しかった。
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やらないと２号館のやつに勝てないと思って、ぶっ
ちゃけ２号館のやつに勝とうと思ってやって。まぁ理
由は原因はやっぱりあるわけで、まあそこは自分で勝
手につけないで先生に相談してたんです。最初の方は
岩崎先生にみてもらってて、やっぱり英語、得意では
ないんですけど平均的にまあ差がつかないようにつか
ないようにとっていきたいなと思ってたので、結構文
法とかしっかりしてくれる岩崎先生が合ってたので。
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かったのは石井先生なんですけど、なんか英語が伸び
悩んだのが最後のほうで、これ以上上がらないくら
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本当によかったですし、やっぱりスピードって本当に
重要だなーって思うのがいっぱいあってスピード重視
の数学、数学っていうか医学部では本当になんかすご
い気真面目にやってるのもちょっと不利になる時もあ
るので。
ちょっと速く解くっていうのは行ける時には使っとか
ないと後で損するなーてのはありました。で、今年の
杏林で使いました（笑）。他の人も使えたって言って
ると思います。本当になんかこれだって本当に埋める
だけじゃんって思いながら。もう計算式書かずに行け
んじゃんって思いながら。ありがたかったっす。まあ
藤田も最初の方、小問がズラッと並んで本当にスピー
ド勝負だなぁと思って。ただあのスピードじゃなくて
ちゃんと数学を理解してないといけない部分もやっぱ
りあるじゃないですか。そういうところは薄先生に基
礎を。薄先生は非常に基礎を重要としている、基礎で
も応用でも解けるぜっていう先生なんで。やっぱりそ
のそういうのが刺さるって言うかそういうのが重要に
なってくる大学ってのもあるなあと思って。だから本
当に別に誰々先生にっていうわけではなくて色々な先
生の考えを色々取り入れて、いいとこどりしてました
ね(笑)。本当に素晴らしい先生ばかりで。ダメな先生と
かいなかったから。授業切るとか本当に考えられなく
て。平野先生もやっぱり本当にテキストってすごい
なぁと思いました。本当最後までためになりました。

野村先生が最初の方に原理から始める方が一番
だって言ってて…。
野村先生は本当にあの先生頭いいと思うんですよ。す
ごい初めの方物理苦手だったんですけど分かりやすく
説明してくれて。野村先生の教え方は本当になんかこ
んな解き方あるんだってあったりしますね。何か色々
教えてくださいます。本当僕理解ができないと、公式
単に覚えるってのが本当に苦手で、やれば良かったん
ですけどすぐ忘れちゃって、どうしたらいいのかって
思ってて。なんだこの公式はって、なんでこんな複雑
な公式があるんだって。それを野村先生に相談したら
これはねって原理を教えてくれて、野村先生が最初の
方に原理から始める方が一番だって…だから1学期の時
は原理をいろいろ問題を通して教えてもらって。寺澤
先生は非常になんかこうちょっと声を大きくて(笑)。投
げやりみたいな言い方するんですけど逆にそれがわか
りやすくて。すごい物理の原理の説明はしてくれるん
ですけど、なんかこう言っちゃなんですけど、バカは
分からんなりにこう考えるんだよって(笑)。ちょっとあ
まり良くないかな(笑)。でもだから苦手な僕でも、あー
なるほどってなるんですよ。本当物理の先生全員良

かった。

小論は早めに対策初めて、練習の成果で試験時
間が余った。
小論は先生にもお願いしたんですけど高橋浩先生に
ずっと教えていただきました。本当に小論が重要だと
思いましたね。本当にやってたのが本当にとにかく書
くっていうのが一番かなって。本番は下書き用紙とか
渡されるんですけどそんなのに書いてたら時間ない
し、杏林の時は確か自己犠牲についてあなたの考えを
述べなさいだったんですけど、それも結局何か高橋先
生の言う通りにやればプラスとマイナスでパーって分
けてって感じでもう30分ぐらいで書き終わって30分間
暇でした(笑)。本当に早くなるんですよ。本当に早くな
ることを意識してて、その実際の60分という時間が本
当に長く感じて。こんだけ速く書けるようになった。
ちゃんと習って書く練習してきてよかったなあと思い
ました。書き終わらないのが一番まずいというか０点
なんで。一回もクラス授業休まず出てたんで、それに
直前期の面接の対策でも仕上げて、ありがたかったで
す。

諦めないっていうのがモットー。逃げに走らな
いで対面していけ。
最後まで諦めないっていうのが僕のモットーだったん
で、もうほんとにそんなん気にしないでとにかくやる
しかないって。でも何か原因があるって思って、その
時僕、大問が苦手だって理由を勝手につけてたんです
よ、自分で。でも石井先生に「そんな理由、それはお
前が勝手につけたもんだろ」と言われて、「そうやっ
て逃げに走ってるんだろ」ってのを言われて。確かに
逃げに走るとホントに自分でいろいろな理由をつけ
ちゃうんで。「逃げに走らないで対面していけ」と。
苦手教科とかいって逃げてると何にも変わらないん
で、苦手とはいいつつも平均的レベルまでもっていけ
と、だから立ち向かいましたね。いやーあのー、強く
なりました(笑)、メンタル…ホントに最後まで諦めな
いってのはずーっと信念に置いてたんで。ほんと、後
になって今になってわかるんですけど、大問が苦手だ
から俺、できねーんだってちょっと安心してて、それ
がダメだったなと思います。ほんとに最後まで諦めな
いっていうのも、精神的な面ではほんとに揺るがない
でずっと最後まで諦めないって決めたらずーっと揺る
がないで、途中で諦めたりしないで、ずっとマラソン
の如く走っていくのがいいかな、途中で歩いたりしな
いで。ずっと走って、それが浪人終わらすには早いか
なって(笑)。生活面も重視してましたね。風邪いっかい
も引かないでここまでこれた。浪人のほうが過酷だっ
たのに、現役の時のほうがよく風邪引いてたんですよ
ね。
代官山はなんか一番苦しい体験をした場所でもあるん
ですけど、一番人生で喜びを得られた場所でもありま

すね。なんか面白かったです(笑)。まず浪人しているっ
ていう時点で苦しみますよね。毎朝5時半に起きて9時
まで残って勉強するってのは全然楽しくなかったです
けどそれを楽しいって言ってる人もいるとは思うんで
すけどこれは本当つらかったんで。でもここまでして
受かったのは本当に嬉しかったです。都内にも残れま
したし(笑)。それは一番嬉しかったです。僕は先生達の
代官山の生徒に対する温かさと言うか、こんなにすご
い近くで見てて、近くで見てくれて質問いつでも受け
付けてて君はここがいいね、これがだめだよねって知
らずのうちにも診てくれる塾ってあんまりないんじゃ
ないかなーって。だから本当に他のとこ行ってたら自
分がここまで伸びれていたか、疑問です。

信じられるものを一年を通して作っていった方
がいい。
受験中に意識してたことは三つぐらいあって、一つは
最後まで諦めないこれを揺るがないでずっととにかく
頑張るっていう。途中でなんかちょっと1日ぐらい嫌と
かじゃなくて大晦日だろうがしっかり勉強する、携帯
もいじらないで本当にいじらないで。二つ目は本当に
生活リズムをしっかりする。一見忘れそうに見えて一
番大事。朝早く勉強して夜は9時半とかまで残らないで
授業終わってすっと帰って体を休めること。
参考になるかわからないですけど昼飯は長く取らない
で、すっと戻ってやると。後はノートをきれいにと
る。とにかくノートがほんとに大事なんで適当にやっ
て殴り書きではなくて、しっかり書いて先生の言うこ

ういうことから何から何までこれしか信じないってい
うノートを作る。最後に信じられるのは自分だと思う
んで、神でもない先生でもない自分なんで。最後まで
信じられるものを一年を通して作っていった方がいい
なと思います。代官山でめっちゃ勉強してください
(笑)。この環境で勉強すれば受かると思うんで。

の方はちょっとマジかって思ってて、僕も２号館なん
だけどなーって。あんまりそういう報告できてねー
なーって思ってたら、やっと初の藤田一次。2号館の人
はやっぱり積み重ねてきているテキストもプリントも
多くてやっぱり威圧されますね。ああいう中行くと勉
強する気になります。

最後５６まで伸びて、英語はやれば伸びるって
ほんとだったんだって、嬉しかった。
2号館に行ってから、一旦成績落ちたんですよ。いや、
さすがに成績落ちた時は、まじかって思って。なんか
自分ながらにすごい頑張ってて、昼休みとかも食事一
切取らないで、一応カロリーバー一本で済ましてたん
ですけど(笑)。すぐ自習室戻って、休憩時間もすぐ戻っ
てやってて、こんなに時間詰めて、１分１秒でも多く
やらないと２号館のやつに勝てないと思って、ぶっ
ちゃけ２号館のやつに勝とうと思ってやって。まぁ理
由は原因はやっぱりあるわけで、まあそこは自分で勝
手につけないで先生に相談してたんです。最初の方は
岩崎先生にみてもらってて、やっぱり英語、得意では
ないんですけど平均的にまあ差がつかないようにつか
ないようにとっていきたいなと思ってたので、結構文
法とかしっかりしてくれる岩崎先生が合ってたので。
自分に的確なアドバイスをしてくれる先生に相談して
ましたね。まあ英語に関してのアドバイスで一番大き
かったのは石井先生なんですけど、なんか英語が伸び
悩んだのが最後のほうで、これ以上上がらないくら
い、上がらないっててっぺんじゃないんですけど、あ
んまり秀でたぐらいにならなくて英語を得意にした
かったんですけど、だから石井先生に「英語が…」っ
て言ってたんですけど、親との面談の時に僕、単語帳
持ち込んでたんですけど、いま単語帳やってたらもう
遅いよって言われて、なるほどって。いまだったら実
戦的にとにかくやるべきだって言われて、最後のほう
は単語帳一切みてなかったんですけど(笑)。だからそう
いうアドバイスとかも聞きに行くってことと、それを
スッと聞き入れるのが大切かなって思いますね。最後
偏差値も56ぐらいにはなって、最後の方すっごい頑
張ったかなって。英語やれば伸びるってほんとだった
んだって、すごい嬉しかったです。数学とかはちょっ
と上下があったりするんですけど、英語ってほんとに
やれば伸びる教科だなって体現しました。

結構カラフルになってきて、あれ勲章です。復
習の賜物です。
めちゃくちゃ集中できました、自習室。この自習室の
区切られ方とか本当にすごいなと思って。こんなに自
由に使っていいのって思って…、昼休みとか特に集中
できました。適当な教室見つけて、最短3分ぐらいで食
い終わって、あとブラックコーヒーで一日しのぎまし
た。お腹すいた方が集中できるってどこぞの誰かが軌
跡で言ってたのでまあそれができたかどうか知らない

たらもう次の日ぐらいにはもうやってたんで。忘れな
いようにただ本当に復習したら解きやすかった。授業
が理解できたら解きやすいように先生が考えられてた
から。それで本当にわからなかったら授業を理解して
ないってことだと思うんで。ノートを見返すっていう
ような使い方してました。

石井先生は生徒のことを一人ひとりはっきり覚
えていて性格やその生徒の成績の伸び沈みの理
由なんかもすごく話して下さって参考にしてい
ました。
石井先生には本当に何か勉強以外も色々指導していた
だきました。すごく印象に残ってますし、毎回ノート
に書いてたんですけど、いろいろ話されるのでそれ用
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の色々ってのもあるんですけど、やっぱり去年受かっ
た人とかの話とかそういうところがすごい、石井先生
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てメモをしたり実際やったりしてました。試験問題の
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なったっていうのだけでじゃなく、受験の面ですごく
役に立ったなーと思います。教え方もすごい良かった
ですし、受験の情報とかも細かく教えていただけた。
僕、すっごい当てられました（笑）。僕、前から2列目
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すね。なんか面白かったです(笑)。まず浪人しているっ
ていう時点で苦しみますよね。毎朝5時半に起きて9時
まで残って勉強するってのは全然楽しくなかったです
けどそれを楽しいって言ってる人もいるとは思うんで
すけどこれは本当つらかったんで。でもここまでして
受かったのは本当に嬉しかったです。都内にも残れま
したし(笑)。それは一番嬉しかったです。僕は先生達の
代官山の生徒に対する温かさと言うか、こんなにすご
い近くで見てて、近くで見てくれて質問いつでも受け
付けてて君はここがいいね、これがだめだよねって知
らずのうちにも診てくれる塾ってあんまりないんじゃ
ないかなーって。だから本当に他のとこ行ってたら自
分がここまで伸びれていたか、疑問です。

信じられるものを一年を通して作っていった方
がいい。
受験中に意識してたことは三つぐらいあって、一つは
最後まで諦めないこれを揺るがないでずっととにかく
頑張るっていう。途中でなんかちょっと1日ぐらい嫌と
かじゃなくて大晦日だろうがしっかり勉強する、携帯
もいじらないで本当にいじらないで。二つ目は本当に
生活リズムをしっかりする。一見忘れそうに見えて一
番大事。朝早く勉強して夜は9時半とかまで残らないで
授業終わってすっと帰って体を休めること。
参考になるかわからないですけど昼飯は長く取らない
で、すっと戻ってやると。後はノートをきれいにと
る。とにかくノートがほんとに大事なんで適当にやっ
て殴り書きではなくて、しっかり書いて先生の言うこ

ういうことから何から何までこれしか信じないってい
うノートを作る。最後に信じられるのは自分だと思う
んで、神でもない先生でもない自分なんで。最後まで
信じられるものを一年を通して作っていった方がいい
なと思います。代官山でめっちゃ勉強してください
(笑)。この環境で勉強すれば受かると思うんで。
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卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2020年

聖マリアンナ医科大
東北医科薬科大医学部

2次合格
２次合格

ここ解決するために先生に聞こうとか、
僕は意外と、分析する習慣が　
ちょっと身につけられました。

聖マリアンナ医科大進学　仁科英彬君(駒場東邦高校卒)

WAY TO SUCCESS合格への軌跡

代官山はもともと行ってた塾の先生に勧められ
て。
えっとー、もともと行ってた塾の先生とここのどの先
生がかわからないんですけど、知り合いで、代官山は
理科が強いって言われて。で、ぼく当時物理から生物
に変える予定だったので、理科とかが強いこの塾がい
いのかなっと思って。もともと鉄緑会に通ってて、そ
この先生がここを進めてくれて。他の塾も1回見に行っ
たんですけど、生徒の数が多くて、面倒見がどうして
も回んなかったりとか。そういうのをちょっと小耳に
挟んだりとか、あったんで。あ、やっぱ先生との距離
が近いこちらを絶対優先するべきだと思って代官山に
しました。
最初中学まではちゃんと勉強して、英語、数学の基礎
というか、土台はできてたかなっていう感じはあった
んですけど高校入って、うーん、なんか物理よく分か
らない、化学よく分からないな、もやもやっていう状
態で。物理は計算も問われるし、ちょっとギャンブル
的な一面もある教科かなっていう点が一つと、ある程
度センターレベルの問題は解けたんですけど、それ以
上の問題がもう一切解けないっていうのがあって、
ちょっとこれ以上僕伸びないかなって思って。そんな
ら暗記の生物のほうが、もっと伸びしろがあるんじゃ
ないかっていう考えで。

計算力の大切さを身に染みてわかった。
生物は、授業聴いて理解するのは、もちろん当然なん
ですけど、そこで終わってると、本当全然覚えられな
くて、自分の理解したものをアウトプットして、まと
めたり整理することで、より深い知識というか、安定
した知識が得られるたんじゃないかなと思って。先生
が小テストめっちゃやってくれて。そうやって結構、
長期記憶に残ってたりとか、生物のマンスリーランキ
ングにも、何回か載ったと思うんですけど。でも、数
学は最後になって、自分はもう解法分かるからいいや
みたいな、ちょっと怠ったというか。もあって、解法
は分かるんですけど、計算力が、がくーんって落ち
ちゃって最後。で、石井先生の面談でもすごい指摘さ
れたんですけど、「他の後ろ取れてんのに計算で間違
えすぎじゃない？」みたいに指摘されて。「え、これ
取れるっしょ」っつって、なめてたらだめだと。ま
あ、計算力大事ですね。
英語は青葉先生と、朝岡先生がやっぱ印象的で、で
…。夜間（演習）とかを担当して、ずっと担当してく
ださったんですけど、どういう配分で時間を設定する
のかっていうのを細かく言ってくださるので、それに
勉強がしやすかったのと、問題ごとに、これは、例え
ば4択だと〇〇分とか、並び替えだと〇〇分とか。細か
く本当、指定してくださるので。じゃあ、これは何分
で解けるなとか、解いたほうがいいなとか、自分の、
その目標となる時間を、明確にしやすかったですね。
きっぱり言ってくれるので、そこは助かりますね。

で、朝岡先生は、英語ならではの、何て言いますか、
言い回しとか、そのイメージとか、そういうのをやっ
ぱ言ってくださるので。自分というか、そういうシ
チュエーションに合わせた、この使い方はこの単語の
ほうがいいよとか。
薄先生は、本当に初心者とか、数学本当に分からない
よっていう人に向けたそういう説明とか、すごい丁寧
な解説してくださるので、自分の本当に抜けてたとこ
ろとかの探すとか、そういうことが結構できてて。
あ、ここ本当は俺、理解してなかったんだっていうの
がすごい見つかりますね。薄先生の授業を受けてる
と。特に、丁寧というよりかは、何て言いますか、本
当に分からない人、本当にゼロの人たちを引っ張る、
引っ張ってくれる力があるかなって思います。で、ヒ
ラパンとか中村先生とかは、もちろん丁寧な先生なん
ですけども、やっぱ復習して数学を解ける力を身に付
けようみたいな。実際の入試とか出てきたときに解け
るようにしよう、そういう力を身に付けようっていう
感じでしたかね。そうですね。演習とか結構、好きな
先生ですかねー。授業中に、演習時間、結構あって、
解かされた後、当てられますね。みんな、そのー、最
初、A6のクラスはみんな嫌がってましたけど。なん
か、やっぱまだ分からないのか、ちょっと分かんない
ですけど。結局、僕がぼそっと答えて次進むみたい
な。ハハハ。で、あと、やっぱテキストの復習、意外
とやっぱ(本番に)出るんですよね、入試に意外と。本番
で。本番で出るんで、レギュラーテキストの復習は
ちゃんとやったほうがいいと思います。はい。あと、
ヒラパンはこれが出るっていうのを当てるんで、本当
にあの先生。どこだったっけ、昭和とか聖マでも当て
ましたね。はい。岩手でも確か。岩手と、東北医科か
な、でも当てましたし。

マンツーの前にやっぱ自分の分からないことを
明確にして臨んでいました。
化学は三上先生とか、あと原先生にお世話になったん
ですけど、原先生には有機化学を教わってたんで、原
先生、そうですね、丁寧だし分かりやすいし、何て言
うんですかね、優しいというか、ずばずば、こう、ず
ばずば言わないというか、毒を持った、ぶずって刺す
ような言い方しないので。で、三上先生は、滴定問題
とか、理論化学で、気体とは別の他の分野ですごいお
世話になりましたね。平衡とか、あの、平衡の教え方
というかが、すごいうまいなーと思ってて。電離平衡
とかそういうことに関しては、三上先生はすごいいい
先生だなーと思って。で、実際、平衡は本当いろんな
大学とか、過去問見てもそうですけど、結構、出ます
ので。三上先生には、その、平衡ですごいお世話にな
りました。多分、生徒の身としては、考え、思考的に
は2パターンあると思ってて、この先生一筋で行くって
いう人と、この分野に関してはこの先生、この分野に
関してはこの先生って分けて質問する人と2パターンい

報が、すごい集約されてて、コラムじゃないですけ
ど、補足みたいなのがちょろちょろってあるんですけ
ど、それも意外と面白かったりとか。
とにかく自分の分析をすることが、自分がどこができ
ないのかっていうのを、よく分析することが大事だと
思います。僕は意外と、分析する習慣というか、そう
いうのがちょっと身につけられました。化学でいう、
平衡が分からないとか、そういうの絶対出てくると思
うんですね、どうしても。その、分析のポイントとい
うか。じゃあ、なんでここできないのとか。じゃあ、
ここ解決するために先生に聞こうとか。あとは、僕
はー、まとめノートは絶対絶対作るべきだ、暗記をす
る上で書かないとこれは覚えられないと思ってて、書
くことで覚えるっていうのは、とってもおっきなこと
じゃないかなって思います。

やっぱ、浪人が悪いことじゃないって受け入れ
られた。
ああ、あの人浪人したんだみたいな。そういう浪人は
いけないものだって言い方おかしいですけれども、マ
イナスというかネガティブに考えていたんです。で
も、全然決して浪人が悪いことではなくて、ここだ
と、精神的に…、根暗どころか、明るくなったりとか
ポジティブに考えられるようになった…。そのー浪
人っていう苦しい時期を超えられたからこそ、得られ
るものって必ずあると思うんですね。で、やっぱ、そ
ういう浪人した人達は、意外とその…人の痛みとかも
分かったりとかするので、浪人は全然、決して悪いこ
とではないと思えるようになりました。
そうですねー、やっぱここの塾を信じて、やっぱ本当
に正解だったなっていうのがあって。先生がたがやっ
ぱ充実してらっしゃるっていうことと、やっぱ一番
おっきなところは、本当にすぐ質問に行ける、先生が
常に、講師室で…、普通の塾だと壁で仕切られてたり
とか、ちょっと入りにくかったりとかするじゃないで
すか。でも、ここは本当開放的で、すぐ先生に質問し
に行けることができるっていうのは、すごいおっきな
メリットかなって思ってましたね。
高校んときの僕はこれはちょっと初心的な質問かなー
とか質問するのをためらっちゃったりしてましたけ
ど、本当にばからしい質問でもいいので、本当に本当
に質問しに行く、先生に面倒を見てもらうっていうの
は、自分のやる意思を先生に見せないと、と思って。
せっかく近くにいて、質問しないとか、もう本当に
もったいないなーと思って。
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WAY TO SUCCESS合格への軌跡

で、朝岡先生は、英語ならではの、何て言いますか、
言い回しとか、そのイメージとか、そういうのをやっ
ぱ言ってくださるので。自分というか、そういうシ
チュエーションに合わせた、この使い方はこの単語の
ほうがいいよとか。
薄先生は、本当に初心者とか、数学本当に分からない
よっていう人に向けたそういう説明とか、すごい丁寧
な解説してくださるので、自分の本当に抜けてたとこ
ろとかの探すとか、そういうことが結構できてて。
あ、ここ本当は俺、理解してなかったんだっていうの
がすごい見つかりますね。薄先生の授業を受けてる
と。特に、丁寧というよりかは、何て言いますか、本
当に分からない人、本当にゼロの人たちを引っ張る、
引っ張ってくれる力があるかなって思います。で、ヒ
ラパンとか中村先生とかは、もちろん丁寧な先生なん
ですけども、やっぱ復習して数学を解ける力を身に付
けようみたいな。実際の入試とか出てきたときに解け
るようにしよう、そういう力を身に付けようっていう
感じでしたかね。そうですね。演習とか結構、好きな
先生ですかねー。授業中に、演習時間、結構あって、
解かされた後、当てられますね。みんな、そのー、最
初、A6のクラスはみんな嫌がってましたけど。なん
か、やっぱまだ分からないのか、ちょっと分かんない
ですけど。結局、僕がぼそっと答えて次進むみたい
な。ハハハ。で、あと、やっぱテキストの復習、意外
とやっぱ(本番に)出るんですよね、入試に意外と。本番
で。本番で出るんで、レギュラーテキストの復習は
ちゃんとやったほうがいいと思います。はい。あと、
ヒラパンはこれが出るっていうのを当てるんで、本当
にあの先生。どこだったっけ、昭和とか聖マでも当て
ましたね。はい。岩手でも確か。岩手と、東北医科か
な、でも当てましたし。

マンツーの前にやっぱ自分の分からないことを
明確にして臨んでいました。
化学は三上先生とか、あと原先生にお世話になったん
ですけど、原先生には有機化学を教わってたんで、原
先生、そうですね、丁寧だし分かりやすいし、何て言
うんですかね、優しいというか、ずばずば、こう、ず
ばずば言わないというか、毒を持った、ぶずって刺す
ような言い方しないので。で、三上先生は、滴定問題
とか、理論化学で、気体とは別の他の分野ですごいお
世話になりましたね。平衡とか、あの、平衡の教え方
というかが、すごいうまいなーと思ってて。電離平衡
とかそういうことに関しては、三上先生はすごいいい
先生だなーと思って。で、実際、平衡は本当いろんな
大学とか、過去問見てもそうですけど、結構、出ます
ので。三上先生には、その、平衡ですごいお世話にな
りました。多分、生徒の身としては、考え、思考的に
は2パターンあると思ってて、この先生一筋で行くって
いう人と、この分野に関してはこの先生、この分野に
関してはこの先生って分けて質問する人と2パターンい

て。まあ、僕はどっちでもいいんですけど、僕はどっ
ちかというと、この分野はやっぱこの先生がいい、こ
の分野はこの先生がいいって、その特化した、特化し
たって言い方はおかしいですけども、この先生のほう
が分かりやすいっていう先生のほうに聞いたほうが、
やっぱ自分としてはメリットのほうがおっきいので。
最初、いや、最初の授業でどの先生も、その、1冊なん
でもいいから、教科書なり、資料集なり、ノートな
り、1冊にその情報を集約させなさいっていうことを、
どの先生もおっしゃってて。で、僕はノートを選んだ
んですけど、そのノートに、そのー、補足じゃないで
すけど、そういうのを付け加え、どんどんどんどん付
け加えて。で、自分である程度知識を吸収した状態
で、マンツーに臨んで、自分がどこ分からないのか、
どこが本当に不安なのかっていうのを明確にした状態
でマンツー受けると、本当に本当に有意義な時間にな
るんじゃないかな。自分がもう分からないですので、
教えてくださいの状態だと、やっぱ、だらだらだらっ
となってしまうので、やっぱ自分の分からないことを
明確にすることとマンツーの前に、自分の質問するこ
とを明確にして、どの分野が出やすいのかっていう、
本当に入試に関するプロフェッショナルの先生がいっ
ぱいいらっしゃるので、そういうのを本当に質問し
て、マンツーに臨むのが、本当に有意義に、マンツー
を有意義に使えるんじゃないかなと。
生物は、夏、深瀧先生の進化のとこで、やっぱあの、
進化のとこって、結構、覚えることが多かったりと
か、遺伝子計算とかそういうのがいろいろ大変だった
りとか。遺伝子計算は緒方先生に習ってたんですけ
ど、覚えるものが多かったりとかするところは、本
当、深瀧先生のプリントがすごい役立ちましたね。ま
とめ方は、うまいですねー、本当に。あれA4かな？　
多分A4だと思うんですけど、A4のプリントにすごい情

報が、すごい集約されてて、コラムじゃないですけ
ど、補足みたいなのがちょろちょろってあるんですけ
ど、それも意外と面白かったりとか。
とにかく自分の分析をすることが、自分がどこができ
ないのかっていうのを、よく分析することが大事だと
思います。僕は意外と、分析する習慣というか、そう
いうのがちょっと身につけられました。化学でいう、
平衡が分からないとか、そういうの絶対出てくると思
うんですね、どうしても。その、分析のポイントとい
うか。じゃあ、なんでここできないのとか。じゃあ、
ここ解決するために先生に聞こうとか。あとは、僕
はー、まとめノートは絶対絶対作るべきだ、暗記をす
る上で書かないとこれは覚えられないと思ってて、書
くことで覚えるっていうのは、とってもおっきなこと
じゃないかなって思います。

やっぱ、浪人が悪いことじゃないって受け入れ
られた。
ああ、あの人浪人したんだみたいな。そういう浪人は
いけないものだって言い方おかしいですけれども、マ
イナスというかネガティブに考えていたんです。で
も、全然決して浪人が悪いことではなくて、ここだ
と、精神的に…、根暗どころか、明るくなったりとか
ポジティブに考えられるようになった…。そのー浪
人っていう苦しい時期を超えられたからこそ、得られ
るものって必ずあると思うんですね。で、やっぱ、そ
ういう浪人した人達は、意外とその…人の痛みとかも
分かったりとかするので、浪人は全然、決して悪いこ
とではないと思えるようになりました。
そうですねー、やっぱここの塾を信じて、やっぱ本当
に正解だったなっていうのがあって。先生がたがやっ
ぱ充実してらっしゃるっていうことと、やっぱ一番
おっきなところは、本当にすぐ質問に行ける、先生が
常に、講師室で…、普通の塾だと壁で仕切られてたり
とか、ちょっと入りにくかったりとかするじゃないで
すか。でも、ここは本当開放的で、すぐ先生に質問し
に行けることができるっていうのは、すごいおっきな
メリットかなって思ってましたね。
高校んときの僕はこれはちょっと初心的な質問かなー
とか質問するのをためらっちゃったりしてましたけ
ど、本当にばからしい質問でもいいので、本当に本当
に質問しに行く、先生に面倒を見てもらうっていうの
は、自分のやる意思を先生に見せないと、と思って。
せっかく近くにいて、質問しないとか、もう本当に
もったいないなーと思って。

卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2020年

杏林大医学部
聖マリアンナ医科大
金沢医科大
埼玉医科大

2次合格
2次合格

前期2次正規合格
後期2次合格

何から優先的にやればいいのかが 
わかって目の前のことを 
やれるようになってきた。

杏林大医学部進学　深江桃さん(札幌南高校卒)
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WAY TO SUCCESS合格への軌跡

10月くらいはちょっと病んでましたけど、で
もフタ開けてみたら、はい４つ受かれば十分。
一次出たところが愛知と聖マと、あ、ちょっと待って
ください、愛知、聖マ、金沢前期、埼玉後期と杏林で
す。５つです。頑張ったなって、はい、で、２次が来
たのが、えっと金沢前期、埼玉後期、聖マと杏林で
す。愛知以外は全部来ました(笑)、愛知77番で、なん
かあと11人でした、ふふふ(笑)。女子医は、多分英語
ができてなかったのが原因ですね、ちょっと無理でし
たね、岩手は物理がもうほんとにただの私の復習不足
で…崩壊しました。昭和は　あの化学が手も足も出ず
…はい…埼玉前期、物理マジでできなかったです、北
里は数学ですね、全然解けなくて(笑)。東医は、いや、
開示したんですけど、あと11点で一次は出たみたいな
…(笑）。で金沢が早めに来ちゃって、正規でした。聖
マは８番です(笑)、杏林が、杏林が95で、愛知が(笑)77
だったかな。10月くらいはちょっと病んでましたけ
ど、でもフタ開けてみたら、はい４つ受かれば十分、
はい(笑)。ふふふ(笑)。

私立医学部対策ができないからやっぱ本州行っ
た方がいいんじゃないかなって、東京へ。
現役ではほとんど受けず、岩手だけかな、札幌で受け
れたんで。１浪目ではじめて五反田行って、チョコ
めっちゃ集めて(笑)。そのとき歯学部落ちて、２浪なん
て絶対しないって言ってました。一浪目は札幌のKで
す、いや悪くはなかったんですけど、なんだろまあみ
んな国公立で、私センターがほんとに取れなくて。そ
れ考えたら私立に切り替えちゃった方がいいんじゃな
いかなって思ったんですよ。親の考えもあるし自分の
考えもある(笑)。やっぱ北海道だから私立に抵抗感は
やっぱりあって、もう国立至上主義なんで(笑)。みんな
が国公立目指す中で、自分だけ私立専願にするのは、
ちょっと悩んでたんですよね。でもこっち来たら、本
州の人は普通なんだなあって思って、全然なんかほん
とに。北海道は情報全くなかったし、私立医学部の対
策ができないからやっぱ本州行った方がいいんじゃな
いかなって、東京へ。それでも代官山来た最初は、国
公立受けようかなとかもちょっと考えてたんですよ。
まだ謎に野望持ってましたね、ははは(笑)。だけど吹っ
切れましたね、夏ぐらいに。

何から優先的にやればいいのかがわかって目の
前のことをやれるようになってきた。
代官山MEDICALは、K塾と比べて授業多かったです。
やっぱり最初のころはこなせなくて、後回しにしちゃ
う性格なんで、やろうと思っても一個に時間かけすぎ
て、まだ復習しなきゃいけないやつ残ってても間に合
わないとか、じゃあ明日やろうみたいになって、明日
明日明日になって(笑)。どんどんどんどんたまってって
土日も、あ？、土曜日とかも授業あるじゃないです
か、だからなんか全然溜まってくんですよ復習が…、

でも慣れてきたんですよね、生活リズムに慣れてきた
ら、何から優先的にやればいいのか重要度を教えてく
れるから順に目の前のことを一つ一つやれるように
なって。それからは逆に余裕がもてるようになってき
ましたね。溜まった分もいっぱい復習して、一気に片
付いていきました。やっぱり大手の授業の少なさに慣
れてたんで、はい、Kにいたとき、全然なんか普通に
ラーメンとか友達と食べに行ってました、一浪のと
き、はは(笑)。のんきです(笑)。

代官山通信の表紙のお言葉を見て、やっぱ自
分ってだらけてる人間だなってやんなきゃって
(笑)
本館にいたときは、２号館が６時から開いてるからそ
の人たちに負けたくなくて、５時に起きて寮で勉強し
たりとかしてたんですけど、２号館に移籍してからは
なんかちょっと安心しちゃったっていうか(笑)、いやな
んか、もうずっと２号館に行きたくて、もう必死だっ
たけど、やっと行けたー、あーちょっと一安心みたい
な(笑)。そっから朝起きれなくなって。２号館行って最
初のひと月ぐらいは、勉強にも身が入らず朝も起きれ
ずっていう、で、ちょうどそのときに、代官山通信？
あの石井先生からのお言葉みたいなのあるじゃないで
すか(笑)、そうです、表紙のところに、10月号だった
んですけど「今求められているのは真の継続力」って
ふふ。あれを見て、自分ってだらけてる人間だなっ
て、やんなきゃ、あ、私やばいなって思って。そっか
ら書いてあった通りA２とかA３の人達に「朝一緒に来
ない？」って、ふふ。あと夜家帰ったらスマホ触っ
ちゃうからスマホは遅刻したその日は事務に没収して
もらったり(笑)。朝は豪くん(金沢医科大進学；佐藤豪)
と源河ちゃん(帝京大医学部進学：源河あゆ)と朝一緒に
赤本解くことに、６時半集合で。でも、源河ちゃんと
か豪くんと約束してなかったらマジで朝来てなかった
です。ほんとに。

代官山きて、一番変わったのは、物事の本質を
考えること。
いや、みんな、どの先生もめっちゃ凄くないですか、
代官山。めっちゃみんなわかりやすいんですよ～、で
も分かりやすい先生に見ていただいたにもかかわら
ず？私の～、もう才能がないなと思います、ははは
(笑)。原先生の授業、めっちゃわかりやすいですよね。
なんだろ聞いてて一個も疑問が出てこない。龍先生も
めっちゃわかりやすかったです。龍先生疑問が出てこ
ないってか、自分が計算わかんないっていうぐらいの
疑問しか出てこないんですよ。あ、そういうことなん
だみたいな凄い今まで習ってこなかった感じの先生方
なんです。話すっていうような化学で、なんでこうな
るかってところまでも説明してくれたのが凄いわかり
やすかったです、はい。物理もみんな凄い全員わかり
やすくて、とにかくなんでこの公式を使うのかってい

れても答えられるようにしなきゃって必死だったんで
すよね。で、一番前座ってたから絶対当ててくれるし
余談までも。なんかそうしてたら、なんか他の科目で
もそれが癖になってきて、勉強の仕方が固まっていっ
た…、んーそうですね(笑)。正解したいっていうか、答
えたいじゃないですか(笑)。それでめっちゃ頑張ってま
した、ふふふ(笑)

クラスも成績順で分かれてて、そのクラスの中
では一番になりたかった。
やっぱり代官山はみんな意識高くないですか？授業
切ったりする人もいないし、朝来なかったら普通に友
達からも言われるけど、先生方からも言われるじゃな
いですか。典さんとかタイムカードチェックしてる
じゃないですかー(笑)、してるらしくって、それでクラ
スも成績順で分かれてて。そのクラスの中では一番に
なりたかったです。凄い競争するじゃないですか、そ
れがめっちゃよかったんですよ。名前も張り出される
し、点数も出るし、でクラスの中でもどのくらいと
かってわかるじゃないですか。よかったらまた上がれ
るしっていう、その競争できるのがめっちゃよかった
です。
よく覚えてるのは、みんなでごはん食べてて、昼休み
まるまる使っちゃったとき、それで自習室に戻った
ら、自習室ですでに勉強してる人たちいるんですよ
ね。そうかぁそこまで割り切ってやってるんだぁみた
いな、やっぱ負けちゃう…じゃないですけど勉強すれ
ばするほど伸びるから、そこで差つけられたくなくて
(笑)。あと罪悪感？今日、時間無駄に使っちゃったなみ
たいな、自分も食べ終わったら話途中でサクッと行っ
ちゃうっていうふうになりました、うん、なれまし
た、ふふ。

代官山は勉強すべき私の場所があって、その席
に、「寝るな！」とか書いてました。
代官山のよかったのは、めっちゃ厳しいところです
ね。自由じゃないっていうか、その世間一般でいう高
校とか中学とか、色々言ってもらえるし、気にかけて
もらえるし絶対放置しないじゃないですか。宿題やっ
てなかったら怒られるし、で、ちょっと下がったら声
かけてくれたりとかしてくれるのは凄い大きかった
なって思います。普通の予備校って自由なところが多
いじゃないですか、大事なとこを自由にさせないとこ
ろがめっちゃよかったです、その厳しいっていうかど
うするべきか常に教えがあるんですよね。代官山は遊
びに行ったりできないじゃないですか、授業いっぱい
あるんで、でみんなも遊びに行ったりしないし、う
ん。あとは、代官山の自習室めっちゃおっきい(笑)、も
う普通の予備校とかだと自習室埋まっちゃうんですよ
ね。だから今日は自習室入れなかったから勉強はしな
くていいみたいな、勝手にそういう(笑)。代官山は勉強
すべき私の場所がちゃんとあるから。自分の自習席も

いっぱい貼りすぎてて、大きく「これは覚えなきゃい
けないやつ！」とか。「自分を戒めるやつ」と「暗記
しなきゃいけないやつ」と「今日やるノルマ」みたい
な感じで(笑)。「寝るな！」とかも書いてましたし、は
はは。

みんな同じ方向を向いているから周りの目を気
にしなくてよかった。
やっぱみんなが同じ方向向いてるのがいいなって思い
ました。勉強しなきゃ、頑張んなきゃってあるから、
話が合うじゃないですか。なんかそれが凄い楽だった
のはあります。
いや高校の時って、自分が勉強そんなにできないの
に、自分の成績とか医学部志望を言えなかったです。
でもここはクラス分けされてるから周りの目を気にし
なくて済むっていう、もうほんとに同じ学力じゃない
ですか。馬鹿な質問とかも色々、先生にも質問めっ
ちゃしてました、でも、あ、質問するときは必ず１回
自分で考えるようにしてました。質問する前にこの問
題の解き方がわかんないってなったときは、ここまで
やったけどこれは合ってるのかみたいな。そのわかん
ないからすぐ行くっていう人もいると思うんですけ
ど、私はそれだと駄目かな、と。それに聞きっぱなし
じゃなくて、それを残しときます。紙に。絶対あとか
らもっかい同じとこがわかんなくなるんです、ふふ
ふ。聞いただけじゃ忘れるんで。そういえばこれこの
前も質問行ったなみたいになっちゃうのが嫌で、絶対
書き留めてました、はい、質問大事ですよね～。

先輩達の軌跡を読んで、自分に合ったやり方を
試していった。
後輩へ一言、そうですね、ん～いくら合格したからっ
ていって、何も後悔が残らないってわけじゃないん
で、そのー点数開示したときに、あーもうちょっと
だったなあとか、あんときもうちょっとやってればっ
て、後悔残っちゃうんで、だから後悔残らないように
やり切った方がいいのかなってほんとに思います。
あと、なんだろ、んーあ、日曜日の夜は勉強しなくて
もいいと思います(笑)。私はもう日曜日の夜はおいしい
もの食べて寝るって決めてたんで。でも私月曜日の
ウィークリーめっちゃガチでやってたんですよ、は
は。英語25点満点だらけで、へへへ(笑)。勝手に下剋
上みたいな感じでどうしてもあのランキングに載りた
くて、めっちゃ頑張ってました。だから凄い早めから
準備して、日曜日の夜までには終わらせて、おいしい
ご飯を、ふふふ。結構ガチで、ふふ、数学と物理もど
うしても載りたくてめっちゃ、最後まで気抜かずに。
70点切ったことないんです、うふ。
あと、睡眠はちゃんと取るべきだと思いました。合格
座談会のときに聞いたんですよね、どのぐらい睡眠
取ってましたかって。そしたら５～６時間が多くて。
私最初５時間で頑張ってたんですけど、全然授業で

やったことも頭に入んないぐらいボーッとしちゃっ
て。それ聞いて６、７時間寝るようにしてました。
こうやって色々受かった先輩やチューターさんから得
た情報って、おっきかったですね。
「合格への軌跡」も含めて、色んなタイプの人がいる
じゃないですか。睡眠はちょっとで足りる人とか、逆
にいっぱい寝ないといけない人とか、自習中は絶対寝
ないとか、色んなタイプの人がいて、色々試しまし
た。それで自分に合うのをどんどん見つけていったっ
てのはあります。読んだ方がいいですよ「合格への軌
跡」、ははは。

WAY TO SUCCESS合格への軌跡

でも慣れてきたんですよね、生活リズムに慣れてきた
ら、何から優先的にやればいいのか重要度を教えてく
れるから順に目の前のことを一つ一つやれるように
なって。それからは逆に余裕がもてるようになってき
ましたね。溜まった分もいっぱい復習して、一気に片
付いていきました。やっぱり大手の授業の少なさに慣
れてたんで、はい、Kにいたとき、全然なんか普通に
ラーメンとか友達と食べに行ってました、一浪のと
き、はは(笑)。のんきです(笑)。

代官山通信の表紙のお言葉を見て、やっぱ自
分ってだらけてる人間だなってやんなきゃって
(笑)
本館にいたときは、２号館が６時から開いてるからそ
の人たちに負けたくなくて、５時に起きて寮で勉強し
たりとかしてたんですけど、２号館に移籍してからは
なんかちょっと安心しちゃったっていうか(笑)、いやな
んか、もうずっと２号館に行きたくて、もう必死だっ
たけど、やっと行けたー、あーちょっと一安心みたい
な(笑)。そっから朝起きれなくなって。２号館行って最
初のひと月ぐらいは、勉強にも身が入らず朝も起きれ
ずっていう、で、ちょうどそのときに、代官山通信？
あの石井先生からのお言葉みたいなのあるじゃないで
すか(笑)、そうです、表紙のところに、10月号だった
んですけど「今求められているのは真の継続力」って
ふふ。あれを見て、自分ってだらけてる人間だなっ
て、やんなきゃ、あ、私やばいなって思って。そっか
ら書いてあった通りA２とかA３の人達に「朝一緒に来
ない？」って、ふふ。あと夜家帰ったらスマホ触っ
ちゃうからスマホは遅刻したその日は事務に没収して
もらったり(笑)。朝は豪くん(金沢医科大進学；佐藤豪)
と源河ちゃん(帝京大医学部進学：源河あゆ)と朝一緒に
赤本解くことに、６時半集合で。でも、源河ちゃんと
か豪くんと約束してなかったらマジで朝来てなかった
です。ほんとに。

代官山きて、一番変わったのは、物事の本質を
考えること。
いや、みんな、どの先生もめっちゃ凄くないですか、
代官山。めっちゃみんなわかりやすいんですよ～、で
も分かりやすい先生に見ていただいたにもかかわら
ず？私の～、もう才能がないなと思います、ははは
(笑)。原先生の授業、めっちゃわかりやすいですよね。
なんだろ聞いてて一個も疑問が出てこない。龍先生も
めっちゃわかりやすかったです。龍先生疑問が出てこ
ないってか、自分が計算わかんないっていうぐらいの
疑問しか出てこないんですよ。あ、そういうことなん
だみたいな凄い今まで習ってこなかった感じの先生方
なんです。話すっていうような化学で、なんでこうな
るかってところまでも説明してくれたのが凄いわかり
やすかったです、はい。物理もみんな凄い全員わかり
やすくて、とにかくなんでこの公式を使うのかってい

うのを常に考えなきゃいけないんだなって思って。
んーなんだろ復習するときにもこの式をなんで立てる
のかっていうのをめっちゃ考えるようになりました。
一番変わったのは、物事の本質を考えること、ほんと
にそれはめっちゃおっきかったです。計算科目だけ
じゃなくて英語とかも語源？とか、接頭語とか、そう
いうところまで分解してっていう…、分解好きです、
ふふ(笑)。ただ暗記っていうよりかは、本読んでる感じ
なんですよね、わかります？物語読んでるみたいな感
じってわかります？(笑)。そう、読んだ後も、こういう
話だったって時間経っても覚えてるじゃないですか。
暗記ってやっぱ忘れちゃう。繋がりを持って覚えたら
忘れないんだなって思いました。すぐ忘れちゃう人
だったけど(笑)。数学の解法一つとってもこれだったら
こっちの問題にも使えるけどあっちの問題にも使える
なみたいな感じです。１対１で覚えてなかったです、
英単語も繋げてましたね。色々意外と繋げられる…、
なんだろ、なんかこの前やった長文にも出てきたし、
そういえばこれ赤本にも出てきてたなみたいな感じ
で、雑談とかもちょっと覚えてたりするんですよ。石
井先生が授業中手を動かせって、動かせって、先生が
板書しなかったことでも書いたノートはずっと持って
ます、うん凄いなんか色々書き込んでました。なんか
石井先生の授業は。凄い緊張感の中で当てられて間違
えたら恥ずかしいし、周りの人に覚えてないんだなっ
て知られちゃうのも恐くて、それでめっちゃ復習した
んです。うんうん、先生がちょっとぼそって言ったこ
ととかもノートに書いて石井先生の…。だから何言わ
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すよね。で、一番前座ってたから絶対当ててくれるし
余談までも。なんかそうしてたら、なんか他の科目で
もそれが癖になってきて、勉強の仕方が固まっていっ
た…、んーそうですね(笑)。正解したいっていうか、答
えたいじゃないですか(笑)。それでめっちゃ頑張ってま
した、ふふふ(笑)

クラスも成績順で分かれてて、そのクラスの中
では一番になりたかった。
やっぱり代官山はみんな意識高くないですか？授業
切ったりする人もいないし、朝来なかったら普通に友
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し、点数も出るし、でクラスの中でもどのくらいと
かってわかるじゃないですか。よかったらまた上がれ
るしっていう、その競争できるのがめっちゃよかった
です。
よく覚えてるのは、みんなでごはん食べてて、昼休み
まるまる使っちゃったとき、それで自習室に戻った
ら、自習室ですでに勉強してる人たちいるんですよ
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(笑)。あと罪悪感？今日、時間無駄に使っちゃったなみ
たいな、自分も食べ終わったら話途中でサクッと行っ
ちゃうっていうふうになりました、うん、なれまし
た、ふふ。
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に、「寝るな！」とか書いてました。
代官山のよかったのは、めっちゃ厳しいところです
ね。自由じゃないっていうか、その世間一般でいう高
校とか中学とか、色々言ってもらえるし、気にかけて
もらえるし絶対放置しないじゃないですか。宿題やっ
てなかったら怒られるし、で、ちょっと下がったら声
かけてくれたりとかしてくれるのは凄い大きかった
なって思います。普通の予備校って自由なところが多
いじゃないですか、大事なとこを自由にさせないとこ
ろがめっちゃよかったです、その厳しいっていうかど
うするべきか常に教えがあるんですよね。代官山は遊
びに行ったりできないじゃないですか、授業いっぱい
あるんで、でみんなも遊びに行ったりしないし、う
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はは。

みんな同じ方向を向いているから周りの目を気
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ました。勉強しなきゃ、頑張んなきゃってあるから、
話が合うじゃないですか。なんかそれが凄い楽だった
のはあります。
いや高校の時って、自分が勉強そんなにできないの
に、自分の成績とか医学部志望を言えなかったです。
でもここはクラス分けされてるから周りの目を気にし
なくて済むっていう、もうほんとに同じ学力じゃない
ですか。馬鹿な質問とかも色々、先生にも質問めっ
ちゃしてました、でも、あ、質問するときは必ず１回
自分で考えるようにしてました。質問する前にこの問
題の解き方がわかんないってなったときは、ここまで
やったけどこれは合ってるのかみたいな。そのわかん
ないからすぐ行くっていう人もいると思うんですけ
ど、私はそれだと駄目かな、と。それに聞きっぱなし
じゃなくて、それを残しときます。紙に。絶対あとか
らもっかい同じとこがわかんなくなるんです、ふふ
ふ。聞いただけじゃ忘れるんで。そういえばこれこの
前も質問行ったなみたいになっちゃうのが嫌で、絶対
書き留めてました、はい、質問大事ですよね～。

先輩達の軌跡を読んで、自分に合ったやり方を
試していった。
後輩へ一言、そうですね、ん～いくら合格したからっ
ていって、何も後悔が残らないってわけじゃないん
で、そのー点数開示したときに、あーもうちょっと
だったなあとか、あんときもうちょっとやってればっ
て、後悔残っちゃうんで、だから後悔残らないように
やり切った方がいいのかなってほんとに思います。
あと、なんだろ、んーあ、日曜日の夜は勉強しなくて
もいいと思います(笑)。私はもう日曜日の夜はおいしい
もの食べて寝るって決めてたんで。でも私月曜日の
ウィークリーめっちゃガチでやってたんですよ、は
は。英語25点満点だらけで、へへへ(笑)。勝手に下剋
上みたいな感じでどうしてもあのランキングに載りた
くて、めっちゃ頑張ってました。だから凄い早めから
準備して、日曜日の夜までには終わらせて、おいしい
ご飯を、ふふふ。結構ガチで、ふふ、数学と物理もど
うしても載りたくてめっちゃ、最後まで気抜かずに。
70点切ったことないんです、うふ。
あと、睡眠はちゃんと取るべきだと思いました。合格
座談会のときに聞いたんですよね、どのぐらい睡眠
取ってましたかって。そしたら５～６時間が多くて。
私最初５時間で頑張ってたんですけど、全然授業で

やったことも頭に入んないぐらいボーッとしちゃっ
て。それ聞いて６、７時間寝るようにしてました。
こうやって色々受かった先輩やチューターさんから得
た情報って、おっきかったですね。
「合格への軌跡」も含めて、色んなタイプの人がいる
じゃないですか。睡眠はちょっとで足りる人とか、逆
にいっぱい寝ないといけない人とか、自習中は絶対寝
ないとか、色んなタイプの人がいて、色々試しまし
た。それで自分に合うのをどんどん見つけていったっ
てのはあります。読んだ方がいいですよ「合格への軌
跡」、ははは。
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でも慣れてきたんですよね、生活リズムに慣れてきた
ら、何から優先的にやればいいのか重要度を教えてく
れるから順に目の前のことを一つ一つやれるように
なって。それからは逆に余裕がもてるようになってき
ましたね。溜まった分もいっぱい復習して、一気に片
付いていきました。やっぱり大手の授業の少なさに慣
れてたんで、はい、Kにいたとき、全然なんか普通に
ラーメンとか友達と食べに行ってました、一浪のと
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代官山通信の表紙のお言葉を見て、やっぱ自
分ってだらけてる人間だなってやんなきゃって
(笑)
本館にいたときは、２号館が６時から開いてるからそ
の人たちに負けたくなくて、５時に起きて寮で勉強し
たりとかしてたんですけど、２号館に移籍してからは
なんかちょっと安心しちゃったっていうか(笑)、いやな
んか、もうずっと２号館に行きたくて、もう必死だっ
たけど、やっと行けたー、あーちょっと一安心みたい
な(笑)。そっから朝起きれなくなって。２号館行って最
初のひと月ぐらいは、勉強にも身が入らず朝も起きれ
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代官山きて、一番変わったのは、物事の本質を
考えること。
いや、みんな、どの先生もめっちゃ凄くないですか、
代官山。めっちゃみんなわかりやすいんですよ～、で
も分かりやすい先生に見ていただいたにもかかわら
ず？私の～、もう才能がないなと思います、ははは
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余談までも。なんかそうしてたら、なんか他の科目で
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た…、んーそうですね(笑)。正解したいっていうか、答
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ね。だから今日は自習室入れなかったから勉強はしな
くていいみたいな、勝手にそういう(笑)。代官山は勉強
すべき私の場所がちゃんとあるから。自分の自習席も
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ました。勉強しなきゃ、頑張んなきゃってあるから、
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ふ。聞いただけじゃ忘れるんで。そういえばこれこの
前も質問行ったなみたいになっちゃうのが嫌で、絶対
書き留めてました、はい、質問大事ですよね～。

先輩達の軌跡を読んで、自分に合ったやり方を
試していった。
後輩へ一言、そうですね、ん～いくら合格したからっ
ていって、何も後悔が残らないってわけじゃないん
で、そのー点数開示したときに、あーもうちょっと
だったなあとか、あんときもうちょっとやってればっ
て、後悔残っちゃうんで、だから後悔残らないように
やり切った方がいいのかなってほんとに思います。
あと、なんだろ、んーあ、日曜日の夜は勉強しなくて
もいいと思います(笑)。私はもう日曜日の夜はおいしい
もの食べて寝るって決めてたんで。でも私月曜日の
ウィークリーめっちゃガチでやってたんですよ、は
は。英語25点満点だらけで、へへへ(笑)。勝手に下剋
上みたいな感じでどうしてもあのランキングに載りた
くて、めっちゃ頑張ってました。だから凄い早めから
準備して、日曜日の夜までには終わらせて、おいしい
ご飯を、ふふふ。結構ガチで、ふふ、数学と物理もど
うしても載りたくてめっちゃ、最後まで気抜かずに。
70点切ったことないんです、うふ。
あと、睡眠はちゃんと取るべきだと思いました。合格
座談会のときに聞いたんですよね、どのぐらい睡眠
取ってましたかって。そしたら５～６時間が多くて。
私最初５時間で頑張ってたんですけど、全然授業で

やったことも頭に入んないぐらいボーッとしちゃっ
て。それ聞いて６、７時間寝るようにしてました。
こうやって色々受かった先輩やチューターさんから得
た情報って、おっきかったですね。
「合格への軌跡」も含めて、色んなタイプの人がいる
じゃないですか。睡眠はちょっとで足りる人とか、逆
にいっぱい寝ないといけない人とか、自習中は絶対寝
ないとか、色んなタイプの人がいて、色々試しまし
た。それで自分に合うのをどんどん見つけていったっ
てのはあります。読んだ方がいいですよ「合格への軌
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卒 業 生 が 語 る

WAY TO SUCCESS

合格への
軌跡2020年

金沢医科大 前期2次合格

ウィークリーで１位獲れて、今まで 
やってたのが無駄じゃなかったんだと 

すごい嬉しかった。
金沢医科大進学　加藤理沙さん(愛知淑徳高校卒)
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６浪だったけど、合格最低点と３点差で合格！
加藤理沙です。金沢医科大学に合格しました。一次は
金沢、川崎、福岡、久留米合格しました。なんか南に
愛された(笑)。二次は金沢だけきました。番号ありの
60番で。川崎は番号なしで、久留米が96番で残念でし
たね。3月の18日に金沢がきました。今年なんか代官
山から8人行ってますよね。Nと私と、伊藤くん、豪く
ん、梨乃ちゃん、あと服部奨？それに矢野くんと大和
田くん、多いです。ほんとに代官山多いですよね(笑)。
もう今年で終わりのつもりでした。まぁちょっと延長
して(笑)、6浪です。6で入りました。いやーでもー、
ほんと受かってよかった。ほんとに何か、代官山を紹
介してくれた吉見君(聖マリアンナ医科大進学：吉見侑
大)にも連絡して…、ほんとおめでとー！って。でもま
だコロナで会えてなくて。めっちゃ喜んでくれまし
た。金沢に成績開示したんですけど、そうしたら合格
最低点のプラス3点で(笑)。合格最低点が213で、私216
なんですよ。英語が54、数学が59、化学47、生物56。
理科もうちょっとのはずだったんですけど意外とな
かったです…。
金沢２次はグループ面接と、小論文で、小論は結構自
信ありましたし問題ないんですけど。多分金沢の面接
は、年齢順に部屋分かれてるっぽくて、私のグループ
多浪しかいなくて。4人のグループで、男子・男子・男
子・私女子だったんですけど、あのーみんなめちゃめ
ちゃ発言する人で。それにめちゃめちゃ仕切ってる男
の子が専門用語？めちゃめちゃばーって言う。私はな
んかよく分かんなくて。「あ、そうなんですねエヘヘ
ヘ」とか言いながらめっちゃ頷いてて。その男の子が
振ってきたらと、自分から発言で2回くらいしかできな
くて。高橋先生が「具体例を言った方が良い」って
仰ってたんで、高齢者の胃瘻？とか終末期医療？とか
の話だったんで、自分のおばあちゃんの老人ホーム
行ったけど、最終的に自分の家で最期を迎えたってい
うエピソードを話したぐらいで、私は。全然発言しな
かったんで「こりゃやべえな」とか思いながら内心(笑)
「めっちゃ言うやん、どうしよ」って。ビデオ撮影か
な…。なんかビデオがこう、あって、別室でなんか10
人くらいで観てるらしいですよ。みんながめっちゃ話
すから「は～、すごいな～」って。あ、だから具体的
な例なんかも、多分言った方がいいかなーと思いま
す。専門用語ゴリゴリだった他の人なんか全員落ちて
ました…。年齢は半端なかったけど、11浪とか10浪と
か。4浪で「おっ」って(笑) 。私は6だったけど(笑)。ま
あ、そのグループで私だけです受かってたの。まあ
「まだマシ」って思われたんですかね？(笑)

代官山に来て、「こんなだらだらしないで、皆
がワッて勉強する塾あるんだ」と衝撃だった。
私は代官山に来るまでは地元の名古屋で色々K塾とかY
ｾﾞﾐとかF学院とか行っていて、1浪、2浪で行ってたK
塾で知り合った吉見君から、良いところがあるよって

代官山紹介されて。吉見君はK塾で同じクラスだったん
ですよ。その後「聖マリ合格したからお前も絶対東京
来た方が良い！」「親元離れてやったほうがいいぞ！
」って言われて。ここ来て代官山専用の寮もあるって
ことで、先生に案内してもらって(笑)、私めっちゃ覚え
てます。もう～、勉強せざるを得ない状況だったし、
自分を変えないときっと受からないと思ってたし。も
う自分から朝も頑張って。朝とか起きるのは自分で
ちゃんと頑張ってました。代官山は二号館とか特に鍵
が施錠されるし(笑)。休み時間にしか校舎に出入りでき
ないところとか、なんか勉強を強制的に「しなきゃい
けないな」っていう気持ちに向かわせてくれるところ
がすごく有り難かったです。
最初代官山来たとき、すごって思って、すごいですよ
ね、代官山。みんなワッて食べてワッて勉強するのが
「え？こんな塾あるんだ」って思って、みんなだらだ
らしてない。これまでの塾とは全然違う、ホントにす
ごい。施錠されるのもそうですし、授業数がすごい多
かったし。今まで通ってたあたしの塾は、夕方で終わ
るところばっかだったんで。自分では勉強してるつも
りでも、代官山来ちゃうと、あれは勉強してなかった
ですね、なんかそれまでそんな勉強出来てなかったん
かなーっていうのが今になって思うんです。授業数を
多くしてギリギリまで詰めてくれる代官山の授業スタ
イルがすごい気に入ってます。強制力が無いと出来な
い、出来ないです。もうパッパラパーだったんで。
先生たちもめっちゃ面倒見いいじゃないですか。ホン
トに優しい…、厳しいけど、優しくて、どんなに出来
ない事で何度も質問しに行ってもちゃんと。先生達マ
ンツーだけじゃなくて、プリント下さいって言ったら
プリントくれるし、それも「やったの？」って聞かれ
て「あ、やんなきゃ・・・」とか「ここまで終わって
る？」とかも把握してくれてて。それがやらなきゃや
る気にさせてくれました。

代官山来て、自立心が芽生え(笑)。
それに考え方が大人になりましたよね。精神が成長し
たっていうのは一番デカイかな。んー、なんかその、
あんまり悩んだりしなくなりましたね。どうしようと
か、いややるしかないっしょって。それにむやみやた
らに頼ったりしなくなった、と思います。自立？自立
心が芽生え(笑)。それまでは親に頼りっぱなしでした。
「お母さ～ん」みたいな(笑)実家だったんで、ずっと。
ほんとにもう、何にも出来ない。家から出て良かった
です。ホントにそう思います！ホントに感謝してま
す。そのー出してくれた吉見君に、はは。

ライバルっていうか、戦友ができました。
みんなでお互い点数を競い合ったり、受験生として仲
良くて、そういう環境だったから、私も頑張って
ウィークリー1位1回獲ったよ。ウィークリーまじで頑
張ったんですよ。なんかその、合格座談会で白須君

るし、女性差別うんぬんとかあるから、受かるかな
～？(笑)なんか緒方先生に11月くらいに「生物こんな
にイケてるのに、全然自信無いでしょ？」って、一回
言われた事あって。なんかその、呼び出されて一回私
が。呼び出しってそのー私ヤバい事したかな？ってや
べえやべえとか思いながら行ったら、「生物もすごい
安定して出来てるし、考え方もすごいしっかりしてる
のに全然自信無いよねー」みたいな言われて、でその
時に「自分自信そんな無いんだー」って思って。ハっ
て気付いて。それで何か、そのーなんていうんだろう
「数字はちゃんと出てるから、そのまま自信持って行
けばいいんだよ！」みたいな事めっちゃ言われたんで
すけど、どうしてもやっぱその、年齢は変えらんない
し、入試のその差別とか、無いって言われてても、点
数を取らないと私はきっと採ってもらえないと思って
たんで慎重になってました。最後まで不安っちゃ不安
でしたけど、緒方先生の言ってもらえたことはすごく
嬉しかったです、うん。
あと、周りにも恵まれましたね。そうですね。石代君
も大阪医科行って。実は石代も同い年なんです。水谷
紀江（近畿大医学部進学）と、石代（大阪医科進学）
と、私となんか、3人6浪トリオ(笑)仲良し6浪。まさか
の6浪が一掃セールって感じでいなくなっちゃったん
で。ほんとに良かったねーって。こんなに多浪でも受
かる塾って無いんじゃないかなあ。ホントに多浪一掃
セールだった。

最後に、後輩たちにアドバイスを。
朝はある程度早い時間に来た方がいいよね。8時までに
は来ようっていう意識で私は来てました。朝に勉強
を、単語だけでもいいんで何かやったらエンジンがか
かって自分はその授業一日今日、頑張ろう！っていう
気持ちになってました。今まで全然そんなんじゃな
かったんで、「朝、めんっど！」みたいな感じだった
んで(笑)ホントに変わったなあって思いますよホントに
そういうところは。代官山来てなかったら、今頃名城
大学行ってました。(笑)　間違いなく！間違いなく行っ
てました。
スキマ時間の使い方はしっかりやったほうがいいし、
先生の言う事はきちんと聞く。それが一番の近道だと
思う。大変だけど、近道。んーとあと、結構量、渡さ
れるんで。結構マンツーもどの先生もそうだと思うん
ですけど、結構な量をプリント渡される人多いと思う
んで、量こなすのもそうだし何回も繰り返すのもめっ
ちゃ地道な作業だと思うんですけど、なんやかんや今
思うとそれが一番効率がいい近道だなあって思うん
で。
「受かるぞ」って気持ち大事ですよね。
私、後輩に伝えたいことで、多浪生がもしいたら面接
と小論文対策はちゃんとやっておいた方がいいってす
ごく、すごい思います。多分私が実際逆転してるんで
金沢で。ほんとに逆転ってあり得るんだっていうのは

実際目にしたので、ホント高橋先生の言う事はちゃん
と聞いたほうがいいなあっていうのは。多分私が受け
てきた中で(笑)、日本で一番良い先生っていうのは、間
違いないです。今も使えるもん、大学のレポートで。
だからホントにすごいんだなって思った。
それに、以前合格の軌跡で、五藤未来さん(関西医科大
進学：後藤未来)、全然直接の関わりは無いんですけ
ど、軌跡の最後のほうで「努力した人は絶対報われる
から、諦めないで頑張って」みたいな言葉があって、
本当にその通りだなと。しんどかったけどなんか正
直、「こんだけやったから絶対来る」みたいな自信は
ちょっとあって。だから結局それが最後結果に結びつ
いたし、やったら、その分の努力は絶対返ってくるか
ら、代官山生はホントに頑張ってほしい。あと残り何
カ月か分かんないですけどホント頑張ってほしいで
す。

WAY TO SUCCESS合格への軌跡

代官山紹介されて。吉見君はK塾で同じクラスだったん
ですよ。その後「聖マリ合格したからお前も絶対東京
来た方が良い！」「親元離れてやったほうがいいぞ！
」って言われて。ここ来て代官山専用の寮もあるって
ことで、先生に案内してもらって(笑)、私めっちゃ覚え
てます。もう～、勉強せざるを得ない状況だったし、
自分を変えないときっと受からないと思ってたし。も
う自分から朝も頑張って。朝とか起きるのは自分で
ちゃんと頑張ってました。代官山は二号館とか特に鍵
が施錠されるし(笑)。休み時間にしか校舎に出入りでき
ないところとか、なんか勉強を強制的に「しなきゃい
けないな」っていう気持ちに向かわせてくれるところ
がすごく有り難かったです。
最初代官山来たとき、すごって思って、すごいですよ
ね、代官山。みんなワッて食べてワッて勉強するのが
「え？こんな塾あるんだ」って思って、みんなだらだ
らしてない。これまでの塾とは全然違う、ホントにす
ごい。施錠されるのもそうですし、授業数がすごい多
かったし。今まで通ってたあたしの塾は、夕方で終わ
るところばっかだったんで。自分では勉強してるつも
りでも、代官山来ちゃうと、あれは勉強してなかった
ですね、なんかそれまでそんな勉強出来てなかったん
かなーっていうのが今になって思うんです。授業数を
多くしてギリギリまで詰めてくれる代官山の授業スタ
イルがすごい気に入ってます。強制力が無いと出来な
い、出来ないです。もうパッパラパーだったんで。
先生たちもめっちゃ面倒見いいじゃないですか。ホン
トに優しい…、厳しいけど、優しくて、どんなに出来
ない事で何度も質問しに行ってもちゃんと。先生達マ
ンツーだけじゃなくて、プリント下さいって言ったら
プリントくれるし、それも「やったの？」って聞かれ
て「あ、やんなきゃ・・・」とか「ここまで終わって
る？」とかも把握してくれてて。それがやらなきゃや
る気にさせてくれました。

代官山来て、自立心が芽生え(笑)。
それに考え方が大人になりましたよね。精神が成長し
たっていうのは一番デカイかな。んー、なんかその、
あんまり悩んだりしなくなりましたね。どうしようと
か、いややるしかないっしょって。それにむやみやた
らに頼ったりしなくなった、と思います。自立？自立
心が芽生え(笑)。それまでは親に頼りっぱなしでした。
「お母さ～ん」みたいな(笑)実家だったんで、ずっと。
ほんとにもう、何にも出来ない。家から出て良かった
です。ホントにそう思います！ホントに感謝してま
す。そのー出してくれた吉見君に、はは。

ライバルっていうか、戦友ができました。
みんなでお互い点数を競い合ったり、受験生として仲
良くて、そういう環境だったから、私も頑張って
ウィークリー1位1回獲ったよ。ウィークリーまじで頑
張ったんですよ。なんかその、合格座談会で白須君

（東邦大進学）が「ウィークリーめっちゃ頑張った方
がいい」ってすごい印象に残ってて。ウィークリー基
礎だし、一から頑張ろうと思って。毎週もう全力で本
気で、あれですね、ウィークリー受験しました、わた
しは。英語は25点満点、1個0.5点、1問0.25点のやつを
一個一個。もう、総合1位獲れた時はホントに嬉しく
て！確か1位が最後から手前ぐらいだった気がするんで
すけど。最後のほうだった気がするんですけど。なん
か関ひかりちゃん（東邦進学）が3位か4位で。めちゃ
くちゃ悔しがってて「1位だあ～～～！」ってめっちゃ
言われたのが、ホントにそれが嬉しくて。人生テスト
で1位獲れたの多分これが初めてで。なんか授業終わっ
た後に、授業全部終わって先生居ないの確認してパ
シャッてランキング写真撮って、はは。いや、もう親
に送りました。「1位獲ったー！」って。そんなウィー
クリー復習テストだからあんまりそんな重視してない
人にとっては「ウィークリーじゃん」みたいな感じに
思われるかもしれないんですけど自分はすごい嬉し
かったんです。今までやってたのが無駄じゃなかった
んだなあって、嬉しい瞬間でした。うちのクラス皆マ
ジメだったし、中山さん(杏林大医学部進学)と、後半
25点どっちが多く取ったかめっちゃ競ってて。「今回
負けたわ～」とかすごい、お互いに言い合ってそれが
良かったです。いや、ライバルっていうか、ホント
に、ライバルを越えた良い友達っていう戦友、うん。
この間もA1の子達でZoomでA1会をしました。ふふ。
受かってよかったねみたいな。

いわゆる多浪での受験をどのように考えていま
したか？
まあ…、多浪なんで、受かる自信はいうて無かったん
ですけど、まあ受かりたいけど、実際その、年齢もあ

るし、女性差別うんぬんとかあるから、受かるかな
～？(笑)なんか緒方先生に11月くらいに「生物こんな
にイケてるのに、全然自信無いでしょ？」って、一回
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べえやべえとか思いながら行ったら、「生物もすごい
安定して出来てるし、考え方もすごいしっかりしてる
のに全然自信無いよねー」みたいな言われて、でその
時に「自分自信そんな無いんだー」って思って。ハっ
て気付いて。それで何か、そのーなんていうんだろう
「数字はちゃんと出てるから、そのまま自信持って行
けばいいんだよ！」みたいな事めっちゃ言われたんで
すけど、どうしてもやっぱその、年齢は変えらんない
し、入試のその差別とか、無いって言われてても、点
数を取らないと私はきっと採ってもらえないと思って
たんで慎重になってました。最後まで不安っちゃ不安
でしたけど、緒方先生の言ってもらえたことはすごく
嬉しかったです、うん。
あと、周りにも恵まれましたね。そうですね。石代君
も大阪医科行って。実は石代も同い年なんです。水谷
紀江（近畿大医学部進学）と、石代（大阪医科進学）
と、私となんか、3人6浪トリオ(笑)仲良し6浪。まさか
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思う。大変だけど、近道。んーとあと、結構量、渡さ
れるんで。結構マンツーもどの先生もそうだと思うん
ですけど、結構な量をプリント渡される人多いと思う
んで、量こなすのもそうだし何回も繰り返すのもめっ
ちゃ地道な作業だと思うんですけど、なんやかんや今
思うとそれが一番効率がいい近道だなあって思うん
で。
「受かるぞ」って気持ち大事ですよね。
私、後輩に伝えたいことで、多浪生がもしいたら面接
と小論文対策はちゃんとやっておいた方がいいってす
ごく、すごい思います。多分私が実際逆転してるんで
金沢で。ほんとに逆転ってあり得るんだっていうのは

実際目にしたので、ホント高橋先生の言う事はちゃん
と聞いたほうがいいなあっていうのは。多分私が受け
てきた中で(笑)、日本で一番良い先生っていうのは、間
違いないです。今も使えるもん、大学のレポートで。
だからホントにすごいんだなって思った。
それに、以前合格の軌跡で、五藤未来さん(関西医科大
進学：後藤未来)、全然直接の関わりは無いんですけ
ど、軌跡の最後のほうで「努力した人は絶対報われる
から、諦めないで頑張って」みたいな言葉があって、
本当にその通りだなと。しんどかったけどなんか正
直、「こんだけやったから絶対来る」みたいな自信は
ちょっとあって。だから結局それが最後結果に結びつ
いたし、やったら、その分の努力は絶対返ってくるか
ら、代官山生はホントに頑張ってほしい。あと残り何
カ月か分かんないですけどホント頑張ってほしいで
す。
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